


　
　
　
　
　
　
　
目
　
　
次

図
　
　
版
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３

序 

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
16

は
し
が
き
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
18

訳
注
凡
例
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
19

訳
　
　
注

　
　【
一
】『
龍
山
三
開
祖
伝
』「
法
身
和
尚
伝
」
………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
23

　
　【
二
】『
松
島
諸
勝
記
』「
無
相
窟
」
………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
60

　
　【
三
】『
天
台
由
緒
記
』（
法
身
禅
師
部
分
抜
粋
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
75

　
　【
四
】『
沙
石
集
』「
米
沢
善
本
」
巻
十・十
三
「
臨
終
ノ
目
出
人
々
ノ
事
」・「
法
心
房
ノ
上
人
事
」
……
…
90

　
　【
五
】『
沙
石
集
』「
長
享
本
」
巻
十
「
臨
終
目
出
キ
僧
ノ
事
」
………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
111

　
　【
六
】『
元
亨
釈
書
』
巻
六
「
松
島
寺
法
心
」
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
132

　
　【
七
】『
扶
桑
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
一
「
松
島
寺
法
心
禅
師
伝
」
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
139

　
　【
八
】『
延
宝
伝
灯
録
』
巻
二
「
奥
州
松
島
山
円
福
性
才
法
心
禅
師
」
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
148

　
　【
九
】『
本
朝
高
僧
伝
』
巻
十
九
「
奥
州
円
福
寺
沙
門
法
心
伝
」
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
155

　
　【
十
】『
奥
羽
観
蹟
聞
老
志
』
巻
七
「
釈
法
身
」
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
166

　
　【
十
一
】『
二
川
随
筆
』
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
184

　
　【
十
二
】「
示
性
心
師
（
性
心
師
に
示
す
）」
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
192

法
身
性
西
禅
師
の
生
涯
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
204

法
身
性
西
禅
師
略
年
譜
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
216

法
身
禅
師
七
百
五
十
年
遠
諱
記
念
『
圓
福
寺
開
山
　
法
身
性
西
和
尚
集
』
発
行
に
当
た
り
…
…
…
…
…
…
…
219

あ
と
が
き
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
220



①　法
ほっ

身
しん

性
しょう

西
さい

像
ぞう

承
じょう

応
おう

３年（1654）　瑞
ずい

巌
がん

寺
じ

蔵　松島町指定有形文化財
像高（裳

も

先
さき

）95.5cm、大
おお

袖
そで

張
ばり

70.0cm　木造彩色

　承応３年、瑞巌寺99世・雲
うん

居
ご

希
き

膺
よう

（1582～1659）の発
ほつ

願
がん

により、伊
だ

達
て

政
まさ

宗
むね

正
せい

室
しつ

・愛
めご

姫
ひめ

（1568～1653）の菩
ぼ

提
だい

成
じょう

就
じゅ

を祈
き

願
がん

して制作された木像。
　平

へい

成
せい

11年〜12年（1999〜2000）に実施された解体修理の際、胎
たい

内
ない

から愛姫とその長女・
五
い

郎
ろ

八
は

姫
ひめ

（1593～1661）の身辺に仕えた人々が、愛姫の追
つい

善
ぜん

と自身の善
ぜん

処
しょ

後
ご

生
しょう

を祈
き

念
ねん

して納めた毛髪・経本・念
ねん

珠
じゅ

等が発見された。

3



②　法
ほっ

心
しん

和
お

尚
しょう

像
ぞう

15世紀後半　青森県十
と

和
わ

田
だ

市・法
ほう

蓮
れん

寺
じ

蔵　十和田市指定有形文化財
像高84.0cm、裾

すそ

幅
はば

54.0cm　木造黒漆塗

　法蓮寺はその前身を円
えん

福
ぷく

寺
じ

といい、文
ぶん

永
えい

２年（1265）、法身の開山と伝わる。円福寺
という名称は、松島・円福寺になぞらえての命名。
　出
しゅっ

家
け

の契
けい

機
き

となった傷が生
なま

々
なま

しく表現されており、近年の調査によって胎
たい

内
ない

に「応
おう

仁
にん

二年（1468）」の墨
ぼく

書
しょ

が確認された。

4



5



③　法
ほっ

身
しん

性
しょう

西
さい

像
ぞう

室町時代　瑞
ずい

巌
がん

寺
じ

蔵　宮城県指定有形文化財
縱100.1cm、横49.1cm　絹本着色

　法
はっ

被
ぴ

を掛
か

けた禅
ぜん

床
しょう

に坐
ざ

し、橙
だいだい

色
いろ

の直
じき

裰
とつ

の上に金
きん

襴
らん

切
きり

交
まぜ

・六角形の環
かん

がついた袈
け

裟
さ

を
身に着け、右手に払

ほっ

子
す

を握
にぎ

る。
　禅僧の肖像は「頂

ちん

相
そう

」と称し、歴代住職の系譜を示すことをはじめ、寺の伝統を支
える重要な役割を持つ。中世の東北地方における臨済禅の伝

でん

播
ぱ

を物語る貴重な遺品。

6



④　法
ほっ

身
しん

性
しょう

西
さい

位
い

牌
はい

　原字 雲
うん

居
ご

希
き

膺
よう

筆
承
じょう

応
おう

３年（1654）頃　瑞
ずい

巌
がん

寺
じ

蔵

　①の木像と同時期に制作されたと考えられる法身の位牌。古来より道
どう

号
ごう

・法
ほう

諱
き

につ
いて、法身・法

ほっ

心
しん

、性西・性
しょう

才
さい

と様々な表記がなされているが、瑞巌寺ではこの位牌
に「開山㳒身性西禪師大和尚」（「㳒」は「法」の異体字）とあることにより、現在は法身
性西に統一している。

7



⑤　法
ほっ

身
しん

位
い

牌
はい

　実
じつ

堂
どう

宗
そう

中
ちゅう

筆
天
てん

正
しょう

８年（1580）　瑞
ずい

巌
がん

寺
じ

蔵

　「平
へい

成
せい

の大修理」の際、瑞巌寺本堂の屋根裏より発見された法身の位牌。
　「開山法身和尚大禪師」とあり、天正８年、円

えん

福
ぷく

寺
じ

93世・実堂宗中（？～1610）の揮
き

毫
ごう

。裏面には「天正八年庚
かのえ

辰
たつ

三月十五日　実
じつ

堂
どう

叟
そう

、開
かい

山
さん

塔
とう

を改め両
りょう

牌
はい

を移す」とある
が、現在の瑞巌寺に開山塔は無く、「両牌」は法身と並び円福寺の両開山とされた蘭

らん

渓
けい

道
どう

隆
りゅう

（1213～78）の位牌のことと思われるが未詳。

8



⑥　法
ほっ

身
しん

性
しょう

西
さい

位
い

牌
はい

宮城県大
たい

和
わ

町
ちょう

・禪
ぜん

興
こう

寺
じ

蔵

　文
ぶん

永
えい

２年（1265）、法身開山の伝承を有する禪興寺に祀
まつ

られている位牌。
　禪興寺は旧名を長

ちょう

福
ふく

寺
じ

といい、同地には現在も「長福寺」という地名が残る。「當
寺開山㳒身性西禅師大和尚」とあり、瑞

ずい

巌
がん

寺
じ

の仏
ぶつ

間
ま

に安置されている位牌と「㳒」字
が同じである。

9



⑦　法
ほっ

身
しん

窟
くつ

瑞
ずい

巌
がん

寺
じ

　宋
そう

から帰国した法
ほっ

身
しん

は松島に隠
いん

棲
せい

し、この洞
どう

窟
くつ

に居
きょ

を定め聖
しょう

胎
たい

長
ちょう

養
よう

に励
はげ

んだという。
後、仏道修行のために全国を行

あん

脚
ぎゃ

していた鎌倉幕府５代執
しっ

権
けん

・北
ほう

条
じょう

時
とき

頼
より

（1227～63）
と窟

くつ

内
ない

で邂
かい

逅
こう

し、懇
こん

請
せい

により円
えん

福
ぷく

寺
じ

の開山に迎えられた。
　『天

てん

台
だい

由
ゆい

緒
しょ

記
き

』は時頼の出
しゅっ

家
け

と松島滞在を宝
ほう

治
じ

２年（1248）のことと記すが、『龍
りゅう

山
ざん

三
さん

開
かい

祖
そ

伝
でん

』では出家を30歳前、行脚を正
しょう

元
げん

元年から文
ぶん

応
おう

２年（1259～61）のことと記
しており、年数に異

い

同
どう

がある。

10



⑧　大
おお

銀
いち

南
ょう

木
のき

青森県七
しちの

戸
へ

町
まち

・個人所有　青森県指定天然記念物
樹
じゅ

高
こう

約26ｍ、目
め

通
どお

り幹
かん

囲
い

約11.6ｍ、推
すい

定
てい

樹
じゅ

齢
れい

760年

　法
ほっ

身
しん

の手植えと伝わり、青森県上
かみ

北
きた

郡
ぐん

七
しち

戸
のへ

町
まち

字
あざ

銀
いち

南
ょう

木
のき

に現存する。
　倉

くら

岡
おか

川
がわ

上流に位置するこの地は五
ご

庵
あん

川
がわ

原
ら

（「御
ご

庵
あん

川原」とも）と呼ばれるが、これは、
法身の旧主・真

ま

壁
かべ

時
とき

幹
もと

（「経
つね

明
あき

」とも・生没年不詳）が昔の非礼を詫
わ

びて従
じゅう

者
しゃ

３名と共に法
身に弟子入りし、５つの庵

あん

を結んだことに由来するものである。

11



⑨　道
どう

無
む

和
お

尚
しょう

像
ぞう

15世紀後半　青森県十
と

和
わ

田
だ

市・法
ほう

蓮
れん

寺
じ

蔵　十和田市指定有形文化財
像高87.0cm、裾

すそ

幅
はば

54.5cm　木造黒漆塗

　法蓮寺・法
ほっ

身
しん

堂
どう

の内部に安置されている道無和尚の倚
い

像
ぞう

。道無は経
つね

明
あき

の僧名。法身
と道無がお互いの姿を見ながら刻みあったものの一方と伝わるが、法身和尚像と同様、
15世紀後半の制作と考えられている。青森県内では貴重な中世の肖

しょう

像
ぞう

彫
ちょう

刻
こく

。

12



⑩　袈
け

裟
さ

掛
が

けの松
青森県十和

と

田
わ

市・法
ほう

蓮
れん

寺
じ

所有

　青森に隠
いん

棲
せい

した法
ほっ

身
しん

は洞
ほら

内
ない

領
りょう

主
しゅ

・洞
ほら

内
ない

由
ゆう

之
の

進
しん

（生没年不詳）の寄
き

進
しん

を受け、円
えん

福
ぷく

寺
じ

（現
法蓮寺）の開

かい

山
さん

となった。この恩
おん

義
ぎ

に報
むく

いるため法身は水田を開き、弟子達と田を耕
たがや

したと伝わる。その際、身に着けていた袈裟を掛けたのが名称の由来で、現在の松は
幕
ばく

末
まつ

に植えられた２代目と言われている。

13



⑪　法
ほっ

身
しん

塚
づか

（法
ほっ

心
しん

塚
づか

）

応
おう

仁
にん

２年（1468）　青森県十
と

和
わ

田
だ

市・法
ほう

蓮
れん

寺
じ

蔵

　法蓮寺より西に約500ｍ程の場所に、法蓮寺歴代住職の墓所と伝わる塚がある。法
身のものとされる卵

らん

塔
とう

は、正面に「開山法心諸大和尚」、向かって右側面に「応仁二年」、
左側面に「十月十二日」と刻されている。
　「応仁二年」という年号は、②法心和尚像の胎

たい

内
ない

に確認された墨
ぼく

書
しょ

と同じであるこ
とから、木像の制作と卵塔の建

こん

立
りゅう

が法身の顕彰事業として同時期に行われた可能性が
あると推測される。

14



向かって左側面「十月十二日」 向かって右側面「応仁二年」

15



序

　
令
和
四
年
九
月
八
日
、
瑞
巌
寺
の
前
身
で
あ
る
臨
済
宗
圓え

ん

福ぷ
く

寺じ

の
開
山
と
な
っ
た
「
法ほ

っ

身し
ん

性し
ょ
う

西さ
い

禅ぜ
ん

師じ

七
百
五
十
年
遠お

ん

諱き

」
が
厳
修
さ
れ

る
予
定
で
あ
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
第
七
波
の
蔓
延
と
い
う
状
況
下
に
あ
っ
て
は
皆
さ
ま
に
参
集
し
て
頂
く
こ
と

も
ま
ま
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
一
年
間
延
期
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
間
に
、
瑞
巌
寺
宝
物
館
で
は
特
別
展
「
法ほ

っ

身し
ん

伝で
ん

心し
ん 

︱ 

そ
の

こ
こ
ろ
、
い
つ
ま
で
も 

︱
」
が
開
催
さ
れ
、
事
績
顕
彰
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
各
地
に
残
る
伝
承
や
、
時
を
越
え
て
語
り
継
が
れ
る
足
跡
を
鑑か

ん
がみ

る
に
、
法
身
禅
師
は
、
禅
を
通
し
て
そ
の
時
代
を
映
し
出
す
鏡
の
よ

う
な
方
で
あ
り
、
希け

有う

な
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
無む

住じ
ゅ
う

道ど
う

暁ぎ
ょ
う

禅
師
は
『
沙し

ゃ

石せ
き

集し
ゅ
う（「

さ
せ
き
し
ゅ
う
」
と
も
）』
の
中
で
法
身
禅
師

に
つ
い
て
、

「
法ほ

っ

心し
ん

房ぼ
う

の
上

し
ょ
う

人に
ん

の
仏
法
の
心
を
得
し
、
文
字
に
よ（

依
）ら

ず
。
偏ひ

と
えに

志
こ
こ
ろ
ざ
しの

ふ（
深
）か

き
に
あ
り
」

と
書
き
残
し
て
お
り
、
特
筆
す
べ
き
禅
僧
で
あ
っ
た
こ
と
に
疑
い
の
余
地
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
法
身
禅
師
は
常ひ

た

陸ち
の

国く
に

（
現
在
の
茨
城
県
）
の
出
身
で
、
俗
名
を
平へ

い

四し

郎ろ
う

と
い
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
故ゆ

え

あ
っ
て
出
家
し
、
宋
に
渡
り
、
無ぶ

準じ
ゅ
ん

師し

範ぱ
ん

禅
師
の
も
と
で
、
艱か

ん

難な
ん

辛し
ん

苦く

を
乗
り
越
え
て
大だ

い

悟ご

徹て
っ

底て
い

さ
れ
た
お
方
で
す
。
帰
国
後
は
松
島
に
や
っ
て
来
て
洞
窟
に
住
ま
い
を
定

め
、
聖

し
ょ
う

胎た
い

長ち
ょ
う

養よ
う

に
入
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
洞
窟
で
、
鎌
倉
幕
府
執
権
・
北ほ

う

条じ
ょ
う

時と
き

頼よ
り

公
と
邂か

い

逅こ
う

し
た
こ
と
を
縁
に
、
当
地
に
新
し
く
建
立
さ

れ
た
臨
済
宗
圓
福
寺
の
開
山
に
招

し
ょ
う

請せ
い

さ
れ
た
と
、
法
身
禅
師
の
足
跡
を
記
し
た
『
龍

り
ゅ
う

山ざ
ん

三さ
ん

開か
い

祖そ

伝で
ん

』
は
伝
え
て
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
に
入
り
、
仙
台
藩
を
領
し
た
伊だ

達て

政ま
さ

宗む
ね

公
は
、
師し

傅ふ

・
虎こ

哉さ
い

宗そ
う

乙い
つ

禅
師
の
勧
め
で
圓
福
寺
復
興
の
意
志
を
固
め
ら
れ
、
慶け

い

長ち
ょ
う

九
年
（
一
六
〇
四
）
か
ら
同
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
ま
で
の
五
年
間
の
工
事
で
伽が

藍ら
ん

群ぐ
ん

を
完
成
さ
せ
、
寺
名
を
「
松
島
青
龍
山
瑞
巌
圓
福
禅
寺
」

と
し
ま
し
た
。
寛か

ん

永え
い

十
三
年
（
一
六
三
六
）、
雲う

ん

居ご

希き

膺よ
う

禅
師
が
瑞
巌
寺
に
入
寺
し
た
後
は
、
自
他
と
も
に
認
め
る
、
東
北
随
一
の
禅
宗
寺

院
と
し
て
発
展
を
遂
げ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
法
身
禅
師
が
圓
福
寺
の
開
山
と
な
り
、
松
島
の
地
に
臨
済
宗

を
根
付
か
せ
て
く
だ
さ
っ
た
お
陰
で
ご
ざ
い
ま
す
。

16



　
こ
の
度
、
遠
諱
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
当
寺
宝
物
課
主
任
、
学
芸
員
の
堀ほ

り

野の

真ま

澄す
み

師
が
法
身
禅
師
に
関
す
る
文
献
・
資
料
を
纏
め
、

『
圓
福
寺
開
山
　
法
身
性
西
和
尚
集
』
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
瑞
巌
寺
の
み
な
ら
ず
、
関
係
寺
院
に
と
っ
て
も
大

変
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
本
書
を
契
機
と
し
て
、
今
後
、
益
々
の
研
究
成
果
が
上
が
る
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　
　
道
人
面
目
那
邊
尋
　
　
道ど

う

人に
ん

の
面め

ん

目も
く

、
那な

辺へ
ん

に
か
尋
ね
ん

　
　
餘
德
遺
功
滿
故
林
　
　
余よ

徳と
く

、
遺い

功こ
う

、
故こ

林り
ん

に
満
つ

　
　
穐
淨
一
輪
圓
福
月
　
　
秋
は
浄き

よ

し
一
輪
、
圓
福
の
月

　
　
天
眞
而
妙
古
來
今
　
　
天て

ん

真し
ん

に
し
て
妙
な
り
、
古こ

来ら
い

今こ
ん

�

（
瑞
巌
寺
　
住
職
　
吉よ

し

田だ

　
道ど

う

彦げ
ん

）
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は
し
が
き

　
令れ

い

和わ

四
年
（
二
〇
二
二
）
は
瑞ず

い

巌が
ん

寺じ

の
前
身
、
円え

ん

福ぷ
く

寺じ

開か
い

山さ
ん・法ほ
っ

身し
ん

性し
ょ
う

西さ
い

禅ぜ
ん

師じ

（
一
一
八
九
～
一
二
七
三
）
の
七
百
五
十
年
遠お

ん

諱き

に
あ
た
り
ま
す
。

法
身
禅
師
は
文ぶ

ん

治じ

五
年
（
一
一
八
九
）、
常ひ

た

陸ち
の

国く
に

真ま

壁か
べ

郡ご
お
り

猫ね
こ

島し
ま

村
（
現
在
の
茨

い
ば
ら

城き

県
筑ち

く

西せ
い

市
猫ね

こ

島し
ま

）
に
生
を
享う

け
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
諱い

み
なを

「
法

身
」
と
い
い
、「
性
西
」
と
号ご

う

し
ま
し
た
。「
法
身
」
は
「
法
心
」
と
、「
性
西
」
は
「
性
才
」
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
瑞

巌
寺
で
は
本
堂
・
仏ぶ

つ

間ま

に
祀ま

つ

ら
れ
て
い
る
位い

牌は
い

の
銘め

い

に
「
開
山
㳒
身
性
西
禪
師
大
和
尚
」（「
㳒
」
は
「
法
」
の
異
体
字
）
と
揮き

毫ご
う

さ
れ
て
い
る

こ
と
に
よ
り
、「
法
身
性
西
」
と
表
記
し
て
お
り
ま
す
。

　
法
身
禅
師
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
資
料
、
語
り
継つ

が
れ
た
伝で

ん

承し
ょ
うの

ほ
と
ん
ど
が
、
師
が
壮そ

う

年ね
ん

の
出

し
ゅ
っ

家け

で
、
無む

学が
く

文も
ん

盲も
う

で
あ
っ
た
と
伝
え
て

い
ま
す
。「
教

き
ょ
う

化げ

別べ
つ

伝で
ん

、
不ふ

立り
ゅ
う

文も
ん

字じ

、
直じ

き

指し

人に
ん

心し
ん

、
見け

ん

性し
ょ
う

成じ
ょ
う

仏ぶ
つ

」
の
四
句
は
、「
禅
の
真し

ん

義ぎ

は
経

き
ょ
う

論ろ
ん

や
文も

ん

字じ

に
よ
っ
て
は
理
解
出
来
な
い
、

ず
ば
り
と
心
そ
の
も
の
を
つ
か
み
、
自じ

己こ

の
本ほ

ん

性し
ょ
うを
徹て

っ

見け
ん

す
る
こ
と
で
、
悟さ

と

り
を
得
た
仏
と
な
る
こ
と
が
出
来
る
」
と
い
う
禅
の
宗

し
ゅ
う

義ぎ

を

簡
潔
に
ま
と
め
た
言
葉
で
す
が
、
法
身
禅
師
の
事じ

績せ
き

を
紐ひ

も

解と

く
ほ
ど
に
、
こ
の
言ご

ん

句く

を
体
現
さ
れ
た
生
涯
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
無む

住じ
ゅ
う

道ど
う

暁ぎ
ょ
う

禅
師
（
一
二
二
六
～
一
三
一
二
）
は
『
沙し

ゃ

石せ
き

集し
ゅ
う（「

さ
せ
き
し
ゅ
う
」
と
も
）』
の
中
で
、

　「�

法ほ
っ

心し
ん

房ぼ
う

の
上

し
ょ
う

人に
ん

の
仏ぶ

っ

法ぽ
う

の
心
を
得え

し
、
文
字
に
よ（

依
）ら

ず
。
偏ひ

と
えに

志
こ
こ
ろ
ざ
しの

ふ（
深
）か

き
に
あ
り
。
彼か

の
跡あ

と

、
尤も

っ
とも

し（
慕
）た

う
べ
き
ぞ
や
（
法ほ

っ

心し
ん

禅ぜ
ん

師じ

が

仏ぶ
っ

性し
ょ
うを

自じ

覚か
く

す
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
学
問
の
知ち

識し
き

や
素そ

養よ
う

に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
た
だ
、
仏ぶ

つ

道ど
う

成じ
ょ
う

就じ
ゅ

を
心
の
底
か
ら
願
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
姿
勢
は
、

本
当
に
手
本
と
す
る
べ
き
も
の
だ
）」

と
書
き
残
し
て
お
り
、
同
時
代
を
生
き
た
僧
の
中
で
も
、
法
身
禅
師
は
特と

く

筆ひ
つ

す
べ
き
禅
僧
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺う

か
がえ

ま
す
。

　
本
書
で
は
、
法
身
禅
師
の
足
跡
を
伝
え
る
『
龍

り
ゅ
う

山ざ
ん

三さ
ん

開か
い

祖そ

伝で
ん

』、『
松ま

つ

島し
ま

諸し
ょ

勝し
ょ
う

記き

』、『
天て

ん

台だ
い

由ゆ
い

緒し
ょ

記き

』、『
沙し

ゃ

石せ
き

集し
ゅ
う』、『

元げ
ん

亨こ
う

釈し
ゃ
く

書し
ょ

』、『
扶ふ

桑そ
う

禅ぜ
ん

林り
ん

僧そ
う

宝ほ
う

伝で
ん

』、『
延え

ん

宝ぽ
う

伝で
ん

灯と
う

録ろ
く

』、『
本ほ

ん

朝ち
ょ
う

高こ
う

僧そ
う

伝で
ん

』、『
奥お

う

羽う

観か
ん

蹟せ
き

聞ぶ
ん

老ろ
う

志し

』、『
二に

川せ
ん

随ず
い

筆ひ
つ

』
及
び
、
東と

う

福ふ
く

寺じ

開
山・円え

ん

爾に

禅
師
（
一
二
〇
二

～
八
〇
）
が
法
身
禅
師
に
示
し
た
と
考
え
ら
れ
る
法
語
「
示
性
心
師
（
性

し
ょ
う

心し
ん

師し

に
示
す
）」
に
つ
い
て
訳
注
を
行
い
、
師
の
事
績
に
つ
い
て
明
確

に
し
、
広
く
周
知
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。
甚は

な
はだ

不
十
分
な
訳
注
の
た
め
、
読
み
込
み
の
不
足
や
解
釈
の
誤
り
が
多
々
あ
る
こ
と

と
は
思
い
ま
す
が
、
諸し

ょ

賢け
ん

の
御ご

批ひ

正せ
い

を
仰あ

お

ぎ
、
今
後
の
研
究
に
対
す
る
貴
重
な
糧か

て

に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
忌き

憚た
ん

な
き
御
指

摘
を
頂
け
れ
ば
幸こ

う

甚じ
ん

に
存
じ
ま
す
。�
（
瑞
巌
寺
　
宝
物
課
主
任 

学
芸
員
　
堀ほ

り

野の

　
真ま

澄す
み

）
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〈
訳
註
凡
例
〉

○�
瑞ず

い

巌が
ん

寺じ

所
蔵
の
資
料
を
優
先
し
て
掲
載
し
、
そ
の
他
の
資
料
は
成
立
年
代
順
と
し
た
が
、「
示
性
心
師
（
性

し
ょ
う

心し
ん

師し

に
示し

め

す
）」
は
、
性
心
師

が
法
身
禅
師
で
あ
る
と
い
う
確
証
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、『
二に

川せ
ん

随ず
い

筆ひ
つ

』
の
後
に
配
し
た
。
そ
の
た
め
、『
龍

り
ゅ
う

山ざ
ん

三さ
ん

開か
い

祖そ

伝で
ん

』、『
松ま

つ

島し
ま

諸し
ょ

勝し
ょ
う

記き

』、『
天て

ん

台だ
い

由ゆ
い

緒し
ょ

記き

』、『
沙し

ゃ

石せ
き

集し
ゅ
う（「

さ
せ
き
し
ゅ
う
」
と
も
）』、『
元げ

ん

亨こ
う

釈し
ゃ
く

書し
ょ

』、『
扶ふ

桑そ
う

禅ぜ
ん

林り
ん

僧そ
う

宝ほ
う

伝で
ん

』、『
延え

ん

宝ぽ
う

伝で
ん

灯と
う

録ろ
く

』、『
本ほ

ん

朝ち
ょ
う

高こ
う

僧そ
う

伝で
ん

』、『
奥お

う

羽う

観か
ん

蹟せ
き

聞ぶ
ん

老ろ
う

志し

』、『
二
川
随
筆
』、「
示
性
心
師
」
の
順
で
掲
載
す
る
。

　
・�『
龍
山
三
開
祖
伝
』
は
、
瑞
巌
寺
が
所
蔵
す
る
文ぶ

ん

化か

十
年
（
一
八
一
三
）
写
本
を
底
本
と
し
た
。

　
・�『
松
島
諸
勝
記
』
は
、
瑞
巌
寺
が
所
蔵
す
る
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
写
本
を
底
本
と
し
た
。

　
・�『
天
台
由
緒
記
』
は
、
瑞
巌
寺
が
所
蔵
す
る
文ぶ

ん

明め
い

二
年
（
一
四
七
〇
）
写
本
を
底
本
と
し
た
。

　
・�『
沙
石
集
』
は
、
伝
本
に
よ
る
本
文
の
異
同
が
大
き
く
、
古
本
系
と
流
布
本
系
の
二
系
統
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
古
本
系
は
、
市
立

米
沢
図
書
館
が
所
蔵
し
、
市
立
米
沢
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
公
開
さ
れ
て
い
る
「
米よ

ね

沢ざ
わ

善ぜ
ん

本ぼ
ん

」（https://w
w
w
.library.

yonezaw
a.yam

agata.jp/dg/A
A
152.htm

l

）
を
、
流
布
本
系
は
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
が
所
蔵
し
、
京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
「
長

ち
ょ
う

享き
ょ
う

三
年
写
本
」（https://rm

da.kulib.kyoto-u.ac.jp/item
/rb00012947

）
を
底
本
と
し
た
。
こ

の
二
書
を
底
本
と
し
た
の
は
、
現
在
、
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
る
資
料
の
中
で
、
一
番
年
代
が
古
い
た
め
で
あ
る
。

　
・�『
元
亨
釈
書
』
は
、
京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
永え

い

和わ

三
年
（
一
三
七
七
）
刊
本
を
底
本
と
し
た
。

（https://rm
da.kulib.kyoto-u.ac.jp/item

/rb00012893
）

　
・�『
扶
桑
禅
林
僧
宝
伝
』は
、国
文
学
研
究
資
料
館（
鵜う

飼か
い

文ぶ
ん

庫こ

）が
所
蔵
し
、国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
公
開
さ
れ
て
い
る
延え

ん

宝ぽ
う

三
年（
一
六
七
五
）

自
序
本
を
底
本
と
し
た
。（https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/200019952/1

）

　
・�『
延
宝
伝
灯
録
』
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
が
所
蔵
し
、
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
公
開
さ
れ
て
い
る
宝ほ

う

永え
い

三
年
（
一
七
〇
六
）
刊
本
を
底

本
と
し
た
。（https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/200010039/1

）

　
・�『
本
朝
高
僧
伝
』
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
（
鵜
飼
文
庫
）
が
所
蔵
し
、
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
公
開
さ
れ
て
い
る
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）

刊
本
を
底
本
と
し
た
。（https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/200019957/3

）
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・�『
奥
羽
観
蹟
聞
老
志
』
は
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
が
所
蔵
し
、
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
公
開
さ
れ
て
い
る
享

き
ょ
う

保ほ
う

四
年
（
一
七
一
九
）
写

本
を
底
本
と
し
た
。（https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/100350427/1

）

　
・�『
二
川
随
筆
』
は
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
が
所
蔵
し
、
京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
享
保
十

年
（
一
七
二
五
）
写
本
を
底
本
と
し
た
。（https://rm

da.kulib.kyoto-u.ac.jp/item
/rb00012483

）

　
・�「
示
性
心
師
」
は
、
田た

山や
ま

方ほ
う

南な
ん

『
禅ぜ

ん

林り
ん

墨ぼ
く

跡せ
き

拾し
ゅ
う

遺い

　
日に

本ほ
ん

編へ
ん

』（
禅ぜ

ん

林り
ん

墨ぼ
く

蹟せ
き

刊か
ん

行こ
う

会か
い

、
一
九
七
七
）
及
び
、
大
阪
市
立
美
術
館
・
財
団
法
人
五

島
美
術
館
『
書
の
国
宝
　
墨
蹟
』（
読
売
新
聞
社
、
二
〇
〇
六
）
を
底
本
と
し
た
。

○�

訳
注
の
内
容
は
、「
底
本
の
画
像
」「
原
文
」「
書
き
下
し
文
」「
口
語
訳
」「
語
注
」
の
順
と
し
、
項
目
名
は
省
略
し
て
、
項
目
の
間
を

＊
で
分
け
た
。

○�

漢
字
表
記
に
つ
い
て
は
、「
原
文
」
お
よ
び
「
語
注
」
の
見
出
し
部
分
は
、
原
則
と
し
て
底
本
の
ま
ま
の
本
字・異
体
字
を
使
用
し
、「
書

き
下
し
文
」
お
よ
び
「
語
注
」
の
注
記
部
分
に
つ
い
て
は
常
用
漢
字
と
し
た
。

○�

底
本
に
付
け
ら
れ
て
い
る
カ
タ
カ
ナ
の
振
り
仮
名
は
、「
書
き
下
し
文
」
に
そ
の
ま
ま
残
し
、
旧
仮
名
遣
い
は
現
代
仮
名
遣
い
に
変
更

し
た
。
但
し
、『
沙
石
集
』
に
つ
い
て
は
「
仮
名
交
じ
り
文
」
の
た
め
、「
原
文
」
に
そ
の
ま
ま
残
し
た
。

○�

「
書
き
下
し
文
」
の
仮
名
部
分
は
現
代
仮
名
遣
い
と
し
た
。

○�

「
書
き
下
し
文
」
の
送
り
仮
名
で
、「
行
っ
て
」
の
よ
う
に
「
お
こ
な
っ
て
」
と
「
い
っ
て
」
の
誤
読
を
生
じ
る
可
能
性
が
大
き
い
も
の

に
つ
い
て
は
、「
行
な
っ
て
」
な
ど
と
し
た
。

○�

『
沙
石
集
』
は
「
書
き
下
し
文
」
に
す
る
際
、
カ
タ
カ
ナ
を
ひ
ら
が
な
に
改
め
、
右
側
に
（
　
）
書
き
で
、
適
宜
漢
字
を
補
っ
た
。

○�

「
口
語
訳
」
は
直
訳
を
心
が
け
た
が
、
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
必
要
と
思
わ
れ
る
場
合
は
〔
　
〕
で
適
宜
こ
と
ば
を
補
っ
た
。

○�

「
語
注
」
は
、
口
語
訳
の
後
に
一
括
し
て
列
記
し
た
。

○�

「
語
注
」
に
引
用
し
た
、
大た

い

正し
ょ
う

新し
ん

脩し
ゅ
う

大だ
い

蔵ぞ
う

経き
ょ
う・
大だ

い

日に

本ほ
ん

続ぞ
く

蔵ぞ
う

経き
ょ
う（

卍
ま
ん
じ

続ぞ
く

蔵ぞ
う

）
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
Ｔ
」「
Ｘ
」
の
略
号
を
用
い
た
。

○�

参
考
に
し
た
書
籍
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
大お

お

町ま
ち

桂け
い

月げ
つ

『
桂け

い

月げ
つ

全ぜ
ん

集し
ゅ
う』、

興
文
社
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）

　
鈴す

ず

木き

常つ
ね

光み
つ

『
法ほ

っ

身し
ん

覚か
く

了り
ょ
う

無む

一い
ち

物も
つ

』、
新
読
書
社
、
昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）
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鈴
木
常
光
『
真ま

壁か
べ

平へ
い

四し

郎ろ
う

』、
筑
波
書
林
、
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）

　『
建け

ん

長ち
ょ
う

寺じ

史し

　
開か

い

山さ
ん

大だ
い

覚か
く

禅ぜ
ん

師じ

伝で
ん

』、
大
本
山
建
長
寺
、
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）

　
石い

し

井い

進す
す
む

監
修
『
真ま

壁か
べ

氏し

と
真ま

壁か
べ

城じ
ょ
う　

中
ち
ゅ
う

世せ
い

武ぶ

家け

の
拠き

ょ

点て
ん

』、
河
出
書
房
新
社
、
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）

　『
臨り

ん

済ざ
い

宗し
ゅ
う

黄お
う

檗ば
く

宗し
ゅ
う　

宗
し
ゅ
う

学が
く

概が
い

論ろ
ん

』、
臨
済
宗
黄
檗
宗
連
合
各
派
合
議
所
、
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）

○�

使
用
し
た
辞
書
類
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
諸も

ろ

橋は
し

轍て
つ

次じ

『
大だ

い

漢か
ん

和わ

辞じ

典て
ん

』、
大
修
館
書
店
、
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）

　『
中

ち
ゅ
う

国ご
く

語ご

大だ
い

辞じ

典て
ん

』、
国
書
刊
行
会
、
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）

　
大だ

い

東と
う

文ぶ
ん

化か

大だ
い

学が
く

『
中

ち
ゅ
う

国ご
く

語ご

大だ
い

辞じ

典て
ん

』
角
川
書
店
、
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）

　
駒こ

ま

澤ざ
わ

大だ
い

学が
く

『
新し

ん

版ぱ
ん

禅ぜ
ん

学が
く

大だ
い

辞じ

典て
ん

』、
大
修
館
書
店
、
昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）

　
中な

か

村む
ら

元は
じ
め『

仏ぶ
っ

教き
ょ
う

語ご

大だ
い

辞じ

典て
ん

』、
東
京
書
籍
、
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）

　
望も

ち

月づ
き

真し
ん

亨こ
う

『
望も

ち

月づ
き

仏ぶ
っ

教き
ょ
う

大だ
い

辞じ

典て
ん

増ぞ
う

訂て
い

版ば
ん

』、
世
界
聖
典
刊
行
協
会
、
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）

　『
日に

本ほ
ん

仏ぶ
っ

教き
ょ
う

典て
ん

籍せ
き

大だ
い

事じ

典て
ん

』、
雄
山
閣
、
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）

　『
総そ

う

合ご
う

仏ぶ
っ

教き
ょ
う

大だ
い

辞じ

典て
ん

』、
法
蔵
館
、
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）

　
岩い

わ

本も
と

裕ゆ
た
か『
日に

本ほ
ん

仏ぶ
っ

教き
ょ
う

語ご

辞じ

典て
ん

』、
平
凡
社
、
昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）

　『
日に

本ほ
ん

仏ぶ
っ

教き
ょ
う

人じ
ん

名め
い

辞じ

典て
ん

』、
法
蔵
館
、
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）

　
安や

す

田だ

元も
と

久ひ
さ

編
『
吾あ

妻づ
ま

鏡か
が
み

人じ
ん

名め
い

総そ
う

覧ら
ん

』、
吉
川
弘
文
館
、
平
成
十
年
（
一
九
九
八
）

　
市い

ち

木き

武た
け

雄お

『
五ご

山ざ
ん

文ぶ
ん

学が
く

用よ
う

語ご

辞じ

典て
ん

』、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
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『
圓
福
寺
開
山　
法
身
性
西
和
尚
集
』
デ
ー
タ
の
取
扱
に
つ
い
て

一
．�

本
書
『
圓
福
寺
開
山
　
法
身
性
西
和
尚
集
』
は
、
以
下
の U

RL 

及
び 

二
次
元
コ
ー
ド
よ
り
、PD

F 

デ
ー
タ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

　
　
た
だ
し
、
底
本
に
使
用
し
た
資
料
の
画
像
は PD

F 

デ
ー
タ
で
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
○
『
圓
福
寺
開
山
　
法
身
性
西
和
尚
集
』PD

F 

デ
ー
タU
RL 

及
び
二
次
元
コ
ー
ド

　
　https://w

w
w
.zuiganji.or.jp/m

useum
/hosshin-shu.pdf

二
．
本
書
並
び
に PD

F 

デ
ー
タ
の
所
有
権
は
瑞
巌
寺
が
所
有
し
、
再
配
布
は
禁
止
し
ま
す
。

三
．
本
書
並
び
に PD

F 

デ
ー
タ
の
図
版
に
使
用
さ
れ
て
い
る
画
像
の
転
載
は
禁
止
し
ま
す
。

四
．�

本
書
並
び
に PD
F 

デ
ー
タ
の
「
書
き
下
し
文
」「
口
語
訳
」「
語
注
」
等
、
訳
注
内
容
や
論
考
、
解
説
を
引
用
・
転
載
す
る
場
合
は
、

本
書
よ
り
引
用
・
転
載
し
た
旨
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

五
．�

本
書
並
び
に PD

F 

デ
ー
タ
の
使
用
に
よ
っ
て
如
何
な
る
損
害
が
生
じ
て
も
、
瑞
巌
寺
は
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

�

令
和
五
年
六
月
二
十
四
日
　
瑞
巌
寺
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訳 

注　

【
一
】『
龍

り
ゅ
う

山ざ
ん

三さ
ん

開か
い

祖そ

伝で
ん

』「
法ほ

っ

身し
ん

和お

尚し
ょ
う

伝で
ん

」

①
松
島
三
代
開
山
傳
。
夢
庵
如
幻
謹
撰
。
第
一
世
法
身
和
尚
傳
。

＊

　『
松ま

つ

島し
ま

三さ
ん

代だ
い

開か
い

山さ
ん

伝で
ん

』。
夢む

庵あ
ん

如に
ょ

幻げ
ん

謹き
ん

撰せ
ん

。
第
一
世
・
法ほ

っ

身し
ん

和お

尚し
ょ
う

伝で
ん

。

＊

○�

瑞ず
い

巌が
ん

寺じ

所
蔵
の
『
龍

り
ゅ
う

山ざ
ん

三さ
ん

開か
い

祖そ

伝で
ん

』
に
所
収
さ
れ
て
い
る
法ほ

っ

身し
ん

性し
ょ
う

西さ
い

禅ぜ
ん

師じ

（
一
一
八
九
～
一
二
七
三
）
の
伝
記
。
本
文
に
は
『
松
島
三
代
開
山
伝
』
と
記

さ
れ
て
い
る
が
、
題だ

い

簽せ
ん

に
『
龍
山
三
開
祖
伝
』
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
項
で
は
『
龍
山
三
開
祖
伝
』
と
表
記
す
る
。『
龍
山
三
開
祖
伝
』
の
「
龍
山
」

と
は
、
瑞
巌
寺
の
山
号
「
青せ

い

龍り
ゅ
う

山ざ
ん

」
の
略
称
。
瑞
巌
寺
は
仙せ

ん

台だ
い

藩は
ん

祖そ

・
伊だ

達て

政ま
さ

宗む
ね

公
（
一
五
六
七
～
一
六
三
六
）
の
開か

い

基き

で
正
式
名
称
を
「
松

し
ょ
う

島と
う

青せ
い

龍り
ゅ
う

山ざ
ん

瑞ず
い

巌が
ん

円え
ん

福ぷ
く

禅ぜ
ん

寺じ

」
と
い
い
、
現
在
は
臨り

ん

済ざ
い

宗し
ゅ
う

妙み
ょ
う

心し
ん

寺じ

派は

に
属
す
る
。「
三
代
開
山
」
と
し
て
讃さ

ん

仰ぎ
ょ
うす

る
開か

い

山さ
ん

祖そ

師し

（
円え

ん

福ぷ
く

寺じ

開
山
・
法
身
性
西
禅
師
、
瑞

巌
寺
中ち

ゅ
う

興こ
う

開
山
・
雲う

ん

居ご

希き

膺よ
う

禅
師
〈
一
五
八
二
～
一
六
五
九
〉、
同
再
中
興
開
山
・
洞ど

う

水す
い

東と
う

初し
ょ

禅
師
〈
一
六
〇
五
～
七
一
〉）
の
経
歴
を
漢
文
体
で
記
し
た
も
の
。
現
存
す

る
も
の
は
文ぶ

ん

化か

十
年
（
一
八
一
三
）、
象ぞ

う

外が
い

慧え

休き
ゅ
う（

生
没
年
不
詳
。
夢
庵
禅
師
の
法
孫
。
夢
庵
如
幻‒

白び
ゃ
く

庭て
い

東と
う

梨り‒

大だ
い

元げ
ん

慧え

明み
ょ
う‒

象
外
慧
休
）
の
手
に
よ
る
書
写
本
で
、

原
本
は
所
在
不
明
。

○�

撰せ
ん

者じ
ゃ

の
夢
庵
如
幻
禅
師
（
一
六
五
九
～
一
七
三
八
）
は
瑞
巌
寺
百
一
世
・
鵬ほ

う

雲う
ん

東と
う

搏ば
く

禅
師
（
一
六
一
二
頃
～
一
七
〇
三
）
の
法は

っ

嗣す

で
、
瑞
巌
寺
百
四
世
。
妙
心

寺
三
百
二
十
七
世
。
諡し

号ご
う

・
脱だ

っ

空く
う

妙み
ょ
う

解げ

禅
師
。
夢
庵
禅
師
が
『
龍
山
三
開
祖
伝
』
を
書
き
上
げ
た
の
は
元げ

ん

禄ろ
く

九
年
（
一
六
九
六
）
の
こ
と
。

②�

禪
師
、
諱
法
身
、〈
舊
作
心
字
。〉
號
性
西
。
常
陸
州
眞
壁
郡
猫
島
邑
之
産
。
俗
名
平
四
郎
。
幼
喪
父
母
。
逮
其
長
、
仕
州
牧
執
賤
役
。
牧
偶
々

出
行
。
師
從
而
跋
扈
焉
。
牧
有
事
痛
罵
師
。
因
其
怒
心
未
止
、
著
屐
蹴
師
。
當
其
輔
車
、
即
折
屐
齒
。
於
是
、
師
含
羞
潜
逭
去
。
乃
懷

其
屐
齒
、
以
爲
入
道
助
緣
之
物
。
遂
入
禪
寺
剃
除
鬚
髪
、
踏
遍
諸
州
不
憚
苦
修
。
後
附
商
舶
入
宋
地
。

＊
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　�

禅ぜ
ん

師じ

、
諱い

み
なは

法ほ
っ

身し
ん

、〈
旧も

と
「
心し

ん

」
の
字
に
作
る
。〉
性

し
ょ
う

西さ
い

と
号ご

う

す
。
常ひ

た

陸ち
の

州く
に

真ま

壁か
べ

郡ご
お
り

猫ね
こ

島し
ま

邑む
ら

の
産う

ま

れ
な
り
。
俗ぞ

く

名み
ょ
うは

平へ
い

四し

郎ろ
う

。
幼よ

う

に
し
て
父

母
を
喪そ

う

す
。
其そ

の
長ち

ょ
うと

な
る
に
逮お

よ

ん
で
、
州

し
ゅ
う

牧ぼ
く

に
仕つ

か

え
て
賤せ

ん

役え
き

を
執と

る
。
牧ぼ

く

、
偶た

ま

々た
ま

出
て
行
く
。
師し

、
従

し
た
が

っ
て
跋ば

っ

扈こ

す
。
牧
、
事こ

と

有
り

て
痛い

た

く
師
を
罵の

の
しる

。
其
の
怒ど

心し
ん

、
未い

ま

だ
止や

ま
ざ
る
に
因よ

っ
て
、
屐

あ
し
か
たを

著つ

け
て
師
を
蹴け

る
。
其
の
輔ほ

車し
ゃ

に
当あ

た

り
て
、
即
ち
屐げ

き

歯し

を
折く

だ

く
。

是こ

こ
に
於お

い
て
、
師
、
羞は

じ

を
含ふ

く

み
て
潜ひ

そ

か
に
逭の

が

れ
去
る
。
乃す

な
わち

其
の
屐
歯
を
懐

ふ
と
こ
ろに

し
て
、
以も

っ

て
入

に
ゅ
う

道ど
う

助じ
ょ

縁え
ん

の
物
と
為す

。
遂つ

い

に
禅ぜ

ん

寺で
ら

に
入

り
て
鬚し

ゅ

髪ほ
つ

を
剃て

い

除じ
ょ

し
、
諸し

ょ

州し
ゅ
うを

踏と
う

遍へ
ん

し
て
苦く

修し
ゅ
うを

憚は
ば
から

ず
。
後の

ち
、
商

し
ょ
う

舶は
く

に
附つ

い
て
宋そ

う

地ち

に
入
る
。

＊

　�〔
松ま

つ

島し
ま

三さ
ん

代だ
い

〕
開か

い

山さ
ん

〔
の
第
一
世
〕
は
、
僧そ

う

名め
い

を
法ほ

っ

身し
ん

〈
古
く
は
「
法ほ

っ

心し
ん

」
と
表
記
さ
れ
た
。〉
と
い
い
、
道ど

う

号ご
う

を
性

し
ょ
う

西さ
い

と
い
う
。〔
現
在
の
〕
茨

い
ば
ら

城き

〔
県
筑ち

く

西せ
い

市
〕
猫ね

こ

島し
ま

の
出
身
で
、
俗ぞ

く

名み
ょ
うを

平へ
い

四し

郎ろ
う

と
い
っ
た
。
幼
少
時
に
父
母
を
亡な

く
し
、
や
が
て
、
真ま

壁か
べ

郡ご
お
りの

領
り
ょ
う

主し
ゅ

に
従

じ
ゅ
う

僕ぼ
く

と
し

て
仕つ

か

え
た
。〔
あ
る
日
、〕
領
主
が
出
か
け
る
と
い
う
の
で
、
平
四
郎
は
〔
そ
れ
に
〕
従

し
た
が

っ
て
お
供と

も

を
し
た
。〔
そ
の
時
、〕
事
件
が
起
こ
り
、

領
主
は
平
四
郎
を
痛つ

う

烈れ
つ

に
罵

の
の
し

っ
た
。
そ
れ
で
も
怒い

か

り
が
収お

さ

ま
ら
な
い
の
で
、〔
領
主
は
〕
下げ

駄た

を
履は

い
て
平
四
郎
を
蹴け

り
上あ

げ
た
。〔
蹴

り
は
〕
平
四
郎
の
頬ほ

お

骨ぼ
ね

と
歯は

茎ぐ
き

に
当
た
り
、
下
駄
の
歯は

が
折お

れ
た
。
辱

は
ず
か
しめ

を
受
け
た
平
四
郎
は
、
ひ
っ
そ
り
と
〔
真
壁
を
〕
後
に
し
た
。

折
れ
た
下
駄
の
歯
を
胸
に
抱い

だ

い
て
仏
道
入
門
へ
の
心
の
支
え
と
し
、
や
が
て
禅ぜ

ん

寺で
ら

で
髪か

み

と
鬚ひ

げ

を
剃そ

り
落
と
し
て
出

し
ゅ
っ

家け

し
た
。
各
地
を
遍へ

ん

歴れ
き

し
て
熱
心
に
修
行
に
励は

げ

み
、
後
に
商
船
に
乗
っ
て
宋そ

う

へ
と
渡
っ
た
。

＊

○�

禪
師
、
諱
法
身
〈
舊
作
心
字
。〉、
號
性
西
＝
禅ぜ

ん

僧そ
う

の
名
に
は
「
諱い

み
な」

と
「
号ご

う

」
が
あ
る
。「
諱
」
は
、「
法ほ

う

諱き

」
の
こ
と
で
「
法ほ

う

名み
ょ
う」、「

法ほ
う

号ご
う

」
と
も
い
い
、

仏
門
に
入
っ
た
時
に
、
俗
名
を
改
め
て
授
戒
の
師
よ
り
受
け
る
名
前
の
こ
と
。「
号
」
は
、「
道ど

う

号ご
う

」
の
こ
と
。
そ
の
人
の
得
た
と
こ
ろ
の
道
、
あ
る

い
は
そ
の
人
の
徳
を
表
す
、
知
識
・
師
匠
よ
り
贈
ら
れ
る
名
前
。
主
と
し
て
禅
宗
で
行
わ
れ
た
が
、
天て

ん

台だ
い

・
法ほ

っ

相そ
う

・
華け

厳ご
ん

の
諸
宗
で
も
用
い
、
宋
代

以
降
に
は
道
号
が
転
じ
て
「
字あ

ざ
な」

と
同
義
に
な
っ
た
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.918

、p.1124

、p.1128

、p.1143

）、『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.1014

）
参
照
。

　�

法ほ
っ

身し
ん

性し
ょ
う

西さ
い

は
、
法ほ

っ

心し
ん

性し
ょ
う

才さ
い

、
性
西
法
身
、
性
才
法
心
と
も
書
か
れ
る
。
瑞ず

い

巌が
ん

寺じ

で
は
、
本
堂
・
仏ぶ

つ

間ま

に
祀ま

つ

ら
れ
て
い
る
、
承

し
ょ
う

応お
う

三
年
（
一
六
五
四
）
に

造ぞ
う

立り
ゅ
うさ

れ
た
法
身
性
西
像
と
同
時
期
の
制
作
と
推
測
さ
れ
る
位
牌
に
、「
開
山
㳒
身
性
西
禪
師
大
和
尚
」（「
㳒
」
は
「
法
」
の
異
体
字
）
と
揮き

毫ご
う

さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、「
法
身
性
西
」
と
表
記
を
統
一
し
て
い
る
。
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○�

常
陸
州
眞
壁
郡
猫
島
邑
之
産
＝
「
常ひ

た

陸ち
の

州く
に

真ま

壁か
べ

郡ご
お
り

猫ね
こ

島し
ま

邑む
ら

」
は
、
現
在
の
茨

い
ば
ら

城き

県
筑ち

く

西せ
い

市
猫ね

こ

島し
ま

の
こ
と
。

　�

法
身
禅
師
の
生
年
は
詳つ

ま
びら
か
で
は
な
い
が
、『
桂け

い

月げ
つ

全ぜ
ん

集し
ゅ
う』
に
は
「
平
四
郎
は
文ぶ

ん

治じ

五
年
（
一
一
八
九
）
を
以
て
、
常
陸
真
壁
郡
長な

が

讃さ

村
猫ね

こ

島し
ま

に
生う

ま

れ

た
り
」（
別
巻
・p.1260

）、「
常
陸
真
壁
郡
長
讃
村
猫
島
に
高た

か

松ま
つ

市い
ち

太だ

夫ゆ
う

の
家
、
今
も
栄
ゆ
。
こ
れ
平
四
郎
の
生
家
な
り
と
云い

え
り
」（
別
巻
・p.1261

）

と
い
う
伝
承
を
記
す
。

○�
逮
其
長
、
仕
州
牧
執
賤
役
＝
「
州

し
ゅ
う

牧ぼ
く

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
地
方
の
長
官
。
一
州
を
治
む
。
府
県
知
事
の
類
」（
巻
四
・p.333

）
と
あ
る
。「
領

り
ょ
う

主し
ゅ

」
と
意
訳
し
た
。

　�「
賤せ

ん

役え
き

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
い
や
し
い
仕
事
。
又
、
い
や
し
い
仕
事
を
す
る
者
。
つ
ま
ら
ぬ
し
も
べ
」（
巻
十
・p.785

）
と
あ
る
。「
従

じ
ゅ
う

僕ぼ
く

」

と
意
訳
し
た
。

　�『
法ほ

っ

身し
ん

覚か
く

了り
ょ
う

無む

一い
ち

物も
つ

』
で
は
「
建け

ん

暦り
ゃ
く

元
年
（
一
二
一
一
）、
真
壁
郡
領
主
・
真ま

壁か
べ

友と
も

幹も
と

（
生
没
年
不
詳
）
に
仕
え
た
」（p.48

）
と
記
す
。
そ
の
後
、
寛か

ん

喜ぎ

元

年
（
一
二
二
九
）、
友
幹
の
子
・
時と

き

幹も
と

（
生
没
年
不
詳
）
が
「
真
壁
郡
内
十
四
ヶ
郷
の
地
頭
職
を
得
る
」
と
『
真ま

壁か
べ

文も
ん

書じ
ょ

』（『
真
壁
氏
と
真
壁
城
』p.22

）
に
あ

り
、
そ
の
ま
ま
時
幹
に
仕
え
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。『
桂
月
全
集
』
に
は
「
領
主
真ま

壁か
べ

経つ
ね

明あ
き

に
事つ

か

え
て
奴ぬ

僕ぼ
く

と
な
り
け
る
」（
別
巻
・p.1260

）
と
い

う
伝
承
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
青
森
で
は
時
幹
で
は
な
く
経
明
と
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

○�

師
從
而
跋
扈
焉
＝
「
師
」
は
、
法
身
禅
師
の
こ
と
だ
が
、
出
家
前
の
た
め
「
平
四
郎
」
と
表
記
し
た
。

　�「
跋ば

っ

扈こ

」
は
、「
強
く
て
我
が
ま
ま
に
振
舞
う
を
い
う
。
又
、
人
臣
が
権
威
を
恣

ほ
し
い
ま
まに

し
て
上
を
犯
す
を
い
う
。
横お

う

暴ぼ
う

」
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
平
四

郎
は
領
主
に
対
し
、
そ
の
よ
う
な
振
舞
い
は
し
て
い
な
い
。「
跋
」
に
は
「
行
く
さ
ま
」
と
い
う
意
味
も
あ
る
こ
と
か
ら
、「
お
供と

も

を
し
た
」
と
意
訳

し
た
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
十
・p.905

）
参
照
。

○�

牧
有
事
痛
罵
師
。
因
其
怒
心
未
止
、
著
屐
蹴
師
。
當
其
輔
車
、
即
折
屐
齒
＝
真
壁
時
幹
が
平
四
郎
を
痛
烈
に
非
難
し
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、『
桂

月
全
集
』
に
は
「
雪
見
の
宴う

た
げに

出
掛
け
た
経
明
の
伴と

も

を
し
た
平
四
郎
は
、
宴
の
終
わ
り
を
玄
関
で
待
つ
間
、
経
明
の
下げ

駄た

を
懐

ふ
と
こ
ろに

入
れ
て
温
め
て
い

た
。
宴
が
終
わ
り
、
帰き

途と

に
つ
く
経
明
に
下
駄
を
差
し
出
し
た
と
こ
ろ
、
下
駄
が
温
か
い
こ
と
に
気
付
い
た
経
明
は
、『
平
四
郎
が
自
分
の
下
駄
を

尻
に
敷し

い
て
休
ん
で
い
た
』
と
誤
解
し
、
平へ

い

身し
ん

低て
い

頭と
う

す
る
平
四
郎
の
頭
を
下
駄
で
踏ふ

み
付
け
た
」（
別
巻・p.1260

）
と
い
う
伝
承
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
い
う
経
明
は
時
幹
の
こ
と
。

　�「
屐

あ
し
か
た」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
は
き
も
の
。
ぞ
う
り
・
げ
た
の
類
」（
巻
四
・p.154

）
と
あ
る
。
当
時
の
武
士
は
基
本
的
に
草ぞ

う

履り

を
使
用
し
た
が
、
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雨
や
雪
の
際
、
ま
た
、
泥ぬ

か

濘る

む
と
こ
ろ
で
は
高た

か

下げ

駄た

を
使
用
し
た
と
い
う
。

　�「
輔ほ

車し
ゃ

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
①
車
と
車
の
そ
え
木
か
ら
転
じ
て
、
頬ほ

お

ぼ
ね
と
歯し

牙が

の
下
骨
を
い
う
。
②
利
害
関
係
の
深
い
喩た

と
え」（

巻
十・p.1021

）

と
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
①
の
意
。
頬ほ

お

骨ぼ
ね

と
歯は

茎ぐ
き

の
こ
と
。

○�
遂
入
禪
寺
剃
除
鬚
髪
、
踏
遍
諸
州
不
憚
苦
修
＝
『
法
身
覚
了
無
一
物
』
に
は
、「
南な

ん

山ざ
ん

（
＝
高こ

う

野や

山さ
ん

）
で
出
家
し
て
の
ち
建け

ん

仁に
ん

（
＝
建
仁
寺
）
に
足
を
留
む
」

（p.76
）
と
い
う
伝
承
を
記
す
も
出
典
不
明
。
鈴す

ず

木き

常つ
ね

光み
つ

氏
は
『
真ま

壁か
べ

平へ
い

四し

郎ろ
う

』
の
中
で
「
高
野
山
金こ

ん

剛ご
う

三さ
ん

昧ま
い

院い
ん

の
退た

い

耕こ
う

行ぎ
ょ
う

勇ゆ
う

上し
ょ
う

人に
ん

の
門
を
叩
い
た
と

考
え
ら
れ
る
」（p.7

）
と
記
す
。
金
剛
三
昧
院
は
承

じ
ょ
う

久き
ゅ
う

元
年
（
一
二
一
九
）、
退
耕
行
勇
禅
師
（
一
一
六
三
～
一
二
四
一
）
の
開
山
で
、
密
・
禅
・
律
の
三
宗

兼
学
の
禅
宗
寺
院
と
し
て
経
営
さ
れ
て
お
り
、
退
耕
行
勇
禅
師
は
建
仁
寺
二
世
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
南
山
で
出
家
し
て
の
ち
建
仁
に
足
を
留
む
」
と

い
う
可
能
性
は
排
除
出
来
な
い
。

○�

「
鬚
髪
」
は
、
一
般
的
に
「
し
ゅ
は
つ
」
と
読
む
が
、
宗
門
で
は
「
し
ゅ
ほ
つ
」
と
読
む
。『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
あ
ご
ひ
げ
と
か
み
」（
巻
十
二・p.654

）

と
あ
る
。

○�

文
中
に
法ほ

う

諱き

は
見
え
な
い
が
、
出
家
時
に
師し

僧そ
う

よ
り
法
諱
を
授
け
ら
れ
て
い
る
は
ず
な
の
で
、
以
下
、「
平
四
郎
」
で
は
な
く
「
法
身
」
と
表
記
す
る
。

③�

抵
臨
安
府
見
佛
鑑
禪
師
於
徑
山
。
就
而
求
開
示
。
鑑
於
圓
相
中
書
丁
字
示
之
。
師
留
席
下
單
提
研
究
。
寢
食
兩
忘
骨
臋
腫
爛
。
性
堅
硬

而
志
氣
不
撓
者
九
年
、
竟
於
萬
物
中
現
丁
字
。
師
不
屑
焉
。
漸
經
歳
序
心
地
明
白
。
辭
徑
山
歸
本
朝
。

＊

　�

臨り
ん

安あ
ん

府ふ

に
抵い

た

っ
て
仏ぶ

っ

鑑か
ん

禅ぜ
ん

師じ

に
径き

ん

山ざ
ん

に
見ま

み

ゆ
。
就つ

い
て
開か

い

示じ

を
求
む
。
鑑か

ん

、
円え

ん

相そ
う

の
中
に
於お

い
て
、「
丁て

い

」
の
字
を
書し

る

し
て
之こ

れ
を
示
す
。

師
、
席せ

き

下か

に
留と

ど

ま
り
て
単た

ん

提て
い

研け
ん

究き
ゅ
うす

。
寝し

ん

食し
ょ
く

両ふ
た
つ
な
がら

忘
れ
、
骨こ

つ

臀で
ん

腫む
く

み
爛た

だ

れ
る
。
性し

ょ
う、

堅け
ん

硬こ
う

に
し
て
、
志し

気き

、
撓た

わ
まざ

る
も
の
九
年
、
竟つ

い

に

万ば
ん

物ぶ
つ

の
中
に
丁
の
字
を
現あ

ら
わす

。
師
、
屑

も
の
の
かず

と
せ
ず
。
漸よ

う
やく

歳さ
い

序じ
ょ

を
経へ

て
、
心し

ん

地ち

明め
い

白は
く

な
り
。
径
山
を
辞じ

し
て
本ほ

ん

朝ち
ょ
うに

帰
る
。

＊

　�〔
南な

ん

宋そ
う

の
国こ

く

都と

〕
臨り

ん

安あ
ん

府ふ

へ
と
辿た

ど

り
着つ

い
た
法ほ

っ

身し
ん

は
、
径き

ん

山ざ
ん

〔
に
あ
る
能の

う

仁に
ん

興こ
う

聖し
ょ
う

万ま
ん

寿じ
ゅ

禅ぜ
ん

寺じ

〕
に
お
い
て
仏ぶ

っ

鑑か
ん

禅ぜ
ん

師じ

・
無ぶ

準じ
ゅ
ん

師し

範ぱ
ん

と
対た

い

面め
ん

し
た
。〔
そ
こ
で
、〕
無ぶ

準じ
ゅ
ん

禅ぜ
ん

師じ

に
、
禅ぜ

ん

の
真し

ん

髄ず
い

に
つ
い
て
尋た

ず

ね
た
。
無
準
禅
師
は
円
を
描え

が

き
、
そ
の
中
に
「
丁て

い

」
の
字
を
書
い
て
〔
法

身
に
〕
与あ

た

え
た
。
法
身
は
無
準
禅
師
の
下も

と

で
、
一い

っ

心し
ん

に
〔「
円え

ん

相そ
う

に
丁て

い

字じ

」
の
〕
公こ

う

案あ
ん

に
取
り
組
ん
だ
。
寝
る
間
を
惜お

し
み
、
食
事
を
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取
る
こ
と
も
忘
れ
て
〔
坐ざ

禅ぜ
ん

を
し
た
の
で
〕、
尻し

り

が
腫は

れ
上
が
り
爛た

だ

れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
堅か

た

く
強
い
意
志
を
も
ち
、
挫く

じ

け
ず
に
〔
修

行
を
〕
続
け
る
こ
と
九
年
、
つ
い
に
、
日
常
の
あ
ら
ゆ
る
物も

の

事ご
と

の
中
に
「
丁
」
の
字
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
法
身
は
、
ま

だ
本
当
の
悟さ

と

り
を
得え

て
い
な
い
と
思
っ
〔
て
、
さ
ら
に
修
行
を
重
ね
〕
た
。
一
年
後
、
大だ

い

悟ご

徹て
っ

底て
い

し
〔
た
法
身
は
無
準
禅
師
よ
り
印い

ん

可か

を
受
け
〕、
径
山
〔
で
の
修
行
を
終
え
、
皆
〕
に
別
れ
を
告
げ
て
日
本
へ
と
帰
っ
た
。

＊

○�

抵
臨
安
府
見
佛
鑑
禪
師
於
徑
山
＝
「
臨り

ん

安あ
ん

府ふ

」
は
、
中
国
・
南な

ん

宋そ
う

の
国
都
。
現
在
の
浙せ

っ

江こ
う

省し
ょ
う

杭こ
う

州し
ゅ
う

市し

。

　�「
仏ぶ

っ

鑑か
ん

禅ぜ
ん

師じ

」
は
、
無ぶ

準じ
ゅ
ん

師し

範ぱ
ん

禅
師
（「
む
じ
ゅ
ん
し
は
ん
」
な
ど
と
も
・
一
一
七
八
～
一
二
四
九
）
の
こ
と
。
破は

菴あ
ん

祖そ

先せ
ん

禅
師
（
一
一
三
六
～
一
二
一
一
）
の
法
を

嗣つ

ぐ
。法は

っ

嗣す

に
雪せ

つ

巌が
ん

祖そ

欽き
ん

禅
師（
？
～
一
二
八
七
）、無む

学が
く

祖そ

元げ
ん

禅
師（
一
二
二
六
～
八
六
）、兀ご
っ

菴た
ん

普ふ

寧ね
い

禅
師（
一
一
九
七
～
一
二
七
六
）、環か

ん

渓け
い

惟い

一い
ち

禅
師（
一
二
〇
二

～
八
一
）
や
、
入に

っ

宋そ
う

し
た
円え

ん

爾に

禅
師
（
後
述
、
⑨
の
語
注
「
聖

し
ょ
う

一い
ち

国こ
く

師し

」
参
照
）、
法ほ

っ

身し
ん

禅
師
な
ど
が
い
る
。
臨り

ん

済ざ
い

宗し
ゅ
う

楊よ
う

岐ぎ

派は

破は

菴あ
ん

派は

。
理り

宗そ
う

（
一
二
〇
五
～

六
四
）
よ
り
仏
鑑
禅
師
号
を
賜た

ま
わる

。『
禅
学
大
辞
典
』（p.460

）
参
照
。

　�「
径き

ん

山ざ
ん

」
は
、
現
在
の
浙
江
省
杭
州
市
郊こ

う

外が
い

西
北
に
位
置
す
る
山
で
、
天て

ん

目も
く

山ざ
ん

に
行
く
た
め
に
、
径
山
を
通
る
と
径ち

か

路み
ち

で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、「
径

路
の
山
」
で
「
径
山
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
禅ぜ

ん

門も
ん

の
大だ

い

道ど
う

場じ
ょ
う、
能の

う

仁に
ん

興こ
う

聖し
ょ
う

万ま
ん

寿じ
ゅ

禅ぜ
ん

寺じ

が
あ
り
、
寺
は
径き

ん

山ざ
ん

寺じ

、
径き

ん

山ざ
ん

万ま
ん

寿じ
ゅ

寺じ

、
興こ

う

聖し
ょ
う

万ま
ん

寿じ
ゅ

禅ぜ
ん

寺じ

な
ど
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
一
般
に
径
山
と
い
え
ば
万
寿
寺
を
意
味
し
た
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.236

）
参
照
。

○�

就
而
求
開
示
。
鑑
於
圓
相
中
書
丁
字
示
之
＝
「
開か

い

示じ

」
は
、
教
え
を
説
示
す
る
こ
と
。
説
き
明
か
し
示
す
こ
と
。
教
え
さ
と
す
こ
と
。『
仏
教
語
大

辞
典
』（p.170

）
参
照
。

　�「
鑑か

ん

」
は
、「
仏
鑑
禅
師
」
の
こ
と
。
無
準
師
範
禅
師
。

　�「
円え

ん

相そ
う

に
丁て

い

字じ

」
の
公こ

う

案あ
ん

は
、
無
準
禅
師
が
法
身
禅
師
の
た
め
に
認し

た
ため

た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。「
円
相
」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
真し

ん

如に
ょ

・
仏ぶ

っ

性し
ょ
う・

実じ
っ

相そ
う

・
法ほ

っ

性し
ょ
うな

ど
の
、
絶
対
の
真
理
を
表
す
」（p.114

）
と
あ
る
。「
丁て

い

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
④
壮そ

う

年ね
ん

の
男
。
唐と

う

の
制
度
で
、
二
十
一

歳
か
ら
五
十
九
歳
ま
で
。
⑥
男
の
召め

し

使つ
か
い。

庖ほ
う

丁て
い

（
＝
料
理
人
）・
畦け

い

丁て
い

（
＝
農
夫
）・
山さ

ん

丁て
い

（
＝
山
地
で
労
役
・
軍
役
に
あ
た
る
成
年
の
男
子
）
な
ど
」（
巻
一
・p.72

）

と
あ
る
。
法
身
禅
師
が
当
時
と
し
て
は
珍
し
い
壮
年
の
、
従

じ
ゅ
う

僕ぼ
く

か
ら
の
出
家
で
あ
る
こ
と
を
踏ふ

ま
え
て
授さ

ず

け
た
公
案
で
あ
ろ
う
か
。

○�

師
留
席
下
單
提
研
究
＝
「
席せ

き

下か

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
①
座
席
の
西
を
い
う
。
②
座
席
の
下
。
敷
物
の
下
」（
巻
四
・p.441

）
と
あ
る
が
、
こ

れ
で
は
意
味
が
通
じ
な
い
。「
席
」
に
は
「
④
場
」（
前
同
・p.441

）
と
い
う
意
味
も
あ
る
こ
と
か
ら
、「
無
準
禅
師
の
下も

と

で
」
と
意
訳
し
た
。
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　�「
単た

ん

提て
い

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
、「
単
は
、
単
一
、
ひ
と
え
に
。
提
は
、
提
記
、
提
示
。
学が

く

人に
ん

を
接せ

っ

化け

指
導
す
る
際
に
、
文
字
・
経

き
ょ
う

論ろ
ん

な
ど
、
何

ら
媒ば

い

介か
い

手
段
を
用
い
ず
に
宗
旨
を
提
示
し
、
心
印
を
伝
え
る
こ
と
。
単た

ん

伝で
ん

」（p.838

）
と
あ
る
。

○�

寢
食
兩
忘
骨
臋
腫
爛
＝
「
骨こ

つ

臀で
ん

」
は
、
使
用
し
た
辞
書
に
は
見
え
な
い
語
だ
が
、「
臀
」
は
「
尻
」
の
意
で
あ
り
、
尻
骨
の
こ
と
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻

九
・p.374

）
参
照
。

○�
性
堅
硬
而
志
氣
不
撓
者
九
年
、
竟
於
萬
物
中
現
丁
字
＝
「
堅け

ん

硬こ
う

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
じ
ょ
う
ぶ
。
か
た
い
」（
巻
三
・p.205

）
と
あ
る
。

　�「
志し

気き

」
は
、
こ
こ
ろ
ざ
し
。
事
を
成
そ
う
と
す
る
意
気
込
み
の
こ
と
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
四
・p.959

）
参
照
。

○�

師
不
屑
焉
。
漸
經
歳
序
心
地
明
白
＝
「
不
屑
」
は
『
大
漢
和
辞
典
』
に
「『
不ふ

屑せ
つ

』、
い
さ
ぎ
よ
し
と
せ
ぬ
。
こ
こ
ろ
よ
し
と
せ
ぬ
」（
巻
一
・p.250

）

と
あ
り
、
一
般
に
は
「
い
さ
ぎ
よ
し
と
せ
ず
」
と
訓
読
す
る
が
、
送
り
仮
名
が
「
不
屑
ス
ト
セ
」
と
あ
る
こ
と
と
、
後
述
【
六
】『
元げ

ん

亨こ
う

釈し
ゃ
く

書し
ょ

』
①

の
「
屑
」
に
、「
モ
ノ
ノ
カ
ス
」
と
振
り
仮
名
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
屑

も
の
の
かず
と
せ
ず
」
と
訓
読
し
た
。「
数
え
立
て
る
程
、
価
値
の
あ
る
も
の
と
は
し

な
か
っ
た
」
と
い
う
意
。

　�「
歳さ

い

序じ
ょ

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
一
歳
の
時じ

序じ
ょ

。
四
季
の
巡
り
。
歳
次
」（
巻
六
・p.714

）
と
あ
る
。
一
年
の
こ
と
。

○�

「
円
相
に
丁
字
」
の
公
案
に
よ
り
大だ

い

悟ご

徹て
っ

底て
い

し
、
印い

ん

可か

を
受
け
た
の
で
、
以
降
、「
法ほ

っ

身し
ん

禅ぜ
ん

師じ

」
と
表
記
す
る
。

○�

辭
徑
山
歸
本
朝
＝
「
本ほ

ん

朝ち
ょ
う」

は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
②
外
国
に
対
し
て
、
我
が
国
の
朝

ち
ょ
う

廷て
い

を
い
う
。
転
じ
て
、
日
本
を
い
う
」（
巻
六
・p.32

）
と

あ
る
。

　�

法
身
禅
師
の
渡と

宋そ
う

及
び
帰き

朝ち
ょ
うが
何い

時つ

の
出
来
事
か
は
不
明
。
し
か
し
、
無む

住じ
ゅ
う

道ど
う

暁ぎ
ょ
う

禅
師
（
一
二
二
六
～
一
三
一
二
・
臨
済
宗
聖し

ょ
う

一い
ち

派は

・
一い

ち

円え
ん

房ぼ
う

と
号
す
）
が
嘉か

元げ
ん

三
年
（
一
三
〇
五
）
に
著
し
た
『
雑ぞ

う

談た
ん

集し
ゅ
う（「

ぞ
う
だ
ん
し
ゅ
う
」
と
も
）』
の
中
で
、「
二
十
歳
の
時
（
＝
寛か

ん

元げ
ん

三
年
〈
一
二
四
五
〉）、
法ほ

っ

心し
ん

坊ぼ
う

の
上

し
ょ
う

人に
ん

に
玄げ

ん

義ぎ

こ
れ
を
聞
く
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
妙

み
ょ
う

竜り
ゅ
う

諦た
い

忍に
ん

（
一
七
〇
五
～
八
六・真し

ん

言ご
ん

律り
っ

宗し
ゅ
うの
僧
）
が
明め

い

和わ

六
年
（
一
七
六
九
）
に
著
し
た
『
無む

住じ
ゅ
う

国こ
く

師し

道ど
う

跡せ
き

考こ
う

（「
ど
う
し
ゃ

く
こ
う
」
と
も
）』
に
は
、「
寛
元
四
年
（
一
二
四
六
）
二
十
歳
、
法
心
坊
上
人
に
随

し
た
が

っ
て
法ほ

っ

華け

玄げ
ん

義ぎ

を
聴

ち
ょ
う

聞も
ん

す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
寛
元
三

年
（
一
二
四
五
）
ま
で
に
は
日
本
に
戻
っ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
無
住
禅
師
が
ど
こ
で
法
身
禅
師
か
ら
法
華
玄
義
を
聴
聞
し
た
か
は

わ
か
ら
な
い
。『
雑
談
集
』・『
無
住
国
師
道
跡
考
』
と
も
に
、「
十
六
歳
の
時
に
常

じ
ょ
う

州し
ゅ
う（

現
在
の
茨
城
県
）
へ
行
き
、
親
族
に
養
わ
れ
る
」
と
記
さ
れ
て

い
る
の
で
、
帰
朝
し
た
法
身
禅
師
が
故
郷
の
真ま

壁か
べ

郡ご
お
りに

滞
在
し
て
お
り
、
真
壁
で
聴
聞
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
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④
徑
來
松
島
堅
定
巖
窟
。
紙
衣
草
座
、
恬
度
寒
燠
。
一
粥
經
三
四
日
、
或
累
日
絶
飧
。
更
無
顧
問
供
養
者
。

＊

　�
径た

だ

ち
に
松ま

つ

島し
ま

に
来
た
り
て
巌が

ん

窟く
つ

に
堅か

た

く
定じ

ょ
うす

。
紙し

衣え

草そ
う

座ざ

、
恬テ

ン

と
し
て
寒か

ん

燠い
く

を
度わ

た

る
。
一い

っ

粥し
ゅ
く、

三
、四
日
を
経へ

、
或あ

る

い
は
日
を
累か

さ
ねて

飧め
し

を
絶た

つ
。
更さ

ら

に
顧こ

問も
ん

、
供く

養よ
う

す
る
者も

の

無な

し
。

＊

　�〔
日
本
に
戻も

ど

っ
た
法ほ

っ

身し
ん

禅ぜ
ん

師じ

は
、〕
他
の
こ
と
に
は
目
も
く
れ
ず
松ま

つ

島し
ま

に
や
っ
て
来
て
、
洞ど

う

窟く
つ

に
居き

ょ

を
定さ

だ

め
た
。
紙
で
作
っ
た
粗そ

末ま
つ

な
衣

こ
ろ
も

を
身
に
着
け
、
草
を
座ざ

蒲ぶ

団と
ん

に
し
て
坐す

わ

り
、
暑
い
時
も
寒
い
時
も
心

こ
こ
ろ

穏お
だ

や
か
に
〔
日
々
を
〕
暮
ら
し
た
。
一
度
の
粥か

ゆ

で
三
～
四
日
を
過

ご
し
、
何
日
か
絶ぜ

っ

食し
ょ
くす

る
こ
と
も
あ
っ
た
。
気
に
掛
け
て
訪た

ず

ね
て
来
る
人
も
、
飲
食
な
ど
の
世
話
を
し
て
く
れ
る
者
も
い
な
か
っ
た
。

＊

○�

徑
來
松
島
堅
定
巖
窟
＝
法ほ

っ

身し
ん

禅ぜ
ん

師じ

が
居き

ょ

を
定さ

だ

め
た
洞ど

う

窟く
つ

は
現
在
「
法ほ

っ

身し
ん

窟く
つ

」
と
呼
ば
れ
、
瑞ず

い

巌が
ん

寺じ

の
受
付
所
左
手
に
所
在
す
る
。

○�

紙
衣
草
座
、
恬
度
寒
燠
＝
「
紙し

衣え

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
紙
で
作
っ
た
衣
服
で
、
粗そ

衣い

を
代
表
す
る
。
頭ず

陀だ

行ぎ
ょ
うの

一
と
し
て
紙
衣
を
肌
に
着

け
て
寒
暑
を
凌し

の

ぐ
」（p.415

）
と
あ
る
。

　�「
草そ

う

座ざ

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
①
蓮れ

ん

花げ

で
作
っ
た
座
席
。
釈

し
ゃ
く

尊そ
ん

が
金こ

ん

剛ご
う

座ざ

の
上
に
吉き

ち

祥じ
ょ
う

草そ
う

を
敷
き
、
そ
の
上
に
結け

っ

跏か

趺ふ

坐ざ

し
て
成
道
し
た
故
事

に
も
と
づ
く
。
②
比び

丘く

の
座ざ

褥に
く

の
こ
と
。
香こ

う

芻し
ゅ

」（p.727

）
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
②
の
意
。「
僧
が
修
行
す
る
際
に
用
い
る
座
」
を
い
う
。

　�「
恬
」
は
、
原
文
に
「
テ
ン
」
と
カ
タ
カ
ナ
の
振
り
仮
名
が
あ
る
。『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
①
や
す
ら
か
。
お
ち
つ
く
。
安
ん
ず
る
。
②
し
ず
か
。
あ
っ

さ
り
」（
巻
四
・p.1040

）
と
あ
る
。「
安
ら
か
。
静
か
。
穏
や
か
」
の
意
。

　�「
寒か

ん

燠い
く

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
①
寒
さ
と
暑
さ
。
寒
暑
。
寒
奥
。
②
苦
楽
」（
巻
三
・p.1064

）
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
①
の
意
。

○�

一
粥
經
三
四
日
、
或
累
日
絶
飧
＝
「
飧
」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
①
ば
ん
め
し
。
ゆ
う
げ
。
夕
食
。
②
め
し
。
簡
単
な
食
事
。
③
ち
ゃ
づ
け
。

し
る
か
け
。
④
に
た
く
い
も
の
」（
巻
十
二
・p.379

）
と
あ
る
。
文
脈
か
ら
②
の
意
で
あ
る
た
め
、「
め
し
」
と
読
ん
だ
。

○�

更
無
顧
問
供
養
者
＝
「
顧こ

問も
ん

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
①
か
え
り
み
問
う
。
相
談
す
る
。
②
顧こ

慮り
ょ

す
る
。
気
に
か
け
る
」（
巻
十
二
・p.309

）
と

あ
る
。
文
脈
か
ら
②
の
意
と
し
た
。

　�「
供く

養よ
う

」
は
、
香こ

う

華げ

・
飲
食
・
財
物
な
ど
を
供そ

な

え
、
さ
し
向
け
る
こ
と
。
世
話
を
す
る
こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.264

）
参
照
。
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⑤�

先
是
、
天
台
慈
覺
大
師
來
而
開
此
山
居
焉
。
其
徒
相
繼
而
、
僧
坊
不
下
一
百
所
。
咸
巖
栖
穴
處
。
然
去
聖
時
邈
、
緇
則
凌
夷
、
法
弊
益

夥
矣
。
甚
則
飮
啖
酒
肉
、
眩
惑
色
境
。＊

　�
是こ

れ
よ
り
先
、
天て

ん

台だ
い

の
慈じ

覚か
く

大だ
い

師し

来
た
り
て
此こ

の
山
を
開
い
て
居い

る
。
其そ

の
徒と

、
相あ

い
継つ

い
で
、
僧そ

う

坊ぼ
う

一
百
所
に
下く

だ

ら
ず
。
咸

こ
と
ご
とく

巌が
ん

栖せ
い

に
穴け

っ

処し
ょ

す
。
然し

か

る
に
聖ひ

じ
りを

去
る
こ
と
時と

き

邈ハ
ル
カに

し
て
、
緇し

則そ
く

凌り
ょ
う

夷い

し
、
法ほ

う

弊へ
い

益ま
す
ま
す

夥お
び
た
だし

。
甚

は
な
は
だし

き
則と

き

ん
ば
酒し

ゅ

肉に
く

を
飲い

ん

啖た
ん

し
、
色し

き

境き
ょ
うに

眩げ
ん

惑わ
く

す
。

＊

　�

こ
れ
よ
り
も
昔
〔
の
こ
と
〕、
天て

ん

台だ
い

宗し
ゅ
うの

〔
僧そ

う

、〕
慈じ

覚か
く

大だ
い

師し

〔・円え
ん

仁に
ん

〕
が
、
こ
の
〔
松
島
の
〕
地
に
〔
延え

ん

福ぷ
く

寺じ

と
い
う
〕
寺
を
開
い
た
。

天
台
の
教
え
は
〔
松
島
に
〕
広
ま
り
、
僧
が
起き

居き
ょ

す
る
場
所
は
百
を
超こ

え
る
ほ
ど
だ
っ
た
。
皆み

な

、
岩
を
掘ほ

っ
た
洞ど

う

窟く
つ

に
住
ん
で
い
〔
て
、

そ
の
中
で
修
行
し
〕
た
。
し
か
し
、
円
仁
が
去
っ
て
か
ら
何
百
年
も
経
過
す
る
と
、
戒か

い

律り
つ

は
疎お

ろ
そか

に
な
り
、
教
え
は
蔑

な
い
が
しろ

に
さ
れ
て
い
っ

た
。
酷ひ

ど

い
時
に
は
酒
を
飲
み
肉
を
食
ら
い
、
情

じ
ょ
う

欲よ
く

に
惑ま

ど

わ
さ
れ
る
者
も
い
た
。

＊

○�

先
是
、
天
台
慈
覺
大
師
來
而
開
此
山
居
焉
＝
「
慈じ

覚か
く

大だ
い

師し

」
は
円え

ん

仁に
ん

（
七
九
四
～
八
六
四
）
の
こ
と
。
下

し
も
つ
け

野の

国く
に

（
現
在
の
栃と

ち

木ぎ

県
）
出
身
、
俗
姓
・
壬み

生ぶ

氏
。

延え
ん

暦り
ゃ
く

二
十
一
年
（
八
〇
二
）、
大だ

い

慈じ

寺じ

の
広こ

う

智ち

（
生
没
年
不
詳
）
の
も
と
で
出
家
。
大だ

い

同ど
う

三
年
（
八
〇
八
）、
比ひ

叡え
い

山ざ
ん

延え
ん

暦り
ゃ
く

寺じ

に
上
り
、
最さ

い

澄ち
ょ
う（

七
六
七
～

八
二
二
）
に
師し

事じ

す
る
。
弘こ

う

仁に
ん

七
年
（
八
一
六
）、
東と

う

大だ
い

寺じ

で
具ぐ

足そ
く

戒か
い

を
受
け
、
承

じ
ょ
う

和わ

（「
し
ょ
う
わ
」
と
も
）
五
年
（
八
三
八
）
に
入に

っ

唐と
う

し
、
同
十
四
年
（
八
四
七
）

に
帰
国
。
仁に

ん

寿じ
ゅ

四
年
（
八
五
四
）、
延
暦
寺
第
三
代
座ざ

主す

に
任
命
。
貞

じ
ょ
う

観が
ん

八
年
（
八
六
六
）、
慈
覚
大
師
を
追つ

い

諡し

さ
れ
る
。『
日
本
仏
教
人
名
辞
典
』（p.79

、

p.257

、p.282

）
参
照
。
天て

ん

長ち
ょ
う

五
年
（
八
二
八
）、
円
仁
の
手
に
よ
り
松
島
の
地
に
、
第
五
十
三
代
・
淳

じ
ゅ
ん

和な

天て
ん

皇の
う

（
七
八
六
～
八
四
〇
）
の
勅

ち
ょ
く

願が
ん

寺じ

と
し
て
天

台
宗
延え

ん

福ぷ
く

寺じ

が
開
創
さ
れ
た
と
伝
わ
る
。

○�

咸
巖
栖
穴
處
＝
「
巌が

ん

栖せ
い

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
巌が

ん

棲せ
い

に
同
じ
」（
巻
四
・p.323

）
と
あ
る
。「
巌
棲
」
は
「
岩
屋
の
中
に
住
む
。
転
じ
て
、
世
を

離
れ
て
隠
居
す
る
こ
と
」（
同
・
巻
四
・p.323

）
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
岩
屋
の
中
に
住
む
」
こ
と
の
意
。

　�「
穴け

っ

処し
ょ

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
穴け

っ

居き
ょ

に
同
じ
」（
巻
八・p.640

）
と
あ
る
。「
穴
居
」
は
「
自
然
的
の
洞
窟
、
又
は
掘く

っ

鑿さ
く

し
た
穴
に
住
む
こ
と
」（
同・

巻
八
・p.640

）
の
意
。

○�

然
去
聖
時
邈
、
緇
則
凌
夷
、
法
弊
益
夥
矣
＝
「
緇し

則そ
く

」
は
、
使
用
し
た
辞
書
に
は
見
え
な
い
語
だ
が
、「
緇
」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
出
家
の
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道
」（p.548

）
と
あ
り
、「
則
」
は
「
①
す
な
わ
ち
。
た
だ
ち
に
。
②
法
則
。
模
範
。
手
本
」（
同
・p.887

）
と
あ
る
。「
則
」
は
こ
こ
で
は
②
の
意
。

文
脈
か
ら
「
緇
則
」
を
「
戒か

い

律り
つ

」
と
意
訳
し
た
。

　�「
凌

り
ょ
う

夷い

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
陵

り
ょ
う

夷い

に
同
じ
」（
巻
二
・p.152

）
と
あ
る
。「
凌
夷
」
は
、「
①
丘き

ゅ
う

陵り
ょ
うが
次
第
に
低
く
平
に
な
る
。
②
始
め
に
盛
ん

で
終
わ
り
に
衰お

と
ろえ
る
。
物
事
の
漸ぜ

ん

次じ

衰す
い

頽た
い

す
る
喩た

と
え」（

同
・
巻
十
一
・p.899

）
と
あ
り
、
こ
こ
で
は
②
の
意
。

　�「
法ほ

う

弊へ
い

」
は
、
使
用
し
た
辞
書
に
は
見
え
な
い
語
だ
が
、「
弊
」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
①
た
お
れ
る
。
た
お
す
。
②
や
ぶ
れ
る
。
や
ぶ
る
。
③

わ
る
い
」（
巻
四
・p.670

）
と
あ
り
、「
法
」
は
、「
①
㋻
仏
の
お
し
え
。
仏
道
。
仏
法
」（
同
・
巻
六
・p.1044

）
と
あ
る
。
そ
の
た
め
「
法
弊
」
を
、「
教

え
が
蔑

な
い
が
しろ

に
さ
れ
る
」
と
意
訳
し
た
。

○�

甚
則
飮
啖
酒
肉
、
眩
惑
色
境
＝
「
飲い

ん

啖た
ん

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
の
み
く
い
す
る
」（
巻
十
二
・p.383

）
と
あ
る
。

　�「
眩げ

ん

惑わ
く

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
く
る
め
き
ま
ど
う
。
又
、
く
ら
ま
し
ま
ど
わ
す
」（
巻
八
・p.208

）
と
あ
る
。
騒さ

わ

ぎ
惑ま

ど

う
こ
と
。

　�「
色し

き

境き
ょ
う」

は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
五ご

境き
ょ
うの

一
。
色し

き

塵じ
ん

・
色し

き

界か
い

と
も
」（p.420

）
と
あ
り
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
眼げ

ん

根こ
ん

の
対
境
。
視
覚
の
対
象
を

い
う
」（p.575

）
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
情

じ
ょ
う

欲よ
く

」
と
意
訳
し
た
。

⑥�

于
時
平
副
帥
時
頼
、
齒
已
埀
而
立
、
鏟
䰂
曰
道
崇
。〈
世
曰
最
明
寺
。〉
正
元
文
應
之
間
、
混
跡
雲
水
濳
巡
西
東
。
經
由
此
地
、
日
勢
既
傾
。

就
坊
舎
求
宿
。
主
僧
不
許
之
。
列
坊
次
第
扣
焉
。
或
呵
罵
趂
出
、
或
使
奴
僕
捶
焉
。
崇
皇
愳
逃
去
。

＊

　�

時
に
平

た
い
ら
の

副ふ
く

帥す
い

時と
き

頼よ
り

、
歯

よ
わ
い

已す
で

に
而じ

立り
つ

に
垂

な
ん
な
んと
し
て
、
䰂か

み

を
鏟け

ず

り
て
道ど

う

崇す
う

と
曰い

う
。〈
世
に
最さ

い

明み
ょ
う

寺じ

と
曰
う
。〉
正

し
ょ
う

元げ
ん

、
文ぶ

ん

応お
う

の
間あ

い
だ、
跡あ

と

を
雲う

ん

水す
い

に

混お
な
じう
し
て
潜ひ

そ

か
に
西せ

い

東と
う

を
巡め

ぐ

る
。
此こ

の
地
に
経け

い

由ゆ

し
て
、
日に

っ

勢せ
い

既す
で

に
傾か

た
むく
。
坊ぼ

う

舎し
ゃ

に
就つ

い
て
宿や

ど

を
求
む
。
主し

ゅ

僧そ
う

、
之こ

れ
を
許
さ
ず
。
列れ

つ

坊ぼ
う

、
次し

第だ
い

に
扣た

た

く
。
或あ

る

い
は
呵か

罵ば

し
て
趁お

い
出
し
、
或
い
は
奴ぬ

僕ぼ
く

を
し
て
捶う

た
せ
し
む
。
崇す

う

、
皇こ

う

懼く

し
て
逃の

が

れ
去
る
。

＊

　�

さ
て
、
鎌か

ま

倉く
ら

幕ば
く

府ふ

五
代
執し

っ

権け
ん

・
北ほ

う

条じ
ょ
う

時と
き

頼よ
り

公こ
う

は
、
三
十
歳
に
な
る
少
し
前
に
出

し
ゅ
っ

家け

し
、
道ど

う

崇す
う

と
名
乗
っ
た
。〈
世
間
で
は
最さ

い

明み
ょ
う

寺じ

と
呼
ば
れ
て

い
る
。〉〔
時
頼
公
は
〕
正

し
ょ
う

元げ
ん

元
年
か
ら
文ぶ

ん

応お
う

二
年
（
一
二
五
九
～
六
一
）
の
間あ

い
だ、

修し
ゅ

行ぎ
ょ
う

僧そ
う

の
格か

っ

好こ
う

を
し
て
日
本
各
地
を
廻ま

わ

っ
た
〔
と
い
う
〕。

松
島
を
通
り
か
か
っ
た
時
に
日
が
暮
れ
た
の
で
、〔
延え

ん

福ぷ
く

寺じ

の
〕
僧そ

う

坊ぼ
う

に
〔
一
夜
の
〕
宿
を
求
め
た
。〔
し
か
し
、〕
僧
坊
の
住

じ
ゅ
う

職し
ょ
くは

こ
れ
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を
許
さ
な
か
っ
た
。
他
の
僧
坊
に
も
順
々
に
声
を
掛か

け
た
が
、
あ
る
と
こ
ろ
で
は
怒ど

鳴な

り
散ち

ら
さ
れ
、
あ
る
と
こ
ろ
で
は
使
用
人
に
叩た

た

き
出
さ
れ
た
の
で
、
時
頼
公
は
恐
れ
て
〔
そ
の
場
を
〕
離
れ
た
。

＊

○�
于
時
平
副
帥
時
頼
、
齒
已
埀
而
立
、
鏟
䰂
曰
道
崇
〈
世
曰
最
明
寺
。〉
＝
「
平

た
い
ら
の

副ふ
く

帥す
い

時と
き

頼よ
り

」
は
、
北ほ

う

条じ
ょ
う

時と
き

頼よ
り

公こ
う

（
一
二
二
七
～
六
三
）
の
こ
と
。
諱い

み
な・
道ど

う

崇す
う

、

通
称
・
最さ

い

明み
ょ
う

寺じ

殿ど
の

。
寛か

ん

元げ
ん

四
年
（
一
二
四
六
）、
鎌か

ま

倉く
ら

幕ば
く

府ふ

五
代
執し

っ

権け
ん

と
な
る
。
禅
宗
に
深
く
帰き

依え

し
、
蘭ら

ん

渓け
い

道ど
う

隆り
ゅ
う

禅ぜ
ん

師じ

（
一
二
一
三
～
七
八·

臨
済
宗
楊よ

う

岐ぎ

派は

松し
ょ
う

源げ
ん

派は

・
日
本
臨
済
宗
大だ

い

覚か
く

派は

の
祖
。
後
述
、
⑫
の
語
注
「
大だ

い

覚か
く

禅ぜ
ん

師じ

」
参
照
）
を
開
山
と
し
て
建け

ん

長ち
ょ
う

寺じ

を
創
建
。
康こ

う

元げ
ん

元
年
（
一
二
五
六
）、
病
を
得
て
執
権
職

を
辞
し
、
蘭
渓
禅
師
を
戒か

い

師し

と
し
て
最
明
寺
で
出
家
。
後
、
諸
国
を
行あ

ん

脚ぎ
ゃ

し
て
民
情
を
視
察
し
た
と
い
う
、
廻か

い

国こ
く

伝
説
が
生
ま
れ
た
。
北
条
氏
は
桓か

ん

武む

平へ
い

氏し

の
一
支
族
。『
日
本
仏
教
人
名
辞
典
』（p.715

）
参
照
。

　�「
歯よ

わ
い」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
⑤
よ
わ
い
。
と
し
。
と
し
ば
え
。
年
齢
。
年
次
」
と
あ
り
、『
礼ら

い

記き

』「
文ぶ

ん

王お
う

世せ
い

子し

」
に
、「
古
者
謂
年
齢
、
歯
亦

齢
也
（
古

い
に
し
えは

年
を
齢よ

わ
いと

謂い

う
。
歯し

も
亦ま

た
齢
な
り
）」（
巻
十
二
・p.1096

）
と
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
。

　�「
而じ

立り
つ

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
三
十
歳
を
い
う
」
と
あ
り
、『
論ろ

ん

語ご

』「
為い

政せ
い

」
に
、「
吾
十
有
五
而
志
于
学
、
三
十
而
立
（
吾
十じ

ゅ
う

有ゆ
う

五ご

に
し
て
学が

く

に

志
す
。
三
十
に
し
て
立
つ
）」（
巻
九
・p.167
）
と
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
。

○�

正
元
文
應
之
間
、
混
跡
雲
水
濳
巡
西
東
＝
「
正

し
ょ
う

元げ
ん

」
は
、「
正
元
元
年
か
ら
正
元
二
年
（
一
二
五
九
～
六
〇
）」
の
、「
文ぶ

ん

応お
う

」
は
、「
文
応
元
年
か
ら
文

応
二
年
（
一
二
六
〇
～
六
一
）」
の
期
間
を
指
す
。
正

し
ょ
う

嘉か

三
年
（
一
二
五
九
）
三
月
二
十
六
日
、
正
元
に
改
元
。
正
元
二
年
四
月
十
三
日
、
文
応
に
改
元
。

文
応
二
年
二
月
二
十
日
、
弘こ

う

長ち
ょ
うに
改
元
。

　�「
雲う

ん

水す
い

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
①
行こ

う

雲う
ん

流り
ゅ
う

水す
い

の
略
。
そ
の
一
所
に
停て

い

住じ
ゅ
うす
る
こ
と
な
き
自
由
な
さ
ま
。
②
行
雲
流
水
の
ご
と
く
、
諸し

ょ

方ほ
う

の
師
に

道
を
訪
ね
て
行あ

ん

脚ぎ
ゃ

す
る
修
行
僧
。
一
般
に
参
禅
学
道
の
僧
の
こ
と
」（p.74

）
と
あ
る
。

　�「
西せ

い

東と
う

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
①
西
と
東
。
②
わ
か
れ
。
別
離
」（
巻
十
・p.298

）
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
①
の
意
だ
が
、「
日
本
各
地
」
と
意
訳

し
た
。

○�

經
由
此
地
、
日
勢
既
傾
。
就
坊
舎
求
宿
＝
「
此こ

の
地
」
は
、
松
島
の
こ
と
。

　�「
坊ぼ

う

舎し
ゃ

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
①
僧そ

う

坊ぼ
う

の
宿

し
ゅ
く

舎し
ゃ

。
②
正し

ょ
う

堂ど
う

（
＝
方
丈
の
室
）
の
傍
に
付
属
し
て
い
る
屋
舎
の
こ
と
。『
房
』
は
『
傍
』
の
意
」（p.1130

）

と
あ
る
。
文
脈
か
ら
①
の
意
。
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○�

或
呵
罵
趂
出
、
或
使
奴
僕
捶
焉
。
崇
皇
愳
逃
去
＝
「
呵か

罵ば

」
は
『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
叱し

か

り
の
の
し
る
」（
巻
二·p.957

）
と
あ
る
。

　�「
奴
僕
」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
し
も
べ
」（
巻
三
・p.625

）
と
あ
る
。
雑
用
を
す
る
召め

し
使
い
の
男
。
下げ

男な
ん

の
こ
と
。『
大
漢
和
辞
典
』
で
は
「
ど

ぼ
く
」
と
読
ま
れ
て
い
る
が
、「
ぬ
ぼ
く
」
と
も
読
む
。
こ
こ
で
は
「
ぬ
ぼ
く
」
と
し
た
。

　�「
皇こ

う

懼く

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
は
見
え
な
い
語
だ
が
、「
惶こ

う

懼く

」
と
い
う
語
は
あ
り
、「
お
そ
れ
る
。
惶こ

う

恐き
ょ
う

。
悚し

ょ
う

懼く

。
畏い

懼く

」（
巻
四
・p.1103

）
と

あ
る
。「
惶
」
は
「
③
通
じ
て
『
皇
』
に
作
る
」（
前
同
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
惶
懼
」
の
意
味
を
用
い
た
。

⑦�

既
而
盻
路
旁
、
有
巖
窟
可
容
膝
。
崇
忻
然
便
入
焉
。
窟
中
有
一
老
僧
。
蓬
首
垢
面
株
枯
而
坐
。
宛
如
禿
居
士
。
然
而
道
貌
不
凢
、
眼
光

射
人
。
卽
是
師
也
。
崇
鞠
躬
謂
曰
、
水
雲
孤
僧
困
甚
。
日
晡
迷
方
所
。
道
人
願
埀
憐
焉
。
師
曰
、
汝
莫
妄
想
。
夫
沙
門
睹
三
界
爲
旅
泊
、

安
一
心
爲
本
宅
。
更
誰
爲
主
誰
爲
賓
。
崇
聞
之
以
爲
眞
個
得
道
人
。
便
進
前
曰
、
若
與
麼
、
道
人
速
去
。
我
卽
住
在
。
師
曰
、
汝
已
爲

賓
中
賓
了
。
崇
曰
、
如
何
是
主
中
主
。
師
便
喝
。
崇
曰
、
見
箇
甚
麼
道
理
。
師
曰
、
禪
門
只
圖
見
性
。
別
無
道
理
可
説
。
崇
禮
拜
而
坐
。

師
曰
、
我
無
儋
石
之
儲
。
不
知
、
何
以
慰
勞
。
汝
勿
忍
飢
煩
惱
。
崇
傾
槖
得
黄
粱
僅
可
二
三
勺
、
乃
投
之
瓦
鉢
煨
而
爲
糜
、
分
其
半
以

供
師
。
通
暁
清
話
宛
如
舊
好
。
崇
曰
、
道
人
住
此
地
多
少
時
。
師
曰
、
我
不
記
春
秋
。
不
拘
造
化
。
任
性
逍
遙
、
隨
緣
放
曠
。
崇
請
益

弗
止
。
師
提
徑
山
心
要
示
直
指
道
。
崇
喜
宿
霧
乍
披
。
由
是
淹
留
累
夕
。
覃
其
告
別
、
不
與
陽
名
姓
。

＊

　�

既す
で

に
し
て
路み

ち

の
旁
ら
を
盻か

え
りみ
れ
ば
、
巌が

ん

窟く
つ

の
膝ひ

ざ

を
容い

る
べ
き
有
り
。
崇す

う

、
忻き

ん

然ぜ
ん

と
し
て
便す

な
わち
入い

る
。
窟く

っ

中ち
ゅ
うに
一ひ

と

り
の
老ろ

う

僧そ
う

有
り
。
蓬ほ

う

首し
ゅ

垢こ
う

面め
ん

、
株し

ゅ

枯こ

し
て
坐ざ

す
。
宛あ

た
かも
禿と

く

居こ

士じ

の
如ご

と

し
。
然し

か

れ
ど
も
道ど

う

貌ぼ
う

、
凡ぼ

ん

な
ら
ず
し
て
、
眼が

ん

光こ
う

、
人
を
射い

る
。
即す

な
わち
是こ

れ
師し

な
り
。
崇
、

鞠き
く

躬き
ゅ
うし
て
謂い

い
て
曰い

わ

く
、「
水す

い

雲う
ん

の
孤こ

僧そ
う

、
困こ

う

ず
る
こ
と
甚

は
な
は
だし
。
日ひ

晡く

れ
て
方ほ

う

所し
ょ

に
迷
う
。
道ど

う

人に
ん

、
願ね

が

わ
く
は
憐あ

わ
れみ
を
垂た

れ
よ
」
と
。
師
、

曰
く
、「
汝な

ん
じ、
妄も

う

想ぞ
う

す
る
こ
と
莫な

か

れ
。
夫そ

れ
沙し

ゃ

門も
ん

は
三さ

ん

界が
い

を
睹み

て
旅り

ょ

泊は
く

と
為な

し
、
一い

っ

心し
ん

を
安や

す

ん
じ
て
本ほ

ん

宅た
く

と
為
す
。
更さ

ら

に
誰た

れ

を
か
主し

ゅ

と

為
し
誰
を
か
賓ひ

ん

と
為
さ
ん
」
と
。
崇
、
之こ

れ
を
聞
き
て
、「
真し

ん

個こ

得と
く

道ど
う

の
人
な
り
」
と
以オ

モ

え
り
。
便す

な
わち
進し

ん

前ぜ
ん

し
て
曰
く
、「
若も

し
与よ

麼も

な

ら
ば
、
道
人
速す

み

や
か
に
去さ

れ
。
我わ

れ
即す

な
わち

住
じ
ゅ
う

在ざ
い

せ
ん
」
と
。
師
、
曰
く
、「
汝
已す

で

に
賓ひ

ん

中ち
ゅ
うの

賓
と
為
り
了お

わ

れ
り
」
と
。
崇
、
曰
く
、「
如い

何か

な
る
か
是
れ
主し

ゅ

中ち
ゅ
うの

主
」
と
。
師
、
便
ち
喝か

っ

す
。
崇
、
曰
く
、「
箇こ

の
甚な

麼ん

の
道ど

う

理り

を
か
見
る
」
と
。
師
、
曰
く
、「
禅ぜ

ん

門も
ん

は
只た

だ
見け

ん

性し
ょ
うを

図は
か

る
。
別べ

つ

に
道
理
の
説と

く
べ
き
無
し
」
と
。
崇
、
礼ら

い

拝は
い

し
て
坐ざ

す
。
師
、
曰
く
、「
我
れ
に
儋た

ん

石せ
き

の
儲た

く
わえ

無
し
。
知
ら
ず
、
何
を
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以も
っ

て
か
慰い

労ろ
う

せ
ん
。
汝
、
飢う

え
を
忍し

の

び
て
煩ぼ

ん

悩の
う

す
る
こ
と
勿な

か

れ
」
と
。
崇
、
橐た

く

を
傾か

た
むけ

て
黄こ

う

粱り
ょ
う

僅わ
ず

か
に
二
三
勺
ば
か
り
を
得え

、
乃す

な
わち

之

れ
を
瓦が

鉢は
つ

に
投と

う

じ
て
煨わ

い

し
て
糜カ

ユ

と
為
し
、
其そ

の
半な

か

ば
を
分わ

け
て
以
て
師
に
供き

ょ
うす

。
通つ

う

暁ぎ
ょ
う

清せ
い

話わ

し
て
宛え

ん

と
し
て
旧

き
ゅ
う

好こ
う

の
如ご

と

し
。
崇
、
曰
く
、

「
道
人
、
此こ

の
地
に
住じ

ゅ
うす

る
こ
と
多た

少し
ょ
うの

時と
き

ぞ
」
と
。
師
、
曰
く
、「
我わ

れ
春

し
ゅ
ん

秋じ
ゅ
うを

記し
る

さ
ず
。
造ぞ

う

化か

に
拘

か
か
ず
らわ

ず
。
性し

ょ
うに

任ま
か

せ
て
逍

し
ょ
う

遙よ
う

し
、

縁え
ん

に
随

し
た
が

っ
て
放ほ

う

曠こ
う

た
り
」
と
。
崇
、
請し

ん

益え
き

し
て
止や

ま
ず
。
師
、
径き

ん

山ざ
ん

の
心し

ん

要よ
う

を
提ひ

っ
さげ

て
直じ

き

指し

の
道
を
示し

め

す
。
崇
、
宿

し
ゅ
く

霧む

の
乍た

ち
まち

に
披ひ

ら

く

を
喜よ

ろ
こぶ

。
是こ

れ
由よ

り
淹え

ん

留り
ゅ
うし

て
夕ゆ

う
べを

累か
さ

ぬ
。
其そ

の
別
れ
を
告つ

ぐ
る
に
覃お

よ

ん
で
、
与と

も

に
名め

い

姓せ
い

を
陽ア

ラ
ワさ

ず
。

＊

　�

し
ば
ら
く
歩ほ

を
進
め
、〔
ふ
と
〕
道み

ち

端ば
た

に
目
を
向
け
る
と
、〔
そ
こ
に
は
〕
洞ど

う

窟く
つ

が
あ
っ
た
。
時と

き

頼よ
り

公
は
喜
ん
で
中
に
入
っ
た
。〔
す
る
と
、〕

洞
窟
の
中
に
は
一
人
の
年と

し

老お

い
た
僧
が
い
た
。
髪か

み

は
乱み

だ

れ
、
顔
は
垢あ

か

ま
み
れ
で
、〔
ま
る
で
〕
枯か

れ
た
切
り
株か

ぶ

の
よ
う
に
坐す

わ

っ
て
い
た
。

一い
っ

見け
ん

、
破は

戒か
い

僧そ
う

の
よ
う
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
表

ひ
ょ
う

情じ
ょ
うや

物も
の

腰ご
し

は
並な

み

外は
ず

れ
た
も
の
が
あ
り
、
両

り
ょ
う

眼め

に
は
鋭す

る
どい

光
を
宿や

ど

し
て
い
た
。
こ

の
人
物
こ
そ
、
法ほ

っ

身し
ん

禅ぜ
ん

師じ

で
あ
る
。
時
頼
公
は
身
を
屈か

が

め
、
畏か

し
こま

っ
て
口
を
開
き
、「
私
は
修
行
の
〔
た
め
に
各
地
を
廻ま

わ

っ
て
い
る
〕

者
で
す
が
、〔
今
、〕
と
て
も
困
っ
て
い
ま
す
。
日
が
暮
れ
て
道
に
迷
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
和お

尚し
ょ
う

様
、
ど
う
か
慈じ

悲ひ

を
お
か
け
下
さ
い
」

と
言
っ
た
。〔
そ
れ
に
対
し
〕
法
身
禅
師
は
、「
そ
な
た
、
余
計
な
こ
と
を
考
え
て
は
い
け
な
い
。
そ
も
そ
も
出

し
ゅ
っ

家け

者し
ゃ

は
こ
の
世
界
を
旅

の
宿
と
す
る
も
の
で
あ
り
、心
が
安
ら
か
で
あ
れ
ば
、ど
ん
な
場
所
で
あ
っ
て
も
、そ
の
場
所
が
自
分
の
場
所
と
な
る
も
の
だ
。改あ

ら
ため
て
、

誰だ
れ

が
主
人
で
、
誰
が
客
だ
と
い
う
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
」
と
答
え
た
。
そ
れ
を
聞
い
た
時
頼
公
は
、「
真し

ん

に
悟さ

と

り
を
得え

た
方
だ
」
と

思
い
、
更さ

ら

に
進
み
出
て
、「
も
し
、
そ
う
だ
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
和
尚
様
は
、
す
ぐ
に
〔
こ
の
場
所
を
〕
立
ち
去
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

私
が
〔
こ
こ
に
〕
留と

ど

ま
ろ
う
と
思
い
ま
す
」
と
言
っ
た
。
法
身
禅
師
は
、「
そ
な
た
、〔
そ
ん
な
こ
と
を
言
う
よ
う
で
は
〕
衲わ

し

と
同
じ
で

悟
り
の
眼め

が
な
い
ぞ
」
と
答
え
た
。
時
頼
公
が
、「
で
は
、〔
主し

ゅ

客か
く

と
も
に
優す

ぐ

れ
て
お
り
、〕
悟
り
の
眼
が
あ
る
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で

す
か
」
と
尋
ね
る
と
、
法
身
禅
師
は
〔
、「
喝か

つ

！
」
と
〕
一い

っ

喝か
つ

さ
れ
た
。〔
そ
こ
で
〕
時
頼
公
は
、「
で
は
、〔
和
尚
様
が
仰

お
っ
し
ゃ

っ
た
〕
そ
の

こ
と
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
良
い
で
し
ょ
う
か
」と
尋
ね
た
。法
身
禅
師
は
、「
禅ぜ

ん

宗し
ゅ
うは
、自
分
の
中
に
仏ほ

と
けの
本ほ

ん

性し
ょ
うが
具そ

な

わ
っ

て
い
る
こ
と
を
自じ

覚か
く

す
る
宗

し
ゅ
う

旨し

で
あ
る
。
特
別
に
論ろ

ん

理り

を
説
く
こ
と
は
な
い
」
と
答
え
た
。
時
頼
公
は
低て

い

頭と
う

敬け
い

礼れ
い

し
、〔
そ
の
場
に
〕
坐
っ

た
。
法
身
禅
師
は
、「
こ
こ
に
は
食
料
の
蓄た

く
わえ

が
無
い
の
で
、〔
残
念
な
が
ら
〕
そ
な
た
を
も
て
な
す
こ
と
は
出
来
ぬ
。
空く

う

腹ふ
く

に
耐た

え
る

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
が
、〔
そ
の
こ
と
に
〕
執と

ら
わ
れ
な
い
よ
う
に
」
と
声
を
掛か

け
た
。〔
す
る
と
、〕
時
頼
公
は
袋ふ

く
ろか

ら
少
し
ば
か
り
大お

お
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粟あ
わ

を
取
り
出
し
、
そ
れ
を
素す

焼や

き
の
鉢は

ち

に
入
れ
、〔
鉢
の
底
を
〕
熱
い
灰は

い

に
埋う

め
て
粥か

ゆ

を
作
り
、
半
分
を
法
身
禅
師
に
差
し
出
し
た
。〔
二

人
は
〕
仏ぶ

つ

道ど
う

に
つ
い
て
夜よ

通ど
お

し
語
り
合
い
、〔
そ
の
様
子
は
〕
あ
た
か
も
古
く
か
ら
の
知
人
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
時
頼
公
が
、「
和
尚
様
は
、

い
つ
か
ら
こ
こ
に
お
住
ま
い
で
す
か
」
と
尋
ね
る
と
、
法
身
禅
師
は
、「
衲
は
記
録
を
つ
け
た
り
は
し
て
い
な
い
〔
の
で
、
何
年
経た

っ

た
か
は
分
か
ら
ぬ
〕。〔
ま
た
、〕
天
地
に
縛し

ば

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
も
な
い
。〔
た
だ
、〕
気
の
向
く
ま
ま
、
心
の
赴お

も
むく

ま
ま
、
因い

ん

縁ね
ん

に
よ
っ

て
各
地
を
巡
っ
て
お
る
」
と
答
え
た
。
時
頼
公
は
更
に
教
え
を
請こ

う
た
の
で
、
法
身
禅
師
は
径き

ん

山ざ
ん

の
〔
無ぶ

準じ
ゅ
ん

禅ぜ
ん

師じ

か
ら
受う

け
嗣つ

い
だ
〕

禅ぜ
ん

の
真し

ん

髄ず
い

を
も
っ
て
、
惜お

し
む
こ
と
な
く
法
を
説
い
た
。
時
頼
公
は
〔
教
え
を
受
け
る
度た

び

、〕
立
ち
込
め
て
い
た
霧き

り

が
サ
ッ
と
晴
れ
て

い
く
よ
う
に
感
じ
て
大
い
に
喜
び
、
滞た

い

在ざ
い

は
夕
方
に
ま
で
及
ん
だ
。
別
れ
に
際さ

い

し
て
も
、
二
人
は
〔
自
分
の
〕
名
を
明
か
さ
な
か
っ
た
。

＊

○
崇
忻
然
便
入
焉
＝
「
忻き

ん

然ぜ
ん

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
よ
ろ
こ
ぶ
さ
ま
。
よ
ろ
こ
ば
し
い
さ
ま
」（
巻
四
・p.984

）
と
あ
る
。

○�

蓬
首
垢
面
株
枯
而
坐
。
宛
如
禿
居
士
＝
「
蓬ほ

う

首し
ゅ

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
よ
も
ぎ
の
よ
う
に
髪か

み

の
乱
れ
た
か
し
ら
。
蓬ほ

う

頭と
う

」（
巻
九
・p.854

）
と

あ
り
、「
垢こ

う

面め
ん

」
は
、「
あ
か
の
つ
い
た
顔
」（
同
・
巻
三
・p.174

）
と
あ
る
。「
蓬ほ

う

頭と
う

垢こ
う

面め
ん

（「
ほ
う
と
う
く
め
ん
」
と
も
）
＝
み
だ
れ
た
頭
髪
と
、
あ
か
の

つ
い
た
顔
。
外が

い

貌ぼ
う

を
気
に
か
け
な
い
無む

頓と
ん

著じ
ゃ
くな
状
態
」（
同
・
巻
九
・p.855

）
と
同
義
。

　�「
株し

ゅ

枯こ

」
は
、
使
用
し
た
辞
書
に
は
見
え
な
い
語
だ
が
、「
枯こ

株し
ゅ

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
か
れ
た
き
り
か
ぶ
」（
巻
六
・p.250

）
と
あ
る
。「
老
人
。

と
る
に
足
ら
な
い
者
。
落
ち
目
の
身
」
な
ど
の
た
と
え
と
し
て
も
用
い
る
。

　�「
禿と

く

居こ

士じ

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
外
形
は
剃て

い

髪は
つ

し
た
出

し
ゅ
っ

家け

者し
ゃ

の
す
が
た
を
し
て
い
る
が
、
実
際
は
戒か

い

を
破
り
、
教
え
を
守
ら
な
い
者
」（p.1019

）

と
あ
る
。『
沙し

ゃ

石せ
き

集し
ゅ
う（「

さ
せ
き
し
ゅ
う
」
と
も
）』（
米よ

ね

沢ざ
わ

善ぜ
ん

本ぽ
ん

）
巻
四
「
上
人
子
持
タ
ル
事
」
に
、「
経
ノ
中
ニ
、
我
滅
後
ニ
ハ
飢
餓
ノ
為
ニ
出
家
シ
、
持

戒
ノ
者
可
シ
多
カ
ル
ト
云
ヘ
リ
。
是
ハ
菩
提
心
モ
ナ
リ
。
代
渡
ニ
出
家
ノ
形
ト
成
ル
人
ノ
㕝
也
。
経
ニ
ハ
禿
居
士
ト
名
ケ
キ
（
経
の
中
に
、「
我わ

れ
滅め

つ

後ご

に
は
飢き

餓が

の
為た

め

に
出
家
し
、
持じ

戒か
い

の
者
多
か
る
べ
し｣

と
云い

え
り
。
是こ

れ
は
菩ぼ

提だ
い

心し
ん

も
な
り
。
代よ

渡わ
た

り
に
出
家
の
形
と
成
る
人
の
事
な
り
。
経
に
は
「
禿と

く

居こ

士じ

」
と
名な

づ

け
き
）」
と

あ
る
。「
か
ぶ
ろ
こ
じ
」
と
も
。

○�

然
而
道
貌
不
凢
、
眼
光
射
人
＝
「
道ど

う

貌ぼ
う

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
道
徳
あ
る
相そ

う

貌ぼ
う

」（
巻
十
一
・p.135

）
と
あ
る
。
徳
の
あ
る
様
相
の
こ
と
。

○�

崇
鞠
躬
謂
曰
、
水
雲
孤
僧
困
甚
。
日
晡
迷
方
所
。
道
人
願
埀
憐
焉
＝
「
鞠き

く

躬き
ゅ
う」

は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
①
身
を
か
が
め
て
う
や
ま
い
つ
つ
し
む
。

②
一
所
懸
命
に
気
を
つ
か
い
、
労
力
を
つ
く
す
」（
巻
十
二
・p.168

）
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
①
の
意
。
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　�「
水す

い

雲う
ん

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
雲う

ん

水す
い

の
こ
と
」（p.627

）
と
あ
る
。
前
述
、
⑥
の
語
注
「
雲
水
」
参
照
。

　�「
方ほ

う

所し
ょ

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
は
見
え
な
い
語
だ
が
、「
方ほ

う

処し
ょ

」
と
い
う
語
は
あ
り
、「
場
所
。
又
、
空
間
」（
巻
五・p.664

）
と
あ
る
。「
所
」
は
「
①

と
こ
ろ
。『
処
』
に
通
ず
」（
巻
五
・p.67

）
と
あ
り
、「
方
所
」
と
同
義
。
方
向
と
場
所
の
こ
と
。

　�「
道ど

う

人に
ん

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
①
仏
道
の
中
に
あ
る
人
。
出
家
入
道
の
人
を
指
す
。
す
で
に
得
道
し
て
い
る
者
も
、
未
だ
得
道
し
て
い
な
い
者

も
、
仏
道
修
行
に
あ
る
出
家
者
す
べ
て
に
い
う
。
②
比び

丘く

尼に

を
い
う
こ
と
も
あ
る
。
③
真
の
修
道
者
」（p.937

）
と
あ
る
。
文
脈
か
ら
「
和
尚
」
と

意
訳
し
た
。

○�

師
曰
、
汝
莫
妄
想
。
夫
沙
門
睹
三
界
爲
旅
泊
、
安
一
心
爲
本
宅
。
更
誰
爲
主
誰
爲
賓
＝
「
妄も

う

想ぞ
う

す
る
こ
と
莫な

か

れ
」
は
、「
莫ま

く

妄も
う

想ぞ
う

」
と
も
い
う
。『
禅

学
大
辞
典
』
に
「
妄
想
は
二
見
に
わ
た
る
分ふ

ん

別べ
つ

心し
ん

の
こ
と
で
、
妄
想
す
る
こ
と
な
け
れ
ば
直た

だ

ち
に
菩
提
の
果
が
得
ら
れ
る
。
唐
代
頃
か
ら
盛
ん
に
用

い
ら
れ
て
い
る
禅
語
で
、
学
人
の
所
問
に
対
し
、
師
家
は
し
ば
し
ば
こ
の
語
を
も
っ
て
答
え
て
い
る
」（p.1172

）
と
あ
る
。『
景け

い

徳と
く

伝で
ん

灯と
う

録ろ
く

』
巻
八

「
汾ふ

ん

州し
ゅ
う

無む

業ご
う

禅ぜ
ん

師じ

」
の
条
に
、「
凡
學
者
致
問
。
師
多
答
之
云
。
莫
妄
想
（
凡お

よ

そ
学
者
の
問
い
を
致
さ
ば
、
師
、
多
く
之こ

れ
に
答
え
て
云い

わ

く
、「
莫
妄
想
」
と
）」

（T51-257a

）
と
あ
る
。
実
体
の
な
い
も
の
を
実
体
あ
る
も
の
と
考
え
て
執

し
ゅ
う

着じ
ゃ
くす
る
な
、
い
ら
ざ
る
こ
と
を
考
え
る
な
、
と
い
う
意
。

　�「
沙し

ゃ

門も
ん

」
は
、
剃て

い

髪は
つ

し
て
悪・不
善
を
な
さ
ず
、
よ
く
身
心
を
調

ち
ょ
う

御ご

し
て
善
を
修
し
、
涅ね

槃は
ん

に
至
ら
ん
と
努
め
る
も
の
を
い
う
。
出
家
者
一
般
の
総
称
。

『
禅
学
大
辞
典
』（p.477

）
参
照
。

　�「
三さ

ん

界が
い

」
は
、
生
き
物
（
有う

情じ
ょ
う）
が
輪り

ん

廻ね

す
る
こ
の
世
界
を
空
間
的
に
下
か
ら
三
段
階
に
わ
け
た
も
の
で
、「
欲よ

く

界か
い・色し
き

界か
い・無む

色し
き

界か
い

」
を
い
う
。「
欲
界
」

は
、
貪と

ん

欲よ
く

・
淫い

ん

欲よ
く

・
睡す

い

眠み
ん

欲よ
く

と
い
っ
た
欲
望
を
持
っ
た
生
き
物
が
暮
ら
す
世
界
。「
色
界
」
は
、
欲
界
の
上
に
あ
っ
て
、
肉
体
は
あ
る
が
欲
望
を
持

た
な
い
生
き
物
が
住
む
世
界
。「
無
色
界
」
は
、
肉
体
を
持
た
ず
、
心
的
要
素
だ
け
で
生
き
て
い
る
天
の
世
界
。
こ
こ
で
は
、「
こ
の
世
界
」
と
意
訳

し
た
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.388

）、『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.456
）
参
照
。

　�「
旅り

ょ

泊は
く

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
た
び
や
ど
り
。
ふ
な
ど
ま
り
」（
巻
五
・p.694

）
と
あ
る
。
旅
先
で
宿
泊
す
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
宿
。
た
び
や

ど
の
意
。

　�「
本ほ

ん

宅た
く

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
①
常
住
の
す
ま
い
。
自
宅
。
本
邸
。
別
宅
の
対
。
又
、
元
の
家
。
②
今
生
を
宿
屋
に
比
し
、
死
後
帰
す
る
所
を

い
う
。
あ
の
世
」（
巻
六
・p.32

）
と
あ
る
。
文
脈
か
ら
①
の
意
と
し
た
。

　�「
誰た

れ

を
か
主し

ゅ

と
為
し
誰
を
か
賓ひ

ん

と
為
さ
ん
」
の
「
主
」
は
主
人
、「
賓
」
は
客
の
こ
と
。
主
観
と
客
観
、
学
人
と
師し

家け

と
い
う
意
味
も
あ
る
。『
臨り

ん

済ざ
い

36

圓福寺開山　法身性西和尚集



録ろ
く

』「
上

じ
ょ
う

堂ど
う

」
の
語
に
、「
是
日
、
兩
堂
首
座
相
見
、
同
時
下
喝
。
僧
問
師
、
還
有
賓
主
也
無
。
師
云
、
賓
主
歷
然
。
師
云
、
大
眾
要
會
臨
濟
賓
主
句
、

問
取
堂
中
二
首
座
。
便
下
座
（
是こ

の
日
、
両

り
ょ
う

堂ど
う

の
首し

ゅ

座そ

相し
ょ
う

見け
ん

し
て
、
同
時
に
喝か

つ

を
下
す
。
僧
、
師
に
問
う
、「
還か

え

っ
て
賓ひ

ん

主じ
ゅ

有
り
や
、
也ま

た
無
し
や
」
と
。
師
云い

わ

く
、「
賓
主
歴れ

き

然ね
ん

た
り
」
と
。
師
云
く
、「
大だ

い

衆し
ゅ

、
臨
済
が
賓
主
の
句
を
会え

さ
ん
と
要ほ

っ

さ
ば
、
堂
中
の
二
首
座
に
問も

ん

取し
ゅ

せ
よ
」
と
。
便す

な
わち
下げ

座ざ

す
）」（T47-496c

）
と
あ
る
。『
禅
学
大
辞
典
』

（p.1057

）、『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.1149

）
参
照
。

○�
崇
聞
之
以
爲
眞
個
得
道
人
＝
「
真し

ん

個こ

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
ま
こ
と
の
。
真し

ん

箇こ

」（
巻
八
・p.199

）
と
あ
る
。「
真
箇
」
は
、「
①
真
実
で
虚き

ょ

偽ぎ

の
な
い
こ
と
。
②
果
た
し
て
。
案
の
如
く
」（
前
同
）
と
あ
り
、
こ
こ
で
は
①
の
意
。

　�「
得と

く

道ど
う

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
、「
①
さ
と
り
を
得
る
こ
と
。
さ
と
り
に
達
す
る
こ
と
。
さ
と
り
を
開
く
こ
と
。
さ
と
る
こ
と
。
道
に
達
す
る

こ
と
。
釈
尊
が
さ
と
り
を
得
た
こ
と
。
②
神
道
力
を
得
た
」（p.1020

）
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
①
の
意
。

○�

便
進
前
曰
、
若
與
麼
、
道
人
速
去
。
我
卽
住
在
＝
「
与よ

麼も

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
異い

没も

・
伊い

摩も

・
恁い

ん

麼も

な
ど
に
同
じ
。
今
述
べ
た
事
物
の
状

態
や
、
実
現
し
て
い
る
状
態
を
指
し
て
、
こ
の
よ
う
な
（
に
）、
そ
の
よ
う
な
（
に
）、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
の
意
を
表
す
」（p.1255

）
と
あ
る
。

○�

師
曰
、
汝
已
爲
賓
中
賓
了
＝
「
賓ひ

ん

中ち
ゅ
うの

賓ひ
ん

」
と
は
、「
臨り

ん

済ざ
い

四し

賓ひ
ん

主じ
ゅ

」
の
第
一
。
自じ

行ぎ
ょ
う（

自
己
を
究
明
す
る
た
め
に
修
行
す
る
こ
と
）
門
の
極
で
、
未
だ
向

上
に
発
展
し
な
い
途
中
の
活か

っ

計け
い

を
い
う
。「
臨
済
四
賓
主
」
は
、
臨り

ん

済ざ
い

義ぎ

玄げ
ん

禅ぜ
ん

師じ

が
唱
え
た
四
句
の
賓
主
で
、
臨
済
禅
師
の
根
本
思
想
を
示
す
も
の

の
一
つ
。
臨
済
禅
師
は
、
学
人
が
師
家
の
機
略
を
看か

ん

破ぱ

す
る
「
客
看
主
（
客き

ゃ
く、
主し

ゅ

を
看み

る
）」、
師
家
が
学
人
を
看
破
す
る
「
主
看
客
（
主
、
客
を
看
る
）」、

禅ぜ
ん

機き

禅ぜ
ん

眼が
ん

を
具ぐ

有ゆ
う

し
た
者
同
士
の
相

し
ょ
う

見け
ん

「
主
看
主
（
主
、
主
を
看
る
）」、
瞎か

つ

眼が
ん

（
道
理
を
見
る
目
が
な
い
こ
と
）
の
両
者
が
相
見
す
る
「
客
看
客
（
客
、
客
を

看
る
）」
の
四
句
を
提
示
し
た
が
、
の
ち
に
風ふ

穴け
つ

延え
ん

沼し
ょ
う

禅
師
は
こ
の
四
句
を
「
賓ひ

ん

中ち
ゅ
う

主の
し
ゅ・

主し
ゅ

中ち
ゅ
う

賓の
ひ
ん・

主し
ゅ

中ち
ゅ
う

主の
し
ゅ・

賓ひ
ん

中ち
ゅ
う

賓の
ひ
ん」

と
名
付
け
、
そ
の
意
を
明
ら

か
に
し
た
。
賓
中
主
は
客
看
主
、
主
中
賓
は
主
看
客
、
主
中
主
は
主
看
主
、
賓
中
賓
は
客
看
客
と
説
く
。「
四
賓
主
」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』（p.461

）、

『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.529

）、「
臨
済
四
賓
主
」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』（p.1294

）
参
照
。

○�

崇
曰
、
見
箇
甚
麼
道
理
＝
「
甚
麼
」
は
、「
な
ん
・
な
に
・
じ
ん
も
」
と
読
む
。「
な
ん
の
、
ど
ん
な
。
ど
ん
な
も
の
、
ま
た
」
等
の
意
。
こ
こ
で
は

「
な
ん
」
と
読
ん
だ
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.966

）
参
照
。

○�

師
曰
、
禪
門
只
圖
見
性
。
別
無
道
理
可
説
＝
「
禅ぜ

ん

門も
ん

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
、「
①
禅ぜ

ん

定じ
ょ
うの

法
門
。
②
三さ

ん

学が
く

中
の
定

じ
ょ
う

学が
く

、
お
よ
び
六ろ

く

度ど

中
の
禅ぜ

ん

波は

羅ら

蜜み
つ

の
こ
と
。
③
禅
宗
の
法
門
。
ま
た
は
禅
宗
の
門
流
。
禅
宗
。
仏
心
宗
。
禅
家
。
④
禅ぜ

ん

定じ
ょ
う

門も
ん

の
略
。
在
家
の
男
子
で
剃
髪
入
道
し
た
者
。
⑤
平
人

や
奴
僕
、
ま
た
は
二
十
歳
以
上
の
男
性
の
位
牌
に
用
い
る
語
」（p.704

）
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
③
の
意
。
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　�「
見け

ん

性し
ょ
う」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
自
己
の
本
性
を
徹て

っ

見け
ん

す
る
こ
と
。
悟ご

道ど
う

」（p.287

）
と
あ
り
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
本
来
存
す
る
自
分
の
本

性
を
見
る
こ
と
。
真
の
自
己
に
気
が
つ
く
こ
と
。
さ
と
り
を
開
く
こ
と
」（p.321

）
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
自
分
の
中
に
仏
の
本
性
が
具
わ
っ
て
い

る
こ
と
を
自
覚
す
る
」
と
意
訳
し
た
。

○�
師
曰
、
我
無
儋
石
之
儲
。
不
知
、
何
以
慰
勞
。
汝
勿
忍
飢
煩
惱
＝
「
儋た

ん

石せ
き

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
二
石
や
一
石
の
た
か
。
僅わ

ず

か
の
分
量
。
少
額
。

儋
は
二
石
、
石
は
一
石
」（
巻
一
・p.948

）
と
あ
る
。「
儋
石
の
儲た

く
わえ
」
は
、「
少
し
の
た
く
わ
え
」
を
い
う
。

○�

崇
傾
槖
得
黄
粱
僅
可
二
三
勺
、
乃
投
之
瓦
鉢
煨
而
爲
糜
、
分
其
半
以
供
師
。
通
暁
清
話
宛
如
舊
好
＝
「
槖た

く

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「『
橐た

く

』
の
俗

字
」（
巻
六
・p.500
）
と
あ
る
。「
橐た

く

」
は
「
①
ふ
く
ろ
。
②
ふ
い
ご
。
③
ふ
ご
。
も
っ
こ
。
④
む
し
く
い
。
⑤
物
の
音
」（
同
・
巻
六
・p.550

）
と
あ
る

が
、
こ
こ
で
は
①
の
意
。
小
さ
い
袋
の
こ
と
。

　�「
黄こ

う

粱り
ょ
う」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
粟あ

わ

の
一
種
。
お
お
あ
わ
。
黄
粱
米
」（
巻
十
二
・p.980

）
と
あ
る
。
大
粟
の
異
名
。

　�「
勺し

ゃ
く」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
①
ひ
し
ゃ
く
。
②
枡
目
の
一
単
位
。
一
合
の
十
分
の
一
。
③
わ
ず
か
。
少
量
」（
巻
二
・p.422

）
な
ど
と
あ
る
。
一

勺
は
約
十
五
グ
ラ
ム
。
こ
こ
で
は
②
の
意
。

　�「
瓦が

鉢は
つ

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
素す

焼や

き
の
鉢
」（
巻
七
・p.997

）
と
あ
る
。

　�「
煨
」
は
、「
わ
い
・
え
・
う
つ
・
う
ち
」
と
読
む
が
、「
煨
す
」
と
書
く
場
合
は
「
わ
い
」
と
読
む
。
物
を
灰
中
に
埋
め
て
熟
せ
し
め
る
こ
と
。『
大

漢
和
辞
典
』（
巻
七
・p.488

）
参
照
。

　�「
糜
」
は
、
原
文
に
「
カ
ユ
」
と
カ
タ
カ
ナ
の
振
り
仮
名
が
あ
る
。『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
①
濃
い
か
ゆ
。
②
こ
ご
め
」（
巻
八
・p.920

）
と
あ
り
、
こ

こ
で
は
①
の
こ
と
。

　�「
通つ

う

暁ぎ
ょ
う」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
①
あ
か
つ
き
ま
で
お
き
て
い
る
。
夜
ど
お
し
。
②
通
じ
さ
と
る
。
よ
く
さ
と
る
」（
巻
十
一
・p.58

）
と
あ
る
。

文
脈
か
ら
①
の
意
と
し
た
。

　�「
清せ

い

話わ

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
俗
を
離
れ
た
清
い
は
な
し
。
上
品
な
話
」（
巻
七
・p.80

）
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
仏
道
」
と
意
訳
し
た
。

　�「
宛え

ん

と
し
て
」
は
、「
さ
な
が
ら
、
あ
た
か
も
」
の
意
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
三
・p.983

）
参
照
。

○�

師
曰
、
我
不
記
春
秋
。
不
拘
造
化
。
任
性
逍
遙
、
隨
緣
放
曠
＝
「
春

し
ゅ
ん

秋じ
ゅ
う」

は
、
歳
月
の
こ
と
。『
楚そ

辞じ

』「
九

き
ゅ
う

辯べ
ん

」
第
七
段
に
、「
春
秋
逴
逴
而
日
高
兮
、

然
惆
悵
而
自
悲
（
春
秋
は
逴た

く

逴た
く

と
し
て
日ひ

び

に
高
く
、
然し

か

く
惆

ち
ょ
う

悵ち
ょ
うし
て
自
ら
悲
し
む
）」
と
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
五·p.816

）
参
照
。
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　�「
造ぞ

う

化か

」
は
、
天
地
を
い
う
。
天
地
自
然
の
理
。『
列れ

っ

子し

』「
周

し
ゅ
う

穆ぼ
く

王お
う

」
に
、「
造
化
之
所
始
、
陰
陽
之
所
變
者
、
謂
之
生
、
謂
之
死
（
造
化
の
始
ま
る
所
、

陰い
ん

陽よ
う

の
変
ず
る
所
は
、
之こ

れ
を
生
と
謂い

い
、
之
れ
を
死
と
謂
う
）」
と
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
十
一
・p.72

）
参
照
。

　�「
逍

し
ょ
う

遙よ
う

」
は
、
気
任
せ
に
あ
ち
こ
ち
歩
き
回
る
こ
と
。
ぶ
ら
つ
く
こ
と
。
さ
ま
よ
う
こ
と
。『
楚
辞
』「
離り

騒そ
う

」
第
十
一
段
に
、「
欲
遠
集
而
無
所
止
兮
、

聊
浮
游
以
逍
遙
（
遠
く
集い

た

ら
ん
と
欲ほ

っ

す
る
も
止と

ど

ま
る
所
無
し
、
聊し

ば
らく
浮ふ

游ゆ
う

し
て
以
て
逍
遥
せ
ん
）」
と
あ
る
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
十
一
・p.47

）
参
照
。

　�「
放ほ

う

曠こ
う

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
心
が
の
ん
び
り
と
し
て
物
に
こ
だ
わ
ら
ぬ
こ
と
。
放ほ

う

達た
つ

」（
巻
五
・p.480

）
と
あ
る
。「
放
達
」
は
、「
ほ
し
い
ま

ま
で
物
に
こ
だ
わ
ら
な
い
。
物
事
に
拘
ら
ず
気
ま
ま
に
ふ
る
ま
う
」（
同
・
巻
五
・p.483

）
と
あ
る
。

○�

崇
請
益
弗
止
＝
「
請し

ん

益え
き

」
は
、
修
行
者
が
自
己
を
益
す
る
た
め
に
、
師
家
に
特
に
教
示
を
請こ

う
こ
と
。
師
の
説
法
の
ほ
か
に
特
に
願
い
出
て
教
え
を

受
け
る
こ
と
。『
碧へ

き

巌が
ん

録ろ
く

』
第
二
則
「
趙

じ
ょ
う

州し
ゅ
う

至し

道ど
う

無ぶ

難な
ん

」
の
「
垂す

い

示じ

」
に
、「
到
這
裏
作
麼
生
請
益
（
這し

ゃ

裏り

に
到
っ
て
作そ

麼も

生さ
ん

か
請
益
せ
ん
）」（T48-141b

）

と
あ
る
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.604

）、『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.789

）
参
照
。

○�

師
提
徑
山
心
要
示
直
指
道
＝
「
径き

ん

山ざ
ん

」
は
前
述
、
③
の
語
注
「
径
山
」
参
照
。
こ
こ
で
は
無ぶ

準じ
ゅ
ん

禅ぜ
ん

師じ

の
意
。

　�「
心し

ん

要よ
う

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
心
の
肝か

ん

要よ
う

・
精せ

い

髄ず
い

の
意
。
法
門
の
至し

極ご
く

、
ま
た
は
心し

ん

性し
ょ
う

上
の
精せ

い

要よ
う

」（p.625

）
と
あ
り
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に

「
①
教
え
の
心し

ん

髄ず
い

・
精
要
。
②
心
性
に
も
と
づ
い
た
精
要
の
法
義
を
さ
す
」（p.769

）
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
禅
の
真し

ん

髄ず
い

」
と
意
訳
し
た
。

　�「
直じ

き

指し

」
は
、
直た

だ

ち
に
指さ

し
示
す
こ
と
。
た
と
え
や
因い

ん

縁ね
ん

な
ど
の
方ほ

う

便べ
ん

を
用
い
ず
、
言
葉
や
文
字
な
ど
に
わ
た
ら
ず
、
端た

ん

的て
き

に
指
し
示
す
こ
と
。『
碧

巌
録
』
第
七
十
三
則
「
馬ば

大だ
い

師し

四し

句く

百ひ
ゃ
っ

非ぴ

」
の
「
本
則
」
に
、「
僧
問
馬
大
師
。
離
四
句
絕
百
非
。
請
師
直
指
某
甲
西
來
意
（
僧
、
馬
大
師
に
問
う
。「
四

句
を
離
れ
百
非
を
絶ぜ

っ

す
。
請こ

う
師
、
某そ

れ

甲が
し

に
西せ

い

来ら
い

意い

を
直
指
せ
よ
」
と
）」（T48-200a

）
と
あ
る
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.420

）
参
照
。

○�

崇
喜
宿
霧
乍
披
＝
「
宿

し
ゅ
く

霧む

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
前
の
晩
か
ら
罩こ

め
た
霧き

り

」（
巻
三
・p.1043

）
と
あ
る
。
文
脈
か
ら
「
立
ち
込
め
て
い
た
霧
」

と
意
訳
し
た
。

○�

由
是
淹
留
累
夕
。
覃
其
告
別
、
不
與
陽
名
姓
＝
「
淹え

ん

留り
ゅ
う」

は
、
久
し
く
留
ま
る
こ
と
。『
楚
辞
』「
離
騒
」
第
十
四
段
に
、「
時
繽
紛
其
變
易
兮
、
又

何
可
以
淹
留
（
時
は
繽ひ

ん

紛ぷ
ん

と
し
て
其そ

れ
変へ

ん

易え
き

す
、
又ま

た
何
ぞ
以
て
淹
留
す
べ
け
ん
）」
と
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
七
・p.83

）
参
照
。

⑧�

崇
歸
鎌
倉
而
後
、
遣
武
騎
諸
卒
、
悉
擯
黜
台
徒
。
於
越
隨
平
帥
所
命
、
物
色
索
師
。
果
搜
得
之
窟
中
。
遂
相
攸
創
精
藍
。
號
山
曰
青
龍
、

目
寺
曰
圓
福
。
最
欲
俾
師
住
持
焉
。
師
確
乎
不
聽
。
然
平
帥
屈
請
、
竟
爲
開
山
始
祖
矣
。
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＊

　�

崇す
う

、
鎌か

ま

倉く
ら

に
帰
り
て
後の

ち

、
武ぶ

騎き

諸し
ょ

卒そ
つ

を
遣つ

か

わ
し
、
悉

こ
と
ご
とく

台た
い

徒と

を
擯ひ

ん

黜ち
ゅ
つす

。
越コ

こ
に
於お

い
て
平へ

い

帥す
い

の
命め

い

ず
る
所
に
随

し
た
が

っ
て
、
物ぶ

っ

色し
ょ
くし

て
師

を
索も

と

む
。
果は

た
し
て
之こ

れ
を
窟く

っ

中ち
ゅ
うに

搜さ
ぐ

り
得え

た
り
。
遂つ

い

に
攸と

こ
ろを

相み

て
精

し
ょ
う

藍ら
ん

を
創は

じ

む
。
山
を
号ご

う

し
て
「
青せ

い

龍り
ゅ
う」

と
曰い

い
、
寺
を
目な

づ
け
て

「
円え

ん

福ぷ
く

」
と
曰い

う
。
最さ

い

、
師
を
し
て
住

じ
ゅ
う

持じ

俾せ
し

め
ん
と
欲ほ

っ

す
。
師
、
確か

く

乎こ

と
し
て
聴き

か
ず
。
然し

か

れ
ど
も
平
帥
屈く

っ

請し
ょ
うし

て
、
竟つ

い

に
開か

い

山さ
ん

始し

祖そ

と
為な

す
。

＊

　�

鎌か
ま

倉く
ら

へ
と
戻も

ど

っ
た
時と

き

頼よ
り

公
は
〔
松ま

つ

島し
ま

に
〕
軍ぐ

ん

勢ぜ
い

を
派は

遣け
ん

し
、
天て

ん

台だ
い

僧そ
う

を
一
人
残
ら
ず
追
い
出
し
た
。
そ
し
て
、
時
頼
公
の
命
令
に
よ
っ

て
法ほ

っ

身し
ん

禅ぜ
ん

師じ

の
捜そ

う

索さ
く

が
行
わ
れ
、
予よ

期き

し
た
通
り
、
洞ど

う

窟く
つ

の
中
で
発
見
さ
れ
た
。
や
が
て
、〔
松
島
に
〕
新
し
く
寺
院
が
建こ

ん

立り
ゅ
うさ

れ
、
山さ

ん

号ご
う

を
「
青せ

い

龍り
ゅ
う」、

寺じ

名め
い

を
「
円え

ん

福ぷ
く

」
と
し
た
。
時
頼
公
は
法
身
禅
師
に
住
職
に
な
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
要よ

う

請せ
い

し
た
が
、
法
身
禅
師
は
頑

か
た
く

な
に
拒こ

ば

ん
だ
。
し
か
し
、
時
頼
公
が
礼れ

い

を
尽つ

く
し
て
〔
何
度
も
〕
願ね

が

わ
れ
る
の
で
〔
最
後
に
は
了

り
ょ
う

承し
ょ
うし

〕、〔
円え

ん

福ぷ
く

寺じ

の
〕
初し

ょ

代だ
い

住じ
ゅ
う

職し
ょ
くと

な
っ

た
。

＊

○�

崇
歸
鎌
倉
而
後
、
遣
武
騎
諸
卒
、
悉
擯
黜
台
徒
＝
「
崇す

う

」
は
「
道ど

う

崇す
う

」
の
略
。
北ほ

う

条じ
ょ
う

時と
き

頼よ
り

公
の
こ
と
。
前
述
、
⑥
の
語
注
「
平

た
い
ら
の

副ふ
く

帥す
い

時と
き

頼よ
り

」
参
照
。

　�「
武ぶ

騎き

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
た
け
き
騎
士
」（
巻
六・p.689

）
と
あ
る
。「
諸し

ょ

卒そ
つ

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
は
見
え
な
い
語
だ
が
、「
諸
」
は
「
も

ろ
も
ろ
」（
同
・
巻
十
・p.535

）
の
意
で
、「
卒
」
は
、「
歩
兵
。
士
」（
同
・
巻
二
・p.555

）
の
意
で
あ
り
、「
多
く
の
兵
卒
」
の
こ
と
。
そ
の
た
め
、「
武

騎
諸
卒
」
を
「
軍
勢
」
と
意
訳
し
た
。

　�「
台た

い

徒と

」
は
、
使
用
し
た
辞
書
に
は
見
え
な
い
語
だ
が
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
台た

い

教き
ょ
う（

＝
天
台
宗
の
教
え
。
天
台
宗
の
こ
と
）」、「
台た

い

家け
（
＝
天
台
宗
を
い
う
）」、

「
台た

い

道ど
う

（
＝
天
台
宗
の
修
学
の
道
）」（
い
ず
れ
もp.904

）
な
ど
と
あ
り
、「
台
」
は
、
天
台
宗
の
こ
と
。「
徒
」
は
、「
と
も
が
ら
」（
同
・p.995

）
と
あ
る
。

天
台
宗
の
徒
、
天
台
僧
の
こ
と
。

　�「
擯

ひ
ん
ち

黜ゅ
つ

」
は
、
使
用
し
た
辞
書
に
は
見
え
な
い
語
だ
が
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
擯
」
は
、「
す
て
る
。
し
り
ぞ
け
る
」（
巻
五
・p.430

）
と
あ
り
、「
黜
」

は
、「
し
り
ぞ
け
る
。
退
く
」（
同
・
巻
十
二
・p.1022

）
と
あ
る
。「
退
け
る
こ
と
」
を
い
う
が
、
文
脈
か
ら
「
追
い
出
す
」
と
意
訳
し
た
。

○�

於
越
隨
平
帥
所
命
、
物
色
索
師
。
果
搜
得
之
窟
中
＝
「
平へ

い

帥す
い

」
は
「
平

た
い
ら
の

副ふ
く

帥す
い

時と
き

頼よ
り

」
の
略
。
北
条
時
頼
公
の
こ
と
。
前
述
、
⑥
の
語
注
「
平
副
帥
時
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頼
」
参
照
。

○�

遂
相
攸
創
精
藍
。
號
山
曰
青
龍
、
目
寺
曰
圓
福
＝
「
精

し
ょ
う

藍ら
ん

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
精

し
ょ
う

舎じ
ゃ

伽が

藍ら
ん

の
略
。
寺
院
。
修
行
の
道
場
」（p.732

）
と
あ

る
。

　
瑞ず

い

巌が
ん

寺じ

は
こ
の
時
開
創
さ
れ
た
「
青せ

い

龍り
ゅ
う

山ざ
ん

円え
ん

福ぷ
く

寺じ

」
を
前
身
と
し
、
現
在
の
正
式
名
称
を
、「
松

し
ょ
う

島と
う

青せ
い

龍り
ゅ
う

山ざ
ん

瑞ず
い

巌が
ん

円え
ん

福ぷ
く

禅ぜ
ん

寺じ

」
と
す
る
。

○�
最
欲
俾
師
住
持
焉
。
師
確
乎
不
聽
。
然
平
帥
屈
請
、
竟
爲
開
山
始
祖
矣
＝
「
最さ

い

」
は
、「
最さ

い

明み
ょ
う

寺じ

殿ど
の

」
の
略
。
北
条
時
頼
公
の
こ
と
。
前
述
、
⑥
の

語
注
「
平
副
帥
時
頼
」
参
照
。

　�「
欲
俾
師
住
持
焉
」
は
、
原
文
に
、「
欲
ス
俾
シ
テ
師
ヲ
住
持
セ
シ
メ
ン
ト
焉
」
と
送
り
仮
名
が
あ
る
が
、
加
筆
し
て
、「
欲
俾
師
ヲ
シ
テ
住
持
焉
」

と
も
あ
る
。「
俾
」
は
「
せ
し
む
」
と
読
む
こ
と
か
ら
、「
師
を
し
て
住

じ
ゅ
う

持じ

俾せ
し

め
ん
と
欲ほ

っ

す
」
と
訓
読
し
た
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
一
・p.818

）
参
照
。

　�「
確か

く

乎こ

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
し
っ
か
り
と
し
て
堅
い
さ
ま
」（
巻
八
・p.388

）
と
あ
る
。
文
脈
か
ら
「
頑か

た
くな

に
」
と
意
訳
し
た
。

　�「
屈く

っ

請し
ょ
う」

は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
屈
は
か
が
む
、
へ
り
く
だ
る
。
請
は
こ
う
、
求
め
る
。
尊そ

ん

上じ
ょ
うの

人
を
と
く
に
請
い
迎
え
る
こ
と
」（p.250

）
と

あ
り
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
は
「
く
つ
じ
ょ
う
」
と
い
う
読
み
で
「
尊
い
人
を
迎
え
請し

ょ
うず

る
こ
と
」（p.287

）
と
あ
る
。
文
脈
か
ら
「
礼
を
尽
く
し

て
願
う
」
と
意
訳
し
た
。

⑨�

東
福
寺
聖
一
國
師
嗣
法
佛
鑑
、與
師
爲
法
門
昆
仲
。宗
風
日
昌
道
聲
轟
海
内
。諸
方
俊
彦
競
趨
、輪
下
恒
盈
萬
指
。師
聞
國
師
隻
眼
病
盲
、

而
贈
和
歌
一
首
。曰
、本
來
乃
面
目
惠
多
羅
者
水
母
殿
蝦
乃
眼
者
用
事
奈
賀
里
計
利
也
那
。國
師
薫
盥
剥
緘
。巻
舒
其
歌
一
唱
三
嘆
而
已
。

侍
僧
傳
寫
一
堂
徧
知
焉
。
皆
謂
松
島
法
心
、
苟
不
知
文
字
。
故
呈
箇
樣
醜
陋
。
一
人
唱
則
哄
堂
絶
倒
。
或
寫
童
行
所
取
扇
子
上
、
以
爲

笑
具
。
於
是
國
師
鳴
鐘
集
衆
、
勵
其
聲
呵
責
曰
、
箇
老
曽
明
大
法
眼
。
一
切
時
中
洒
洒
落
落
、
咳
唾
掉
臂
悉
是
西
來
意
。
所
贈
山
僧
道

歌
一
章
、
直
脱
根
塵
。
汝
等
諸
人
總
是
瞎
漢
、
所
謂
借
蝦
爲
目
、
無
自
己
分
。
妄
開
臭
口
謗
大
禪
佛
。
入
地
獄
如
箭
射
。
大
衆
驚
悸
懺

謝
其
罪
。

＊

　�

東と
う

福ふ
く

寺じ

・
聖

し
ょ
う

一い
ち

国こ
く

師し

も
法ほ

う

を
仏ぶ

っ

鑑か
ん

に
嗣つ

い
で
、
師
と
与と

も

に
法ほ

う

門も
ん

の
昆こ

ん

仲ち
ゅ
うた

り
。
宗

し
ゅ
う

風ふ
う

日ひ
に
ひに

昌さ
か
んに

し
て
、
道ど

う

声せ
い

海か
い

内だ
い

に
轟と

ど
ろく

。
諸し

ょ

方ほ
う

の
俊

し
ゅ
ん

彦げ
ん

、
競き

そ

い
趨お

も
むい

て
、
輪り

ん

下か

、
恒つ

ね

に
万ま

ん

指し

に
盈み

つ
。
師
、「
国
師
の
隻せ

き

眼が
ん

、
病や

ま

い
肓こ

う

な
り
」
と
聞
き
て
、
和わ

歌か

一い
っ

首し
ゅ

を
贈お

く

る
。
曰い

わ

く
、「
本ほ

ん
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来ら
い

乃の

面め
ん

目も
く

恵ヱ

多タ

羅ラ

者ハ

水ク
ラ
ケ母

殿ト
ノ

、
蝦ヱ

ヒ

乃の

眼マ
ナ
コ

者ハ

用よ
う

事じ

奈ナ

賀カ

里リ

計ケ

利リ

也ヤ

那ナ

」
と
。
国
師
、
薫く

ん

盥か
ん

し
て
緘か

ん

を
剥は

ぐ
。
其そ

の
歌
を
巻け

ん

舒じ
ょ

し
て
、
一い

っ

唱し
ょ
う

三さ
ん

嘆た
ん

す
る
の
み
。
侍じ

僧そ
う

、
伝で

ん

写し
ゃ

し
て
一い

ち

堂ど
う

徧あ
ま
ねく

知し

る
。
皆み

な
謂い

う
、「
松ま

つ

島し
ま

の
法ほ

っ

心し
ん

、
苟い

や
しく

も
文も

ん

字じ

を
知
ら
ず
。
故ゆ

え

に
箇こ

の
様よ

う

の
醜

し
ゅ
う

陋ろ
う

を
呈て

い

す
」
と
。
一い

ち

人に
ん

唱と
な

え
る
則と

き

ん
ば
哄こ

う

堂ど
う

絶ぜ
っ

倒と
う

す
。
或あ

る

い
は
童ず

ん

行な
ん

取と

る
所と

こ
ろの

扇せ
ん

子す

上じ
ょ
うに

写う
つ

し
、
以も

っ

て
笑

し
ょ
う

具ぐ

と
為す

。
是こ

こ
に
於お

い
て
国
師
、

鐘か
ね

を
鳴な

ら
し
衆し

ゅ
うを

集あ
つ

め
て
、
其
の
声こ

え

を
励は

げ
まし

て
呵か

責し
ゃ
くし

て
曰い

わ

く
、「
箇
の
老ろ

う

、
曽か

つ

て
大だ

い

法ほ
う

眼げ
ん

を
明あ

き

ら
む
。
一い

っ

切さ
い

時じ

中ち
ゅ
う、

洒し
ゃ

洒し
ゃ

落ら
く

落ら
く

、
咳が

い

唾だ

掉と
う

臂ひ

も
悉

こ
と
ご
とく

是こ

れ
西せ

い

来ら
い

意い

。
山さ

ん

僧ぞ
う

に
贈
る
所
の
道ど

う

歌か

一い
っ

章し
ょ
う、

直じ
き

に
根こ

ん

塵じ
ん

を
脱だ

っ

す
。
汝

な
ん
じ

等ら

諸し
ょ

人に
ん

、
総そ

う

に
是
れ
瞎か

っ

漢か
ん

。
所い

わ

謂ゆ
る

、『
蝦え

び

に
借か

り
て
目め

と
為す

れ
ば
、自じ

己こ

の
分ぶ

ん

無な

し
』と
。妄み

だ

り
に
臭

し
ゅ
う

口く

を
開ひ

ら

い
て
大だ

い

禅ぜ
ん

仏ぶ
つ

を
謗そ

し

る
。地じ

獄ご
く

に
入
る
こ
と
箭や

の
射い

る
が
如ご

と

く
な
ら
ん
」と
。

大だ
い

衆し
ゅ

、
驚

き
ょ
う

悸き

し
て
其そ

の
罪つ

み

を
懺さ

ん

謝じ
ゃ

す
。＊

　�

東と
う

福ふ
く

寺じ

の
円え

ん

爾に

禅ぜ
ん

師じ

も
無ぶ

準じ
ゅ
ん

禅ぜ
ん

師じ

の
法ほ

う

を
嗣つ

い
で
お
り
、
法ほ

っ

身し
ん

禅ぜ
ん

師じ

と
法ほ

う

兄ひ
ん

弟で
い

〔
の
間

あ
い
だ

柄が
ら

〕
で
あ
っ
た
。〔
円
爾
禅
師
の
〕
家か

風ふ
う

は
日ひ

増ま

し
に
盛さ

か

ん
と
な
り
、
名
声
は
日
本
中
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
。
各
地
の
俊

し
ゅ
ん

才さ
い

達た
ち

は
競
っ
て
円
爾
禅
師
の
も
と
に
赴お

も
むい

た
の
で
、
い
つ
も
数

え
切
れ
な
い
ぐ
ら
い
沢
山
〔
の
弟
子
が
〕
い
た
。
あ
る
時
、
法
身
禅
師
は
、「
円
爾
禅
師
の
右み

ぎ

眼め

の
病や

ま
いが

重
く
、
治
る
見
込
み
が
な
い
」

と
い
う
話
を
耳
に
し
て
和わ

歌か

一い
っ

首し
ゅ

を
贈お

く

っ
た
。
そ
の
和
歌
に
は
、「
本ほ

ん

来ら
い

の
面め

ん

目も
く

得え

た
ら
ば
水く

ら
げ母
殿ど

の

、
蝦え

び

の
眼ま

な
こは
用よ

う

事じ

な
か
り
け
り
や

な
（
本
来
の
面
目
を
得
た
円
爾
禅
師
で
あ
れ
ば
、
物ぶ

っ

質し
つ

的て
き

な
眼め

は
無
く
て
も
問
題
な
い
で
し
ょ
う
）」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
円
爾
禅
師
は
香こ

う

を
焚た

き
、
手
を

洗
い
〔
清
め
て
か
ら
〕
封ふ

う

を
切
っ
た
。
そ
の
和
歌
を
ひ
ろ
げ
て
〔
一い

ち

読ど
く

し
、
何
度
も
〕
褒ほ

め
讃た

た

え
た
。〔
円
爾
禅
師
に
〕
隨ず

い

侍じ

し
て
い
た

弟
子
が
〔
和
歌
を
〕
書
き
写
し
た
の
で
、〔
そ
の
内
容
は
東
福
〕
寺
中
に
知
れ
渡
っ
た
。
皆み

な

が
〔
口
を
揃そ

ろ

え
て
〕、「
松ま

つ

島し
ま

の
法
身
禅
師
は
、

惨み
じ

め
な
こ
と
に
学が

く

が
な
い
よ
う
だ
。
だ
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
訳
の
分
か
ら
な
い
和
歌
を
贈
っ
て
き
た
の
だ
」
と
言
っ
た
。
一
人
が
〔「
本

来
の
面
目
得
た
ら
ば
…
」
と
〕
声
を
立
て
る
と
、〔
そ
の
場
に
い
る
者
〕
全
員
が
笑
い
転
げ
た
。
ま
た
、
得と

く

度ど

も
し
て
い
な
い
童ど

う

子じ

が
扇せ

ん

子す

に
〔
、「
本
来
の
…
」
と
〕
書
き
写
し
て
、
物も

の

笑わ
ら

い
の
種た

ね

と
し
た
。〔
こ
れ
を
知
っ
た
〕
円
爾
禅
師
は
鐘か

ね

を
鳴
ら
し
て
全
員
を
呼
び
出
し
、

大
声
で
、「
法
身
禅
師
は
仏
教
の
大だ

い

法ほ
う

を
得
ら
れ
た
方
で
あ
る
。
常
に
心
に
一
点
の
曇く

も

り
も
な
く
、〔
そ
の
〕
言
葉
、〔
そ
の
〕
行
動
の
全

て
が
仏ぶ

っ

法ぽ
う

の
大た

い

意い

で
あ
る
。
衲わ

し

に
贈
っ
て
く
れ
た
こ
の
一
首
の
和
歌
は
、『
主
観
と
客
観
』
と
い
う
対
立
を
完
全
に
超

ち
ょ
う

越え
つ

し
た
も
の
だ
。

そ
な
た
達
は
皆
、
ど
盲め

く
らば

か
り
だ
。
俗ぞ

く

に
言い

う
、『
借か

り
物も

の

の
世
界
に
惑ま

ど

わ
さ
れ
て
、
絶ぜ

っ

対た
い

的て
き

真し
ん

実じ
つ

を
得え

て
い
な
い
』
と
い
う
状
態
だ
。

何
も
わ
か
ら
な
い
分ぶ

ん

際ざ
い

で
、
口
汚
く
法
身
禅
師
の
よ
う
な
優す

ぐ

れ
た
禅
僧
を
け
な
す
。〔
そ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
よ
う
で
は
、
そ
な
た
達
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は
〕
放は

な

た
れ
た
矢
の
よ
う
に
〔
、
あ
っ
と
い
う
間ま

に
〕
地じ

獄ご
く

行い

き
だ
」
と
叱し

か

り
つ
け
た
。
皆
、
驚お

ど
ろい

て
〔
、
今
ま
で
の
〕
行
い
を
悔く

い
、

〔
謝

あ
や
ま

っ
て
〕
赦ゆ

る

し
を
請こ

う
た
。

＊

○�
東
福
寺
聖
一
國
師
嗣
法
佛
鑑
、
與
師
爲
法
門
昆
仲
＝
「
東と

う

福ふ
く

寺じ

」
は
、
京
都
市
東ひ

が
し

山や
ま

区
本ほ

ん

町ま
ち

に
あ
り
、
山
号
を
「
慧え

日に
ち

山さ
ん

」
と
い
い
、
円え

ん

爾に

禅ぜ
ん

師じ

（
※

次
項
参
照
）
を
開
山
と
す
る
。
摂せ

っ

政し
ょ
う

関か
ん

白ぱ
く

・
九く

条じ
ょ
う

道み
ち

家い
え

公
（
一
一
九
三
～
一
二
五
二
）
の
発ほ

つ

願が
ん

に
よ
る
創
建
。
事
業
は
嘉か

禎て
い

二
年
（
一
二
三
六
）
に
始
ま
り
、

建け
ん

長ち
ょ
う

七
年
（
一
二
五
五
）
の
落
成
ま
で
十
九
年
を
要
し
た
。「
東
福
」
の
寺
号
は
、
奈
良
の
「
東と

う

大だ
い

寺じ

」
と
「
興こ

う

福ふ
く

寺じ

」
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
一
字
を
と
っ

て
命
名
さ
れ
た
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.940

）
参
照
。

　�「
聖

し
ょ
う

一い
ち

国こ
く

師し

」
は
、
円
爾
禅
師
（
一
二
〇
二
～
八
〇
）
の
こ
と
。
駿す

る

河が

（
現
在
の
静
岡
県
）
の
人
。
は
じ
め
天
台
教
学
を
学
び
、
十
八
歳
の
時
に
園お

ん

城じ
ょ
う

寺じ

（
三み

井い

寺で
ら

、
滋
賀
県
大お

お

津つ

市
）
で
出
家
し
、
東
大
寺
で
登と

う

壇だ
ん

受じ
ゅ

戒か
い

し
た
。
明み

ん

庵な
ん

栄よ
う

西さ
い

禅
師
（「
み
ょ
う
あ
ん
え
い
さ
い
」
と
も
・
一
一
四
一
～
一
二
一
五
）
の
高
弟
、
退た

い

耕こ
う

行ぎ
ょ
う

勇ゆ
う

禅
師
（
一
一
六
三
～
一
二
四
一
）・
釈

し
ゃ
く

円え
ん

栄え
い

朝ち
ょ
う

禅
師
（
一
一
六
五
～
一
二
四
七
）
に
つ
い
て
禅
を
学
び
、
嘉か

禎て
い

元
年
（
一
二
三
五
）
に
入に

っ

宋そ
う

。
痴ち

絶ぜ
つ

道ど
う

冲ち
ゅ
う

禅
師
（
一
一
六
九
～
一
二
五
〇
）・
笑

し
ょ
う

翁お
う

妙み
ょ
う

堪た
ん

禅
師
（
一
一
七
七
～
一
二
四
八
）・
石せ

き

田で
ん

法ほ
う

薫く
ん

禅
師
（
一
一
七
一
～
一
二
四
五
）
な
ど
に
歴れ

き

参さ
ん

の
後
、
無ぶ

準じ
ゅ
ん

師し

範ぱ
ん

禅
師

の
法
を
嗣つ

い
だ
。
仁に

ん

治じ

二
年
（
一
二
四
一
）
に
帰
国
し
、
筑ち

く

前ぜ
ん

博は
か

多た

（
現
在
の
福
岡
県
）
の
崇そ

う

福ふ
く

寺じ

・
承

じ
ょ
う

天て
ん

寺じ

で
禅
を
説
い
た
が
、
九
条
道
家
公
の
招
き

で
京
に
赴お

も
むき
、
東
福
寺
の
開
山
と
な
る
。
正

し
ょ
う

和わ

元
年
（
一
三
一
二
）、
聖
一
国
師
と
諡

お
く
り
なさ
れ
た
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.115

）
参
照
。

　�「
仏ぶ

っ

鑑か
ん

」
は
、
無
準
禅
師
の
こ
と
。
前
述
、
③
の
語
注
「
仏
鑑
禅
師
」
参
照
。

　�「
法ほ

う

門も
ん

の
昆こ

ん

仲ち
ゅ
う」

の
「
法
門
」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
宗
門
ま
た
は
仏
法
の
意
味
」（p.1144

）
と
あ
り
、「
昆
仲
」
は
、『
五
山
文
学
用
語
辞
典
』

に
「
兄
弟
。
昆
は
兄
、
仲
は
次
弟
」（p.76

）
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
法ほ

う

兄ひ
ん

弟で
い

」
と
意
訳
し
た
。

○�

宗
風
日
昌
道
聲
轟
海
内
。
諸
方
俊
彦
競
趨
、
輪
下
恒
盈
萬
指
＝
「
宗

し
ゅ
う

風ふ
う

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
一
宗
の
風
儀
。
家
風
。
禅
風
」（p.493

）
と
あ

る
。

　�「
道ど

う

声せ
い

」
は
、
使
用
し
た
辞
書
に
は
見
え
な
い
語
だ
が
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
道
」
は
「
⑪
仏
教
。
⑫
僧
侶
」（
巻
十
一・p.125

）
な
ど
と
あ
り
、「
声
」

は
、「
⑧
う
わ
さ
。
⑨
ほ
ま
れ
。
名
誉
」（
同
・
巻
九
・p.223

）
な
ど
と
あ
る
。
文
脈
か
ら
「
僧
と
し
て
の
評
判
」
の
意
味
と
考
え
ら
れ
、「
名
声
」
と

意
訳
し
た
。

　�「
海か

い

内だ
い

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
海
の
う
ち
。
天
下
。
国
内
」（
巻
六
・p.1170

）
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
日
本
中
」
と
意
訳
し
た
。
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　�「
俊

し
ゅ
ん

彦げ
ん

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
才
知
の
す
ぐ
れ
た
人
。
彦
は
男
子
の
美
称
」（
巻
一
・p.779

）
と
あ
る
。

　�「
輪り

ん

下か

」
は
、
使
用
し
た
辞
書
に
は
見
え
な
い
語
だ
が
、
文
脈
か
ら
「
輪
」
は
「
法ほ

う

輪り
ん

」
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。「
法
輪
」
は
、「
仏
の
教
え
が
他
に

転
じ
て
伝
わ
る
の
を
輪
に
た
と
え
た
も
の
。
真
理
の
輪
・
真
実
の
教
え
」
な
ど
の
意
味
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
円
爾
禅
師
の
も
と
に
」
と
意
訳
し
た
。

『
禅
学
大
辞
典
』（p.1145

）、『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.1239

）
参
照
。

　�「
万ま

ん

指し

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
万
人
の
こ
と
。
指
は
指
お
り
数
え
る
こ
と
」（p.1178

）
と
あ
る
。
万
人
は
指
を
一
本
ず
つ
折
り
曲
げ
て
で
は
数

え
切
れ
な
い
の
で
、「
数
え
切
れ
な
い
ぐ
ら
い
沢
山
」
と
意
訳
し
た
。

○�

師
聞
國
師
隻
眼
病
盲
、
而
贈
和
歌
一
首
＝
「
隻せ

き

眼が
ん

、
病や

ま

い
肓こ

う

な
り
」
の
「
隻
眼
」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
か
た
め
。
転
じ
て
、
衆
人
と
異
な
る

見
識
。
一
か
ど
の
見
識
」（
巻
十
一
・p.981

）
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
片
眼
の
意
。「
病
い
肓
な
り
」
の
「
肓
」
は
、「
膏こ

う

肓こ
う

」
の
こ
と
で
「
膏
は
心
臓

の
下
部
、
肓
は
膈か

く

膜ま
く

の
上
部
。
膏
と
肓
と
の
間
に
病
気
が
入
る
と
容
易
に
平へ

い

癒ゆ

し
な
い
と
い
う
」（
同
・
巻
九
・p.356

）
と
あ
る
。

　�

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
公
開
さ
れ
て
い
る
『
聖

し
ょ
う

一い
ち

国こ
く

師し

年ね
ん

譜ぷ

』、
建

け
ん
ち

長ょ
う

四
年
（
一
二
五
二
）
の
項
に
、「
嵯
峨
上
皇
詔
入
内
。
師

有
眼
疾
而
辭
（
嵯さ

峨が

上じ
ょ
う

皇こ
う

、
詔

み
こ
と
の
りし

て
内だ

い

に
入
る
。
師
、
眼が

ん

疾し
つ

有
り
て
辞
す
）」
と
あ
り
、
建
長
五
年
（
一
二
五
三
）
の
項
に
、「
師
右
眼
失
明
（
師
、
右
眼
、
明
り
を
失
う
）」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
手
紙
も
こ
の
時
期
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
法
身
禅
師
が
臨
済
宗
円
福
寺
の
開
山
と
な
っ
た
の
は
正

し
ょ
う

元げ
ん

元
年
（
一
二
五
九
）
の
こ

と
と
推
測
さ
れ
る
の
で
、
松
島
の
洞
窟
で
聖

し
ょ
う

胎た
い

長ち
ょ
う

養よ
う

中
に
円
爾
禅
師
の
眼
病
を
耳
に
し
て
、
手
紙
を
認し

た
ため

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

○�

曰
、
本
來
乃
面
目
惠
多
羅
者
水
母
殿
蝦
乃
眼
者
用
事
奈
賀
里
計
利
也
那
＝
「
本ほ

ん

来ら
い

の
面め

ん

目も
く

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
本ほ

ん

分ぶ
ん

事の
じ

・
本ほ

ん

分ぶ
ん
の

田で
ん

地ち

・
本ほ

ん

地じ
の

風ふ
う

光こ
う

な
ど
と
も
い
い
、
各
人
が
本
来
具そ

な

え
て
い
る
真
実
の
す
が
た
」（p.1169

）
と
あ
り
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
本
来
の
か
お
か
た
ち
、
の
意
で
、

本
来
の
自
己
を
さ
す
。
人
間
の
真
実
の
す
が
た
。
あ
り
の
ま
ま
の
す
が
た
。
禅
宗
で
い
う
」（p.1267

）
と
あ
る
。

　�「
水く

ら
げ母
と
蝦え

び

」
に
つ
い
て
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
水
母
目
蝦
（
す
い
ぼ
か
を
め
と
す
）」（
巻
六・p.879

）
と
立
項
さ
れ
て
お
り
、「
水
母
は
耳
目
が
無
く
、

蝦
を
随し

た
がえ
て
目
と
す
る
こ
と
を
い
う
」
と
あ
る
。「
水
母
目
蝦
」
の
出
典
は
『
文も

ん

選ぜ
ん

』「
江

こ
う
の

賦ふ

」。

○�

國
師
薫
盥
剥
緘
。
巻
舒
其
歌
一
唱
三
嘆
而
已
＝
「
薫く

ん

盥か
ん

」
は
、
使
用
し
た
辞
書
に
は
見
え
な
い
語
だ
が
、「
薫
」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
②
か
お

る
。
に
お
う
。
香
気
を
発
す
る
。
③
か
お
り
。
良
い
香
気
。
に
お
い
。
⑤
や
く
。
た
く
。
む
す
。
⑦
香
を
た
き
こ
め
る
」（
巻
九
・p.966

）
な
ど
と
あ

る
が
、
文
脈
か
ら
「
香こ

う

を
焚た

く
こ
と
」
の
意
。「
盥
」
は
、「
①
て
あ
ら
う
。
水
さ
し
の
水
を
手
に
受
け
て
洗
い
、
下
の
水
う
け
へ
注
ぐ
。
②
す
す
ぐ
。

③
た
ら
い
。
手
を
あ
ら
う
盤
」（
同
・
巻
八
・p.138

）
な
ど
と
あ
る
。「
香こ

う

を
焚た

き
、
手
を
洗
う
」
の
意
。
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　�「
緘か

ん

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
①
と
じ
な
わ
。
②
な
わ
。
③
と
じ
る
。
④
と
じ
め
。
封ふ

う

緘か
ん

。
⑤
ふ
ば
こ
。
書し

ょ

函か
ん

。
⑥
ふ
う
と
う
。
書し

ょ

筒か
ん

。
⑦
て
が

み
。
書し

ょ

信し
ん

」（
巻
八
・p.1115

）
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
④
の
意
。

　�「
巻け

ん

舒じ
ょ

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
巻
は
ま
く
。
舒
は
の
べ
る
。
宗
師
家
が
学
人
を
指
導
す
る
に
、
あ
る
い
は
奪
い
、
あ
る
い
は
与
え
て
導
く
こ
と
。

把は

住じ
ゅ
う

放ほ
う

行ぎ
ょ
う」（p.286

）
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
手
紙
を
ひ
ろ
げ
る
こ
と
」
を
い
う
。

　�「
一い

っ

唱し
ょ
う

三さ
ん

嘆た
ん

」
は
、
使
用
し
た
辞
書
に
は
見
え
な
い
語
だ
が
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
一い

っ

唱し
ょ
う

三さ
ん

歎た
ん

」
と
い
う
語
は
あ
り
、「
一い

っ

倡し
ょ
う

三さ
ん

歎た
ん

を
見
よ
」（
巻
一・

p.28

）
と
あ
る
。「
一
倡
三
歎
」
は
、「
①
宗
廟
の
祭
祀
に
楽
を
奏
す
る
時
、
一
人
が
発
声
す
る
と
、
三
人
が
こ
れ
に
和
し
て
歌
う
こ
と
。
②
詩
な
ど

の
上
手
な
こ
と
を
賞ほ

め
る
に
用
い
る
語
。
倡
、
一
に
唱
に
作
る
」（
前
同
・p.28

）
と
あ
る
。「
歎
」
は
「
④
な
げ
く
。
嘆
に
通
ず
」（
同
・
巻
六
・p.643

）

と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
一
倡
三
歎
」
の
②
の
意
味
を
用
い
た
。

○�

侍
僧
傳
寫
一
堂
徧
知
焉
＝
「
侍じ

僧そ
う

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
師
僧
に
隨ず

い

侍じ

す
る
僧
。
侍じ

者し
ゃ

」（p.442

）
と
あ
る
。

　�「
伝で

ん

写し
ゃ

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
伝
え
写
す
。
人
々
め
い
め
い
に
書
き
と
る
」（
巻
一
・p.904

）
と
あ
る
。

○�

皆
謂
松
島
法
心
、
苟
不
知
文
字
。
故
呈
箇
樣
醜
陋
＝
「
文も

ん

字じ

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
紙
上
に
書
か
れ
て
い
る
文
字
」（p.1230

）
と
あ
り
、『
仏

教
語
大
辞
典
』
に
「
①
字
。
語
。
②
経き

ょ
う

典て
ん

や
論ろ

ん

書し
ょ

を
さ
す
」（p.1368

）
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
学
が
な
い
」
と
意
訳
し
た
。

　�「
醜

し
ゅ
う

陋ろ
う

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
容
貌
が
み
に
く
く
い
や
し
い
。
転
じ
て
、
心
が
け
が
賤い

や

し
く
け
が
ら
わ
し
い
。
醜

し
ゅ
う

怪か
い

。
寝し

ん

陋ろ
う

。
穢わ

い

陋ろ
う

。
鄙ひ

陋ろ
う

」（
巻

十
一
・p.389

）
と
あ
る
が
、
和
歌
に
対
し
て
の
表
現
で
あ
る
た
め
「
訳
の
分
か
ら
な
い
」
と
意
訳
し
た
。

○�

一
人
唱
則
哄
堂
絶
倒
。
或
寫
童
行
所
取
扇
子
上
、
以
爲
笑
具
＝
「
哄こ

う

堂ど
う

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
一
座
皆
笑
う
。
ど
っ
と
笑
う
」（
巻
二・p.1005

）

と
あ
る
。

　�「
絶ぜ

っ

倒と
う

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
感
情
が
極
度
に
達
し
て
、
外
形
に
溢あ

ふ

れ
出
る
こ
と
。
種
々
の
場
合
に
用
い
る
」（
巻
八
・p.1044

）
と
あ
り
、
こ

こ
で
は
「
①
大
い
に
笑
う
こ
と
。
こ
ろ
が
っ
て
笑
う
こ
と
。
捧ほ

う

腹ふ
く

絶ぜ
っ

倒と
う

」（
前
同
・p.1045

）
の
意
。

　�「
童ず

ん

行な
ん

（「
ず
ん
あ
ん・ど
う
あ
ん
」
と
も
）」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
童ど

う

子じ

ま
た
は
童
子
行あ

ん

者じ
ゃ

の
こ
と
。
禅
林
で
出
家
を
志
し
入
院
し
た
未
得
度
の
童
子
。

行あ
ん

童ず
ん

」（p.640

）
と
あ
る
。

　�「
笑

し
ょ
う

具ぐ

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
世
人
の
笑
い
も
の
と
な
る
こ
と
。
わ
ら
い
ぐ
さ
」（
巻
八
・p.748

）
と
あ
る
。

○�

於
是
國
師
鳴
鐘
集
衆
、
勵
其
聲
呵
責
曰
＝
「
声こ

え

を
励は

げ
ます
」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
励れ

い

声せ
い

」（
巻
二
・p.418

）
と
い
う
語
が
あ
り
、「
大
声
を
出
す
」
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の
意
。

　�「
呵か

責し
ゃ
く」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
①
非
難
す
る
。
責
め
し
か
り
つ
け
る
こ
と
。
②
呵
責
す
る
人
。
③
比び

丘く

を
罰
す
る
七し

ち

種し
ゅ

法ほ
う

の
一
つ
。
僧そ

う

衆し
ゅ

の

面
前
で
呵
責
を
宣
告
し
て
三
十
五
事
の
権
利
を
奪
う
」（p.148

）
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
①
の
意
。

○�
箇
老
曽
明
大
法
眼
。
一
切
時
中
洒
洒
落
落
、
咳
唾
掉
臂
悉
是
西
來
意
＝
「
箇
の
老ろ

う

」
は
、
法
身
禅
師
の
こ
と
。

　�「
大だ

い

法ほ
う

眼げ
ん

」の「
法
眼
」は
、『
禅
学
大
辞
典
』に「
①
五ご

眼げ
ん

の
一
。諸
法
の
道
理
を
照

し
ょ
う

見け
ん

す
る
眼
。真
実
を
見け

ん

徹て
つ

す
る
智ち

慧え

の
眼
。②
法
の
眼
目
」（p.1127

）

な
ど
と
あ
る
。
文
脈
か
ら
「
仏
教
の
大だ

い

法ほ
う

」
と
意
訳
し
た
。

　�「
一い

っ

切さ
い

時じ

中ち
ゅ
う」
の
「
一
切
時
」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
い
つ
も
」（p.59

）
と
あ
る
。

　�「
洒し

ゃ

洒し
ゃ

落ら
く

落ら
く

」
は
、「
灑し

ゃ

灑し
ゃ

落ら
く

落ら
く

」
と
も
書
く
。『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
灑
灑
は
心
に
ま
よ
い
や
け
が
れ
の
な
い
さ
ま
。
落
落
は
物
に
停
滞
し
な
い
さ
ま
。

心
に
執

し
ゅ
う

着じ
ゃ
くな
く
、
あ
ら
ゆ
る
束
縛
を
離
れ
、
も
の
に
拘こ

う

泥で
い

し
な
い
自
在
な
境
地
の
こ
と
。
大
悟
し
た
人
の
境
地
を
示
す
」（p.472

）
と
あ
る
。

　�「
咳が

い

唾だ

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
せ
き
。
し
わ
ぶ
き
。
唾つ

ば
、
つ
ば
き
。
転
じ
て
、
長
者
の
言
語
」（
巻
二
・p.991

）
と
あ
る
。
文
脈
か
ら
「
言
葉
」

の
意
。

　�「
掉
臂
」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
は
見
え
な
い
語
だ
が
、『
中
国
語
大
辞
典
』（
大だ

い

東と
う

文ぶ
ん

化か

大だ
い

学が
く

）
に
「
①
手
を
振
る
。
②
大
手
を
振
る
」（p.720

）
と
あ

る
。
こ
こ
で
は
「
行
動
」
と
意
訳
し
、
読
み
は
「
と
う
ひ
」
と
し
た
。

　�「
西せ

い

来ら
い

意い

」
は
、
祖そ

師し

西せ
い

来ら
い

意い

の
略
。
祖
師
は
達だ

る

磨ま

大だ
い

師し

。
西さ

い

天て
ん

竺じ
く

よ
り
中
国
に
渡
来
し
た
意
趣
・
真
意
。「
祖
師
西
来
意
」
は
、
仏
法
の
真
精
神
、

禅
の
真し

ん

髄ず
い

を
さ
す
こ
と
ば
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.649
、p.769

）、『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.859

）
参
照
。

○�

所
贈
山
僧
道
歌
一
章
、
直
脱
根
塵
＝
「
山さ

ん

僧ぞ
う

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
①
山
寺
の
僧
。
城
市
を
離
れ
た
静せ

い

閑か
ん

な
山
中
に
庵
を
結
ん
で
、
仏
道
を

修
行
す
る
僧
。
②
僧
侶
の
謙け

ん

遜そ
ん

の
自
称
。
野や

僧そ
う

。
拙せ

っ

僧そ
う

」（p.403
）
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
②
の
意
。

　�「
道ど

う

歌か

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
道
徳
の
意
味
を
含
め
た
教
訓
の
歌
」（
巻
十
一
・p.126

）
と
あ
る
。

　�「
根こ

ん

塵じ
ん

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
六ろ

っ

根こ
ん

（
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
意
）
と
六ろ

く

塵じ
ん

（
色
・
声
・
香
・
味
・
触
・
法
）
の
略
。
主
観
と
客
観
。
一
切
の
相
対
、

対
立
の
意
に
用
い
る
」（p.367

）
と
あ
る
。

○�

汝
等
諸
人
總
是
瞎
漢
、
所
謂
借
蝦
爲
目
、
無
自
己
分
＝
「
瞎か

っ

漢か
ん

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
①
ど
盲め

く
らめ

。
法
を
み
る
真
実
眼
の
な
い
者
を
の
の
し
っ

て
い
う
。
無む

眼が
ん

子す

（「
む
げ
ん
す
」
と
も
）。
②
の
の
し
り
な
が
ら
も
言
外
に
賞
讃
の
響
き
を
も
た
せ
る
場
合
も
あ
る
」（p.163

）
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
は

46

圓福寺開山　法身性西和尚集



①
の
意
。

○�

妄
開
臭
口
謗
大
禪
佛
。
入
地
獄
如
箭
射
＝
「
臭

し
ゅ
う

口く

」
は
、
使
用
し
た
辞
書
に
は
見
え
な
い
語
だ
が
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
、「
臭
」
は
「
①
に
お
い
。

②
に
お
う
。
③
わ
る
い
う
わ
さ
。
④
く
さ
る
。
⑤
や
ぶ
る
。
け
が
す
」（
巻
九
・p.418

）
な
ど
と
あ
り
、「
口
」
は
、「
①
く
ち
。
②
く
ち
を
き
く
。
く

ち
に
す
る
。
し
ゃ
べ
る
。
③
く
ち
づ
か
ら
。
④
こ
と
ば
。
く
ち
か
ず
」（
同
・
巻
二
・p.717

）
な
ど
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
口
汚
く
」
と
意
訳
し
た
。

　�「
大だ

い

禅ぜ
ん

仏ぶ
つ

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
す
ぐ
れ
た
禅
僧
の
こ
と
」（p.803

）
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
法
身
禅
師
の
こ
と
。

　�「
箭や

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
①
や
だ
け
。
し
の
だ
け
。
②
や
が
ら
。
③
や
。
弓
矢
」（
巻
八
・p.811

）
な
ど
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
③
の
意
。

○�

大
衆
驚
悸
懺
謝
其
罪
＝
「
大だ

い

衆し
ゅ

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
大
は
多
。
多
衆
の
人
の
意
。
禅
院
に
と
ど
ま
っ
て
修
行
し
て
い
る
多
く
の
僧
た
ち
を

い
う
。
一
般
に
仏
教
で
は
、
仏ぶ

っ

法ぽ
う

聴ち
ょ
う

聞も
ん

の
も
の
を
こ
と
ご
と
く
大
衆
と
呼
ん
で
い
る
が
、
禅
門
で
は
、
師
の
も
と
に
集
ま
る
多
く
の
修
行
者
た
ち
を

総
称
す
る
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
」（p.797

）
と
あ
る
。

　�「
驚

き
ょ
う

悸き

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
驚
き
お
そ
れ
て
甚は

な
はだ

し
く
動ど

う

悸き

が
す
る
。
驚

き
ょ
う

怖ふ

。
震し

ん

悸き

」（
巻
十
二
・p.558

）
と
あ
る
。

　�「
懺さ

ん

謝じ
ゃ

」
は
、
使
用
し
た
辞
書
に
は
見
え
な
い
語
だ
が
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
懺
」
は
、「
懺さ

ん

悔げ

」（p.497

）
と
あ
り
、「
懺
悔
」
は
、「
懺
は
サ
ン

ス
ク
リ
ッ
ト
語
の kṣam

a 

の
音
写
で
、
ゆ
る
し
を
請こ

う
こ
と
。
悔
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の kṣam

a 

の
意
訳
で
、
く
や
む
こ
と
。
人
に
罪
の
ゆ

る
し
を
請
う
こ
と
」（
同
・p.497

）
と
あ
る
。「
謝
」
は
、「
①
前
非
を
悔
い
改
め
る
こ
と
。
②
倶ぐ

舍し
ゃ

の
学
問
で
は
、
ダ
ル
マ
が
過
去
へ
通
過
す
る
、
消

え
失
せ
る
こ
と
。
落ら

く

謝し
ゃ

す
る
と
い
う
。
③
過
ぎ
去
る
こ
と
。
辞
し
去
る
こ
と
。
死
ぬ
こ
と
。
④
告
げ
る
。
挨
拶
す
る
」（
同
・p.609

）
と
あ
る
こ
と
か

ら
、「
懺
謝
」
は
、「
行
い
を
悔く

い
、
赦ゆ

る

し
を
請
う
」
と
意
訳
し
た
。

⑩�

師
住
院
而
後
、
台
家
殘
黨
咒
詛
平
氏
、
劇
嫉
師
德
。
師
嘆
曰
、
彼
以
寃
來
、
我
以
慈
受
。
又
何
怖
之
有
。
然
世
間
一
切
善
惡
、
總
不
適

師
意
。
故
住
未
久
辭
院
如
脱
屣
。

＊

　�

師し

、
住

じ
ゅ
う

院い
ん

の
後の

ち

、
台た

い

家け

の
残ざ

ん

党と
う

平へ
い

氏し

を
呪じ

ゅ

詛そ

し
、
劇は

な
はだ

師
の
徳と

く

を
嫉そ

ね

む
。
師
、
嘆た

ん

じ
て
曰い

わ

く
、「
彼か

れ
冤お

ん

を
以も

っ

て
来き

た
ら
ば
、
我わ

れ
は

慈じ

を
以
て
受う

け
ん
。
又ま

た
何な

ん

の
怖お

そ

る
る
こ
と
か
之こ

れ
有あ

ら
ん
」
と
。
然し

か

れ
ど
も
世せ

間け
ん

一い
っ

切さ
い

の
善ぜ

ん

悪あ
く

、
総そ

う

に
師
の
意い

に
適カ

ナ
ワず

。
故ゆ

え

に
住じ

ゅ
うす

る
こ
と
未い

ま

だ
久
し
か
ら
ざ
る
に
、
院い

ん

を
辞じ

す
る
こ
と
屣

ワ
ラ
グ
ツを

脱ぬ

ぐ
が
如ご

と

し
。
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＊

　�

法ほ
っ

身し
ん

禅ぜ
ん

師じ

が
〔
松ま

つ

島し
ま

円え
ん

福ぷ
く

寺じ

の
〕
住
職
と
な
っ
た
後
の
こ
と
、
天て

ん

台だ
い

宗し
ゅ
う〔

延え
ん

福ぷ
く

寺じ

〕
の
勢
力
は
北ほ

う

条じ
ょ
う

時と
き

頼よ
り

公
を
呪の

ろ

い
、
高こ

う

徳と
く

の
法
身
禅

師
を
激
し
く
憎に

く

ん
だ
。〔
こ
の
こ
と
を
〕
嘆な

げ

か
わ
し
く
思
っ
た
法
身
禅
師
は
、「
天
台
の
僧
達
が
『
恨う

ら

み
』
で
く
る
の
で
あ
れ
ば
、
衲わ

し

は

『
慈い

つ
くし

み
』
を
も
っ
て
〔
そ
れ
を
〕
受
け
よ
う
。
恐お

そ

れ
る
こ
と
は
何
も
な
い
」
と
言
っ
た
。
し
か
し
、
世
間
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
様
々

な
声
は
、
ど
れ
も
法
身
禅
師
が
望
む
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
住
職
と
な
っ
て
か
ら
ま
だ
少
し
し
か
経た

っ
て
い
な
い

の
に
、〔
ま
る
で
〕
草ぞ

う

履り

を
脱ぬ

ぐ
か
の
よ
う
に
惜お

し
げ
も
な
く
円
福
寺
を
辞
し
〔
、
松
島
を
去
っ
〕
た
。

＊

○�

師
住
院
而
後
、
台
家
殘
黨
咒
詛
平
氏
、
劇
嫉
師
德
＝
「
住

じ
ゅ
う

院い
ん

」
は
、
使
用
し
た
辞
書
に
は
見
え
な
い
語
だ
が
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
住
」
は
、「
①

と
ど
ま
る
。
②
住
す
る
こ
と
。
③
住
む
こ
と
。
④
存
在
す
る
こ
と
」（p.664

）
な
ど
と
あ
り
、「
院
」
は
、「
垣か

き

を
も
っ
て
囲
ん
だ
屋お

く

舎し
ゃ

。
唐
代
末
に
は
、

観
音
院
な
ど
の
よ
う
に
寺
名
に
用
い
、
後
世
に
は
寺
を
総
号
と
し
、
院
を
寺
中
の
別
舎
の
称
と
し
、
ま
た
そ
れ
ら
の
建
物
を
概が

い

称し
ょ
うし

て
寺
院
と
よ
ぶ

よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
敬
称
と
し
て
用
い
る
こ
と
も
あ
る
」（
同
・p.74

）
と
あ
る
。「
住
職
と
し
て
寺
院
に
住
む
こ
と
」
の
意
で
、
こ
こ
で
は
松ま

つ

島し
ま

円え
ん

福ぷ
く

寺じ

の
住
職
に
な
っ
た
こ
と
を
い
う
。

　�「
台た

い

家け

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
天
台
宗
を
い
う
」（p.904

）
と
あ
る
。

　�「
平へ

い

氏し

」
は
、
北ほ

う

条じ
ょ
う

時と
き

頼よ
り

公
の
こ
と
。
前
述
、
⑥
の
語
注
「
平

た
い
ら
の

副ふ
く

帥す
い

時と
き

頼よ
り

」
参
照
。

　�「
呪じ

ゅ

詛そ

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
呪じ

ゅ

咀そ

に
同
じ
」（p.640

）
と
あ
る
。「
呪
咀
」
は
、「
ま
じ
な
い
に
よ
っ
て
の
ろ
う
こ
と
」（
同
・p.640

）
の
意
。

「
天
台
僧
達
が
時
頼
公
を
呪
詛
し
た
」
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
述
、【
三
】『
天て

ん

台だ
い

由ゆ
い

緒し
ょ

記き

』
⑤
の
語
注
参
照
。

○�

師
嘆
曰
、
彼
以
寃
來
、
我
以
慈
受
。
又
何
怖
之
有
＝
「
冤お

ん

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
う
ら
み
。
親
し
く
な
い
」（p.137

）
と
あ
る
。

○�

故
住
未
久
辭
院
如
脱
屣
＝
「
脱
屣
」
は
原
文
に
従
っ
て
「
屣

ワ
ラ
グ
ツを

脱ぬ

ぐ
」
と
訓
読
し
て
い
る
が
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
脱だ

っ

屣し

」（
巻
九
・p.326

）
と
い

う
項
が
あ
り
、「
①
草ぞ

う

履り

を
脱
ぎ
す
て
る
。
事
を
軽
視
し
、
惜お

し
気
も
な
く
捨
て
る
喩た

と
え。

②
天
皇
が
、
位
を
下
り
る
こ
と
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
①

の
意
。

⑪�

遂
遁
跡
於
南
部
七
戸
、
深
隱
洞
内
山
中
。
䕃
松
籍
卉
不
踏
人
寰
。
而
土
人
徧
知
而
、
遂
創
蕞
爾
梵
刹
、
迎
請
居
焉
。
擬
之
松
島
曰
圓
福
。
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〈
今
日
池
福
山
法
蓮
寺
。〉

＊

　�
遂つ

い

に
跡あ

と

を
南な

ん

部ぶ

七し
ち

戸の
へ

に
遁の

が

れ
て
、
深ふ

か

く
洞ホ

ラ

内ナ
イ

の
山さ

ん

中ち
ゅ
うに

隠か
く

る
。
松ま

つ

に
蔭か

げ

し
卉ク

サ

を
籍シ

い
て
人じ

ん

寰か
ん

を
踏ふ

ま
ず
。
而し

か

れ
ど
も
土ど

人じ
ん

徧あ
ま
ねく

知し

り
て
、

遂つ
い

に
蕞さ

い

爾じ

の
梵ぼ

ん

刹さ
つ

を
創は

じ

め
て
、
迎げ

い

請し
ょ
うし

て
居お

ら
し
む
。
之こ

れ
を
松ま

つ

島し
ま

に
擬ぎ

し
て
「
円え

ん

福ぷ
く

」
と
曰い

う
。〈
今こ

ん

日に
ち

、
池ち

福ふ
く

山ざ
ん

法ほ
う

蓮れ
ん

寺じ

。〉

＊

　�

そ
し
て
、〔
現
在
の
青
森
県
上か

み

北き
た

郡
〕
七し

ち

戸の
へ

〔
町
の
辺
り
〕
に
足
を
留と

ど

め
、〔
青
森
県
十と

和わ

田だ

市し

〕
洞ほ

ら

内な
い

の
山
奥
に
身
を
隠
し
た
。
松
の

木
の
下
に
草
を
敷し

い
て
〔
坐ざ

禅ぜ
ん

を
し
〕、
人ひ

と

里ざ
と

に
近
付
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
、〔
法ほ

っ

身し
ん

禅ぜ
ん

師じ

の
存
在
は
〕
地
元
の
人
々
の
知
る
と
こ
ろ

と
な
り
、〔
や
が
て
、〕
小
さ
な
寺
が
建
て
ら
れ
、
住
職
に
迎む

か

え
ら
れ
た
。
こ
の
寺
は
、
松
島
〔
円え

ん

福ぷ
く

寺じ

〕
に
な
ぞ
ら
え
て
、「
円
福
寺
」

と
命
名
さ
れ
た
。〈
現
在
の
〔
青
森
県
十
和
田
市
洞
内
に
あ
る
、〕
池ち

福ふ
く

山ざ
ん

法ほ
う

蓮れ
ん

寺じ

〔
の
前
身
と
な
っ
た
寺
〕
で
あ
る
。〉

＊

○�

遂
遁
跡
於
南
部
七
戸
、
深
隱
洞
内
山
中
＝
「
南な

ん

部ぶ

七し
ち

戸の
へ

」
は
、
現
在
の
青
森
県
上か

み

北き
た

郡
七し

ち

戸の
へ

町
の
こ
と
。

　�「
洞
内
」
は
、
原
文
に
「
ホ
ラ
ナ
イ
」
と
カ
タ
カ
ナ
の
振
り
仮
名
が
あ
る
。
現
在
の
青
森
県
十と

和わ

田だ

市し

洞ほ
ら

内な
い

の
こ
と
。

○�

䕃
松
籍
卉
不
踏
人
寰
＝
「
人じ

ん

寰か
ん

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
人
の
住
む
と
こ
ろ
。
人じ

ん

境き
ょ
うに
同
じ
」（
巻
一
・p.559

）
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
人ひ

と

里ざ
と

」

と
し
た
。

○�

而
土
人
徧
知
而
、
遂
創
蕞
爾
梵
刹
、
迎
請
居
焉
擬
之
松
島
曰
圓
福
〈
今
日
池
福
山
法
蓮
寺
。〉
＝
「
土ど

人じ
ん

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
①
土
で
造
っ
た

人
形
。
土ど

偶ぐ
う

。
は
に
わ
。
②
其そ

の
土
地
に
生
ま
れ
た
人
民
。
と
ち
の
ひ
と
。
土ど

民み
ん

。
③
原
始
的
な
生
活
を
し
て
い
る
土ど

着ち
ゃ
くの

人
種
」（
巻
三
・p.114

）

と
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
②
の
意
。

　�「
蕞さ

い

爾じ

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
小
さ
い
さ
ま
」（
巻
九
・p.909

）
と
あ
る
。

　�「
梵ぼ

ん

刹さ
つ

（「
ぼ
ん
せ
つ
」
と
も
）」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
て
ら
。
刹
は
竿
。
幡は

た

柱ば
し
らを

た
て
て
僧
の
居
る
処
を
表
示
す
る
か
ら
い
う
。
仏ぶ

つ

寺じ

。
梵ぼ

ん

王お
う

宮き
ゅ
う」（

巻

六
・p.384

）
と
あ
る
。

　�「
池ち

福ふ
く

山ざ
ん

法ほ
う

蓮れ
ん

寺じ

」
は
、
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）、
洞ほ

ら

内な
い

の
豪
族
・
洞ほ

ら

内な
い

由ゆ
う

之の

進し
ん

（
生
没
年
不
詳
）
が
寺
地
を
寄
進
し
、
法ほ

っ

身し
ん

禅ぜ
ん

師じ

に
よ
り
開
創
さ
れ
た

と
伝
わ
る
。
洞
内
由
之
進
と
い
う
名
は
、『
桂
月
全
集
』（
別
巻
・p.1261

）
に
よ
る
。
天て

ん

文ぶ
ん

八
年
（
一
五
三
九
）
頃
に
一
度
廃は

い

寺じ

と
な
っ
た
が
、
承

じ
ょ
う

応お
う

元
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年
（
一
六
五
二
）、
曹そ

う

洞と
う

宗し
ゅ
う

寺
院
と
し
て
再さ

い

興こ
う

さ
れ
、
現
在
も
歴
史
を
重
ね
て
い
る
。

⑫�
師
臨
寂
前
七
日
、
謂
徒
曰
、
某
日
吾
當
去
。
然
體
無
恙
。
諸
徒
不
信
。
到
期
齋
後
整
衣
據
禪
椅
。
侍
僧
乞
遺
偈
。
師
素
不
能
書
。
卽
唱
曰
、

來
時
明
明
、
去
時
明
明
、
是
箇
何
物
。
止
而
將
閉
目
。
侍
僧
曰
、
猶
欠
末
句
。
師
震
聲
一
喝
泊
然
便
化
。
寔
係
文
永
十
年
癸
酉
二
月
朔

日
也
。
師
取
滅
南
部
山
中
。
故
松
島
振
古
、
但
知
師
示
寂
二
月
而
、
未
知
何
日
。
因
設
其
忌
以
大
覺
禪
師
滅
日
。〈
大
覺
亦
爲
二
世
開
山
。〉

至
今
沿
襲
而
爲
永
規
矣
。
先
德
設
忌
拈
香
偈
曰
、
遠
上
徑
山
分
風
月
、
歸
開
圓
福
大
道
場
。
法
身
透
得
無
一
物
、
元
是
眞
壁
平
四
郎
。

未
詳
何
人
作
。
街
童
市
竪
亦
傳
唱
諳
熟
。
竟
誤
謂
師
之
所
作
也
。
松
島
祖
堂
所
樹
牌
面
作
法
身
。
蓋
夫
據
法
身
透
得
之
句
而
、
後
人
更

心
作
身
者
乎
。
無
住
國
師
砂
石
集
、
本
覺
國
師
元
亨
釋
書
、
併
爲
心
字
。
常
州
眞
壁
天
目
山
傳
正
寺
、〈
現
今
唱
洞
上
宗
。〉
開
山
牌
銘
作
性

西
法
心
。
其
背
書
曰
、
文
永
十
年
癸
酉
二
月
朔
日
示
寂
。

＊

　�

師
、
臨り

ん

寂じ
ゃ
くの

前ま
え

七な
ぬ

日か

、
徒と

に
謂い

い
て
曰い

わ

く
、「
某

そ
れ
が
しの

日
、
吾わ

れ
当ま

さ

に
去さ

る
べ
し
」
と
。
然し

か

れ
ど
も
体
恙つ

つ
が

無な

し
。
諸し

ょ

徒と

信し
ん

ぜ
ず
。
期き

に
到い

た

り
て
、
斎さ

い

後ご

、
衣こ

ろ
もを
整と

と
のえ
て
禅ぜ

ん

椅い

に
拠よ

る
。
侍じ

僧そ
う

、
遺ゆ

い

偈げ

を
乞こ

う
。
師
、
素も

と

よ
り
書し

ょ

を
能よ

く
せ
ず
。
即す

な
わち
唱と

な

え
て
曰
く
、「
来ら

い

時じ

明め
い

明め
い

、

去き
ょ

時じ

明め
い

明め
い

、
是こ

れ
は
箇こ

の
何な

に

物も
の

ぞ
」
と
。
止や

め
て
将ま

さ

に
目
を
閉と

じ
ん
と
す
。
侍
僧
曰
く
、「
猶な

お
末ま

っ

句く

を
欠か

く
」
と
。
師
、
声
を
震ふ

る

わ

せ
て
一い

っ

喝か
つ

し
、
泊は

く

然ぜ
ん

と
し
て
便す

な
わち
化け

す
。
寔ま

こ
とに
文ぶ

ん

永え
い

十
年
癸み

ず
の
と

酉と
り

、
二
月
朔さ

く

日じ
つ

に
係か

か

わ
れ
り
。
師
、
滅め

つ

を
南な

ん

部ぶ

の
山さ

ん

中ち
ゅ
うに
取
る
。
故ゆ

え

に
松ま

つ

島し
ま

、
古

い
に
し
え

振よ

り
、
但た

だ
師
の
示じ

寂じ
ゃ
く

二
月
な
る
こ
と
を
知
り
て
、
未い

ま

だ
何い

ず

れ
の
日
と
い
う
こ
と
を
知
ら
ず
。
因よ

っ
て
其そ

の
忌き

を
設も

う

け
る
こ
と
、

大だ
い

覚か
く

禅ぜ
ん

師じ

の
滅め

つ

日に
ち

を
以も

っ

て
す
。〈
大
覚
、
亦ま

た
二に

世せ
い

開か
い

山さ
ん

と
為す

。〉
今
に
至い

た

る
ま
で
沿え

ん

襲し
ゅ
うし
て
永よ

う

規き

と
為
。
先せ

ん

徳と
く

の
忌
を
設
け
る
拈ね

ん

香こ
う

の
偈げ

に
曰

く
、「
遠
く
径き

ん

山ざ
ん

に
上の

ぼ

り
て
風ふ

う

月げ
つ

を
分わ

か
ち
、
帰
っ
て
円え

ん

福ぷ
く

の
大だ

い

道ど
う

場じ
ょ
うを
開
く
。
法ほ

っ

身し
ん

透と
う

得と
く

す
れ
ば
一い

ち

物も
つ

無な

し
、
元も

と
是こ

れ
真ま

壁か
べ

の
平へ

い

四し

郎ろ
う

」
と
。
未い

ま

だ
何な

ん

人ぴ
と

の
作さ

く

と
い
う
こ
と
を
詳つ

ま
びら
か
に
せ
ず
。
街が

い

童ど
う

市し

竪じ
ゅ

も
亦
た
伝で

ん

唱し
ょ
う

諳あ
ん

熟じ
ゅ
くす
。
竟つ

い

に
誤あ

や
まり
て
、
師
の
作
る
所
な
り
と

謂ヲ
モ

え
り
。
松
島
の
祖そ

堂ど
う

に
樹タ

ツ

る
所
の
牌は

い

面め
ん

に
、「
法ほ

っ

身し
ん

」
と
作
る
。
蓋け

だ

し
夫そ

れ
、「
法ほ

っ

身し
ん

透と
う

得と
く

」
の
句く

に
拠よ

っ
て
、
後こ

う

人じ
ん
「
心
」
を
更あ

ら
ため
て
、

「
身
」
に
作
る
も
の
か
。
無む

住じ
ゅ
う

国こ
く

師し

の
『
砂し

ゃ

石せ
き

集し
ゅ
う』、

本ほ
ん

覚が
く

国
師
の
『
元げ

ん

亨こ
う

釈し
ゃ
く

書し
ょ

』、
併あ

わ

せ
て
「
心
」
の
字
と
為
。
常

じ
ょ
う

州し
ゅ
う

真ま

壁か
べ

・
天て

ん

目も
く

山ざ
ん

伝で
ん

正し
ょ
う

寺じ

、〈
現げ

ん

今こ
ん

、
洞と

う

上じ
ょ
うの

宗し
ゅ
うを

唱と
な

う
。〉
開か

い

山さ
ん

の
牌は

い

銘め
い

に
、「
性

し
ょ
う

西さ
い

法ほ
っ

心し
ん

」
に
作
る
。
其
の
背は

い

書し
ょ

に
曰い

わ

く
、「
文
永
十
年
癸
酉
、
二
月
朔
日
示
寂
」

と
。
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法ほ
っ

身し
ん

禅ぜ
ん

師じ

が
亡な

く
な
る
七
日
前
の
こ
と
、「
衲わ

し

は
こ
の
日
に
死
ぬ
だ
ろ
う
」
と
弟
子
達
に
告
げ
た
。
し
か
し
、
病や

ま
いを

患
わ
ず
ら

っ
て
い
る
わ
け

で
も
な
い
の
で
、
信
じ
る
者
は
誰
も
い
な
か
っ
た
。
七
日
後
、
昼
食
を
終
え
〔
た
法
身
禅
師
は
〕
袈け

裟さ

を
着
け
、〔
身
な
り
を
〕
整
え
て

椅い

子す

に
坐
っ
た
。
隨ず

い

侍じ

す
る
弟
子
が
辞じ

世せ
い

の
句く

を
求
め
た
。
法
身
禅
師
は
字
を
書
く
こ
と
が
不ふ

得え

手て

な
の
で
、
声
を
出
し
て
、「
来ら

い

時じ

明め
い

明め
い

、
去き

ょ

時じ

明め
い

明め
い

、
是こ

れ
は
箇こ

の
何な

に

物も
の

ぞ
（
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
来
た
こ
と
も
、
こ
の
世
を
去
る
と
い
う
こ
と
も
、
極き

わ

め
て
明め

い

白は
く

な
事
実
で
あ
る
。
今
、
終
わ

り
を
迎む

か

え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
れ
は
一
体
何
物
か
）」
と
言
い
、
目
を
閉
じ
よ
う
と
し
た
。
弟
子
が
、「
末ま

つ

尾び

の
句
が
欠
け
て
お
り
ま
す
」
と
言
う

の
で
、
法
身
禅
師
は
声
を
振ふ

り
絞し

ぼ

っ
て
〔
、「
喝か

つ

！
」
と
〕
一い

っ

喝か
つ

し
た
後
、
静
か
に
亡
く
な
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
文ぶ

ん

永え
い

十
年
（
一
二
七
三
）

二
月
一
日
の
こ
と
で
あ
る
。
法
身
禅
師
は
〔
現
在
の
青
森
県
十と

和わ

田だ

市し

〕
洞ほ

ら

内な
い

で
亡
く
な
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
松ま

つ

島し
ま

〔
円え

ん

福ぷ
く

寺じ

〕
で

は
昔
か
ら
、
法
身
禅
師
が
二
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
こ
と
は
知
っ
て
い
た
が
、〔
二
月
の
〕
何
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
か
ま
で
は
知
ら
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
、〔
法
身
禅
師
の
〕
命
日
を
、
蘭ら

ん

渓け
い

道ど
う

隆り
ゅ
う

禅ぜ
ん

師じ

が
亡
く
な
ら
れ
た
日
〔
と
同
じ
日
〕
に
し
た
。〈
蘭
渓
禅
師
は
〔
円
福
寺
の
〕
開
山

二
世
で
あ
る
。〉
現
在
も
そ
の
慣か

ん

習し
ゅ
うに

従
し
た
が

っ
て
〔
二
月
二
十
四
日
を
「
法ほ

っ

身し
ん

忌き

」
と
し
〕、
長
い
間
規
則
を
守
り
続
け
て
い
る
。
法
身
忌
を

定
め
た
際
の
法
要
で
唱
え
ら
れ
た
法
語
に
は
、「
遠と

お

く
径き

ん

山ざ
ん

に
上の

ぼ

り
て
風ふ

う

月げ
つ

を
分わ

か
ち
、
帰か

え

っ
て
円え

ん

福ぷ
く

の
大だ

い

道ど
う

場じ
ょ
うを
開ひ

ら

く
。
法ほ

っ

身し
ん

透と
う

得と
く

す
れ
ば
一い

ち

物も
つ

無な

し
、
元も

と
是こ

れ
真ま

壁か
べ

の
平へ

い

四し

郎ろ
う

。（
遥は

る

か
遠
く
宋そ

う

へ
と
渡
り
、
径き

ん

山ざ
ん

の
能の

う

仁に
ん

興こ
う

聖し
ょ
う

万ま
ん

寿じ
ゅ

禅ぜ
ん

寺じ

で
苦
労
の
末
に
大だ

い

悟ご

徹て
っ

底て
い

し
、
日
本
に
帰
っ
て

か
ら
は
円
福
寺
の
開
山
と
な
っ
た
。
仏
の
心
と
は
、
生
き
る
・
死
ぬ
、
迷
い
・
悟
り
と
い
っ
た
、
一
切
の
執

し
ゅ
う

着じ
ゃ
くか

ら
離
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
会え

得と
く

し
た
が
、

本
来
、
執
着
す
る
べ
き
も
の
は
何
も
無
い
。
本
を
正
せ
ば
、
真ま

壁か
べ

出
身
の
平へ

い

四し

郎ろ
う

で
あ
る
）」
と
あ
る
。〔
し
か
し
こ
の
法
語
は
、〕
今
で
も
誰
が
作
っ
た

も
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。〔
た
だ
、
昔
か
ら
〕
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
て
、
町
中
の
〔
小
さ
な
〕
子
供
ま
で
も
が
暗あ

ん

唱し
ょ
うし
て
い
た
と
い
う
。

そ
の
た
め
、〔
い
つ
の
間
に
か
〕
法
身
禅
師
が
唱
え
た
法
語
と
さ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。
松
島
の
〔
瑞ず

い

巌が
ん

寺じ

の
〕
本
堂
に
安
置
さ
れ
て

い
る
位い

牌は
い

に
は
、「
法
身
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
恐
ら
く
そ
れ
は
、〔
法
身
禅
師
の
作
と
さ
れ
た
法
語
の
、〕「
法ほ

っ

身し
ん

透と
う

得と
く

」
と
い
う
一

句
を
根こ

ん

拠き
ょ

と
し
て
、
後こ

う

世せ
い

の
誰
か
が
、「〔
法
〕
心
」
だ
っ
た
も
の
、「〔
法
〕
身
」
と
改
め
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
無む

住じ
ゅ
う

道ど
う

暁ぎ
ょ
う

禅
師

の
〔
手
に
よ
る
〕『
砂し

ゃ

石せ
き

集し
ゅ
う』

も
、
虎こ

関か
ん

師し

錬れ
ん

禅
師
の
〔
手
に
よ
る
〕『
元げ

ん

亨こ
う

釈し
ゃ
く

書し
ょ

』
も
、
ど
ち
ら
も
、「〔
法
〕
心
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。〔
現

在
の
茨

い
ば
ら

城き

県
桜さ

く
ら

川が
わ

市
〕
真ま

壁か
べ

〔
町
〕
に
あ
る
天て

ん

目も
く

山ざ
ん

伝で
ん

正し
ょ
う

寺じ

〈
今
は
曹そ

う

洞と
う

宗し
ゅ
うの

寺
院
と
な
っ
て
い
る
。〉
の
開か

い

山さ
ん

〔
様さ

ま

〕
の
位
牌
に
は
、「
性

し
ょ
う

西さ
い

法ほ
っ

心し
ん

」
と
あ
り
、
そ
の
裏
に
は
、「
文
永
十
年
（
一
二
七
三
）
二
月
一
日
没
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
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師
臨
寂
前
七
日
、
謂
徒
曰
、
某
日
吾
當
去
＝
「
臨り

ん

寂じ
ゃ
く」
は
、
使
用
し
た
辞
書
に
は
見
え
な
い
語
だ
が
、
文
脈
か
ら
「
臨り

ん

終じ
ゅ
う」
と
「
示じ

寂じ
ゃ
く」
を
あ
わ
せ

た
言
葉
と
判
断
し
た
。「
臨
終
」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
命
の
終
わ
る
時
。
生
命
の
尽
き
る
時
。
亡
く
な
る
ま
ぎ
わ
」（p.1432

）
と
あ
り
、「
示

寂
」
は
、「
寂
は
寂

じ
ゃ
く

滅め
つ・円え
ん

寂じ
ゃ
くの
略
で
、
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
の
意
。
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
を
示じ

現げ
ん

す
る
こ
と
で
、
特
に
高
僧
が
死
ぬ
こ
と
を
い
う
」（
同・p.549

）

と
あ
る
。「
亡
く
な
る
」
と
意
訳
し
た
。

　�「
某

そ
れ
が
しの

日
」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
某ぼ

う

日じ
つ

」（
巻
六
・p.262

）
と
い
う
項
が
あ
り
、「
そ
れ
が
し
の
日
。
し
か
じ
か
の
日
」
と
あ
る
。

○�

然
體
無
恙
。
諸
徒
不
信
＝
「
恙

つ
つ
が

無な

し
」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
平
安
無
事
の
意
」（
巻
四
・p.1029

）
と
あ
る
。
文
脈
か
ら
「
病や

ま
いを
患

わ
ず
ら

っ
て
い
る
わ

け
で
も
な
い
」
と
意
訳
し
た
。

○�

到
期
齋
後
整
衣
據
禪
椅
＝
「
斎さ

い

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
①
在
家
信
者
が
六ろ

く

斎さ
い

日に
ち

（
月
の
一・八・十
四・十
五・二
十
三・三
十
日
）
に
八は

っ

斎さ
い

会か
い

を
守
る
こ
と
。

こ
の
日
は
出
家
に
近
い
清

し
ょ
う

浄じ
ょ
うな
生
活
を
す
る
。
②
正
午
を
過
ぎ
て
食
事
を
と
ら
な
い
こ
と
。
③
斎さ

い

日じ
つ

・
忌き

日に
ち

等
に
、
僧
に
施せ

食じ
き

供く

養よ
う

す
る
こ
と
。
④

叢そ
う

林り
ん

で
朝
の
粥し

ゅ
くに
対
し
昼
の
飯
の
こ
と
」（p.370

）
と
あ
り
、
こ
こ
で
は
④
の
意
。

　�「
禅ぜ

ん

椅い

」
は
、「
禅
倚4

」
と
も
書
く
。『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
師し

家け

や
住

じ
ゅ
う

持じ

人に
ん

が
、
坐
禅
・
相

し
ょ
う

見け
ん

・
説
法
・
普ふ

説せ
つ

な
ど
の
時
に
坐ざ

す
椅
子
」（p.671

）
と

あ
る
。

○�

侍
僧
乞
遺
偈
。
師
素
不
能
書
。
卽
唱
曰
、
來
時
明
明
、
去
時
明
明
、
是
箇
何
物
。
止
而
將
閉
目
＝
「
侍じ

僧そ
う

」
は
前
述
、
⑨
の
語
注
に
既
出
。「
師
僧

に
隨ず

い

侍じ

す
る
僧
。
侍じ

者し
ゃ

」
の
こ
と
。

　�「
遺ゆ

い

偈げ

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
遺ゆ

い

戒か
い

偈げ

頌じ
ゅ

の
略
。
高こ

う

僧そ
う

碩せ
き

徳と
く

が
入

に
ゅ
う

滅め
つ

に
際
し
て
後こ

う

人じ
ん

の
た
め
に
残
す
偈
。
そ
こ
に
は
大だ

い

悟ご

の
境

き
ょ
う

界が
い

、
ま
た
は
心

境
感
想
等
が
、
辞
世
の
語
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
」（p.1240
）
と
あ
る
。

　�「
明め

い

明め
い

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
極
め
て
明
ら
か
な
こ
と
」（p.1218
）
と
あ
る
。

○�

侍
僧
曰
、
猶
欠
末
句
。
師
震
聲
一
喝
泊
然
便
化
。
寔
係
文
永
十
年
癸
酉
二
月
朔
日
也
＝
「
一い

っ

喝か
つ

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
師
家
が
学
人
を
叱し

っ

咤た

す
る
声
。
ま
た
こ
と
ば
の
お
よ
ば
な
い
と
こ
ろ
を
あ
ら
わ
す
師
家
の
一
声
。
喝
」（p.38

）
と
あ
り
、
こ
こ
で
は
後
者
の
意
。

　�「
泊は

く

然ぜ
ん

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
心
し
ず
か
に
欲
の
淡あ

わ

い
さ
ま
。
泊は

く

乎こ

。
泊は

く

如じ
ょ

」（
巻
六
・p.1041

）
と
あ
る
が
、
単
に
「
静
か
に
」
と
し
た
。

　�「
化け

」は
、『
禅
学
大
辞
典
』に「
①
衆し

ゅ

生じ
ょ
うを
教

き
ょ
う

化け
（「
き
ょ
う
か
」と
も
）
す
る
。ま
た
宗

し
ゅ
う

旨し

を
挙こ

揚よ
う

す
る
こ
と
。②
僧
侶
が
死
亡
す
る
こ
と
。遷せ

ん

化げ

」（p.256

）
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と
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
②
の
意
。

　�「
寔
」
は
、「
ま
こ
と
」
と
読
み
、「
①
ま
こ
と
に
。
ま
さ
し
く
。
②
こ
れ
。
こ
の
。
③
と
ま
る
。
④
お
く
」
な
ど
の
意
味
で
あ
る
が
、
読
み
通
り
の

①
の
意
だ
と
意
味
が
通
じ
に
く
く
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
②
の
意
と
し
た
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
三
・p.1077

）
参
照
。

　「
朔さ

く

日じ
つ

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
つ
い
た
ち
。
陰い

ん

暦れ
き

の
月
の
第
一
日
」（
巻
五
・p.1045

）
と
あ
る
。

○�
師
取
滅
南
部
山
中
。
故
松
島
振
古
、
但
知
師
示
寂
二
月
而
、
未
知
何
日
＝
「
滅め

つ

」
は
、「
消
え
失
せ
る
こ
と
。
活
動
が
な
く
な
る
こ
と
。
静
ま
る
こ
と
。

死
ぬ
こ
と
。
亡
く
な
る
こ
と
」
な
ど
の
意
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.1219

）、『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.1356

）
参
照
。

　�「
南な

ん

部ぶ

の
山さ

ん

中ち
ゅ
う」

は
、
洞ほ

ら

内な
い

の
こ
と
。
前
述
、
⑪
の
語
注
「
洞
内
」
参
照
。

　�「
松ま

つ

島し
ま

」
は
、
円え

ん

福ぷ
く

寺じ

の
こ
と
。

　�「
振
古
」
は
、
一
般
に
「
し
ん
こ
」
と
読
み
、「
昔
よ
り
。
い
に
し
え
」
の
意
だ
が
、
原
文
に
「
振
リ
古
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
古

い
に
し
え

振よ

り
」

と
訓
読
し
た
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
五
・p.234

）
参
照
。

○�

因
設
其
忌
以
大
覺
禪
師
滅
日
。〈
大
覺
亦
爲
二
世
開
山
。〉
至
今
沿
襲
而
爲
永
規
矣
＝
「
大だ

い

覚か
く

禅ぜ
ん

師じ

」
は
、
蘭ら

ん

渓け
い

道ど
う

隆り
ゅ
う

禅
師
（
一
二
一
三
～
七
八
）
の
こ
と
。

臨り
ん

済ざ
い

宗し
ゅ
う

楊よ
う

岐ぎ

派は

松し
ょ
う

源げ
ん

派は

。
無ぶ

準じ
ゅ
ん

師し

範ぱ
ん

禅
師
（「
む
じ
ゅ
ん
し
は
ん
」
な
ど
と
も
。
前
述
、
③
の
語
注
「
仏ぶ

っ

鑑か
ん

禅ぜ
ん

師じ

」
参
照
）・
痴ち

絶ぜ
つ

道ど
う

冲ち
ゅ
う

禅
師
（
一
一
六
九
～

一
二
五
〇
）・
北ほ

っ

礀か
ん

居こ

簡か
ん

禅
師
（「
き
ょ
か
ん
」
と
も
・
一
一
六
四
～
一
二
四
六
）
な
ど
を
訪
ね
、
無む

明み
ょ
う

慧え

性し
ょ
う

禅
師
（
一
一
六
二
～
一
二
三
七
）
に
参
じ
て
そ
の
法
を

嗣つ

い
だ
。
寛か

ん

元げ
ん

四
年
（
一
二
四
六
）
に
来
朝
し
、
北ほ

う

条じ
ょ
う

時と
き

頼よ
り

公
の
帰き

依え

を
う
け
、
建け

ん

長ち
ょ
う

五
年
（
一
二
五
三
）、
建
長
寺
の
開
山
と
な
る
。
弘こ

う

安あ
ん

元
年
（
一
二
七
八
）

七
月
二
十
四
日
示じ

寂じ
ゃ
く。

示
寂
後
、
亀か

め

山や
ま

上じ
ょ
う

皇こ
う

（
一
二
四
九
～
一
三
〇
五
）
よ
り
大
覚
禅
師
の
諡し

号ご
う

を
受
け
た
が
、
こ
れ
が
日
本
禅
師
号
の
は
じ
め
と
い
わ

れ
る
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.944

）
参
照
。

　�「
大
覚
、
亦ま

た
二に

世せ
い

開か
い

山さ
ん

と
為す

」
と
い
う
記
述
は
、
瑞ず

い

巌が
ん

寺じ

に
伝
わ
る
『
松

し
ょ
う

島と
う

山ざ
ん

円え
ん

福ぷ
く

禅ぜ
ん

寺じ

住じ
ゅ
う

持じ

次し

第だ
い

』
に
拠よ

る
。
こ
の
資
料
は
慶け

い

長ち
ょ
う

四
年
（
一
五
九
九
）、

円
福
寺
九
十
五
世
・
陽よ

う

岩が
ん

宗そ
う

純じ
ゅ
ん

禅
師
（
？
～
一
六
〇
八
）
の
手
に
よ
る
も
の
で
、「
松
島
山
円
福
禅
寺
（
現
瑞
巌
寺
）」
に
住
職
し
た
歴
代
の
僧
名
及
び
月

命
日
を
記
す
。
現
在
は
大
覚
禅
師
を
二
世
と
位
置
付
け
て
い
る
が
、『
住
持
次
第
』
に
は
初
代
の
法
身
禅
師
と
同
様
に
「
開
山
」
と
記
録
さ
れ
て
お
り
、

当
時
の
大
覚
禅
師
に
対
す
る
評
価
・
位
置
付
け
が
窺う

か
がえ

る
。

　�「
沿え

ん

襲し
ゅ
う」

は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
も
と
か
ら
の
し
き
た
り
に
従
う
。
慣か

ん

例れ
い

に
因よ

る
。
因い

ん

襲し
ゅ
う。

踏と
う

襲し
ゅ
う」（

巻
六
・p.1034

）
と
あ
る
。

　�「
永よ

う

規き

」
は
、
使
用
し
た
辞
書
に
は
見
え
な
い
語
だ
が
、
文
脈
か
ら
「
永よ

う

」
と
「
規き

矩く

」
あ
る
い
は
「
清し

ん

規ぎ

」
を
あ
わ
せ
た
言
葉
と
判
断
し
た
。「
永
」
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は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
①
な
が
い
間
の
。
②
絶
対
的
な
」（p.1391

）
と
あ
り
、「
規
矩
」
は
、「
①
法
則
・
規
則
の
こ
と
。
き
ま
り
。
②
教
団

の
規
則
。
仏
教
一
般
で
い
う
戒
律
に
当
た
る
。
禅ぜ

ん

林り
ん

に
お
け
る
清
規
」（
同・p.208

）、「
清
規
」
は
、「
清

し
ょ
う

浄じ
ょ
うな
規
則
の
意
。
禅
院
の
日
常
の
生
活
規
定
。

禅
院
で
修
行
僧
が
よ
り
ど
こ
ろ
と
す
べ
き
規
則
」（
同
・p.787

）
と
あ
る
。「
①
長
く
守
る
べ
き
規
則
」
あ
る
い
は
「
②
絶
対
的
な
規
則
」
の
こ
と
と

思
わ
れ
、
こ
こ
で
は
①
の
意
と
し
た
。「
え
い
き
」
と
読
む
可
能
性
も
あ
る
が
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
の
読
み
か
ら
「
よ
う
き
」
と
読
ん
だ
。

　�
瑞
巌
寺
で
は
現
在
、
毎
月
二
十
四
日
を
「
法
身
忌
」
と
し
、
月
命
日
の
法
要
を
執と

り
行
な
っ
て
い
る
。

○�

先
德
設
忌
拈
香
偈
曰
、
遠
上
徑
山
分
風
月
、
歸
開
圓
福
大
道
場
。
法
身
透
得
無
一
物
、
元
是
眞
壁
平
四
郎
＝
「
先せ

ん

徳と
く

の
忌
を
設
け
る
拈ね

ん

香こ
う

の
偈げ

に
曰

く
」
と
あ
る
が
、
詳
細
不
明
。
後
述
【
九
】『
本ほ

ん

朝ち
ょ
う

高こ
う

僧そ
う

伝で
ん

』
③
に
、
法
身
禅
師
の
作
と
し
て
「
遠
上
徑
山
分
風
月
。
歸
來
開
圓
福
道
場
。
透
得
法

心
無
一
物
。
元
是
眞
壁
平
四
郎
（
遠と

お

く
径き

ん

山ざ
ん

に
上の

ぼ

り
て
風ふ

う

月げ
つ

を
分わ

か
つ
。
帰か

え

り
来き

た
っ
て
円え

ん

福ぷ
く

の
道ど

う

場じ
ょ
うを

開ひ
ら

く
。
法ほ

っ

心し
ん

を
透と

う

得と
く

し
て
一い

ち

物も
つ

無な

し
。
元も

と
是こ

れ
真ま

壁か
べ

の
平へ

い

四し

郎ろ
う

）」

と
い
う
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
偈
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　�「
先せ

ん

徳と
く

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
先
輩
。
古こ

徳と
く

」（p.698

）
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
法
身
禅
師
の
こ
と
。

　�「
拈ね

ん

香こ
う

」
は
、「
香
を
つ
ま
ん
で
炉ろ

に
い
れ
て
焼
く
」
の
意
。「
拈
香
の
偈げ

」
は
、「
拈
香
法ほ

う

語ご

」
に
同
じ
で
、「
法
要
に
際
し
、
仏
前
で
導
師
が
香
を

拈
じ
唱
え
る
言
葉
。
香こ

う

語ご

」
の
こ
と
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.1003

）
参
照
。

　�「
径き

ん

山ざ
ん

」
は
前
述
、
③
の
語
注
に
既
出
。「
径き

ん

山ざ
ん

寺じ

」
の
こ
と
。

　�「
風ふ

う

月げ
つ

」
は
、
風
と
月
の
こ
と
だ
が
、
禅
宗
に
お
け
る
風
は
、
徳
風
・
威
風
・
風
習
な
ど
に
た
と
え
ら
れ
、
月
は
、
仏ぶ

っ

性し
ょ
うの
輝
き
に
比
せ
ら
れ
る
こ

と
が
多
い
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.161

、p.876

）
参
照
。

　�「
法ほ

っ

身し
ん

透と
う

得と
く

」
と
い
う
語
そ
の
も
の
は
使
用
し
た
辞
書
に
は
見
え
な
い
が
、「
透と

う

法ほ
っ

身し
ん

」
と
い
う
語
が
あ
る
。「
透と

う

脱だ
つ

法ほ
っ

身し
ん

」
の
略
で
、「
法ほ

っ

身し
ん

無む

相そ
う

の

境き
ょ
う

界が
い

を
さ
ら
に
透
脱
し
た
絶
対
自
由
を
得
る
こ
と
。
清
ら
か
な
法
身
の
位
を
と
お
り
過
ぎ
、
自
由
自
在
の
境

き
ょ
う

地ち

を
得
る
こ
と
」
の
意
。「
透
脱
」
は
、

「
ち
ょ
う
と
つ
」
と
も
読
み
、「
と
お
り
ぬ
け
る
こ
と
。
さ
と
る
こ
と
。
脱
却
す
る
こ
と
。
解げ

脱だ
つ

」
の
意
で
、「
透
得
」
は
、「
得
は
、
完
了
を
示
す
助

辞
。
修
行
上
の
難
関
、
関
門
を
と
お
る
こ
と
」
の
意
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
透
脱
」
と
「
透
得
」
は
ほ
ぼ
同
意
の
言
葉
。『
人に

ん

天で
ん

眼が
ん

目も
く

』
巻
二
「
雲う

ん

門も
ん

宗し
ゅ
う」「

機き

縁え
ん

」
の
条
に
、「
僧
問
。
如
何
是
透
法
身
句
。
師
云
。
北
斗
裏
藏
身
（
僧
、
雲
門
に
問
う
「
如い

何か

な
る
か
是こ

れ
、
透
法
身
の
句
」
と
。
門
云い

わ

く
「
北ほ

く

斗と

裏り

に

身
を
蔵ぞ

う

す
」
と
）」（T48-312c

）
と
あ
る
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.934

、p.940

）、『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.1002

）
参
照
。

　�「
無
一
物
」
は
、「
い
ち
も
つ
な
し
」
と
も
「
む
い
ち
も
つ
」
と
も
読
む
。「
無む

一い
ち

物も
つ

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
生

し
ょ
う

死じ

・
涅ね

槃は
ん

・
迷め

い

悟ご

・
凡ぼ

ん

聖し
ょ
う・
去き

ょ
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来ら
い

起き

滅め
つ

等
の
相
が
な
く
、
畢ひ

っ

竟き
ょ
う

無
相
な
る
こ
と
。
自
己
本
来
の
姿
を
い
う
」（p.1200

）
と
あ
る
。

○�

未
詳
何
人
作
。
街
童
市
豎
亦
傳
唱
諳
熟
。
竟
誤
謂
師
之
所
作
也
＝
「
街が

い

童ど
う

」
は
、『
中
国
語
大
辞
典
』（
国
書
刊
行
会
）
に
「
町
の
子
供
」（p.1328

）
と

あ
る
。

　�「
市し

竪じ
ゅ

」
は
、
使
用
し
た
辞
書
に
は
見
え
な
い
語
だ
が
、「
市
」
は
「
ま
ち
」、「
竪
」
は
「
豎
」
の
俗
字
で
「
こ
ど
も
」
の
意
味
を
持
つ
語
で
あ
る
こ

と
か
ら
、「
街
童
」
と
同
じ
く
「
ま
ち
の
こ
ど
も
」
の
意
と
し
た
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
四
・p.397

、
巻
八
・p.720

、
巻
十
・p.643

）
参
照
。

　�「
伝で

ん

唱し
ょ
う」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
つ
た
え
と
な
え
る
」（
巻
一
・p.904

）
と
あ
る
。

　�「
諳あ

ん

熟じ
ゅ
く」

と
い
う
語
は
『
大
漢
和
辞
典
』
に
見
え
な
い
が
、「
熟

じ
ゅ
く

諳あ
ん

」
の
項
に
、「
そ
ら
ん
ず
る
。
深
く
通
じ
知
る
。
よ
く
知
り
ぬ
く
。
諳
熟
4

4

」（
巻
七・

p.505

）
と
あ
る
。

○�

松
島
祖
堂
所
樹
牌
面
作
法
身
。
蓋
夫
據
法
身
透
得
之
句
而
、
後
人
更
心
作
身
者
乎
＝
先
出
の
「
松
島
」
は
円
福
寺
の
こ
と
だ
が
、
こ
こ
で
は
瑞
巌
寺

の
こ
と
。

　�「
祖そ

堂ど
う

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
祖そ

師し

堂ど
う

の
略
。
宗

し
ゅ
う

祖そ

・
開
山
・
列れ

っ

祖そ

等
を
祀ま

つ

る
堂
」（p.774

）
と
あ
る
。
瑞
巌
寺
で
は
本
堂
・
仏ぶ

つ

間ま

に
法
身
禅

師
像
と
位
牌
を
安
置
し
て
い
る
。

○�

無
住
國
師
砂
石
集
、
本
覺
國
師
元
亨
釋
書
、
併
爲
心
字
＝
「
無む

住じ
ゅ
う

国こ
く

師し

」
は
、
無む

住じ
ゅ
う

道ど
う

暁ぎ
ょ
う

禅
師
（
一
二
二
六
～
一
三
一
二
）
の
こ
と
。

　�『
砂し

ゃ

石せ
き

集し
ゅ
う』

は
、「
沙
石
集
」
と
も
書
き
、「
さ
せ
き
し
ゅ
う
」
と
も
読
む
。
無
住
道
暁
禅
師
著
。
世
俗
の
雑
談
や
教
訓
を
は
じ
め
、
因
果
物
語
・
霊れ

い

験げ
ん

談だ
ん

、
さ
ら
に
経
典
・
論
書
か
ら
百
余
項
を
収
録
し
、
仏
法
の
緊き

ん

要よ
う

所し
ょ

を
領

り
ょ
う

得と
く

さ
せ
よ
う
と
し
た
教
訓
的
物
語
。
弘こ

う

安あ
ん

二
年
（
一
二
七
九
）
に
起き

草そ
う

し
、

同
六
年
（
一
二
八
三
）
に
完
成
し
た
。
全
十
巻
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.474

）
参
照
。

　�「
本ほ

ん

覚が
く

国こ
く

師し

」
は
、
虎こ

関か
ん

師し

錬れ
ん

禅
師
（
一
二
七
八
～
一
三
四
六
）
の
こ
と
。
臨
済
宗
聖し

ょ
う

一い
ち

派は

。
は
じ
め
、
三さ

ん

聖し
ょ
う

寺じ

・
東と

う

山ざ
ん

湛た
ん

照し
ょ
う

禅
師
（
一
二
三
一
～
九
一
）
に

従
い
、
そ
の
寂
後
、
南な

ん

禅ぜ
ん

寺じ

・
規き

庵あ
ん

祖そ

円え
ん

禅
師
（
一
二
六
一
～
一
三
一
三
）
に
学
ぶ
。
求ぐ

道ど
う

心し
ん

が
強
く
、
無む

隠い
ん

円え
ん

範は
ん

禅
師
（
一
二
三
〇
～
一
三
〇
七
）・
一い

っ

山さ
ん

一い
ち

寧ね
い

禅
師
（
一
二
四
七
～
一
三
一
七
）・
約や

く

翁お
う

徳と
っ

倹け
ん

禅
師
（
一
二
四
四
～
一
三
二
〇
）
ら
に
師
事
し
た
。
の
ち
、
三
聖
寺
・
東と

う

福ふ
く

寺じ

・
南
禅
寺
に
止し

住じ
ゅ
うし

、
康こ

う

永え
い

元
年
（
一
三
四
二
）、
後ご

村む
ら

上か
み

天
皇
（
一
三
二
八
～
六
八
）
よ
り
本
覚
国
師
号
を
特と

く

賜し

さ
れ
た
。
貞

じ
ょ
う

和わ

二
年
（
一
三
四
六
）
七
月
二
十
四
日
示
寂
。『
禅
学

大
辞
典
』（p.602

）
参
照
。

　�『
元げ

ん

亨こ
う

釈し
ゃ
く

書し
ょ

』
は
、
虎
関
師
錬
禅
師
が
撰せ

ん

し
た
日
本
最
初
の
仏
教
史
書
。
元げ

ん

亨こ
う

二
年
（
一
三
二
二
）
成
立
。
推す

い

古こ

朝ち
ょ
う

以
来
、
元
亨
年
間
に
至
る
七
百
余
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年
に
亘わ

た

る
高
僧
の
伝
記
を
編
集
し
、
賛
評
・
論
を
加
え
、
年
次
を
逐お

っ
て
仏
教
の
事
跡
を
述
べ
た
も
の
。
全
三
十
巻
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.281

）
参

照
。

○�

常
州
眞
壁
天
目
山
傳
正
寺
、〈
現
今
唱
洞
上
宗
。〉
開
山
牌
銘
作
性
西
法
心
。
其
背
書
曰
、
文
永
十
年
癸
酉
二
月
朔
日
示
寂
＝
「
天て

ん

目も
く

山ざ
ん

伝で
ん

正し
ょ
う

寺じ

」
は
、

茨
城
県
桜さ

く
ら

川が
わ

市
真ま

壁か
べ

町
に
あ
り
、
文ぶ

ん

永え
い

五
年
（
一
二
六
八
）、
真
壁
領
主
・
真ま

壁か
べ

安あ

芸き
の

守か
み

の
創
建
、
法
身
禅
師
の
開
山
と
伝
わ
る
。
は
じ
め
、
照

し
ょ
う

明み
ょ
う

寺じ

と
い
っ
た
。
一
時
衰す

い

頽た
い

に
傾
い
て
い
た
が
、
十
五
世
紀
中
頃
、
安あ

ん

叟そ
う

宗そ
う

楞り
ょ
う

禅
師
（
一
三
八
七
～
一
四
八
四
）
を
中
興
開
山
と
し
て
、
こ
の
時
臨
済
宗
を
曹

洞
宗
に
改
め
た
と
い
う
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.757

、p.894

）
参
照
。

　�「
洞と

う

上じ
ょ
うの
宗し

ゅ
う」
は
、
曹
洞
宗
の
こ
と
。「
洞
上
」
は
、「
洞と

う

山ざ
ん

良り
ょ
う

价か
い

禅
師
が
唱
え
た
宗
旨
」
の
こ
と
で
、
曹
洞
宗
の
意
味
に
も
用
い
る
。『
禅
学
大
辞
典
』

（p.927

）
参
照
。

⑬�

賛
曰
、
卞
和
氏
之
璧
、
葆
光
於
荊
山
。
得
明
主
而
顯
。
意
夫
、
法
身
之
識
時
頼
、
是
旌
明
德
之
秋
乎
。
時
頼
曽
與
命
世
諸
師
酬
酢
、
後

禮
兀
庵
寧
公
得
擇
法
眼
。
其
豈
借
蝦
爲
目
之
類
乎
。
法
身
禪
師
唱
化
而
来
、
已
歷
四
百
六
十
餘
禩
、
然
道
聲
喧
然
膾
炙
人
口
者
、
固
是

碧
落
之
碑
乎
。

＊

　�

賛さ
ん

に
曰い

わ

く
、「
卞べ

ん

和か

氏し

の
璧へ

き

、
光ひ

か
りを

荊け
い

山ざ
ん

に
葆つ

つ

む
。
明め

い

主し
ゅ

を
得え

て
顕あ

ら

わ
る
。
意お

も

う
に
夫そ

れ
、
法ほ

っ

身し
ん

の
時と

き

頼よ
り

に
識し

ら
る
る
は
、
是こ

れ
明め

い

徳と
く

を
旌あ

ら

わ
す
の
秋ト

キ

か
。
時
頼
は
曽か

つ

て
命め

い

世せ
い

の
諸し

ょ

師し

と
酬

し
ゅ
う

酢さ
く

し
、
後の

ち

、
兀ご

っ

庵た
ん

寧ね
い

公こ
う

を
礼ら

い

し
て
択

ち
ゃ
く

法ほ
う

眼げ
ん

を
得え

た
り
。
其そ

れ
豈あ

に
蝦え

び

に
借か

り
て
目

と
為す

る
の
類た

ぐ
いな

ら
ん
や
。
法ほ

っ

身し
ん

禅ぜ
ん

師じ

、
化け

を
唱と

な

え
て
よ
り
而こ

の

来か
た

、
已す

で

に
四
百
六
十
余よ

祀し

を
歴へ

て
、
然し

か

る
に
道ど

う

声せ
い

喧け
ん

然ぜ
ん

と
し
て
人じ

ん

口こ
う

に
膾か

い

炙し
ゃ

す
る
も
の
は
、
固ま

こ
とに

是こ

れ
碧へ

き

落ら
く

の
碑ひ

か
」
と
。

＊

　�〔
あ
る
〕
詩
文
で
は
、「〔
中
国
の
春

し
ゅ
ん

秋じ
ゅ
う

時
代
、
楚そ

の
〕
卞べ

ん

和か

が
見
つ
け
た
玉ぎ

ょ
く〔

の
原げ

ん

石せ
き

〕
は
、〔
そ
の
〕
輝か

が
やき

を
荊け

い

山ざ
ん

に
包つ

つ

み
隠か

く

し
て
い
た
。

〔
楚
の
厲れ

い

王お
う

、
武ぶ

王お
う

に
は
た
だ
の
石
だ
と
判
断
さ
れ
た
が
、
文ぶ

ん

王お
う

と
い
う
〕
明め

い

君く
ん

に
認
め
ら
れ
〔
て
天
下
の
名め

い

玉ぎ
ょ
くと

な
っ
〕
た
。
こ
の
〔
、

「
和か

氏し

の
璧へ

き

」
の
故こ

事じ

の
〕
よ
う
に
、
法ほ

っ

身し
ん

禅ぜ
ん

師じ

と
北ほ

う

条じ
ょ
う

時と
き

頼よ
り

公
が
出
会
っ
た
の
は
、〔
法
身
禅
師
が
〕
そ
の
優
れ
た
徳
を
〔
世
の
中
に
〕

示
す
時
機
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。〔
法
身
禅
師
と
出
会
う
〕
前
に
、
時
頼
公
は
〔
蘭ら

ん

渓け
い

道ど
う

隆り
ゅ
う

禅
師
、
道ど

う

元げ
ん

禅
師
と
い
っ
た
、〕
当
代
一
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流
の
禅
僧
達
に
学
び
、
後
に
兀ご

っ

庵た
ん

普ふ

寧ね
い

禅
師
に
参
じ
て
、
正

し
ょ
う

法ぼ
う

を
見み

極き
わ

め
る
力
を
身
に
付
け
た
。
そ
れ
は
、「
目
の
な
い
ク
ラ
ゲ
が
餌え

さ

を
捕つ

か

ま
え
る
た
め
に
、
エ
ビ
の
目
を
借
り
る
」
と
い
う
よ
う
な
〔
不
完
全
な
〕
も
の
で
は
な
い
〔
、
真
の
見け

ん

識し
き

で
あ
る
〕。
法
身
禅
師

が
禅ぜ

ん

門も
ん

に
入
ら
れ
て
か
ら
現
在
ま
で
約
四
百
六
十
年
が
経
過
し
て
い
る
が
、〔
師
の
〕
事じ

績せ
き

が
〔
仏
道
を
学
ぶ
者
に
〕
広
く
知
ら
れ
て
い

て
〔
、
今
で
も
〕
話
題
と
な
る
の
は
、「
碧へ

き

落ら
く

の
碑ひ

〔
に
贋が

ん

本ぽ
ん

無な

し
〕」〔
と
い
う
言
葉
〕
の
よ
う
に
、〔
師
の
徳
が
偽に

せ

物も
の

で
は
な
く
、〕
本

物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
」
と
〔
法
身
禅
師
を
〕
讃た

た

え
て
い
る
。

＊

○�

賛
曰
、
卞
和
氏
之
璧
、
葆
光
於
荊
山
。
得
明
主
而
顯
＝
「
賛さ

ん

に
曰い

わ

く
」
と
あ
る
の
み
で
、
誰
の
賛
で
あ
る
か
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
作
者
不
詳
。
但
し
、

【
二
】『
松ま

つ

島し
ま

諸し
ょ

勝し
ょ
う

記き

』「
無む

相そ
う

窟く
つ

」
⑬
に
、
ほ
ぼ
同
じ
文
章
が
「
贅ぜ

い

語ご

す
」
と
い
う
始
ま
り
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
夢む

庵あ
ん

禅
師
の
賛
で
あ
る

可
能
性
が
あ
る
。「
賛
」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
仏ぶ

っ

祖そ

な
ど
を
ほ
め
た
た
え
る
偈げ

頌じ
ゅ

（
＝
詩
）
を
い
う
」（p.497

）
と
あ
る
。

　�「
卞べ

ん

和か

氏し

の
璧へ

き

」
は
、
所い

わ

謂ゆ
る

「
和
氏
の
璧
」
の
こ
と
。「
卞
和
」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
周し

ゅ
う、

楚そ

の
人
。
玉

ぎ
ょ
く

璞は
く

を
得
て
楚
の
厲れ

い

王お
う

に
献
じ
た
が
、

詐い
つ
わ
りと

せ
ら
れ
て
其そ

の
左
足
を
刖あ

し
きら

れ
、
武ぶ

王お
う

の
時
、
ま
た
献
じ
た
が
、
再
び
詐
と
せ
ら
れ
て
其
の
右
足
を
刖
ら
れ
た
。
文ぶ

ん

王お
う

、
位
に
即つ

き
、
王
人
を

し
て
之こ

れ
を
琢み

が

か
し
め
た
る
に
、
果
し
て
宝
玉
を
得
た
と
い
う
。
卞べ

ん

和か

泣き
ゅ
う

璧へ
き

を
見
よ
」（
巻
二
・p.610

）
と
あ
り
、「
卞
和
泣
璧
」
は
「
蒙も

う

求ぎ
ゅ
うの
標
題
。

卞
和
が
玉
璞
を
献
じ
て
詐
と
せ
ら
れ
、
左
右
の
足
を
刖
ら
れ
璧
を
抱
い
て
泣
い
た
故
事
」（
前
同
・p.610

）
と
あ
る
。

　�「
荊け

い

山ざ
ん

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
山
名
。
㊁
安あ

ん

徽き

省し
ょ
う

蕪ぶ

湖こ

県け
ん

（
現
安
徽
省
蕪
湖
市
）
の
東
南
。
天て

ん

成せ
い

湖こ

と
長

ち
ょ
う

河が

の
間
。『
九

き
ゅ
う

域い
き

志し

』
は
、
卞
和
の
玉
を

得
た
処
と
い
う
。
㋣
湖こ

北ほ
く

省し
ょ
う

陽よ
う

新し
ん

県け
ん

（
現
湖
北
省
黄こ

う

石せ
き

市し

陽
新
県
）
の
北
。『
與よ

地ち

紀き

勝し
ょ
う』

は
卞
和
が
璞
を
得
た
処
と
い
う
」（
巻
九
・p.640

）
と
あ
り
、

ど
ち
ら
の
こ
と
で
あ
る
か
判
然
と
し
な
い
。「
荊け

い

山ざ
ん
の

璞は
く

」・「
荊け

い

山ざ
ん

之の

玉ぎ
ょ
く」

な
ど
の
言
葉
は
、「
賢け

ん

良り
ょ
うな

人
」
の
喩た

と
えと

し
て
も
使
用
さ
れ
る
。

　�「
明め

い

主し
ゅ

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
賢
明
な
主
君
」（
巻
五
・p.772
）
と
あ
り
、
こ
こ
で
は
楚
の
文ぶ

ん

王お
う

の
こ
と
。

○�

意
夫
、
法
身
之
識
時
頼
、
是
旌
明
德
之
秋
乎
＝
「
明め

い

徳と
く

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
聡そ

う

明め
い

な
徳
。
人
の
心
に
も
つ
、
く
も
り
の
な
い
あ
き
ら
か
な

徳と
く

性せ
い

」（
巻
五
・p.777

）
と
あ
る
。

　�「
旌
」
は
、
原
文
の
送
り
仮
名
か
ら
「
あ
ら
わ
す
」
と
読
む
。『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
④
あ
ら
わ
す
。
㋑
ほ
め
る
。
表
彰
す
る
。
㋺
悪
を
明
ら
か
に
す

る
。
㋩
は
っ
き
り
さ
せ
る
。
㊁
別
を
つ
け
る
。
㋭
し
る
す
。
表
示
す
る
」（
巻
五
・p.698
）
と
あ
り
、
こ
こ
で
は
「
明
示
す
る
」
と
意
訳
し
た
。

　�「
秋
」
は
、
原
文
に
「
ト
キ
」
と
カ
タ
カ
ナ
の
振
り
仮
名
が
あ
る
。『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
④
と
き
。
時
機
」（
巻
八
・p.538

）
と
あ
る
。
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○�

時
頼
曽
與
命
世
諸
師
酬
酢
、
後
禮
兀
庵
寧
公
得
擇
法
眼
＝
「
命め

い

世せ
い

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
世
に
著
名
な
。
又
、
一
世
に
秀
で
て
著
名
な
人
」（
巻

二
・p.964

）
と
あ
る
。

　�「
諸し

ょ

師し

」
は
、「
多
く
の
師
」
の
意
。
北ほ

う

条じ
ょ
う

時と
き

頼よ
り

公
が
宝ほ

う

治じ

元
年
（
一
二
四
七
）
に
道ど

う

元げ
ん

禅
師
（
一
二
〇
〇
～
五
三
）
を
拝は

い

請し
ょ
うし
て
弟
子
の
礼
を
と
り
、
菩ぼ

薩さ
つ

戒か
い

を
受
け
た
こ
と
や
、
建け

ん

長ち
ょ
う

寺じ

を
建
立
し
、
蘭ら

ん

渓け
い

道ど
う

隆り
ゅ
う

禅
師
を
開
山
に
請し

ょ
うし
た
こ
と
に
基
づ
く
記
述
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.1135

）「
北
条
時
頼
」

参
照
。

　�「
酬

し
ゅ
う

酢さ
く

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
交
際
す
る
こ
と
」（p.650

）
と
あ
る
。

　�「
兀ご

っ

庵た
ん

寧ね
い

公こ
う

」
は
、
兀ご

っ

庵た
ん

普ふ

寧ね
い

禅
師
（
一
一
九
七
～
一
二
七
六
）
の
こ
と
。
臨り

ん

済ざ
い

宗し
ゅ
う

楊よ
う

岐ぎ

派は

破は

庵あ
ん

派は

。
幼
く
し
て
出
家
、
蒋

し
ょ
う

山ざ
ん

の
癡ち

絶ぜ
つ

道ど
う

冲ち
ゅ
う

禅
師
に
参
じ
、

阿あ

育い
く

王お
う

山ざ
ん

の
無ぶ

準じ
ゅ
ん

師し

範ぱ
ん

禅
師
に
嗣し

法ほ
う

し
た
。
文ぶ

ん

応お
う

元
年
（
一
二
六
〇
）、
蘭
渓
禅
師
・
円え

ん

爾に

禅
師
の
招
き
を
受
け
て
来
朝
。
北
条
時
頼
公
の
要
請
に
よ

り
建
長
寺
二
世
と
な
り
、
禅
規
を
整
え
た
。
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）、
宋
に
帰
国
。
至し

元げ
ん

十
三
年
（
一
二
七
六
）
十
一
月
二
十
四
日
示じ

寂じ
ゃ
く。『
禅
学
大
辞
典
』

（p.1096

）、『
日
本
仏
教
人
名
辞
典
』（p.271

）
参
照
。

　�「
択

ち
ゃ
く

法ほ
う

眼げ
ん

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
法
を
択え

ら

び
分
け
る
眼
。
宗

し
ゅ
う

師し

家け

の
見
識
を
い
う
」（p.851

）
と
あ
る
。

○�

其
豈
借
蝦
爲
目
之
類
乎
＝
「
蝦え

び

に
借か

り
て
目
と
為す

る
」
は
前
述
、
⑨
の
語
注
「
水く

ら
げ母

と
蝦
」
参
照
。
水
母
は
耳
目
が
無
く
、
蝦
を
随し

た
がえ

て
目
と
す
る

こ
と
を
い
う
。

○�

法
身
禪
師
唱
化
而
来
、
已
歷
四
百
六
十
餘
禩
、
然
道
聲
喧
然
膾
炙
人
口
者
、
固
是
碧
落
之
碑
乎
＝
「
化け

」
は
前
述
、
⑫
の
語
注
に
既
出
。『
禅
学
大

辞
典
』
に
「
①
衆し

ゅ

生じ
ょ
うを
教

き
ょ
う

化け

（「
き
ょ
う
か
」
と
も
）
す
る
。
ま
た
宗

し
ゅ
う

旨し

を
挙こ

揚よ
う

す
る
こ
と
。
②
僧
侶
が
死
亡
す
る
こ
と
。
遷せ

ん

化げ

」（p.256

）
と
あ
り
、

⑫
で
は
②
の
意
だ
っ
た
が
、
法ほ

っ

身し
ん

禅
師
の
示
寂
は
文ぶ

ん

永え
い

十
年
（
一
二
七
三
）
で
あ
り
、『
龍

り
ゅ
う

山ざ
ん

三さ
ん

開か
い

祖そ

伝で
ん

』
の
成
立
が
元げ

ん

禄ろ
く

九
年
（
一
六
九
六
）
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
②
の
意
だ
と
年
数
の
整
合
性
が
と
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
①
の
意
だ
が
、
本
書
成
立
の
四
百
六
十
年
前
に
当
た
る
一
二
三
六
年
は
法
身
禅

師
が
渡と

宋そ
う

さ
れ
た
時
期
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、「
禅ぜ

ん

門も
ん

に
入
ら
れ
て
か
ら
」
と
意
訳
し
た
。

　�「
祀し

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
③
と
し
。
殷い

ん

代だ
い

、
年
紀
の
称
」（
巻
八
・p.420
）
と
あ
る
。「
四
百
六
十
余よ

祀し

」
は
、「
約
四
百
六
十
年
」
の
意
。

　「
道ど

う

声せ
い

」
は
、
前
述
、
⑨
の
語
注
に
既
出
。「
僧
と
し
て
の
評
判
」
の
意
味
で
、
こ
こ
で
は
「
事じ

績せ
き

」
と
意
訳
し
た
。

　�「
喧け

ん

然ぜ
ん

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
か
ま
び
す
し
い
さ
ま
」（
巻
二
・p.1096

）
と
あ
る
。
色
々
な
人
が
話
題
に
し
て
騒
が
し
い
こ
と
。
ま
た
、
評
判

が
高
い
こ
と
。
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　�「
膾か

い

炙し
ゃ

」
の
「
膾
」
は
な
ま
す
、「
炙
」
は
あ
ぶ
り
肉
の
こ
と
。
な
ま
す
も
あ
ぶ
り
肉
も
ご
ち
そ
う
で
、
誰
に
で
も
も
て
は
や
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
人

に
称
美
せ
ら
れ
る
こ
と
を
い
う
。「
人じ

ん

口こ
う

に
膾か

い

炙し
ゃ

」
は
、
唐
の
詩
人
・
林り

ん

嵩す
う

の
『
周

し
ゅ
う

朴ぼ
く

詩し

集し
ゅ
う

序じ
ょ

』
に
「
一
篇
一
詠
、
膾
炙
人
口
（
一い

つ

篇ぺ
ん

一い
ち

詠え
い

、
人
口
に
膾

炙
す
）」
と
あ
る
こ
と
に
基
づ
く
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
九
・p.373

）
参
照
。

　�「
碧へ

き

落ら
く

の
碑ひ

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
山さ

ん

西せ
い

省し
ょ
う

新し
ん

絳こ
う

県け
ん

、
龍

り
ゅ
う

興こ
う

宮ぐ
う

に
在
る
碑
。
龍
興
宮
は
一
名
『
碧へ

き

落ら
く

観か
ん

』
と
い
う
の
で
碧
落
碑
と
名
づ
け
た
と

さ
れ
る
が
、
一
説
に
は
、
碑
の
上
に
『
碧
落
』
の
二
字
が
あ
っ
た
か
ら
と
も
い
う
。
唐と

う

の
総そ

う

章し
ょ
う

三
年
（
六
七
〇
）
建
つ
。
文
は
篆て

ん

体た
い

。
後
、
鄭
承
規
（
未

詳
）
の
釈

し
ゃ
く

文ぶ
ん

あ
り
。
原
文
は
も
と
天て

ん

尊そ
ん

像ぞ
う

に
刻
し
、
書
者
の
姓
氏
を
載
せ
な
い
が
、
陳
維
玉
（
未
詳
）
の
書
で
、
高こ

う

祖そ

（
李り

淵え
ん・五

六
六
～
六
三
五
）
の
子・

韓か
ん

王お
う

元げ
ん

嘉か

（
李り

元げ
ん

嘉か

・六
一
九
～
八
八
）
の
四
男
が
先せ

ん

妃ぴ

の
た
め
に
作
る
と
伝
う
。
一
説
に
、
黄こ

う

公こ
う

譔せ
ん

（
李り

譔せ
ん

の
こ
と
。
李
元
嘉
の
四
男
、
黄
国
公
に
封
ぜ
ら
れ
る
。
？

～
六
八
八
）
の
書
と
い
う
」（
巻
八
・p.383

）
と
あ
る
が
、
こ
れ
で
は
意
味
が
通
じ
な
い
。『
五ご

家け

正し
ょ
う

宗し
ゅ
う

賛さ
ん

』
巻
二
「
楊よ

う

岐ぎ

会え

禅ぜ
ん

師じ

」
の
項
に
、「
慶
舟
峯

賛
師
曰
、
會
如
玉
人
治
璠
璵
、
碔
砆
棄
耳
。
故
光
明
盛
大
、
克
世
其
家
者
、
蓋
碧
落
碑
無
贋
本
（
慶け

い

舟し
ゅ
う

峯ほ
う

、
師
を
賛
し
て
曰い

わ

く
、「
玉

キ
ュ
ウ

人じ
ん

の
璠は

ん

璵よ

を
治
め
る
が
如

く
、
碔ぶ

砆ふ

は
棄ス

た
る
の
み
。
故ゆ

え

に
光こ

う

明み
ょ
う

盛せ
い

大だ
い

に
し
て
、
克ヨ

く
其
の
家
を
世ツ

ぐ
者
な
り
。
蓋け

だ

し
碧
落
の
碑
、
贋が

ん

本ぽ
ん

無
け
れ
ば
な
り
）」（X78-590b

）
と
あ
り
、
こ
こ
か
ら
、

「
碧へ

き

天て
ん

に
贋が

ん

物ぶ
つ

は
な
い
」
と
い
う
意
で
「
碧
落
の
碑
」
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。「
法
身
禅
師
の
徳
が
本
物
で
あ
る
」
と
意
訳
し
た
。
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訳 

注　

【
二
】『
松ま

つ

島し
ま

諸し
ょ

勝し
ょ
う

記き

』「
無む

相そ
う

窟く
つ

」

○�

【
二
】『
松ま

つ

島し
ま

諸し
ょ

勝し
ょ
う

記き

』「
無む

相そ
う

窟く
つ

」
の
内
容
は
、
前
述
【
一
】『
龍

り
ゅ
う

山ざ
ん

三さ
ん

開か
い

祖そ

伝で
ん

』「
法ほ

っ

身し
ん

和お

尚し
ょ
う

伝で
ん

」（
以
下
、【
一
】
と
表
記
す
る
）
と
ほ
ぼ
同

じ
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、「
原
文
」「
書
き
下
し
文
」「
口
語
訳
」
は
全
文
を
掲
載
し
た
が
、「
語
注
」
は
【
一
】
に
見
え
な
い
語
の
み
を

記
載
し
た
。
ま
た
、【
一
】
と
の
比
較
校
訂
を
行
い
、
相
違
点
が
あ
る
箇
所
は
語
注
の
中
で
列
記
し
た
が
、
送
り
仮
名
の
違
い
に
つ
い
て

は
明
確
に
【
一
】
と
異
な
る
箇
所
の
み
を
記
載
し
た
。

①
無
相
窟
者
、
開
山
禪
師
所
憩
止
也
。

＊

　
無む

相そ
う

窟く
つ

は
、
開か

い

山さ
ん

禅ぜ
ん

師じ

憩け
い

止し

す
る
所
な
り
。

＊

　
無
相
窟
は
、〔
瑞ず

い

巌が
ん

円ぜ
ん

福ぷ
く

禅ぜ
ん

寺じ

の
〕
第
一
世
が
留と

ど

ま
ら
れ
た
場
所
で
あ
る
。

＊

○�

瑞ず
い

巌が
ん

寺じ

所
蔵
の
『
松ま

つ

島し
ま

諸し
ょ

勝し
ょ
う

記き

』
に
所
収
さ
れ
て
い
る
、
法ほ

っ

身し
ん

性し
ょ
う

西さ
い

禅ぜ
ん

師じ

（
一
一
八
九
～
一
二
七
三
）
と
円え

ん

福ぷ
く

寺じ

開か
い

基き

・
北ほ

う

条じ
ょ
う

時と
き

頼よ
り

公
（
一
二
二
七
～
六
三
）

が
邂か

い

逅こ
う

し
た
と
い
う
「
無む

相そ
う

窟く
つ

」
に
関
す
る
記
述
。『
松
島
諸
勝
記
』
の
撰せ

ん

者じ
ゃ

は
前
述
【
一
】『
龍

り
ゅ
う

山ざ
ん

三さ
ん

開か
い

祖そ

伝で
ん

』
と
同
じ
く
夢む

庵あ
ん

如に
ょ

幻げ
ん

禅
師
（
一
六
五
九

～
一
七
三
八
）。
松
島
に
所
在
す
る
寺
社
の
縁え

ん

起ぎ

や
地
名
の
故こ

事じ

来ら
い

歴れ
き

な
ど
を
地
誌
学
的
な
視
点
か
ら
記
述
・
紹
介
し
た
も
の
。
享

き
ょ
う

保ほ
う

元
年
（
一
七
一
六
）

の
成
立
だ
が
原
本
は
失
わ
れ
、
現
存
す
る
も
の
は
文ぶ

ん

化か

十
三
年
（
一
八
一
六
）、
象ぞ

う

外が
い

慧え

休き
ゅ
う

禅
師
（
生
没
年
不
詳
）
の
手
に
よ
る
書
写
本
。

○�

「
無
相
窟
」
は
現
在
「
法ほ

っ

身し
ん

窟く
つ

」
と
呼
ば
れ
て
い
て
、
瑞ず

い

巌が
ん

寺じ

の
受
付
所
左
手
に
あ
る
。「
無
相
窟
」
の
命
名
は
、
瑞
巌
寺
百
一
世
・
鵬ほ

う

雲う
ん

東と
う

搏ば
く

禅
師

（
一
六
一
二
頃
～
一
七
〇
三
）。
後
述
、
⑩
に
「
鵬
雲
先
師
掲
額
曰
無
相
窟
。（
鵬ほ

う

雲う
ん

先せ
ん

師し

、
額が

く

を
掲か

か

げ
て
「
無
相
窟
」
と
曰い

う
。）」
と
あ
る
こ
と
に
よ
る
。「
法
身
窟
」

の
名
称
は
、
仙せ

ん

台だ
い

藩は
ん

の
画
員
・
史
官
で
あ
っ
た
佐さ

久く

間ま

洞ど
う

巌が
ん

（
一
六
五
三
～
一
七
三
六
）
が
享

き
ょ
う

保ほ
う

四
年
（
一
七
一
九
）
に
完
成
さ
せ
た
『
奥お

う

羽う

観か
ん

蹟せ
き

聞ぶ
ん

老ろ
う
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志し

』
巻
七
「
松ま

つ

島し
ま

寺で
ら

」
の
項
に
「
寺
畔
有
岩
洞
、
曰
法
身
窟
。
始
祖
坐
禅
于
此
（
寺じ

畔は
ん

に
岩
洞
有
り
、「
法
身
窟
」
と
曰
う
。
始し

祖そ

、
此こ

こ
に
坐
禅
す
）」
と
見
え

る
の
が
現
在
確
認
で
き
る
最
古
の
資
料
。

○�

無
相
窟
者
、
開
山
禪
師
所
憩
止
也
＝
「
憩け

い

止し

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
や
す
む
。
い
こ
う
。
休
憩
」（
巻
四
・p.1189

）
と
あ
る
。
文
脈
か
ら
「
留と

ど

ま
ら
れ
た
」
と
意
訳
し
た
。

②�

禪
師
諱
法
身
、〈
舊
作
心
字
。〉
號
性
西
。
常
陸
州
眞
壁
郡
猫
島
邑
之
産
。
俗
名
平
四
郎
、
幼
喪
父
母
。
逮
其
長
、
仕
州
牧
執
賤
役
。
牧
偶
々

出
行
。
師
從
而
跋
扈
焉
。
牧
有
事
痛
罵
師
。
因
其
怒
心
未
止
、
著
屐
蹴
師
。
當
其
輔
車
、
即
折
屐
齒
。
於
是
師
含
羞
潜
逭
去
。
乃
懷
其

屐
齒
、
以
爲
入
道
助
緣
之
物
。
遂
入
禪
寺
剃
除
鬚
髪
、
踏
遍
諸
州
不
憚
苦
修
。
後
附
商
舶
入
宋
地
。

＊

　�

禅ぜ
ん

師じ

、
諱い

み
なは

法ほ
っ

身し
ん

、〈
旧も

と
「
心
」
の
字
に
作
る
。〉
性

し
ょ
う

西さ
い

と
号ご

う

す
。
常ひ

た

陸ち
の

州く
に

真ま

壁か
べ

郡ご
お
り

猫ね
こ

島し
ま

邑む
ら

の
産う

ま

れ
な
り
。
俗ぞ

く

名み
ょ
うは

平へ
い

四し

郎ろ
う

。
幼よ

う

に
し
て
父
母

を
喪そ

う

す
。
其そ

の
長ち

ょ
うと

な
る
に
逮お

よ

ん
で
、
州

し
ゅ
う

牧ぼ
く

に
仕つ

か

え
て
賤せ

ん

役え
き

を
執と

る
。
牧ぼ

く

、
偶た

ま

々た
ま

出
て
行
く
。
師し

、
従

し
た
が

っ
て
跋ば

っ

扈こ

す
。
牧
、
事こ

と

有
り
て

痛い
た

く
師
を
罵の

の
しる
。
其
の
怒ど

心し
ん

、
未い

ま

だ
止や

ま
ざ
る
に
因よ

っ
て
、
屐

あ
し
か
たを
著つ

け

て
師
を
蹴け

る
。
其
の
輔ほ

車し
ゃ

に
当あ

た

り
て
、
即
ち
屐げ

き

歯し

を
折く

だ

く
。
是こ

こ

に
於お

い
て
、
師
、
羞は

じ

を
含ふ

く

み
て
潜ひ

そ

か
に
逭の

が

れ
去
る
。
乃す

な
わち
其
の
屐
歯
を
懐

ふ
と
こ
ろに
し
て
、
以も

っ

て
入

に
ゅ
う

道ど
う

助じ
ょ

縁え
ん

の
物
と
為す

。
遂つ

い

に
禅ぜ

ん

寺で
ら

に
入
り
て

鬚し
ゅ

髪ほ
つ

を
剃て

い

除じ
ょ

し
、
諸し

ょ

州し
ゅ
うを
踏と

う

遍へ
ん

し
て
苦く

修し
ゅ
うを
憚は

ば
から
ず
。
後の

ち
、
商

し
ょ
う

舶は
く

に
附つ

い
て
宋そ

う

地ち

に
入
る
。

＊

　�〔
瑞ず

い

巌が
ん

円え
ん

福ぷ
く

禅ぜ
ん

寺じ

の
〕
開か

い

山さ
ん

は
僧そ

う

名め
い

を
法ほ

っ

身し
ん

〈
古
く
は
「
法ほ

っ

心し
ん

」
と
表
記
さ
れ
た
。〉
と
い
い
、
道ど

う

号ご
う

を
性

し
ょ
う

西さ
い

と
い
う
。〔
現
在
の
〕
茨

い
ば
ら

城き

〔
県
筑ち

く

西せ
い

市
〕
猫ね

こ

島し
ま

の
出
身
で
、
俗ぞ

く

名み
ょ
うを
平へ

い

四し

郎ろ
う

と
い
っ
た
。
幼
少
時
に
父
母
を
亡な

く
し
、
や
が
て
、
真ま

壁か
べ

郡ご
お
りの
領

り
ょ
う

主し
ゅ

に
従

じ
ゅ
う

僕ぼ
く

と
し
て
仕つ

か

え
た
。

〔
あ
る
日
、〕
領
主
が
出
か
け
る
と
い
う
の
で
、
平
四
郎
は
〔
そ
れ
に
〕
従

し
た
が

っ
て
お
供と

も

を
し
た
。〔
そ
の
時
、〕
事
件
が
起
こ
り
、
領
主
は

平
四
郎
を
痛つ

う

烈れ
つ

に
罵

の
の
し

っ
た
。
そ
れ
で
も
怒い

か

り
が
収お

さ

ま
ら
な
い
の
で
、〔
領
主
は
〕
下げ

駄た

を
履は

い
て
平
四
郎
を
蹴け

り
上あ

げ
た
。〔
蹴
り
は
〕

平
四
郎
の
頬ほ

お

骨ぼ
ね

と
歯は

茎ぐ
き

に
当
た
り
、
下
駄
の
歯は

が
折お

れ
た
。
辱

は
ず
か
しめ

を
受
け
た
平
四
郎
は
、
ひ
っ
そ
り
と
〔
真
壁
を
〕
後
に
し
た
。
折
れ

た
下
駄
の
歯
を
胸
に
抱い

だ

い
て
仏
道
入
門
へ
の
心
の
支
え
と
し
、
や
が
て
禅ぜ

ん

寺で
ら

で
髪か

み

と
鬚ひ

げ

を
剃そ

り
落
と
し
て
出

し
ゅ
っ

家け

し
た
。
各
地
を
遍へ

ん

歴れ
き

し

て
熱
心
に
修
行
に
励は

げ

み
、
後
に
商
船
に
乗
っ
て
宋そ

う

へ
と
渡
っ
た
。
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＊

○�

禪
師
諱
法
身
…
後
附
商
舶
入
宋
地
＝
【
一
】
②
と
同
じ
文
章
で
あ
る
。

○�

文
中
に
法ほ

う

諱き

は
見
え
な
い
が
、
出
家
時
に
師し

僧そ
う

よ
り
法
諱
を
授
け
ら
れ
て
い
る
は
ず
な
の
で
、
以
下
、「
平
四
郎
」
で
は
な
く
「
法
身
」
と
表
記
す
る
。

③�

抵
臨
安
府
見
佛
鑑
禪
師
於
徑
山
。
就
而
求
開
示
。
鑑
於
圓
相
中
書
丁
字
示
之
。
師
留
席
下
單
提
研
究
。
寢
食
兩
忘
骨
臋
腫
爛
。
性
堅
硬

而
志
氣
不
撓
者
九
年
、
竟
於
萬
物
中
現
丁
字
。
師
不
屑
焉
。
漸
經
歳
序
心
地
明
白
。
辭
徑
山
歸
本
朝
。

＊

　�

臨り
ん

安あ
ん

府ふ

に
抵い

た

っ
て
仏ぶ

っ

鑑か
ん

禅ぜ
ん

師じ

に
径き

ん

山ざ
ん

に
見ま

み

ゆ
。
就つ

い
て
開か

い

示じ

を
求
む
。
鑑か

ん

、
円え

ん

相そ
う

の
中
に
於お

い
て
、「
丁て

い

」
の
字
を
書し

る

し
て
之こ

れ
を
示
す
。

師
、
席せ

き

下か

に
留と

ど

ま
り
て
単た

ん

提て
い

研け
ん

究き
ゅ
うし

て
、
寝し

ん

食し
ょ
く

両ふ
た
つ
な
がら

忘わ
す

れ
、
骨こ

つ

臀で
ん

腫む
く

み
爛た

だ

れ
る
。
性し

ょ
う、

堅け
ん

硬こ
う

に
し
て
、
志し

気き

、
撓た

わ
まざ

る
も
の
九
年
、
竟つ

い

に
万ば

ん

物ぶ
つ

の
中
に
丁
の
字
を
現あ

ら
わす

。
師
、
屑

も
の
の
かず

と
せ
ず
。
漸よ

う
やく

歳さ
い

序じ
ょ

を
経へ

て
、
心し

ん

地ち

明め
い

白は
く

な
り
。
径
山
を
辞じ

し
て
本ほ

ん

朝ち
ょ
うに

帰
る
。

＊

　�〔
南な

ん

宋そ
う

の
国こ

く

都と

〕
臨り

ん

安あ
ん

府ふ

へ
と
辿た

ど

り
着つ

い
た
法ほ

っ

身し
ん

は
、
径き

ん

山ざ
ん

〔
に
あ
る
能の

う

仁に
ん

興こ
う

聖し
ょ
う

万ま
ん

寿じ
ゅ

禅ぜ
ん

寺じ

〕
に
お
い
て
仏ぶ

っ

鑑か
ん

禅ぜ
ん

師じ

・
無ぶ

準じ
ゅ
ん

師し

範ぱ
ん

と
対た

い

面め
ん

し
た
。〔
そ
こ
で
、〕
無ぶ

準じ
ゅ
ん

禅ぜ
ん

師じ

に
、
禅ぜ

ん

の
真し

ん

髄ず
い

に
つ
い
て
尋た

ず

ね
た
。
無
準
禅
師
は
円
を
描え

が

き
、
そ
の
中
に
「
丁て

い

」
の
字
を
書
い
て
〔
法

身
に
〕
与あ

た

え
た
。
法
身
は
無
準
禅
師
の
下も

と

で
、
一い

っ

心し
ん

に
〔「
円え

ん

相そ
う

に
丁て

い

字じ

」
の
〕
公こ

う

案あ
ん

に
取
り
組
み
、
寝
る
間
を
惜お

し
ん
で
、
食
事
を

取
る
こ
と
も
忘
れ
て
〔
坐ざ

禅ぜ
ん

を
し
た
の
で
〕、
尻し

り

が
腫は

れ
上
が
り
爛た

だ

れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
堅か

た

く
強
い
意
志
を
も
ち
、
挫く

じ

け
ず
に
〔
修

行
を
〕
続
け
る
こ
と
九
年
、
つ
い
に
、
日
常
の
あ
ら
ゆ
る
物も

の

事ご
と

の
中
に
「
丁
」
の
字
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
法
身
は
、
ま

だ
本
当
の
悟さ

と

り
を
得え

て
い
な
い
と
思
っ
〔
て
、
さ
ら
に
修
行
を
重
ね
〕
た
。
一
年
後
、
大だ

い

悟ご

徹て
っ

底て
い

し
〔
た
法
身
は
無
準
禅
師
よ
り
印い

ん

可か

を
受
け
〕、
径
山
〔
で
の
修
行
を
終
え
、
皆
〕
に
別
れ
を
告
げ
て
日
本
へ
と
帰
っ
た
。

＊

○�

抵
臨
安
府
見
佛
鑑
禪
師
於
徑
山
…
辭
徑
山
歸
本
朝
＝
【
一
】
③
で
は
「
單
提
研
究
ス4

（
単た

ん

提て
い

研け
ん

究き
ゅ
うす

）
44

」
と
あ
る
箇
所
が
、「
單
提
研
究
シ
テ
4

4

（
単
提
研
究

し
て

4

4

）」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
以
外
は
同
じ
文
章
で
あ
る
。

○�

「
円
相
に
丁
字
」
の
公
案
に
よ
り
大だ

い

悟ご

徹て
っ

底て
い

し
、
印い

ん

可か

を
受
け
た
の
で
、
以
降
、「
法ほ

っ

身し
ん

禅ぜ
ん

師じ

」
と
表
記
す
る
。
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④
徑
來
松
島
堅
定
巖
窟
。
紙
衣
草
座
、
恬
度
寒
燠
。
一
粥
經
三
四
日
、
或
累
日
絶
飧
。
更
無
顧
問
供
養
者
。

＊

　�
径た

だ

ち
に
松ま

つ

島し
ま

に
来
た
り
て
巌が

ん

窟く
つ

に
堅か

た

く
定じ

ょ
うす

。
紙し

衣え

草そ
う

座ざ

、
恬て

ん

と
し
て
寒か

ん

燠い
く

を
度わ

た

る
。
一い

っ

粥し
ゅ
く、

三
、四
日
を
経へ

、
或あ

る

い
は
日
を
累か

さ
ねて

飧め
し

を
絶た

つ
。
更さ

ら

に
顧こ

問も
ん

、
供く

養よ
う

す
る
者も

の

無な

し
。

＊

　�〔
日
本
に
戻も

ど

っ
た
法ほ

っ

身し
ん

禅ぜ
ん

師じ

は
、〕
他
の
こ
と
に
は
目
も
く
れ
ず
松ま

つ

島し
ま

に
や
っ
て
来
て
、
洞ど

う

窟く
つ

に
居き

ょ

を
定さ

だ

め
た
。
紙
で
作
っ
た
粗そ

末ま
つ

な
衣

こ
ろ
も

を
身
に
着
け
、
草
を
座ざ

蒲ぶ

団と
ん

に
し
て
坐す

わ

り
、
暑
い
時
も
寒
い
時
も
心

こ
こ
ろ

穏お
だ

や
か
に
〔
日
々
を
〕
暮
ら
し
た
。
一
度
の
粥か

ゆ

で
三
～
四
日
を
過

ご
し
、
何
日
か
絶ぜ

っ

食し
ょ
くす

る
こ
と
も
あ
っ
た
。
気
に
掛
け
て
訪た

ず

ね
て
来
る
人
も
、
飲
食
な
ど
の
世
話
を
し
て
く
れ
る
者
も
い
な
か
っ
た
。

＊

○
徑
來
松
島
堅
定
巖
窟
…
更
無
顧
問
供
養
者
＝
【
一
】
④
と
同
じ
文
章
で
あ
る
。

⑤�

先
是
天
台
慈
覺
大
師
來
而
開
此
山
居
焉
。
其
徒
相
繼
而
僧
坊
不
下
一
百
所
。
咸
巖
栖
穴
處
。
然
去
聖
時
邈
、
緇
則
凌
夷
、
法
弊
益
夥
矣
。

甚
則
飮
啖
酒
肉
、
眩
惑
色
境
。

＊

　�

是こ

れ
よ
り
先
、
天て

ん

台だ
い

の
慈じ

覚か
く

大だ
い

師し

来
た
り
て
此こ

の
山
を
開
い
て
居い

る
。
其そ

の
徒と

、
相あ

い
継つ

い
で
、
僧そ

う

坊ぼ
う

一
百
所
に
下く

だ

ら
ず
。
咸

こ
と
ご
とく
巌が

ん

栖せ
い

に
穴け

っ

処し
ょ

す
。
然し

か

る
に
聖ひ

じ
りを
去
る
こ
と
時と

き

邈は
る
かに
し
て
、
緇し

則そ
く

凌り
ょ
う

夷い

し
、
法ほ

う

弊へ
い

益ま
す
ま
す

夥お
び
た
だし
。
甚

は
な
は
だし
き
則と

き

ん
ば
酒し

ゅ

肉に
く

を
飲い

ん

啖た
ん

し
、
色し

き

境き
ょ
うに
眩げ

ん

惑わ
く

す
。

＊

　�

こ
れ
よ
り
も
昔
〔
の
こ
と
〕、
天て

ん

台だ
い

宗し
ゅ
うの
〔
僧そ

う

、〕
慈じ

覚か
く

大だ
い

師し

〔・円え
ん

仁に
ん

〕
が
、
こ
の
〔
松
島
の
〕
地
に
〔
延え

ん

福ぷ
く

寺じ

と
い
う
〕
寺
を
開
い
た
。

天
台
の
教
え
は
〔
松
島
に
〕
広
ま
り
、
僧
が
起き

居き
ょ

す
る
場
所
は
百
を
超こ

え
る
ほ
ど
だ
っ
た
。
皆み

な

、
岩
を
掘ほ

っ
た
洞ど

う

窟く
つ

に
住
ん
で
い
〔
て
、

そ
の
中
で
修
行
し
〕
た
。
し
か
し
、
円
仁
が
去
っ
て
か
ら
何
百
年
も
経
過
す
る
と
、
戒か

い

律り
つ

は
疎お

ろ
そか

に
な
り
、
教
え
は
蔑

な
い
が
しろ

に
さ
れ
て
い
っ

た
。
酷ひ

ど

い
時
に
は
酒
を
飲
み
肉
を
食
ら
い
、
情

じ
ょ
う

欲よ
く

に
惑ま

ど

わ
さ
れ
る
者
も
い
た
。

＊
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○
先
是
天
台
慈
覺
大
師
來
而
開
此
山
居
焉
…
眩
惑
色
境
＝
【
一
】
⑤
と
同
じ
文
章
で
あ
る
。

⑥�
于
時
平
副
帥
時
頼
齒
已
埀
而
立
鏟
䰂
曰
道
崇
。〈
世
曰
最
明
寺
。〉
正
元
文
應
之
間
混
跡
雲
水
濳
巡
西
東
。
經
由
此
地
日
勢
既
傾
。
就
坊
舎

求
宿
。
主
僧
不
許
之
。
列
坊
次
第
扣
焉
。
或
呵
罵
趂
出
、
或
使
奴
僕
捶
焉
。
崇
畏
怖
逃
去
。

＊

　�

時
に
平

た
い
ら
の

副ふ
く

帥す
い

時と
き

頼よ
り

、
歯

よ
わ
い

已す
で

に
而じ

立り
つ

に
垂

な
ん
な
んと

し
て
、
䰂か

み

を
鏟け

ず

り
て
道ど

う

崇す
う

と
曰い

う
。〈
世
に
最さ

い

明み
ょ
う

寺じ

と
曰
う
。〉
正

し
ょ
う

元げ
ん

、
文ぶ

ん

応お
う

の
間あ

い
だ、

跡あ
と

を
雲う

ん

水す
い

に

混お
な
じう

し
て
潜ひ

そ

か
に
西せ

い

東と
う

を
巡め

ぐ

る
。
此こ

の
地
に
経け

い

由ゆ

し
て
、
日に

っ

勢せ
い

既す
で

に
傾か

た
むく

。
坊ぼ

う

舎し
ゃ

に
就つ

い
て
宿や

ど

を
求
む
。
主し

ゅ

僧そ
う

、
之こ

れ
を
許
さ
ず
。
列れ

つ

坊ぼ
う

、
次し

第だ
い

に
扣た

た

く
。
或あ

る

い
は
呵か

罵ば

し
て
趁お

い
出
し
、
或
い
は
奴ぬ

僕ぼ
く

を
し
て
捶う

た
せ
し
む
。
崇す

う

、
畏い

怖ふ

し
て
逃の

が

れ
去
る
。

＊

　�

さ
て
、
鎌か

ま

倉く
ら

幕ば
く

府ふ

五
代
執し

っ

権け
ん

・
北ほ

う

条じ
ょ
う

時と
き

頼よ
り

公こ
う

は
、
三
十
歳
に
な
る
少
し
前
に
出

し
ゅ
っ

家け

し
、
道ど

う

崇す
う

と
名
乗
っ
た
。〈
世
間
で
は
最さ

い

明み
ょ
う

寺じ

と
呼
ば
れ
て

い
る
。〉〔
時
頼
公
は
〕
正

し
ょ
う

元げ
ん

元
年
か
ら
文ぶ

ん

応お
う

二
年
（
一
二
五
九
～
六
一
）
の
間あ

い
だ、

修し
ゅ

行ぎ
ょ
う

僧そ
う

の
格か

っ

好こ
う

を
し
て
日
本
各
地
を
廻ま

わ

っ
た
〔
と
い
う
〕。

松
島
を
通
り
か
か
っ
た
時
に
日
が
暮
れ
た
の
で
、〔
延え

ん

福ぷ
く

寺じ

の
〕
僧そ

う

坊ぼ
う

に
〔
一
夜
の
〕
宿
を
求
め
た
。〔
し
か
し
、〕
僧
坊
の
住

じ
ゅ
う

職し
ょ
くは
こ
れ

を
許
さ
な
か
っ
た
。
他
の
僧
坊
に
も
順
々
に
声
を
掛か

け
た
が
、
あ
る
と
こ
ろ
で
は
怒ど

鳴な

り
散ち

ら
さ
れ
、
あ
る
と
こ
ろ
で
は
使
用
人
に
叩た

た

き
出
さ
れ
た
の
で
、
時
頼
公
は
恐
れ
て
〔
そ
の
場
を
〕
離
れ
た
。

＊

○�

于
時
平
副
帥
時
頼
齒
已
埀
而
立
鏟
䰂
曰
道
崇
…
崇
畏
怖
逃
去
＝
【
一
】
⑥
で
は
「
崇
皇4

愳4

逃
去
（
崇す

う

、
皇こ

う

懼く

し
て
逃の

が

れ
去
る
）」
と
あ
る
箇
所
が
、「
崇
畏4

怖4

逃
去
（
崇
、
畏い

怖ふ

し
て
逃
れ
去
る
）」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
以
外
は
同
じ
文
章
で
あ
る
。

　�「
畏
怖
」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
大
い
に
お
そ
れ
る
」（
巻
七
・p.1090
）
と
あ
り
、「
皇
懼
」
と
同
義
。

⑦�

既
而
盻
路
旁
、
有
岩
窟
可
容
膝
。
崇
忻
然
便
入
焉
。
窟
中
有
一
老
僧
。
蓬
首
垢
面
株
枯
而
坐
。
宛
如
禿
居
士
。
然
而
道
貌
不
凢
、
眼
光

射
人
。
卽
是
師
也
。
崇
鞠
躬
謂
曰
、
水
雲
孤
僧
困
甚
。
日
晡
迷
方
所
。
道
人
願
埀
憐
焉
。
師
曰
、
汝
莫
妄
想
。
夫
沙
門
睹
三
界
爲
旅
泊
、

安
一
心
爲
本
宅
。
更
誰
爲
主
誰
爲
賓
。
崇
聞
之
以
爲
眞
個
得
道
人
。
便
進
前
曰
、
若
與
麼
、
道
人
速
去
。
我
卽
住
在
。
師
曰
、
汝
已
爲
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賓
中
賓
了
。
崇
曰
、
如
何
是
主
中
主
。
師
便
喝
。
崇
曰
、
見
箇
甚
麼
道
理
。
師
曰
、
禪
門
只
圖
見
性
。
別
無
道
理
可
説
。
崇
禮
拜
而
坐
。

師
曰
、
我
無
儋
石
之
儲
。
不
知
、
何
以
慰
勞
。
汝
勿
忍
飢
煩
惱
。
崇
傾
槖
得
黄
粱
僅
可
二
三
勺
、
乃
投
之
瓦
鉢
煨
而
爲
糜
、
分
其
半
以

供
師
。
通
暁
清
話
宛
如
舊
好
。
崇
曰
、
道
人
住
此
地
多
少
時
。
師
曰
、
我
不
記
春
秋
。
不
拘
造
化
。
任
性
逍
遙
、
隨
緣
放
曠
。
崇
請
益

弗
止
。
師
提
徑
山
心
要
示
直
指
道
。
崇
喜
宿
霧
乍
披
。
由
是
淹
留
累
夕
。
覃
其
告
別
、
不
與
陽
名
姓
。

＊

　�

既す
で

に
し
て
路み

ち

の
旁か

た
わら

を
盻か

え
りみ

れ
ば
、
岩が

ん

窟く
つ

の
膝ひ

ざ

を
容い

る
べ
き
有
り
。
崇す

う

、
忻き

ん

然ぜ
ん

と
し
て
便す

な
わち

入い

る
。
窟く

っ

中ち
ゅ
うに

一ひ
と

り
の
老ろ

う

僧そ
う

有
り
。
蓬ほ

う

首し
ゅ

垢こ
う

面め
ん

、
株し

ゅ

枯こ

し
て
坐ざ

す
。
宛あ

た
かも

禿と
く

居こ

士じ

の
如ご

と

し
。
然し

か

れ
ど
も
道ど

う

貌ぼ
う

、
凡ぼ

ん

な
ら
ず
し
て
、
眼が

ん

光こ
う

、
人
を
射い

る
。
即す

な
わち

是こ

れ
師し

な
り
。
崇
、

鞠き
く

躬き
ゅ
うし

て
謂い

い
て
曰い

わ

く
、「
水す

い

雲う
ん

の
孤こ

僧そ
う

、
困こ

う

ず
る
こ
と
甚

は
な
は
だし

。
日ひ

晡く

れ
て
方ほ

う

所し
ょ

に
迷
う
。
道ど

う

人に
ん

、
願ね

が

わ
く
は
憐あ

わ
れみ

を
垂た

れ
よ
」
と
。
師
、

曰
く
、「
汝な

ん
じ、

妄も
う

想ぞ
う

す
る
こ
と
莫な

か

れ
。
夫そ

れ
沙し

ゃ

門も
ん

は
三さ

ん

界が
い

を
睹み

て
旅り

ょ

泊は
く

と
為な

し
、
一い

っ

心し
ん

を
安や

す

ん
じ
て
本ほ

ん

宅た
く

と
為
す
。
更さ

ら

に
誰た

れ

を
か
主し

ゅ

と

為
し
誰
を
か
賓ひ

ん

と
為
さ
ん
」
と
。
崇
、
之こ

れ
を
聞
き
て
以も

っ

て
、「
真し

ん

個こ

得と
く

道ど
う

の
人
な
り
」
と
為す

。
便す

な
わち

進し
ん

前ぜ
ん

し
て
曰
く
、「
若も

し
与よ

麼も

な

ら
ば
、
道
人
速す

み

や
か
に
去さ

れ
。
我わ

れ
即す

な
わち

住
じ
ゅ
う

在ざ
い

せ
ん
」
と
。
師
、
曰
く
、「
汝
已す

で

に
賓ひ

ん

中ち
ゅ
うの

賓
と
為
り
了お

わ

れ
り
」
と
。
崇
、
曰
く
、「
如い

何か

な
る
か
是
れ
主し

ゅ

中ち
ゅ
うの
主
」
と
。
師
、
便
ち
喝か

っ

す
。
崇
、
曰
く
、「
箇こ

の
甚な

麼ん

の
道ど

う

理り

を
か
見
る
」
と
。
師
、
曰
く
、「
禅ぜ

ん

門も
ん

は
只た

だ
見け

ん

性し
ょ
うを
図は

か

る
。
別べ

つ

に
道
理
の
説と

く
べ
き
無
し
」
と
。
崇
、
礼ら

い

拝は
い

し
て
坐ざ

す
。
師
、
曰
く
、「
我
れ
に
儋た

ん

石せ
き

の
儲た

く
わえ
無
し
。
知
ら
ず
、
何
を

以も
っ

て
か
慰い

労ろ
う

せ
ん
。
汝
、
飢う

え
を
忍し

の

び
て
煩ぼ

ん

悩の
う

す
る
こ
と
勿な

か

れ
」
と
。
崇
、
槖ふ

く
ろを
傾か

た
むけ
て
黄こ

う

粱り
ょ
う

僅わ
ず

か
に
二
三
勺
ば
か
り
を
得え

、
乃す

な
わち
之

れ
を
瓦が

鉢は
つ

に
投と

う

じ
て
煨わ

い

し
て
糜か

ゆ

と
為
し
、
其そ

の
半な

か

ば
を
分わ

け
て
以
て
師
に
供き

ょ
うす
。
通つ

う

暁ぎ
ょ
う

清せ
い

話わ

し
て
宛あ

た
かも
旧

き
ゅ
う

好こ
う

の
如ご

と

し
。
崇
、
曰
く
、「
道

人
、
此こ

の
地
に
住じ

ゅ
うす
る
こ
と
多た

少し
ょ
うの
時と

き

ぞ
」
と
。
師
、
曰
く
、「
我わ

れ
春

し
ゅ
ん

秋じ
ゅ
うを
記し

る

さ
ず
。
造ぞ

う

化か

に
拘

か
か
ず
らわ
ず
。
性し

ょ
うに
任ま

か

せ
て
逍

し
ょ
う

遙よ
う

し
、
縁え

ん

に
随

し
た
が

っ
て
放ほ

う

曠こ
う

た
り
」
と
。
崇
、
請し

ん

益え
き

し
て
止や

ま
ず
。
師
、
径き

ん

山ざ
ん

の
心し

ん

要よ
う

を
提ひ

っ
さげ
て
直じ

き

指し

の
道
を
示し

め

す
。
崇
、
宿

し
ゅ
く

霧む

の
乍た

ち
まち
に
披ひ

ら

く
を

喜よ
ろ
こぶ
。
是こ

れ
に
由よ

り
て
淹え

ん

留り
ゅ
うす
る
こ
と
夕ゆ

う
べを
累か

さ

ぬ
。
其そ

の
別
れ
を
告つ

ぐ
る
に
覃お

よ

ん
で
、
与と

も

に
名め

い

姓せ
い

を
陽あ

ら
わさ
ず
。

＊

　�

し
ば
ら
く
歩ほ

を
進
め
、〔
ふ
と
〕
道み

ち

端ば
た

に
目
を
向
け
る
と
、〔
そ
こ
に
は
〕
洞ど

う

窟く
つ

が
あ
っ
た
。
時と

き

頼よ
り

公
は
喜
ん
で
中
に
入
っ
た
。〔
す
る
と
、〕

洞
窟
の
中
に
は
一
人
の
年と

し

老お

い
た
僧
が
い
た
。
髪か

み

は
乱み

だ

れ
、
顔
は
垢あ

か

ま
み
れ
で
、〔
ま
る
で
〕
枯か

れ
た
切
り
株か

ぶ

の
よ
う
に
坐す

わ

っ
て
い
た
。

一い
っ

見け
ん

、
破は

戒か
い

僧そ
う

の
よ
う
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
表

ひ
ょ
う

情じ
ょ
うや

物も
の

腰ご
し

は
並な

み

外は
ず

れ
た
も
の
が
あ
り
、
両

り
ょ
う

眼め

に
は
鋭す

る
どい

光
を
宿や

ど

し
て
い
た
。
こ
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の
人
物
こ
そ
、
法ほ

っ

身し
ん

禅ぜ
ん

師じ

で
あ
る
。
時
頼
公
は
身
を
屈か

が

め
、
畏か

し
こま

っ
て
口
を
開
き
、「
私
は
修
行
の
〔
た
め
に
各
地
を
廻ま

わ

っ
て
い
る
〕

者
で
す
が
、〔
今
、〕
と
て
も
困
っ
て
い
ま
す
。
日
が
暮
れ
て
道
に
迷
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
和お

尚し
ょ
う

様
、
ど
う
か
慈じ

悲ひ

を
お
か
け
下
さ
い
」

と
言
っ
た
。〔
そ
れ
に
対
し
〕
法
身
禅
師
は
、「
そ
な
た
、
余
計
な
こ
と
を
考
え
て
は
い
け
な
い
。
そ
も
そ
も
出

し
ゅ
っ

家け

者し
ゃ

は
こ
の
世
界
を
旅

の
宿
と
す
る
も
の
で
あ
り
、心
が
安
ら
か
で
あ
れ
ば
、ど
ん
な
場
所
で
あ
っ
て
も
、そ
の
場
所
が
自
分
の
場
所
と
な
る
も
の
だ
。改あ

ら
ため

て
、

誰だ
れ

が
主
人
で
、
誰
が
客
だ
と
い
う
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
」
と
答
え
た
。
そ
れ
を
聞
い
た
時
頼
公
は
、「
真し

ん

に
悟さ

と

り
を
得え

た
方
だ
」
と

思
い
、
更さ

ら

に
進
み
出
て
、「
も
し
、
そ
う
だ
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
和
尚
様
は
、
す
ぐ
に
〔
こ
の
場
所
を
〕
立
ち
去
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

私
が
〔
こ
こ
に
〕
留と

ど

ま
ろ
う
と
思
い
ま
す
」
と
言
っ
た
。
法
身
禅
師
は
、「
そ
な
た
、〔
そ
ん
な
こ
と
を
言
う
よ
う
で
は
〕
衲わ

し

と
同
じ
で

悟
り
の
眼め

が
な
い
ぞ
」
と
答
え
た
。
時
頼
公
が
、「
で
は
、〔
主し

ゅ

客か
く

と
も
に
優す

ぐ

れ
て
お
り
、〕
悟
り
の
眼
が
あ
る
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で

す
か
」
と
尋
ね
る
と
、
法
身
禅
師
は
〔
、「
喝か

つ

！
」
と
〕
一い

っ

喝か
つ

さ
れ
た
。〔
そ
こ
で
〕
時
頼
公
は
、「
で
は
、〔
和
尚
様
が
仰

お
っ
し
ゃ

っ
た
〕
そ
の

こ
と
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
良
い
で
し
ょ
う
か
」と
尋
ね
た
。法
身
禅
師
は
、「
禅ぜ

ん

宗し
ゅ
うは

、自
分
の
中
に
仏ほ

と
けの

本ほ
ん

性し
ょ
うが

具そ
な

わ
っ

て
い
る
こ
と
を
自じ

覚か
く

す
る
宗

し
ゅ
う

旨し

で
あ
る
。
特
別
に
論ろ

ん

理り

を
説
く
こ
と
は
な
い
」
と
答
え
た
。
時
頼
公
は
低て

い

頭と
う

敬け
い

礼れ
い

し
、〔
そ
の
場
に
〕
坐
っ

た
。
法
身
禅
師
は
、「
こ
こ
に
は
食
料
の
蓄た

く
わえ
が
無
い
の
で
、〔
残
念
な
が
ら
〕
そ
な
た
を
も
て
な
す
こ
と
は
出
来
ぬ
。
空く

う

腹ふ
く

に
耐た

え
る

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
が
、〔
そ
の
こ
と
に
〕
執と

ら
わ
れ
な
い
よ
う
に
」
と
声
を
掛か

け
た
。〔
す
る
と
、〕
時
頼
公
は
袋ふ

く
ろか
ら
少
し
ば
か
り
大お

お

粟あ
わ

を
取
り
出
し
、
そ
れ
を
素す

焼や

き
の
鉢は

ち

に
入
れ
、〔
鉢
の
底
を
〕
熱
い
灰は

い

に
埋う

め
て
粥か

ゆ

を
作
り
、
半
分
を
法
身
禅
師
に
差
し
出
し
た
。〔
二

人
は
〕
仏ぶ

つ

道ど
う

に
つ
い
て
夜よ

通ど
お

し
語
り
合
い
、〔
そ
の
様
子
は
〕
あ
た
か
も
古
く
か
ら
の
知
人
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
時
頼
公
が
、「
和
尚
様
は
、

い
つ
か
ら
こ
こ
に
お
住
ま
い
で
す
か
」
と
尋
ね
る
と
、
法
身
禅
師
は
、「
衲
は
記
録
を
つ
け
た
り
は
し
て
い
な
い
〔
の
で
、
何
年
経た

っ

た
か
は
分
か
ら
ぬ
〕。〔
ま
た
、〕
天
地
に
縛し

ば

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
も
な
い
。〔
た
だ
、〕
気
の
向
く
ま
ま
、
心
の
赴お

も
むく
ま
ま
、
因い

ん

縁ね
ん

に
よ
っ

て
各
地
を
巡
っ
て
お
る
」
と
答
え
た
。
時
頼
公
は
更
に
教
え
を
請こ

う
た
の
で
、
法
身
禅
師
は
径き

ん

山ざ
ん

の
〔
無ぶ

準じ
ゅ
ん

禅ぜ
ん

師じ

か
ら
受う

け
嗣つ

い
だ
〕

禅ぜ
ん

の
真し

ん

髄ず
い

を
も
っ
て
、
惜お

し
む
こ
と
な
く
法
を
説
い
た
。
時
頼
公
は
〔
教
え
を
受
け
る
度た

び

、〕
立
ち
込
め
て
い
た
霧き

り

が
サ
ッ
と
晴
れ
て

い
く
よ
う
に
感
じ
て
大
い
に
喜
び
、
滞た

い

在ざ
い

は
夕
方
に
ま
で
及
ん
だ
。
別
れ
に
際さ

い

し
て
も
、
二
人
は
〔
自
分
の
〕
名
を
明
か
さ
な
か
っ
た
。

＊

○�

既
而
盻
路
旁
…
不
與
陽
名
姓
＝
【
一
】
⑦
で
は
「
有
巖
窟
4

4

可
容
膝
（
巌が

ん

窟く
つ

の
膝ひ

ざ

を
容い

る
べ
き
有
り
）」
と
あ
る
箇
所
が
、「
有
岩
窟
4

4

可
容
膝
（
岩が

ん

窟く
つ

の
膝
を
容
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る
べ
き
有
り
）」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
、
同
【
一
】
⑦
で
「
崇
聞
テ
之
以
ヘ
リ

4

4

4

爲
眞
個
得
道
ノ
人
ナ
リ
ト
（
崇
、
之こ

れ
を
聞
き
て
、「
真し

ん

個こ

得と
く

道ど
う

の
人
な
り
」

と
以お

も

え
り
）」
と
あ
る
箇
所
が
、「
崇
聞
テ
之
ヲ
以
テ
4

4

爲
眞
個
得
道
ノ
人
ナ
リ
ト
（
崇
、
之
れ
を
聞
き
て
以も

っ

て
、「
真
個
得
道
の
人
な
り
」
と
為す

）」
と
書
か
れ
て
い

る
こ
と
、
同
【
一
】
⑦
で
「
通
暁
清
話
シ
テ
宛
ト
シ
テ

4

4

4

4

如
シ
舊
好
ノ
（
通つ

う

暁ぎ
ょ
う

清せ
い

話わ

し
て
宛え

ん

と
し
て
旧

き
ゅ
う

好こ
う

の
如ご

と

し
）」
と
あ
る
箇
所
が
、「
通
暁
清
話
シ
テ
宛
モ
4

4

如
舊
好
（
通
暁
清
話
し
て
宛あ

た
かも
旧
好
の
如
し
）」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
、
同
【
一
】
⑦
で
「
由
是
淹
留
シ
テ

4

4

4

4

4

4

累
ヌ
夕
ヲ
（
是こ

れ
由よ

り
淹え

ん

留り
ゅ
うし
て
夕ゆ

う
べを
累か

さ

ぬ
）」
と

あ
る
箇
所
が
、「
由
テ
是
ニ
淹
留
ス
ル
コ
ト

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

累
ヌ
夕
ヲ
（
是
れ
に
由
り
て
淹
留
す
る
こ
と
夕
を
累
ぬ
）」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
以
外
は
同
じ
文
章
で
あ
る
。

　�「
岩
窟
」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
い
わ
や
。
岩
屋
。
巌
窟
」（
巻
四
・p.234

）
と
あ
り
、「
巌
窟
」
と
同
義
。

⑧�

崇
歸
鎌
倉
而
後
、
遣
武
騎
諸
卒
、
悉
擯
黜
台
徒
。
於
越
隨
平
帥
所
命
、
物
色
索
師
。
果
搜
得
之
窟
中
。
遂
相
攸
創
精
藍
。
號
山
曰
青
龍
、

目
寺
曰
圓
福
。
最
欲
俾
師
住
持
焉
。
師
確
乎
不
聽
。
然
平
帥
屈
請
、
竟
爲
開
山
始
祖
矣
。

＊

　�

崇
、
鎌か

ま

倉く
ら

に
帰か

え

り
て
後の

ち

、
武ぶ

騎き

諸し
ょ

卒そ
つ

を
遣つ

か

わ
し
、
悉

こ
と
ご
とく

台た
い

徒と

を
擯ひ

ん

黜ち
ゅ
つす

。
越こ

こ
に
於お

い
て
平へ

い

帥す
い

の
命め

い

ず
る
所
に
随

し
た
が

っ
て
、
物ぶ

っ

色し
ょ
くし

て
師

を
索も

と

む
。
果は

た
し
て
之こ

れ
を
窟く

っ

中ち
ゅ
うに
搜さ

ぐ

り
得え

た
り
。
遂つ

い

に
攸と

こ
ろを
相み

て
精

し
ょ
う

藍ら
ん

を
創は

じ

む
。
山
を
号ご

う

し
て
「
青せ

い

龍り
ゅ
う」
と
曰い

い
、
寺
を
目な

づ
け
て

「
円え

ん

福ぷ
く

」
と
曰い

う
。
最も

っ
とも
、
師
を
俾し

し
て
住

じ
ゅ
う

持じ

せ
し
め
ん
と
欲ほ

っ

す
。
師
、
確か

く

乎こ

と
し
て
聴き

か
ず
。
然し

か

れ
ど
も
平
帥
屈く

っ

請し
ょ
うし
て
、
竟つ

い

に
開か

い

山さ
ん

始し

祖そ

と
為な

す
。

＊

　�

鎌か
ま

倉く
ら

へ
と
戻も

ど

っ
た
時と

き

頼よ
り

公
は
〔
松ま

つ

島し
ま

に
〕
軍ぐ

ん

勢ぜ
い

を
派は

遣け
ん

し
、
天て

ん

台だ
い

僧そ
う

を
一
人
残
ら
ず
追
い
出
し
た
。
そ
し
て
、
時
頼
公
の
命
令
に
よ
っ

て
法ほ

っ

身し
ん

禅ぜ
ん

師じ

の
捜そ

う

索さ
く

が
行
わ
れ
、
予よ

期き

し
た
通
り
、
洞ど

う

窟く
つ

の
中
で
発
見
さ
れ
た
。
や
が
て
、〔
松
島
に
〕
新
し
く
寺
院
が
建こ

ん

立り
ゅ
うさ
れ
、
山さ

ん

号ご
う

を
「
青せ

い

龍り
ゅ
う」、
寺じ

名め
い

を
「
円え

ん

福ぷ
く

」
と
し
た
。〔
時
頼
公
は
〕
と
り
わ
け
、
法
身
禅
師
に
住
職
に
な
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
要よ

う

請せ
い

し
た
が
、

法
身
禅
師
は
頑か

た
くな
に
拒こ

ば

ん
だ
。
し
か
し
、
時
頼
公
が
礼れ

い

を
尽つ

く
し
て
〔
何
度
も
〕
願ね

が

わ
れ
る
の
で
〔
最
後
に
は
了

り
ょ
う

承し
ょ
うし
〕、〔
円え

ん

福ぷ
く

寺じ

の
〕

初し
ょ

代だ
い

住じ
ゅ
う

職し
ょ
くと

な
っ
た
。

＊

○�

崇
歸
鎌
倉
而
後
…
竟
爲
開
山
始
祖
矣
＝
【
一
】
⑧
で
「
最4

欲
ス
俾
シ
テ
師
住
持
セ
シ
メ
ン
ト
焉
（
最さ

い

、
師
を
し
て
住

じ
ゅ
う

持じ

俾せ
し

め
ん
と
欲ほ

っ

す
）」
と
あ
る
箇
所
が
、
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「
最
モ
4

4

欲
ス
俾
師
住
持
セ
シ
メ
ン
ト
焉
（
最も

っ
とも
、
師
を
俾し

し
て
住

じ
ゅ
う

持じ

せ
し
め
ん
と
欲ほ

っ

す
）」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
以
外
は
同
じ
文
章
で
あ
る
。

⑨�
東
福
寺
聖
一
國
師
嗣
法
佛
鑑
、
與
師
爲
法
門
昆
仲
。
宗
風
日
昌
道
聲
轟
海
内
。
諸
方
俊
彦
競
趨
、
輪
下
恒
盈
萬
指
。
師
、
聞
國
師
隻
眼

病
盲
、
而
贈
和
歌
一
首
。
曰
、
本
來
乃
面
目
惠
多
羅
者
、
水
母
殿
蝦
乃
眼
者
用
事
奈
賀
里
計
利
也
那
。
國
師
、
薫
盥
剥
緘
。
巻
舒
其
歌

一
唱
三
嘆
而
已
。
侍
僧
傳
寫
一
堂
徧
知
焉
。
皆
謂
、
松
島
法
心
、
苟
不
知
文
字
。
故
呈
箇
樣
醜
陋
。
一
人
唱
則
哄
堂
絶
倒
。
或
寫
童
行

所
取
扇
子
上
、
以
爲
笑
具
。
於
是
國
師
鳴
鐘
集
衆
、
勵
其
聲
呵
責
曰
、
箇
老
曽
明
大
法
眼
。
一
切
時
中
洒
洒
落
落
、
咳
唾
掉
臂
悉
是
西

來
意
、
所
贈
山
僧
道
歌
一
章
、
直
脱
根
塵
。
汝
等
諸
人
総
是
瞎
漢
、
所
謂
借
蝦
爲
目
、
無
自
己
分
。
妄
開
臭
口
謗
大
禪
佛
。
入
地
獄
如

箭
射
。
大
衆
驚
悸
懺
謝
其
罪
。

＊

　�

東と
う

福ふ
く

寺じ

・
聖

し
ょ
う

一い
ち

国こ
く

師し

も
法ほ

う

を
仏ぶ

っ

鑑か
ん

に
嗣つ

い
で
、
師
と
与と

も

に
法ほ

う

門も
ん

の
昆こ

ん

仲ち
ゅ
うた

り
。
宗

し
ゅ
う

風ふ
う

日ひ
に
ひに

昌さ
か
んに

し
て
、
道ど

う

声せ
い

海か
い

内だ
い

に
轟と

ど
ろく

。
諸し

ょ

方ほ
う

の
俊

し
ゅ
ん

彦げ
ん

、
競き

そ

い
趨お

も
むい

て
、
輪り

ん

下か

、
恒つ

ね

に
万ま

ん

指し

に
盈み

つ
。
師
、「
国こ

く

師し

の
隻せ

き

眼が
ん

、
病や

ま

い
肓こ

う

な
り
」
と
聞
き
て
、
和わ

歌か

一い
っ

首し
ゅ

を
贈お

く

る
。
曰い

わ

く
、「
本ホ

ン

来ラ
イ

乃ノ

面メ
ン

目モ
ク

恵ヱ

多タ

羅ラ

者ハ

水ク
ラ
ケ母
殿ト

ノ

、
蝦ヱ

ビ

乃ノ

眼マ
ナ
コ

者ハ

用ヨ
ウ

事ジ

奈ナ

賀カ

里リ

計ケ

利リ

也ヤ

那ナ

」
と
。
国こ

く

師し

、
薫く

ん

盥か
ん

し
て
緘か

ん

を
剥は

ぐ
。
其そ

の
歌
を
巻け

ん

舒じ
ょ

し
て
、
一い

っ

唱し
ょ
う

三さ
ん

嘆た
ん

す
る
の
み
。
侍じ

僧そ
う

、
伝で

ん

写し
ゃ

し
て
一い

ち

堂ど
う

徧あ
ま
ねく
知し

る
。
皆み

な
謂い

う
、「
松ま

つ

島し
ま

の
法ほ

っ

心し
ん

、
苟い

や
しく
も
文も

ん

字じ

を
知
ら
ず
。
故ゆ

え

に
箇こ

の
様よ

う

の
醜

し
ゅ
う

陋ろ
う

を
呈て

い

す
」
と
。
一い

ち

人に
ん

唱と
な

え
る
則と

き

ん
ば
哄こ

う

堂ど
う

絶ぜ
っ

倒と
う

す
。
或あ

る

い
は
童ず

ん

行な
ん

取と

る
所と

こ
ろの
扇せ

ん

子す

上じ
ょ
うに
写う

つ

し
、
以も

っ

て
笑

し
ょ
う

具ぐ

と
為す

。
是こ

こ
に
於お

い
て
国
師
、

鐘か
ね

を
鳴な

ら
し
衆し

ゅ
うを
集あ

つ

め
て
、
其そ

の
声こ

え

を
励は

げ
まし
て
呵か

責し
ゃ
くし
て
曰い

わ

く
、「
箇こ

の
老ろ

う

、
曽か

つ

て
大だ

い

法ほ
う

眼げ
ん

を
明あ

き

ら
む
。
一い

っ

切さ
い

時じ

中ち
ゅ
う、
洒し

ゃ

洒し
ゃ

落ら
く

落ら
く

、
咳が

い

唾だ

掉と
う

臂ひ

も
悉

こ
と
ご
とく
是こ

れ
西せ

い

来ら
い

意い

。
山さ

ん

僧ぞ
う

に
贈
る
所
の
道ど

う

歌か

一い
っ

章し
ょ
う、
直じ

き

に
根こ

ん

塵じ
ん

を
脱だ

っ

す
。
汝

な
ん
じ

等ら

諸し
ょ

人に
ん

、
総そ

う

に
是
れ
瞎か

っ

漢か
ん

。
所い

わ

謂ゆ
る

、『
蝦え

び

に
借か

り
て
目め

と
為す

れ
ば
、自じ

己こ

の
分ぶ

ん

無な

し
』と
。妄み

だ

り
に
臭

し
ゅ
う

口く

を
開ひ

ら

い
て
大だ

い

禅ぜ
ん

仏ぶ
つ

を
謗そ

し

る
。地じ

獄ご
く

に
入
る
こ
と
箭や

の
射い

る
が
如ご

と

く
な
ら
ん
」と
。

大だ
い

衆し
ゅ

、
驚

き
ょ
う

悸き

し
て
其そ

の
罪つ

み

を
懺さ

ん

謝じ
ゃ

す
。＊

　�

東と
う

福ふ
く

寺じ

の
円え

ん

爾に

禅ぜ
ん

師じ

も
無ぶ

準じ
ゅ
ん

禅ぜ
ん

師じ

の
法ほ

う

を
嗣つ

い
で
お
り
、
法ほ

っ

身し
ん

禅ぜ
ん

師じ

と
法ほ

う

兄ひ
ん

弟で
い

〔
の
間

あ
い
だ

柄が
ら

〕
で
あ
っ
た
。〔
円
爾
禅
師
の
〕
家か

風ふ
う

は
日ひ

増ま

し
に
盛さ

か

ん
と
な
り
、
名
声
は
日
本
中
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
。
各
地
の
俊

し
ゅ
ん

才さ
い

達た
ち

は
競
っ
て
円
爾
禅
師
の
も
と
に
赴お

も
むい

た
の
で
、
い
つ
も
数

え
切
れ
な
い
ぐ
ら
い
沢
山
〔
の
弟
子
が
〕
い
た
。
あ
る
時
、
法
身
禅
師
は
、「
円
爾
禅
師
の
右み

ぎ

眼め

の
病や

ま
いが

重
く
、
治
る
見
込
み
が
な
い
」
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と
い
う
話
を
耳
に
し
て
和わ

歌か

一い
っ

首し
ゅ

を
贈お

く

っ
た
。
そ
の
和
歌
に
は
、「
本ほ

ん

来ら
い

の
面め

ん

目も
く

得え

た
ら
ば
水く

ら
げ母

殿ど
の

、
蝦え

び

の
眼ま

な
こは

用よ
う

事じ

な
か
り
け
り
や

な
（
本
来
の
面
目
を
得
た
円
爾
禅
師
で
あ
れ
ば
、
物ぶ

っ

質し
つ

的て
き

な
眼め

は
無
く
て
も
問
題
な
い
で
し
ょ
う
）」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
円
爾
禅
師
は
香こ

う

を
焚た

き
、
手
を

洗
い
〔
清
め
て
か
ら
〕
封ふ

う

を
切
っ
た
。
そ
の
和
歌
を
ひ
ろ
げ
て
〔
一い

ち

読ど
く

し
、
何
度
も
〕
褒ほ

め
讃た

た

え
た
。〔
円
爾
禅
師
に
〕
隨ず

い

侍じ

し
て
い
た

弟
子
が
〔
和
歌
を
〕
書
き
写
し
た
の
で
、〔
そ
の
内
容
は
東
福
〕
寺
中
に
知
れ
渡
っ
た
。
皆み

な

が
〔
口
を
揃そ

ろ

え
て
〕、「
松ま

つ

島し
ま

の
法
身
禅
師
は
、

惨み
じ

め
な
こ
と
に
学が

く

が
な
い
よ
う
だ
。
だ
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
訳
の
分
か
ら
な
い
和
歌
を
贈
っ
て
き
た
の
だ
」
と
言
っ
た
。
一
人
が
〔「
本

来
の
面
目
得
た
ら
ば
…
」
と
〕
声
を
立
て
る
と
、〔
そ
の
場
に
い
る
者
〕
全
員
が
笑
い
転
げ
た
。
ま
た
、
得と

く

度ど

も
し
て
い
な
い
童ど

う

子じ

が
扇せ

ん

子す

に
〔
、「
本
来
の
…
」
と
〕
書
き
写
し
て
、
物も

の

笑わ
ら

い
の
種た

ね

と
し
た
。〔
こ
れ
を
知
っ
た
〕
円
爾
禅
師
は
鐘か

ね

を
鳴
ら
し
て
全
員
を
呼
び
出
し
、

大
声
で
、「
法
身
禅
師
は
仏
教
の
大だ

い

法ほ
う

を
得
ら
れ
た
方
で
あ
る
。
常
に
心
に
一
点
の
曇く

も

り
も
な
く
、〔
そ
の
〕
言
葉
、〔
そ
の
〕
行
動
の
全

て
が
仏ぶ

っ

法ぽ
う

の
大た

い

意い

で
あ
る
。
衲わ

し

に
贈
っ
て
く
れ
た
こ
の
一
首
の
和
歌
は
、『
主
観
と
客
観
』
と
い
う
対
立
を
完
全
に
超

ち
ょ
う

越え
つ

し
た
も
の
だ
。

そ
な
た
達
は
皆
、
ど
盲め

く
らば

か
り
だ
。
俗ぞ

く

に
言い

う
、『
借か

り
物も

の

の
世
界
に
惑ま

ど

わ
さ
れ
て
、
絶ぜ

っ

対た
い

的て
き

真し
ん

実じ
つ

を
得え

て
い
な
い
』
と
い
う
状
態
だ
。

何
も
わ
か
ら
な
い
分ぶ

ん

際ざ
い

で
、
口
汚
く
法
身
禅
師
の
よ
う
な
優す

ぐ

れ
た
禅
僧
を
け
な
す
。〔
そ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
よ
う
で
は
、
そ
な
た
達

は
〕
放は

な

た
れ
た
矢
の
よ
う
に
〔
、
あ
っ
と
い
う
間ま

に
〕
地じ

獄ご
く

行い

き
だ
」
と
叱し

か

り
つ
け
た
。
皆
、
驚お

ど
ろい
て
〔
、
今
ま
で
の
〕
行
い
を
悔く

い
、

〔
謝

あ
や
ま

っ
て
〕
赦ゆ

る

し
を
請こ

う
た
。

＊

○�

崇
歸
鎌
倉
而
後
…
大
衆
驚
悸
懺
謝
其
罪
＝
【
一
】
⑨
で
「
汝
等
諸
人
總4

是
瞎
漢
（
汝

な
ん
じ

等ら

諸し
ょ

人に
ん

、
総そ

う

に
是
れ
瞎か

っ

漢か
ん

）」
と
あ
る
箇
所
が
、「
汝
等
諸
人
総4

是
瞎
漢
」

と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
以
外
は
同
じ
文
章
で
あ
る
。「
總
」
は
「
総
」
の
異
体
字
。

⑩�

師
住
院
而
後
、
台
家
殘
黨
咒
詛
平
氏
、
劇
嫉
師
德
。
師
嘆
曰
、
彼
以
寃
來
、
我
以
慈
受
。
又
何
怖
之
有
。
然
世
間
一
切
善
惡
、
總
不
適

師
意
。
故
住
未
久
辭
院
如
脱
屣
。

＊

　�

師し

、
住

じ
ゅ
う

院い
ん

の
後の

ち

、
台た

い

家け

の
残ざ

ん

党と
う

平へ
い

氏し

を
呪じ

ゅ

詛そ

し
、
劇は

な
はだ

師
の
徳と

く

を
嫉そ

ね

む
。
師
、
嘆た

ん

じ
て
曰い

わ

く
、「
彼か

れ
冤お

ん

を
以も

っ

て
来き

た
ら
ば
、
我わ

れ
は

慈じ

を
以
て
受う

け
ん
。
又ま

た
何な

ん

の
怖お

そ

る
る
こ
と
か
之こ

れ
有あ

ら
ん
」
と
。
然し

か

れ
ど
も
世せ

間け
ん

一い
っ

切さ
い

の
善ぜ

ん

悪あ
く

、
総そ

う

に
師
の
意い

に
適カ

ナ
ワず

。
故ゆ

え

に
住じ

ゅ
うす
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る
こ
と
未い

ま

だ
久
し
か
ら
ざ
る
に
、
院い

ん

を
辞じ

す
る
こ
と
屣

ワ
ラ
グ
ツを

脱ぬ

ぐ
が
如ご

と

し
。

＊

　�
法ほ

っ

身し
ん

禅ぜ
ん

師じ

が
〔
松ま

つ

島し
ま

円え
ん

福ぷ
く

寺じ

の
〕
住
職
と
な
っ
た
後
の
こ
と
、
天て

ん

台だ
い

宗し
ゅ
う〔

延え
ん

福ぷ
く

寺じ

〕
の
勢
力
は
北ほ

う

条じ
ょ
う

時と
き

頼よ
り

公
を
呪の

ろ

い
、
高こ

う

徳と
く

の
法
身
禅

師
を
激
し
く
憎に

く

ん
だ
。〔
こ
の
こ
と
を
〕
嘆な

げ

か
わ
し
く
思
っ
た
法
身
禅
師
は
、「
天
台
の
僧
達
が
『
恨う

ら

み
』
で
く
る
の
で
あ
れ
ば
、
衲わ

し

は

『
慈い

つ
くし

み
』
を
も
っ
て
〔
そ
れ
を
〕
受
け
よ
う
。
恐お

そ

れ
る
こ
と
は
何
も
な
い
」
と
言
っ
た
。
し
か
し
、
世
間
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
様
々

な
声
は
、
ど
れ
も
法
身
禅
師
が
望
む
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
住
職
と
な
っ
て
か
ら
ま
だ
少
し
し
か
経た

っ
て
い
な
い

の
に
、〔
ま
る
で
〕
草ぞ

う

履り

を
脱ぬ

ぐ
か
の
よ
う
に
惜お

し
げ
も
な
く
円
福
寺
を
辞
し
〔
、
松
島
を
去
っ
〕
た
。

＊

○
師
住
院
而
後
…
故
住
未
久
辭
院
如
脱
屣
＝
【
一
】
⑩
と
同
じ
文
章
で
あ
る
。

⑪�

遂
遁
跡
於
南
部
七
戸
、
深
隱
洞
内
山
中
。
䕃
松
籍
卉
不
蹈
人
寰
。
而
土
人
徧
知
而
、
遂
創
蕞
爾
梵
刹
、
迎
請
居
焉
。
擬
之
松
島
曰
圓
福
。

〈
今
日
池
福
山
法
蓮
寺
。〉

＊

　�

遂つ
い

に
跡あ

と

を
南な

ん

部ぶ

七し
ち

戸の
へ

に
遁の

が

れ
て
、
深ふ

か

く
洞ホ

ラ

内ナ
イ

の
山さ

ん

中ち
ゅ
うに
隠か

く

る
。
松ま

つ

に
蔭か

げ

し
卉ク

サ

を
籍シ

い
て
人じ

ん

寰か
ん

を
踏ふ

ま
ず
。
而し

か

れ
ど
も
土ど

人じ
ん

徧あ
ま
ねく
知し

り
て
、

遂つ
い

に
蕞さ

い

爾じ

の
梵ぼ

ん

刹さ
つ

を
創は

じ

め
て
、
迎げ

い

請し
ょ
うし
て
居お

ら
し
む
。
之こ

れ
を
松ま

つ

島し
ま

に
擬ぎ

し
て
「
円え

ん

福ぷ
く

」
と
曰い

う
。〈
今こ

ん

日に
ち

、
池ち

福ふ
く

山ざ
ん

法ほ
う

蓮れ
ん

寺じ

。〉

＊

　�

そ
し
て
、〔
現
在
の
青
森
県
上か

み

北き
た

郡
〕
七し

ち

戸の
へ

〔
町
の
辺
り
〕
に
足
を
留と

ど

め
、〔
青
森
県
十と

和わ

田だ

市し

〕
洞ほ

ら

内な
い

の
山
奥
に
身
を
隠
し
た
。
松
の

木
の
下
に
草
を
敷し

い
て
〔
坐ざ

禅ぜ
ん

を
し
〕、
人ひ

と

里ざ
と

に
近
付
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
、〔
法ほ

っ

身し
ん

禅ぜ
ん

師じ

の
存
在
は
〕
地
元
の
人
々
の
知
る
と
こ
ろ

と
な
り
、〔
や
が
て
、〕
小
さ
な
寺
が
建
て
ら
れ
、
住
職
に
迎む

か

え
ら
れ
た
。
こ
の
寺
は
、
松
島
〔
円え

ん

福ぷ
く

寺じ

〕
に
な
ぞ
ら
え
て
、「
円
福
寺
」

と
命
名
さ
れ
た
。〈
現
在
の
〔
青
森
県
十
和
田
市
洞
内
に
あ
る
、〕
池ち

福ふ
く

山ざ
ん

法ほ
う

蓮れ
ん

寺じ

〔
の
前
身
と
な
っ
た
寺
〕
で
あ
る
。〉

＊

○�

遂
遁
跡
於
南
部
七
戸
…
擬
之
松
島
曰
圓
福
〈
今
日
池
福
山
法
蓮
寺
〉
＝
【
一
】
⑪
で
「
䕃
松
籍
卉
不
踏4

人
寰
（
松ま

つ

に
蔭か

げ

し
卉ク

サ

を
籍シ

い
て
人じ

ん

寰か
ん

を
踏ふ

ま
ず
）」
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と
あ
る
箇
所
が
、「
䕃
松
籍
卉
不
蹈4

人
寰
（
松
に
蔭
し
卉
を
籍
い
て
人
寰
を
踏
ま
ず
）」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
以
外
は
同
じ
文
章
で
あ
る
。

　�「
踏
」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
①
ふ
む
。
㋑
足
を
あ
げ
、
又
、
地
に
著つ

け
る
。
㋺
ふ
み
つ
け
る
。
ふ
み
お
さ
え
る
。
㋩
あ
る
く
。
ふ
み
す
す
む
」（
巻

十
・p.926

）
な
ど
と
あ
り
、「
熟
語
は
蹈4

を
併
せ
見
よ
」
と
あ
る
。「
蹈
」
は
、「
①
ふ
む
。
㋑
足
を
地
に
つ
け
る
。
㋺
ゆ
く
。
行
く
さ
ま
。
あ
る
く
。

わ
た
る
。
㋩
お
こ
な
う
。
㊁
ま
も
る
。
し
た
が
う
。
㋭
あ
し
ぶ
み
す
る
。
こ
お
ど
り
す
る
」（
前
同・p.944

）
な
ど
と
あ
り
、「
熟
語
は
踏4

を
併
せ
見
よ
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
明
記
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、「
踏
」
と
「
蹈
」
は
同
じ
意
味
合
い
で
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

⑫�

師
臨
寂
前
七
日
、
謂
徒
曰
、
某
日
吾
當
去
。
然
體
無
恙
。
諸
徒
不
信
。
到
期
齋
後
整
衣
據
禪
椅
。
侍
僧
乞
遺
偈
。
師
素
不
能
書
。
卽
唱
曰
、

來
時
明
明
、
去
時
明
明
、
是
箇
何
物
。
止
而
將
閉
目
。
侍
僧
曰
、
猶
欠
末
句
。
師
震
聲
一
喝
泊
然
便
化
。
寔
係
文
永
十
年
癸
酉
二
月
朔

日
也
。
師
取
滅
南
部
山
中
。
故
松
島
振
古
、
但
知
師
示
寂
二
月
而
、
未
知
何
日
。
因
設
其
忌
以
大
覺
禪
師
滅
日
〈
大
覺
亦
爲
二
世
開
山
。〉。

至
今
沿
襲
而
爲
永
規
矣
。
先
德
設
忌
拈
香
偈
曰
、
遠
上
徑
山
分
風
月
、
歸
開
圓
福
大
道
場
。
法
身
透
得
無
一
物
、
元
是
眞
壁
平
四
郎
。

未
詳
何
人
作
。
街
童
市
豎
亦
傳
唱
諳
熟
。
竟
誤
謂
師
之
所
作
也
。
松
島
祖
堂
所
樹
牌
面
作
法
身
。
蓋
夫
據
法
身
透
得
之
句
而
、
後
人
更

心
作
身
者
乎
。
無
住
國
師
砂
石
集
、
本
覺
國
師
元
亨
釋
書
、
併
爲
心
字
。
常
州
眞
壁
天
目
山
傳
正
寺
〈
現
今
唱
洞
上
宗
。〉、
開
山
牌
銘
作

性
西
法
心
。
其
背
書
曰
、
文
永
十
年
癸
酉
二
月
朔
日
示
寂
。〈
鵬
雲
先
師
掲
額
曰
無
相
窟
。〉

＊

　�

師
、
臨り

ん

寂じ
ゃ
くの
前ま

え

七な
ぬ

日か

、
徒と

に
謂い

い
て
曰い

わ

く
、「
某

そ
れ
が
しの
日
、
吾わ

.

れ
当ま

さ

に
去さ

る
べ
し
」
と
。
然し

か

れ
ど
も
体
恙つ

つ
が

無な

し
。
諸し

ょ

徒と

信し
ん

ぜ
ず
。
期き

に
到い

た

り
て
、
斎さ

い

後ご

、
衣こ

ろ
もを
整と

と
のえ
て
禅ぜ

ん

椅い

に
拠よ

る
。
侍じ

僧そ
う

、
遺ゆ

い

偈げ

を
乞こ

う
。
師
、
素も

と

よ
り
書し

ょ

を
能よ

く
せ
ず
。
即す

な
わち
唱と

な

え
て
曰
く
、「
来ら

い

時じ

明め
い

明め
い

、

去き
ょ

時じ

明め
い

明め
い

、
是こ

れ
は
箇こ

の
何な

に

物も
の

ぞ
」
と
。
止や

め
て
将ま

さ

に
目
を
閉と

じ
ん
と
す
。
侍
僧
曰
く
、「
猶な

お
末ま

っ

句く

を
欠か

く
」
と
。
師
、
声
を
震ふ

る

わ

せ
て
一い

っ

喝か
つ

し
、
泊は

く

然ぜ
ん

と
し
て
便す

な
わち
化け

す
。
寔ま

こ
とに
文ぶ

ん

永え
い

十
年
癸み

ず
の

酉と
と
り、
二
月
朔さ

く

日じ
つ

に
係か

か

わ
れ
り
。
師
、
滅め

つ

を
南な

ん

部ぶ

の
山さ

ん

中ち
ゅ
うに
取
る
。
故ゆ

え

に
松ま

つ

島し
ま

、
古

い
に
し
え

振よ

り
、
但た

だ
師
の
示じ

寂じ
ゃ
く

二
月
な
る
こ
と
を
知
り
て
、
未い

ま

だ
何い

ず

れ
の
日
と
い
う
こ
と
を
知
ら
ず
。
因よ

っ
て
其そ

の
忌き

を
設も

う

け
る
こ
と
、

大だ
い

覚か
く

禅ぜ
ん

師じ

の
滅め

つ

日に
ち

を
以も

っ

て
す
。〈
大
覚
、
亦ま

た
二に

世せ
い

開か
い

山さ
ん

と
為す

。〉
今
に
至い

た

る
ま
で
沿え

ん

襲し
ゅ
うし

て
永よ

う

規き

と
為
。
先せ

ん

徳と
く

の
忌
を
設
け
る
拈ね

ん

香こ
う

の
偈げ

に
曰

く
、「
遠
く
径き

ん

山ざ
ん

に
上の

ぼ

り
て
風ふ

う

月げ
つ

を
分わ

か
ち
、
帰
っ
て
円え

ん

福ぷ
く

の
大だ

い

道ど
う

場じ
ょ
うを

開
く
。
法ほ

っ

身し
ん

透と
う

得と
く

す
れ
ば
一い

ち

物も
つ

無な

し
、
元も

と
是こ

れ
真ま

壁か
べ

の
平へ

い

四し

郎ろ
う

」
と
。
未い

ま

だ
何な

ん

人ぴ
と

の
作さ

く

と
い
う
こ
と
を
詳つ

ま
びら

か
に
せ
ず
。
街が

い

童ど
う

市し

豎じ
ゅ

も
亦
た
伝で

ん

唱し
ょ
う

諳あ
ん

熟じ
ゅ
くす

。
竟つ

い

に
誤あ

や
まり

て
、
師
の
作
る
所
な
り
と
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謂ヲ
モ

え
り
。
松
島
の
祖そ

堂ど
う

に
樹た

つ

る
所
の
牌は

い

面め
ん

に
、「
法ほ

っ

身し
ん

」
と
作
る
。
蓋け

だ

し
夫そ

れ
、「
法ほ

っ

身し
ん

透と
う

得と
く

」
の
句く

に
拠よ

っ
て
、
後こ

う

人じ
ん

「
心
」
を
更あ

ら
ため

て
、

「
身
」
に
作
る
も
の
か
。
無む

住じ
ゅ
う

国こ
く

師し

の
『
砂し

ゃ

石せ
き

集し
ゅ
う』、

本ほ
ん

覚が
く

国
師
の
『
元げ

ん

亨こ
う

釈し
ゃ
く

書し
ょ

』、
併あ

わ

せ
て
「
心
」
の
字
に
為
。
常

じ
ょ
う

州し
ゅ
う

真ま

壁か
べ

・
天て

ん

目も
く

山ざ
ん

伝で
ん

正し
ょ
う

寺じ

、〈
現げ

ん

今こ
ん

、
洞と

う

上じ
ょ
うの

宗し
ゅ
うを

唱と
な

う
。〉
開か

い

山さ
ん

の
牌は

い

銘め
い

に
、「
性

し
ょ
う

西さ
い

法ほ
っ

心し
ん

」
に
作
る
。
其
の
背は

い

書し
ょ

に
曰い

わ

く
、「
文
永
十
年
癸
酉
、
二
月
朔
日
示
寂
」

と
。〈
鵬ほ

う

雲う
ん

先せ
ん

師し

、
額が

く

を
掲か

か

げ
て
「
無む

相そ
う

窟く
つ

」
と
曰い

う
。〉

＊

　�

法ほ
っ

身し
ん

禅ぜ
ん

師じ

が
亡な

く
な
る
七
日
前
の
こ
と
、「
衲わ

し

は
こ
の
日
に
死
ぬ
だ
ろ
う
」
と
弟
子
達
に
告
げ
た
。
し
か
し
、
病や

ま
いを

患
わ
ず
ら

っ
て
い
る
わ
け

で
も
な
い
の
で
、
信
じ
る
者
は
誰
も
い
な
か
っ
た
。
七
日
後
、
昼
食
を
終
え
〔
た
法
身
禅
師
は
〕
袈け

裟さ

を
着
け
、〔
身
な
り
を
〕
整
え
て

椅い

子す

に
坐
っ
た
。
隨ず

い

侍じ

す
る
弟
子
が
辞じ

世せ
い

の
句く

を
求
め
た
。
法
身
禅
師
は
字
を
書
く
こ
と
が
不ふ

得え

手て

な
の
で
、
声
を
出
し
て
、「
来ら

い

時じ

明め
い

明め
い

、
去き

ょ

時じ

明め
い

明め
い

、
是こ

れ
は
箇こ

の
何な

に

物も
の

ぞ
（
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
来
た
こ
と
も
、
こ
の
世
を
去
る
と
い
う
こ
と
も
、
極き

わ

め
て
明め

い

白は
く

な
事
実
で
あ
る
。
今
、
終
わ

り
を
迎む

か

え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
れ
は
一
体
何
物
か
）」
と
言
い
、
目
を
閉
じ
よ
う
と
し
た
。
弟
子
が
、「
末ま

つ

尾び

の
句
が
欠
け
て
お
り
ま
す
」
と
言
う

の
で
、
法
身
禅
師
は
声
を
振ふ

り
絞し

ぼ

っ
て
〔
、「
喝か

つ

！
」
と
〕
一い

っ

喝か
つ

し
た
後
、
静
か
に
亡
く
な
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
文ぶ

ん

永え
い

十
年
（
一
二
七
三
）

二
月
一
日
の
こ
と
で
あ
る
。
法
身
禅
師
は
〔
現
在
の
青
森
県
十と

和わ

田だ

市し

〕
洞ほ

ら

内な
い

で
亡
く
な
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
松ま

つ

島し
ま

〔
円え

ん

福ぷ
く

寺じ

〕
で

は
昔
か
ら
、
法
身
禅
師
が
二
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
こ
と
は
知
っ
て
い
た
が
、〔
二
月
の
〕
何
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
か
ま
で
は
知
ら
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
、〔
法
身
禅
師
の
〕
命
日
を
、
蘭ら

ん

渓け
い

道ど
う

隆り
ゅ
う

禅ぜ
ん

師じ

が
亡
く
な
ら
れ
た
日
〔
と
同
じ
日
〕
に
し
た
。〈
蘭
渓
禅
師
は
〔
円
福
寺
の
〕
開
山

二
世
で
あ
る
。〉
現
在
も
そ
の
慣か

ん

習し
ゅ
うに
従

し
た
が

っ
て
〔
二
月
二
十
四
日
を
「
法ほ

っ

身し
ん

忌き

」
と
し
〕、
長
い
間
規
則
を
守
り
続
け
て
い
る
。
法
身
忌
を

定
め
た
際
の
法
要
で
唱
え
ら
れ
た
法
語
に
は
、「
遠と

お

く
径き

ん

山ざ
ん

に
上の

ぼ

り
て
風ふ

う

月げ
つ

を
分わ

か
ち
、
帰か

え

っ
て
円え

ん

福ぷ
く

の
大だ

い

道ど
う

場じ
ょ
うを
開ひ

ら

く
。
法ほ

っ

身し
ん

透と
う

得と
く

す
れ
ば
一い

ち

物も
つ

無な

し
、
元も

と
是こ

れ
真ま

壁か
べ

の
平へ

い

四し

郎ろ
う

。（
遥は

る

か
遠
く
宋そ

う

へ
と
渡
り
、
径き

ん

山ざ
ん

の
能の

う

仁に
ん

興こ
う

聖し
ょ
う

万ま
ん

寿じ
ゅ

禅ぜ
ん

寺じ

で
苦
労
の
末
に
大だ

い

悟ご

徹て
っ

底て
い

し
、
日
本
に
帰
っ
て

か
ら
は
円
福
寺
の
開
山
と
な
っ
た
。
仏
の
心
と
は
、
生
き
る
・
死
ぬ
、
迷
い
・
悟
り
と
い
っ
た
、
一
切
の
執

し
ゅ
う

着じ
ゃ
くか

ら
離
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
会え

得と
く

し
た
が
、

本
来
、
執
着
す
る
べ
き
も
の
は
何
も
無
い
。
本も

と

を
正
せ
ば
、
真ま

壁か
べ

出
身
の
平へ

い

四し

郎ろ
う

で
あ
る
）」
と
あ
る
。〔
し
か
し
こ
の
法
語
は
、〕
今
で
も
誰
が
作
っ
た

も
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。〔
た
だ
、
昔
か
ら
〕
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
て
、
町
中
の
〔
小
さ
な
〕
子
供
ま
で
も
が
暗あ

ん

唱し
ょ
うし

て
い
た
と
い
う
。

そ
の
た
め
、〔
い
つ
の
間
に
か
〕
法
身
禅
師
が
唱
え
た
法
語
と
さ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。
松
島
の
〔
瑞ず

い

巌が
ん

寺じ

の
〕
本
堂
に
安
置
さ
れ
て

い
る
位い

牌は
い

に
は
、「
法
身
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
恐
ら
く
そ
れ
は
、〔
法
身
禅
師
の
作
と
さ
れ
た
法
語
の
、〕「
法ほ

っ

身し
ん

透と
う

得と
く

」
と
い
う
一

72

圓福寺開山　法身性西和尚集



句
を
根こ

ん

拠き
ょ

と
し
て
、
後こ

う

世せ
い

の
誰
か
が
、「〔
法
〕
心
」
だ
っ
た
も
の
、「〔
法
〕
身
」
と
改
め
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
無む

住じ
ゅ
う

道ど
う

暁ぎ
ょ
う

禅
師

の
〔
手
に
よ
る
〕『
砂し

ゃ

石せ
き

集し
ゅ
う』

も
、
虎こ

関か
ん

師し

錬れ
ん

禅
師
の
〔
手
に
よ
る
〕『
元げ

ん

亨こ
う

釈し
ゃ
く

書し
ょ

』
も
、
ど
ち
ら
も
、「〔
法
〕
心
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。〔
現

在
の
茨

い
ば
ら

城き

県
桜さ

く
ら

川が
わ

市
〕
真ま

壁か
べ

〔
町
〕
に
あ
る
天て

ん

目も
く

山ざ
ん

伝で
ん

正し
ょ
う

寺じ

〈
今
は
曹そ

う

洞と
う

宗し
ゅ
うの

寺
院
と
な
っ
て
い
る
。〉
の
開か

い

山さ
ん

〔
様さ

ま

〕
の
位
牌
に
は
、「
性

し
ょ
う

西さ
い

法ほ
っ

心し
ん

」
と
あ
り
、
そ
の
裏
に
は
、「
文
永
十
年
（
一
二
七
三
）
二
月
一
日
没
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。〈
鵬ほ

う

雲う
ん

禅ぜ
ん

師じ

は
「
無む

相そ
う

窟く
つ

」
と
揮き

毫ご
う

し
た
扁へ

ん

額が
く

を

掲か
か

げ
ら
れ
た
。〉

＊

○�

師
臨
寂
前
七
日
…
文
永
十
年
癸
酉
二
月
朔
日
示
寂
＝
【
一
】
⑫
で
「
街
童
市
竪4

亦
傳
唱
諳
熟
（
街が

い

童ど
う

市し

竪じ
ゅ

も
亦ま

た
伝で

ん

唱し
ょ
う

諳あ
ん

熟じ
ゅ
くす
）」
と
あ
る
箇
所
が
、「
街

童
市
豎4

亦
傳
唱
諳
熟
（
街
童
市し

豎じ
ゅ

も
亦
た
伝
唱
諳
熟
す
）」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
と
、
同
【
一
】
⑫
で
「
併
テ
爲
心
ノ
字
ト4

（
併あ

わ

せ
て
「
心
」
の
字
と4

為す

）」

と
あ
る
箇
所
が
、「
併
テ
爲
心
ノ
字
ニ4

（
併
せ
て
「
心
」
の
字
に4

為
）」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
以
外
は
同
じ
文
章
で
あ
る
。「
竪
」
は
「
豎
」
の
俗
字
。『
大

漢
和
辞
典
』（
巻
八
・p.720
、
巻
十
・p.643

）
参
照
。

○�

〈
鵬
雲
先
師
掲
額
曰
無
相
窟
〉
＝
「
無む

相そ
う

窟く
つ

」
は
前
述
、
①
の
語
注
に
既
出
。
瑞ず

い

巌が
ん

寺じ

の
受
付
所
左
手
に
あ
る
「
法ほ

っ

身し
ん

窟く
つ

」
の
こ
と
。

　�

鵬ほ
う

雲う
ん

禅ぜ
ん

師じ

が
揮き

毫ご
う

さ
れ
た
扁へ

ん

額が
く

は
現
存
し
な
い
。
現
在
は
、
瑞
巌
寺
百
三
十
世
・
吉よ

し

田だ

道ど
う

彦げ
ん

老
師
（
一
九
五
三
～
）
が
揮
毫
さ
れ
た
「
法
身
窟
」
の
扁

額
を
掲
げ
る
。

⑬�

贅
語
、
卞
和
氏
之
璧
、
葆
光
於
荊
山
。
得
明
主
而
顯
。
意
夫
、
法
身
之
識
時
頼
、
是
旌
明
德
之
秋
乎
。
時
頼
曽
與
命
世
諸
師
酬
酢
、
後

禮
兀
庵
寧
公
得
擇
法
眼
。
其
豈
借
蝦
爲
目
之
類
乎
。
法
身
禪
師
唱
化
而
来
、
已
歷
四
百
五
十
餘
禩
、
然
道
聲
喧
然
膾
炙
人
口
者
、
固
是

碧
落
之
碑
乎
。

＊

　�

贅ぜ
い

語ご

す
、「
卞べ

ん

和か

氏し

の
璧へ

き

、
光ひ

か
りを
荊け

い

山ざ
ん

に
葆つ

つ

む
。
明め

い

主し
ゅ

を
得え

て
顕あ

ら

わ
る
。
意お

も

う
に
夫そ

れ
、
法ほ

っ

身し
ん

の
時と

き

頼よ
り

に
識し

ら
る
る
は
、
是こ

れ
明め

い

徳と
く

を

旌ア
ラ

わ
す
の
秋ト

キ

か
。
時
頼
は
曽か

つ

て
命め

い

世せ
い

の
諸し

ょ

師し

と
酬

し
ゅ
う

酢さ
く

し
、
後の

ち

、
兀ご

っ

庵た
ん

寧ね
い

公こ
う

を
礼ら

い

し
て
択

ち
ゃ
く

法ほ
う

眼げ
ん

を
得え

た
り
。
其そ

れ
豈あ

に
蝦え

び

に
借か

り
て
目
と

為す

る
の
類た

ぐ
いな

ら
ん
や
。
法ほ

っ

身し
ん

禅ぜ
ん

師じ

、
化け

を
唱と

な

え
て
よ
り
而こ

の

来か
た

、
已す

で

に
四
百
五
十
余よ

祀し

を
歴へ

て
、
然し

か

る
に
道ど

う

声せ
い

喧け
ん

然ぜ
ん

と
し
て
人じ

ん

口こ
う

に
膾か

い

炙し
ゃ

す
る
も
の
は
、
固ま

こ
とに

是こ

れ
碧へ

き

落ら
く

の
碑ひ

か
」
と
。
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＊

　�

余
計
な
こ
と
だ
〔
と
は
承
知
し
て
い
る
〕
が
、「〔
中
国
の
春

し
ゅ
ん

秋じ
ゅ
う

時
代
、
楚そ

の
〕
卞べ

ん

和か

が
見
つ
け
た
玉ぎ

ょ
く〔

の
原げ

ん

石せ
き

〕
は
、〔
そ
の
〕
輝か

が
やき

を

荊け
い

山ざ
ん

に
包つ

つ

み
隠か

く

し
て
い
た
。〔
楚
の
厲れ

い

王お
う

、
武ぶ

王お
う

に
は
た
だ
の
石
だ
と
判
断
さ
れ
た
が
、
文ぶ

ん

王お
う

と
い
う
〕
明め

い

君く
ん

に
認
め
ら
れ
〔
て
天
下
の

名め
い

玉ぎ
ょ
くと

な
っ
〕
た
。
こ
の
〔
、「
和か

氏し

の
璧へ

き

」
の
故こ

事じ

の
〕
よ
う
に
、
法ほ

っ

身し
ん

禅ぜ
ん

師じ

と
北ほ

う

条じ
ょ
う

時と
き

頼よ
り

公
が
出
会
っ
た
の
は
、〔
法
身
禅
師
が
〕

そ
の
優
れ
た
徳
を
〔
世
の
中
に
〕
示
す
時
機
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。〔
法
身
禅
師
と
出
会
う
〕
前
に
、
時
頼
公
は
〔
蘭ら

ん

渓け
い

道ど
う

隆り
ゅ
う

禅
師
、

道ど
う

元げ
ん

禅
師
と
い
っ
た
、〕
当
代
一
流
の
禅
僧
達
に
学
び
、
後
に
兀ご

っ

庵た
ん

普ふ

寧ね
い

禅
師
に
参
じ
て
、
正

し
ょ
う

法ぼ
う

を
見み

極き
わ

め
る
力
を
身
に
付
け
た
。
そ

れ
は
、「
目
の
な
い
ク
ラ
ゲ
が
餌え

さ

を
捕つ

か

ま
え
る
た
め
に
、
エ
ビ
の
目
を
借
り
る
」
と
い
う
よ
う
な
〔
不
完
全
な
〕
も
の
で
は
な
い
〔
、

真
の
見け

ん

識し
き

で
あ
る
〕。法
身
禅
師
が
衆し

ゅ

生じ
ょ
うを

教
き
ょ
う

化け

し
、宗

し
ゅ
う

旨し

を
挙こ

揚よ
う

さ
れ
て
か
ら
現
在
ま
で
約
四
百
五
十
年
が
経
過
し
て
い
る
が
、〔
師
の
〕

事じ

績せ
き

が
〔
仏
道
を
学
ぶ
者
に
〕
広
く
知
ら
れ
て
い
て
〔
、
今
で
も
〕
話
題
と
な
る
の
は
、「
碧へ

き

落ら
く

の
碑ひ

〔
に
贋が

ん

本ぽ
ん

無な

し
〕」〔
と
い
う
言
葉
〕

の
よ
う
に
、〔
師
の
徳
が
偽に

せ

物も
の

で
は
な
く
、〕
本
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
」
と
付
け
加
え
て
お
く
。

＊

○�

贅
語
…
固
是
碧
落
之
碑
乎
＝
【
一
】
⑬
で
「
賛
曰
4

4

、
卞
和
氏
之
璧
…
（
賛さ

ん

に
曰い

わ

く
、「
卞べ

ん

和か

氏し

の
璧へ

き

…
」）」
と
あ
る
箇
所
が
、「
贅
語
4

4

、
卞
和
氏
之
璧
…

（
贅ぜ

い

語ご

す
、「
卞
和
氏
の
璧
…
」）」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
と
、
同
【
一
】
⑬
で
「
法
身
禪
師
唱
化
而
来
、
已
歷
四
百
六
十
餘

4

4

4

4

4

禩
（
法ほ

っ

身し
ん

禅ぜ
ん

師じ

、
化け

を
唱と

な

え
て
よ

り
而こ

の

来か
た

、
已す

で

に
四
百
六
十

4

4

4

4

余よ

祀し

を
歴へ

て
）」
と
あ
る
箇
所
が
、「
法
身
禪
師
唱
化
而
来
、
已
歷
四
百
五
十

4

4

4

4

餘
禩
（
法
身
禅
師
、
化
を
唱
え
て
よ
り
而
来
、
已
に
四
百
五
十

4

4

4

4

余
祀
を
歴
て
）」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
以
外
は
同
じ
文
章
で
あ
る
。

　�「
贅
語
」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
む
だ
な
こ
と
ば
。
贅ぜ

い

言げ
ん

」（
巻
十・p.799

）
と
あ
り
、「
贅
言
」
は
、「
よ
け
い
な
こ
と
ば
。
無
駄
口
」（
前
同・p.799

）

な
ど
の
意
。

　�【
一
】
⑬
で
は
『
龍

り
ゅ
う

山ざ
ん

三さ
ん

開か
い

祖そ

伝で
ん

』
の
成
立
が
元げ

ん

禄ろ
く

九
年
（
一
六
九
六
）
で
あ
る
た
め
、「
化け

」
を
、「
①
衆し

ゅ

生じ
ょ
うを

教
き
ょ
う

化け

（「
き
ょ
う
か
」
と
も
）
す
る
。
ま

た
宗

し
ゅ
う

旨し

を
挙こ

揚よ
う

す
る
こ
と
」の
意
と
し
、当
該
年
が
法
身
禅
師
が
渡と

宋そ
う

さ
れ
た
時
期
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、「
禅ぜ

ん

門も
ん

に
入
ら
れ
て
か
ら
」と
意
訳
し
た
。

し
か
し
、
本
項
に
お
い
て
は
『
松ま

つ

島し
ま

諸し
ょ

勝し
ょ
う

記き

』
の
成
立
が
享

き
ょ
う

保ほ
う

元
年
（
一
七
一
六
）
で
あ
り
、
四
百
五
十
年
前
に
当
た
る
一
二
六
六
年
は
松ま

つ

島し
ま

円え
ん

福ぷ
く

寺じ

を
辞
し
、
洞ほ

ら

内な
い

で
帰き

依え

を
受
け
た
時
期
で
あ
る
た
め
、「
衆
生
を
教
化
し
、
宗
旨
を
挙
揚
さ
れ
て
か
ら
」
と
意
訳
し
た
。
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訳 

注　

【
三
】『
天て

ん

台だ
い

由ゆ
い

緒し
ょ

記き

』（
法ほ

っ

身し
ん

禅ぜ
ん

師じ

部
分
抜
粋
）

○�

『
天て

ん

台だ
い

由ゆ
い

緒し
ょ

記き

』（
以
下
、『
天て

ん

台だ
い

記き

』
と
表
記
す
る
）
は
、
か
つ
て
松
島
の
地
に
あ
っ
た
と
伝
わ
る
天て

ん

台だ
い

宗し
ゅ
う

延え
ん

福ぷ
く

寺じ

の
歴
史
を
記
す
資
料
。
永え

い

延え
ん

二
年
（
九
八
八
）、
延
福
寺
二
十
三
世
・
覚か

く

心し
ん

（
未
詳
）
が
『
天
台
記
』
第
一
部
を
、
治じ

承し
ょ
う（「

ち
し
ょ
う
」
と
も
）
四
年
（
一
一
八
〇
）、
延
福

寺
二
十
六
世
・
永え

い

快か
い

（
未
詳
）
が
『
天
台
記
』
第
二
部
を
、
弘こ

う

長ち
ょ
う

三
年
（
一
二
六
三
）、
延
福
寺
二
十
八
世
・
儀ぎ

仁に
ん

（
生
没
年
不
詳
）
の
弟
子
・

覚か
く

正し
ょ
う（

未
詳
）
が
『
天
台
記
』
第
三
部
を
記
す
も
原
本
は
失
わ
れ
、
文ぶ

ん

明め
い

二
年
（
一
四
七
〇
）
の
写
本
が
円え

ん

福ぷ
く

寺じ

の
寺て

ら

侍ざ
む
ら
い・蜂は
ち

谷や

家
に
伝
わ
っ

て
い
た
。
天て

ん

長ち
ょ
う

五
年
（
八
二
八
）、
慈じ

覚か
く

大だ
い

師し

・
円え

ん

仁に
ん

（
七
九
四
～
八
六
四
）
に
よ
っ
て
開
創
さ
れ
た
延
福
寺
が
次
第
に
衰す

い

退た
い

し
、
鎌か

ま

倉く
ら

幕ば
く

府ふ

執し
っ

権け
ん

・
北ほ

う

条じ
ょ
う

時と
き

頼よ
り

公
（
一
二
二
七
～
六
三
）
が
法ほ

っ

身し
ん

禅ぜ
ん

師じ

（
一
一
八
九
～
一
二
七
三
）
を
延
福
寺
の
住
職
に
据す

え
た
と
い
う
顛て

ん

末ま
つ

を
記
す
。
本
項

で
は
法
身
禅
師
登
場
以
前
に
つ
い
て
の
記
述
は
本
書
の
内
容
と
関
係
性
が
薄
い
た
め
割
愛
し
、
登
場
以
後
の
記
述
の
み
を
収
録
す
る
こ

と
に
し
た
が
、
必
要
に
応
じ
て
語
注
に
記
載
し
た
。

○�

本
項
は
天
台
宗
側
か
ら
の
視
点
の
た
め
、
法
身
禅
師
と
北
条
時
頼
公
に
つ
い
て
は
意
訳
の
上
で
様
々
な
敬
称
を
用
い
て
お
り
、
ま
た
、

省
略
し
た
場
合
も
あ
る
。

①�

其
比
、
延
福
ノ
傍
溓
湘
ノ
岩
洞
有
僧
。
結
茆
居
。
則
法
身
云
。

＊

　�

其そ

の
比こ

ろ

、
延え

ん

福ぷ
く

の
傍

カ
タ
ワ
ラに

溓れ
ん

湘し
ょ
うの

岩ガ
ン

洞ド
ウ

に
僧そ

う

有あ

り
。
茆ボ

ウ

を
結む

す

び
て
居こ

す
。
則す

な
わち

法ほ
っ

身し
ん

と
云い

う
。

＊

　�

暦
り
ゃ
く

仁に
ん

元
年
（
一
二
三
八
）
頃
、〔
天て

ん

台だ
い

宗し
ゅ
う〕

延え
ん

福ぷ
く

寺じ

に
ほ
ど
近
い
入い

り

江え

の
岩い

わ

屋や

に
〔
一
人
の
〕
僧そ

う

が
い
た
。
俗ぞ

く

世せ

間け
ん

を
離は

な

れ
、
ひ
っ
そ
り
と

〔
日
々
を
〕
過
ご
し
て
い
た
。〔
こ
の
僧
は
、〕
名
を
法ほ

っ

身し
ん

と
い
っ
た
。

＊
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○�

其
比
、
延
福
傍
溓
湘
岩
洞
有
僧
＝
「
其そ

の
比こ

ろ

」
の
年
数
の
確
定
は
、
割
愛
し
た
箇
所
に
「
同
庚
申
二
年
暦
仁
戊
戌
元
年
迠
四
十
一
年
無
住
。
其
歳
相

模
將
軍
頼
經
、
上
洛
次
、
鞍
馬
山
東
光
坊
大
阿
闍
梨
淳
儀
弟
子
儀
仁
受
用
而
延
福
願
主
備
（
同
じ
く
庚

か
の
え

申さ
る

の
二
年
〈
正

し
ょ
う

治じ

二
年
＝
一
二
〇
〇
〉
よ
り
暦

り
ゃ
く

仁に
ん

戊つ
ち
の

戌え
い
ぬの

元
年
（
一
二
三
八
）
迄ま

で

四
十
一
年
無む

住じ
ゅ
う。
其そ

の
歳と

し

、
相さ

が
み模
の
将
軍
頼よ

り

経つ
ね

、
上

じ
ょ
う

洛ら
く

の
次
い
で
、
鞍く

ら

馬ま

山や
ま

・
東と

う

光こ
う

坊ぼ
う

の
大だ

い

阿あ

闍じ
ゃ

梨り

・
淳

じ
ゅ
ん

儀ぎ

弟
子
・
儀ぎ

仁に
ん

、
受じ

ゅ

用ゆ
う

し
て
延え

ん

福ぷ
く

願が
ん

主し
ゅ

に
備
う
）」

と
あ
り
、
本
項
に
続
く
こ
と
に
よ
る
。

　�「
延え

ん

福ぷ
く

」
は
、
天て

ん

台だ
い

宗し
ゅ
う

延え
ん

福ぷ
く

寺じ

の
こ
と
。
天て

ん

長ち
ょ
う

五
年
（
八
二
八
）、
後
に
比ひ

叡え
い

山ざ
ん

延え
ん

暦り
ゃ
く

寺じ

第
三
代
座ざ

主す

と
な
っ
た
慈じ

覚か
く

大だ
い

師し

・
円え

ん

仁に
ん

（
七
九
四
～
八
六
四
）

に
よ
っ
て
開
創
さ
れ
た
と
伝
わ
り
、
本
寺
で
あ
る
延
暦
寺
と
比ひ

肩け
ん

す
べ
き
旨む

ね

を
も
っ
て
、「
青せ

い

龍り
ゅ
う

山ざ
ん

延え
ん

福ぷ
く

寺じ

」
と
命
名
さ
れ
た
。
又ま

た

、
松
島
に
建
て

ら
れ
た
の
で
、「
松ま

つ

島し
ま

寺で
ら

」
と
も
呼
ば
れ
た
と
い
う
。

　�「
溓れ

ん

湘し
ょ
う」

は
、
使
用
し
た
辞
書
に
は
見
え
な
い
語
だ
が
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
溓
」
は
、「
①
大
川
が
と
ぎ
れ
て
更
に
流
れ
出
た
小
川
。
②
と
ど
ま
る
。

水
の
静
か
な
こ
と
」（
巻
七
・p.149

）
な
ど
と
あ
り
、「
湘
」
は
、「
①
川
の
名
。
②
に
る
」（
前
同
・p.129

）
な
ど
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
「
入い

り

江え

」
と
意
訳
し
た
。

　�「
岩
洞
」
は
、
原
文
に
「
カ
ン
ト
フ
」
と
カ
タ
カ
ナ
の
振
り
仮
名
が
あ
る
り
、「
ガ
ン
ド
ウ
」
と
読
む
。『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
岩
の
ほ
ら
あ
な
。
巌が

ん

洞ど
う

」（
巻
四
・p.235

）
と
あ
り
、
こ
こ
で
は
「
岩い

わ

屋や

」
と
し
た
。

○�

結
茆
居
。
則
法
身
云
＝
「
茆
」
は
、
原
文
に
「
ホ
ウ
」
と
カ
タ
カ
ナ
の
振
り
仮
名
が
あ
り
、「
ボ
ウ
」
と
読
む
。「
し
げ
る
さ
ま
。
く
さ
む
ら
」
を
意

味
す
る
字
で
、「
茅ぼ

う

」
に
も
通
じ
る
字
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
か
や
ぶ
き
」
の
意
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、「
か
や
で
庵
を
結
び
、
隠
者
の
様
に
暮
ら
す
」

意
と
推
測
し
、「
俗ぞ

く

世せ

間け
ん

を
離は

な

れ
、
ひ
っ
そ
り
と
」
と
意
訳
し
た
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
九
・p.609

、p.614

）
参
照
。

　�「
法
身
」
と
い
う
記
述
の
み
の
た
め
、
道ど

う

号ご
う

か
法ほ

う

諱き

か
は
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
、
法
諱
は
僧
侶
と
し
て
の
名
前
で
あ
る
た
め
、「
法
身
」
は
法
諱

と
考
え
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。「
法
身
」
と
い
う
表
記
は
、【
一
】『
龍

り
ゅ
う

山ざ
ん

三さ
ん

開か
い

祖そ

伝で
ん

』「
法ほ

っ

身し
ん

和お

尚し
ょ
う

伝で
ん

」・【
二
】『
松ま

つ

島し
ま

諸し
ょ

勝し
ょ
う

記き

』「
無む

相そ
う

窟く
つ

」
と

同
じ
で
あ
る
。

②�

人
王
八
十
八
世
、
後
深
草
ノ
御
宇
、
寳
治
戊
申
ノ
二
歳
四
月
十
四
日
、
山
王
七
社
大
權
現
祭
礼
執
行
。
儀
仁
始
三
千
ノ
衆
徒
、
堂
衆
、

学
姓
、不
残
山
王
大
師
神
輿
奉
守
。法
師
﨑
而
神
樂
奏
。五
大
尊
明
王
ノ
伊
陀
天
ノ
前
法
師
﨑
宝
殿
中
廊
渡
舞
樂
奏
。寔
晴
明
ノ
見
物
也
。

＊
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　�

人に
ん

王の
う

八
十
八
世
、
後ご

深ふ
か

草く
さ

の
御ぎ

ょ

宇う

、
宝ほ

う

治じ

戊つ
ち
の

申え
さ
るの

二ふ
た

歳と
せ

四
月
十
四
日
、
山さ

ん

王の
う

七し
ち

社し
ゃ

大だ
い

権ご
ん

現げ
ん

祭さ
い

礼れ
い

執し
ゅ

行ぎ
ょ
うす

。
儀ぎ

仁に
ん

始ハ
シ

め
三
千
の
衆し

ゅ

徒と

、
堂ど

う

衆じ
ゅ

、
学が

く

姓し
ょ
う、

残
ら
ず
山さ

ん

王の
う

大だ
い

師し

神み

輿こ
し

守
り
奉

た
て
ま
つる

。
法ほ

う

師し

崎ざ
き

に
て
神か

ぐ
ら楽

を
奏そ

う

す
。
五ご

大だ
い

尊そ
ん

明み
ょ
う

王お
う

の
伊い

陀だ

天て
ん

の
前
よ
り
法
師
崎
の
宝ほ

う

殿で
ん

ま
で

中ち
ゅ
う

廊ろ
う

渡わ
た

し
て
舞ぶ

楽が
く

を
奏
す
。
寔ま

こ
とに

晴せ
い

明め
い

の
見み

物も
の

な
り
。

＊

　�

第
八
十
九
代
・
後ご

深ふ
か

草く
さ

天て
ん

皇の
う

の
御み

世よ

、
宝ほ

う

治じ

二
年
（
一
二
四
八
）
四
月
十
四
日
、〔
延え

ん

福ぷ
く

寺じ

の
鎮ち

ん

守じ
ゅ

・
〕
日ひ

吉よ
し

山さ
ん

王の
う

社し
ゃ

の
例れ

い

祭さ
い

が
行
わ
れ
た
。

〔
延
福
寺
の
住

じ
ゅ
う

職し
ょ
く・

〕
儀ぎ

仁に
ん

を
筆ひ

っ

頭と
う

に
、
多
く
の
僧そ

う

や
僧そ

う

兵へ
い

・
学が

く

僧そ
う

ら
〔
、
あ
わ
せ
て
〕
三
千
人
〔
の
僧そ

う

侶り
ょ

〕
が
、
皆
で
日ひ

吉よ
し

山さ
ん

王の
う

大だ
い

権ご
ん

現げ
ん

の
神み

輿こ
し

を
担か

つ

い
だ
。〔
現
在
の
福ふ

く

浦う
ら

島じ
ま

の
対
岸
地
区
に
位
置
す
る
〕
法ほ

う

師し

崎ざ
き

で
神か

ぐ
ら楽

が
奉ほ

う

納の
う

さ
れ
た
。〔
そ
し
て
、〕
五ご

大だ
い

堂ど
う

の
韋い

駄だ

天て
ん

像ぞ
う

の
前
か
ら
法
師
崎
の
御お

堂ど
う

ま
で
を
廻か

い

廊ろ
う

で
繋つ

な

ぎ
、舞ぶ

楽が
く

を
奉
納
し
た
。〔
そ
れ
は
、〕実じ

つ

に
清き

よ

ら
か
で
、素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

＊

○�

人
王
八
十
八
世
、
後
深
草
ノ
御
宇
、
寳
治
戊
申
ノ
二
歳
四
月
十
四
日
、
山
王
七
社
大
權
現
祭
礼
執
行
＝
「
人に

ん

王の
う

」
は
、「
人
皇
」
と
も
書
き
、「
人
の

代
と
な
っ
て
か
ら
の
天て

ん

皇の
う

。
神じ

ん

武む

天
皇
以
後
の
天
皇
」
を
い
う
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
一
・p.559

、p.569

）
参
照
。

　�「
後ご

深ふ
か

草く
さ

」
は
、
第
八
十
九
代
・
後
深
草
天
皇
（
一
二
四
三
～
一
三
〇
四
、
在
位
・
一
二
四
六
～
五
九
）
の
こ
と
。
諱い

み
な・
久ひ

さ

仁ひ
と

。
後ご

嵯さ

峨が

天
皇
（
一
二
二
〇
～

七
二
）
の
皇
子
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
四
・p.848
）
参
照
。

　
第
八
十
八
代
天
皇
は
後
嵯
峨
天
皇
で
あ
り
、「
人
王
八
十
八4

世
」
は
「
人
王
八
十
九4

世
」
の
誤
記
。

　�「
御ぎ

ょ

宇う

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
宇う

内だ
い

を
御ぎ

ょ

し
治
め
る
。
天
下
を
統
治
す
る
。
転
じ
て
、
天
下
を
統
治
し
て
い
る
期
間
。
み
よ
。
御
代
」（
巻
四
・

p.889

）
と
あ
り
、
こ
こ
で
は
「
御み

世よ

」
と
し
た
。

　�「
山さ

ん

王の
う

七し
ち

社し
ゃ

大だ
い

権ご
ん

現げ
ん

」
は
、
天
台
宗
延え

ん

福ぷ
く

寺じ

の
鎮ち

ん

守じ
ゅ

。「
山
王
七
社
」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
比ひ

叡え
い

山ざ
ん

に
あ
る
鎮
守
神
の
総
称
。
山さ

ん

王の
う

権ご
ん

現げ
ん

・

日ひ

吉よ
し

権ご
ん

現げ
ん

（「
ひ
え
ご
ん
げ
ん
」
と
も
）
と
称
し
、
一い

ち

実じ
つ

神し
ん

道と
う

の
本
尊
で
あ
る
」（p.494

）
と
あ
る
。『
天
台
記
』
に
、「
在
世
ノ
名
者
圓
仁
大
僧
正
云
。
天

王
為
勅
宣
、
江
刕
比
叡
山
山
王
七
社
大
權
現
、
自
神
輿
奉
守
遥
松
嶋
下
著
所
…
（
在
世
の
名
は
円え

ん

仁に
ん

大だ
い

僧そ
う

正じ
ょ
うと

云い

え
り
。
天て

ん

王の
う

勅ち
ょ
く

宣せ
ん

と
し
て
、
江ご

う

州し
ゅ
う

比
叡
山
、
山
王

七
社
大
権
現
、
神み

輿こ
し

守
り
奉

た
て
ま
つり

、
遥
か
に
松
島
に
下げ

著ち
ゃ
くす

所
…
）」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
円
仁
の
勧か

ん

請じ
ょ
う。

現
在
の
五ご

大だ
い

堂ど
う

近
く
の
丘

き
ゅ
う

陵り
ょ
うが

原
初
地
と
推
測
さ
れ
、

後
、
寛か

ん

永え
い

十
七
年
（
一
六
四
〇
）、
現
在
の
天て

ん

麟り
ん

院い
ん

西
側
山
上
に
移
転
し
た
。

　「
祭さ

い

礼れ
い

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
ま
つ
り
の
儀
式
」（
巻
八
・p.473

）
と
あ
り
、
こ
こ
で
は
「
例れ

い

祭さ
い

」
と
し
た
。
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　�「
執し

ゅ

行ぎ
ょ
う」
は
、「
執
り
行
う
」
こ
と
。「
し
っ
こ
う
」「
し
ぎ
ょ
う
」
と
も
読
む
が
、
古
訓
は
「
し
ゅ
ぎ
ょ
う
」。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
三
・p.192

）
参
照
。

○�

儀
仁
始
三
千
ノ
衆
徒
、
堂
衆
、
学
姓
、
不
殘
山
王
大
師
神
輿
奉
守
＝
「
儀ぎ

仁に
ん

」
は
前
述
、
①
の
語
注
「
其そ

の
比こ

ろ

」
の
内
容
に
よ
れ
ば
、
鞍く

ら

馬ま

山や
ま

・
東と

う

光こ
う

坊ぼ
う

の
大だ

い

阿あ

闍じ
ゃ

梨り

・
淳

じ
ゅ
ん

儀ぎ

（
未
詳
）
の
弟
子
。
暦

り
ゃ
く

仁に
ん

元
年
（
一
二
三
八
）、
鎌
倉
幕
府
第
四
代
将
軍
・
藤ふ

じ

原わ
ら
の

頼よ
り

経つ
ね

（
一
二
一
八
～
五
六
）
が
上

じ
ょ
う

洛ら
く

の
折
に
儀
仁

を
招

し
ょ
う

請せ
い

し
、
延え

ん

福ぷ
く

寺じ

の
住
職
と
し
て
い
る
。
延
福
寺
二
十
八
世
。
生
没
年
不
詳
。

　�「
衆し

ゅ

徒と

」
は
、「
寺
の
僧そ

う

衆し
ゅ

」
や
「
僧そ

う

兵へ
い

」
の
こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.632

）
参
照
。
次
項
「
堂ど

う

衆じ
ゅ

」
に
「
僧
兵
」
の
意
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
単

に
「
多
く
の
僧そ

う

」
と
意
訳
し
た
。

　�「
堂ど

う

衆じ
ゅ

」
は
、「
堂ど

う

僧そ
う

」
と
も
言
い
、「
天
台
宗
の
教
団
に
お
け
る
下
級
僧
侶
。
寺
院
諸し

ょ

堂ど
う

に
分
属
し
て
雑ぞ

う

役や
く

に
従
事
し
た
法ほ

う

師し

」
の
こ
と
。
後
に
は

次
第
に
勢
力
を
増
し
て
、
僧
兵
の
性
格
を
帯
び
る
者
も
い
た
と
い
う
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.1012

）
参
照
。

　�「
学が

く

姓し
ょ
う」
は
、
使
用
し
た
辞
書
に
は
見
え
な
い
語
だ
が
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
学が

く

生し
ょ
う」
と
い
う
語
は
あ
り
、「
①
寺
院
に
寄き

寓ぐ
う

し
、
外げ

典て
ん

を
習
学

す
る
者
。
②
仏
教
を
研
究
す
る
者
。
学が

く

匠し
ょ
う・
学
者
・
学が

く

僧そ
う

。
③
十
二
年
、
山
に
籠こ

も

っ
て
止し

観か
ん

業ご
う

と
遮し

ゃ

那な

業ご
う

と
の
両
業
を
修
め
た
人
。
学が

く

侶り
ょ

と
も
。
④

日
本
天
台
宗
教
団
の
本
来
の
構
成
員
」（p.178

）
と
あ
る
。「
生
」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
㉜
『
姓
』
に
通
ず
」（
巻
七・p.1028

）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
学
生
」
の
意
味
を
用
い
た
。

　�「
山さ

ん

王の
う

大だ
い

師し

」
は
、「
山さ

ん

王の
う

権ご
ん

現げ
ん

」
に
同
じ
。
前
述
、「
山さ

ん

王の
う

七し
ち

社し
ゃ

大だ
い

権ご
ん

現げ
ん

」
参
照
。

○�

法
師
﨑
而
神
樂
奏
＝
「
法ほ

う

師し

崎ざ
き

」
は
、
現
在
の
福ふ

く

浦う
ら

島じ
ま

の
対
岸
地
区
付
近
。
中
世
期
の
海
岸
線
は
現
在
と
は
異
な
り
、
内
陸
ま
で
海
が
入
り
込
ん
で

い
た
と
い
う
。
文ぶ

ん

政せ
い

十
二
年
（
一
八
二
九
）
以
前
の
執
筆
と
さ
れ
る
大お

お

場ば

雄お

渕ぶ
ち

（
一
七
五
八
～
一
八
二
九
）
著
『
奥お

う

州し
ゅ
う

名め
い

所し
ょ

図ず

会え

』
巻
四
「
松
島
」
の
「
法

師
崎
」
に
、「
ま
た
、
宝ほ

う

珠じ
ゅ

崎
、
名
未
考
」
と
あ
る
。

　�「
神か

ぐ
ら楽
」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
③
神
を
祀ま

つ

る
た
め
に
奏そ

う

す
る
舞ぶ

楽が
く

。
も
と
楽
器
は
和わ

琴ご
ん
・
横お

う

笛て
き
・
笏

し
ゃ
く

拍び
ょ
う

子し

を
用
い
た
が
、
後
世
、
篳ひ

ち

篥り
き

を
加
う
。

か
み
あ
そ
び
」（
巻
八
・p.446

）
と
あ
る
。

○�

五
大
尊
明
王
ノ
伊
陀
天
ノ
前
法
師
﨑
宝
殿
中
廊
渡
舞
樂
奏
。
寔
晴
明
ノ
見
物
也
＝
「
五ご

大だ
い

尊そ
ん

明み
ょ
う

王お
う

」
は
、「
五ご

大だ
い

明み
ょ
う

王お
う

」
の
こ
と
で
、「
五
大
尊
」
と

も
い
う
。『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
胎た

い

蔵ぞ
う

界か
い

曼ま
ん

荼だ

羅ら

の
持じ

明み
ょ
う

院い
ん

の
五
尊
。
不ふ

動ど
う

・
降ご

う

三ざ
ん

世ぜ

（「
ご
う
さ
ん
ぜ
」
と
も
）・
軍ぐ

ん

荼だ

利り

・
大だ

い

威い

徳と
く

・
金こ

ん

剛ご
う

夜や

叉し
ゃ

の

各
明
王
で
、
忿ふ

ん

怒ぬ

形ぎ
ょ
うを

現
じ
て
い
る
。『
仁に

ん

王の
う

経ぎ
ょ
う

儀ぎ

軌き

』（
上
）
に
由
来
す
る
」（p.371
）
と
あ
る
。
松
島
に
お
い
て
は
、
瑞ず

い

巌が
ん

寺じ

の
鎮ち

ん

守じ
ゅ

で
あ
る
五ご

大だ
い

堂ど
う

に
五
大
明
王
が
祀ま

つ

ら
れ
て
い
る
。
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　�「
伊い

陀だ

天て
ん

」
は
、「
韋い

駄だ

天て
ん

」
の
こ
と
。「
韋
駄
天
」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
も
と
バ
ラ
モ
ン
教
の
神
で
シ
ヴ
ァ
神
の
子
。
の
ち
仏
教
の
伽が

藍ら
ん

の

守
護
神
と
な
る
。
増ぞ

う

長ち
ょ
う

天て
ん

の
八
大
将
軍
の
一
つ
。
俗
に
足
の
速
い
こ
と
で
知
ら
れ
、
韋
駄
天
走
り
と
い
う
」（p.34

）
と
あ
る
。
し
か
し
、「
五
大
堂

に
韋
駄
天
を
祀
っ
て
い
た
」
と
い
う
記
述
は
他
の
資
料
に
は
見
ら
れ
ず
、
韋
駄
天
像
も
現
存
し
な
い
。

　�「
宝ほ

う

殿で
ん

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
神
の
や
し
ろ
。
神
殿
」（p.1245

）
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
御お

堂ど
う

」
と
し
た
。

　�「
中

ち
ゅ
う

廊ろ
う

」
は
、
使
用
し
た
辞
書
に
は
見
え
な
い
語
だ
が
、
文
脈
か
ら
「
廊ろ

う

下か

」
の
こ
と
。「
廊
下
」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
室
と
室
と
の
間
の
細

長
い
板
じ
き
の
通
路
。
ほ
そ
ど
の
。
わ
た
ど
の
。
廻か

い

廊ろ
う

」（
巻
四
・p.602

）
と
あ
る
。

　�「
舞ぶ

楽が
く

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
舞
の
伴
う
雅が

楽が
く

」（
巻
九
・p.476

）
と
あ
る
。

　�「
晴せ

い

明め
い

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
晴
れ
て
明
ら
か
な
こ
と
。
空
が
晴
れ
て
物
の
明
ら
か
な
こ
と
」（
巻
五
・p.903

）
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
清き

よ

ら
か

で
」
と
意
訳
し
た
。

　「
見み

物も
の

」
は
、「
見
る
に
足
る
も
の
。
見
て
目
ざ
ま
し
く
感
ず
る
も
の
」
の
意
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
十
・p.320

）
参
照
。

③�

相
模
ノ
平
ノ
將
軍
時
頼
、
出
家
而
東
國
修
行
ノ
次
、
吾
郷
下
著
。
然
其
日
、
修
行
時
頼
、
逆
縁
ノ
爲
躰
、
舞
樂
ノ
面
白
依
難
絶
、
大
音
、

前
伐マ

マ

未
聞
ノ
見
物
哉
。
宣
聲
衆
徒
ノ
内
、
普
賢
堂
閣
圓
怒
是
、
其
修
行
者
殺
害
云
。
諸
々
ノ
衆
徒
ノ
中
、
家
多
ノ
浦
襌
餘
房
、
象
鼻
﨑

ノ
賀
泉
坊
、
安
養
﨑
ノ
一
流
房
、
彼
是
十
余
人
馳
集
爲
命
失
。
爰
亀
ノ
崎
坊
良
泉
、
山
王
大
師
依
祭
礼
、
殺
生
不
可
及
。
爲
訴
詔
、
漸
々

助
命
。

＊

　�

相さ
が
み模
の
平た

い
らの
将

し
ょ
う

軍ぐ
ん

時と
き

頼よ
り

、出
し
ゅ
っ

家け

し
て
東と

う

国ご
く

修し
ゅ

行ぎ
ょ
うの
次つ

い
で
、吾わ

が
郷き

ょ
うに
下げ

著ち
ゃ
くす
。然し

か

れ
ど
も
其そ

の
日ひ

、修
行
時
頼
、逆

ぎ
ゃ
く

縁え
ん

の
為イ

体テ
イ

に
し
て
、

舞ぶ

楽が
く

の
面お

も

白し
ろ

さ
絶タ

え
難が

た

き
に
依よ

り
て
、
大だ

い

音お
ん

に
て
、「
前ぜ

ん

代だ
い

未み

聞も
ん

の
見み

物も
の

か
な
」
と
宣ノ

タ
マう
声コ

エ

、
衆し

ゅ

徒と

の
内う

ち

に
、
普ふ

賢げ
ん

堂ど
う

・
閣カ

ク

円エ
ン

、
是こ

れ

を
怒イ

カ

っ
て
、「
其
の
修
行
者
殺さ

つ

害が
い

せ
ん
」
と
云い

う
。
諸も

ろ

々も
ろ

の
衆
徒
の
中う

ち

に
、
家か

多た

の
浦う

ら

・
禅ぜ

ん

余よ

房ぼ
う

、
象ぞ

う

鼻び
が

崎さ
き

の
賀が

泉せ
ん

坊ぼ
う

、
安あ

ん

養よ
う
が

崎さ
き

の
一い

ち

流り
ゅ
う

房ぼ
う

、
彼か

れ
是こ

れ
十
余
人
馳は

せ
集あ

つ

ま
り
て
命い

の
ちを

失う
し
なわ

ん
と
為ス

。
爰こ

こ

に
、
亀か

め

の
崎さ

き

坊ぼ
う

・
良

り
ょ
う

泉せ
ん

、「
山さ

ん

王の
う

大だ
い

師し

の
祭さ

い

礼れ
い

に
依よ

り
、
殺せ

っ

生し
ょ
う

及お
よ

ぶ

べ
か
ら
ず
」
と
、
訴そ

詔し
ょ
うと

為な

し
て
、
漸ヨ

ウ

々ヨ
ウ

助じ
ょ

命め
い

す
。

＊
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　�

鎌か
ま

倉く
ら

幕ば
く

府ふ

の
執し

っ

権け
ん

・
北ほ

う

条じ
ょ
う

時と
き

頼よ
り

は
仏ぶ

つ

門も
ん

に
入
り
、
関
東
～
東
北
地
方
を
行あ

ん

脚ぎ
ゃ

す
る
最さ

中な
か

、
松ま

つ

島し
ま

の
地
に
辿た

ど

り
着つ

い
た
。
し
か
し
そ
の
日
、

時
頼
は
修
行
中
の
身
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
う
と
は
思
え
な
い
よ
う
な
有あ

り

様さ
ま

で
、
舞ぶ

楽が
く

の
素す

晴ば

ら
し
さ
に
感か

ん

情じ
ょ
うを

抑お
さ

え
き
れ
な

く
な
り
、「
こ
ん
な
に
凄
い
舞ぶ

楽が
く

は
今
ま
で
に
一
度
も
見
た
こ
と
が
な
い
！
」
と
大
声
を
上
げ
た
と
こ
ろ
、〔
そ
の
声
を
聞
い
た
〕
僧
の

一
人
・
普ふ

賢げ
ん

堂ど
う

の
閣か

く

円え
ん

は
激げ

き

怒ど

し
て
、「
そ
の
修
行
者
を
殺こ

ろ

せ
！
」
と
叫さ

け

ん
だ
。
多
く
の
僧
〔
が
い
た
が
、
そ
〕
の
中
で
、
片か

た

の
浦う

ら

の

禅ぜ
ん

余よ

房ぼ
う

、
象ぞ

う

鼻び
が

崎さ
き

の
賀が

泉せ
ん

坊ぼ
う

、
安あ

ん

養よ
う
が

崎さ
き

の
一い

ち

流り
ゅ
う

房ぼ
う

等と
う

、
お
よ
そ
十
人
余あ

ま

り
が
〔
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
頼
を
〕
取と

り
囲か

こ

ん
で
殺こ

ろ

そ
う
と

し
た
。
そ
の
時
、
亀か

め

の
崎さ

き

坊ぼ
う

の
良

り
ょ
う

泉せ
ん

が
、「〔
今
日
は
〕
日ひ

吉よ
し

山さ
ん

王の
う

社し
ゃ

の
例れ

い

祭さ
い

だ
か
ら
、
殺
し
て
は
い
け
な
い
」
と
訴う

っ
たえ

た
の
で
、
ど
う

に
か
〔
時
頼
の
〕
命
は
助
け
ら
れ
た
。＊

○�

相
模
ノ
平
ノ
將
軍
時
頼
、
出
家
而
東
國
修
行
ノ
次
、
吾
郷
下
著
＝
「
相さ

が
み模

の
平た

い
らの

将
し
ょ
う

軍ぐ
ん

時と
き

頼よ
り

」
は
、
北ほ

う

条じ
ょ
う

時と
き

頼よ
り

公こ
う

（
一
二
二
七
～
六
三
）
の
こ
と
。

諱い
み
な・

道ど
う

崇す
う

、
通
称
・
最さ

い

明み
ょ
う

寺じ

殿ど
の

。
寛か

ん

元げ
ん

四
年
（
一
二
四
六
）、
鎌か

ま

倉く
ら

幕ば
く

府ふ

五
代
執し

っ

権け
ん

と
な
る
。
禅
宗
に
深
く
帰き

依え

し
、
蘭ら

ん

渓け
い

道ど
う

隆り
ゅ
う

禅ぜ
ん

師じ

（
一
二
一
三
～

七
八
・
臨
済
宗
楊よ

う

岐ぎ

派は

松し
ょ
う

源げ
ん

派は

・
日
本
臨
済
宗
大だ

い

覚か
く

派は

の
祖
）
を
開
山
と
し
て
建け

ん

長ち
ょ
う

寺じ

を
創
建
。
康こ

う

元げ
ん

元
年
（
一
二
五
六
）、
病
を
得
て
執
権
職
を
辞
し
、
蘭
渓
禅

師
を
戒か

い

師し

と
し
て
最
明
寺
で
出
家
。
後
、
諸
国
を
行あ

ん

脚ぎ
ゃ

し
て
民
情
を
視
察
し
た
と
い
う
、
廻か

い

国こ
く

伝
説
が
生
ま
れ
た
。
北
条
氏
は
桓か

ん

武む

平へ
い

氏し

の
一
支
族
。

『
日
本
仏
教
人
名
辞
典
』（p.715

）
参
照
。

　�「
出

し
ゅ
っ

家け

」
は
、
俗ぞ

っ

家か

を
出
て
剃て

い

髪は
つ

染ぜ
ん

衣ね

し
、
沙し

ゃ

門も
ん

と
な
る
こ
と
。
ま
た
は
そ
の
状
態
や
生
活
を
指
す
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.510

）
参
照
。「
仏ぶ

つ

門も
ん

に
入

り
」
と
意
訳
し
た
。

　�「
東と

う

国ご
く

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
①
東
方
の
国
。
②
古
く
は
遠と

お

江と
う
み・信し
な
の濃

以
東
、
後
、
足あ

し

柄が
ら

山や
ま

以
東
の
地
。
あ
づ
ま
の
く
に
。
関
東
」（
巻
六・p.183

）

と
あ
る
。
北
条
家
の
得
宗
領
が
あ
っ
た
地
と
推
測
さ
れ
る
た
め
、「
関
東
～
東
北
地
方
」
と
意
訳
し
た
。

　「
吾わ

が
郷き

ょ
う」

は
、
松
島
の
こ
と
。

　�「
下げ

著ち
ゃ
く」

は
、
使
用
し
た
辞
書
に
は
見
え
な
い
語
で
あ
る
が
、「
下
」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「（
二
）
①
く
だ
る
。
く
だ
す
。
お
と
す
。
上
か
ら
下

に
行
く
」（
巻
一
・p.220

）
と
あ
り
、「
著
」
は
、「（
邦
）
①
つ
く
。
到
り
つ
く
」（
同
・
巻
九
・p.780

）
と
あ
る
。
都
か
ら
地
方
へ
下
り
、
目
的
地
に
到

着
す
る
こ
と
。

○�

然
其
日
、
修
行
時
頼
、
逆
縁
ノ
爲
躰
、
舞
樂
ノ
面
白
依
難
絶
、
大
音
、
前
伐マ

マ

未
聞
ノ
見
物
哉
。
宣
聲
衆
徒
ノ
内
、
普
賢
堂
閣
圓
怒
是
、
其
修
行
者
殺
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害
云
＝
「
其そ

の
日ひ

」
は
、
前
述
、
②
に
あ
る
よ
う
に
、
宝ほ

う

治じ

二
年
（
一
二
四
八
）
四
月
十
四
日
を
さ
す
。【
一
】『
龍

り
ゅ
う

山ざ
ん

三さ
ん

開か
い

祖そ

伝で
ん

』「
法ほ

っ

身し
ん

和お

尚し
ょ
う

伝で
ん

」
⑥・

【
二
】『
松ま

つ

島し
ま

諸し
ょ

勝し
ょ
う

記き

』「
無む

相そ
う

窟く
つ

」
⑥
と
も
に
、
時
頼
公
の
来
松
を
「
正

し
ょ
う

元げ
ん

、
文ぶ

ん

応お
う

の
間あ

い
だ（

一
二
五
九
～
六
一
）」
と
し
て
お
り
、
年
数
に
異
同
が
あ
る
。

　�「
逆

ぎ
ゃ
く

縁え
ん

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
順

じ
ゅ
ん

縁え
ん

の
対
。
①
悪
事
が
か
え
っ
て
仏
道
に
入
る
縁
と
な
る
こ
と
。
仏
に
反
抗
し
、
あ
る
い
は
仏
法
を
そ
し
る

こ
と
が
、
か
え
っ
て
仏
道
に
入
る
因い

ん

縁ね
ん

と
な
る
こ
と
。
②
自
分
の
修
行
を
さ
ま
た
げ
る
因
縁
」（p.224

）
な
ど
と
あ
り
、
こ
こ
で
は
②
の
意
。「
修
行

中
の
身
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
う
と
は
思
え
な
い
よ
う
な
」
と
意
訳
し
た
。

　�「
為
体
」
は
、
原
文
に
「
イ
テ
イ
」
と
カ
タ
カ
ナ
の
振
り
仮
名
が
あ
る
。『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
て
い
た
ら
く
」
と
し
て
「
様
子
。
あ
り
さ
ま
。
な
り

ゆ
き
」（
巻
七
・p.574

）
と
あ
る
。

　「
大だ

い

音お
ん

」
は
、「
大
声
」
の
こ
と
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
三
・p.374

）
参
照
。

　�「
前
伐4

未
聞
」
と
原
文
に
あ
る
が
、「
前
代4

未
聞
」
の
誤
記
。「
前ぜ

ん

代だ
い

未み

聞も
ん

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
前
代
に
も
聞
か
ぬ
珍
し
い
こ
と
。
空く

う

前ぜ
ん

」（
巻

二
・p.279

）
と
あ
る
。

　�「
衆し

ゅ

徒と

」
は
前
述
、
②
の
語
注
に
既
出
。「
寺
の
僧そ

う

衆し
ゅ

」
や
「
僧そ

う

兵へ
い

」
の
こ
と
で
、「
多
く
の
僧そ

う

」
と
意
訳
し
た
。

　�「
普ふ

賢げ
ん

堂ど
う

」
は
、
み
ち
の
く
伊だ

達て

政ま
さ

宗む
ね

歴れ
き

史し

館か
ん

周
辺
に
現
在
も
地
名
が
残
る
。
後
述
、「
象ぞ

う

鼻び
が

崎さ
き

」
の
項
に
普
賢
堂
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
が
、
現

在
「
普
賢
堂
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
場
所
と
は
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
離
れ
て
お
り
、
本
項
の
普
賢
堂
と
は
別
な
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
こ

こ
に
い
う
普
賢
堂
は
、
現
在
も
地
名
と
し
て
残
る
普
賢
堂
で
は
な
く
、
象
鼻
崎
に
あ
っ
た
と
い
う
普
賢
堂
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

　「
閣カ

ク

円エ
ン

」
は
未
詳
。

○�

諸
々
ノ
衆
徒
ノ
中
、
家
多
ノ
浦
襌
餘
房
、
象
鼻
﨑
ノ
賀
泉
坊
、
安
養
﨑
ノ
一
流
房
、
彼
是
十
余
人
馳
集
爲
命
失
＝
「
家か

多た

の
浦う

ら

」
は
、「
片か

た

の
浦
」

の
こ
と
で
、
瑞
巌
寺
よ
り
東
に
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
の
所
に
あ
っ
た
湿し

つ

田で
ん

地
帯
周
辺
の
こ
と
。
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
に
埋
め
立
て
ら
れ
、
現

在
は
普
賢
堂
・
垣か

き

ノ
内う

ち

の
住
宅
街
と
な
っ
て
い
る
。
桜

さ
く
ら

田だ

虎こ

門も
ん

（
一
七
七
四
～
一
八
三
九
）
が
文ぶ

ん

政せ
い

三
年
（
一
八
二
〇
）
に
著
し
た
『
松ま

つ

島し
ま

図ず

誌し

』
の
「
七な

な

浦う
ら

」
に
、「
竹た

け

の
浦
、
梅う

め

が
浦
、
霞か

す
みが

浦
、
胡く

る
み桃

が
浦
、
生

し
ょ
う

姜が

浦
、
片
の
浦
、
光こ

う

徳と
く

が
浦
」
と
あ
る
。

　「
禅ぜ

ん

余よ

房ぼ
う

」
は
未
詳
。

　�「
房
」
は
、
堂
に
付
属
し
て
建
て
ら
れ
た
屋お

く

舎し
ゃ

や
、
屋
舎
内
の
部
屋
を
い
う
。
僧
の
住
す
る
「
房
」
が
集
ま
る
一
区
画
を
「
僧
坊
」
と
い
う
こ
と
か

ら
「
坊
」
と
通
用
し
、
僧
の
名
に
添そ

え
て
用
い
ら
れ
る
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
三
・p.150
、
巻
五
・p.62

）、『
禅
学
大
辞
典
』（p.1118

）
参
照
。
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　�「
象ぞ

う

鼻び
が

崎さ
き

」
は
、
松ま

つ

島し
ま

海か
い

岸が
ん

駅え
き

正
面
に
位
置
す
る
丘

き
ゅ
う

陵り
ょ
う。
南
端
に
真ま

山や
ま

地じ

蔵ぞ
う

堂ど
う

が
あ
る
。『
奥お

う

州し
ゅ
う

名め
い

所し
ょ

図ず

会え

』
巻
四
「
松
島
」
の
「
象

ぞ
う
が

崎さ
き

」
に
、「
ま

た
普ふ

賢げ
ん

崎さ
き

と
云い

う
。
島
の
形
、
象
鼻
の
如
く
に
し
て
、
往む

か
し古
普
賢
堂
あ
り
。
今
廃
す
」
と
あ
り
、
同
じ
く
巻
三
「
塩し

お

竈が
ま
の

浦う
ら

」
の
「
普
賢
崎
」
に
、「（
一

に
象ぞ

う

ヶが

崎さ
き

、
ま
た
象ぞ

う

鼻ひ

ヶが

崎さ
き

と
号
す
）
昔
、
こ
の
所
に
普
賢
堂
あ
り
。
崎
の
形
、
白
象
の
立
て
る
が
如
し
」
と
あ
る
。

　「
賀が

泉せ
ん

坊ぼ
う

」
は
未
詳
。

　「
安あ

ん

養よ
う
が

崎さ
き

」
は
未
詳
。

　「
一い

ち

流り
ゅ
う

房ぼ
う

」
は
未
詳
。

○�

爰
亀
ノ
崎
坊
良
泉
、
山
王
大
師
依
祭
礼
、
殺
生
不
可
及
。
爲
訴
詔
、
漸
々
助
命
＝
「
亀か

め

の
崎さ

き

」
は
、
観か

ん

瀾ら
ん

亭て
い

の
表
門
左
手
に
位
置
す
る
。『
奥
州
名

所
図
会
』
巻
四
「
松
島
」
の
「
亀
が
崎
」
に
、「
瑞ず

い

巌が
ん

の
総
門
を
出い

で
て
洲す

崎さ
き

町ま
ち

に
入
り
、
西
に
あ
た
り
て
海か

い

涯が
い

に
一
高こ

う

丘き
ゅ
うあ
り
。
翠す

い

樹じ
ゅ

連つ
ら

な
れ
り
」

と
あ
る
。

　「
良

り
ょ
う

泉せ
ん

」
は
未
詳
。

　�「
訴そ

詔し
ょ
う」
は
、「
訴そ

訟し
ょ
う」
の
こ
と
。「
要
求
、
不
平
、
願
い
な
ど
を
人
に
伝
え
る
こ
と
。
嘆た

ん

願が
ん

す
る
こ
と
。
う
っ
た
え
」
の
意
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
十・

p.420

）
参
照
。

　�「
漸
々
」
は
、
原
文
に
「
ヨ
ウ
」
と
カ
タ
カ
ナ
の
振
り
仮
名
が
あ
り
、「
ヨ
ウ
ヨ
ウ
」
と
読
む
。「
次
第
次
第
に
。
よ
う
や
く
」
の
意
。
こ
こ
で
は
「
ど

う
に
か
」
と
意
訳
し
た
。『
大
漢
和
辞
典
』「
ぜ
ん
ぜ
ん
」（
巻
七
・p.246

）
参
照
。

④�

仍
溓
湘
ノ
岩
洞
入
而
、
蹔
休
息
。
修
行
問
曰
、
御
僧
延
福
ノ
住
可
叶
哉
。
法
身
答
曰
、
吾
雖
襌
家
生
受
、
無
智
無
遁
也
。
爭
大
伽
藍
ノ

住
叶
。
天
台
ノ
秘
事
ノ
難
勤
行
歟
。
修
行
又
曰
、
天
台
ノ
諸
法
、
及
失
滅
者
如
何
。
法
身
答
、
禅
家
ノ
法
祖
廣
タ
レ
リ
。
修
行
時
頼
、

相
模
歸
國
三
浦
ノ
太
助
五
代
、
三
浦
ノ
小
次
郎
儀
成
、
一
千
ノ
軍
兵
給
而
、
吾
郷
下
著
而
延
福
圍
、
願
主
儀
仁
搦
而
佐
土
ノ
國
流
罪
。

三
千
ノ
大
衆
、
悉
滅
亡
。

＊

　�

仍よ

っ
て
、
溓れ

ん

湘し
ょ
うの

岩が
ん

洞ど
う

に
入い

り
て
、
暫シ

バ
ラく

休
き
ゅ
う

息そ
く

す
。
修し

ゅ

行ぎ
ょ
う、

問ト

う
て
曰い

わ

く
、「
御ご

僧そ
う

、
延え

ん

福ぷ
く

の
住じ

ゅ
う、

叶か
な

う
べ
き
や
」
と
。
法ほ

っ

身し
ん

、
答コ

タ

え

て
曰
く
、「
吾わ

れ
禅ぜ

ん

家け

に
生し

ょ
うを

受う

く
と
雖い

え
ども

、無む

智ち

無む

遁と
ん

な
り
。争い

か

で
か
大だ

い

伽が

藍ら
ん

の
住
、叶
わ
ん
や
。天て

ん

台だ
い

の
秘ひ

事じ

の
勤ご

ん

行ぎ
ょ
うし

難が
た

き
か
」と
。
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修
行
、
又ま

た
曰
く
、「
天
台
の
諸し

ょ

法ほ
う

、
失し

つ

滅め
つ

に
及お

よ

ば
ば
如イ

カ
ン何

」
と
。
法
身
、
答
え
て
、「
禅
家
の
法ほ

う

祖ソ

広ヒ
ロ

む
る
に
た
れ
り
」
と
。
修
行
時と

き

頼よ
り

、
相さ

が
み模

に
帰キ

国こ
く

し
て
三み

浦う
ら

の
太お

お

助す
け

に
五ご

代だ
い

、
三
浦
の
小こ

次じ

郎ろ
う

儀よ
し

成な
り

、
一
千
の
軍ぐ

ん

兵び
ょ
う

給た
ま

い
て
、
吾わ

が
郷き

ょ
うに

下げ

著ち
ゃ
くし

て
延
福
を
囲カ

コ

み
、
願が

ん

主し
ゅ

・
儀ぎ

仁に
ん

を
搦カ

ラ

め
て
佐さ

土ど

の
国く

に

に
流る

罪ざ
い

す
。
三
千
の
大だ

い

衆し
ゅ

、
悉

コ
ト
ゴ
トく

滅メ
ツ

亡ボ
ウ

す
。

＊

　�

難な
ん

を
逃の

が

れ
〔
た
時と

き

頼よ
り

は
〕、
入い

り

江え

の
岩い

わ

屋や

に
入
っ
て
少
し
体
を
休
め
た
。〔
そ
こ
に
は
一
人
の
僧
が
い
た
。〕
時
頼
は
、「
和お

尚し
ょ
う

様さ
ま

は
、
延え

ん

福ぷ
く

寺じ

の
住

じ
ゅ
う

職し
ょ
くに

な
る
こ
と
が
出
来
る
お
方
で
し
ょ
う
か
」
と
尋た

ず

ね
た
。
法ほ

っ

身し
ん

は
、「
禅ぜ

ん

の
教
え
を
学
ん
で
は
い
ま
す
が
、
私
は
無む

知ち

で
す
。

ど
う
し
て
〔
延
福
寺
の
よ
う
な
〕
大
き
な
寺
の
住
職
が
務つ

と

ま
る
で
し
ょ
う
か
。〔
そ
れ
に
、〕
天て

ん

台だ
い

宗し
ゅ
うの

〔
学
問
や
〕
儀ぎ

式し
き

・
作さ

法ほ
う

は
難

む
ず
か

し
く
、
理り

解か
い

致い
た

し
か
ね
ま
す
」
と
答
え
た
。
時
頼
は
、「〔
で
は
、
延
福
寺
か
ら
〕
天
台
宗
〔
に
関
す
る
〕
全す

べ

て
〔
の
も
の
〕
が
無
く
な
っ

た
と
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
」と
再ふ

た
たび

尋
ね
た
。法
身
は
、「
禅ぜ

ん

宗し
ゅ
うが

存ぞ
ん

分ぶ
ん

に
広
ま
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
」と
答
え
た
。鎌か

ま

倉く
ら

に
帰
っ

た
時
頼
は
、
三み

浦う
ら
の

大お
お

介す
け

義よ
し

明あ
き

よ
り
五
代
後
の
〔
子し

孫そ
ん

に
あ
た
る
〕
三み

浦う
ら
の

小こ

次じ

郎ろ
う

儀よ
し

成な
り

に
一
千
の
兵へ

い

を
与あ

た

え
て
松
島
へ
と
遣つ

か

わ
し
、
延
福

寺
を
取と

り
囲か

こ

ん
で
住
職
・
儀ぎ

仁に
ん

を
捕と

ら
え
、
佐さ

渡ど
が

島し
ま

に
送
っ
た
。
三
千
の
〔
天て

ん

台だ
い

〕
僧そ

う

は
、
皆み

な

、〔
延
福
寺
か
ら
〕
追つ

い

放ほ
う

さ
れ
た
。

＊

○�

仍
溓
湘
ノ
岩
洞
入
而
、
蹔
休
息
＝
「
溓れ

ん

湘し
ょ
う」
は
前
述
、
①
の
語
注
に
既
出
。
入い

り

江え

の
こ
と
。

○�

修
行
問
曰
、
御
僧
延
福
ノ
住
可
叶
哉
＝
「
修し

ゅ

行ぎ
ょ
う」

は
、
北ほ

う

条じ
ょ
う

時と
き

頼よ
り

公こ
う

の
こ
と
。
前
述
、
③
の
語
注
「
相さ

が
み模

の
平た

い
らの

将
し
ょ
う

軍ぐ
ん

時と
き

頼よ
り

」
参
照
。

　�「
御ご

僧そ
う

」
は
、
僧
に
対
す
る
敬
称
。
こ
こ
で
は
法ほ

っ

身し
ん

禅ぜ
ん

師じ

の
こ
と
だ
が
、
名
前
を
知
ら
な
い
の
で
「
和お

尚し
ょ
う

様さ
ま

」
と
意
訳
し
た
。

　�「
延え

ん

福ぷ
く

」
は
前
述
、
①
の
語
注
に
既
出
。
天て

ん

台だ
い

宗し
ゅ
う

延え
ん

福ぷ
く

寺じ

の
こ
と
。

○�

法
身
答
曰
、
吾
雖
襌
家
生
受
、
無
智
無
遁
也
。
爭
大
伽
藍
ノ
住
叶
。
天
台
ノ
秘
事
ノ
難
勤
行
歟
＝
「
禅ぜ

ん

家け

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
①
禅ぜ

ん

家け

者し
ゃ

。

参さ
ん

禅ぜ
ん

修
行
者
。
②
教き

ょ
う

家け

に
対
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
ば
。
経

き
ょ
う

典て
ん

の
文も

ん

字じ

言ご
ん

句く

を
よ
り
所
と
し
な
い
で
、
驀ま

く

直じ
き

に
仏
心
に
契け

い

当と
う

す
る
こ
と
を
宗

し
ゅ
う

旨し

と
す

る
、
禅
宗
・
禅
門
の
こ
と
。
③
禅
宗
寺
院
の
こ
と
」（p.679

）
と
あ
り
、
こ
こ
で
は
②
の
意
。

　�「
無む

智ち

」
は
、「
智ち

慧え

の
な
い
こ
と
。
無
知
」
の
意
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.1340
）
参
照
。

　�「
無む

遁と
ん

」
は
、
使
用
し
た
辞
書
に
は
見
え
な
い
語
だ
が
、「
遁
」
は
「
の
が
れ
る
。
か
く
れ
る
。
に
げ
る
」
な
ど
の
意
が
あ
り
、「
無
遁
」
は
「
の
が

れ
ら
れ
な
い
」
の
意
。
前
項
の
「
無
智
」
に
か
か
る
語
で
あ
り
、
直
訳
す
る
と
「
智
慧
の
な
い
こ
と
か
ら
の
が
れ
ら
れ
な
い
」
と
な
る
こ
と
か
ら
、「
無
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知
」
と
意
訳
し
た
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
十
一
・p.102

）
参
照
。

　�「
争い

か

で
か
」
は
、
句
末
に
「
や
」
の
助
詞
を
伴
っ
て
反
語
の
意
を
表
わ
す
語
。「
ど
う
し
て
」
の
意
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
七
・p.566

）
参
照
。

　�「
大だ

い

伽が

藍ら
ん

」
は
、
延
福
寺
の
こ
と
。

　�「
秘ひ

事じ

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
①
秘
密
の
事
柄
。
ひ
め
ご
と
。
②
奥
義
。
秘
伝
」（
巻
八
・p.430

）
と
あ
り
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
秘
密
の

儀
礼
」（p.1128

）
と
あ
る
。

　�「
勤ご

ん

行ぎ
ょ
う」

は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
①
つ
と
め
励は

げ

ん
で
行
う
精
神
活
動
。
精

し
ょ
う

進じ
ん

。
②
普
通
に
は
朝
夕
、
ま
た
は
時
を
定
め
て
仏
前
で
読ど

経き
ょ
うす

る
こ

と
。
お
つ
と
め
」（p.431

）
と
あ
る
。
前
項
の
「
秘
事
」
と
併
せ
て
、「
儀ぎ

式し
き

・
作さ

法ほ
う

」
と
意
訳
し
た
。

○�

修
行
又
曰
、
天
台
ノ
諸
法
、
及
失
滅
者
如
何
＝
「
諸し

ょ

法ほ
う

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
個
体
を
構
成
す
る
諸
要
素
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
。
あ

ら
ゆ
る
物
事
。
す
べ
て
の
も
の
。
諸
事
象
。
現
象
し
て
い
る
も
の
」（p.690

）
な
ど
と
あ
る
。

○�

法
身
答
、
禅
家
ノ
法
祖
廣
タ
レ
リ
＝
「
法ほ

う

祖ソ

」
は
、
使
用
し
た
辞
書
に
は
見
え
な
い
語
だ
が
、「
祖そ

法ほ
う

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
先
祖
の
定
め
て

お
い
た
お
き
て
」（
巻
八
・p.435
）
と
あ
る
。「
禅
家
の
法
祖
」
は
「
禅
の
教
え
」
の
意
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
単
に
「
禅
宗
」
と
意
訳
し
た
。

○�

修
行
時
頼
、
相
模
歸
國
三
浦
ノ
太
助
五
代
、
三
浦
ノ
小
次
郎
儀
成
、
一
千
ノ
軍
兵
給
而
、
吾
郷
下
著
而
延
福
圍
、
願
主
儀
仁
搦
而
佐
土
ノ
國
流
罪
＝

「
相さ

が
み模

」
は
、
旧
国
名
の
一
。
現
在
の
神か

奈な

川が
わ

県
の
う
ち
、
川か

わ

崎さ
き

市
・
横よ

こ

浜は
ま

市
を
除
い
た
地
域
が
旧
相
模
国
に
該
当
す
る
。

　�「
三み

浦う
ら

の
太お

お

助す
け

」
は
、
三み

浦う
ら

義よ
し

明あ
き

（
一
〇
九
二
～
一
一
八
〇
）
の
こ
と
。
三み

浦う
ら

義よ
し

継つ
ぐ

（
一
〇
六
七
～
一
一
五
九
）
の
子
。
三み

浦う
ら

義よ
し

澄ず
み

（
一
一
二
七
～
一
二
〇
〇
）
の
父
。

和わ

田だ

義よ
し

盛も
り

（
一
一
四
七
～
一
二
一
三
）、
三み

浦う
ら

義よ
し

村む
ら

（
一
一
六
八
～
一
二
三
九
）
の
祖
父
。『
吾あ

妻づ
ま

鏡か
が
み

人じ
ん

名め
い

総そ
う

覧ら
ん

』（p.55

、p.62

、p.64

、p.65

）
参
照
。

　�「
三
浦
の
小こ

次じ

郎ろ
う

儀よ
し

成な
り

」
は
未
詳
。
三
浦
義
明
を
初
代
と
し
て
、
五
代
後
の
子
孫
に
「
儀
成
」
と
い
う
名
前
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。「
義よ

し

成な
り

」
ま
で
広

げ
て
も
、
三
代
後
の
子
孫
に
大お

お

多た

和わ

次じ

郎ろ
う

義よ
し

成な
り

（
生
没
年
不
詳
）
が
い
る
の
み
で
あ
る
。『
吾あ

妻づ
ま

鏡か
が
み』
で
の
大
多
和
義
成
の
初
出
は
治じ

承し
ょ
う（「

ち
し
ょ
う
」

と
も
）
四
年
（
一
一
八
〇
）
八
月
二
十
二
日
の
条
で
、
終
出
は
建け

ん

長ち
ょ
う

二
年
（
一
二
五
〇
）
三
月
一
日
の
条
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
三
浦
の
小
次
郎
儀
成
が
大

多
和
次
郎
義
成
で
あ
る
可
能
性
は
排
除
出
来
な
い
。『
吾
妻
鏡
人
名
総
覧
』（p.60

）
参
照
。

　「
軍ぐ

ん

兵び
ょ
う（「

ぐ
ん
ぺ
い
」
と
も
）」
は
、
兵へ

い

卒そ
つ

の
こ
と
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
十
・p.996
）
参
照
。

　�「
願が

ん

主し
ゅ

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
造ぞ

う

像ぞ
う

・
写
経
な
ど
、
す
べ
て
仏
道
に
関
す
る
善ぜ

ん

根こ
ん

を
な
そ
う
と
発ほ

つ

願が
ん

す
る
人
」（p.200

）
と
あ
り
、『
大
漢
和

辞
典
』
に
「
仏
像
仏
寺
等
を
建
立
し
、
経
典
法
衣
等
を
供
養
し
て
、
先せ

ん

亡も
う

・
自
己
ま
た
は
有う

縁え
ん

無む

縁え
ん

の
衆し

ゅ

生じ
ょ
うの
た
め
に
功く

徳ど
く

を
積
も
う
と
願
を
起
こ
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す
そ
の
発
起
人
の
こ
と
。」（
巻
十
二
・p.294

）
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
住
職
」
と
意
訳
し
た
。

　�「
搦
」
は
、
原
文
に
「
カ
ラ
メ
」
と
カ
タ
カ
ナ
の
振
り
仮
名
が
あ
る
。「
搦か

ら

む
」
は
、
紐
や
縄
等
を
巻
き
付
け
て
自
由
を
奪
う
こ
と
。
縛し

ば

り
上
げ
る
こ

と
。
捕ほ

縛ば
く

す
る
こ
と
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
五
・p.349

）
参
照
。

　「
佐さ

土ど

の
国く

に

」
は
、
現
在
の
新に

い

潟が
た

県
佐さ

渡ど
が

島し
ま

の
旧
国
名
。

　�「
流る

罪ざ
い

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
は
な
れ
島
や
遠
地
に
や
る
刑
。
し
ま
な
が
し
。
遠え

ん

島と
う

（「
お
ん
と
う
」
と
も
）。
流る

刑け
い

」（
巻
六
・p.1129

）
と
あ
る
。

○�

三
千
ノ
大
衆
、
悉
滅
亡
＝
「
大だ

い

衆し
ゅ

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
大
は
多
。
多
衆
の
人
の
意
。
禅
院
に
と
ど
ま
っ
て
修
行
し
て
い
る
多
く
の
僧
た
ち

を
い
う
。
一
般
に
仏
教
で
は
、
仏ぶ

っ

法ぽ
う

聴ち
ょ
う

聞も
ん

の
も
の
を
こ
と
ご
と
く
大
衆
と
呼
ん
で
い
る
が
、
禅
門
で
は
、
師
の
も
と
に
集
ま
る
多
く
の
修
行
者
た
ち

を
総
称
す
る
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
」（p.797

）
と
あ
る
。

　�「
滅
亡
」
は
、
原
文
に
「
メ
ツ
ボ
ウ
」
と
カ
タ
カ
ナ
の
振
り
仮
名
が
あ
る
。『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
ほ
ろ
び
う
せ
る
。
又
、
ほ
ろ
ぼ
す
」（
巻
七・p.177

）

と
あ
る
が
、
文
脈
か
ら
「
追つ

い

放ほ
う

さ
れ
た
」
と
意
訳
し
た
。

⑤�

正
元
巳マ

朱マ

元
年
、
法
身
和
尚
延
福
住
。
仍
三
千
ノ
大
衆
始
堂
衆
、
学
性
、
不
残
福
浦
嶋
熊
野
三
山
学
而
、
百
日
勤
行
而
時
頼
呪
咀
。
人

王
八
十
九
、
龜
山
院
御
宇
、
弘
長
癸
亥
三
歳
時
頼
死
去
。
則
西
明
寺
云
。
世
既
及
末
世
不
可
勝
、
倍
々
ノ
世
盡
共
、
吾
山
ノ
破
滅
不
可
有
。

山
王
大
師
、
慈
覚
雖
爲
誓
願
、
至
末
法
佛
道
神
道
前
世
ノ
宿
業
難
遁
。
凢
天
長
戌マ

マ

申
ノ
五
歳
、
弘
長
癸
亥
三
年
迠
、
四
百
十
五
歳
也
。

開
堂
圓
仁
大
僧
正
二
十
八
世
、
山
城
國
鞍
馬
山
、
東
光
兼
現
住
延
福
願
主
儀
仁
法
印
弟
子
、
山
居
房
覚
正
書
。

＊

　�

正
し
ょ
う

元げ
ん

己つ
ち
の
と

未ひ
つ
じ

元が
ん

年ね
ん

に
、
法ほ

っ

身し
ん

和お

尚し
ょ
う

延え
ん

福ぷ
く

に
住じ

ゅ
うす
。
仍よ

っ
て
三
千
の
大だ

い

衆し
ゅ

始は
じ

め
堂ど

う

衆し
ゅ
う、
学が

く

性し
ょ
う、
残
ら
ず
福ふ

く

浦う
ら

島じ
ま

に
熊く

マ

野ノ

三さ
ん

山ざ
ん

を
学マ

ナ

ん
で
、
百

ひ
ゃ
く

日に
ち

勤ゴ
ン

行ぎ
ょ
うし
て
時と

き

頼よ
り

を
呪じ

ゅ

咀そ

す
。
人に

ん

王の
う

八
十
九
、
亀か

め

山や
ま

院い
ん

御ぎ
ょ

宇う

、
弘こ

う

長ち
ょ
う

癸み
ず
の

亥と
い

三み

歳と
せ

に
、
時
頼
死し

去き
ょ

す
。
則す

な
わち
西さ

い

明み
ょ
う

寺じ

と
云い

う
。
世よ

、
既す

で

に

末ま
っ

世せ

に
及お

よ

び
、
不ふ

可か

勝シ
ョ
ウ、
倍ま

す

々ま
す

の
世よ

、
尽ツ

く
る
共と

も

、
吾わ

が
山さ

ん

の
破ハ

滅メ
ツ

、
有あ

る
べ
か
ら
ず
と
。
山さ

ん

王の
う

大だ
い

師し

、
慈じ

覚か
く

も
誓せ

イ

願が
ン

為す

と
雖い

え
ども
、
末ま

っ

法ぽ
う

に
至い

た

り
、
仏ぶ

つ

道ど
う

も
神し

ん

道と
う

も
、
前ぜ

ん

世せ

の
宿

し
ゅ
く

業ご
う

遁の
が

れ
難ガ

タ

き
か
。
凡お

よ

そ
天て

ん

長ち
ょ
う

戊つ
ち
の

申え
さ
るの

五い
つ

歳と
せ

よ
り
、
弘こ

う

長ち
ょ
う

癸み
ず
の

亥と
い

三み

年と
せ

迄ま
で

、
四し

百ひ
ゃ
く

十じ
ゅ
う

五ご

歳と
せ

な
り
。

開か
い

堂ど
う

、
円え

ん

仁に
ん

大だ
い

僧そ
う

正じ
ょ
うよ

り
二
十
八
世
、
山や

ま

城し
ろ
の

国く
に

鞍く
ら

馬ま

山や
ま

・
東と

う

光こ
う

、
兼ケ

ン

、
現げ

ん

住じ
ゅ
う

延え
ん

福ぷ
く

願が
ん

主し
ゅ

・
儀ぎ

仁に
ん

法ほ
う

印い
ん

弟で

子し

、
山さ

ん

居き
ょ

房ぼ
う

・
覚か

く

正し
ょ
う

書し
る

す
。

＊

85

訳注　【三】『天台由緒記』（法身禅師部分抜粋）



　�

正
し
ょ
う

元げ
ん

元
年
（
一
二
五
九
）、
法ほ

っ

身し
ん

和お

尚し
ょ
うは

延え
ん

福ぷ
く

寺じ

の
住

じ
ゅ
う

職し
ょ
くと

な
っ
た
。
そ
こ
で
、
三
千
の
天て

ん

台だ
い

僧そ
う

達た
ち

は
福ふ

く

浦う
ら

島じ
ま

に
移う

つ

り
、
熊く

ま

野の

三さ
ん

山ざ
ん

を
勧か

ん

請じ
ょ
うし

て
百
日
間
経き

ょ
う

文も
ん

を
唱と

な

え
、
時と

き

頼よ
り

を
呪の

ろ

っ
た
。
第
九
十
代
・
亀か

め

山や
ま

天て
ん

皇の
う

の
御み

世よ

、
弘こ

う

長ち
ょ
う

三
年
（
一
二
六
三
）
に
時
頼
は
亡な

く
な
っ
た
。

〔
戒か

い

名み
ょ
うを

〕
最さ

い

明み
ょ
う

寺じ

と
い
う
。
世せ

間け
ん

で
は
仏ぶ

っ

法ぽ
う

が
衰お

と
ろえ

、
い
よ
い
よ
救す

く

い
よ
う
が
な
い
世
の
中
に
な
っ
て
き
た
と
は
い
っ
て
も
、
延
福

寺
が
絶た

え
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
は
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
日ひ

吉よ
し

山さ
ん

王の
う

大だ
い

権ご
ん

現げ
ん

に
慈じ

覚か
く

大だ
い

師し

〔
・
円え

ん

仁に
ん

〕
も
祈き

願が
ん

し
た

と
い
う
が
、
末ま

っ

法ぽ
う

の
世よ

に
あ
っ
て
は
、
仏ぶ

っ

教き
ょ
うも

神し
ん

道と
う

も
、〔「
正

し
ょ
う

法ぼ
う

の
絶ぜ

つ

滅め
つ

」
と
い
う
〕
宿

し
ゅ
く

命め
い

か
ら
逃の

が

れ
る
こ
と
は
難む

ず
かし

い
の
だ
ろ
う
か
。

〔
延
福
寺
が
開か

い

創そ
う

さ
れ
た
〕
天て

ん

長ち
ょ
う

五
年
（
八
二
八
）
よ
り
弘こ

う

長ち
ょ
う

三
年
（
一
二
六
三
）
ま
で
四
百
三
十
五
年
〔
が
経け

い

過か

し
た
〕。〔
延
福
寺
〕
開か

い

山さ
ん

・
円
仁
大だ

い

僧そ
う

正じ
ょ
うか

ら
二
十
八
世
に
あ
た
る
、
京

き
ょ
う

都と

・
鞍く

ら

馬ま

寺で
ら

〔
別べ

っ

当と
う

〕・
東と

う

光こ
う

坊ぼ
う

の
住
職
で
あ
り
、
延
福
寺
の
住
職
で
も
あ
る
儀ぎ

仁に
ん

法ほ
う

印い
ん

の
弟で

子し

、
山さ

ん

居き
ょ

房ぼ
う

・
覚か

く

正し
ょ
うが

記し
る

す
。

＊

○�

正
元
巳マ

朱マ

元
年
、
法
身
和
尚
延
福
住
＝
「
正
元
巳
朱
4

4

元
年
」
は
、「
正
元
己
未
4

4

元
年
」
の
誤
記
。「
正

し
ょ
う

元げ
ん

己つ
ち
の
と

未ひ
つ
じ

元が
ん

年ね
ん

に
、
法ほ

っ

身し
ん

和お

尚し
ょ
う

延え
ん

福ぷ
く

に
住じ

ゅ
うす

」

と
あ
る
が
、【
一
】『
龍

り
ゅ
う

山ざ
ん

三さ
ん

開か
い

祖そ

伝で
ん

』「
法ほ

っ

身し
ん

和お

尚し
ょ
う

伝で
ん

」・【
二
】『
松ま

つ

島し
ま

諸し
ょ

勝し
ょ
う

記き

』「
無む

相そ
う

窟く
つ

」
と
も
に
、
円え

ん

福ぷ
く

寺じ

の
開
創
に
つ
い
て
具
体
的
な
年
数
は

記
さ
れ
て
い
な
い
。し
か
し
、前
述
、③
の
語
注「
其そ

の
日ひ

」に
記
し
た
よ
う
に
、【
一
】・【
二
】と
も
に
時
頼
公
の
来
松
を「
正

し
ょ
う

元げ
ん

、文ぶ
ん

応お
う

の
間あ

い
だ（

一
二
五
九

～
六
一
）」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
正
元
元
年
（
一
二
五
九
）
を
開
創
年
と
し
て
も
差
し
支
え
は
な
い
。

　�

ま
た
、【
一
】
⑧
・【
二
】
⑧
と
も
に
、「
遂
相
攸
創
精
藍
。
號
山
曰
青
龍
、
目
寺
曰
圓
福
。
最
欲
俾
師
住
持
焉
。
師
確
乎
不
聽
。
然
平
帥
屈
請
、
竟

爲
開
山
始
祖
矣
（
遂つ

い

に
攸と

こ
ろを
相み

て
精

し
ょ
う

藍ら
ん

を
創は

じ

む
。
山
を
号ご

う

し
て
「
青せ

い

龍り
ゅ
う」
と
曰い

い
、
寺
を
目な

づ
け
て
「
円え

ん

福ぷ
く

」
と
曰い

う
。
最さ

い

、
師
を
し
て
住

じ
ゅ
う

持じ

俾せ
し

め
ん
と
欲ほ

っ

す
。
師
、
確か

っ

乎こ

と
し

て
聴き

か
ず
。
然し

か

れ
ど
も
平へ

い

帥す
い

屈く
っ

請し
ょ
うし

て
、
竟つ

い

に
開か

い

山さ
ん

始し

祖そ

と
為な

す
）」
と
あ
り
、「
法
身
が
延
福
寺
に
住
し
た
」
と
い
う
記
述
は
『
天て

ん

台だ
い

由ゆ
い

緒し
ょ

記き

』
に
し
か
見
ら

れ
ず
異
同
が
あ
る
が
、
他
の
資
料
を
比
較
検
討
す
る
に
「
延4

福
寺
」
で
は
な
く
「
円4

福
寺
」
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

○�

仍
三
千
ノ
大
衆
始
堂
衆
、
学
性
、
不
残
福
浦
嶋
熊
野
三
山
学
而
、
百
日
勤
行
而
時
頼
呪
咀
＝
「
堂ど

う

衆じ
ゅ

」
は
前
述
、
②
の
語
注
に
既
出
。
僧
兵
の
こ
と
。

　�「
学が

く

性し
ょ
う」

は
、
使
用
し
た
辞
書
に
は
見
え
な
い
語
だ
が
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
学が

く

生し
ょ
う」

と
い
う
語
は
あ
り
、「
①
寺
院
に
寄き

寓ぐ
う

し
、
外げ

典て
ん

を
習
学

す
る
者
。
②
仏
教
を
研
究
す
る
者
。
学が

く

匠し
ょ
う・

学
者
・
学が

く

僧そ
う

。
③
十
二
年
、
山
に
籠こ

も

っ
て
止し

観か
ん

業ご
う

と
遮し

ゃ

那な

業ご
う

と
の
両
業
を
修
め
た
人
。
学が

く

侶り
ょ

と
も
。
④

日
本
天
台
宗
教
団
の
本
来
の
構
成
員
」（p.178

）
と
あ
る
。「
生
」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
⑭
『
性
』
に
通
ず
」（
巻
七・p.1028

）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
学
生
」
の
意
味
を
用
い
た
。
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　�「
福ふ

く

浦う
ら

島じ
ま

」
は
、
松
島
海
岸
の
東
に
浮
か
ぶ
面
積
約
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
小
さ
な
島
。『
松
島
諸
勝
記
』「
毒ど

く

龍り
ゅ
う

庵あ
ん

」
の
項
に
、「
雖
福
浦
是
小
島
、
有
茂

林
脩
竹
美
。
其
清
秀
殆
不
可
言
也
。
凡
距
斯
島
則
神
思
泠
然
、
欲
羽
化
骨
換
（
福
浦
、
是こ

れ
小
島
な
り
と
雖い

え
ども
、
茂も

林り
ん

脩し
ゅ
う

竹ち
く

の
美
有
り
。
其そ

の
清せ

い

秀し
ゅ
う、
殆ほ

と
んど
言
う
べ

か
ら
ず
。
凡お

よ

そ
斯こ

の
島
を
距へ

だ

た
る
時
は
、
則す

な
わち
神し

ん

思し

冷れ
い

然ぜ
ん

と
し
て
、
羽う

化げ

骨こ
つ

換か
ん

せ
ん
と
欲
す
）」
と
あ
る
。
瑞ず

い

巌が
ん

寺じ

再さ
い

中ち
ゅ
う

興こ
う

開か
い

山さ
ん

・
洞ど

う

水す
い

東と
う

初し
ょ

禅ぜ
ん

師じ

（
一
六
〇
五
～
七
一
）

が
聖

し
ょ
う

胎た
い

長ち
ょ
う

養よ
う

さ
れ
た
毒
龍
庵
が
あ
っ
た
が
、
現
廃
寺
。

　�「
熊く

ま

野の

三さ
ん

山ざ
ん

」
は
、
熊く

ま

野の

本ほ
ん

宮ぐ
う

大た
い

社し
ゃ

、
熊く

ま

野の

速は
や

玉た
ま

大た
い

社し
ゃ

、
熊く

ま

野の

那な

智ち

大た
い

社し
ゃ

の
三
社
の
こ
と
。『
松
島
諸
勝
記
』「
毒
龍
庵
」
の
項
に
、「
島
中
有
熊
野
神

跡
。
毎
歳
以
九
月
九
日
祭
焉
。
土
人
相
傳
、
平
元
帥
時
頼
、
廢
残
台
宗
黜
罰
衆
徒
。
既
而
衆
徒
等
深
竄
此
島
。
劇
起
寃
心
呪
詛
時
頼
。
由
是
勸
請
三

山
、
訴
恨
権
現
。
而
神
聦
明
正
直
而
、
邪
法
不
効
。
衆
徒
悉
殄
也
。
曩
歳
神
趾
、
今
猶
在
竹
林
中
。
土
上
隆
然
奴
御
壇
者
三
所
矣
。（
島
中
に
熊
野
の

神し
ん

跡せ
き

有
り
。
毎
歳
九
月
九
日
を
以も

っ
て
焉こ

れ
を
祭
る
。
土ど

人じ
ん

、
相あ

い
伝
う
、「
平た

い
らの
元げ

ん

帥す
い

時と
き

頼よ
り

、
台た

い

宗し
ゅ
うを
廃は

い

残ざ
ん

し
て
、
衆し

ゅ

徒と

を
黜

ち
ゅ
つ

罰ば
つ

す
。
既す

で

に
し
て
衆
徒
等
、
深
く
此こ

の
島
に
竄の

が

る
。

劇は
な
はだ

冤お
ん

心し
ん

を
起
こ
し
て
時
頼
を
呪じ

ゅ

詛そ

す
。
是こ

れ
に
由よ

り
て
三
山
を
勧か

ん

請じ
ょ
うし

て
恨
み
を
権ご

ん

現げ
ん

に
訴う

た

う
。
而し

か

れ
ど
も
神
は
聡そ

う

明め
い

正し
ょ
う

直じ
き

に
し
て
、
邪じ

ゃ

法ほ
う

、
効こ

う

あ
ら
ず
。
衆
徒
悉こ

と
ご
とく

殄ほ
ろ

び
ぬ
。

曩の
う

歳さ
い

の
神し

ん

趾し

、
今
猶な

お
竹
林
の
中
に
在
り
。
土
上
隆り

ゅ
う

然ぜ
ん

と
し
て
、
壇だ

ん

の
如ご

と

く
な
る
も
の
三
所
な
り
）」
と
あ
り
、
熊
野
三
山
が
勧
請
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
。
し
か
し
、『
松

島
諸
勝
記
』
が
成
立
し
た
享

き
ょ
う

保ほ
う

元
年
（
一
七
一
六
）
に
は
社し

ゃ

殿で
ん

は
失
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
跡
が
残
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　�「
呪じ

ゅ

詛そ

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
呪じ

ゅ

咀そ

に
同
じ
」（p.640

）
と
あ
る
。「
呪
咀
」
は
、「
ま
じ
な
い
に
よ
っ
て
の
ろ
う
こ
と
」（
同
・p.640

）
の
意
。

○�

人
王
八
十
九
、
龜
山
院
御
宇
、
弘
長
癸
亥
三
歳
時
頼
死
去
。
則
西
明
寺
云
＝
「
亀か

め

山や
ま

院い
ん

」
は
、
第
九
十
代
・
亀
山
天
皇
（
一
二
四
九
～
一
三
〇
五
、
在
位
・

一
二
五
九
～
七
四
）
の
こ
と
。
諱い

み
な・

恒つ
ね

仁ひ
と

。
後ご

嵯さ

峨が

天
皇
（
一
二
二
〇
～
七
二
）
の
皇
子
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
十
二
・p.1154

）
参
照
。

　�

第
八
十
九
代
天
皇
は
後
深
草
天
皇
で
あ
り
、「
人
王
八
十
九

4

4

4

世
」
は
「
人
王
九
十
4

4

世
」
の
誤
記
。

　�「
御ぎ

ょ

宇う

」
は
前
述
、
①
の
語
注
に
既
出
。
御み

世よ

の
こ
と
。

　�「
西さ

い

明み
ょ
う

寺じ

」
は
、『
大だ

い

日に

本ほ
ん

古こ

文も
ん

書じ
ょ

』「
家
わ
け
第
十
四
」
の
「
平ひ

ら

賀が

家け

文も
ん

書じ
ょ

」
二
四
八
号
、「
惟こ

れ

時と
き

」
の
付
記
に
、「
於
西（

最
）明（
時
頼
）寺

殿
亭
元
服
（
最さ

い

明み
ょ
う

寺じ

殿ど
の

亭て
い

に
於お

い
て
元げ

ん

服ぷ
く

）」
と
あ
る
。
最
明
寺
で
出
家
し
て
い
る
こ
と
か
ら
一
般
に
「
最
明
寺
殿
」
と
記
述
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
が
、「
西
明
寺
」
と
表
記
さ

れ
る
こ
と
も
あ
る
理
由
は
未
詳
。
諸
国
を
行あ

ん

脚ぎ
ゃ

し
て
民
情
を
視
察
し
た
と
い
う
廻か

い

国こ
く

伝
説
が
あ
る
た
め
か
、
時
頼
公
由ゆ

縁え
ん

の
「
最
明
寺
」「
西
明
寺
」

と
い
う
寺
は
全
国
各
地
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
述
、
③
の
「
相さ

が
み模

の
平た

い
らの

将
し
ょ
う

軍ぐ
ん

時と
き

頼よ
り

」
の
語
注
も
参
照
。

○�

世
既
及
末
世
不
可
勝
、
倍
々
ノ
世
盡
共
、
吾
山
ノ
破
滅
不
可
有
＝
「
末ま

つ

世せ

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
末
の
世
。
後
の
時
代
。
末ま

つ

代だ
い

。
末ま

っ

法ぽ
う

の

時
代
。
仏
法
の
衰お

と
ろえ
た
世
。
つ
ま
り
現
代
、
そ
の
当
時
を
い
う
」（p.1283

）
と
あ
る
。
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　�「
不ふ

可か

勝シ
ョ
ウ」
は
、
使
用
し
た
辞
書
に
は
見
え
な
い
語
だ
が
、
一
般
に
「
不
可
勝
～
」
の
形
で
、「
勝あ

げ
て
～
べ
か
ら
ず
」、
若も

し
く
は
「
～
に
勝た

う
べ

か
ら
ざ
ず
」
と
読
み
、「
～
し
き
れ
な
い
ほ
ど
多
い
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。
原
文
の
「
勝
」
に
「
シ
ョ
ウ
」
と
カ
タ
カ
ナ
の
振
り
仮
名
が
あ
る
こ

と
か
ら
、「
不ふ

可か

勝シ
ョ
ウ」
と
読
ん
だ
。『
中
国
語
大
辞
典
』（
図
書
刊
行
会
）「
不
可
勝
数
」（p.36

）
参
照
。

　「
吾わ

が
山さ

ん

」
は
、
延え

ん

福ぷ
く

寺じ

の
こ
と
。
前
述
、
①
の
語
注
「
延
福
」
参
照
。

○�
山
王
大
師
、
慈
覚
雖
爲
誓
願
、
至
末
法
佛
道
神
道
前
世
ノ
宿
業
難
遁
＝
「
山さ

ん

王の
う

大だ
い

師し

」
は
前
述
、
①
「
山さ

ん

王の
う

七し
ち

社し
ゃ

大だ
い

権ご
ん

現げ
ん

」
の
語
注
に
既
出
。「
山さ

ん

王の
う

権ご
ん

現げ
ん

」
に
同
じ
。

　�「
慈じ

覚か
く

」
は
、
慈じ

覚か
く

大だ
い

師し

・
円え

ん

仁に
ん

（
七
九
四
～
八
六
四
）
の
こ
と
。
下

し
も
つ
け

野の

国く
に

（
現
在
の
栃

と
ち
ぎ

木
県
）
出
身
、
俗
姓
・
壬み

生ぶ

氏
。
延え

ん

暦り
ゃ
く

二
十
一
年
（
八
〇
二
）、
大だ

い

慈じ

寺じ

の
広こ

う

智ち

（
生
没
年
不
詳
）
の
も
と
で
出
家
。
大だ

い

同ど
う

三
年
（
八
〇
八
）、
比ひ

叡え
い

山ざ
ん

延え
ん

暦り
ゃ
く

寺じ

に
上
り
、
最さ

い

澄ち
ょ
う（

七
六
七
～
八
二
二
）
に
師し

事じ

す
る
。
弘こ

う

仁に
ん

七
年

（
八
一
六
）、
東と

う

大だ
い

寺じ

で
具ぐ

足そ
く

戒か
い

を
受
け
、
承

じ
ょ
う

和わ

（「
し
ょ
う
わ
」
と
も
）
五
年
（
八
三
八
）
に
入に

っ

唐と
う

し
、
同
十
四
年
（
八
四
七
）
に
帰
国
。
仁に

ん

寿じ
ゅ

四
年
（
八
五
四
）、

延
暦
寺
第
三
代
座ざ

主す

に
任
命
。
貞

じ
ょ
う

観が
ん

八
年
（
八
六
六
）、
慈
覚
大
師
を
追つ

い

諡し

さ
れ
る
。『
日
本
仏
教
人
名
辞
典
』（p.79

、p.257

、p.282

）
参
照
。

　�「
誓せ

い

願が
ん

」
は
、「
心
に
願
う
こ
と
。
願
を
起
こ
し
て
、
な
し
遂と

げ
よ
う
と
誓
う
こ
と
。
衆し

ゅ

生じ
ょ
うを
救
お
う
と
い
う
誓
い
。
決
意
を
仏
に
誓
い
、
そ
の
成
就

を
祈
願
す
る
こ
と
」
の
意
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.825

）
参
照
。

　�「
末ま

つ

法ぽ
う

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
濁に

ご

り
世
。
仏
滅
後
、
最
初
の
千
年
（
五
百
年
と
も
い
う
）
を
正

し
ょ
う

法ぼ
う

（「
し
ょ
う
ほ
う
」
と
も
）、
次
の
千
年
を
像ぞ

う

法ぼ
う

、

そ
の
後
の
一
万
年
を
末
法
と
い
う
。
こ
の
末
法
で
は
、
仏
教
は
そ
の
教
え
の
み
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
実
践
す
る
行
も
、
ま
た
、
さ
と
り
と
し
て
の
証

も
な
い
時
代
と
な
る
。
末
法
に
は
仏
法
が
滅
し
て
救
い
が
た
い
世
と
な
る
と
い
う
。
仏
教
の
歴
史
観
を
示
す
語
」（p.1284

）
と
あ
る
。

　�「
宿

し
ゅ
く

業ご
う

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
①
過
去
の
業
。
過
去
の
世
に
お
け
る
業
。
過か

去こ

世せ

（
前
世
）
に
つ
く
っ
た
善
悪
の
業
（
行
為
）。
前
世
の
業ご

う

縁え
ん

。

②
人
間
が
い
か
ん
と
も
し
が
た
い
根
源
的
な
力
」（p.668

）
と
あ
り
、
こ
こ
で
は
①
の
意
。

○�

凢
天
長
戌マ

マ

申
ノ
五
歳
、
弘
長
癸
亥
三
年
迠
、
四
百
十
五
歳
也
＝
「
天
長
戌4

申
ノ
五
歳
」
は
、「
天
長
戊4

申
ノ
五
歳
」
の
誤
記
。「
凡お

よ

そ
天て

ん

長ち
ょ
う

戊つ
ち
の
え

申さ
る

の

五い
つ

歳と
せ

よ
り
、
弘こ

う

長ち
ょ
う

癸み
ず
の

亥と
い

三み

年と
せ

迄ま
で

、
四し

百ひ
ゃ
く

十じ
ゅ
う

五ご

歳と
せ

な
り
」
と
あ
る
が
、
天て

ん

長ち
ょ
う

五
年
（
八
二
八
）
か
ら
弘こ

う

長ち
ょ
う

三
年
（
一
二
六
三
）
ま
で
は
四
百
三
十
五
年
で
、

二
十
年
の
異
同
が
あ
り
、「
四
百
三
十
五
歳
」
の
誤
記
と
思
わ
る
。

○�

開
堂
圓
仁
大
僧
正
二
十
八
世
、
山
城
國
鞍
馬
山
、
東
光
兼
現
住
延
福
願
主
儀
仁
法
印
弟
子
、
山
居
房
覚
正
書
＝
「
開か

い

堂ど
う

」
は
、「
新
し
く
寺
に
住
職

と
な
っ
た
禅
僧
が
法は

っ

堂と
う

を
開
い
て
、
は
じ
め
て
教
え
を
説
く
最
初
の
儀
式
」
の
こ
と
で
、「
晋し

ん

山さ
ん

」
に
同
じ
だ
が
、
こ
こ
で
は
「
開か

い

山さ
ん

」
と
意
訳
し
た
。
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『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.171

）
参
照
。

　�「
大だ

い

僧そ
う

正じ
ょ
う」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
僧そ

う

綱ご
う

の
最
高
の
階
位
で
あ
る
僧
正
を
三
つ
に
分
け
る
う
ち
の
最
上
位
の
官
職
」（p.924

）
と
あ
る
。

　「
山や

ま

城し
ろ
の

国く
に

」
は
、
旧
国
名
の
一
。
現
在
の
京
都
府
南
部
の
地
域
。

　�「
鞍く

ら

馬ま

山や
ま

」
は
、
京
都
府
京
都
市
左さ

京き
ょ
う

区
に
あ
る
山
。
霊れ

い

山ざ
ん

と
し
て
知
ら
れ
、
密
教
に
よ
る
山さ

ん

岳が
く

修し
ゅ

験げ
ん

の
場
と
し
て
栄
え
た
。

　�「
東と

う

光こ
う

」
は
、
鞍
馬
山
に
あ
っ
た
「
東と

う

光こ
う

坊ぼ
う

」
と
い
う
僧そ

う

坊ぼ
う

の
こ
と
。
鞍く

ら

馬ま

寺で
ら

の
別べ

っ

当と
う

。

　�「
法ほ

う

印い
ん

」
は
、
僧
位
の
一
つ
。
朝

ち
ょ
う

廷て
い

か
ら
僧
侶
に
賜た

ま

わ
る
高
い
位
。「
僧そ

う

正じ
ょ
う」
に
相
当
す
る
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.1228

）
参
照
。

　「
山さ

ん

居き
ょ

房ぼ
う

・
覚か

く

正し
ょ
う」

は
未
詳
。
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訳 

注　

【
四
】『
沙し

ゃ

石せ
き

集し
ゅ
う』「
米よ

ね

沢ざ
わ

善ぜ
ん

本ぽ
ん

」

　
　
　
　
巻
十・十
三
「
臨り

ん

終じ
ゅ
うノ

目め

出で
た
き

人
々
ノ
事こ

と

」・「
法ほ

っ

心し
ん

房ぼ
う

ノ
上し

ょ
う

人に
ん
の

事こ
と

」

○�

『
沙し

ゃ

石せ
き

集し
ゅ
う（「

さ
せ
き
し
ゅ
う
」
と
も
）』
は
、
無む

住じ
ゅ
う

道ど
う

暁ぎ
ょ
う

禅ぜ
ん

師じ

（
一
二
二
六
～
一
三
一
二
）
が
著
し
た
全
十
巻
か
ら
な
る
仏
教
説
話
集
。
弘こ

う

安あ
ん

二
年

（
一
二
七
九
）
起
筆
、
同
六
年
（
一
二
八
三
）
脱
稿
。
別
に
『
砂
石
集
』
と
も
い
う
。
書
名
の
由
来
は
、「
序
」
に
「
彼
ノ
金
ヲ
求
ル
者
ハ
、

沙
ヲ
集
テ
是
レ
ヲ
取
リ
、
玉
ヲ
翫
ブ
類
ハ
、
石
ヲ
ヒ
ロ
イ
テ
是
レ
ヲ
磨
ク
。
仍
、
沙
石
集
ト
名
ク
（
彼か

の
金こ

が
ねを
求
む
る
者
は
、
沙い

さ
ごを
集
め
て
是こ

れ
を
取
り
、
玉ぎ

ょ
くを

翫
も
て
あ
そぶ

類た
ぐ
いは

、
石
を
ひ（

拾
）ろ

い
て
是
れ
を
磨み

が

く
。
仍よ

っ
て
、
沙
石
集
と
名な

づ

く
）」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
古
今
東
西
の
説
話
を
引
用
し
て
、
仏

教
の
緊き

ん

要よ
う

の
と
こ
ろ
や
処し

ょ

世せ
い

訓く
ん

な
ど
を
説
く
啓け

い

蒙も
う

的て
き

な
仮か

名な

法ほ
う

語ご

。
伝
本
に
よ
る
本
文
の
異
同
が
大
き
く
、
古こ

本ほ
ん

系
と
流る

布ふ

本ぼ
ん

系
の
二

系
統
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
本
項
で
取
り
扱
う
「
米
沢
善
本
」
は
、
古
本
系
に
属
す
る
室
町
後
期
（
一
四
六
七
～
一
五
七
三
）
の
写
本
。『
日に

本ほ
ん

仏ぶ
っ

教き
ょ
う

典て
ん

籍せ
き

大だ
い

事じ

典て
ん

』（p.231

）
参
照
。

○�

底
本
に
は
、
市
立
米
沢
図
書
館
が
所
蔵
し
、
市
立
米
沢
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
公
開
さ
れ
て
い
る
「
米
沢
善
本
」
を
使
用

し
た
。（https://w

w
w
.library.yonezaw

a.yam
agata.jp/dg/A

A
152.htm

l

）

○�

目
録
に
は
「
法
心
房
ノ
上
人
事
」
と
あ
る
の
み
で
、「
円え

ん

福ぷ
く

寺じ

」「
延え

ん

福ぷ
く

寺じ

」
な
ど
の
具
体
的
な
寺
院
名
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

○�

【
一
】『
龍

り
ゅ
う

山ざ
ん

三さ
ん

開か
い

祖そ

伝で
ん

』「
法ほ

っ

身し
ん

和お

尚し
ょ
う

伝で
ん

」・【
二
】『
松ま

つ

島し
ま

諸し
ょ

勝し
ょ
う

記き

』「
無む

相そ
う

窟く
つ

」・【
三
】『
天て

ん

台だ
い

由ゆ
い

緒し
ょ

記き

』
が
「
法
身
」
と
記
述
さ
れ
て
い

た
の
に
対
し
、
本
項
は
「
法
心
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、「
口
語
訳
」「
語
注
」
は
「
法
心
」
と
表
記
し
た
。

○�

原
文
の
振
り
仮
名
は
そ
の
ま
ま
に
し
た
が
、
明
ら
か
に
誤
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
書
き
下
し
文
中
で
修
正
し
た
。

　【
例
】�

②
其
日
ニ
ナ
リ
テ
倚イ

子ス

ニ
坐サ

シ
テ
、
侍ジ

者シ
ャ

ニ
頌ジ

ョ

ヲ
カ
ヽ
ス
＝
其そ

の
日
に
な
り
て
倚い

子す

に
坐ざ

し
て
、
侍
者
に
頌じ

ゅ

を
か（

書
）か

す
。

①�

奥ア
ウ

州シ
ウ

松マ
ツ

嶋シ
マ

ノ
長
老
法
心
房
ハ
、
晩

ヲ
ソ
ク

出シ
ュ
ッ

家ケ

ノ
人
ニ
テ
、
一イ

チ

文モ
ン

不フ

通ツ
ウ

ナ
リ
ケ
レ
共
、
渡ト

宋ソ
ウ

シ
テ
徑キ

ン

山ザ
ン

ノ
无ブ

準シ
ュ
ンノ

下
ニ
テ
、
仏
法
ノ
心
地
ア
ル

上
人
ト
聞
ヘ
キ
。公コ

ウ

案ア
ン

ヲ
得エ

テ
坐サ

禅セ
ン

ス
ル
㕝コ

ト

多タ

年ネ
ン

、イ
シ
キ
ニ
瘡カ

サ

出イ
テ

テ
ウ
ミ
ク
サ
リ
、虫
イ
テ
ク
ル
ホ
ト
也
ケ
レ
ト
モ
、退シ

リ

セ
サ
リ
ケ
リ
。
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＊

　�

奥お
う

州し
ゅ
う

松ま
つ

島し
ま

の
長

ち
ょ
う

老ろ
う

・
法ほ

っ

心し
ん

房ぼ
う

は
、
晩お

そ

く
出

し
ゅ
っ

家け

の
人
に
て
、
一い

ち

文も
ん

不ふ

通つ
う

な
り
け
れ
共ど

も

、
渡と

宋そ
う

し
て
径き

ん

山ざ
ん

の
無ぶ

準じ
ゅ
んの

下
に
て
、
仏ぶ

っ

法ぽ
う

の
心し

ん

地ち

あ
る
上

し
ょ
う

人に
ん

と
聞き

こ
え
き
。
公こ

う

案あ
ん

を
得
て
坐ざ

禅ぜ
ん

す
る
事
多
年
、
い （

尻
）
 

し
き
に
瘡か

さ

出い
で

て
う（

膿
）み

く（
腐
）さ

り
、
虫
い（

出
）で

く
る
ほ
ど
な
り
け
れ
ど
も
、
退し

り

せ
ざ
り
け
り
。

＊

　�

奥お
う

州し
ゅ
う

松ま
つ

島し
ま

の
和お

尚し
ょ
う・

法ほ
っ

心し
ん

禅ぜ
ん

師じ

は
〔
、
三
十
代
を
と
う
に
超こ

え
た
所い

わ

謂ゆ
る

〕
壮そ

う

年ね
ん

で
の
出

し
ゅ
っ

家け

で
、
学
問
の
知
識
や
素そ

養よ
う

が
無
か
っ
た
が
南な

ん

宋そ
う

へ
と
渡
り
、
径き

ん

山ざ
ん

〔
の
能の

う

仁に
ん

興こ
う

聖し
ょ
う

万ま
ん

寿じ
ゅ

禅ぜ
ん

寺じ

〕
に
お
い
て
〔
仏ぶ

っ

鑑か
ん

禅ぜ
ん

師じ

・
〕
無ぶ

準じ
ゅ
ん

師し

範ぱ
ん

の
下も

と

で
〔
修
行
し
、〕
大だ

い

悟ご

徹て
っ

底て
い

さ
れ
た
方

と
聞
い
て
い
る
。
公こ

う

案あ
ん

に
取
り
組
み
、
長
い
間
坐ざ

禅ぜ
ん

を
し
た
結
果
、
尻し

り

が
腫は

れ
上
が
り
爛た

だ

れ
て
し
ま
い
、
虫
が
湧わ

く
ほ
ど
だ
っ
た
と
い

う
が
、〔
そ
れ
で
も
〕
挫く

じ

け
ず
に
〔
修
行
を
〕
続
け
ら
れ
た
そ
う
だ
。

＊

○�

奥
州
松
嶋
ノ
長
老
法
心
房
ハ
、
晩
出
家
ノ
人
ニ
テ
、
一
文
不
通
ナ
リ
ケ
レ
共
、
渡
宋
シ
テ
徑
山
ノ
无
準
ノ
下
ニ
テ
、
仏
法
ノ
心
地
ア
ル
上
人
ト
聞
ヘ

キ
＝
「
奧お

う

州し
ゅ
う」
は
、
陸む

奥つ
の

国く
に

の
異
称
。
白し

ら

河か
わ

・
勿な

来こ
そ

の
関
か
ら
北
の
磐い

わ

城き

・
岩い

わ

代し
ろ

・
陸り

く

前ぜ
ん

・
陸り

く

中ち
ゅ
う・
陸む

奥つ

五
か
国
の
総
称
。
現
在
の
福
島
・
宮
城
・

岩
手
・
青
森
の
四
県
と
秋
田
県
の
一
部
に
あ
た
る
。

　�「
長

ち
ょ
う

老ろ
う

」
は
、『
仏ぶ

っ

教き
ょ
う

語ご

大だ
い

辞じ

典て
ん

』
に
「
①
徳と

く

行ぎ
ょ
う

高
く
、
年
長
な
る
比び

丘く

の
通
称
。
修
行
者
の
尊そ

ん

称し
ょ
う。

必
ず
し
も
老
年
で
あ
る
か
ら
長
老
と
よ
ば
れ
る

の
で
は
な
い
。
②
禅
宗
に
お
い
て
は
、
住

じ
ゅ
う

持じ

の
僧
を
長
老
と
よ
ぶ
」（p.963

）
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
①
・
②
、
両
方
の
意
味
合
い
を
持
つ
こ
と
か
ら
、

単
に
「
和お

尚し
ょ
う」

と
意
訳
し
た
。

　�「
法ほ

っ

心し
ん

房ぼ
う

」
と
い
う
記
述
の
み
の
た
め
、
道ど

う

号ご
う

か
法ほ

う

諱き

か
は
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
、
法
諱
は
僧
侶
と
し
て
の
名
前
で
あ
る
た
め
、「
法
心
」
は
法

諱
と
考
え
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

　�「
房
」
は
、
堂
に
付
属
し
て
建
て
ら
れ
た
屋お

く

舎し
ゃ

や
、
屋
舎
内
の
部
屋
を
い
う
。
僧
の
住
す
る
「
房
」
が
集
ま
る
一
区
画
を
「
僧
坊
」
と
い
う
こ
と
か

ら
「
坊
」
と
通
用
し
、
僧
の
名
に
添そ

え
て
用
い
ら
れ
る
。『
大だ

い

漢か
ん

和わ

辞じ

典て
ん

』（
巻
三
・p.150

、
巻
五
・p.62

）、『
禅ぜ

ん

学が
く

大だ
い

辞じ

典て
ん

』（p.1118

）
参
照
。

　�「
出

し
ゅ
っ

家け

」
は
、
俗ぞ

っ

家か

を
出
て
剃て

い

髪は
つ

染ぜ
ん

衣ね

し
、
沙し

ゃ

門も
ん

と
な
る
こ
と
。
ま
た
は
そ
の
状
態
や
生
活
を
指
す
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.510

）
参
照
。

　�「
一い

ち

文も
ん

不ふ

通つ
う

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
一
字
も
知
ら
ぬ
あ
き
め
く
ら
。
文も

ん

盲も
う

」（
巻
一
・p.56
）
と
あ
る
。「
学
問
の
知
識
や
素そ

養よ
う

が
無
か
っ
た
」
と
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意
訳
し
た
。

　�「
径き

ん

山ざ
ん

」
は
、
現
在
の
浙せ

っ

江こ
う

省し
ょ
う

杭こ
う

州し
ゅ
う

市し

郊こ
う

外が
い

西
北
に
位
置
す
る
山
で
、
天て

ん

目も
く

山ざ
ん

に
行
く
た
め
に
、
径
山
を
通
る
と
径ち

か

路み
ち

で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、「
径

路
の
山
」
で
「
径
山
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
禅ぜ

ん

門も
ん

の
大だ

い

道ど
う

場じ
ょ
う、
能の

う

仁に
ん

興こ
う

聖し
ょ
う

万ま
ん

寿じ
ゅ

禅ぜ
ん

寺じ

が
あ
り
、
寺
は
径き

ん

山ざ
ん

寺じ

、
径き

ん

山ざ
ん

万ま
ん

寿じ
ゅ

寺じ

、
興こ

う

聖し
ょ
う

万ま
ん

寿じ
ゅ

禅ぜ
ん

寺じ

な
ど
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
一
般
に
径
山
と
い
え
ば
万
寿
寺
を
意
味
し
た
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.236

）
参
照
。

　�「
無ぶ

準じ
ゅ
ん」

は
、
無ぶ

準じ
ゅ
ん

師し

範ぱ
ん

禅
師
（「
む
じ
ゅ
ん
し
は
ん
」
な
ど
と
も
・
一
一
七
八
～
一
二
四
九
）
の
こ
と
。
破は

菴あ
ん

祖そ

先せ
ん

禅
師
（
一
一
三
六
～
一
二
一
一
）
の
法
を
嗣つ

ぐ
。

法は
っ

嗣す

に
雪せ

つ

巌が
ん

祖そ

欽き
ん

禅
師
（
？
～
一
二
八
七
）、
無む

学が
く

祖そ

元げ
ん

禅
師
（
一
二
二
六
～
八
六
）、
兀ご

っ

菴た
ん

普ふ

寧ね
い

禅
師
（
一
一
九
七
～
一
二
七
六
）、
環か

ん

渓け
い

惟い

一い
ち

禅
師
（
一
二
〇
二

～
八
一
）
や
、
入に

っ

宋そ
う

し
た
円え

ん

爾に

禅
師
（
一
二
〇
二
～
八
〇
）、
法
心
禅
師
な
ど
が
い
る
。
臨り

ん

済ざ
い

宗し
ゅ
う

楊よ
う

岐ぎ

派は

破は

菴あ
ん

派は

。
理り

宗そ
う

（
一
二
〇
五
～
六
四
）
よ
り
仏
鑑
禅

師
号
を
賜た

ま
わる

。『
禅ぜ

ん

学が
く

大だ
い

辞じ

典て
ん

』（p.460

）
参
照
。

　�「
心し

ん

地ち

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
⑤
禅
宗
で
は
達だ

る

磨ま

か
ら
伝
わ
っ
た
『
心
』
の
こ
と
を
い
う
。
ま
た
、
心し

ん

性し
ょ
うの

意
に
用
い
る
」（p.766

）
と
あ
る
。

「
心
性
」
は
、「
①
不
変
な
る
心
の
本
性
、
本
体
。
自じ

性し
ょ
う

清し
ょ
う

浄じ
ょ
う

心し
ん

な
ど
と
い
う
。
人
間
す
べ
て
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
も
っ
て
い
る
本
性
」（
同
・p.767

）

と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
大だ

い

悟ご

徹て
っ

底て
い

」
と
意
訳
し
た
。

　�「
上

し
ょ
う

人に
ん

」
は
、「
学が

く

徳と
く

の
す
ぐ
れ
た
高
僧
」
の
こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.693

）
参
照
。

○�

公
案
ヲ
得
テ
坐
禅
ス
ル
㕝
多
年
、
イ
シ
キ
ニ
瘡
出
テ
ウ
ミ
ク
サ
リ
、
虫
イ
テ
ク
ル
ホ
ト
也
ケ
レ
ト
モ
、
退
セ
サ
リ
ケ
リ
＝
「
公こ

う

案あ
ん

」
は
、
公
文
書
を

意
味
す
る
「
公こ

う

府ふ

の
案あ

ん

牘と
く

」
の
略
語
で
、
一
般
的
に
は
仏ぶ

っ

祖そ

の
悟さ

と

り
の
機き

縁え
ん

で
あ
る
「
古こ

則そ
く

公こ
う

案あ
ん

」
を
意
味
す
る
が
、
眼が

ん

前ぜ
ん

の
事
象
を
絶
対
の
真
理

と
す
る
「
現げ

ん

成じ
ょ
う

公こ
う

案あ
ん

」
の
意
味
も
あ
る
。
修
行
者
は
、
師
か
ら
与
え
ら
れ
た
公
案
に
取
り
組
み
、
工く

夫ふ
う

す
る
こ
と
で
悟
り
を
目
指
す
。『
禅
学
大
辞
典
』

（p.303

）
参
照
。

　「
瘡か

さ

」
は
、「
で
き
も
の
、
は
れ
も
の
」
の
こ
と
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
七
・p.1191

）
参
照
。

②�

臨リ
ン

終ジ
ウ

ノ
事
七
日
ア
リ
テ
ウヲ

ワ
ル
ヘ
シ
、
ト
傳侍

者
ニ
告
ケ
ル
ニ
、
殊
ナ
ル
労イ

タ
ハリ
ナ
キ
故
ニ
信
セ
ス
。
其
日
ニ
ナ
リ
テ
倚イ

子ス

ニ
坐サ

シ
テ
、
侍ジ

者シ
ャ

ニ
頌ジ

ョ

ヲ
カ
ヽ
ス
。
来
ル
時
モ
明
〃
タ
リ
、
去
ル
時
モ
明
〃
タ
リ
、
此
即
何ナ

ニ

物モ
ノ

ソ
ト
カ
ケ
、
ト
云
ニ
、
侍
者
、
今イ

マ

一
句
タ
リ
候
ハ
ス
ト

云
ヘ
ハ
、
喝カ

ツ

ス
ル
事
一イ

チ

喝カ
ツ

シ
テ
、
ヤ
カ
テ
入
滅
ス
。

＊
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　�「
臨り

ん

終じ
ゅ
うの

事
、
七
日
あ
り
て
お（

終
）わ

る
べ
し
」
と
、
侍じ

者し
ゃ

に
告つ

げ
る
に
、
殊こ

と

な
る
労い

た
わり

な
き
故ゆ

え

に
信し

ん

ぜ
ず
。
其そ

の
日
に
な
り
て
倚い

子す

に
坐ざ

し
て
、
侍
者
に
頌じ

ゅ

を
か（

書
）か

す
。「『
来き

た

る
時と

き

も
明め

い

明め
い

た
り
、
去
る
時
も
明
明
た
り
。
此こ

れ
即す

な
わち

何な
に

物も
の

ぞ
』、
と
か（

書
）け

」
と
云い

う
に
、
侍
者
、

「
今い

ま

一い
っ

句く

た（
足
）り

候そ
う
らわ

ず
」
と
云
え
ば
、「
喝か

つ

」
す
る
事こ

と

一い
っ

喝か
つ

し
て
、
や
が
て
入

に
ゅ
う

滅め
つ

す
。

＊

　�〔
あ
る
日
、
法ほ

っ

心し
ん

禅ぜ
ん

師じ

は
、〕「
衲わ

し

は
七
日
後
日
に
死
ぬ
だ
ろ
う
」
と
随ず

い

侍じ

す
る
弟
子
に
告
げ
た
が
、
特
に
病や

ま
いを

患
わ
ず
ら

っ
て
い
る
わ
け
で
も
な

い
の
で
〔
そ
の
弟
子
は
〕
信
じ
な
か
っ
た
。
七
日
後
、〔
法
心
禅
師
は
〕
椅い

子す

に
坐す

わ

り
、
弟
子
に
辞じ

世せ
い

の
句く

を
書
か
せ
た
。『「
来き

た

る
時と

き

も

明め
い

明め
い

た
り
、
去さ

る
時
も
明
明
た
り
、
此こ

れ
即す

な
わち

何な
に

物も
の

ぞ
（
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
来
た
こ
と
も
、
こ
の
世
を
去
る
と
い
う
こ
と
も
、
極き

わ

め
て
明め

い

白は
く

な
事
実
で

あ
る
。
今
、
終
わ
り
を
迎む

か

え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
れ
は
一
体
何
物
か
）』
と
書
く
よ
う
に
」
と
言
っ
〔
て
目
を
閉
じ
よ
う
と
し
〕
た
と
こ
ろ
、
弟
子
が
、

「
ま
だ
末ま

つ

尾び

の
句
が
欠
け
て
お
り
ま
す
」
と
言
う
の
で
、〔
法
心
禅
師
は
、〕「
喝か

つ

！
」
と
一い

っ

喝か
つ

し
、
そ
の
ま
ま
亡
く
な
ら
れ
た
。

＊

○�

臨
終
ノ
事
七
日
ア
リ
テ
ウヲ

ワ
ル
ヘ
シ
、
ト
傳侍

者
ニ
告
ケ
ル
ニ
、
殊
ナ
ル
労
リ
ナ
キ
故
ニ
信
セ
ス
＝
「
臨り

ん

終じ
ゅ
う」

は
「
命
の
終
わ
る
時
。
亡
く
な
る
ま
ぎ

わ
」
の
こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.1432
）
参
照
。

　�「
侍じ

者し
ゃ

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
住

じ
ゅ
う

持じ

の
給

き
ゅ
う

仕じ

・
補
佐
を
す
る
役
」（p.432

）
と
あ
る
。「
随ず

い

侍じ

す
る
弟
子
」
と
意
訳
し
た
。

　�「
殊こ

と

な
る
」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
⑤
こ
と
な
る
。
殊
、
異
也
（
殊
、
異
な
り
）」（
巻
六
・p.746

）
と
あ
り
、「
労い

た
わり

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
④

や
む
。
な
や
む
。
苦
し
む
。
労
、
病
也
（
労
、
病
な
り
）」（
巻
二
・p.403

）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
殊こ

と

な
る
労い

た
わり

な
き
故ゆ

え

に
」
を
、「
特
に
病や

ま
いを

患
わ
ず
ら

っ
て

い
る
わ
け
で
も
な
い
の
で
」
と
意
訳
し
た
。

○�

其
日
ニ
ナ
リ
テ
倚
子
ニ
坐
シ
テ
、
侍
者
ニ
頌
ヲ
カ
ヽ
ス
＝
「
頌じ

ゅ

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
南な

ん

都と

で
は
『
じ
う
』、
北ほ

く

嶺れ
い

で
は
『
し
ゅ
』
と
よ
ん

だ
と
い
う
が
、
今
日
仏
教
一
般
で
は
『
じ
ゅ
』
と
よ
む
。
偈げ

に
同
じ
。
偈げ

頌じ
ゅ

と
も
い
う
。
韻い

ん

文ぶ
ん

。
詩し

句く

。
仏
教
で
は
仏
の
徳
を
讃さ

ん

歎た
ん

し
て
教

き
ょ
う

理り

を
説

く
詩
」（p.642

）
と
あ
る
。

○�

来
ル
時
モ
明
〃
タ
リ
、
去
ル
時
モ
明
〃
タ
リ
、
此
即
何
物
ソ
ト
カ
ケ
、
ト
云
ニ
、
侍
者
、
今
一
句
タ
リ
候
ハ
ス
ト
云
ヘ
ハ
、
喝
ス
ル
事
一
喝
シ
テ
、

ヤ
カ
テ
入
滅
ス
＝
「
明め

い

明め
い

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
極
め
て
明
ら
か
な
こ
と
」（p.1218

）
と
あ
る
。

　�「
喝か

つ

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
大
き
な
こ
え
で
言
う
こ
と
。
禅
宗
で
は
種
種
の
意
味
を
も
つ
。
①
叱し

か

り
つ
け
る
。
大だ

い

喝か
つ

一い
っ

声せ
い

。
②
唱
え
る
こ
と
。
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③
師
家
が
学
人
を
導
く
手
段
」（p.163

）
と
あ
る
。
次
項
「
一い

っ

喝か
つ

」
も
併
せ
て
参
照
の
こ
と
。

　�「
一い

っ

喝か
つ

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
師
家
が
学
人
を
叱し

っ

咤た

す
る
声
。
ま
た
こ
と
ば
の
お
よ
ば
な
い
と
こ
ろ
を
あ
ら
わ
す
師
家
の
一
声
。
喝
」（p.38

）

と
あ
り
、
こ
こ
で
は
後
者
の
意
。

　「
入

に
ゅ
う

滅め
つ

」
は
、
高
僧
が
亡
く
な
る
こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.1057

）
参
照
。

③�

臨リ
ン

終シ
ウ

ノ
作サ

法ホ
ウ

、
誠
ニ
ア
リ
カ
タ
ク
聞
キ
、
无ブ

准シ
ュ
ン、

圓
相
ノ
中
ノ
下
ノ
字
ヲ
預ア

ツ

ケ
ラ
レ
タ
リ
ケ
ル
ニ
、
如ニ

ョ

法ホ
ウ

ノ
道タ

ウ

心シ
ン

ノ
志
ア
リ
テ
、
工ク

夫フ
ウ

ノ
間
、
行

キ
ヤ
ウ

住ジ
ウ

坐サ

臥ク
ワ

ニ
公コ

ウ

案ア
ン

ヲ
モ
ツ
。
後
ハ
万
ノ
物
ノ
中
ニ
下
ノ
字
ミ
ヘ
ケ
リ
。
其
字
ヲ
ミ
ウ
シ
ナ
ヒ
テ
、
心
地
ヲ
エ
タ
リ
、
ト
物
語
セ

シ
ト
、
或
人
申
キ
。

＊

　�

臨り
ん

終じ
ゅ
うの

作さ

法ほ
う

、
誠ま

こ
とに

あ（
有
）り

が（
難
）た

く
聞
き
、「『
無ぶ

準じ
ゅ
ん、「

円え
ん

相そ
う

の
中
の
下
の
字
」
を
預あ

ず

け
ら
れ
た
り
け
る
に
、
如に

ょ

法ほ
う

の
道ど

う

心し
ん

の
志

こ
こ
ろ
ざ
し

あ（
有
）り

て
、

工く

夫ふ
う

の
間あ

い
だ、

行
ぎ
ょ
う

住じ
ゅ
う

坐ざ

臥が

に
公こ

う

案あ
ん

を
も（

持
）つ

。
後
は
万よ

ろ
ずの

物
の
中
に
「
下
の
字
」
み（

見
）え

け
り
。
其
の
字
を
み （

見
失
）

 

う
し
な
い
て
、
心し

ん

地ち

を
え（

得
）た

り
』

と
物も

の

語が
た
りせ
し
」
と
或あ

る
人
申
し
き
。

＊

　�

死
に
際ぎ

わ

の
振ふ

る
舞ま

い
を
耳
に
し
て
、「
本
当
に
尊と

う
とく
、
優す

ぐ

れ
た
も
の
だ
」
と
思
っ
た
。
あ
る
人
は
、「『
無ぶ

準じ
ゅ
ん

禅ぜ
ん

師じ

よ
り
「
円え

ん

相そ
う

の
中
の

下
の
字
」〔
の
公こ

う

案あ
ん

〕
を
授さ

ず

け
ら
れ
て
か
ら
は
、〔
よ
り
一い

っ

層そ
う

、〕
仏ぶ

つ

道ど
う

成じ
ょ
う

就じ
ゅ

を
願
っ
て
修し

ゅ

行ぎ
ょ
うに
励は

げ

み
、
坐ざ

禅ぜ
ん

中ち
ゅ
うは
勿も

ち

論ろ
ん

、
日
常
の
生
活
に

お
い
て
も
常
に
公
案
に
取
り
組
ん
だ
。
や
が
て
、
あ
ら
ゆ
る
物
の
中
に
「
下
」
と
い
う
字
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。〔
そ
し
て
、〕
そ

の
字
が
見
え
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
に
、
仏ぶ

っ

性し
ょ
うを
自じ

覚か
く

す
る
こ
と
が
出
来
た
』
と
〔
法ほ

っ

心し
ん

禅ぜ
ん

師じ

は
〕
仰

お
っ
し
ゃ

っ
て
い
た
」
と
語
っ
た
。

＊

○�

臨
終
ノ
作
法
、
誠
ニ
ア
リ
カ
タ
ク
聞
キ
、
无
準
、
圓
相
ノ
中
ノ
下
ノ
字
ヲ
預
ケ
ラ
レ
タ
リ
ケ
ル
ニ
、
如
法
ノ
道
心
ノ
志
ア
リ
テ
、
工
夫
ノ
間
、
行
住

坐
臥
ニ
公
案
ヲ
モ
ツ
＝
「
作さ

法ほ
う

」
は
、
日
常
の
行

ぎ
ょ
う

住じ
ゅ
う

坐ざ

臥が

や
儀
式
な
ど
に
お
い
て
、
守
る
べ
き
礼
法
の
こ
と
を
い
い
、
法
に
か
な
っ
た
動
作
や
行
儀

の
こ
と
。「
振ふ

る
舞ま

い
」
と
意
訳
し
た
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.438

）
参
照
。

　�「
円え

ん

相そ
う

の
中
の
下4

の
字
」
は
、『
沙し

ゃ

石せ
き

集し
ゅ
う』「
米よ

ね

沢ざ
わ

善ぜ
ん

本ぽ
ん

」
に
し
か
見
ら
れ
な
い
記
述
で
あ
る
。
後
述
す
る
【
五
】『
沙
石
集
』「
長

ち
ょ
う

享き
ょ
う

本
」
を
は
じ
め
、
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国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
閲
覧
可
能
な
、元げ

ん

和な

二
年（
一
六
一
六
）刊
本
、正

し
ょ
う

保ほ
う

四
年（
一
六
四
七
）刊
本
、慶け

い

安あ
ん

五
年（
一
六
五
二
）刊
本
、天て

ん

和な

三
年（
一
六
八
三
）

刊
本
、
貞

じ
ょ
う

享き
ょ
う

三
年
（
一
六
八
六
）
刊
本
、
元げ

ん

禄ろ
く

二
年
（
一
六
八
九
）
刊
本
、
享

き
ょ
う

保ほ
う

十
九
年
（
一
七
三
四
）
写
本
の
い
ず
れ
も
、「
下4

の
字
」
で
は
な
く
「
丁4

の
字
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、「
米
沢
善
本
」
の
「
下
」
は
「
丁
」
の
誤
記
と
思
わ
れ
る
。「
円
相
」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
真し

ん

如に
ょ

・
仏ぶ

っ

性し
ょ
う・
実じ

っ

相そ
う

・
法ほ

っ

性し
ょ
うな
ど
の
、
絶
対
の
真
理
を
表
す
」（p.114

）
と
あ
る
。

　�「
如に

ょ

法ほ
う

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
⑦
仏
の
教
え
の
と
お
り
、
修
行
す
る
こ
と
」（p.1063

）
と
あ
る
。

　「
道ど

う

心し
ん

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
①
さ
と
り
を
求
め
る
心
」（p.1015

）
と
あ
る
。

　�「
工く

夫ふ
う

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
①
修
行
に
精

し
ょ
う

進じ
ん

す
る
こ
と
。
そ
の
修
行
は
公
案
の
意
に
も
、
坐ざ

禅ぜ
ん

の
意
に
も
用
い
ら
れ
る
」（p.252

）
と
あ
る
。

　�「
行

ぎ
ょ
う

住じ
ゅ
う

坐ざ

臥が

」
の
、「
行
」
は
歩
く
こ
と
、「
住
」
は
と
ど
ま
る
こ
と
、「
坐
」
は
す
わ
る
こ
と
、「
臥
」
は
寝
る
こ
と
で
、
人
間
の
起き

居き
ょ

動ど
う

作さ

の
四
つ

の
根
本
を
い
う
。「
人
間
の
行
動
の
す
べ
て
、
日
常
の
た
ち
い
ふ
る
ま
い
」
と
い
う
意
味
と
、「
終
始
、
不
断
、
い
つ
い
か
な
る
時
に
も
」
と
い
う
意

味
が
あ
る
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.243

）
参
照
。

○�

後
ハ
万
ノ
物
ノ
中
ニ
下
ノ
字
ミ
ヘ
ケ
リ
。
其
字
ヲ
ミ
ウ
シ
ナ
ヒ
テ
、
心
地
ヲ
エ
タ
リ
、
ト
物
語
セ
シ
、
ト
或
人
申
キ
＝
「
万よ

ろ
ずの

物
」
は
、「
万ま

ん

物も
つ

」

の
こ
と
。「
あ
ら
ゆ
る
も
の
」
の
意
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.1287

）
参
照
。

　「
物も

の

語が
た
り」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
①
は
な
し
。
談
話
」（
巻
七
・p.637

）
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
話
す
こ
と
。
会
話
」
の
意
。

④�

末
代
ナ
リ
ト
モ
タ
ノ
ミ
ア
ル
ハ
、
大タ

イ

乗シ
ュ
ウ

修シ
ュ

行キ
ヤ
ウ

也
。
只
、
道
ニ
志
ア
リ
テ
、
名

ミ
ヤ
ウ

聞モ
ン

利リ

養ヤ
ウ

ノ
心
ナ
ク
、
多タ

聞モ
ン

廣ク
ワ
ウ

学ガ
ク

ノ
ノ
ソ
ミ
ヲ
ヤ
メ
テ
、
真

マ
コ
ト

ノ
善セ

ン

知チ

識シ
キ

ノ
下
ニ
シ
テ
、信
心
実マ

コ
トア
リ
テ
、心
地
ヲ
明ア

キ
ラメ
ン
タ
メ
ニ
、身
命
ヲ
ス
テ
、寢シ

ン

食シ
ュ
クヲ
忘
テ
、行
住
坐
臥
ニ
心
ヲ
カ
ケ
テ
忘ワ

ス
レス
ハ
、

文モ
ン

字ジ

ヲ
学
ス
ル
功コ

ウ

ヨ
リ
モ
、
ト
ク
道
ニ
ス
ヽ
ミ
ヌ
ヘ
シ
。

＊

　�

末ま
つ

代だ
い

な
り
と
も
た（

憑
）の
み
あ
る
は
、
大だ

い

乗じ
ょ
う

修し
ゅ

行ぎ
ょ
うな
り
。
只た

だ
、
道ど

う

に
志

こ
こ
ろ
ざ
し

あ（
有
）り
て
、
名

み
ょ
う

聞も
ん

利り

養よ
う

の
心

こ
こ
ろ

な（
無
）く
、
多た

聞も
ん

広こ
う

学が
く

の
の（

望
）ぞ
み
を
や
め
て
、

真ま
こ
との

善ぜ
ん

知ち

識し
き

の
下も

と

に
し
て
、
信し

ん

心じ
ん

実ま
こ
と

あ（
有
）り

て
、
心し

ん

地ち

を
明あ

き
らめ

ん
た（

為
）め

に
身し

ん

命み
ょ
うを

す（
捨
）て

、
寝し

ん

食し
ょ
くを

忘わ
す

れ
て
、
行

ぎ
ょ
う

住じ
ゅ
う

坐ざ

臥が

に
心
を
か
け
て
忘

れ
ず
は
、
文も

ん

字じ

を
学が

く

す
る
功こ

う

よ
り
も
、
と（

疾
）く

道
に
す（

進
）す

み
ぬ
べ
し
。

＊
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　�

末ま
っ

法ぽ
う

の
世よ

に
あ
っ
て
頼た

の

み
と
す
る
べ
き
も
の
は
、〔
自
分
自
身
が
救
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の
世
に
生
を
享う

け
た
す
べ
て
の
生
き
物
が

自
分
と
同
様
に
救
わ
れ
る
こ
と
を
願
う
、〕「
自じ

利り

利り

他た

」
の
教
え
を
実じ

っ

践せ
ん

す
る
こ
と
で
あ
る
。
只ひ

た

管す
ら

に
仏ぶ

つ

道ど
う

成じ
ょ
う

就じ
ゅ

を
願
い
、
世
間
の
評

判
や
財
産
に
執

し
ゅ
う

着じ
ゃ
くせ

ず
、
仏
の
教
え
に
つ
い
て
広
く
深
く
学
ぶ
こ
と
を
止や

め
て
、
本
物
の
指
導
者
の
下
で
、「
法
の
た
め
に
命
を
投
げ

打
つ
」
と
い
う
揺ゆ

る
ぎ
な
い
信
念
を
持
ち
、
食
事
も
睡
眠
も
忘
れ
る
程
に
、
何い

時つ

、
如い

何か

な
る
時
も
弛た

ゆ

ま
ず
努つ

と

め
れ
ば
、
学
問
の
知
識

や
素そ

養よ
う

を
身
に
付
け
る
よ
り
も
、
早
く
悟
り
を
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

＊

○�

末
代
ナ
リ
ト
モ
タ
ノ
ミ
ア
ル
ハ
、
大
乗
修
行
也
＝
「
末ま

つ

代だ
い

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
①
末ま

つ

世せ

に
同
じ
」（p.1284

）
と
あ
る
。「
末
世
」
は
、「
末

の
世
。
後
の
時
代
。
末
代
。
末ま

つ

法ぽ
う

の
時
代
。
仏ぶ

っ

法ぽ
う

の
衰お

と
ろえ

た
世
。
つ
ま
り
現
代
、
そ
の
当
時
を
い
う
」（
同
・p.1283

）
と
あ
る
。

　�「
大だ

い

乗じ
ょ
う」

は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
大
き
な
乗
り
物
の
意
。
従
来
の
仏
教
で
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
小

し
ょ
う

乗じ
ょ
うに

対
す
る
。
そ
の
特
徴
は
、
自じ

利り

よ
り
も
広

く
衆し

ゅ

生じ
ょ
うを

救
き
ゅ
う

済さ
い

す
る
た
め
の
利り

他た

行ぎ
ょ
うを

実
践
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
仏
と
な
る
こ
と
を
主
張
す
る
点
に
あ
る
」（p.920

）
と
あ
る
。

○�

只
、
道
ニ
志
ア
リ
テ
、
名
聞
利
養
ノ
心
ナ
ク
、
多
聞
廣
学
ノ
ノ
ソ
ミ
ヲ
ヤ
メ
テ
、
真
ノ
善
知
識
ノ
下
ニ
シ
テ
、
信
心
實
ア
リ
テ
、
心
地
ヲ
明
メ
ン
タ

メ
ニ
、
身
命
ヲ
ス
テ
、
寢
食
ヲ
忘
テ
、
行
住
坐
臥
ニ
心
ヲ
カ
ケ
テ
忘
ス
ハ
、
文
字
ヲ
学
ス
ル
功
ヨ
リ
モ
、
ト
ク
道
ニ
ス
ヽ
ミ
ヌ
ヘ
シ
＝
「
道ど

う

」
は
、「
さ

と
り
へ
の
道
。
仏
道
」
の
こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.1013

）
参
照
。

　�「
名

み
ょ
う

聞も
ん

利り

養よ
う

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
世
間
の
名
声
と
利り

得と
く

。
五
欲
中
の
名
誉
欲
と
財
欲
」（p.1301

）
と
あ
る
。

　�「
多た

聞も
ん

広こ
う

学が
く

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
多
聞
は
仏
の
教
え
を
多
く
聞
い
て
覚
え
て
い
る
者
。
広
学
は
博は

く

学が
く

の
者
」（p.900

）
と
あ
る
。

　�「
善ぜ

ん

知ち

識し
き

」
は
、「
教
え
を
説
い
て
、
仏
道
に
入
ら
し
め
る
人
。
立
派
な
指
導
者
。
正
し
く
導
く
人
。
師し

家け

」
の
意
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.850

）
参

照
。

　「
信し

ん

心じ
ん

」
は
、「
仏
の
教
え
を
信
じ
て
疑
わ
な
い
心
。
信
念
」
の
意
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.777

）
参
照
。

　�「
文も

ん

字じ

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
紙
上
に
書
か
れ
て
い
る
文
字
」（p.1230
）
と
あ
り
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
①
字
。
語
。
②
経き

ょ
う

典て
ん

や
論ろ

ん

書し
ょ

を

さ
す
」（p.1368

）
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
学
問
の
知
識
や
素そ

養よ
う

」
と
意
訳
し
た
。

⑤�

観ク
ハ
ン

心シ
ン

工ク

夫フ
ウ

ハ
、
タ
ヽ
チ
ニ
心
ヲ
ミ
ル
方
便
、
文
字
言
語
ハ
、
此
心
ヲ
ト
ク
詞
ト
シ
テ
、
イ
マ
一
重
ト
ヲ
キ
方
便
也
。
是
教ケ

ウ

門モ
ン

ノ
学カ

ク

門モ
ン

、
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只
修
行
ノ
為タ

メ

ソ
カ
シ
。
聞モ

ン

思シ

修シ
ュ

ノ
次シ

第ダ
ヒ

、
ソ
ノ
意
也
。
修
行
ノ
時
ハ
文
字
ヲ
ス
テ
、
義キ

理リ

ヲ
忘
テ
心
ヲ
コ
ソ
照テ

ラ

ス
事
ナ
レ
ハ
、
初
メ
ヨ

リ
發ホ

ツ

心シ
ン

ス
ナ
ヲ
ナ
ラ
ハ
、
文
字
ヲ
用
フ
ヘ
カ
ラ
ス
。
信
心
堅ケ

ン

固ゴ

ニ
シ
テ
、
生
死
事
大
ナ
ル
事
ヲ
知
リ
、
无ム

常シ
ヤ
ウノ

迅シ
ツ

速ソ
ク

ナ
ル
ニ
驚ヲ

ト
ロキ

テ
、

菩
提
ノ
タ
メ
、
衆
生
ノ
タ
メ
、
修
行
ヲ
ハ
ケ
ム
ヘ
シ
。

＊

　�

観か
ん

心じ
ん

工く

夫ふ
う

は
、
た（

直
）だ

ち
に
心
を
み（

見
）る

方ほ
う

便べ
ん

。
文も

ん

字じ

言ご
ん

語ご

は
、
此こ

れ
心
を
と（

説
）く

詞こ
と
ばと

し
て
、
い（

今
）ま

一い
ち

重じ
ゅ
う

と（
遠
）お

き
方ほ

う

便べ
ん

な
り
。
是こ

れ
教

き
ょ
う

門も
ん

の

学が
く

門も
ん

、
只た

だ
修
行
の
為た

め

ぞ
か
し
。
聞も

ん

思し

修し
ゅ

の
次し

第だ
い

、
そ（

其
）の

意い

な
り
。
修
行
の
時
は
文
字
を
す（

捨
）て

、
義ぎ

理り

を
忘
れ
て
心
を
こ
そ
照
ら
す
事

な
れ
ば
、
初
め
よ
り
発ほ

っ

心し
ん

す（
素
　直
）

な
お
な
ら
ば
、
文
字
を
用も

ち

う
べ
か
ら
ず
。
信し

ん

心じ
ん

堅け
ん

固ご

に
し
て
、
生

し
ょ
う

死じ

事じ

大だ
い

な
る
事
を
知
り
、
無む

常じ
ょ
うの

迅じ
ん

速そ
く

な
る
に
驚お

ど
ろき

て
、
菩ぼ

提だ
い

の
た
め
、
衆し

ゅ

生じ
ょ
うの

た
め
、
修
行
を
は（

励
）げ

む
べ
し
。

＊

　�

自じ

己こ

の
本ほ

ん

性し
ょ
うを

観か
ん

察さ
つ

し
て
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
直

ち
ょ
く

接せ
つ

に
悟さ

と

り
へ
と
導み

ち
びく

た
め
の
〔
優す

ぐ

れ
た
〕
手し

ゅ

段だ
ん

で
あ
る
。
経

き
ょ
う

典て
ん

に
記
さ

れ
て
い
る
言
葉
は
仏ぶ

っ

性し
ょ
うに

つ
い
て
説と

き
明
か
し
た
も
の
で
あ
る
が
、〔
悟
り
か
ら
は
〕
よ
り
一い

っ

層そ
う

離
れ
て
し
ま
う
も
の
だ
。
仏
教
を
学
ぶ

と
い
う
こ
と
は
、
只ひ

た

管す
ら

に
仏
の
説
か
れ
た
教
え
を
実じ

っ

践せ
ん

す
る
こ
と
で
あ
る
。「
聞も

ん

思し

修し
ゅ

」〔
と
い
う
言
葉
〕
は
、「
仏ぶ

っ

法ぽ
う

を
聞
き
、
そ
の

こ
と
に
つ
い
て
よ
く
考
え
、
実
践
す
る
」
と
い
う
〔
仏ぶ

つ

道ど
う

修し
ゅ

行ぎ
ょ
うの
〕
順

じ
ゅ
ん

序じ
ょ

を
示
し
た
も
の
で
、〔
先
に
述の

べ
た
こ
と
と
〕
同
じ
意
味
で
あ

る
。〔
仏
道
〕
修
行
を
実
践
す
る
際さ

い

〔
に
大
切
な
の
〕
は
、
言
葉
に
執と

ら
わ
れ
ず
、
経
典
に
説
か
れ
た
内
容
も
心
に
か
け
ず
、
自
己
の
本

性
を
観
察
し
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
な
の
で
、〔
仏ぶ

つ

門も
ん

に
入
っ
た
〕
当と

う

初し
ょ

の
よ
う
に
、
真
剣
に
悟
り
を
得
よ
う
と
す
る
志

こ
こ
ろ
ざ
しが
有
る
の
で
あ

れ
ば
、
経
典
や
言
葉
は
拠よ

り
所ど

こ
ろと
す
る
べ
き
で
は
な
い
。
仏
の
教
え
を
信
じ
て
疑
わ
ず
、
迷
い
の
世
界
か
ら
脱だ

っ

す
る
こ
と
が
極
め
て
重

要
な
問
題
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
人
の
世
は
瞬ま

た
たく
間ま

に
移
り
変
わ
り
、
命
は
い
つ
な
く
な
る
か
わ
か
ら
な
い
、
儚は

か
ない
も
の
だ
と
い
う
こ

と
に
気
付
い
て
、
悟
り
を
得
て
、
生
き
と
し
生
け
る
全
て
の
も
の
を
救
う
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
と
、
修
行
に
励は

げ

む
べ
き
で
あ
る
。

＊

○�

観
心
工
夫
ハ
、
タ
ヽ
チ
ニ
心
ヲ
ミ
ル
方
便
、
文
字
言
語
ハ
、
此
心
ヲ
ト
ク
詞
ト
シ
テ
、
イ
マ
一
重
ト
ヲ
キ
方
便
也
＝
「
観か

ん

心じ
ん

」
は
、
心
を
観
察
す
る

こ
と
。
自
分
の
心
の
本
性
を
明
ら
か
に
観か

ん

照し
ょ
うす

る
こ
と
。
心
を
静
め
て
心
理
を
見
つ
め
る
こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.196

）
参
照
。

　�「
方ほ

う

便べ
ん

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
①
方
法
。
て
だ
て
。
す
ぐ
れ
た
教

き
ょ
う

化け

（「
き
ょ
う
か
」
と
も
）
方
法
。
衆し

ゅ

生じ
ょ
うを
救

き
ゅ
う

済さ
い

し
、
さ
と
り
へ
導
く
た
め
の
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一
時
の
て
だ
て
と
し
て
説
か
れ
た
教
え
。
③
真
実
を
証
す
る
た
め
に
修
行
す
る
こ
と
。
④
く
わ
だ
て
。
⑤
し
か
た
。
⑧
行
く
道
の
手
段
」（p.1225

）

な
ど
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
単
に
「
手
段
」
と
し
た
。

　�「
言
語
」
は
、
一
般
的
に
「
げ
ん
ご
」
と
読
む
が
、
宗
門
で
は
「
ご
ん
ご
」
と
読
む
。「
こ
と
ば
」
の
意
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.428

）
参
照
。

○�
是
教
門
ノ
学
門
、
只
修
行
ノ
為
ソ
カ
シ
。
聞
思
修
ノ
次
第
、
ソ
ノ
意
也
＝
「
教

き
ょ
う

門も
ん

」
は
、
教
え
の
門も

ん

戸こ

、
す
な
わ
ち
宗

し
ゅ
う

旨し

の
こ
と
。
仏
の
教
え
。『
仏

教
語
大
辞
典
』（p.233

）
参
照
。

　「
学が

く

門も
ん

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
学が

く

舎し
ゃ

の
門
」（
巻
三
・p.890

）
と
あ
る
。
学
び
習
う
こ
と
。

　�「
聞も

ん

思し

修し
ゅ

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
聞
と
思
と
修
。
聞
は
仏
法
を
聴

ち
ょ
う

聞も
ん

し
て
知
る
こ
と
。
思
は
こ
れ
を
自
ら
思し

惟い

す
る
こ
と
。
修
は
仏
道
の
実

践
修
行
」（p.1371
）
と
あ
る
。

○�

修
行
ノ
時
ハ
文
字
ヲ
ス
テ
、
義
理
ヲ
忘
テ
心
ヲ
コ
ソ
照
ス
事
ナ
レ
ハ
、
初
メ
ヨ
リ
發
心
ス
ナ
ヲ
ナ
ラ
ハ
、
文
字
ヲ
用
フ
ヘ
カ
ラ
ス
＝
「
義ぎ

理り

」
は
、

経き
ょ
う

典て
ん

の
説
く
意
義
・
道
理
。
こ
と
わ
り
。
正
し
い
道
筋
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.219

）
参
照
。

　�「
発ほ

っ

心し
ん

」
は
、
求ぐ

道ど
う

の
念
を
起
こ
す
こ
と
。
仏
道
に
入
り
、
さ
と
り
の
智ち

慧え

を
得
よ
う
と
す
る
志
を
起
こ
す
こ
と
。
菩ぼ

提だ
い

心し
ん

を
起
こ
す
こ
と
。
仏
に

な
ろ
う
と
す
る
心
を
起
こ
す
こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.1257

）
参
照
。

○�

信
心
堅
固
ニ
シ
テ
、
生
死
事
大
ナ
ル
事
ヲ
知
リ
、
无
常
ノ
迅
速
ナ
ル
ニ
驚
キ
テ
、
菩
提
ノ
タ
メ
、
后
生
ノ
タ
メ
、
修
行
ヲ
ハ
ケ
ム
ヘ
シ
＝
「
信し

ん

心じ
ん

堅け
ん

固ご

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
仏
の
教
え
を
信
じ
て
疑
わ
な
い
心
」（p.777

）
と
あ
る
。

　�「
生

し
ょ
う

死じ

事じ

大だ
い

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
生
死
の
問
題
は
極
め
て
重
大
で
あ
り
、
輪り

ん

廻ね

生
死
を
い
か
に
し
て
超

ち
ょ
う

越え
つ

す
る
か
が
最
大
事
で
あ
る
と
い
う

こ
と
。
①
禅
家
で
は
、
き
わ
め
て
重
要
視
さ
れ
、
求ぐ

法ほ
う

の
切
な
る
場
合
に
使
用
さ
れ
る
」（p.549

）
と
あ
る
。

　�「
無む

常じ
ょ
うの

迅じ
ん

速そ
く

な
る
」
は
、「
無
常
迅
速
」
の
こ
と
。『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
人
命
の
瞬
時
も
と
ど
ま
ら
な
い
こ
と
」（p.1207

）
と
あ
る
。

　「
菩ぼ

提だ
い

」
は
、
さ
と
り
の
こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.1221

）
参
照
。

　�「
衆し

ゅ

生じ
ょ
う」

は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
生
命
を
有
す
る
も
の
の
総
称
」（p.506
）
と
あ
り
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
①
生
存
す
る
も
の
。
い
の
ち
あ
る

も
の
。
生
き
と
し
生
け
る
も
の
。
世
間
の
多
く
の
人
び
と
。
②
実
体
と
し
て
の
生
き
も
の
」（p.631

）
等
と
あ
る
。

⑥�

浄
土
門
ノ
修
行
モ
、
志
ア
サ
ク
ハ
カ
タ
カ
ル
ヘ
シ
。
大
乗
ノ
修
行
モ
、
志
ア
ラ
ハ
カ
タ
カ
ラ
ン
。
周シ

ュ

梨リ

槃バ
ン

特ド
ク

ハ
、
我
カ
名
ヲ
モ
忘
ル
ホ
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ト
ノ
鈍ド

ン

者シ
ャ

ナ
リ
ケ
リ
。
五
百
ノ
羅ラ

漢カ
ン

ヲ
師
ト
シ
テ
九
十
日
カ
間
、
一
ノ
偈ゲ

ヲ
習ナ

ラ

ヒ
エ
タ
リ
。
守シ

ョ

口コ
ウ

摂セ
ツ

意イ

身シ
ン

莫バ
ク

犯ボ
ン

、
如ニ

ョ

是ゼ

行キ
ヤ
ウ

者ジ
ャ

得ト
ク

度ト

世セ

ト

イ
ヘ
リ
。
云イ

フ

心コ
ヽ
ロハ

、
口ク

チ

ヲ
守マ

ボ

リ
テ
妄マ

ウ

語ゴ

等ト
フ

ノ
ト
カ
ナ
ク
、
意コ

ヽ
ロヲ

摂セ
ツ
シテ

、
貪ト

ン

瞋ジ
ン

痴チ

、
嫉シ

ツ

妬ト

、
憍ケ

ウ

慢マ
ン

等ト
ウ

ノ
念
ナ
ク
、
身ミ

ニ
殺セ

ツ

盗タ
ウ

婬イ
ン

等ト
ウ

ノ
フ
ル

マ
イ
ナ
ケ
レ
ハ
、
生

シ
ヤ
ウ

死シ

ノ
度ド

ス
ル
也
、
ト
云
リ
。
此
意
ヲ
習ナ

ラ

ヒ
エ
ツ
テ
、
ツ
ヽ
シ
ミ
行
セ
シ
カ
ハ
、
羅ラ

漢カ
ン

ノ
果ク

ワ

ヲ
エ
タ
リ
キ
。
今
ノ
世

ノ
人
モ
、
若
シ
此
意
ヲ
エ
テ
、
口
ニ
ト
カ
ナ
ク
、
心
ヲ
ヽ
サ
メ
、
身
ヲ
ツ
ヽ
シ
マ
ハ
、
生
死
ヲ
イ
テ
ン
事
カ
タ
カ
ラ
シ
。

＊

　�

浄
じ
ょ
う

土ど

門も
ん

の
修
行
も
、
志

こ
こ
ろ
ざ
し

あ（
浅
）さ

く
ば
か（

難
）た

か
る
べ
し
。
大だ

い

乗じ
ょ
うの

修
行
も
、
志
あ（

有
）ら

ば
か（

難
）た

か
ら
ん
。
周し

ゅ

梨り

槃は
ん

特ど
く

は
、
我
が
名
を
も
忘
る
る

ほ
ど
の
鈍ど

ん

者し
ゃ

な
り
け
り
。
五
百
の
羅ら

漢か
ん

を
師し

と
し
て
九
十
日
が
間あ

い
だ、

一
の
偈げ

を
習
い
え（

得
）た

り
。「
守し

ゅ

口く

摂し
ょ
う

意い

身し
ん

莫ま
く

犯ぼ
ん

、
如に

ょ

是ぜ

行ぎ
ょ
う

者じ
ゃ

得と
く

度ど

世せ

」
と
い（

云
）え

り
。
云い

う
心
は
、「
口
を
守ま

ぼ

り
て
妄も

う

語ご

等
の
と（

失
）が

な（
無
）く

、
意こ

こ
ろを

摂せ
っ

し
て
、
貪と

ん

・
瞋じ

ん

・
痴ち

、
嫉し

っ

妬と

、
憍

き
ょ
う

慢ま
ん

等
の
念お

も
いな

く
、
身

に
殺せ

っ

盗と
う

婬い
ん

等
の
ふ（

振
）る

ま（
舞
）い

な（
無
）け

れ
ば
、
生

し
ょ
う

死じ

の
度ど

す
る
な
り
」
と
云
え
り
。
此こ

の
意こ

こ
ろを

習
い
え（

得
）て

、
つ（

慎

）

つ
し
み
行ぎ

ょ
うぜ

し
か
ば
、
羅
漢
の

果か

を
え（

得
）た

り
き
。
今
の
世
の
人
も
、
若も

し
此
の
意
を
え（

得
）て

、
口
に
と（

失
）が

な（
無
）く

、
心
を
お（

治
）さ

め
、
身
を
つ（

慎

）

つ
し
ま
ば
、
生
死
を
い（

出
）で

ん
事

か（
難
）た

か
ら
じ
。

＊

　�〔
阿あ

弥み

陀だ

仏ぶ
つ

の
本ほ

ん

願が
ん

を
信
じ
て
〕
念ね

ん

仏ぶ
つ

を
行
う
浄

じ
ょ
う

土ど

教き
ょ
うに
お
い
て
も
、
い
い
加
減
な
気
持
ち
で
〔「
南な

無む

阿あ

弥み

陀だ

仏ぶ
つ

」
と
唱
え
る
の
で
〕

あ
れ
ば
〔
、
悟さ

と

り
を
得
る
こ
と
は
〕
難
し
い
だ
ろ
う
。
自じ

利り

利り

他た

の
実じ

っ

践せ
ん

も
、〔
悟
り
を
得
た
い
と
い
う
〕
願が

ん

心し
ん

が
あ
れ
ば
、
難
し
い
こ

と
で
は
な
い
。〔
釈

し
ゃ
く

尊そ
ん

の
弟
子
・
〕
周し

ゅ

梨り

槃は
ん

特ど
く

は
、
自
分
の
名
前
も
覚
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
愚お

ろ

か
者も

の

で
あ
っ
た
と
い
う
。〔
周
梨
槃
特
は
〕

釈
尊
の
弟
子
の
中
で
高
位
に
属
す
る
五
百
人
か
ら
三
ヶ
月
間
教
え
を
受
け
、
一
つ
の
詩し

文ぶ
ん

を
覚
え
た
。〔
そ
れ
は
、〕「
守し

ゅ

口く

摂し
ょ
う

意い

身し
ん

莫ま
く

犯ぼ
ん

、
如に

ょ

是ぜ

行ぎ
ょ
う

者じ
ゃ

得と
く

度ど

世せ

」
と
い
う
〔
詩
文
で
あ
る
〕。
そ
の
意
味
は
、「
口
を
慎つ

つ
しん
で
嘘う

そ・偽い
つ
わり
を
言
わ
ず
、
心
を
正
し
く
保た

も

ち
、
貪む

さ
ぼり・

怒い
か

り
・
愚ぐ

痴ち

、
妬ね

た

み
、
自う

ぬ

惚ぼ

れ
等
の
思
い
を
抱い

だ

か
ず
、
無む

益え
き

な
殺せ

っ

生し
ょ
う・
盗ぬ

す

み
・
邪

よ
こ
し
まな
行
い
等
を
し
な
け
れ
ば
、
悟
り
の
境

き
ょ
う

地ち

に
到と

う

達た
つ

す

る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
も
の
だ
。
こ
の
〔
詩
文
を
覚
え
た
周
梨
槃
特
は
、
そ
の
〕
内
容
通
り
に
修
行
を
重
ね
、
悟
り
を
得

る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
今
の
時
代
の
人
達
も
、
こ
の
詩
文
の
内
容
の
通
り
、
口
を
慎
み
、
心
を
正
し
く
保
ち
、
過あ

や
まち

を
犯お

か
ささ

な

け
れ
ば
、
悟
り
を
得
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
。

＊
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○�

浄
土
門
ノ
修
行
モ
、
志
ア
サ
ク
ハ
カ
タ
カ
ル
ヘ
シ
。
大
乗
ノ
修
行
モ
、
志
ア
ラ
ハ
カ
タ
カ
ラ
ン
＝
「
浄

じ
ょ
う

土ど

門も
ん

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
阿あ

弥み

陀だ

仏ぶ
つ

の
本ほ

ん

願が
ん

を
信
じ
、
そ
れ
に
す
が
っ
て
極ご

く

楽ら
く

浄じ
ょ
う

土ど

に
生
ま
れ
、
さ
と
り
を
得
よ
う
と
す
る
教
え
と
実
践
」（p.754

）
と
あ
る
。

○�

周
梨
槃
特
ハ
、
我
カ
名
ヲ
モ
忘
ル
ホ
ト
ノ
鈍
者
ナ
リ
ケ
リ
＝
「
周し

ゅ

梨り

槃は
ん

特ど
く

」
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
チ
ュ
ー
ダ
パ
ン
タ
カ
、
パ
ー
リ
語
の
チ
ュ
ー

ラ
パ
ン
タ
カ
の
音お

ん

写し
ゃ

で
、
周
利
槃
毒
な
ど
と
も
音
写
し
、
小

し
ょ
う

路ろ

と
訳
す
。
舎し

ゃ

衛え
い

城じ
ょ
うの
バ
ラ
モ
ン
の
出
身
で
、
兄
を
摩ま

訶か

槃は
ん

特ど
く

と
い
う
。
先
に
出
家
し

て
阿あ

羅ら

漢か
ん

と
な
っ
た
兄
に
導
か
れ
て
比び

丘く

と
な
っ
た
。
性
質
は
愚ぐ

鈍ど
ん

で
あ
っ
た
が
、
釈

し
ゃ
く

尊そ
ん

か
ら
与
え
ら
れ
た
箒ほ

う
きに

よ
り
、
煩ぼ

ん

悩の
う

の
塵ち

り

を
払
う
こ
と
を

知
り
、
忽こ

つ

念ね
ん

と
し
て
阿
羅
漢
を
証
し
た
。『
総
合
仏
教
大
辞
典
』（p.680

）
参
照
。

○�

五
百
ノ
羅
漢
ヲ
師
ト
シ
テ
九
十
日
カ
間
、
一
ノ
偈
ヲ
習
ヒ
エ
タ
リ
。
守
口
摂
意
身
莫
犯
、
如
是
行
者
得
度
世
ト
イ
ヘ
リ
＝
「
五
百
の
羅ら

漢か
ん

」
は
、
本

来
、釈

し
ゃ
く

尊そ
ん

が
な
く
な
っ
た
後
、第だ

い

一い
ち

結け
つ

集じ
ゅ
うの

時
に
集
ま
っ
た
修
行
僧
た
ち
を
指
す
言
葉
で
あ
る
が
、釈
尊
在
世
時
の
話
で
あ
る
た
め
、こ
こ
で
の「
五
百
」

は
単
に
「
五
百
人
」
あ
る
い
は
「
多
く
の
」
の
意
。「
羅
漢
」
は
、
阿あ

羅ら

漢か
ん

の
略
。
小

し
ょ
う

乗じ
ょ
う

仏ぶ
っ

教き
ょ
うの

修
行
の
極ご

く

意い

に
達
し
た
者
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.374

、

p.1401

）
参
照
。

　�「
偈げ

」
は
、
詩
の
こ
と
で
、「
頌じ

ゅ

」
と
も
漢
訳
す
る
。
仏
の
思
想
を
詩
句
に
よ
っ
て
述
べ
た
も
の
。
あ
る
い
は
、
仏
・
菩ぼ

薩さ
つ

の
徳
を
た
た
え
た
詩
句
。

偈げ

頌じ
ゅ

。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.307

）
参
照
。

○�

云
心
ハ
、
口
ヲ
守
リ
テ
妄
語
等
ノ
ト
カ
ナ
ク
、
意
ヲ
摂
テ
、
貪
瞋
痴
、
嫉
妬
、
憍
慢
等
ノ
念
ナ
ク
、
身
ニ
殺
盗
婬
等
ノ
フ
ル
マ
イ
ナ
ケ
レ
ハ
、
生
死

ノ
度
ス
ル
也
、
ト
云
リ
＝
「
妄も

う

語ご

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
①
虚き

ょ

言げ
ん

。
う
そ
を
つ
く
こ
と
。
②
誤
っ
て
語
ら
れ
た
偽い

つ
わり

の
こ
と
ば
。
う
そ
い

つ
わ
り
。
③
悪
口
。
④
妄も

う

語ご

戒か
い

の
略
。
う
そ
を
い
わ
な
い
こ
と
」（p.1362

）
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
嘘う

そ

・
偽
り
」
と
し
た
。

　「
と（

失
）が

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
過か

失し
つ

の
意
」（p.1018
）
と
あ
る
。

　�「
意こ

こ
ろを

摂せ
っ

し
て
」
と
は
、「
摂

し
ょ
う

意い

」
の
こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
正
し
い
思
い
を
た
も
つ
こ
と
。
心
を
統
一
し
、
注
意
す
る
。
心
を
落
ち
着
け
る
」

（p.738

）
と
あ
る
。

　�「
貪と

ん

・
瞋じ

ん

・
痴ち

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
む
さ
ぼ
り
と
い
か
り
と
無
知
。
貪と

ん

欲よ
く

と
瞋し

ん

恚に

と
愚ぐ

癡ち

。
こ
れ
を
三さ

ん

毒ど
く

と
い
う
」（p.1025

）
と
あ
る
。

　�「
嫉し

っ

妬と

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
ね
た
み
。
十
悪
の
一
つ
」（p.591

）
と
あ
る
。

　「
憍

き
ょ
う

慢ま
ん

」
は
、
慢ま

ん

心し
ん

。
思
い
上
が
り
。
お
ご
り
高
ぶ
り
。
う
ぬ
ぼ
れ
等
の
意
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.240

）
参
照
。

　�「
殺せ

っ

盗と
う

婬い
ん

」
は
、「
殺せ

っ

生し
ょ
う・
偸

ち
ゅ
う

盗と
う

・
邪じ

ゃ

淫い
ん

」
の
略
。「
殺
生
」
は
、
生
き
も
の
を
殺
す
こ
と
。「
偸
盗
」
は
、
他
人
の
財
物
を
盗
む
こ
と
。「
邪
淫
」
は
、
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夫
ま
た
は
妻
で
な
い
者
に
対
し
て
、
よ
こ
し
ま
な
行
為
を
す
る
こ
と
。
道
に
は
ず
れ
た
姦か

ん

淫い
ん

。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.610

、p.828

、p.962

）
参
照
。

　「
生

し
ょ
う

死じ

」
は
、
生
ま
れ
か
わ
り
死
に
か
わ
っ
て
、
絶
え
る
こ
と
の
な
い
迷
い
の
世
界
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.707

）
参
照
。

○�

此
意
ヲ
習
ヒ
エ
ツ
テ
、
ツ
ヽ
シ
ミ
行
セ
シ
カ
ハ
、
羅
漢
ノ
果
ヲ
エ
タ
リ
キ
＝
「
果か

」
は
、
修
行
の
到
達
点
。
さ
と
り
。
仏
た
る
境

き
ょ
う

地ち

を
い
う
。『
仏

教
語
大
辞
典
』（p.149

）
参
照
。

○�
「
周し

ゅ

梨り

槃は
ん

特ど
く

」
の
故
事
は
、『
法ほ

う

句く

譬ひ

喩ゆ

経き
ょ
う』

巻
二
「
述じ

ゅ

千せ
ん

品ぼ
ん

」
第
十
六
の
条
に
、「
昔
佛
在
舍
衛
國
、
有
一
長
老
比
丘
字
般
特
、
新
作
比
丘
稟
性
闇
塞
、

佛
令
五
百
羅
漢
日
日
教
之
、
三
年
之
中
不
得
一
偈
、
國
中
四
輩
皆
知
其
愚
冥
。
佛
愍
傷
之
、
即
呼
著
前
授
與
一
偈
、
守
口
攝
意
身
莫
犯
非
、
如
是
行

者
得
度
世
。
時
般
特
感
佛
慈
恩
、
歡
欣
心
開
誦
偈
上
口
（
昔
、
仏ぶ

つ

、
舍し

ゃ

衛え

国こ
く

に
在い

ま

し
き
。
一
長
老
比び

丘く

有
り
、
般は

ん

特ど
く

と
字あ

ざ
なす
。
新
た
に
比
丘
と
作な

り
、
稟ひ

ん

性し
ょ
う

闇あ
ん

塞そ
く

な
り
。
仏
、

五
百
の
羅ら

漢か
ん

を
し
て
日
日
之こ

れ
に
教
え
令し

む
。
三
年
の
中
に
一い

ち

偈げ

を
得
ず
。
国
中
の
四し

輩は
い

、
皆
其そ

の
愚ぐ

冥み
ょ
うを
知
る
。
仏
、
之
れ
を
愍み

ん

傷し
ょ
うし
、
即
ち
呼
び
て
前
に
著お

き
、
一
偈
を
授
与
す
。

『
口
を
守
り
、
意こ

こ
ろを

摂お
さ

め
、
身
に
非
を
犯お

か

す
こ
と
莫な

か
れ
、
是か

く
の
如ご

と

く
行
ず
れ
ば
、
世
を
度
す
る
こ
と
を
得
る
』
と
。
時
に
般
特
、
仏
の
慈じ

恩お
ん

を
感
ず
。
歓か

ん

欣き
ん

し
て
心
開
き
、
偈
を

誦じ
ゅ

し
口く

ち

上づ

く
）」（T4-588c

）
と
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
も
の
。

⑦�

此
故
ニ
、經
ニ
ハ
、但タ

ヾ

正タ
ヽ

シ
ク
シ
テ
其
意
ヲ
不
学
餘ヨ

事ジ

ヲ
、云
ヘ
リ
。サ
レ
ハ
調テ

ウ

達ダ
ツ

カ
六
万
蔵サ

ウ

ノ
經キ

ヤ
ウヲ
誦ジ

ュ

セ
シ
モ
、奈ナ

落ラ
ク

ヲ
マ
ヌ
カ
レ
ス
。

慈シ

童ト
ウ

カ
一
念
ノ
悲ヒ

願ク
ワ
ンヲ
コ
シ
、
都ト

率ソ
ツ

ニ
生
キ
。
真
實
ニ
道ダ

ウ

ニ
入
㕝
ハ
、
摂セ

ツ

意イ

ノ
二
字
ヲ
行
セ
ン
ニ
ア
リ
。
身シ

ン

口コ
ウ

ヒ
ト
リ
失ト

ガ

ヲ
ナ
サ
ス
。

意コ
ヽ
ロ

内ウ
チ

ニ
動ウ

コ
ヒテ
、
詞コ

ト

ハ
外ホ

カ

ニ
ア
ラ
ハ
ル
。
意イ

、
若モ

シ

ヲ
サ
マ
ラ
ハ
、
身
口
自ヲ

ヲ
サ
マ
ル
ヘ
シ
。
猶
畧リ

ャ
クセ
ハ
無
ノ
一
字
ニ
タ
レ
リ
。
祖ソ

師シ

、
一

字
ノ
観ク

ハ
ンヲ
示シ

メ

ス
事
、
真シ

ン

言ゴ
ン

、
禅ゼ

ン

門モ
ン

、
方ハ

ウ

便ベ
ン

殊コ
ト

ナ
レ
ト
モ
、
一
字
ヲ
以
テ
修
行
ト
ス
ル
事
コ
レ
似
リ
。

＊

　�

此こ

の
故ゆ

え

に
、
経き

ょ
うに
は
、「
但た

だ
其そ

の
意こ

こ
ろを
正
し
く
し
て
余よ

事じ

を
学
ば
ざ
れ
」
と
云い

え
り
。
さ（

然
）れ
ば
、
調

じ
ょ
う

達だ
つ

が
六ろ

く

万ま
ん

蔵ぞ
う

の
経
を
誦じ

ゅ

せ
し
も
、

奈な

落ら
く

を
ま（

免

）

ぬ
か
れ
ず
。
慈じ

童ど
う

が
一
念
の
悲ひ

願が
ん

を
こ（

挙
）し
、
都と

率そ
つ

に
生う

ま

れ
き
。
真
実
に
道ど

う

に
入い

る
事
は
、「
摂

し
ょ
う

意い

」
の
二
字
を
行ぎ

ょ
うぜ
ん
に
あ（

有
）り
。

身し
ん

口く

ひ（
一
人
）

と
り
失と

が

を
な（

為
）さ
ず
。
意

こ
こ
ろ

内う
ち

に
動
い
て
、
詞

こ
と
ば

外ほ
か

に
あ（

顕

）

ら
わ
る
。
意い

、
若も

し
お（

治
）さ
ま
ら
ば
、
身
口
自お

の

ず
か
ら
お（

治
）さ
ま
る
べ
し
。
猶な

お

略
せ
ば
、「
無む

」
の
一
字
に
た（

足
）れ

り
。
祖そ

師し

、
一
字
の
観
を
示
す
事
、
真し

ん

言ご
ん

、
禅ぜ

ん

門も
ん

、
方ほ

う

便べ
ん

殊こ
と

な
れ
ど
も
、
一
字
を
以も

っ

て
修
行
と
す
る
事
、

こ
れ
似に

た
り
。

＊
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　�

そ
の
為た

め

、
経

き
ょ
う

典て
ん

に
は
、「
自
分
の
心
を
正
し
く
保た

も

て
ば
、
他
の
物
を
学
ぶ
必
要
は
無
い
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
提だ

い

婆ば

達だ
っ

多た

は

六
万
に
も
及
ぶ
経
典
を
諳そ

ら

ん
じ
る
こ
と
が
出
来
た
が
、
無む

間げ
ん

地じ

獄ご
く

に
墜お

ち
る
こ
と
か
ら
は
逃の

が

れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
慈じ

童ど
う

女に
ょ

は
、「〔
同
じ

苦
し
み
を
受
け
て
い
る
〕
人
々
の
苦
し
み
を
代
わ
っ
て
受
け
よ
う
」
と
決
意
し
、〔
死
後
、〕
浄

じ
ょ
う

土ど

に
生
ま
れ
た
。
仏ぶ

つ

門も
ん

に
入
〔
り
、
修

行
を
す
〕る
と
い
う
の
は
、「
正
し
い
心
を
保
ち
続
け
る
」こ
と
で
あ
る
。身か

ら
だ体

や
口
が
独ひ

と

り
で
に
過あ

や
まち

を
犯お

か

す
の
で
は
な
い
。心
で
思
っ

た
こ
と
が
、
言
葉
〔
や
行
動
〕
と
し
て
現
わ
れ
る
の
だ
。
心
が
〔
清

し
ょ
う

浄じ
ょ
うに

〕
保
た
れ
て
い
れ
ば
、
行
動
や
言
葉
も
自
然
と
正
し
い
も
の

に
な
る
。〔
こ
の
こ
と
を
〕
さ
ら
に
簡
単
に
言
え
ば
、「
無む

」
の
一
文
字
で
充
分
で
あ
る
。
各か

く

宗し
ゅ
う

派は

の
開か

い

祖そ

は
、「〔
た
だ
こ
の
〕
一
字
に
〔
心

を
〕
集
中
し
て
、
深
く
観
察
す
れ
ば
よ
い
」
と
示
し
て
く
れ
て
お
り
、
真し

ん

言ご
ん

宗し
ゅ
う〔

で
は
「
阿あ

」
の
一
字
〕、
禅ぜ

ん

宗し
ゅ
う〔

で
は
「
無
」
の
一
字
〕

と
方
法
は
異こ

と

な
る
が
、〔
た
っ
た
〕
一
つ
の
文
字
を
拠よ

り
所ど

こ
ろと

し
て
、
修
行
を
実じ

っ

践せ
ん

し
て
い
く
と
い
う
点
に
お
い
て
〔
、
非
常
に
〕
よ
く

似に

て
い
る
。

＊

○�

此
故
ニ
、
經
ニ
ハ
、
但
正
其
意
不
学
餘
事
、
云
ヘ
リ
＝
「
経き

ょ
うに

は
、『
但た

だ
其そ

の
意こ

こ
ろを

正
し
く
し
て
余よ

事じ

を
学
ば
ざ
れ
』
と
云い

え
り
」
と
あ
る
が
、

出
典
不
明
。

○�

サ
レ
ハ
調
達
カ
六
万
蔵
ノ
經
ヲ
誦
セ
シ
モ
、
奈
落
ヲ
マ
ヌ
カ
レ
ス
＝
「
調

じ
ょ
う

達だ
つ

」
は
、「
提だ

い

婆ば

達だ
っ

多た

」
の
こ
と
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語・パ
ー
リ
語
の
デ
ー

ヴ
ァ
ダ
ッ
タ
の
音お

ん

写し
ゃ

。
阿あ

難な
ん

の
兄
（
ま
た
は
弟
）
と
さ
れ
、
善ぜ

ん

覚か
く

長ち
ょ
う

者じ
ゃ

の
子
で
耶や

輸し
ゅ

陀だ

羅ら

妃ひ

の
弟
と
も
い
わ
れ
る
。
釈

し
ゃ
く

尊そ
ん

が
故
国
訪
問
の
際
に
、
阿
難・

阿あ

那な

律り
つ・

優う

波ぱ

離り

等
の
釈し

ゃ

迦か

族ぞ
く

青
年
達
と
と
も
に
出
家
し
て
仏
弟
子
と
な
り
、
十
二
年
間
は
善ぜ

ん

心し
ん

を
も
っ
て
熱
心
に
修
行
し
た
が
聖せ

い

果か

を
得
ら
れ
ず
、

次
第
に
そ
の
心
が
退
転
し
て
悪あ

く

念ね
ん

を
生
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
。
釈
尊
の
信
望
が
高
ま
る
に
従
っ
て
こ
れ
を
妬ね

た

み
、
摩ま

掲が

陀だ

の
太
子
・
阿あ

闍じ
ゃ

世せ

と
結
ん

で
、
二
人
で
国
王
位
と
法
王
位
を
得
よ
う
と
す
る
野
心
を
抱い

だ

き
、
提
婆
達
多
は
釈
尊
に
代
わ
っ
て
教
団
を
指
導
す
る
こ
と
を
願
っ
た
が
許
さ
れ
ず
、

比び

丘く

の
厳
格
な
生
活
規
定
を
要
求
し
て
も
容い

れ
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、自
分
に
賛
同
す
る
五
百
人
の
比
丘
を
ひ
き
い
て
教
団
の
分
裂
を
は
か
っ
た
が
、

こ
れ
も
果
た
せ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
様
々
な
手
段
を
用
い
て
釈
尊
を
殺
害
し
よ
う
と
企く

わ
だて

た
が
全
て
失
敗
に
お
わ
り
、
無む

間げ
ん

地じ

獄ご
く

に
堕お

ち
た
と

い
う
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.812

）、『
総
合
仏
教
大
辞
典
』（p.950

）
参
照
。

　�「
六ろ

く

万ま
ん

蔵ぞ
う

」
は
、「
六
万
の
法ほ

う

蔵ぞ
う

」
の
こ
と
。「
法
蔵
」
は
、「
教
え
の
蔵
」
の
意
で
、
経
典
の
こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.1234

）
参
照
。

　�「
奈な

落ら
く

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の naraka 

の
音
写
。
地
獄
。
那な

落ら
く

迦か

の
転て

ん

訛か

」（p.1029

）
と
あ
る
。
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　�「
調

じ
ょ
う

達だ
つ

」
の
故
事
は
、『
大だ

い

方ほ
う

便べ
ん

仏ぶ
つ

報ほ
う

恩お
ん

経ぎ
ょ
う』
巻
四
「
悪あ

く

友ゆ
う

品ぼ
ん

」
第
六
の
条
に
、「
復
次
、
提
婆
達
多
雖
復
隨
佛
出
家
、
嫉
妬
情
深
、
規
望
利
養
。
雖

復
能
多
讀
誦
六
萬
香
象
經
、
而
不
能
免
阿
鼻
地
獄
罪
（
復ま

た
次
に
、
提だ

い

婆ば

達だ
っ

多た

、
仏ぶ

つ

に
随

し
た
が

っ
て
出
家
す
と
雖い

え
ども
、
嫉し

っ

妬と

の
情

じ
ょ
う

深
く
、
利り

養よ
う

を
望
み
規ね

が

う
。
復
た
能の

う

多
く
、

六
万
香こ

う

象ぞ
う

の
経
を
読ど

く

誦じ
ゅ

す
と
雖
も
、
阿あ

鼻び

地じ

獄ご
く

の
罪
を
免ま

ぬ
かる
こ
と
能あ

た

わ
ず
）」（T3-147a

）
と
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
も
の
。

○�
慈
童
カ
一
念
ノ
悲
願
ヲ
コ
シ
、
都
率
ニ
生
キ
＝
「
慈じ

童ど
う

」
は
、「
慈じ

童ど
う

女に
ょ

」
の
こ
と
。『
雑ぞ

う

宝ほ
う

蔵ぞ
う

経き
ょ
う』
巻
一
、七
「
慈じ

童ど
う

女に
ょ
の

縁え
ん

」
に
、「
又
問
言
、
今
此

獄
中
、
頗
有
受
罪
如
我
比
不
。
答
言
、
百
千
無
量
、
稱
計
不
可
稱
計
。
聞
是
語
已
、
即
自
思
惟
、
我
終
不
免
、
願
使
一
切
應
受
苦
者
盡
集
我
身
。
作

是
念
已
、
鐵
輪
即
墮
地
。
慈
童
女
語
獄
卒
言
、
汝
道
此
輪
、
不
曾
有
墮
。
今
何
以
墮
。
獄
卒
瞋
忿
、
即
以
鐵
叉
打
童
女
頭
、
尋
便
命
終
、
生
兜
術
陀

天
（
又ま

た
問
い
て
言い

わ

く
、『
今
此こ

の
獄ご

く

の
中う

ち

に
、
頗も

し
罪
を
受
く
る
こ
と
我
が
比な

ら

び
の
如ご

と

き
な
る
も
の
有
り
や
不い

な

や
』
と
。
答
え
て
言
く
、『
百
千
無
量
に
し
て
、
称

し
ょ
う

計け
い

す
べ
か
ら
ず
』

と
。
是こ

の
語
を
聞
き
已お

わ

り
て
、
即す

な
わち
自
ら
思し

惟い

す
、『
我
れ
終つ

い

に
免ま

ぬ
かれ
ず
、
願
わ
く
は
一
切
の
応ま

さ

に
苦
を
受
く
る
者
を
し
て
、
尽こ

と
ごく
我
が
身
に
集い

た

ら
せ
し
む
べ
し
』
と
。
是
の
念お

も
いを
作お

こ

し
已
り
て
、
鉄か

な

輪わ

即
ち
地
に
堕お

つ
。
慈じ

童ど
う

女に
ょ

、
獄ご

く

卒そ
つ

に
語
り
て
言
く
、『
汝

な
ん
じ

道い

う
、「
此
の
輪
、
曽か

つ

て
堕
つ
る
こ
と
有
ら
ず
」
と
。
今
、
何
を
以
て
堕
つ
る
や
』
と
。
獄
卒
、
瞋い

か

り
忿う

ら

み
、

即
ち
鉄て

つ

叉し
ゃ

を
以も

っ

て
童
女
の
頭
を
打
つ
。
尋つ

い
で
便
ち
命

み
ょ
う

終じ
ゅ
うし
て
、
兜と

術じ
ゅ
つ

陀だ

天て
ん

に
生
ず
）」（T4-451b

）
と
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
も
の
。

　�「
悲ひ

願が
ん

」
は
、「
慈じ

悲ひ

に
も
と
づ
く
誓せ

い

願が
ん

。
救
い
の
願
い
」
の
こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.1130

）
参
照
。

　�「
都と

率そ
つ

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の Tuṣita 

の
音
写
。
弥み

勒ろ
く

菩ぼ

薩さ
つ

の
浄

じ
ょ
う

土ど

の
あ
る
と
こ
ろ
」（p.996

）
と
あ
る
。

○�

猶
畧
セ
ハ
無
ノ
一
字
ニ
タ
レ
リ
＝
「
猶な

お
略
せ
ば
、『
無む

』
の
一
字
に
た（

足
）れ
り
」
と
は
、
臨り

ん

済ざ
い

禅ぜ
ん

に
お
け
る
「
無む

字じ

の
公
案
」
を
指
す
。『
無む

門も
ん

関か
ん

』

第
一
則
「
趙

じ
ょ
う

州し
ゅ
う

狗く

子し

」
に
「
趙
州
和
尚
因
僧
問
、
狗
子
還
有
佛
性
也
無
。
州
云
無
（
趙

じ
ょ
う

州し
ゅ
う

和お

尚し
ょ
う、
因ち

な

み
に
僧
問
う
、「
狗く

子し

に
還か

え

っ
て
仏ぶ

っ

性し
ょ
う

有
り
や
、
也ま

た
無
し
や
」。

州
云い

わ

く
、「
無む

」）」（T48-292a

）
と
あ
る
最
後
の
「
無
」
は
、「
虚き

ょ

無む

」
や
「
有
無
」
の
無
で
は
な
く
、
全ぜ

ん

機き

の
現げ

ん

成じ
ょ
う

公こ
う

案あ
ん

に
よ
る
自じ

由ゆ
う

無む

礙げ

な
る
妙

み
ょ
う

無む

妙み
ょ
う

有う

で
あ
り
、
禅
及
び
仏
教
が
目
的
と
す
る
所
は
、
こ
の
無
を
体
得
す
る
こ
と
に
あ
る
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.1199

）
参
照
。

○�

祖
師
、
一
字
ノ
観
ヲ
示
ス
事
、
真
言
、
禅
門
、
方
便
殊
ナ
レ
ト
モ
、
一
字
ヲ
以
テ
修
行
ト
ス
ル
事
、
コ
レ
似
リ
＝
「
祖そ

師し

」
は
、
一
宗
一
派
の
開か

い

祖そ

の
こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.859

）
参
照
。

　�「
真し

ん

言ご
ん

」
は
、
真
言
宗
の
略
。
密み

っ

教き
ょ
うで

は
、
人
生
を
含ふ

く

め
た
あ
ら
ゆ
る
事
象
を
梵ぼ

ん

字じ

の
「
阿あ

」
に
収
め
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
そ
れ
自
体
に
お
い
て
絶

対
で
あ
り
、
本
来
生
滅
の
な
い
も
の
で
あ
る
と
し
、
こ
の
理
を
観か

ん

得と
く

す
る
宗
教
的
瞑め

い

想そ
う

法ほ
う

（
観か

ん

法ぼ
う

）
を
「
阿あ

字じ

観か
ん

」
と
い
う
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.4

、

p.781

）
参
照
。

　�「
禅ぜ

ん

門も
ん

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
、「
①
禅ぜ

ん

定じ
ょ
うの
法
門
。
②
三さ

ん

学が
く

中
の
定

じ
ょ
う

学が
く

、
お
よ
び
六ろ

く

度ど

中
の
禅ぜ

ん

波は

羅ら

蜜み
つ

の
こ
と
。
③
禅
宗
の
法
門
。
ま
た
は
禅
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宗
の
門
流
。
禅
宗
。
仏
心
宗
。
禅
家
。
④
禅ぜ

ん

定じ
ょ
う

門も
ん

の
略
。
在
家
の
男
子
で
剃
髪
入
道
し
た
者
。
⑤
平
人
や
奴
僕
、
ま
た
は
二
十
歳
以
上
の
男
性
の
位

牌
に
用
い
る
語
」（p.704

）
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
③
の
意
。

⑧�
老ラ

ウ

子シ

ハ
我ワ

カ

名ナ

ヲ
絶タ

チ

テ
学ガ

ク

无ム

為イ

ト
云
ヘ
リ
。
学
ヲ
タ
チ
、
ナ
ス
事
ヲ
誡イ

マ
シム

。
是コ

ノ

故ユ
ヘ

ニ
、
学ガ

ク

ヲ
ナ
ス
物
ハ
日
々
ニ
益エ

キ

ス
。
道
ヲ
ナ
ス
物
ハ
日
々

ニ
損ソ

ン

ス
ト
云
テ
、
礼
義
等ト

ウ

ノ
才
覚
ヲ
習ナ

ラ

ヘ
ハ
妄マ

ウ

心シ
ン

日
々
ニ
マ
シ
、
虛キ

ヨ

无ブ

ノ
大ダ

ヒ

道ダ
ウ

ヲ
行
ヘ
ハ
、
妄マ

ウ

念ネ
ン

日
々
ニ
損ソ

ン

ス
ト
云
ヘ
リ
。
虛キ

ヨ

無ブ

ニ
相サ

ウ

應ヲ
ウ

ス
ル
、
猶
妄
心
ヲ
立
ツ
。
佛
法
ヲ
修
行
セ
ン
、
ソ
ノ
意
シ
リ
ヌ
ヘ
シ
。
然
ハ
大
乗
ノ
行

キ
ヤ
ウ

人ニ
ン

、
文
字
ヲ
執シ

ウ

シ
、
学カ

ク

解ゲ

ヲ
タ
ノ
ミ
テ
心
地

ニ
ウ
ト
ク
ハ
、
菩
提
ニ
ト
オ
サ
カ
ル
ヘ
シ
。
當タ

ウ

処シ
ヨ

湛タ
ン

然ネ
ン

ノ
心
地
ヲ
得
テ
、
本ホ

ン

来ラ
イ

无ブ

事ジ

ノ
理リ

ヲ
達タ

ツ

ス
ヘ
シ
。

＊

　�

老ろ
う

子し

は
、「
我わ

が
名な

を
絶た

ち
て
『
学が

く

無む

為い

』」
と
云い

え
り
。
学
を
た（

絶
）ち

、
な（

為
）す

事
を
誡い

ま
しむ

。
是こ

の
故ゆ

え

に
、「
学
を
な（

為
）す

物
は
日ひ

に
ひ々

に
益ま

す
。

道ど
う

を
な（

為
）す

物
は
日
々
に
損そ

ん

ず
」
と
云
い
て
、「
礼れ

い

儀ぎ

等と
う

の
才さ

い

覚か
く

を
習
え
ば
妄も

う

心じ
ん

日
々
に
ま（

益
）し

、
虚き

ょ

無ぶ

の
大だ

い

道ど
う

を
行
え
ば
、
妄も

う

念ね
ん

日
々
に

損
ず
」
と
云
え
り
。
虚
無
に
相そ

う

応お
う

す
る
、
猶な

お
、
妄も

う

心じ
ん

を
立（

た
）つ

。
仏ぶ

っ

法ぽ
う

を
修
行
せ
ん
、
其そ

の
意

こ
こ
ろ

し（
知
）り

ぬ
べ
し
。
然さ

れ
ば
大だ

い

乗じ
ょ
うの

行
ぎ
ょ
う

人に
ん

、

文も
ん

字じ

を
執し

ゅ
うし
、
学が

く

解げ

を
た（

憑
）の
み
て
心し

ん

地ち

に
う（

疎
）と
く
は
、
菩ぼ

提だ
い

に
と（

遠
）お
ざ
か
る
べ
し
。
当と

う

処し
ょ

湛た
ん

然ね
ん

の
心
地
を
得
て
、
本ほ

ん

来ら
い

無ぶ

事じ

の
理り

を
達た

っ

す
べ
し
。

＊

　�

老ろ
う

子し

は
、「
私
は
〔
こ
の
事
を
〕『
学が

く

を
絶た

ち
為な

す
こ
と
無な

し
』
と
名
付
け
た
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
以
上
学
ぶ
こ
と
が
な
い
と
い
う

境き
ょ
う

地ち

に
達た

っ

す
〔
れ
ば
、
知ち

識し
き

に
執と

ら
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
な
〕
る
。
だ
か
ら
、「
学
問
を
す
れ
ば
一
日
ご
と
に
知
識
は
増
え
る
。
道ど

う

を

修お
さ

め
れ
ば
一
日
ご
と
に
知
識
に
執
ら
わ
れ
な
く
な
る
」
と
言
い
、「
礼れ

い

儀ぎ

〔
作さ

法ほ
う

〕
等
を
学
べ
ば
一
日
ご
と
に
迷
い
が
増
え
る
が
、〔
な

ん
ら
作さ

く

為い

を
せ
ず
、〕
自
然
の
ま
ま
で
あ
〔
る
こ
と
に
努つ

と

め
〕
れ
ば
、
一
日
ご
と
に
迷
い
が
減
る
」
と
も
言
っ
て
い
る
。〔
作さ

く

為い

的て
き

な
こ

と
を
せ
ず
、〕
あ
る
が
ま
ま
に
振ふ

る
舞ま

う
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
や
が
て
迷
い
の
心
は
消
え
て
い
く
。
仏
の
教
え
を
実じ

っ

践せ
ん

す
れ
ば
、
そ
れ

が
理
解
出
来
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
も
し
、
大だ

い

乗じ
ょ
うの

教
え
を
学
ぶ
人
が
知ち

識し
き

を
得
る
こ
と
に
執

し
ゅ
う

着じ
ゃ
くし

て
、
仏
教
を
頭
だ
け
で
考
え
る

よ
う
に
な
り
、
心
を
磨み

が

く
こ
と
を
怠お

こ
たる

の
で
あ
れ
ば
、
悟さ

と

り
〔
を
得
ら
れ
る
の
〕
は
遠
い
〔
先
の
こ
と
〕
だ
ろ
う
。
今い

ま

此こ

所こ

に
、
何
事

に
も
動
じ
な
い
、
悟
り
の
境

き
ょ
う

地ち

が
得
ら
れ
れ
ば
、〔
衆し

ゅ

生じ
ょ
うは

〕
も
と
も
と
仏
で
あ
り
、
外
に
求
め
る
も
の
は
な
に
も
な
い
、
と
い
う
真
理
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に
到と

う

達た
つ

す
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。＊

○�

老
子
ハ
我
名
ヲ
絶
テ
学
无
為
ト
云
ヘ
リ
。
学
ヲ
タ
チ
、
ナ
ス
事
ヲ
誡
ム
＝
「
老ろ

う

子し

」
は
、
老ろ

う

耼た
ん

（
生
没
年
不
詳
）
の
こ
と
。
姓
は
李り

、
名
は
耳じ

、
字あ

ざ
なは

耼た
ん

。
楚そ

の
苦こ

県け
ん

（
現
在
の
河か

南な
ん

省
周し

ゅ
う

口こ
う

市
鹿ろ

く

邑ゆ
う

県
）
の
人
。
生
ま
れ
た
時
に
既
に
白
髪
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
老
子
と
号
し
た
と
い
う
。
周し

ゅ
うの
守し

ゅ

蔵ぞ
う

室し
つ

の

吏り

と
な
り
、
孔こ

う

子し

（
紀
元
前
五
五
二
ま
た
は
五
五
一
～
紀
元
前
四
九
七
）
が
訪
れ
て
礼
の
教
え
を
受
け
た
と
伝
わ
る
。
二
巻
・
八
十
一
章
・
約
五
千
字
か
ら

成
る
『
老ろ

う

子し

』
と
い
う
書
を
著
し
、
こ
の
書
は
『
道ど

う

徳と
く

経き
ょ
う』
と
も
呼
ば
れ
る
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
六
・p.88

、
巻
九
・p.147

、p.151

）
参
照
。

　�「
我わ

が
名な

を
絶た

ち
て
『
学が

く

無む

為い

』」
と
云い

え
り
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
で
は
意
味
が
通
ら
な
い
た
め
、「
我わ

れ
、『
絶ぜ

つ

学が
く

無む

為い

』
と
名
づ
く
」
が
正
し
い
と

思
わ
れ
る
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
公
開
さ
れ
て
い
る
、
明め

い

和わ

七
年
（
一
七
七
〇
）
刊
行
の
『
老ろ

う

子し

道ど
う

徳と
く

真し
ん

経き
ょ
う』

第
二
十
章
に
、

「
絶
學
無
憂
（
学
を
絶
て
ば
憂う

れ

い
無
し
）」
と
あ
り
、
第
四
十
八
章
に
、「
爲
學
日
益
、
爲
道
日
損
。
損
之
又
損
、
以
至
於
無
爲
。
無
爲
而
無
不
爲
（
学
を
為な

せ
ば
日
々
に
益ま

し
、
道ど

う

を
為
せ
ば
日
々
に
損そ

ん

ず
。
之こ

れ
を
損
じ
て
又ま

た
損
じ
、
以も

っ

て
無む

為い

に
至
る
。
無
為
に
し
て
為
さ
ざ
る
無
し
）」
と
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
書
か
れ
た

も
の
。「
絶
学
」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
①
学
問
を
た
ち
止
め
る
」（
巻
八
・p.1041

）
と
あ
り
、「
無
為
」
は
、「
①
何
事
も
し
な
い
。
人じ

ん

為い

を
用

い
な
い
」（
巻
七
・p.427

）
と
あ
る
。「
絶
学
無
為
」
は
、「
こ
れ
以
上
学
ぶ
こ
と
が
な
い
無
為
の
境

き
ょ
う

地ち

」
の
意
。

○�

是
故
ニ
、
学
ヲ
ナ
ス
物
ハ
日
々
ニ
益
ス
。
道
ヲ
ナ
ス
物
ハ
日
々
ニ
損
ス
ト
云
テ
、
礼
義
等
ノ
才
覚
ヲ
習
ヘ
ハ
妄
心
日
々
ニ
マ
シ
、
虛
无
ノ
大
道
ヲ
行

ヘ
ハ
、
妄
念
日
々
ニ
損
ス
ト
云
ヘ
リ
＝
「
才さ

い

覚か
く

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
①
学
力
。
②
才
の
働
き
。
気
転
。
③
工
夫
す
る
こ
と
。
工
夫
」（
巻
五・

p.88

）
と
あ
る
が
、「
礼れ

い

儀ぎ

等と
う

の
才
覚
を
習
え
ば
」
と
い
う
使
わ
れ
方
を
し
て
い
る
の
で
、
単
に
「
学
ぶ
」
の
意
と
し
た
。

　�「
妄も

う

心じ
ん

」
は
、
迷
い
の
心
。
煩ぼ

ん

悩の
う

心し
ん

。
妄も

う

念ね
ん

。
も
の
の
本
質
を
つ
か
ん
で
い
な
い
心
の
こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.1363

）
参
照
。

　�「
虚き

ょ

無ぶ

」
は
「
虚き

ょ

無む

」
に
同
じ
。「
ぶ
」
は
漢
音
。「
虚き

ょ

無ぶ

の
大だ

い

道ど
う

」
は
、「
虚き

ょ

無む

之の

道み
ち

」
の
こ
と
で
、
自
然
に
従
っ
て
人
為
を
施
さ
な
い
道
。『
大
漢

和
辞
典
』（
巻
九
・p.1070

）
参
照
。

　�「
妄も

う

念ね
ん

」
は
、
迷
い
の
心
。
誤
っ
た
思
い
。
迷
い
の
生
存
を
起
こ
す
根
本
の
は
た
ら
き
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.1364

）
参
照
。

○�

虛
無
ニ
相
應
ス
ル
、
猶
妄
心
ヲ
立
ツ
。
佛
法
ヲ
修
行
セ
ン
、
ソ
ノ
意
シ
リ
ヌ
ヘ
シ
＝
「
妄も

う

心じ
ん

を
立（

た
）つ

」
で
は
「
迷
い
の
心
が
起
こ
る
」
と
い
う
意
味

に
な
る
た
め
、「
妄
心
を
絶
つ
」
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。

○�

然
ハ
大
乗
ノ
行
人
、
文
字
ヲ
執
シ
、
学
解
ヲ
タ
ノ
ミ
テ
心
地
ニ
ウ
ト
ク
ハ
、
菩
提
ニ
ト
オ
サ
カ
ル
ヘ
シ
＝
「
行

ぎ
ょ
う

人に
ん

」
は
、
修
行
者
。
仏
道
を
行
う
人
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の
こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.245

）
参
照
。

　�「
学が

く

解げ

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
仏
道
を
頭
だ
け
で
考
え
る
こ
と
。
学
問
的
に
種
々
の
教
え
を
研
究
し
て
博
学
な
こ
と
」（p.178

）
と
あ
る
。

　「
菩ぼ

提だ
い

」
は
、
前
述
、
⑤
の
語
注
に
既
出
。
さ
と
り
の
こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.1221

）
参
照
。

○�
當
処
湛
然
ノ
心
地
ヲ
得
テ
、
本
来
无
事
ノ
理
ヲ
達
ス
ヘ
シ
＝
「
当と

う

処し
ょ

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
此こ

の
と
こ
ろ
。
此こ

処こ

」（
巻
七
・p.1129

）
と
あ
る
。

　�「
湛た

ん

然ね
ん

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
①
な
み
な
み
と
た
た
え
る
こ
と
。
②
は
な
は
だ
静
か
な
こ
と
」（p.940

）
と
あ
る
。
ま
た
、「
湛た

ん

然ぜ
ん

」
と
も
読

み
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
①
水
の
た
た
え
た
さ
ま
。
②
お
ち
つ
い
て
静
か
な
さ
ま
」（
巻
七
・p.133

）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
何
事
に
も
動
じ
な
い
」

と
意
訳
し
た
。

　�「
本ほ

ん

来ら
い

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
も
と
も
と
」（p.1266

）
と
あ
る
。

　�「
無ぶ

事じ

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
①
な
す
べ
き
わ
ず
ら
い
が
な
い
。
②
障さ

わ

り
の
な
い
こ
と
。
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
仏
で
あ
る
人
間
に
は
、
求

め
る
べ
き
仏
も
な
け
れ
ば
歩
む
べ
き
道
も
な
い
と
い
う
こ
と
。
③
仏
道
を
き
わ
め
尽
く
し
て
、
も
は
や
な
す
べ
き
こ
と
の
な
い
こ
と
。
④
わ
ざ
わ
い

の
な
い
こ
と
」（p.1184

）
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
②
の
意
と
し
た
。

　「
理り

」
は
、
真
理
の
こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.1412

）
参
照
。

⑨�

大
恵エ

禅
師
ハ
、
世
間
ノ
法
ヲ
学
ス
ル
ハ
、
識シ

キ

心シ
ン

思シ

ヲ
用モ

チ

イ
サ
レ
ハ
ア
タ
ハ
ス
。
出
世
ノ
法
ヲ
学
ス
レ
ハ
、
識
心
思
ヲ
用
レ
ハ
ト
ヲ
サ
カ

ル
ト
云
ヘ
リ
。
口
ニ
イ
ヒ
心
ニ
思
フ
、
皆
世
間
ノ
虛コ

妄マ
ウ

也
。
仏
法
ハ
言ゴ

ン

語ゴ

道タ
ウ

行ギ
ヤ
ウシ
、
心シ

ン

行キ
ヤ
ウ

処シ
ュ

滅メ
ツ

ス
。
是コ

レ

出
世
ノ
道
也
。

＊

　�

大だ
い

恵え

禅ぜ
ん

師じ

は
、「
世せ

間け
ん

の
法
を
学が

く

す
る
は
、
識し

き

心し
ん

思し

を
用も

ち

い
ざ
れ
ば
あ（

能
）た
わ
ず
。
出

し
ゅ
っ

世せ

の
法
を
学
す
れ
ば
、
識
心
思
を
用
い
れ
ば
と（

遠
）お

ざ
か
る
」
と
云い

え
り
。
口
に
い（

云
）い
、
心
に
思
う
、
皆み

な
世
間
の
虚こ

妄も
う

な
り
。
仏
法
は
言ご

ん

語ご

道ど
う

行ぎ
ょ
うし
、
心し

ん

行ぎ
ょ
う

処し
ょ

滅め
つ

す
。
是こ

れ
出
世
の
道ど

う

な
り
。

＊

　�

大だ
い

慧え

〔
宗そ

う

杲こ
う

〕
禅ぜ

ん

師じ

は
、「
世
の
中
の
道ど

う

理り

を
知
る
た
め
に
は
、
書
物
を
読
み
、
思
考
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。〔
し
か
し
、〕
仏
法
の

真
理
を
知
ろ
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
思し

索さ
く

す
る
こ
と
は
〔
真
理
を
〕
遠
ざ
け
て
し
ま
う
」
と
言
っ
て
い
る
。
口
か
ら
出
る
〔
言
葉
〕、

心
で
思
う
〔
こ
と
〕、〔
こ
れ
ら
は
〕
全
て
実
体
を
持
た
な
い
の
で
あ
る
。
仏
の
教
え
と
は
、
言
語
や
文も

ん

字じ

で
は
表
せ
な
い
ほ
ど
奥
が
深
く
、
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思
想
や
概が

い

念ね
ん

で
は
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
も
の
だ
。
こ
れ
が
、
迷
い
の
世
界
を
離
れ
て
悟さ

と

り
の
境

き
ょ
う

地ち

に
入
る
た
め
の
教
え
で
あ
る
。

＊

○�

大
恵
禅
師
ハ
、
世
間
ノ
法
ヲ
学
ス
ル
ハ
、
識
心
思
ヲ
用
イ
サ
レ
ハ
ア
タ
ハ
ス
。
出
世
ノ
法
ヲ
学
ス
レ
ハ
、
識
心
思
ヲ
用
レ
ハ
ト
ヲ
サ
カ
ル
ト
云
ヘ
リ

＝
「
大だ

い

恵え

禅ぜ
ん

師じ

」
は
、
大だ

い

慧え

宗そ
う

杲こ
う

禅
師
（
一
〇
八
九
～
一
一
六
三
）
の
こ
と
。
臨り

ん

済ざ
い

宗し
ゅ
う

楊よ
う

岐ぎ

派は

。
圜え

ん

悟ご

克こ
く

勤ご
ん

禅
師
（
一
〇
六
三
～
一
一
三
五
）
の
法
を
嗣つ

ぐ
。

黙も
く

照し
ょ
う

禅ぜ
ん

を
批
判
す
る
一
方
、
自
ら
は
公
案
に
よ
り
修
行
者
を
指
導
し
、
看か

ん

話な

禅ぜ
ん

を
確
立
し
た
。
孝こ

う

宗そ
う

（
一
一
二
七
～
九
四
）
の
帰き

依え

を
受
け
、
大
慧
禅

師
号
を
賜た

ま
わり
、
示じ

寂じ
ゃ
く

後
、
普ふ

覚か
く

禅
師
と
諡

お
く
り
なさ
れ
た
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.726

）
参
照
。

　�「
世せ

間け
ん

」
は
、
こ
こ
で
は
「
出

し
ゅ
っ

世せ

間け
ん

」
に
対
す
る
意
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。「
世
の
中
。
世せ

俗ぞ
く

」
の
こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.816

）
参
照
。

　�「
識し

き

心し
ん

思し

」
は
、「
口く

議ぎ

心し
ん

思し

」
の
こ
と
。『
大だ

い

慧え

普ふ

覚か
く

禅ぜ
ん

師じ

語ご

録ろ
く

』
巻
二
十
「
示
廓
然
居
士
（
廓か

く

然ね
ん

居こ

士じ

に
示
す
）」
に
「
學
世
間
法
、
全
仗
口
議
心
思
。

學
出
世
間
法
、
用
口
議
心
思
則
遠
矣
（
世
間
の
法
を
学
す
る
は
、
全も

っ
ぱら
口
議
心
思
に
仗よ

る
。
出

し
ゅ
っ

世せ

間け
ん

の
法
を
学
す
る
は
、
口
議
心
思
を
用
い
れ
ば
則
ち
遠
し
）」（T47-896a

）

と
あ
る
。「
口く

議ぎ

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
は
見
え
な
い
語
だ
が
、「
口く

義ぎ

（「
こ
う
ぎ
」
と
も
）」
と
い
う
語
は
あ
り
、「
口
で
意
味
を
述
べ
る
。
又
、

そ
れ
を
書
き
記
し
た
書
物
」（
巻
二
・p.717

）
と
あ
る
。「
義
」
は
「
㉑
『
議
』
に
通
ず
」（
巻
九
・p.76

）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
口
義
」
の
意
味
を
用
い
、

「
書
物
を
読
み
」
と
意
訳
し
た
。

　「
心し

ん

思し

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
心
の
思
考
。
こ
こ
ろ
。
お
も
い
」（
巻
四
・p.942

）
と
あ
る
。

　�「
出

し
ゅ
っ

世せ

」は
、「
出

し
ゅ
っ

世せ

間け
ん

」の
こ
と
。三さ

ん

界が
い

の
煩
悩
を
離
れ
て
さ
と
り
の
境

き
ょ
う

地ち

に
入
る
こ
と
。世
俗
を
離
れ
た
清
ら
か
な
世
界
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.672

）

参
照
。

○�

口
ニ
イ
ヒ
心
ニ
思
フ
、
皆
世
間
ノ
虛
妄
也
＝
「
虚こ

妄も
う

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
①
い
つ
わ
り
。
真
実
で
な
く
空
虚
で
あ
る
こ
と
。
真
実
と
異

な
る
こ
と
。
②
仮
の
も
の
。
③
迷
い
か
ら
起
こ
る
現
象
」（p.351
）
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
実
体
を
持
た
な
い
」
と
意
訳
し
た
。

○�

仏
法
ハ
言
語
道
行
シ
、
心
行
処
滅
ス
。
是
出
世
ノ
道
也
＝
「
言ご

ん

語ご

道ど
う

行ぎ
ょ
う」

は
「
言ご

ん

語ご

道ど
う

断だ
ん

」
の
写
し
間
違
い
。「
行
」
と
「
断
」
の
く
ず
し
字
に
、

極
め
て
よ
く
似
た
も
の
が
あ
る
。「
言
語
道
断
」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
言
語
を
超
え
て
い
る
こ
と
。
道
は
、
口
で
い
う
こ
と
。
真
理
な
い
し

は
究
極
の
境
地
は
、
口
（
言
語
）
や
文
字
（
文
章
）
で
は
と
て
も
表
し
え
な
い
ほ
ど
奥
深
い
こ
と
を
い
う
」（p.429

）
と
あ
る
。

　�「
心し

ん

行ぎ
ょ
う

処し
ょ

滅め
つ

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
真
理
は
奥
深
い
も
の
で
あ
っ
て
、
思
想
や
概
念
で
は
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
。
心
行

は
こ
こ
ろ
の
は
た
ら
き
、
心
作
用
の
こ
と
。『
言
語
道
断
』
と
対
に
用
い
ら
れ
る
」（p.765
）
と
あ
る
。
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⑩�

智チ

論ロ
ン

ニ
ハ
、
有ウ

念ネ
ン

ハ
即

ス
ナ
ハ
チ

魔マ

網ダ
ウ

、
无ム

念
ハ
即ス

法ホ
ウ

印イ
ン

ト
云
ヘ
リ
。
道
人
タ
ラ
ン
人
、
禅セ

ン

教ケ
ウ

、
顕ケ

ン

蜜ミ
ツ

、
殊コ

ト

ナ
レ
ト
モ
、
實マ

コ
トノ

修
行
ニ
立
入
テ
凡

情
ナ
キ
ハ
、
菩
提
ノ
道
ニ
ウ
ト
ク
、
生
死
ノ
執シ

ウ

ノ
フ
カ
キ
故
ナ
ル
ヘ
シ
。

＊

　�『
智ち

論ろ
ん

』
に
は
、「
有う

念ね
ん

は
即す

な
わち

魔ま

網も
う

、
無む

念ね
ん

は
即
ち
法ほ

う

印い
ん

」
と
云い

え
り
。
道ど

う

人に
ん

た
ら
ん
人
、
禅ぜ

ん

教き
ょ
う、

顕け
ん

蜜み
つ

、
殊こ

と

な
れ
ど
も
、
実ま

こ
との

修
行

に
立
ち
入
り
て
凡ぼ

ん

情じ
ょ
うな

き
は
、
菩ぼ

提だ
い

の
道
に
う（

疎
）と

く
、
生

し
ょ
う

死じ

の
執し

ゅ
うの

ふ（
深
）か

き
故ゆ

え

な
る
べ
し
。

＊

　�『
大だ

い

智ち

度ど

論ろ
ん

』に
は
、「
智ち

慧え

が
有〔
り
過
ぎ
〕れ
ば
、差さ

別べ
つ

の
心
に
執と

ら
わ
れ
て〔
真
実
を
見
失
っ
て
〕し
ま
う
。妄も

う

念ね
ん

に
執
ら
わ
れ〔
ず
、

心
が
動ど

う

揺よ
う

し
〕
な
く
な
る
こ
と
が
真
の
教
え
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
仏
道
を
学
ぶ
者
は
、
禅ぜ

ん

宗し
ゅ
う、

顕け
ん

教ぎ
ょ
う、

密み
っ

教き
ょ
うと

〔
、
そ
れ
ぞ

れ
宗

し
ゅ
う

旨し

は
〕
異こ

と

な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
修
行
に
専
念
し
て
い
く
う
ち
に
、
煩ぼ

ん

悩の
う

〔
に
束そ

く

縛ば
く

さ
れ
る
こ
と
〕
が
な
く
な
っ
て
く

る
の
は
、〔
元
々
が
〕
悟
り
か
ら
は
ほ
ど
遠
い
、
迷
い
の
世
界
に
執
ら
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

＊

○�

智
論
ニ
ハ
、
有
念
ハ
即
魔
網
、
无
念
ハ
即
法
印
ト
云
ヘ
リ
＝
「
智ち

論ろ
ん

」
は
、『
大だ

い

智ち

度ど

論ろ
ん

』
の
こ
と
。『
大だ

い

品ぼ
ん

般は
ん

若に
ゃ

経き
ょ
う』（『

摩ま

訶か

般は
ん

若に
ゃ

波は

羅ら

蜜み
つ

経き
ょ
う』）
に
対

す
る
百
巻
に
及
ぶ
註
釈
書
で
、
龍

り
ゅ
う

樹じ
ゅ

（
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
）
の
作
と
さ
れ
る
。
後こ

う

秦し
ん

の
鳩く

摩ま

羅ら

什じ
ゅ
う（

三
四
四
～
四
一
三
、三
五
〇
～
四
〇
九
と
も
）
が
漢
訳
し
た
。

般は
ん

若に
ゃ

・
空く

う

を
説
き
、
諸し

ょ

法ほ
う

実じ
っ

相そ
う

を
明
ら
か
に
す
る
論
で
あ
る
が
、
論
中
に
部
派
仏
教
の
論
書
か
ら
『
法ほ

華け

経き
ょ
う』・『

華け

厳ご
ん

経き
ょ
う』

な
ど
に
い
た
る
き
わ
め

て
多
く
の
経

き
ょ
う

論ろ
ん

か
ら
の
引
用
を
含
み
、
仏
教
語ご

彙い

の
説
明
の
間
に
さ
ま
ざ
ま
の
説
話
を
挿
入
し
、
一
種
の
仏
教
百
科
辞
典
の
趣
を
有
す
る
。『
総
合

仏
教
大
辞
典
』（p.300

、p.943

）
参
照
。

　�「
有う

念ね
ん

は
即す

な
わち

魔ま

網も
う

、
無む

念ね
ん

は
即
ち
法ほ

う

印い
ん

」
は
、『
大
智
度
論
』
巻
八
に
、「
諸
法
不
生
滅
、
念
有
故
失
相
。
有
念
墮
魔
網
、
無
念
則
得
出
。
心
動
故

非
道
、
不
動
是
法
印
（
諸し

ょ

法ほ
う

は
生

し
ょ
う

滅め
つ

せ
ず
、
念ね

ん

有
る
故ゆ

え

に
相そ

う

を
失
す
。
有
念
は
魔
網
に
堕だ

し
、
無
念
な
れ
ば
則す

な
わち

出い

ず
る
を
得う

。
心
動
く
が
故
に
道
に
非
ず
、
不
動
は
是こ

れ
法
印

な
り
）」（T25-117c

）
と
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
も
の
。

　�「
有う

念ね
ん

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
①
智ち

慧え

を
も
っ
て
い
る
こ
と
。
②
無む

念ね
ん

の
対
。
念ね

ん

想そ
う

分ふ
ん

別べ
つ

の
残
っ
て
い
る
心
。
差
別
の
す
が
た
に
つ
い
て
分

別
す
る
心
」（p.86

）
と
あ
る
。

　�「
魔ま

網も
う

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
悪
魔
が
人
を
束
縛
す
る
種
々
の
悪
い
行
い
を
網
に
た
と
え
て
い
う
。
魔
に
惑ま

ど

わ
さ
れ
た
た
め
に
生
じ
て
い
る
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も
の
」（p.1282

）
と
あ
る
。

　�「
無む

念ね
ん

」
は
、「
有う

念ね
ん

の
対
。
妄も

う

念ね
ん

の
な
い
こ
と
。
と
ら
わ
れ
な
い
正
し
い
念ね

ん

慮り
ょ

」
を
い
う
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.1343

）
参
照
。

　�「
法ほ

う

印い
ん

」
は
、「
妙

み
ょ
う

法ほ
う

の
印い

ん

。
真
理
の
し
る
し
。
仏
の
教
え
の
し
る
し
」
の
こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.1228

）
参
照
。

○�
道
人
タ
ラ
ン
人
、
禅
教
、
顕
蜜
、
殊
ナ
レ
ト
モ
、
實
ノ
修
行
ニ
立
入
テ
凡
情
ナ
キ
ハ
、
菩
提
ノ
道
ニ
ウ
ト
ク
、
生
死
ノ
執
ノ
フ
カ
キ
故
ナ
ル
ヘ
シ
＝

「
道ど

う

人に
ん

」
は
、「
求ぐ

道ど
う

者し
ゃ

。
出
家
修
行
者
。
修
行
に
つ
と
め
る
人
。
仏
道
を
学
ぶ
人
。
僧
の
こ
と
」
を
い
う
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.1016

）
参
照
。

　�「
禅ぜ

ん

教き
ょ
う」
は
、「
禅4

宗
の
教4

え
」。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.854

）
参
照
。

　�「
顕
蜜4

」
は
「
顕
密4

」
の
こ
と
。「
顕け

ん

密み
つ

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
顕け

ん

教ぎ
ょ
うと

密み
っ

教き
ょ
う、

す
な
わ
ち
顕け

ん

露ろ

の
教
え
と
秘
密
の
教
え
、
の
略
。
あ
ら
わ

な
教
え
と
秘
密
の
教
え
、
の
意
。
真し

ん

言ご
ん

宗し
ゅ
うで

仏
教
全
体
を
顕
教
と
密
教
と
に
分
け
、
自
宗
を
密
教
と
し
、
他
の
諸
宗
派
を
こ
と
ご
と
く
顕
教
と
す
る
」

（p.333

）
と
あ
る
。

　�「
凡ぼ

ん

情じ
ょ
う」

は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
凡4

人
の
心
情4

」（p.1268

）
と
あ
る
。「
煩ぼ

ん

悩の
う

」
と
意
訳
し
た
。

　「
菩ぼ

提だ
い

」
は
、
前
述
、
⑤
の
語
注
に
既
出
。
さ
と
り
の
こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.1221

）
参
照
。

⑪�

法
心
房
ノ
上
人
ノ
仏
法
ノ
心
ヲ
エ
シ
、
文
字
ニ
ヨ
ラ
ス
。
偏ヒ

ト
ヘニ
志
ノ
フ
カ
キ
ニ
ア
リ
。
彼カ

ノ

跡ア
ト

尤
モ
シ
タ
フ
ヘ
キ
ソ
ヤ
。
愚グ

鈍ド
ン

ニ
ヨ
リ
テ

退タ
イ

セ
ス
。
只
志
ヲ
カ
タ
ク
ス
ヘ
シ
。

＊

　�

法ほ
っ

心し
ん

房ぼ
う

の
上

し
ょ
う

人に
ん

の
仏ぶ

っ

法ぽ
う

の
心
を
得え

し
、
文も

ん

字じ

に
よ（

依
）ら
ず
。
偏ひ

と
えに
志

こ
こ
ろ
ざ
しの
ふ（

深
）か
き
に
あ
り
。
彼か

の
跡あ

と

、
尤も

っ
とも
し（

慕
）た
う
べ
き
ぞ
や
。
愚ぐ

鈍ど
ん

に
よ

り
て
退た

い

せ
ず
。
只た

だ
志
を
か（

堅
）た
く
す
べ
し
。

＊

　�

法ほ
っ

心し
ん

禅ぜ
ん

師じ

が
仏ぶ

っ

性し
ょ
うを
自じ

覚か
く

す
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
学
問
の
知ち

識し
き

や
素そ

養よ
う

に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
た
だ
、〔
仏ぶ

つ

道ど
う

成じ
ょ
う

就じ
ゅ

を
〕
心

の
底
か
ら
願
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
足そ

く

跡せ
き

は
、
本
当
に
手
本
と
す
る
べ
き
も
の
だ
。
無む

智ち

で
あ
り
、
愚お

ろ

か
で
あ
る
と
い
っ
て
、〔
修
行

を
〕
疎お

ろ
そか

に
し
て
は
い
け
な
い
。
只ひ

た

管す
ら

に
、〔
仏
道
成
就
を
〕
心
か
ら
願
う
こ
と
が
大
切
な
の
で
あ
る
。

＊
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○�

法
心
房
ノ
上
人
ノ
仏
法
ノ
心
ヲ
エ
シ
、
文
字
ニ
ヨ
ラ
ス
。
偏
ニ
志
ノ
フ
カ
キ
ニ
ア
リ
。
彼
跡
尤
モ
シ
タ
フ
ヘ
キ
ソ
ヤ
＝
「
跡あ

と

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』

に
「
①
あ
と
。
あ
し
あ
と
」（
巻
十
・p.912

）
と
あ
る
。

○�

愚
鈍
ニ
ヨ
リ
テ
退
セ
ス
。
只
志
ヲ
カ
タ
ク
ス
ヘ
シ
＝
「
愚ぐ

鈍ど
ん

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
愚お

ろ

か
で
に
ぶ
い
」（p.278

）
と
あ
る
。
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訳 

注　

【
五
】『
沙し

ゃ

石せ
き

集し
ゅ
う』「
長

ち
ょ
う

享き
ょ
う

本
」
巻
十
「
臨り

ん

終じ
ゅ
う

目め

出で
た

キ
僧そ

う

ノ
事こ

と

」

○�
『
沙し

ゃ

石せ
き

集し
ゅ
う（「

さ
せ
き
し
ゅ
う
」
と
も
）』
は
、
無む

住じ
ゅ
う

道ど
う

暁ぎ
ょ
う

禅ぜ
ん

師じ

（
一
二
二
六
～
一
三
一
二
）
が
著
し
た
全
十
巻
か
ら
な
る
仏
教
説
話
集
。
弘こ

う

安あ
ん

二
年

（
一
二
七
九
）
起
筆
、
同
六
年
（
一
二
八
三
）
脱
稿
。
別
に
『
砂
石
集
』
と
も
い
う
。
書
名
の
由
来
は
、「
序
」
に
「
彼
ノ
金
ヲ
求
ル
者
ハ
、

沙
ヲ
集
テ
是
レ
ヲ
取
リ
、
玉
ヲ
翫
ブ
類
ハ
、
石
ヲ
ヒ
ロ
イ
テ
是
レ
ヲ
磨
ク
。
仍
、
沙
石
集
ト
名
ク
（
彼か

の
金こ

が
ねを
求
む
る
者
は
、
沙い

さ
ごを
集
め
て
是こ

れ
を
取
り
、
玉ぎ

ょ
くを

翫
も
て
あ
そぶ

類た
ぐ
いは

、
石
を
ひ（

拾
）ろ

い
て
是
れ
を
磨み

が

く
。
仍よ

っ
て
、
沙
石
集
と
名な

づ

く
）」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
古
今
東
西
の
説
話
を
引
用
し
て
、
仏

教
の
緊き

ん

要よ
う

の
と
こ
ろ
や
処し

ょ

世せ
い

訓く
ん

な
ど
を
説
く
啓け

い

蒙も
う

的て
き

な
仮か

名な

法ほ
う

語ご

。
伝
本
に
よ
る
本
文
の
異
同
が
大
き
く
、
古こ

本ほ
ん

系
と
流る

布ふ

本ぼ
ん

系
の
二

系
統
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
本
項
で
取
り
扱
う
「
長
享
本
」
は
、
流
布
本
系
に
属
す
る
長
享
三
年
（
一
四
八
九
）
の
写
本
。『
日に

本ほ
ん

仏ぶ
っ

教き
ょ
う

典て
ん

籍せ
き

大だ
い

事じ

典て
ん

』（p.231

）
参
照
。

○�

底
本
に
は
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
が
所
蔵
し
、
京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
「
長
享
三
年
写
本
」

を
使
用
し
た
。（https://rm

da.kulib.kyoto-u.ac.jp/item
/rb00012947

）

○�

目
録
に
は
「
臨
終
目
出
キ
僧
ノ
事
」
と
あ
る
の
み
で
、「
法ほ

っ

心し
ん

」
と
い
う
個
別
の
立
項
は
な
く
、
文
中
に
も
「
円え

ん

福ぷ
く

寺じ

」「
延え

ん

福ぷ
く

寺じ

」
な

ど
の
具
体
的
な
寺
院
名
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

○�

【
一
】『
龍

り
ゅ
う

山ざ
ん

三さ
ん

開か
い

祖そ

伝で
ん

』「
法ほ

っ

身し
ん

和お

尚し
ょ
う

伝で
ん

」・【
二
】『
松ま

つ

島し
ま

諸し
ょ

勝し
ょ
う

記き

』「
無む

相そ
う

窟く
つ

」・【
三
】『
天て

ん

台だ
い

由ゆ
い

緒し
ょ

記き

』
が
「
法ほ

っ

身し
ん

」
と
記
述
さ
れ
て
い

た
の
に
対
し
、
本
項
は
【
四
】『
沙し

ゃ

石せ
き

集し
ゅ
う』「

米よ
ね

沢ざ
わ

善ぜ
ん

本ぽ
ん

」「
法ほ

っ

心し
ん

房ぼ
う

ノ
上

し
ょ
う

人に
ん
の

事こ
と

」（
以
下
、【
四
】
と
表
記
す
る
）
と
同
じ
く
「
法
心
」
と
記
述

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、「
口
語
訳
」「
語
注
」
は
「
法
心
」
と
表
記
し
た
。

○�

『
沙
石
集
』「
長
享
本
」
の
内
容
は
、
前
述
【
四
】
と
重
複
す
る
箇
所
が
多
い
。
そ
の
た
め
、【
四
】
に
既
出
の
語
注
は
簡
略
化
し
た
。

○�

原
文
の
振
り
仮
名
は
そ
の
ま
ま
に
し
た
が
、
明
ら
か
に
誤
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
書
き
下
し
文
中
で
修
正
し
た
。

　【
例
】�

③
サ
レ
ハ
…
大
事
ヲ
發ハ

ツ

明メ
イ

セ
ン
事
、
疑
ヒ
有
ル
ヘ
カ
ラ
ス
＝
さ（

然
）れ

ば
…
大だ

い

事じ

を
発ほ

つ

明み
ょ
うせ

ん
事
、
疑
い
有
る
べ
か
ら
ず
。

①�

奥
州
松
嶋シ

マ

ノ
長
老
法
心
房
ハ
、
晩ハ

ン

出
家
ノ
人
ニ
テ
、
一
文
不
通
也
ケ
レ
ト
モ
、
渡ト

宋ソ
ウ

シ
テ
徑
山
ノ
無
準
和
尚
ノ
下
ニ
テ
、
円
相
ノ
中
ノ
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丁
ノ
字
公コ

ウ

案ア
ン

ヲ
得
テ
坐
禅
ス
ル
事
多
年
、
尻シ

リ

ニ
瘡カ

サ

出
テ
ウ
ミ
ク
サ
リ
、
虫
ナ
ト
出
ル
程
也
ケ
レ
ト
モ
、
九
年
マ
テ
常
坐
シ
ケ
リ
。
公
案

ノ
丁
ノ
字
、
萬
ノ
物
ノ
中
ニ
見
ヘ
ケ
ル
ヲ
モ
打
ヤ
ブ
リ
テ
、
心
チ事

歟

ハ
有
リ
ト
云
ヒ
ケ
ル
。

＊

　�
奥お

う

州し
ゅ
う

松ま
つ

島し
ま

の
長

ち
ょ
う

老ろ
う

法ほ
っ

心し
ん

房ぼ
う

は
、
晩ば

ん

出し
ゅ
っ

家け

の
人
に
て
、
一い

ち

文も
ん

不ふ

通つ
う

な
り
け
れ
ど
も
、
渡と

宋そ
う

し
て
径き

ん

山ざ
ん

の
無ぶ

準じ
ゅ
ん

和お

尚し
ょ
うの

下も
と

に
て
、「
円え

ん

相そ
う

の

中
の
丁て

い

の
字じ

」
公こ

う

案あ
ん

を
得え

て
坐ざ

禅ぜ
ん

す
る
こ
と
多た

年ね
ん

、
尻し

り

に
瘡か

さ

出で

て
う（

膿
）み

く（
腐
）さ

り
、
虫
な（

等
）ど

出
る
程ほ

ど

な
り
け
れ
ど
も
、
九
年
ま
で
常

じ
ょ
う

坐ざ

し

け
り
。「
公
案
の
丁
の
字
、
万よ

ろ
ずの

物
の
中
に
見
え
け
る
を
も
打う

ち
や（

破
）ぶ

り
て
、
心し

ん

ち（
地
）は

有
り
」
と
云い

い
け
る
。

＊

　�

奥お
う

州し
ゅ
う

松ま
つ

島し
ま

の
和お

尚し
ょ
う・

法ほ
っ

心し
ん

禅ぜ
ん

師じ

は
〔
、
三
十
代
を
と
う
に
超こ

え
た
所い

わ

謂ゆ
る

〕
壮そ

う

年ね
ん

で
の
出

し
ゅ
っ

家け

で
、
学
問
の
知ち

識し
き

や
素そ

養よ
う

が
無
か
っ
た
が
南な

ん

宋そ
う

へ
と
渡わ

た

り
、
径き

ん

山ざ
ん

〔
の
能の

う

仁に
ん

興こ
う

聖し
ょ
う

万ま
ん

寿じ
ゅ

禅ぜ
ん

寺じ

〕
に
お
い
て
〔
仏ぶ

っ

鑑か
ん

禅ぜ
ん

師じ

・
〕
無ぶ

準じ
ゅ
ん

師し

範ぱ
ん

の
下も

と

で
、「
円え

ん

相そ
う

に
丁て

い

字じ

」
の
公こ

う

案あ
ん

に
取
り

組
み
、
長
い
間
坐ざ

禅ぜ
ん

を
し
た
結
果
、
腫は

れ
物も

の

が
出
来
て
爛た

だ

れ
て
し
ま
い
、
虫
が
湧わ

く
ほ
ど
だ
っ
た
と
い
う
が
、
九
年
間
、
只ひ

た

管す
ら

修
行
を

続
け
ら
れ
た
そ
う
だ
。「〔
あ
る
時
か
ら
〕
公
案
の
『
丁
』
と
い
う
字
が
全
て
の
物
の
中
に
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、〔
そ
れ
を
〕
越こ

え

た
と
こ
ろ
に
仏ぶ

っ

性し
ょ
うを
自じ

覚か
く

す
る
こ
と
が
出
来
た
」
と
〔
法
心
禅
師
は
〕
仰

お
っ
し
ゃ

っ
た
。

＊

○�

奥
州
松
嶋
ノ
長
老
法
心
房
ハ
、
晩
出
家
ノ
人
ニ
テ
、
一
文
不
通
也
ケ
レ
ト
モ
、
渡
宋
シ
テ
徑
山
ノ
無
準
和
尚
ノ
下
ニ
テ
、
円
相
ノ
中
ノ
丁
ノ
字
公
案

ヲ
得
テ
坐
禅
ス
ル
事
多
年
、
尻
ニ
瘡
出
テ
ウ
ミ
ク
サ
リ
、
虫
ナ
ト
出
ル
程
也
ケ
レ
ト
モ
、
九
年
マ
テ
常
坐
シ
ケ
リ
＝
「
奧お

う

州し
ゅ
う」

は
、【
四
】
①
の
語

注
に
既
出
。
陸む

奥つ
の

国く
に

の
異
称
。
こ
こ
で
は
現
在
の
宮
城
県
の
こ
と
。

　�「
長

ち
ょ
う

老ろ
う

」
は
、【
四
】
①
の
語
注
に
既
出
。
禅
宗
で
は
住

じ
ゅ
う

持じ

の
僧
を
長
老
と
よ
ぶ
こ
と
か
ら
、
単
に
「
和お

尚し
ょ
う」

と
意
訳
し
た
。『
仏ぶ

っ

教き
ょ
う

語ご

大だ
い

辞じ

典て
ん

』（p.963

）

参
照
。

　�「
法ほ

っ

心し
ん

房ぼ
う

」
と
い
う
記
述
の
み
の
た
め
、
道ど

う

号ご
う

か
法ほ

う

諱き

か
は
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
、
法
諱
は
僧
侶
と
し
て
の
名
前
で
あ
る
た
め
、「
法
心
」
は
法

諱
と
考
え
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

　�「
房
」
は
、【
四
】
①
の
語
注
に
既
出
。
僧
の
名
に
添そ

え
て
用
い
ら
れ
る
。『
大だ

い

漢か
ん

和わ

辞じ

典て
ん

』（
巻
三
・p.150

、
巻
五
・p.62

）、『
禅ぜ

ん

学が
く

大だ
い

辞じ

典て
ん

』（p.1118

）

参
照
。
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　�「
出

し
ゅ
っ

家け

」
は
、【
四
】
①
の
語
注
に
既
出
。
俗ぞ

っ

家か

を
出
て
剃て

い

髪は
つ

染ぜ
ん

衣ね

し
、
沙し

ゃ

門も
ん

と
な
る
こ
と
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.510

）
参
照
。

　�「
一い

ち

文も
ん

不ふ

通つ
う

」
は
、【
四
】
①
の
語
注
に
既
出
。
一
字
も
知
ら
な
い
こ
と
。
文も

ん

盲も
う

の
意
。「
学
問
の
知
識
や
素そ

養よ
う

が
無
か
っ
た
」
と
意
訳
し
た
。『
大
漢

和
辞
典
』（
巻
一
・p.56

）
参
照
。

　�「
径き

ん

山ざ
ん

」
は
、【
四
】
①
の
語
注
に
既
出
。
現
在
の
浙せ

っ

江こ
う

省し
ょ
う

杭こ
う

州し
ゅ
う

市し

郊こ
う

外が
い

西
北
に
位
置
す
る
山
。
禅ぜ

ん

門も
ん

の
大だ

い

道ど
う

場じ
ょ
う、
能の

う

仁に
ん

興こ
う

聖し
ょ
う

万ま
ん

寿じ
ゅ

禅ぜ
ん

寺じ

が
あ
る
。『
禅

学
大
辞
典
』（p.236

）
参
照
。

　�「
無ぶ

準じ
ゅ
ん」
は
、【
四
】
①
の
語
注
に
既
出
。
無ぶ

準じ
ゅ
ん

師し

範ぱ
ん

禅
師
（「
む
じ
ゅ
ん
し
は
ん
」
な
ど
と
も
・
一
一
七
八
～
一
二
四
九
）
の
こ
と
。
理り

宗そ
う

（
一
二
〇
五
～
六
四
）
よ

り
仏
鑑
禅
師
号
を
賜た

ま
わる

。『
禅
学
大
辞
典
』（p.460

）
参
照
。

　�「
円え

ん

相そ
う

の
中
の
丁て

い

の
字じ

」
の
公こ

う

案あ
ん

に
つ
い
て
は
、【
四
】
③
の
語
注
「
円
相
の
中
の
下4

の
字
」
も
参
照
の
こ
と
。「
円
相
」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に

「
真し

ん

如に
ょ

・
仏ぶ

っ

性し
ょ
う・

実じ
っ

相そ
う

・
法ほ

っ

性し
ょ
うな

ど
の
、
絶
対
の
真
理
を
表
す
」（p.114

）
と
あ
る
。「
丁て

い

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
④
壮そ

う

年ね
ん

の
男
。
唐と

う

の
制
度
で
、

二
十
一
歳
か
ら
五
十
九
歳
ま
で
。
⑥
男
の
召め

し

使つ
か
い。

庖ほ
う

丁て
い

（
＝
料
理
人
）・
畦け

い

丁て
い

（
＝
農
夫
）・
山さ

ん

丁て
い

（
＝
山
地
で
労
役
・
軍
役
に
あ
た
る
成
年
の
男
子
）
な
ど
」（
巻
一
・

p.72

）
と
あ
る
。
こ
の
公
案
は
、
法
心
禅
師
が
当
時
と
し
て
は
珍
し
い
壮
年
の
、
従

じ
ゅ
う

僕ぼ
く

か
ら
の
出
家
で
あ
る
こ
と
を
踏ふ

ま
え
、
無
準
禅
師
が
認し

た
ため

た

も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　�「
公こ

う

案あ
ん

」
は
、【
四
】
①
の
語
注
に
既
出
。
公
文
書
を
意
味
す
る
「
公こ

う

府ふ

の
案あ

ん

牘と
く

」
の
略
語
で
、
一
般
的
に
は
仏ぶ

っ

祖そ

の
悟さ

と

り
の
機き

縁え
ん

で
あ
る
「
古こ

則そ
く

公こ
う

案あ
ん

」
を
意
味
す
る
が
、
眼が

ん

前ぜ
ん

の
事
象
を
絶
対
の
真
理
と
す
る
「
現げ

ん

成じ
ょ
う

公こ
う

案あ
ん

」
の
意
味
も
あ
る
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.303

）
参
照
。

　「
瘡か

さ

」
は
、【
四
】
①
の
語
注
に
既
出
。「
で
き
も
の
、
は
れ
も
の
」
の
こ
と
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
七
・p.1191

）
参
照
。

　�「
常

じ
ょ
う

坐ざ

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
十
二
頭ず

陀だ

の
一
つ
→
頭
陀
」（p.756

）
と
あ
る
。「
頭
陀
」
は
、
同
じ
く
『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
①
煩ぼ

ん

悩の
う

の

垢あ
か

を
払
い
落
と
し
、
衣
・
食
・
住
に
貪む

さ
ぼり

を
も
た
ず
、
ひ
た
す
ら
仏
道
を
修
行
す
る
こ
と
」（p.803

）
と
あ
る
。

○�

公
案
ノ
丁
ノ
字
、
萬
ノ
物
ノ
中
ニ
見
ヘ
ケ
ル
ヲ
モ
打
ヤ
ブ
リ
テ
、
心
チ
ハ
有
リ
ト
云
ヒ
ケ
ル
＝
原
文
に
は
「
心
チ事

歟

」
と
あ
る
が
、【
四
】
①
に
「
心し

ん

地ち

」
と
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
「
心
地
」
と
し
た
。「
心
地
」
は
、【
四
】
①
の
語
注
に
既
出
。
人
間
す
べ
て
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
も
っ
て
い
る
本
性
、

仏ぶ
っ

性し
ょ
うの

こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.766

）
参
照
。

②�

其
後
ニ
帰
朝
シ
テ
、
松
嶋
ニ
テ
ヲ
コ
ナ
ハ
レ
ケ
リ
。
臨
終
ノ
事
七
日
有
リ
テ
ヲ
ワ
ル
ヘ
シ
。
ト
侍
者
ニ
告
ル
ニ
、
殊
ト
ナ
ル
勞
ハ
リ
ナ
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キ
故
ニ
信
ゼ
ズ
。
其
ノ
日
ニ
成
テ
齋
ノ
了
リ
ニ
倚
座ス

ニ
坐
シ
テ
、
侍
者
ニ
辞シ

世セ
イ

ノ
頌
ヲ
カ
ヽ
ス
。
来
シ
時
モ
明
々
タ
リ
、
去
ル
時
モ
明
々

タ
リ
。
此
即
何ナ

ニ

物
ソ
ト
カ
ケ
、
ト
云
フ
ニ
、
侍
者
、
今
一
句
タ
リ
候
ハ
ス
ト
云
ヘ
ハ
、
喝カ

ツ

ス
ル
事
一
喝
シ
テ
、
軈
テ
入
滅
ス
。

＊

　�
其そ

の
後ご

に
帰き

朝ち
ょ
うし

て
、
松ま

つ

島し
ま

に
て
お（

行

）

こ
な
わ
れ
け
り
。「
臨り

ん

終じ
ゅ
うの

事
、
七な

ぬ

日か

有
り
て
お（

終
）わ

る
べ
し
」。
と
侍じ

者し
ゃ

に
告つ

ぐ
る
に
、
殊こ

と

な
る
労

い
た
わ

り
な
き
故ゆ

え

に
信
ぜ
ず
。
其
の
日
に
成な

り
て
斎さ

い

の
了お

わ

り
に
倚い

座す

に
坐ざ

し
て
、
侍
者
に
辞じ

世せ
い

の
頌じ

ゅ

を
か（

書
）か

す
。「『
来き

た

り
し
時
も
明め

い

明め
い

た
り
、

去さ

る
時
も
明
明
た
り
。
此こ

れ
即す

な
わち

何な
に

物も
の

ぞ
』
と
か（

書
）け

」、
と
云い

う
に
、
侍
者
、「
今
一い

っ

句く

た（
足
）り

候そ
う
らわ

ず
」
と
云
え
ば
、「
喝か

つ

」
す
る
事
一い

っ

喝か
つ

し
て
、
軈や

が

て
入

に
ゅ
う

滅め
つ

す
。

＊

　�

日
本
へ
と
戻
っ
た
後
は
、
松ま

つ

島し
ま

に
過
ご
し
た
。〔
あ
る
日
、〕「
衲わ

し

は
七
日
後
日
に
死
ぬ
だ
ろ
う
」
と
随ず

い

侍じ

す
る
弟
子
に
告
げ
た
が
、
特
に

病や
ま
いを

患
わ
ず
ら

っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
の
で
〔
そ
の
弟
子
は
〕
信
じ
な
か
っ
た
。
七
日
後
、
昼
食
を
終
え
〔
た
法ほ

っ

心し
ん

禅ぜ
ん

師じ

は
〕
椅い

子す

に
坐す

わ

り
、

弟
子
に
辞じ

世せ
い

の
句く

を
書
か
せ
た
。「『
来き

た

り
し
時
も
明め

い

明め
い

た
り
、
去さ

る
時
も
明
明
た
り
。
此こ

れ
則す

な
わち

何な
に

物も
の

ぞ
（
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
来
た
こ
と
も
、

こ
の
世
を
去
る
と
い
う
こ
と
も
、
極き

わ

め
て
明め

い

白は
く

な
事
実
で
あ
る
。
今
、
終
わ
り
を
迎む

か

え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
れ
は
一
体
何
物
か
）』
と
書
く
よ
う
に
」
と
言
っ
〔
て
目
を

閉
じ
よ
う
と
し
〕
た
が
、
弟
子
が
、「
ま
だ
末ま

つ

尾び

の
句
が
欠
け
て
お
り
ま
す
」
と
言
う
の
で
、〔
法
心
禅
師
は
、〕「
喝か

つ

！
」
と
一い

っ

喝か
つ

し
、

そ
の
ま
ま
亡
く
な
ら
れ
た
。

＊

○�

其
後
ニ
帰
朝
シ
テ
、
松
嶋
ニ
テ
ヲ
コ
ナ
ハ
レ
ケ
リ
＝
「
帰き

朝ち
ょ
う」

は
、「
外
国
か
ら
本
国
に
帰
る
」
こ
と
。
こ
こ
で
は
「
日
本
に
帰
る
」
こ
と
。『
大
漢

和
辞
典
』（
巻
六
・p.729

）
参
照
。

　�「
松ま

つ

島し
ま

に
て
お（
　行
　）
こ
な
わ
れ
け
り
」
と
あ
る
の
み
で
、「
円え

ん

福ぷ
く

寺じ

」「
延え

ん

福ぷ
く

寺じ

」
な
ど
の
具
体
的
な
寺
院
名
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

○�

臨
終
ノ
事
七
日
有
リ
テ
ヲ
ワ
ル
ヘ
シ
。
ト
侍
者
ニ
告
ル
ニ
、
殊
ト
ナ
ル
勞
ハ
リ
ナ
キ
故
ニ
信
ゼ
ズ
＝
「
臨り

ん

終じ
ゅ
う」

は
、【
四
】
②
の
語
注
に
既
出
。「
命

の
終
わ
る
時
。
亡
く
な
る
ま
ぎ
わ
」
の
こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.1432

）
参
照
。

　�「
侍じ

者し
ゃ

」
は
、【
四
】
②
の
語
注
に
既
出
。
住

じ
ゅ
う

持じ

の
給

き
ゅ
う

仕じ

・
補
佐
を
す
る
役
。「
随ず

い

侍じ

す
る
弟
子
」
と
意
訳
し
た
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.432

）
参
照
。

　�「
殊こ

と

な
る
労い

た
わり
」
は
、【
四
】
②
の
語
注
に
既
出
。「
殊
な
る
」
は
、「
異
」
の
、「
労
り
」
は
「
病
」
の
意
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
殊
な
る
労
り
な
き
故ゆ

え

に
」
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を
、「
特
に
病や

ま
いを
患

わ
ず
ら

っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
の
で
」
と
意
訳
し
た
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
二
・p.403

、
巻
六
・p.746

）
参
照
。

○�

其
ノ
日
ニ
成
テ
齋
ノ
了
リ
ニ
倚
座
ニ
坐
シ
テ
、
侍
者
ニ
辞
世
ノ
頌
ヲ
カ
ヽ
ス
＝
「
斎さ

い

」
は
、
叢そ

う

林り
ん

で
朝
の
粥し

ゅ
くに
対
し
昼
の
飯
の
こ
と
。『
禅
学
大
辞
典
』

（p.370

）
参
照
。

　�
原
文
に
「
倚
座ス

」
と
あ
る
が
、「
座
」
に
「
す
」
と
い
う
読
み
方
は
な
く
、「
倚い

座ざ

」
も
含
め
て
使
用
し
た
辞
書
に
は
見
え
な
い
語
で
あ
る
が
、『
大

漢
和
辞
典
』
に
「
坐ざ

椅い

」
と
い
う
語
は
あ
り
、「
椅
子
を
い
う
」（
巻
三
・p.154

）
と
あ
る
。「
坐
」
は
、「
⑫
『
座
』
に
通
ず
」（
同
・
巻
三
・p.153

）
と

あ
り
、「
椅
」
は
、「
④
い
す
。
こ
し
か
け
。『
正せ

い

字じ

通つ
う

』
椅
、
坐
具
、
後
有
倚
者
（
椅
は
、
坐ざ

具ぐ

な
り
。
後
、
倚よ

る
者
有
り
）」（
同
・
巻
六
・p.412

）
と
あ
り
、

「
倚
」
に
通
じ
る
こ
と
と
、
文
脈
か
ら
「
坐
椅
」
の
意
を
用
い
た
。

　�「
頌じ

ゅ

」
は
、【
四
】
②
の
語
注
に
既
出
。
偈げ

頌じ
ゅ

と
も
い
い
、
詩し

の
こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.642

）
参
照
。

○�

来
シ
時
モ
明
々
タ
リ
、
去
ル
時
モ
明
々
タ
リ
。
此
即
何
物
ゾ
ト
カ
ケ
、
ト
云
フ
ニ
、
侍
者
、
今
一
句
タ
リ
候
ハ
ス
ト
云
ヘ
ハ
、
喝
ス
ル
事
一
喝
シ
テ
、

軈
テ
入
滅
ス
＝
「
明め

い

明め
い

」
は
、【
四
】
②
の
語
注
に
既
出
。
極
め
て
明
ら
か
な
こ
と
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.1218

）
参
照
。

　�「
喝か

つ

」、「
一い

っ

喝か
つ

」
は
、【
四
】
②
の
語
注
に
既
出
。
こ
と
ば
の
お
よ
ば
な
い
と
こ
ろ
を
あ
ら
わ
す
師し

家け

の
一
声
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.38

、p.163

）
参
照
。

　「
入

に
ゅ
う

滅め
つ

」
は
、【
四
】
②
の
語
注
に
既
出
。
高
僧
が
亡
く
な
る
こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.1057

）
参
照
。

③�

サ
レ
ハ
、
真
實
ノ
悟
入
ノ
處
ハ
、
文
字
ヲ
知
ラ
ヌ
ニ
モ
ヨ
ラ
サ
ル
ヘ
シ
。
末
代
也
ト
モ
憑
ミ
有
ル
ハ
、
大
乗
ノ
修
行
也
。
只
、
道
ニ
志

シ
有
リ
テ
、
多
聞
廣
學
ノ
暇
ヲ
ヤ
メ
テ
、
真
ノ
善
知
識
ノ
邊
ニ
テ
、
信
心
誠
有
テ
身
命
ヲ
捨
テ
、
寝シ

ン

食シ
ョ
クヲ
忘
テ
、
行
住
坐
臥
ニ
ヲ
コ
タ

ラ
ズ
、
大
事
ヲ
發ハ

ツ

明メ
イ

セ
ン
事
、
疑
ヒ
有
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。

＊

　�

さ（
然
）れ
ば
、
真
実
の
悟ご

入に
ゅ
うの
処と

こ
ろは
、
文も

ん

字じ

を
知
ら
ぬ
に
も
よ（

依
）ら
ざ
る
べ
し
。
末ま

つ

代だ
い

な
り
と
も
憑た

の

み
有
る
は
、
大だ

い

乗じ
ょ
うの
修
行
な
り
。
只た

だ

、
道ど

う

に
志

こ
こ
ろ
ざ
しあ
り
て
、
多た

聞も
ん

広こ
う

学が
く

の
暇い

と
まを
や
め
て
、
真ま

こ
との
善ぜ

ん

知ち

識し
き

の
辺ほ

と
りに
て
、
信し

ん

心じ
ん

誠ま
こ
と

有あ

り
て
身し

ん

命み
ょ
うを
捨
て
、
寝し

ん

食し
ょ
くを
忘
れ
て
、
行

ぎ
ょ
う

住じ
ゅ
う

坐ざ

臥が

に

お（

怠

）

こ
た
ら
ず
、
大だ

い

事じ

を
発ほ

つ

明み
ょ
うせ

ん
事
、
疑
い
有
る
べ
か
ら
ず
。

＊

　�

そ
も
そ
も
、真
理
を
悟さ

と

る
と
い
う
こ
と
に
、学
問
の
知ち

識し
き

や
素そ

養よ
う

の
有
無
は
関
係
な
い
。末ま

っ

法ぽ
う

の
世よ

に
あ
っ
て
頼た

の

み
と
す
る
べ
き
も
の
は
、

115

訳注　【五】『沙石集』「長享本」巻十「臨終目出キ僧ノ事」



〔
自
分
自
身
が
救
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の
世
に
生
を
享う

け
た
す
べ
て
の
生
き
物
が
自
分
と
同
様
に
救
わ
れ
る
こ
と
を
願
う
、〕「
自じ

利り

利り

他た

」
の
教
え
を
実じ

っ

践せ
ん

す
る
こ
と
で
あ
る
。
只ひ

た

管す
ら

に
仏ぶ

つ

道ど
う

成じ
ょ
う

就じ
ゅ

を
願
い
、
仏
の
教
え
に
つ
い
て
広
く
深
く
学
ぶ
こ
と
を
止や

め
て
、
本
物

の
指
導
者
の
下
で
、「
法
の
た
め
に
命
を
投
げ
打
つ
」
と
い
う
揺ゆ

る
ぎ
な
い
信
念
を
持
ち
、
食
事
も
睡
眠
も
忘
れ
る
程
に
、
何い

時つ

、
如い

何か

な
る
時
も
弛た

ゆ

ま
ず
努つ

と

め
れ
ば
悟
り
を
得
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
明め

い

白は
く

な
事
実
で
あ
る
。

＊

○�

サ
レ
ハ
、
真
實
ノ
悟
入
ノ
處
ハ
、
文
字
ヲ
知
ラ
ヌ
ニ
モ
ヨ
ラ
サ
ル
ヘ
シ
＝
「
悟ご

入に
ゅ
う」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
了
解
す
る
こ
と
。
さ
と
る
こ
と
。

真
理
を
さ
と
り
、
真
理
に
入
る
こ
と
」（p.382

）
と
あ
る
。

　�「
文も

ん

字じ

」
は
、【
四
】
④
の
語
注
に
既
出
。
紙
上
に
書
か
れ
て
い
る
文
字
、
語
。
ま
た
、
経

き
ょ
う

典て
ん

や
論ろ

ん

書し
ょ

を
指
す
こ
と
か
ら
、「
学
問
の
知
識
や
素そ

養よ
う

」

と
意
訳
し
た
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.1230

）、『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.1368

）
参
照
。

○�

末
代
也
ト
モ
憑
ミ
有
ル
ハ
、大
乗
ノ
修
行
也
＝「
末ま

つ

代だ
い

」は
、【
四
】④
の
語
注
に
既
出
。末ま

っ

法ぽ
う

の
時
代
。仏ぶ

っ

法ぽ
う

の
衰お

と
ろえ

た
世
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.1283

、

p.1284

）
参
照
。

　�「
大だ

い

乗じ
ょ
う」
は
、【
四
】
④
の
語
注
に
既
出
。
大
き
な
乗
り
物
の
意
。
自じ

利り

よ
り
も
広
く
衆し

ゅ

生じ
ょ
うを
救

き
ゅ
う

済さ
い

す
る
た
め
の
利り

他た

行ぎ
ょ
うを
実
践
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て

仏
と
な
る
こ
と
を
主
張
す
る
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.920

）
参
照
。

○�

只
、
道
ニ
志
シ
有
リ
テ
、
多
聞
廣
學
ノ
暇
ヲ
ヤ
メ
テ
、
真
ノ
善
知
識
ノ
邊
ニ
テ
、
信
心
誠
有
テ
身
命
ヲ
捨
テ
、
寝
食
ヲ
忘
テ
、
行
住
坐
臥
ニ
ヲ
コ
タ

ラ
ズ
、
大
事
ヲ
發
明
セ
ン
事
、
疑
ヒ
有
ル
ヘ
カ
ラ
ス
＝
「
道ど

う

」
は
、【
四
】
④
の
語
注
に
既
出
。「
さ
と
り
へ
の
道
。
仏
道
」
の
こ
と
。『
仏
教
語
大

辞
典
』（p.1013

）
参
照
。

　�「
多た

聞も
ん

広こ
う

学が
く

」
は
、【
四
】
④
の
語
注
に
既
出
。
多
聞
は
仏
の
教
え
を
多
く
聞
い
て
覚
え
て
い
る
者
。
広
学
は
博は

く

学が
く

の
者
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.900

）

参
照
。

　�「
善ぜ

ん

知ち

識し
き

」
は
、【
四
】
④
の
語
注
に
既
出
。
教
え
を
説
い
て
、
仏
道
に
入
ら
し
め
る
人
。
指
導
者
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.850

）
参
照
。

　�「
信し

ん

心じ
ん

」
は
、【
四
】
④
の
語
注
に
既
出
。
仏
の
教
え
を
信
じ
て
疑
わ
な
い
心
。
信
念
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.777

）
参
照
。

　�「
行

ぎ
ょ
う

住じ
ゅ
う

坐ざ

臥が

」
は
、【
四
】
③
の
語
注
に
既
出
。「
行
」
は
歩
く
こ
と
、「
住
」
は
と
ど
ま
る
こ
と
、「
坐
」
は
す
わ
る
こ
と
、「
臥
」
は
寝
る
こ
と
で
、「
人

間
の
行
動
の
す
べ
て
、
日
常
の
た
ち
い
ふ
る
ま
い
」
と
い
う
意
味
と
、「
終
始
、
い
つ
い
か
な
る
時
に
も
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
。『
仏
教
語
大
辞
典
』
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（p.243

）
参
照
。

　�「
大だ

い

事じ

」
は
、
一い

ち

大だ
い

事じ

因い
ん

縁ね
ん

の
略
。
修
行
し
て
さ
と
り
を
開
く
こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.918

）
参
照
。

　�

原
文
に
「
發ハ

ツ

明メ
イ

」
と
あ
る
が
、
読
み
方
は
「
ほ
つ
み
ょ
う
」
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。「
発
明
」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
②
明
ら
か
に
す
る
。

徹て
っ

見け
ん

す
る
、
の
意
」（p.1257

）
と
あ
る
。

④�

經
ニ
ハ
、
正タ

ダ

シ
テ
其ソ

ノ
意
ヲ
不
レ
学
余
事
ヲ
、
ト
云
ヘ
リ
。
サ
レ
ハ
調
達
カ
六
万
藏
ノ
經
ヲ
誦
セ
シ
、
奈
落
ヲ
マ
ヌ
カ
レ
ズ
。
慈
童
カ

一
念
ノ
悲
願
ヲ
發
コ
シ
、
都
率
ニ
生
レ
キ
。
真
實
ニ
入
ル
事
ハ
、
攝
意
ノ
二
字
ヲ
行
ス
ル
ニ
有
リ
。
身
口
ヒ
ト
リ
、
ト
カ
ヲ
ナ
サ
ズ
。

意
ロ
内
ニ
ウ
ゴ
キ
テ
、
外
ニ
ア
ラ
ハ
ル
。
意
ノ
若
ヲ
サ
マ
ラ
ハ
、
身
口
ヲ
ノ
ツ
カ
ラ
ヲ
サ
マ
ル
ヘ
シ
。
一
心
不
生
ナ
ラ
ハ
、
万
事
皆
ナ

ヤ
ミ
ナ
ン
。

＊

　�

経き
ょ
うに

は
、「
其そ

の
意こ

こ
ろを

正た
だ

し
て
余よ

事じ

を
学
ば
ざ
れ
」
と
云い

え
り
。
さ（

然
）れ

ば
、
調

じ
ょ
う

達だ
つ

が
六ろ

く

万ま
ん

蔵ぞ
う

の
経
を
誦じ

ゅ

せ
し
、
奈な

落ら
く

を
ま（

免

）

ぬ
か
れ
ず
。

慈じ

童ど
う

が
一
念
の
悲ひ

願が
ん

を
発お

こ

し
、
都と

率そ
つ

に
生う

ま

れ
き
。
真
実
に
入い

る
事
は
、「
摂

し
ょ
う

意い

」
の
二
字
を
行ぎ

ょ
うず
る
に
有
り
。
身し

ん

口く

ひ（
一
人
）

と
り
、
と（

失
）が
を

な（
為
）さ
ず
。
意

こ
こ
ろ

内う
ち

に
う（

動
）ご
い
て
、
外
に
あ（

顕

）

ら
わ
る
。
意
の
若も

し
お（

治
）さ
ま
ら
ば
、
身
口
、
お（
　
　自
　
　）

の
ず
か
ら
お（

治
）さ
ま
る
べ
し
。
一い

っ

心し
ん

不ふ

生し
ょ
うな
ら
ば
、

万ば
ん

事じ

皆み

な
や（

止
）み
な
ん
。

＊

　�

経
き
ょ
う

典て
ん

に
は
、「
自
分
の
心
を
正
し
く
保た

も

て
ば
、
他
の
物
を
学
ぶ
必
要
は
無
い
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
提だ

い

婆ば

達だ
っ

多た

は
六
万
に
も

及
ぶ
経
典
を
諳そ

ら

ん
じ
る
こ
と
が
出
来
た
が
、
無む

間げ
ん

地じ

獄ご
く

に
墜お

ち
る
こ
と
か
ら
は
逃の

が

れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
慈じ

童ど
う

女に
ょ

は
、「〔
同
じ
苦
し
み
を

受
け
て
い
る
〕
人
々
の
苦
し
み
を
代
わ
っ
て
受
け
よ
う
」
と
決
意
し
、〔
死
後
、〕
浄

じ
ょ
う

土ど

に
生
ま
れ
た
。
仏ぶ

つ

門も
ん

に
入
〔
り
、
修
行
を
す
〕

る
と
い
う
の
は
、「
正
し
い
心
を
保
ち
続
け
る
」
こ
と
で
あ
る
。
身か

ら
だ体
や
口
が
独ひ

と

り
で
に
過あ

や
まち
を
犯お

か

す
の
で
は
な
い
。
心
で
思
っ
た
こ

と
が
〔
言
葉
や
行
動
と
し
て
〕
現
わ
れ
る
の
だ
。
心
が
〔
清

し
ょ
う

浄じ
ょ
うに

〕
保
た
れ
て
い
れ
ば
、
行
動
や
言
葉
も
自
然
と
正
し
い
も
の
と
な
る
。

〔「
好
き
・
嫌
い
」
と
い
っ
た
価か

値ち

判は
ん

断だ
ん

や
取し

ゅ

捨し
ゃ

選せ
ん

択た
く

な
ど
の
〕
分ふ

ん

別べ
つ

心し
ん

は
不
要
な
も
の
で
、
全す

べ

て
誤あ

や
まり

で
あ
る
。

＊
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○�

經
ニ
ハ
、
正
其
意
不
学
余
事
、
ト
云
ヘ
リ
＝
「
経き

ょ
うに
は
、『
其そ

の
意こ

こ
ろを
正た

だ

し
て
余よ

事じ

を
学
ば
ざ
れ
』
と
云い

え
り
」
と
あ
る
が
、
出
典
不
明
。

○�

サ
レ
ハ
調
達
カ
六
万
藏
ノ
經
ヲ
誦
セ
シ
、
奈
落
ヲ
マ
ヌ
カ
レ
ズ
＝
「
調

じ
ょ
う

達だ
つ

」
は
、【
四
】
⑦
の
語
注
に
既
出
。「
提だ

い

婆ば

達だ
っ

多た

」
の
こ
と
。
善ぜ

ん

心し
ん

を
も
っ

て
熱
心
に
修
行
し
た
が
聖せ

い

果か

を
得
ら
れ
ず
、
様
々
な
手
段
を
用
い
て
釈

し
ゃ
く

尊そ
ん

を
殺
害
し
よ
う
と
企く

わ
だて
た
が
全
て
失
敗
に
お
わ
り
、
無む

間げ
ん

地じ

獄ご
く

に
堕お

ち
た

と
い
う
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.812

）、『
総
合
仏
教
大
辞
典
』（p.950

）
参
照
。

　「
六ろ

く

万ま
ん

蔵ぞ
う

」
は
、【
四
】
⑦
の
語
注
に
既
出
。「
六
万
の
経
典
」
の
こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.1234

）
参
照
。

　「
奈な

落ら
く

」
は
、【
四
】
⑦
の
語
注
に
既
出
。
地
獄
の
こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.1029

）
参
照
。

　�「
調

じ
ょ
う

達だ
つ

」
の
故
事
は
、【
四
】
⑦
の
語
注
に
既
出
。『
大だ

い

方ほ
う

便べ
ん

仏ぶ
つ

報ほ
う

恩お
ん

経ぎ
ょ
う』
巻
四
「
悪あ

く

友ゆ
う

品ぼ
ん

」
第
六
の
条
（T3-147a

）
参
照
。

○�

慈
童
カ
一
念
ノ
悲
願
ヲ
發
コ
シ
、
都
率
ニ
生
レ
キ
＝
「
慈じ

童ど
う

」
は
、【
四
】
⑦
の
語
注
に
既
出
。「
慈じ

童ど
う

女に
ょ

」
の
こ
と
。
慈
童
女
の
故
事
は
『
雑ぞ

う

宝ほ
う

蔵ぞ
う

経き
ょ
う』
巻
一
、七
「
慈じ

童ど
う

女に
ょ
の

縁え
ん

」（T4-451b

）
参
照
。

　�「
悲ひ

願が
ん

」
は
、【
四
】
⑦
の
語
注
に
既
出
。「
慈じ

悲ひ

に
も
と
づ
く
誓せ

い

願が
ん

。
救
い
の
願
い
」
の
こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.1130

）
参
照
。

　�「
都と

率そ
つ

」
は
、【
四
】
⑦
の
語
注
に
既
出
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の Tuṣita 

の
音
写
。
弥み

勒ろ
く

菩ぼ

薩さ
つ

の
浄

じ
ょ
う

土ど

の
あ
る
と
こ
ろ
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.996

）

参
照
。

○�

真
實
ニ
入
ル
事
ハ
、
攝
意
ノ
二
字
ヲ
行
ス
ル
ニ
有
リ
＝
「
摂

し
ょ
う

意い

」
は
、【
四
】
⑥
の
語
注
に
「
意こ

こ
ろを

摂せ
っ

し
て
」
と
し
て
既
出
。
正
し
い
思
い
を
た
も

つ
こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.738

）
参
照
。

○�

身
口
ヒ
ト
リ
、
ト
カ
ヲ
ナ
サ
ズ
。
意
ロ
内
ニ
ウ
ゴ
キ
テ
、
外
ニ
ア
ラ
ハ
ル
＝
「
と（

失
）が
」
は
、【
四
】
⑥
の
語
注
に
既
出
。
過か

失し
つ

の
意
。『
仏
教
語
大
辞
典
』

（p.1018

）
参
照
。

○�

意
ノ
若
オ
サ
マ
ラ
ハ
、
身
口
ヲ
ノ
ツ
カ
ラ
ヲ
サ
マ
ル
ヘ
シ
。
一
心
不
生
ナ
ラ
ハ
、
万
事
皆
ナ
ヤ
ミ
ナ
ン
＝
「
一い

っ

心し
ん

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
①

事
の
一
心
、
す
な
わ
ち
分ふ

ん

別べ
つ

心し
ん

」（p.44

）
と
あ
る
。
取し

ゅ

捨し
ゃ

憎ぞ
う

愛あ
い

す
る
心
の
こ
と
。

⑤�

老
子
ノ
家
ニ
ス
ラ
猶
ヲ
、
絶
チ
学
ヲ
無
シ
爲ナ

ス
コ
ト
、
ト
云
リ
。
学
ヲ
タ
チ
、
爲ナ

ス
コ
ト
ヲ
イ
マ
シ
ム
。
此
故
ニ
、
学
ヲ
ナ
ス
物
ハ
日
々

ニ
損
ス
。
ト
云
テ
、
礼
儀
等
ノ
才
学
ヲ
習
フ
ハ
、
妄
念
日
々
ニ
マ
シ
、
虚キ

ョ

無フ

ノ
大
道
ヲ
マ
ボ
レ
ハ
、
妄
念
日
々
ニ
損
ス
ト
云
ヘ
リ
。
虚

無
ニ
相
應
ス
ル
、
猶
シ
妄
心
ヲ
タ
ツ
。
佛
法
ヲ
修
行
セ
ン
、
其
ノ
意
シ
リ
ヌ
ヘ
シ
。
然
レ
ハ
大
乗
ノ
行
人
、
文
字
ヲ
執
シ
、
学
解
ヲ
憑
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ミ
テ
心
地
ノ
修
行
ニ
ウ
ト
ク
ハ
、
菩
提
遠
カ
ル
ヘ
シ
。
南
山
ノ
云
ク
、
解
義
ハ
苦
ヲ
ス
ク
ハ
ズ
ト
テ
、
法
義
ヲ
心
得
タ
ル
バ
カ
リ
ハ
、

苦
ヲ
マ
ヌ
カ
レ
ス
ト
云
リ
。
當
處
湛
然
ノ
心
地
ヲ
得
テ
、
本
來
無
事
ノ
理
ヲ
達
ス
ヘ
シ
。

＊

　�
老ろ

う

子し

の
家か

に
す
ら
猶な

お
、「
学が

く

を
絶た

ち
為な

す
こ
と
無な

し
」
と
云い

え
り
。
学が

く

を
た（

絶
）ち

、
為
す
こ
と
を
い（

誡

）

ま
し
む
。
此こ

の
故ゆ

え

に
、「
学
を
な（

為
）す

物
は
日ひ

に
ひ々

に
損そ

ん

ず
」
と
云
い
て
、「
礼れ

い

儀ぎ

等
の
才さ

い

学が
く

を
習
う
は
、
妄も

う

念ね
ん

日
々
に
ま（

益
）し

、
虚き

ょ

無ぶ

の
大だ

い

道ど
う

を
ま（

守
）ぼ

れ
ば
、
妄
念
日
々
に
損
ず
」

と
云
え
り
。
虚
無
に
相そ

う

応お
う

す
る
、
猶な

お
し
妄も

う

心じ
ん

を
た（

絶
）つ

。
仏ぶ

っ

法ぽ
う

を
修
行
せ
ん
、
其そ

の
意

こ
こ
ろ

し（
知
）り

ぬ
べ
し
。
然さ

れ
ば
大だ

い

乗じ
ょ
うの

行
ぎ
ょ
う

人に
ん

、
文も

ん

字じ

を

執し
ゅ
うし

、
学が

く

解げ

を
憑た

の

み
て
心し

ん

地ち

の
修
行
に
う（

疎
）と

く
は
、
菩ぼ

提だ
い

遠と
お

か
る
べ
し
。
南な

ん

山ざ
ん

の
云い

わ

く
、「
解げ

義ぎ

は
苦
を
す（

救
）く

わ
ず
と
て
、
法ほ

う

義ぎ

を
心

こ
こ
ろ

得え

た
る
ば
か
り
は
、
苦
を
ま（
　免
　）
ぬ
か
れ
ず
」
と
云い

え
り
。
当と

う

処し
ょ

湛た
ん

然ね
ん

の
心
地
を
得
て
、
本ほ

ん

来ら
い

無ぶ

事じ

の
理り

を
達た

っ

す
べ
し
。

＊

　�

老ろ
う

子し

の
一い

っ

派ぱ

も
こ
の
こ
と
を
、「
学が

く

を
絶た

ち
為な

す
こ
と
無な

し
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
以
上
学
ぶ
こ
と
が
な
い
と
い
う
境

き
ょ
う

地ち

に
達た

っ

す
〔
れ

ば
、
知ち

識し
き

に
執と

ら
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
な
〕
る
。
だ
か
ら
、「
学
問
を
す
れ
ば
一
日
ご
と
に
知
識
に
執
ら
わ
れ
な
く
な
る
」
と
言
い
、

「
礼れ

い

儀ぎ

〔
作さ

法ほ
う

〕
等
の
学
問
を
学
べ
ば
一
日
ご
と
に
迷
い
が
増
え
る
が
、〔
な
ん
ら
作さ

く

為い

を
せ
ず
、〕
自
然
の
ま
ま
で
あ
〔
る
こ
と
に
努つ

と

め
〕

れ
ば
、
一
日
ご
と
に
迷
い
が
減
る
」
と
も
言
っ
て
い
る
。〔
作さ

く

為い

的て
き

な
こ
と
を
せ
ず
、〕
あ
る
が
ま
ま
に
振ふ

る
舞ま

う
こ
と
が
出
来
れ
ば
、

よ
り
一い

っ

層そ
う

、
迷
い
の
心
は
消
え
て
い
く
。
仏
の
教
え
を
実じ

っ

践せ
ん

す
れ
ば
、
そ
れ
が
理
解
出
来
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
も
し
、
大だ

い

乗じ
ょ
うの
教

え
を
学
ぶ
人
が
知ち

識し
き

を
得
る
こ
と
に
執

し
ゅ
う

着じ
ゃ
くし
て
、
仏
教
を
頭
だ
け
で
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
心
を
磨み

が

く
こ
と
を
怠お

こ
たる
の
で
あ
れ
ば
、
悟さ

と

り
を
得
ら
れ
る
の
は
遠
い
先
の
こ
と
だ
ろ
う
。
南な

ん

山ざ
ん

〔
律り

っ

宗し
ゅ
う〕
の
〔
祖
・
〕
道ど

う

宣せ
ん

は
、「
仏
教
を
学
問
的
に
理
解
し
て
も
苦
し
み
か
ら

救
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
そ
の
意
味
内
容
が
わ
か
っ
た
だ
け
で
は
、
苦
し
み
か
ら
逃の

が

れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
」
と
言
っ
て
い
る
。

今い
ま

此こ

所こ

に
、
何
事
に
も
動
じ
な
い
、
悟
り
の
境

き
ょ
う

地ち

が
得
ら
れ
れ
ば
、〔
衆し

ゅ

生じ
ょ
うは
〕
も
と
も
と
仏
で
あ
り
、
外
に
求
め
る
も
の
は
な
に
も
な

い
、
と
い
う
真
理
に
到と

う

達た
つ

す
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。

＊

○�

老
子
ノ
家
ニ
ス
ラ
、
猶
ヲ
、
絶
チ
学
ヲ
無
シ
爲
ス
コ
ト
、
ト
云
リ
。
学
ヲ
タ
チ
、
爲
ス
コ
ト
ヲ
イ
マ
シ
ム
＝
「
老ろ

う

子し

」
は
、【
四
】
⑧
の
語
注
に
既
出
。

老ろ
う

耼た
ん

（
生
没
年
不
詳
）
の
こ
と
。
周し

ゅ
うの
守し

ゅ

蔵ぞ
う

室し
つ

の
吏り

と
な
り
、
孔こ

う

子し

（
紀
元
前
五
五
二
ま
た
は
五
五
一
～
紀
元
前
四
九
七
）
が
訪
れ
て
礼
の
教
え
を
受
け
た
と
伝
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わ
る
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
九
・p.147

、p.151

）
参
照
。

　�「
学が

く

を
絶た

ち
為な

す
こ
と
無な

し
」
は
、【
四
】
⑧
の
語
注
に
「
我わ

が
名な

を
絶た

ち
て
『
学が

く

無む

為い

』
と
云い

え
り
」
と
し
て
既
出
。
こ
れ
以
上
学
ぶ
こ
と
が
な
い

無
為
の
境

き
ょ
う

地ち

。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
七
・p.427

、
巻
八
・p.1041

）
参
照
。

○�
此
故
ニ
、
学
ヲ
ナ
ス
物
ハ
日
々
ニ
損
ス
。
ト
云
テ
、
礼
儀
等
ノ
才
学
ヲ
習
フ
ハ
、
妄
念
日
々
ニ
マ
シ
、
虚
無
ノ
大
道
ヲ
マ
ボ
レ
ハ
、
妄
念
日
々
ニ
損

ス
ト
云
ヘ
リ
＝
「
才さ

い

学が
く

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
才
気
と
学
問
」（
巻
五
・p.88

）
と
あ
る
。

　�「
妄も

う

念ね
ん

」
は
、【
四
】
⑧
の
語
注
に
既
出
。
迷
い
の
心
の
こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.1364

）
参
照
。

　�「
虚き

ょ

無ぶ

」
は
、【
四
】
⑧
の
語
注
に
既
出
。「
虚き

ょ

無む

」
に
同
じ
。「
ぶ
」
は
漢
音
。「
虚き

ょ

無ぶ

の
大だ

い

道ど
う

」
は
、「
虚き

ょ

無む

之の

道み
ち

」
の
こ
と
で
、
自
然
に
従
っ
て
人

為
を
施
さ
な
い
道
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
九
・p.1070

）
参
照
。

○�

然
レ
ハ
大
乗
ノ
行
人
、
文
字
ヲ
執
シ
、
学
解
ヲ
憑
ミ
テ
心
地
ノ
修
行
ニ
ウ
ト
ク
ハ
、
菩
提
遠
カ
ル
ヘ
シ
＝
「
行

ぎ
ょ
う

人に
ん

」
は
、【
四
】
⑧
の
語
注
に
既
出
。

修
行
者
。
仏
道
を
行
う
人
の
こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.245

）
参
照
。

　「
学が

く

解げ

」
は
、【
四
】
⑧
の
語
注
に
既
出
。
仏
道
を
頭
だ
け
で
考
え
る
こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.178

）
参
照
。

　「
菩ぼ

提だ
い

」
は
、【
四
】
⑤
の
語
注
に
既
出
。
さ
と
り
の
こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.1221

）
参
照
。

○�

南
山
ノ
云
ク
、
解
義
ハ
苦
ヲ
ス
ク
ハ
ズ
ト
テ
、
法
義
ヲ
心
得
タ
ル
バ
カ
リ
ハ
、
苦
ヲ
マ
ヌ
カ
レ
ス
ト
云
リ
＝
「
南な

ん

山ざ
ん

」
は
、
道ど

う

宣せ
ん

（
五
九
六
～
六
六
七
）

の
こ
と
。南な

ん

山ざ
ん

律り
っ

宗し
ゅ
うの
祖
。南
山
律り

っ

師し

、南
山
大だ

い

師し

と
も
い
う
。諡し

号ご
う

は
澄

ち
ょ
う

照し
ょ
う

律り
っ

師し

。唐と
う

の
貞

じ
ょ
う

観が
ん

十
九
年（
六
四
五
）、イ
ン
ド
か
ら
帰
国
し
た
玄げ

ん

奘じ
ょ
う（

六
〇
二

～
六
四
）
の
経

き
ょ
う

典て
ん

漢か
ん

訳や
く

事
業
に
参
加
し
、
翻ほ

ん

訳や
く

の
筆
記
や
訳
文
を
潤

じ
ゅ
ん

色し
ょ
くす
る
役
に
当
た
っ
た
。『
四し

分ぶ
ん

律り
つ

行ぎ
ょ
う

事じ

鈔し
ょ
う』、『
続ぞ

く

高こ
う

僧そ
う

伝で
ん

』
等
を
著
し
た
、
中

国
に
お
け
る
屈
指
の
仏
教
史
家
。『
総
合
仏
教
大
辞
典
』（p.1052
）
参
照
。

　�「
解げ

義ぎ

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
。
事
が
ら
を
理
解
す
る
こ
と
」（p.308

）
と
あ
る
。

　�「
法ほ

う

義ぎ

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
①
教
え
と
そ
の
意
義
。
仏
法
の
教
え
と
、
そ
の
教
え
の
意
味
内
容
。
②
教
え
の
意
義
。
③
こ
と
わ
り
。
④
存

在
の
道
理
。
⑤
事
が
ら
」（p.1230

）
な
ど
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
①
の
意
。

○�

當
處
湛
然
ノ
心
地
ヲ
得
テ
、
本
來
無
事
ノ
理
ヲ
達
ス
ヘ
シ
＝
「
当と

う

処し
ょ

」
は
、【
四
】
⑧
の
語
注
に
既
出
。
此こ

の
と
こ
ろ
。
此こ

処こ

。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻

七
・p.1129

）
参
照
。

　「
湛た

ん

然ね
ん

」
は
、【
四
】
⑧
の
語
注
に
既
出
。
何
事
に
も
動
じ
な
い
こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.940

）、『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
七
・p.132

）
参
照
。
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　「
本ほ

ん

来ら
い

」
は
、【
四
】
⑧
の
語
注
に
既
出
。「
も
と
も
と
」
の
意
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.1266

）
参
照
。

　�「
無ぶ

事じ

」
は
、【
四
】
⑧
の
語
注
に
既
出
。
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
仏
で
あ
る
人
間
に
は
、
求
め
る
べ
き
仏
も
な
け
れ
ば
歩
む
べ
き
道
も
な
い
と
い
う

こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.1184

）
参
照
。

　「
理り

」
は
、【
四
】
⑧
の
語
注
に
既
出
。
真
理
の
こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.1412

）
参
照
。

⑥�

永
嘉
ノ
云
ク
、
不
シ
テ
離
當
處
常
ニ
湛
然
ナ
リ
、
覓
則
知
君
不
可
見
。
是
修
行
ノ
肝
要
、
親
切
指
示
也
。
西
天
ノ
祖
師
ノ
云
ク
、
心
隨

萬
境
轉
、
々
處
能
幽
也
、
隨
流
認
得
性
、
無
喜
亦
無
憂
云
々
。
永
嘉
ノ
詞
、
實
ニ
相
叶
ヘ
リ
。

＊

　�

永よ
う

嘉か

の
云い

わ

く
、「
当と

う

処し
ょ

を
離
れ
ず
し
て
常
に
湛た

ん

然ね
ん

な
り
、
覓も

と

む
れ
ば
則す

な
わち

知し

ん
ぬ
、
君
、
見
る
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
」
と
。
是こ

れ
修
行

の
肝か

ん

要よ
う

、
親
切
の
指
示
な
り
。
西さ

い

天て
ん

の
祖そ

師し

の
云
く
、「
心し

ん

は
万ば

ん

境き
ょ
うに

随
し
た
が

っ
て
転て

ん

ず
、
転て

ん

処じ
ょ

に
能よ

く
幽ゆ

う

な
り
、
流
る
る
に
随
っ
て
認に

ん

得と
く

の
性し

ょ
うは

、
喜き

も
無
く
亦ま

た
憂ゆ

う

も
無
し
」
云う

ん

々ぬ
ん

と
。
永
嘉
の
詞こ

と
ば、

実ま
こ
とに

相あ
い

叶か
な

え
り
。

＊

　�

永よ
う

嘉か

〔
玄げ

ん

覚か
く

〕
禅ぜ

ん

師じ

は
〔『
証

し
ょ
う

道ど
う

歌か

』
の
中
で
〕、「
仏ぶ

っ

法ぽ
う

は
こ
の
場
を
離
れ
る
こ
と
な
く
、
満み

ち
満
ち
て
動
く
こ
と
の
な
い
水
の
よ
う
に
、

い
つ
も
こ
の
場
所
に
あ
る
。
し
か
し
、
探
そ
う
と
す
れ
ば
、
求
め
て
も
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
汝な

ん
じは
知
る

だ
ろ
う
」
と
言
っ
て
い
る
。
是こ

れ
は
修
行
の
中
で
最
も
大
切
な
こ
と
で
、
実
に
適
切
な
教
え
で
あ
る
。〔
第
二
十
二
祖
・
〕
摩ま

拏ぬ

羅ら

尊そ
ん

者じ
ゃ

は
、「
人
の
心
は
様
々
な
現
象
や
環
境
に
よ
っ
て
揺ゆ

れ
動
き
、
絶た

え
ず
移
り
変
わ
る
も
の
で
あ
る
。
状
況
に
応お

う

じ
て
自
由
自
在
に
変
化

す
る
心
は
非
常
に
神し

ん

秘ぴ

的て
き

で
、
実
に
趣

お
も
む
き

深ぶ
か

い
。
心
の
本ほ

ん

質し
つ

が
『
無む

心し
ん

』
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
喜
び
や
悲
し
み
等

の
感
情
に
執

し
ゅ
う

着じ
ゃ
くす
る
こ
と
は
な
く
な
る
」
と
言
っ
て
い
る
。
永
嘉
禅
師
の
詩
と
〔
摩
拏
羅
尊
者
の
詩
は
〕
同
じ
内
容
で
あ
る
。

＊

○�

永
嘉
ノ
云
ク
、
不
シ
テ
離
當
處
常
ニ
湛
然
ナ
リ
、
覓
則
知
君
不
可
見
。
是
修
行
ノ
肝
要
、
親
切
指
示
也
＝
「
永よ

う

嘉か

」
は
、
永よ

う

嘉か

玄げ
ん

覚か
く

禅
師
（
？
～

七
一
三
）
の
こ
と
。
幼
年
に
出
家
し
て
三
蔵
を
学
び
、
後
、
左さ

渓け
い

玄げ
ん

朗ろ
う

（
六
七
三
～
七
五
四
）
の
勧す

す

め
で
曹そ

う

渓け
い

の
慧え

能の
う

（
六
三
八
～
七
一
三
）
に
参
じ
、
問
答

を
交
わ
し
て
直た

だ

ち
に
印い

ん

可か

を
受
け
た
。
慧
能
に
参
じ
て
大だ

い

悟ご

し
た
要
旨
を
、
千
八
百
十
四
字
二
百
四
十
七
句
の
古
詩
体
で
歌
唱
し
た
『
証

し
ょ
う

道ど
う

歌か

』
を
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著
す
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.277

、p.572

）
参
照
。

　「
肝か

ん

要よ
う

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
か
な
め
。
大
切
。
肝
心
」（
巻
九
・p.254

）
と
あ
る
。

　�「
当と

う

処し
ょ

を
離
れ
ず
し
て
常
に
湛た

ん

然ね
ん

な
り
、
覓も

と

む
れ
ば
則す

な
わち
知し

ん
ぬ
、
君
、
見
る
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
」
は
『
永よ

う

嘉か

証し
ょ
う

道ど
う

歌か

』（T48

）
に
見
え
る
文
章

で
あ
る
が
、「
不
離
當
處
常
湛
然
、
覓
即
知
君
不
可
見
」
と
あ
り
、
本
項
で
「
則
」
と
な
っ
て
い
る
箇
所
が
「
即
」
と
な
っ
て
い
る
以
外
は
同
文
で

あ
る
。

○�

西
天
ノ
祖
師
ノ
云
ク
、
心
隨
萬
境
轉
、
々
處
能
幽
也
、
隨
流
認
得
性
、
無
喜
亦
無
憂
云
々
。
永
嘉
ノ
詞
、
實
ニ
相
叶
ヘ
リ
＝
「
西さ

い

天て
ん

の
祖そ

師し

」
は
、

第
二
十
二
祖
・
摩ま

拏ぬ

羅ら

尊そ
ん

者じ
ゃ

の
こ
と
。
那な

提だ
い

国
王
の
第
二
子
。
三
十
才
の
時
、
婆ば

修し
ゅ

盤ば
ん

頭ず

尊
者
に
遇あ

っ
て
出
家
し
、
そ
の
法
を
嗣つ

ぐ
。
後
、
大だ

い

月げ
っ

氏し

国こ
く

に
行
き
、
鶴か

く

勒ろ
く

那な

尊
者
に
法
を
伝
え
て
寂じ

ゃ
くす
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.1176

）
参
照
。

　�「
万ば

ん

境き
ょ
う」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「『
万
』
は
衆

し
ゅ
う

多た

無む

限げ
ん

の
意
。『
境
』
は
心
識
の
対
象
と
な
る
外
界
の
事
象
。
外
界
の
無
限
の
事
象
を
い
う
」（p.1034

）

と
あ
る
。

　「
転て

ん

処じ
ょ

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
①
心
の
転
ず
る
処
。
②
身
の
転
ず
る
処
」（p.893

）
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
①
の
意
。

　「
認に

ん

得と
く

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
み
て
と
る
。
は
っ
き
り
み
る
」（p.999

）
と
あ
る
。

　�「
心し

ん

は
万ば

ん

境き
ょ
うに

随
し
た
が

っ
て
転て

ん

ず
、
転て

ん

処じ
ょ

に
能よ

く
幽ゆ

う

な
り
、
流
る
る
に
随
っ
て
認に

ん

得と
く

の
性し

ょ
うは

、
喜き

も
無
く
亦ま

た
憂ゆ

う

も
無
し
」
は
、
摩
拏
羅
尊
者
の
伝
法
の

偈
と
伝
わ
り
、『
景け

い

徳と
く

伝で
ん

灯と
う

録ろ
く

』
巻
二
「
天て

ん

竺じ
く

三
十
五
祖
」「
第
二
十
二
摩
拏
羅
」（T51-213c

）
に
見
え
る
。

⑦�

當
處
ハ
則
萬
境
虚
妄
ノ
流
レ
ニ
住
ス
ル
處
ナ
リ
。
湛
然
ハ
則
チ
万
境
ノ
實
ノ
性
也
。
水
動
テ
流
レ
ト
ナ
ル
。
流
ノ
處
、
則
水
也
。
誰
カ

此
處
ヲ
信
ゼ
ザ
ラ
ン
。
是
ニ
猶
ヲ
疑
ハ
ヽ
、
我
又
カ
タ
ラ
ン
。
大
惠
禪
師
ノ
云
ク
、
世
間
ノ
法
ヲ
学
ス
ル
ハ
、
口
議
心
思
ヲ
用
ヒ
サ
レ

ハ
ア
タ
ワ
ズ
。
出
家世

歟

ノ
法
ヲ
学
ス
ル
ハ
、
口
議
心
思
ヲ
用
ル
ハ
遠
シ
。
口ク

チ

ニ
イハ

カ
リヒ

、
心コ

コ
ロニ

思ヲ
モ

フ
、
皆
ナ
世
間
ノ
虚
妄
也
。
佛
法
ハ
言
語

道
断
シ
、
心
行
處
滅
ス
。
是
レ
出
世
ノ
道
也
。
智
論
ニ
云
ク
、
有
念
ハ
則
魔
網
、
無
念
ハ
則
法
印
ナ
リ
。
道
人
タ
ラ
ン
人
ハ
、
能
々
思

ヒ
分
ヘ
キ
道
理
ヲ
ヤ
。

＊

　�

当と
う

処し
ょ

は
則す

な
わち

万ば
ん

境き
ょ
う

虚こ

妄も
う

の
流
れ
に
住じ

ゅ
うす

る
処と

こ
ろな

り
。
湛た

ん

然ね
ん

は
則す

な
わち

万
境
の
実ま

こ
との

性し
ょ
うな

り
。
水み

ず

動う
ご

い
て
流
れ
と
な
る
。
流
れ
の
処
、
則
ち
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水
な
り
。
誰た

れ

か
此こ

の
処
を
信
ぜ
ざ
ら
ん
。
是こ

こ
に
猶な

お
疑う

た
がわ

ば
、
我
れ
又ま

た
か（

語
）た

ら
ん
。
大だ

い

恵え

禅ぜ
ん

師じ

の
云い

わ

く
、「
世せ

間け
ん

の
法
を
学が

く

す
る
は
、

口く

議ぎ

心し
ん

思し

を
用も

ち

い
ざ
れ
ば
あ（

能
）た

わ
ず
。
出

し
ゅ
っ

世せ

の
法
を
学
す
る
は
、
口
議
心
思
を
用
い
る
は
遠と

お

し
。
口
に
い（

云
）い

、
心
に
思
う
、
皆み

な
世
間

の
虚
妄
な
り
。
仏
法
は
言ご

ん

語ご

道ど
う

断だ
ん

し
、
心し

ん

行ぎ
ょ
う

処し
ょ

滅め
つ

す
。
是こ

れ
出
世
の
道ど

う

な
り
」
と
。『
智ち

論ろ
ん

』
に
云
く
、「
有う

念ね
ん

は
則
ち
魔ま

網も
う

、
無む

念ね
ん

は

則
ち
法ほ

う

印い
ん

な
り
。
道ど

う

人に
ん

た
ら
ん
人
は
、
能よ

く

々よ
く

思
い
分わ

く
べ
き
道
理
を
や
」
と
。

＊

　�〔
我
々
が
生
き
て
い
る
〕
こ
の
世
界
は
、
数
多
く
の
嘘う

そ

・
偽い

つ
わり

が
流
れ
込
む
場
所
で
あ
る
。
動
き
が
無
け
れ
ば
や
が
て
淀よ

ど

む
、
こ
れ
は
、

全
て
の
物
に
通
じ
る
真
理
で
あ
る
。
水
が
動
け
ば
〔
、
そ
こ
に
〕
流
れ
が
生
じ
る
。
流
れ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
つ
ま
り
は
水
と
い
え
る

の
だ
。
こ
の
事
を
信
じ
な
い
人
が
、
誰
か
い
る
だ
ろ
う
か
。
ま
だ
疑
う
の
で
あ
れ
ば
、
も
う
一
つ
例
を
挙あ

げ
よ
う
。
大だ

い

慧え

〔
宗そ

う

杲こ
う

〕
禅ぜ

ん

師じ

は
、「
世
の
中
の
道ど

う

理り

を
知
る
た
め
に
は
、
書
物
を
読
み
、
思
考
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。〔
し
か
し
、〕
仏
法
の
真
理
を
知
ろ
う
と

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
思し

索さ
く

す
る
こ
と
は
〔
真
理
を
〕
遠
ざ
け
て
し
ま
う
。
口
か
ら
出
る
〔
言
葉
〕、
心
で
思
う
〔
こ
と
〕、〔
こ
れ
ら
は
〕

全
て
実
体
を
持
た
な
い
の
で
あ
る
。
仏
の
教
え
と
は
、
言
語
や
文も

ん

字じ

で
は
表
せ
な
い
ほ
ど
奥
が
深
く
、
思
想
や
概が

い

念ね
ん

で
は
理
解
す
る
こ

と
が
出
来
な
い
も
の
だ
。
こ
れ
が
、
迷
い
の
世
界
を
離
れ
て
悟さ

と

り
の
境

き
ょ
う

地ち

に
入
る
た
め
の
教
え
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
。『
大だ

い

智ち

度ど

論ろ
ん

』
に
は
、「
智ち

慧え

が
有
〔
り
過
ぎ
〕
れ
ば
差さ

別べ
つ

の
心
に
執と

ら
わ
れ
て
〔
真
実
を
見
失
っ
て
〕
し
ま
う
、
妄も

う

念ね
ん

に
執
ら
わ
れ
〔
ず
、
心

が
動ど

う

揺よ
う

し
〕
な
く
な
る
こ
と
が
真
の
教
え
で
あ
る
。
仏
道
を
学
ぶ
者
は
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
十
分
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。

＊

○�

當
處
ハ
則
萬
境
虚
妄
ノ
流
レ
ニ
住
ス
ル
處
ナ
リ
。
湛
然
ハ
則
チ
万
境
ノ
實
ノ
性
也
＝
「
虚こ

妄も
う

」
は
、【
四
】
⑨
の
語
注
に
既
出
。
い
つ
わ
り
。
真
実

と
異
な
る
こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.351

）
参
照
。

○�

大
惠
禪
師
ノ
云
ク
、
世
間
ノ
法
ヲ
学
ス
ル
ハ
、
口
議
心
思
ヲ
用
ヒ
サ
レ
ハ
ア
タ
ワ
ズ
。
出
家世

歟

ノ
法
ヲ
学
ス
ル
ハ
、
口
議
心
思
ヲ
用
ル
ハ
遠
シ
＝
「
大だ

い

恵え

禅ぜ
ん

師じ

」
は
、【
四
】
⑨
の
語
注
に
既
出
。
大だ

い

慧え

宗そ
う

杲こ
う

禅
師
（
一
〇
八
九
～
一
一
六
三
）
の
こ
と
。
圜え

ん

悟ご

克こ
く

勤ご
ん

禅
師
（
一
〇
六
三
～
一
一
三
五
）
の
法
を
嗣つ

ぐ
。

黙も
く

照し
ょ
う

禅ぜ
ん

を
批
判
す
る
一
方
、
自
ら
は
公
案
に
よ
り
修
行
者
を
指
導
し
、
看か

ん

話な

禅ぜ
ん

を
確
立
し
た
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.726

）
参
照
。

　�「
世せ

間け
ん

」
は
、【
四
】
⑨
の
語
注
に
既
出
。
こ
こ
で
は
「
出

し
ゅ
っ

世せ

間け
ん

」
に
対
す
る
意
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。「
世
の
中
。
世せ

俗ぞ
く

」
の
こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』
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（p.816

）
参
照
。

　�「
口く

議ぎ

」
は
、【
四
】
⑨
の
語
注
に
既
出
。
口
で
意
味
を
述
べ
る
こ
と
を
い
う
が
、「
書
物
を
読
み
」
と
意
訳
し
た
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
二
・p.717

、

巻
九
・p.76

）
参
照
。

　「
心し

ん

思し

」
は
、【
四
】
⑨
の
語
注
に
既
出
。
心
の
思
考
。
お
も
い
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
四
・p.942

）
参
照
。

　�「
出

し
ゅ
っ

世せ

」
は
、【
四
】
⑨
の
語
注
に
既
出
。「
出

し
ゅ
っ

世せ

間け
ん

」
の
こ
と
。
三さ

ん

界が
い

の
煩
悩
を
離
れ
て
さ
と
り
の
境

き
ょ
う

地ち

に
入
る
こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.672

）

参
照
。

○�

佛
法
ハ
言
語
道
断
シ
、
心
行
處
滅
ス
。
是
レ
出
世
ノ
道
也
＝
「
言
語
道
断
」
は
、【
四
】
⑨
の
語
注
に
既
出
。
真
理
な
い
し
は
究
極
の
境
地
は
、
口
（
言

語
）
や
文
字
（
文
章
）
で
は
と
て
も
表
し
え
な
い
ほ
ど
奥
深
い
こ
と
を
い
う
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.429

）
参
照
。

　�「
心し

ん

行ぎ
ょ
う

処し
ょ

滅め
つ

」
は
、【
四
】
⑨
の
語
注
に
既
出
。
真
理
は
奥
深
い
も
の
で
あ
っ
て
、
思
想
や
概
念
で
は
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
。「
言

語
道
断
」
と
対
に
用
い
ら
れ
る
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.765

）
参
照
。

○�

智
論
ニ
云
ク
、
有
念
ハ
則
魔
網
、
無
念
ハ
則
法
印
ナ
リ
＝
「
智ち

論ろ
ん

」
は
、【
四
】
⑩
の
語
注
に
既
出
。『
大だ

い

智ち

度ど

論ろ
ん

』
の
こ
と
。『
大だ

い

品ぼ
ん

般は
ん

若に
ゃ

経き
ょ
う』（『

摩ま

訶か

般は
ん

若に
ゃ

波は

羅ら

蜜み
つ

経き
ょ
う』）
に
対
す
る
百
巻
に
及
ぶ
註
釈
書
で
、
龍

り
ゅ
う

樹じ
ゅ

（
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
）
の
作
と
さ
れ
る
。
後こ

う

秦し
ん

の
鳩く

摩ま

羅ら

什じ
ゅ
う（

三
四
四
～
四
一
三
、三
五
〇
～

四
〇
九
と
も
）
が
漢
訳
し
た
。『
総
合
仏
教
大
辞
典
』（p.300

、p.943

）
参
照
。

　�「
有う

念ね
ん

は
則
ち
魔ま

網も
う

、
無む

念ね
ん

は
則
ち
法ほ

う

印い
ん

な
り
」
は
、「
有
念
は
即
ち
魔
網
、
無
念
は
即
ち
法
印
」
と
し
て
【
四
】
⑩
の
語
注
に
既
出
。『
大
智
度
論
』

巻
八
（T25-117c

）
に
見
え
る
。

　「
有う

念ね
ん

」
は
、【
四
】
⑩
の
語
注
に
既
出
。
智ち

慧え

を
も
っ
て
い
る
こ
と
。
差
別
の
す
が
た
に
つ
い
て
分ふ

ん

別べ
つ

す
る
心
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.86

）
参
照
。

　�「
魔ま

網も
う

」
は
、【
四
】
⑩
の
語
注
に
既
出
。
魔
に
惑ま

ど

わ
さ
れ
た
た
め
に
生
じ
て
い
る
も
の
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.1282

）
参
照
。

　�「
無む

念ね
ん

」
は
、【
四
】
⑩
の
語
注
に
既
出
。
妄も

う

念ね
ん

の
な
い
こ
と
。
と
ら
わ
れ
な
い
正
し
い
念ね

ん

慮り
ょ

。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.1343

）
参
照
。

　�「
法ほ

う

印い
ん

」
は
、【
四
】
⑩
の
語
注
に
既
出
。
真
理
の
し
る
し
。
仏
の
教
え
の
し
る
し
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.1228

）
参
照
。

○�

道
人
タ
ラ
ン
人
ハ
、
能
々
思
ヒ
分
ヘ
キ
道
理
ヲ
ヤ
＝
「
道ど

う

人に
ん

」
は
、【
四
】
⑩
の
語
注
に
既
出
。
修
行
に
つ
と
め
る
人
。
仏
道
を
学
ぶ
人
。『
仏
教
語

大
辞
典
』（p.1016

）
参
照
。

124

圓福寺開山　法身性西和尚集



⑧�

法
心
房
ノ
上
人
ノ
仏
法
ノ
心
地
ヲ
得
シ
、
文
字
ニ
ヨ
ラ
ス
。
偏
ニ
志
ノ
深
キ
ニ
ア
リ
。
彼
ノ
跡ア

ト

、
尤
モ
シ
タ
フ
ヘ
シ
。
愚
鈍
ノ
身
也
、

ト
カ
ヘ
リ
ミ
テ
、
大
乗
ノ
修
行
ヲ
退
ス
ヘ
カ
ラ
ス
。

＊

　�
法ほ

っ

心し
ん

房ぼ
う

の
上

し
ょ
う

人に
ん

の
仏ぶ

っ

法ぽ
う

の
心し

ん

地ち

を
得え

し
、
文も

ん

字じ

に
よ（

依
）ら

ず
。
偏ひ

と
えに

志
こ
こ
ろ
ざ
しの

深
き
に
あ
り
。
彼か

の
跡あ

と

、
尤も

っ
とも

し（
慕
）た

う
べ
し
。「
愚ぐ

鈍ど
ん

の
身
な
り
」

と
か（
　省
　）
え
り
み
て
、
大だ

い

乗じ
ょ
うの

修
行
を
退た

い

す
べ
か
ら
ず
。

＊

　�

法ほ
っ

心し
ん

禅ぜ
ん

師じ

が
仏ぶ

っ

性し
ょ
うを

自じ

覚か
く

す
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
学
問
の
知ち

識し
き

や
素そ

養よ
う

に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
た
だ
、〔
仏ぶ

つ

道ど
う

成じ
ょ
う

就じ
ゅ

を
〕
心

の
底
か
ら
願
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
足
跡
は
、
本
当
に
手
本
と
す
る
べ
き
も
の
だ
。「〔
自
分
は
〕
無む

智ち

で
あ
り
、
愚お

ろ

か
で
あ
る
」
と

い
う
こ
と
を
自じ

覚か
く

し
、
自じ

利り

利り

他た

の
実じ

っ

践せ
ん

を
疎お

ろ
そか

に
し
て
は
い
け
な
い
。

＊

○�

法
心
房
ノ
上
人
ノ
仏
法
ノ
心
地
ヲ
得
シ
、
文
字
ニ
ヨ
ラ
ス
。
偏
ニ
志
ノ
深
キ
ニ
ア
リ
。
彼
ノ
跡
、
尤
モ
シ
タ
フ
ヘ
シ
＝
「
跡あ

と

」
は
、【
四
】
⑪
の
語

注
に
既
出
。
あ
し
あ
と
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
十
・p.912

）
参
照
。

○�

愚
鈍
ノ
身
也
、
ト
カ
ヘ
リ
ミ
テ
、
大
乗
ノ
修
行
ヲ
退
ス
ヘ
カ
ラ
ス
＝
「
愚ぐ

鈍ど
ん

」
は
【
四
】
⑪
の
語
注
に
既
出
。
愚お

ろ

か
で
に
ぶ
い
こ
と
。『
仏
教
語
大

辞
典
』（p.278

）
参
照
。

⑨�

東
福
寺
ノ
開
山
、
一
眼
ナ
リ
キ
労

イ
タ
ワ
リニ
ヨ
リ
テ
、
盲メ

シ
イヲ
ハ
シ
マ
シ
ケ
ル
時
、
松
嶋
ヨ
リ
法
心
房
ノ
上
人
、
一
首
ヲ
送
リ
進
ス
。

　
　
本
来
ノ
面
目
得エ

タ
ラ
ハ
水
母
殿
、
蝦エ

ビ

ノ
眼
ハ
用
事
ナ
カ
リ
ケ
リ
ヤ
ナ
。

　
是
レ
ヲ
世
間
ノ
人
ヲ
カ
シ
ク
思
ヘ
リ
。
開
山
ハ
ホ
メ
ラ
レ
ケ
リ
。
心
地
ア
ル
哥
也
。

＊

　�

東と
う

福ふ
く

寺じ

の
開か

い

山さ
ん

、
一い

ち

眼が
ん

な
り
き
労い

た
わり

に
よ
り
て
、
盲

め
し
い

お（
御
座
）わ

し
ま
し
け
る
時
、
松ま

つ

島し
ま

よ
り
法ほ

っ

心し
ん

房ぼ
う

の
上

し
ょ
う

人に
ん

、
一い

っ

首し
ゅ

を
送
り
進し

ん

ず
。

　
　「
本ほ

ん

来ら
い

の
面め

ん

目も
く

得え

た
ら
ば
水く

ら
げ母

殿ど
の

、
蝦え

び

の
眼ま

な
こは

用
事
な
か
り
け
り
や
な
」

　�

是こ

れ
を
世せ

間け
ん

の
人
お
か
し
く
思お

も

え
り
。
開
山
は
ほ（

讃
）め

ら
れ
け
り
。
心し

ん

地ち

あ（
有
）る

歌
な
り
。
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＊

　�

東と
う

福ふ
く

寺じ

の
開か

い

山さ
ん

〔
・
円え

ん

爾に

禅ぜ
ん

師じ

〕
が
右み

ぎ

眼め

を
患わ

ず
らい

失し
つ

明め
い

さ
れ
た
時
、
松ま

つ

島し
ま

の
法ほ

っ

心し
ん

禅ぜ
ん

師じ

か
ら
和わ

歌か

一い
っ

首し
ゅ

が
届
い
た
。

　「
本ほ

ん

来ら
い

の
面め

ん

目も
く

得え

た
ら
ば
水く

ら
げ母

殿ど
の

、
蝦え

び

の
眼ま

な
こは

用よ
う

事じ

な
か
り
け
り
や
な
」

　�
世
の
中
の
人
た
ち
は
〔
、「
妙み

ょ
うな

和
歌
だ
」
と
〕
笑
っ
た
が
、
開
山
〔
・
円
爾
禅
師
〕
は
「
仏ぶ

っ

性し
ょ
うの

本
質
を
明
ら
か
に
し
た
〔
、
素
晴

ら
し
い
〕
歌
だ
」
と
褒ほ

め
讃た

た

え
た
。

＊

○�

東
福
寺
ノ
開
山
、
一
眼
ナ
リ
キ
労
ニ
ヨ
リ
テ
、
盲
ヲ
ハ
シ
マ
シ
ケ
ル
時
、
松
嶋
ヨ
リ
法
心
房
ノ
上
人
、
一
首
ヲ
送
リ
進
ス
＝
「
東と

う

福ふ
く

寺じ

」
は
、
京
都

市
東ひ

が
し

山や
ま

区
本ほ

ん

町ま
ち

に
あ
り
、
山
号
を
「
慧え

日に
ち

山さ
ん

」
と
い
い
、
円え

ん

爾に

禅ぜ
ん

師じ

（
※
次
々
項
「
東
福
寺
の
開
山
」
参
照
）
を
開
山
と
す
る
。
摂せ

っ

政し
ょ
う

関か
ん

白ぱ
く

・
九く

条じ
ょ
う

道み
ち

家い
え

公

（
一
一
九
三
～
一
二
五
二
）
の
発ほ

つ

願が
ん

に
よ
る
創
建
。
事
業
は
嘉か

禎て
い

二
年
（
一
二
三
六
）
に
始
ま
り
、
建け

ん

長ち
ょ
う

七
年
（
一
二
五
五
）
の
落
成
ま
で
十
九
年
を
要
し
た
。

「
東
福
」
の
寺
号
は
、
奈
良
の
「
東と

う

大だ
い

寺じ

」
と
「
興こ

う

福ふ
く

寺じ

」
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
一
字
を
と
っ
て
命
名
さ
れ
た
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.940

）
参
照
。

　�「
開か

い

山さ
ん

」
は
、「
一
寺
を
開
い
た
僧
。
寺
院
の
初
代
住
職
」
の
こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.170

）
参
照
。

　�「
東
福
寺
の
開
山
」
は
、
円
爾
禅
師
（
一
二
〇
二
～
八
〇
）
の
こ
と
。
駿す

る

河が

（
現
在
の
静
岡
県
）
の
人
。
は
じ
め
天
台
教
学
を
学
び
、
十
八
歳
の
時
に
園お

ん

城じ
ょ
う

寺じ

（
三み

井い

寺で
ら

、
滋
賀
県
大お

お

津つ

市
）
で
出
家
し
、
東
大
寺
で
登と

う

壇だ
ん

受じ
ゅ

戒か
い

し
た
。
明み

ん

庵な
ん

栄よ
う

西さ
い

禅
師
（「
み
ょ
う
あ
ん
え
い
さ
い
」
と
も
・
一
一
四
一
～
一
二
一
五
）
の
高
弟
、

退た
い

耕こ
う

行ぎ
ょ
う

勇ゆ
う

禅
師
（
一
一
六
三
～
一
二
四
一
）・
釈

し
ゃ
く

円え
ん

栄え
い

朝ち
ょ
う

禅
師
（
一
一
六
五
～
一
二
四
七
）
に
つ
い
て
禅
を
学
び
、
嘉か

禎て
い

元
年
（
一
二
三
五
）
に
入に

っ

宋そ
う

。
痴ち

絶ぜ
つ

道ど
う

冲ち
ゅ
う

禅
師
（
一
一
六
九
～
一
二
五
〇
）・
笑

し
ょ
う

翁お
う

妙み
ょ
う

堪た
ん

禅
師
（
一
一
七
七
～
一
二
四
八
）・
石せ

き

田で
ん

法ほ
う

薫く
ん

禅
師
（
一
一
七
一
～
一
二
四
五
）
な
ど
に
歴れ

き

参さ
ん

の
後
、
無ぶ

準じ
ゅ
ん

師し

範ぱ
ん

禅

師
（「
む
じ
ゅ
ん
し
は
ん
」
な
ど
と
も
・
一
一
七
八
～
一
二
四
九
）
の
法
を
嗣つ

い
だ
。
仁に

ん

治じ

二
年
（
一
二
四
一
）
に
帰
国
し
、
筑ち

く

前ぜ
ん

博は
か

多た

（
現
在
の
福
岡
県
）
の
崇そ

う

福ふ
く

寺じ

・
承

じ
ょ
う

天て
ん

寺じ

で
禅
を
説
い
た
が
、
九
条
道
家
公
の
招
き
で
京
に
赴お

も
むき

、
東
福
寺
の
開
山
と
な
る
。
正

し
ょ
う

和わ

元
年
（
一
三
一
二
）、
聖
一
国
師
と
諡

お
く
り
なさ

れ
た
。

『
禅
学
大
辞
典
』（p.115

）
参
照
。

　�「
労い

た
わり

」
は
、
前
述
、
②
の
語
注
に
「
殊こ

と

な
る
労
り
」
と
し
て
既
出
。
病や

ま
いの

意
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
二
・p.403

）
参
照
。

　�「
盲め

し
い」

は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
①
め
く
ら
。
㋑
め
し
い
。
目
に
眸ぼ

う

子し

な
く
、
色
相
を
見
る
視
力
の
な
い
こ
と
。
又
、
そ
の
者
」（
巻
八
・p.159

）
と

あ
る
。

　「
松ま

つ

島し
ま

よ
り
法ほ

っ

心し
ん

房ぼ
う

の
上

し
ょ
う

人に
ん

」
と
あ
る
の
み
で
、「
円え

ん

福ぷ
く

寺じ

」「
延え

ん

福ぷ
く

寺じ

」
な
ど
の
具
体
的
な
寺
院
名
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
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　�

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
公
開
さ
れ
て
い
る
『
聖

し
ょ
う

一い
ち

国こ
く

師し

年ね
ん

譜ぷ

』、
建け

ん

長ち
ょ
う

四
年
（
一
二
五
二
）
の
項
に
、「
嵯
峨
上
皇
詔
入
内
。
師

有
眼
疾
而
辭
（
嵯さ

峨が

上じ
ょ
う

皇こ
う

、
詔

み
こ
と
の
りし
て
内だ

い

に
入
る
。
師
、
眼が

ん

疾し
つ

有
り
て
辞
す
）」
と
あ
り
、
建
長
五
年
（
一
二
五
三
）
の
項
に
、「
師
右
眼
失
明
（
師
、
右
眼
、
明
り
を
失
う
）」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
手
紙
も
こ
の
時
期
の
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
。

○�
本
来
ノ
面
目
得
タ
ラ
ハ
水
母
殿
、
蝦
ノ
眼
ハ
用
事
ナ
カ
リ
ケ
リ
ヤ
ナ
＝
「
本ほ

ん

来ら
い

の
面め

ん

目も
く

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
本ほ

ん

分ぶ
ん

事の
じ

・
本ほ

ん

分ぶ
ん
の

田で
ん

地ち

・
本ほ

ん

地じ
の

風ふ
う

光こ
う

な
ど
と
も
い
い
、
各
人
が
本
来
具そ

な

え
て
い
る
真
実
の
す
が
た
」（p.1169

）
と
あ
り
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
本
来
の
か
お
か
た
ち
、
の
意
で
、

本
来
の
自
己
を
さ
す
。
人
間
の
真
実
の
す
が
た
。
あ
り
の
ま
ま
の
す
が
た
。
禅
宗
で
い
う
」（p.1267

）
と
あ
る
。

　�「
水く

ら
げ母

と
蝦え

び

」
に
つ
い
て
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
水
母
目
蝦
（
す
い
ぼ
か
を
め
と
す
）」（
巻
六・p.879

）
と
立
項
さ
れ
て
お
り
、「
水
母
は
耳
目
が
無
く
、

蝦
を
随し

た
がえ

て
目
と
す
る
こ
と
を
い
う
」
と
あ
る
。「
水
母
目
蝦
」
の
出
典
は
『
文も

ん

選ぜ
ん

』「
江

こ
う
の

賦ふ

」
で
、
次
項
⑩
に
載
せ
る
。

⑩�

古
人
ノ
云
ク
、
水ク

ラ
ケ母
食
ヲ
求
ル
ニ
、

毎 毎

蝦
ヲ
借カ

リ
テ
目
ト
ス
、
ト
云
リ
。
ク
ラ
ゲ
目
ナ
キ
マ
マ
ニ
蝦エ

ヒ

ト
ツ
レ
テ
、
彼
ノ
目
ヲ
借
テ
食
ヲ

求
ル
事
也
。
本
来
ノ
面
目
ア
ラ
ハ
、
此
ノ
四
大
和
合
ノ
假
ノ
眼
ナ
ニ
カ
セ
ン
。
假
ノ
物
也
。
ト
ヨ
メ
ル
ニ
ヤ
。
實
ニ
心
ア
ル
和
哥
也
。

＊

　�

古こ

人じ
ん

の
云い

わ

く
、「
水く

ら
げ母
の
食し

ょ
くを
求も

と

む
る
に
、
海え

蝦び

を
借
り
て
目
と
す
」
と
云い

え
り
。
く（

水
母
）

ら
げ
、
目
な（

無
）き
ま
ま
に
蝦え

び

と
つ（

連
）れ
て
、
彼か

の
目

を
借
り
て
食
を
求
む
る
事
な
り
。「
本ほ

ん

来ら
い

の
面め

ん

目も
く

あ
ら
ば
、
此こ

の
四し

大だ
い

和わ

合ご
う

の
仮か

り

の
眼

ま
な
こ

な（
何
）に
か
せ
ん
。
仮
の
物も

の

な
り
」
と
よ（

読
）め
る
に
や
。

実ま
こ
とに
心

こ
こ
ろ

あ（
有
）る
和わ

歌か

な
り
。

＊

　�

昔
の
人
〔・郭か

く

璞は
く

〕
は
〔『
文も

ん

選ぜ
ん

』「
江こ

う

賦の
ふ

」
に
〕、「
水く

ら
げ母
は
餌え

さ

を
捕つ

か

ま
え
る
の
に
、
海え

蝦び

の
目
を
借
り
る
」
と
記
し
て
い
る
。〔
こ
れ
は
、〕

水
母
に
は
目
が
な
い
が
、〔
目
が
あ
る
〕
海
蝦
と
一
緒
に
い
る
こ
と
で
、〔
あ
た
か
も
〕
海
蝦
の
目
を
借
り
〔
る
か
の
よ
う
に
〕、
餌
を
捕

ま
え
る
こ
と
を
言
う
。「
悟さ

と

り
を
得え

た
〔
貴あ

な
た方
〕
な
ら
ば
、
物ぶ

っ

質し
つ

的て
き

な
眼め

は
無
く
て
も
問
題
な
い
で
し
ょ
う
」
と
も
解か

い

釈し
ゃ
くで
き
る
。
実
に
、

思
い
や
り
に
溢あ

ふ

れ
た
和わ

歌か

で
あ
る
。

＊

○�

古
人
ノ
云
ク
、
水
母
食
ヲ
求
ル
ニ
、
毎

蝦
ヲ
借
リ
テ
目
ト
ス
、
ト
云
リ
＝
「
古こ

人じ
ん

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
①
昔
の
人
」（
巻
二
・p.734

）
と
あ
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る
が
、
こ
こ
で
は
郭か

く

璞は
く

（
二
七
六
～
三
二
四
）
の
こ
と
。「
郭
璞
」
は
、
西せ

い

晋し
ん・東と
う

晋し
ん

、
聞ぶ

ん

喜き

県
の
人
。
字あ

ざ
なは
景け

い

純じ
ゅ
ん。
博
学
高
才
で
、
東
晋
の
元げ

ん

帝て
い

（
二
七
六

～
三
二
三
）
に
重
用
さ
れ
て
著ち

ょ

作さ
く

郎ろ
う

に
任
じ
ら
れ
、
つ
い
で
尚

し
ょ
う

書し
ょ

郎ろ
う

に
遷う

つ

る
。
後
、
王お

う

敦と
ん

（
二
六
六
～
三
二
四
）
の
謀む

反ほ
ん

を
占
っ
て
凶
と
断
じ
た
た
め
殺

さ
れ
た
。『
爾じ

雅が

』、『
楚そ

辞じ

』、『
山せ

ん

海が
い

経き
ょ
う』
な
ど
を
注
し
た
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
十
一
・p.266

）
参
照
。

○�
本
来
ノ
面
目
ア
ラ
ハ
、
此
ノ
四
大
和
合
ノ
假
ノ
眼
ナ
ニ
カ
セ
ン
。
假
ノ
物
也
。
ト
ヨ
メ
ル
ニ
ヤ
。
實
ニ
心
ア
ル
和
哥
也
＝
「
四し

大だ
い

和わ

合ご
う

」
は
、『
仏

教
語
大
辞
典
』
に
「
す
べ
て
の
も
の
は
、
地
（
堅け

ん

固ご

の
性
質
）・
水
（
潤う

る
おう
性
質
）・
火
（
熱
の
性
質
）・
風
（
動ど

う

揺よ
う

の
性
質
）
と
い
う
四
つ
の
元
素
の
集
ま
り
で

あ
る
と
い
う
思
想
。
人
間
も
同
様
で
あ
る
と
考
え
る
」（p.527

）
と
あ
る
。

⑪
又
或
時
ノ
哥
ニ
ハ
、

　
　
足
ナ
ク
テ
雲
ノ
走
ル
モ
ア
ヤ
シ
キ
ニ
、
何
ヲ
フ
マ
ヘ
テ
霞
立タ

ツ

ラ
ン
。

　
是
モ
イ
ミ
シ
キ
哥
也
。
万
法
ノ
其
レ
實
ナ
ク
シ
テ
、
運
爲
ス
ル
心
ナ
ル
ヲ
ヤ
。

＊

　
又ま

た
、
或あ

る
時と

き

の
歌
に
は
、

　
　「
足
な
く
て
、
雲
の
走
る
も
あ
や
し
き
に
、
何
を
ふ（

踏
）ま

え
て
霞

か
す
み

立た

つ
ら
ん
」

　
是こ

れ
も
い（

忌
）み

じ
き
歌
な
り
。
万ま

ん

法ぽ
う

の
其そ

れ
、
実ま

こ
とな

く
し
て
、
運う

ん

為い

す
る
心
な
る
を
や
。

＊

　
あ
る
時
の
〔
も
う
一
つ
の
〕
和わ

歌か

は
、

　�「
足
な
く
て
、
雲
の
走
る
も
あ
や
し
き
に
、
何
を
踏ふ

ま
え
て
霞

か
す
み

立
つ
ら
ん
（
足
が
な
い
の
に
「
雲
が
走
る
」
と
い
う
の
は
不
思
議
な
も
の
だ
し
、「
霞
が

立
つ
」
と
い
う
の
も
、
一
体
何
を
踏
ん
で
「
立
つ
」
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
）」

　
と
い
う
も
の
で
、
こ
れ
も
素
晴
ら
し
い
和
歌
で
あ
る
。

　�

あ
ら
ゆ
る
事
象
は
〔
こ
の
和
歌
で
詠よ

ま
れ
て
い
る
よ
う
に
〕
実
体
が
な
く
、〔「
何
か
を
し
よ
う
」
と
い
う
〕
意
識
も
な
い
の
に
起
こ
っ

て
い
る
で
は
な
い
か
。

＊
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○�

万
法
ノ
其
レ
實
ナ
ク
シ
テ
、
運
爲
ス
ル
心
ナ
ル
ヲ
ヤ
＝
「
万ま

ん

法ぽ
う

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
①
一
法
の
対
。
あ
ら
ゆ
る
事
物
。
一
切
の
存
在
。

諸
法
。
万ば

ん

有ゆ
う

一い
っ

切さ
い

。
②
現
象
と
な
っ
て
現
わ
れ
た
真
理
」（p.1286

）
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
①
の
意
。

　�「
運う

ん

為い

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
運4

作
行
為4

の
略
。
行
為
・
動
作
」（p.95

）
と
あ
る
。

⑫�

又
、
近
來
行
來
ノ
諸
寺
ノ
長
老
入
滅
、
イ
ヅ
レ
モ
目
出
ク
聞
侍
キ
。
具
ニ
注
ス
ル
ニ
ア
タ
ハ
ス
。
皆
ナ
シ
リ
ア
エ
リ
。
是
ヲ
ノ
ヘ
ツ
。

近
代
諸
寺
長
老
ノ
事
ハ
、
當
代
ナ
レ
ハ
人
皆
ナ
シ
レ
リ
。
仍
不
記
之
ヲ
。
大
覚
禪
師
、
聖
一
和
尚
、
仏
光
禪
師
、
仏
眼
禪
師
、
無
関
國

師
ノ
辞
頌
等
在
之
。
追
可
記
之
歟
。

＊

　�

又ま

た
、
近き

ん

来ら
い

行ゆ

き
来き

の
諸し

ょ

寺じ

の
長

ち
ょ
う

老ろ
う

入に
ゅ
う

滅め
つ

、
い（

何
）ず

れ
も
目め

出で

た
く
聞き

こ
え
侍は

べ

り
き
。
具つ

ぶ
さに

注ち
ゅ
うす

る
に
あ（

能
）た

わ
ず
。
皆み

な
し（

知
）り

あ（
合
）え

り
。

是こ

れ
を
の（

述
）べ

ず
。
近
代
諸
寺
長
老
の
事
は
、
当と

う

代だ
い

な
れ
ば
人
皆
な
し（

知
）れ

り
。
仍よ

っ
て
之こ

れ
を
記
さ
ず
。
大だ

い

覚か
く

禅ぜ
ん

師じ

、
聖

し
ょ
う

一い
ち

和お

尚し
ょ
う、

仏ぶ
っ

光こ
う

禅
師
、
仏ぶ

つ

眼げ
ん

禅
師
、
無む

関か
ん

禅
師
の
辞じ

頌じ
ゅ

等
之
れ
在あ

り
。
追
っ
て
之
れ
を
記
す
べ
き
か
。

＊

　�

そ
れ
と
は
別
の
話
に
な
る
が
、
近
頃
、
親
交
の
あ
る
各
寺
院
の
住
持
の
死
は
、
ど
れ
も
こ
れ
も
大
変
立
派
な
も
の
だ
っ
た
と
聞
こ
え
て

く
る
。〔
し
か
し
、〕事こ

と

細こ
ま

か
く
記
録
す
る
に
値あ

た
いし
な
い
。そ
れ
ぞ
れ
の
こ
と
は
、よ
く
知
っ
て
い
る
。〔
あ
え
て
〕述

じ
ゅ
っ

懐か
い

す
る
こ
と
は
な
い
。

最
近
の
各
寺
院
の
住
持
に
つ
い
て
は
、
今
の
時
代
の
こ
と
な
の
で
誰
も
が
知
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
書
き
残
さ
な
い
の
だ
。
大だ

い

覚か
く

禅ぜ
ん

師じ

〔・

蘭ら
ん

渓け
い

道ど
う

隆り
ゅ
う〕、
聖

し
ょ
う

一い
ち

国こ
く

師し

〔
・
円え

ん

爾に

〕、
仏ぶ

っ

光こ
う

禅
師
〔
・
無む

学が
く

祖そ

元げ
ん

〕、
仏ぶ

つ

源げ
ん

禅
師
〔
・
大だ

い

休き
ゅ
う

正し
ょ
う

念ね
ん

〕、〔
仏ぶ

っ

心し
ん

禅
師
・
〕
無む

関か
ん

〔
普ふ

門も
ん

〕
禅

師
の
辞じ

世せ
い

の
句
等
が
あ
る
。
い
ず
れ
、
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
も
書
き
留
め
た
ほ
う
が
よ
い
だ
ろ
う
か
。

＊

○�

近
代
諸
寺
長
老
ノ
事
ハ
、
當
代
ナ
レ
ハ
人
皆
ナ
シ
レ
リ
。
仍
不
記
之
ヲ
＝
「
当と

う

代だ
い

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
①
其
の
時
代
。
②
今
の
主
人
の
代
。

③
今
の
世
。
現
代
」（
巻
七
・p.1130

）
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
③
の
意
。

○�

大
覚
禪
師
、
聖
一
和
尚
、
仏
光
禪
師
、
仏
眼
禪
師
、
無
関
國
師
ノ
辞
頌
等
在
之
。
追
可
記
之
歟
＝
「
大だ

い

覚か
く

禅ぜ
ん

師じ

」
は
、
蘭ら

ん

渓け
い

道ど
う

隆り
ゅ
う

禅
師
（
一
二
一
三
～

七
八
）
の
こ
と
。
蜀し

ょ
く（

現
在
の
四し

川せ
ん

省し
ょ
う）
出
身
。
臨り

ん

済ざ
い

宗し
ゅ
う

楊よ
う

岐ぎ

派は

松し
ょ
う

源げ
ん

派は

。
無ぶ

準じ
ゅ
ん

師し

範ぱ
ん

禅
師
（「
む
じ
ゅ
ん
し
は
ん
」
な
ど
と
も
。
前
述
、
①
の
語
注
参
照
）・
痴ち

絶ぜ
つ
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道ど
う

冲ち
ゅ
う

禅
師
（
一
一
六
九
～
一
二
五
〇
）・
北ほ

っ

礀か
ん

居こ

簡か
ん

禅
師
（「
き
ょ
か
ん
」
と
も
・
一
一
六
四
～
一
二
四
六
）
な
ど
を
訪
ね
、
無む

明み
ょ
う

慧え

性し
ょ
う

禅
師
（
一
一
六
二
～
一
二
三
七
）

に
参
じ
て
そ
の
法
を
嗣つ

い
だ
。
寛か

ん

元げ
ん

四
年
（
一
二
四
六
）
に
来
朝
し
、
北ほ

う

条じ
ょ
う

時と
き

頼よ
り

公
（
一
二
二
七
～
六
三
）
の
帰き

依え

を
う
け
、
建け

ん

長ち
ょ
う

五
年
（
一
二
五
三
）、
建

長
寺
の
開
山
と
な
る
。
弘こ

う

安あ
ん

元
年
（
一
二
七
八
）
七
月
二
十
四
日
示じ

寂じ
ゃ
く。
示
寂
後
、
亀か

め

山や
ま

上じ
ょ
う

皇こ
う

（
一
二
四
九
～
一
三
〇
五
）
よ
り
大
覚
禅
師
の
諡し

号ご
う

を
受
け

た
が
、
こ
れ
が
日
本
禅
師
号
の
は
じ
め
と
い
わ
れ
る
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.944

）
参
照
。
瑞ず

い

巌が
ん

寺じ

に
伝
わ
る
『
天て

ん

台だ
い

由ゆ
い

緒し
ょ

記き

』（
文ぶ

ん

明め
い

二
年
〈
一
四
七
〇
〉

筆
写
）
は
、「
松

し
ょ
う

島と
う

青せ
い

龍り
ゅ
う

山ざ
ん

円え
ん

福ぷ
く

禅ぜ
ん

寺じ

前ぜ
ん

住じ
ゅ
う

記き

」
の
中
で
大
覚
禅
師
の
名
を
法
身
禅
師
の
次
に
記
し
、『
松

し
ょ
う

島と
う

山ざ
ん

円え
ん

福ぷ
く

禅ぜ
ん

寺じ

住じ
ゅ
う

持じ

次し

第だ
い

』（
慶け

い

長ち
ょ
う

四
年

〈
一
五
九
九
〉）
も
『
天
台
由
緒
記
』
と
同
じ
く
、
大
覚
禅
師
の
名
を
法
身
禅
師
の
次
に
記
す
。
又
、『
住
持
次
第
』
に
は
、「
開
山・法
身
和
尚
」「
開
山・

大
覚
禅
師
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
二
人
が
共
に
開
山
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
。

　�「
聖

し
ょ
う

一い
ち

和お

尚し
ょ
う」
は
、
円え

ん

爾に

禅
師
（
一
二
〇
二
～
八
〇
）
の
こ
と
。
前
述
、
⑨
の
語
注
「
東
福
寺
の
開
山
」
に
既
出
。
無
準
禅
師
の
法は

っ

嗣す

。
東
福
寺
の
開
山

と
な
り
、
示
寂
後
、
聖
一
国
師
と
諡

お
く
り
なさ
れ
た
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.115

）
参
照
。

　�「
仏ぶ

っ

光こ
う

禅
師
」
は
、
無む

学が
く

祖そ

元げ
ん

禅
師
（
一
二
二
六
～
八
六
）
の
こ
と
。
臨り

ん

済ざ
い

宗し
ゅ
う

楊よ
う

岐ぎ

派は

破は

庵あ
ん

派は

。
明め

い

州し
ゅ
う（

現
在
の
浙せ

っ

江こ
う

省し
ょ
う）
出
身
。
北
礀
禅
師
を
礼
し
て
出

家
し
、
後
、
無
準
禅
師
に
参
じ
て
法
を
嗣
ぐ
。
弘こ

う

安あ
ん

二
年
（
一
二
七
九
）、
北ほ

う

条じ
ょ
う

時と
き

宗む
ね

（
一
二
五
一
～
八
四
）
の
招

し
ょ
う

請せ
い

に
よ
り
来
朝
し
、
鎌
倉
・
建
長
寺
に

住
し
た
。
弘
安
五
年
（
一
二
八
二
）、
円え

ん

覚が
く

寺じ

の
開
山
と
な
る
。
示
寂
後
、
仏
光
禅
師
と
諡
さ
れ
、
後
、
円え

ん

満ま
ん

常じ
ょ
う

照し
ょ
う

国
師
号
を
賜た

ま
わわ

っ
た
。『
禅
学
大
辞

典
』（p.767

）
参
照
。

　�「
仏ぶ

つ

眼げ
ん

禅
師
」
は
、
無む

門も
ん

慧え

開か
い

禅
師
（
一
一
八
三
～
一
二
六
〇
）
の
こ
と
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.91

）
に
、「
杭こ

う

州し
ゅ
う

銭せ
ん

塘と
う

県け
ん

（
現
在
の
浙せ

っ

江こ
う

省し
ょ
う）
出
身
。
月げ

つ

林り
ん

師し

観か
ん

禅
師
（
一
一
四
三
～
一
二
一
七
）
の
法
嗣
。『
無む

門も
ん

関か
ん

』
を
著
す
。
理り

宗そ
う

に
法
要
を
説
き
、
雨あ

ま

乞ご

い
の
祈き

祷と
う

を
な
し
、
そ
の
功
に
よ
り
金き

ん

襴ら
ん

の
法ほ

う

衣え

と

仏
眼
禅
師
の
号
を
賜
わ
っ
た
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
土つ

ち

屋や

有ゆ
り

里こ

子
氏
は
『
無む

住じ
ゅ
うと
日に

っ

中ち
ゅ
う

渡と

航こ
う

僧そ
う

―
三さ

ん

学が
く

の
欣き

ん

慕ぼ

と
宋
代
仏
教
』（
国
文
学
研
究

一
九
〇
、二
〇
二
〇・
三
）
の
中
で
、「
無
住
と
は
直
接
面
識
も
な
く
、
遥
か
異
国
で
早
く
に
没
し
た
無
門
慧
開
が
『
近
代
諸
寺
の
長
老
』
に
入
る
こ
と
に

違
和
感
が
あ
る
」
と
述
べ
、「
仏
眼
禅
師
」
は
「
仏ぶ

つ

源げ
ん

禅
師
・
大だ

い

休き
ゅ
う

正し
ょ
う

念ね
ん

禅
師
（
一
二
一
五
～
八
九
）」
の
誤
り
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
大
休
正

念
禅
師
は
、
同
じ
く
『
禅
学
大
辞
典
』（p.575

）
に
、「
温お

ん

州し
ゅ
う（

現
在
の
浙
江
省
）
永え

い

嘉か

の
人
。
初
め
、
霊れ

い

隠い
ん

寺じ

・
東と

う

谷こ
く

妙み
ょ
う

光こ
う

禅
師
（
？
～
一
二
五
三
）
に
学

び
、
後
、
石し

っ

渓け
い

心し
ん

月げ
つ

禅
師
（
？
～
一
二
五
四
）
の
法
を
嗣
ぐ
。
南
宋
の
咸か

ん

淳じ
ゅ
ん

五
年
（
一
二
六
九
）
に
来
朝
し
、
北
条
時
宗
の
帰
依
を
受
け
、
鎌
倉
の
浄

じ
ょ
う

智ち

寺じ

を
開
き
、
禅ぜ

ん

興こ
う

寺じ

・
寿じ

ゅ

福ふ
く

寺じ

・
建
長
寺
に
住
す
。
正

し
ょ
う

応お
う

元
年
（
一
二
八
八
）、
円
覚
寺
に
住
し
、
翌
年
十
一
月
示
寂
。
仏
源
禅
師
と
諡
さ
れ
た
」
と

あ
る
。
没
年
の
並
び
か
ら
も
「
仏
眼4

禅
師
」
は
「
仏
源4

禅
師
」
の
誤
り
で
あ
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、
本
稿
も
土
屋
氏
の
論
に
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倣な
ら

い
、
意
訳
は
「
仏
源
禅
師
」
と
改
め
た
。

　�「
無む

関か
ん

禅
師
」
は
、
無む

関か
ん

普ふ

門も
ん

禅
師
（
一
二
一
二
～
九
一
）
の
こ
と
。
信し

な
の濃

（
現
在
の
長
野
県
）
の
人
。
七
歳
の
時
、
越え

ち

後ご

（
現
在
の
新
潟
県
）
正

し
ょ
う

円え
ん

寺じ

の
寂

じ
ゃ
く

円え
ん

（
生

没
年
不
詳
）
に
つ
き
、
十
三
歳
で
剃て

い

髪は
つ

・
出
家
、
十
九
歳
の
時
に
上こ

う

野ず
け

（
現
在
の
群
馬
県
）
長

ち
ょ
う

楽ら
く

寺じ

の
釈

し
ゃ
く

円え
ん

栄え
い

朝ち
ょ
う

禅
師
（
一
一
六
五
～
一
二
四
七
）
よ
り
菩ぼ

薩さ
つ

戒か
い

を
受
け
、
顕け

ん

密み
つ

二
教
を
習
っ
た
。
後
、
上
洛
し
て
円
爾
禅
師
に
参
じ
、
そ
の
法
を
嗣
ぐ
。
建け

ん

長ち
ょ
う

三
年
（
一
二
五
一
）
入に

っ

宋そ
う

し
、
断だ

ん

橋き
ょ
う

妙み
ょ
う

倫り
ん

禅
師
（
一
二
〇
一

～
六
一
）
ら
に
参
じ
、
在
宋
十
二
年
の
の
ち
帰
朝
。
亀
山
上
皇
の
帰き

依え

を
受
け
、
南な

ん

禅ぜ
ん

寺じ

の
開
山
と
な
っ
た
。
示
寂
後
、
仏ぶ

っ

心し
ん

禅
師
と
諡
さ
れ
、
後
、

大だ
い

明み
ん

国
師
号
を
賜
わ
っ
た
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.1098

）、『
日
本
仏
教
人
名
辞
典
』（p.750

）
参
照
。

　�「
辞じ

頌じ
ゅ

」
は
、
使
用
し
た
辞
書
に
は
見
え
な
い
語
だ
が
、
文
脈
か
ら
推
察
す
る
に
「
辞4

世
の
頌4

」
の
略
。
前
述
、
②
に
「
侍
者
に
辞
世
の
頌
を
か（

書
）か

す
」

と
あ
る
。「
頌
」
は
、
偈げ

頌じ
ゅ

と
も
い
い
、
詩し

の
こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.642

）
参
照
。
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訳 

注　

【
六
】『
元げ

ん

亨こ
う

釈し
ゃ
く

書し
ょ

』
巻
六
「
松ま

つ

島し
ま

寺で
ら

法ほ
っ

心し
ん

」

　
○�
『
元げ

ん

亨こ
う

釈し
ゃ
く

書し
ょ

』
は
、
虎こ

関か
ん

師し

錬れ
ん

禅ぜ
ん

師じ

（
一
二
七
八
～
一
三
四
六
）
が
撰せ

ん

し
た
全
三
十
巻
か
ら
な
る
日
本
最
初
の
僧
伝・仏
教
史
。
元
亨
二
年

（
一
三
二
二
）
成
立
。
永え

い

和わ

三
年
（
一
三
七
七
）
刊
行
。
日
本
に
来
往
し
た
外
国
僧
な
ら
び
に
日
本
の
歴
代
の
高
僧
の
史
伝
を
編
集
し
た
も

の
で
、
推す

い

古こ

朝ち
ょ
う

以
来
、
元
亨
年
間
に
い
た
る
七
百
年
間
に
及
ぶ
。
年
代
順
に
配
列
、
各
伝
の
末
尾
に
賛さ

ん

を
加
え
、
日
本
仏
教
の
事じ

迹せ
き

を
記
し
た
も
の
で
、「
伝で

ん
（
僧
伝
、
巻
一
～
十
九
）、「
資し

治じ

表ひ
ょ
う」（

仏
教
通
史
、
巻
二
十
～
二
十
六
）、「
志し

」（
仏
教
文
化
誌
、
巻
二
十
七
～
三
十
）
の
三

部
か
ら
成
る
。『
日に

本ほ
ん

仏ぶ
っ

教き
ょ
う

典て
ん

籍せ
き

大だ
い

事じ

典て
ん

』（p.151

）
参
照
。

　
○�

底
本
に
は
、京
都
大
学
附
属
図
書
館
が
所
蔵
し
、京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
公
開
さ
れ
て
い
る「
永
和
三
年
刊
本
」

を
使
用
し
た
。（https://rm

da.kulib.kyoto-u.ac.jp/item
/rb00012893

）

　
○�

目
録
に
は
「
松ま

つ

島し
ま

寺で
ら

法ほ
っ

心し
ん

」
と
あ
る
の
み
で
、「
円え

ん

福ぷ
く

寺じ

」「
延え

ん

福ぷ
く

寺じ

」
な
ど
の
具
体
的
な
寺
院
名
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　�「
松
島
寺
」
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
『
元
亨
釈
書
』
巻
九
の
目
録
に
、「
松
島
寺
見け

ん

仏ぶ
つ

」
と
あ
る
が
、
見け

ん

仏ぶ
つ

上し
ょ
う

人に
ん

（
生
没
年
不
詳
）
と
目も

く

さ
れ
る
人
物
は
少
な
く
と
も
二
人
確
認
出
来
る
。
初
代
見
仏
上
人
は
長

ち
ょ
う

治じ

元
年
（
一
一
〇
四
）
に
伯ほ

う

耆き
の

国く
に

（
現
鳥
取
県
）
か
ら
来ら

い

松し
ょ
うし

、

雄お

島し
ま

に
妙

み
ょ
う

覚が
く

庵あ
ん

を
結
ん
だ
と
い
う
。妙
覚
庵
に
住
し
た
後
は
島
か
ら
一
歩
も
出
ず
、毎
日
法ほ

華け

経き
ょ
うを

読ど
く

誦じ
ゅ

し
た
と
こ
ろ
、そ
の
験げ

ん

あ
っ

て
諸し

ょ

神し
ん

を
使し

役え
き

す
る
よ
う
に
な
り
、
度た

び

々た
び

奇き

跡せ
き

を
あ
ら
わ
し
た
と
い
わ
れ
る
。
名
声
は
時
の
院
、
鳥と

羽ば

天て
ん

皇の
う

（
一
一
〇
三
～
五
六
）
に
も

届
き
、
元げ

ん

永え
い

二
年
（
一
一
一
九
）、
天
皇
よ
り
仏
像
・
法ほ

う

器き

が
下か

賜し

さ
れ
た
。
も
う
一
人
の
見
仏
上
人
は
「
月
ま
つ
し
ま
の
聖ひ

じ
り」

と
も

呼
ば
れ
、
西さ

い

行ぎ
ょ
う

法ほ
う

師し

（
一
一
一
八
～
九
〇
）
の
物
語
を
集
め
た
『
撰せ

ん

集じ
ゅ
う

抄し
ょ
う』

第
三・一
「
松ま

つ

嶋し
ま

上し
ょ
う

人に
ん

之の

事こ
と

」
の
記
述
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

こ
の
見
仏
上
人
も
法
華
経
を
不ふ

断だ
ん

読
誦
し
て
法
力
を
身
に
付
け
、
一
ヶ
月
の
う
ち
十
日
は
能の

登と

に
、
残
り
は
雄
島
に
住
し
た
と
い
う
。

何い
ず

れ
の
見
仏
上
人
も
天
台
宗
延
福
寺
時
代
の
人
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
松
島
寺
見
仏
」
に
お
け
る
「
松
島
寺
」
は
、「
延
福
寺
」
を

指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
但た

だ

し
、
見
仏
上
人
は
「
延
福
寺
」
の
世
代
に
は
入
ら
な
い
。

　
　�

ま
た
、
正

し
ょ
う

嘉か

元
年
（
一
二
五
七
）
に
成
立
し
た
『
私し

聚じ
ゅ

百ひ
ゃ
く

因い
ん

縁ね
ん

集し
ゅ
う』

巻
七
「
七
・
慈じ

覚か
く

大だ
い

師し
の

事こ
と

」
に
、「
化
導
遥
過
東
夷
栖
、
利
生
遠
及
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北
狄
境
。
所
謂
出
羽
立
石
寺
、
奥
州
松
嶋
寺
等
ナ
リ
（
化け

導ど
う

遥は
る

か
に
東と

う

夷い

の
栖す

み
かを

過
ぎ
、
利り

生し
ょ
う

遠
く
北ほ

く

狄て
き

の
境さ

か
いに

及
ぶ
。
所い

わ

謂ゆ
る

出で

羽わ

の
立た

て

石い
し

寺て
ら

〈
マ
マ
〉、

奥お
う

州し
ゅ
うの

松ま
つ

島し
ま

寺で
ら

等と
う

な
り
）」
と
あ
り
、
こ
ち
ら
の
「
松
島
寺
」
も
同
じ
く
「
延
福
寺
」
を
指
す
。

　
　�

そ
の
他
、『
夢む

窓そ
う

国こ
く

師し

語ご

録ろ
く

』「
年ね

ん

譜ぷ

」
の
「
正

し
ょ
う

安あ
ん

二
年
（
一
三
〇
〇
）」
条
に
、「
秋
出
巨
福
訪
舊
識
於
羽
州
途
中
而
聞
彼
訃
、
止
息
于

奥
州
松
島
寺
（
秋
、
巨こ

福ふ
く

〈
＝
建け

ん

長ち
ょ
う

寺じ

〉
を
出
て
旧

き
ゅ
う

識し
き

を
羽う

州し
ゅ
う〈

＝
現
在
の
山
形
・
秋
田
両
県
〉
に
訪お

と
なう

途
中
に
し
て
彼
の
訃ふ

を
聞
き
て
、
奥お

う

州し
ゅ
うの

松
島
寺
に
止し

息そ
く

す
）」
と
あ
り
、
こ
ち
ら
は
年
代
か
ら
推
測
す
る
に
「
円
福
寺
」
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　�

前
記
の
よ
う
に
、「
延
福
寺
」「
円
福
寺
」
と
も
に
「
松
島
寺
」
と
呼
称
さ
れ
て
お
り
、
何
れ
の
寺
を
指
す
か
は
年
代
や
状
況
に
よ
り

異
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
本
項
に
お
け
る
「
松
島
寺
」
は
、
禅
僧
の
史
伝
に
「
松
島
寺
法
心
」
と
立
項
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
「
円
福
寺
」
を
指
す
も
の
と
推
測
す
る
。

　
○�

【
一
】『
龍

り
ゅ
う

山ざ
ん

三さ
ん

開か
い

祖そ

伝で
ん

』「
法ほ

っ

身し
ん

和お

尚し
ょ
う

伝で
ん

」・【
二
】『
松ま

つ

島し
ま

諸し
ょ

勝し
ょ
う

記き

』「
無む

相そ
う

窟く
つ

」・【
三
】『
天て

ん

台だ
い

由ゆ
い

緒し
ょ

記き

』
が
「
法
身
」
と
記
述
さ
れ
て

い
た
の
に
対
し
、
本
項
は
【
四
】『
沙し

ゃ

石せ
き

集し
ゅ
う（「

さ
せ
き
し
ゅ
う
」
と
も
）』「
米よ

ね

沢ざ
わ

善ぜ
ん

本ぽ
ん

」「
法ほ

っ

心し
ん

房ぼ
う

ノ
上

し
ょ
う

人に
ん
の

事こ
と

」・【
五
】『
沙
石
集
』「
長

ち
ょ
う

享き
ょ
う

本
」

と
同
じ
く
、「
法
心
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、「
口
語
訳
」「
語
注
」
は
「
法
心
」
と
表
記
し
た
。

①�

釋
法
心
、
過
壮
歳
出
家
。
不
知
文
墨
。
聞
衲
子
之
稱
宋
地
禪
行
、
駕
商
舶
入
臨
安
。
徑
登
徑
山
、
見
佛
鑑
禪
師
。
鑑
於
圓
相
中
書
丁
字

示
之
。
心
止
席
下
單
提
研
究
。
性
堅
硬
、
耐
禪
坐
。
骨
臀
腫
爛
而
不
撓
者
九
年
、
初
持
丁
相
。
於
萬
物
中
現
丁
字
。
心
不
屑
。
漸
經
歳
序
、

始
得
平
穩
。

＊

　�

釈
し
ゃ
く

法ほ
っ

心し
ん

、
壮そ

う

歳さ
い

を
過す

ぎ
て
出

し
ゅ
っ

家け

す
。
文ぶ

ん

墨ぼ
く

を
知
ら
ず
。
衲の

っ

子す

の
宋そ

う

地ち

の
禅ぜ

ん

行ぎ
ょ
うを
称し

ょ
うす
る
を
聞
き
て
、
商

し
ょ
う

舶は
く

に
駕が

し
て
臨り

ん

安あ
ん

に
入
る
。
径た

だ

ち
に
径き

ん

山ざ
ん

に
登
り
て
、
仏ぶ

っ

鑑か
ん

禅ぜ
ん

師じ

に
見ま

み

ゆ
。
鑑か

ん

、
円え

ん

相そ
う

の
中
に
於お

い
て
、「
丁て

い

」
の
字
を
書し

る

し
て
之こ

れ
を
示
す
。
心し

ん

、
席せ

き

下か

に
止と

ど

ま
り

て
単た

ん

提て
い

研け
ん

究き
ゅ
うす
。
性し

ょ
う、
堅け

ん

硬こ
う

に
し
て
、
禅ぜ

ん

坐ざ

に
耐た

え
た
り
。
骨こ

つ

臀で
ん

腫む
く

み
爛た

だ

れ
ど
も
、
撓た

わ
まざ
る
も
の
九
年
、
初は

じ

め
丁て

い

相そ
う

を
持じ

す
。
万ば

ん

物ぶ
つ

の

中
に
於
い
て
丁
の
字
を
現あ

ら
わす

。
心
、
屑

モ
ノ
ノ
カず

と
せ
ず
。
漸よ

う
やく

歳さ
い

序じ
ょ

を
経へ

て
、
始は

じ

め
て
平へ

い

穏お
ん

な
る
こ
と
を
得
た
り
。

＊

　�

法ほ
っ

心し
ん

禅ぜ
ん

師じ

は
〔
三
十
代
を
と
う
に
超こ

え
た
、
所い

わ

謂ゆ
る

〕
壮そ

う

年ね
ん

で
の
出

し
ゅ
っ

家け

で
あ
る
。
学
問
の
知
識
や
素そ

養よ
う

が
無
か
っ
た
。〔
あ
る
〕
禅ぜ

ん

僧そ
う

が
、
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「
宋そ

う

国こ
く

の
禅ぜ

ん

の
修
行
は
素
晴
ら
し
い
」
と
〔
、
禅
を
〕
褒ほ

め
讃た

た

え
て
い
る
こ
と
を
耳
に
し
〔
た
法
心
は
〕
商
船
に
乗
り
、〔
南な

ん

宋そ
う

の
国こ

く

都と

・〕

臨り
ん

安あ
ん

〔
府ふ

〕
に
〔
辿た

ど

り
〕
着つ

い
た
。〔
そ
こ
か
ら
〕
す
ぐ
に
径き

ん

山ざ
ん

へ
と
向
か
い
、〔
能の

う

仁に
ん

興こ
う

聖し
ょ
う

万ま
ん

寿じ
ゅ

禅ぜ
ん

寺じ

に
お
い
て
〕
仏ぶ

っ

鑑か
ん

禅ぜ
ん

師じ

〔
・
無ぶ

準じ
ゅ
ん

師し

範ぱ
ん

〕
と
対た

い

面め
ん

し
た
。
無ぶ

準じ
ゅ
ん

禅ぜ
ん

師じ

は
円
を
描え

が

き
、〔
そ
の
〕
中
に
「
丁て

い

」
の
字
を
書
い
て
〔
法
心
に
〕
与あ

た

え
た
。
法
心
は
無
準
禅
師
の

下も
と

で
、
一い

っ

心し
ん

に
〔「
円え

ん

相そ
う

に
丁て

い

字じ

」
の
〕
公こ

う

案あ
ん

に
取
り
組
ん
だ
。
堅か

た

く
強
い
意
志
を
も
ち
、
一
生
懸
命
に
坐ざ

禅ぜ
ん

を
行
な
っ
た
。
尻し

り

が
腫は

れ
上
が
り
爛た

だ

れ
て
し
ま
っ
た
が
、〔
そ
れ
で
も
〕
挫く

じ

け
ず
に
九
年
間
、
初
め
に
与
え
ら
れ
た
「
円
相
に
丁
字
」
の
公
案
に
取
り
組
み
続
け

た
。〔
そ
の
結
果
、
つ
い
に
、〕
日
常
の
あ
ら
ゆ
る
物も

の

事ご
と

の
中
に
「
丁
」
の
字
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。〔
し
か
し
〕
法
心
は
、
ま
だ
本

当
の
悟さ

と

り
を
得え

て
い
な
い
と
思
っ
〔
て
、
さ
ら
に
修
行
を
重
ね
〕
た
。
そ
れ
か
ら
一
年
後
、
ど
う
に
か
大だ

い

悟ご

徹て
っ

底て
い

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

＊

○�

釋
法
心
、
過
壮
歳
出
家
。
不
知
文
墨
＝
「
釈し

ゃ
く」

は
、
釈し

ゃ

迦か

・
釈

し
ゃ
く

氏し

の
略
。
釈

し
ゃ
く

尊そ
ん

が
釈
迦
族
の
出
身
で
あ
る
た
め
に
仏
弟
子
の
姓
を
す
べ
て
釈
と
い
う
。

東と
う

晋し
ん

の
道ど

う

安あ
ん

（
三
一
四
～
八
五
）
が
自
ら
釈
氏
を
名
の
っ
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。『
禅ぜ

ん

学が
く

大だ
い

辞じ

典て
ん

』（p.467

）、『
仏ぶ

っ

教き
ょ
う

語ご

大だ
い

辞じ

典て
ん

』（p.616

）
参
照
。

　�「
法ほ

っ

心し
ん

」
と
い
う
記
述
の
み
の
た
め
、
道ど

う

号ご
う

か
法ほ

う

諱き

か
は
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
、
法
諱
は
僧
侶
と
し
て
の
名
前
で
あ
る
た
め
、「
法
心
」
は
法
諱

と
考
え
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

　�「
壮そ

う

歳さ
い

」
は
、『
大だ

い

漢か
ん

和わ

辞じ

典て
ん

』
に
「
は
た
ら
き
ざ
か
り
の
年
頃
。
壮そ

う

年ね
ん

に
同
じ
」（
巻
三
・p.286

）
と
あ
り
、「
壮
年
」
は
、「
人
の
一
生
の
中
で
最
も

さ
か
ん
な
年
頃
。
は
た
ら
き
ざ
か
り
の
年
ご
ろ
。
三
、四
十
だ
い
の
年
齢
。
壮そ

う

歯し

。
壮
歳
。
壮そ

う

大だ
い

、
壮そ

う

齢れ
い

」（
前
同
・p.287

）
と
あ
る
。

　�「
出

し
ゅ
っ

家け

」
は
、
俗ぞ

っ

家か

を
出
て
剃て

い

髪は
つ

染ぜ
ん

衣ね

し
、
沙し

ゃ

門も
ん

と
な
る
こ
と
。
ま
た
は
そ
の
状
態
や
生
活
を
指
す
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.510

）
参
照
。

　�「
文ぶ

ん

墨ぼ
く

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
文
筆
。
又
、
文
辞
。
文
学
。
又
、
法
律
」（
巻
五
・p.595

）
と
あ
る
。
文
脈
か
ら
「
学
問
の
知
識
や
素そ

養よ
う

」
と
意

訳
し
た
。

○�

聞
衲
子
之
稱
宋
地
禪
行
、
駕
商
舶
入
臨
安
＝
「
衲の

っ

子す

（「
の
う
し
」
と
も
）」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
禅ぜ

ん

僧そ
う

の
こ
と
。
衲の

う

衣え

を
着
し
た
僧
の
意
。
衲の

う

僧そ
う

」（p.1008

）
と
あ
る
。

　�「
禅ぜ

ん

行ぎ
ょ
う」

は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
禅
の
修
行
。
禅
の
行

ぎ
ょ
う

持じ

」（p.678

）
と
あ
る
。

　�「
駕が

」
は
、「
乗
り
物
に
の
る
」
こ
と
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
十
二
・p.511

）
参
照
。

　�「
臨り

ん

安あ
ん

」
は
、
中
国
・
南な

ん

宋そ
う

の
国
都
・
臨
安
府
の
こ
と
。
現
在
の
浙せ

っ

江こ
う

省し
ょ
う

杭こ
う

州し
ゅ
う

市し

。
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○�

徑
登
徑
山
、
見
佛
鑑
禪
師
＝
「
径き

ん

山ざ
ん

」
は
、
現
在
の
浙
江
省
杭
州
市
郊こ

う

外が
い

西
北
に
位
置
す
る
山
で
、
天て

ん

目も
く

山ざ
ん

に
行
く
た
め
に
、
径
山
を
通
る
と
径ち

か

路み
ち

で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、「
径
路
の
山
」
で
「
径
山
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
禅ぜ

ん

門も
ん

の
大だ

い

道ど
う

場じ
ょ
う、
能の

う

仁に
ん

興こ
う

聖し
ょ
う

万ま
ん

寿じ
ゅ

禅ぜ
ん

寺じ

が
あ
り
、
寺

は
径き

ん

山ざ
ん

寺じ

、
径き

ん

山ざ
ん

万ま
ん

寿じ
ゅ

寺じ

、
興こ

う

聖し
ょ
う

万ま
ん

寿じ
ゅ

禅ぜ
ん

寺じ

な
ど
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
一
般
に
径
山
と
い
え
ば
万
寿
寺
を
意
味
し
た
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.236

）
参

照
。

　�「
仏ぶ

っ

鑑か
ん

禅ぜ
ん

師じ

」
は
、
無ぶ

準じ
ゅ
ん

師し

範ぱ
ん

禅
師
（「
む
じ
ゅ
ん
し
は
ん
」
な
ど
と
も
・
一
一
七
八
～
一
二
四
九
）
の
こ
と
。
破は

菴あ
ん

祖そ

先せ
ん

禅
師
（
一
一
三
六
～
一
二
一
一
）
の
法
を

嗣つ

ぐ
。法は

っ

嗣す

に
雪せ

つ

巌が
ん

祖そ

欽き
ん

禅
師（
？
～
一
二
八
七
）、無む

学が
く

祖そ

元げ
ん

禅
師（
一
二
二
六
～
八
六
）、兀ご
っ

菴た
ん

普ふ

寧ね
い

禅
師（
一
一
九
七
～
一
二
七
六
）、環か
ん

渓け
い

惟い

一い
ち

禅
師（
一
二
〇
二

～
八
一
）
や
、
入に

っ

宋そ
う

し
た
円え

ん

爾に

禅
師
（
一
二
〇
二
～
八
〇
）、
法
心
禅
師
な
ど
が
い
る
。
臨り

ん

済ざ
い

宗し
ゅ
う

楊よ
う

岐ぎ

派は

破は

菴あ
ん

派は

。
理り

宗そ
う

（
一
二
〇
五
～
六
四
）
よ
り
仏
鑑
禅

師
号
を
賜た

ま
わる

。『
禅
学
大
辞
典
』（p.460

）
参
照
。

○
鑑
於
圓
相
中
書
丁
字
示
之
。
＝
「
鑑か

ん

」
は
、「
仏
鑑4

禅
師
」
の
こ
と
。
無
準
師
範
禅
師
。

　�「
円え

ん

相そ
う

に
丁て

い

字じ

」
の
公こ

う

案あ
ん

は
、
無
準
禅
師
が
法
心
禅
師
の
た
め
に
認し

た
ため

た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。「
円
相
」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
真し

ん

如に
ょ

・
仏ぶ

っ

性し
ょ
う・

実じ
っ

相そ
う

・
法ほ

っ

性し
ょ
うな

ど
の
、
絶
対
の
真
理
を
表
す
」（p.114

）
と
あ
る
。「
丁て

い

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
④
壮そ

う

年ね
ん

の
男
。
唐と

う

の
制
度
で
、
二
十
一

歳
か
ら
五
十
九
歳
ま
で
。
⑥
男
の
召め

し

使つ
か
い。
庖ほ

う

丁て
い

（
＝
料
理
人
）・
畦け

い

丁て
い

（
＝
農
夫
）・
山さ

ん

丁て
い

（
＝
山
地
で
労
役
・
軍
役
に
あ
た
る
成
年
の
男
子
）
な
ど
」（
巻
一
・p.72

）

と
あ
る
。
法
心
禅
師
が
当
時
と
し
て
は
珍
し
い
壮
年
の
、
従

じ
ゅ
う

僕ぼ
く

か
ら
の
出
家
で
あ
る
こ
と
を
踏ふ

ま
え
て
授さ

ず

け
た
公
案
で
あ
ろ
う
か
。

○
心
止
席
下
單
提
研
究
。
性
堅
硬
、
耐
禪
坐
。
＝
「
心し

ん

」
は
、
法
心4

禅
師
の
こ
と
。

　�「
席せ

き

下か

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
①
座
席
の
西
を
い
う
。
②
座
席
の
下
。
敷
物
の
下
」（
巻
四
・p.441

）
と
あ
る
が
、
こ
れ
で
は
意
味
が
通
じ
な
い
。

「
席
」
に
は
「
④
場
」（
前
同
・p.441

）
と
い
う
意
味
も
あ
る
こ
と
か
ら
、「
無
準
禅
師
の
下も

と

で
」
と
意
訳
し
た
。

　�「
単た

ん

提て
い

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
、「
単
は
、
単
一
、
ひ
と
え
に
。
提
は
、
提
記
、
提
示
。
学が

く

人に
ん

を
接せ

っ

化け

指
導
す
る
に
、
文も

ん

字じ

・
経

き
ょ
う

論ろ
ん

な
ど
、
何
ら

媒ば
い

介か
い

手
段
を
用
い
ず
に
宗
旨
を
提
示
し
、
ず
ば
り
心
印
を
伝
え
る
こ
と
。
単た

ん

伝で
ん

」（p.838

）
と
あ
る
。

　「
堅け

ん

硬こ
う

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
じ
ょ
う
ぶ
。
か
た
い
」（
巻
三
・p.205
）
と
あ
る
。

　「
禅ぜ

ん

坐ざ

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
坐ざ

禅ぜ
ん

。
結け

っ

跏か

趺ふ

坐ざ

の
こ
と
」（p.683

）
と
あ
る
。

○�

骨
臀
腫
爛
而
不
撓
者
九
年
、
初
持
丁
相
。
於
萬
物
中
現
丁
字
＝
「
骨こ

つ

臀で
ん

」
は
、
使
用
し
た
辞
書
に
は
見
え
な
い
語
だ
が
、「
臀
」
は
「
尻
」
の
意
で

あ
り
、
尻
骨
の
こ
と
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
九
・p.374

）
参
照
。
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○�

心
不
屑
。
漸
經
歳
序
、
始
得
平
穩
＝
「
屑
」
は
、
原
文
に
「
モ
ノ
ノ
カ
ス
」
と
カ
タ
カ
ナ
の
振
り
仮
名
が
あ
る
。「
数
え
立
て
る
程
、
価
値
の
あ
る

も
の
と
は
し
な
か
っ
た
」
と
い
う
意
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
一
・p.250

）
参
照
。

　「
歳さ

い

序じ
ょ

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
一
歳
の
時じ

序じ
ょ

。
四
季
の
め
ぐ
り
。
歳
次
」（
巻
六
・p.714

）
と
あ
る
。
一
年
の
こ
と
。

○
「
円
相
に
丁
字
」
の
公
案
に
よ
り
大だ

い

悟ご

徹て
っ

底て
い

し
た
の
で
、
以
降
、「
法ほ

っ

心し
ん

禅ぜ
ん

師じ

」
と
表
記
す
る
。

②�

歸
朝
居
奧
州
松
島
。
臨
終
先
七
日
、
謂
徒
曰
、
某
日
當
取
滅
。
然
心
無
恙
。
侍
僧
不
信
。
到
期
齋
罷
坐
禪
床
。
侍
僧
乞
遺
偈
。
心
元
不

克
書
。
即
唱
曰
、
來
時
明
明
、
去
時
明
明
。
是
箇
何
物
。
止
而
不
言
後
句
。
侍
僧
曰
、
猶
欠
一
句
。
望
足
之
。
心
應
聲
喝
一
喝
、
泊
然

而
化
。

＊

　�

帰き

朝ち
ょ
うし

て
奧お

う

州し
ゅ
うの

松ま
つ

島し
ま

に
居い

る
。
臨り

ん

終じ
ゅ
うの

先さ

き
七な

ぬ

日か

、
徒と

に
謂い

い
て
曰い

わ

く
、「
某

そ
れ
が
しの

日
、
当ま

さ

に
滅め

つ

を
取
る
べ
し
」
と
。
然し

か

れ
ど
も
、
心し

ん

、

恙つ
つ
が

無な

し
。
侍じ

僧そ
う

信し
ん

ぜ
ず
。
期き

に
到い

た

り
て
、
斎さ

い

罷は

し
て
禅ぜ

ん

床し
ょ
うに

坐ざ

す
。
侍じ

僧そ
う

、
遺ゆ

い

偈げ

を
乞こ

う
。
心
、
元も

と
書し

ょ

を
克よ

く
せ
ず
。
即す

な
わち

唱と
な

え
て

曰
く
、「
来き

た
る
時と

き

も
明め

い

明め
い

、
去さ

る
時
も
明
明
、
是こ

れ
は
箇こ

れ
何な

に

物も
の

ぞ
」
と
。
止や

め
て
後あ

と

の
句く

を
言
わ
ず
。
侍
僧
曰
く
、「
猶な

お
一い

っ

句く

を

欠か

く
。
望ね

が

わ
く
は
之こ

れ
を
足た

せ
」
と
。
心
、
声こ

え

に
応お

う

じ
て
喝か

つ

一い
っ

喝か
つ

し
て
、
泊は

く

然ぜ
ん

と
し
て
化け

す
。

＊

　�

日
本
へ
と
戻
っ
た
後
は
〔
現
在
の
〕
宮
城
〔
県
〕
の
松
島
に
過
ご
し
た
。
亡な

く
な
る
七
日
前
に
、「
衲わ

し

は
こ
の
日
に
世
を
去
る
だ
ろ
う
」

と
弟
子
達
に
告
げ
た
。
し
か
し
、
病や

ま
いを
患

わ
ず
ら

っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
の
で
、
弟
子
達
は
〔
誰
も
〕
信
じ
な
か
っ
た
。
七
日
後
、
昼
食
を

終
え
〔
た
法ほ

っ

心し
ん

禅ぜ
ん

師じ

は
〕
椅い

子す

に
坐
っ
た
。〔
隨ず

い

侍じ

す
る
〕
弟
子
が
辞じ

世せ
い

の
句く

を
求
め
た
。
法
心
禅
師
は
字
を
書
く
こ
と
が
不ふ

得え

手て

な
の

で
、
声
を
出
し
て
、「
来き

た
る
時と

き

も
明め

い

明め
い

、
去さ

る
時
も
明
明
、
是こ

れ
は
箇こ

れ
何な

に

物も
の

ぞ
（
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
来
た
こ
と
も
、
こ
の
世
を
去
る
と
い
う

こ
と
も
、
極き

わ

め
て
明め

い

白は
く

な
事
実
で
あ
る
。
今
、
終
わ
り
を
迎む

か

え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
れ
は
一
体
何
物
か
）」
と
言
っ
て
〔
そ
こ
で
〕
止
め
て
し
ま
い
、
結け

っ

句く

を
言
わ
な
か
っ
た
。
弟
子
が
、「
ま
だ
末ま

つ

尾び

の
句
が
欠
け
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
、
も
う
一
句
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
」
と
言
う
の
で
、

法
心
禅
師
は
〔
そ
の
〕
声
に
応こ

た

え
、「
喝か

つ

！
」
と
一い

っ

喝か
つ

し
〔
た
後
〕、
静
か
に
亡
く
な
ら
れ
た
。

＊
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○�

歸
朝
居
奧
州
松
島
＝
「
帰き

朝ち
ょ
う」
は
、「
外
国
か
ら
本
国
に
帰
る
」
こ
と
。
こ
こ
で
は
「
日
本
に
帰
る
」
こ
と
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
六
・p.729

）
参
照
。

　�「
奧お

う

州し
ゅ
う」
は
、
陸む

奥つ
の

国く
に

の
異
称
。
白し

ら

河か
わ
・
勿な

こ
そ来
の
関
か
ら
北
の
磐い

わ

城き

・
岩い

わ

代し
ろ
・
陸り

く

前ぜ
ん
・
陸り

く

中ち
ゅ
う・
陸む

奥つ

五
か
国
の
総
称
。
現
在
の
福
島
・
宮
城
・
岩
手
・

青
森
の
四
県
と
秋
田
県
の
一
部
に
あ
た
る
。

　�「
奥
州
の
松ま

つ

島し
ま

に
居い

る
」
と
あ
る
の
み
で
、「
円え

ん

福ぷ
く

寺じ

」「
延え

ん

福ぷ
く

寺じ

」
な
ど
の
具
体
的
な
寺
院
名
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
但
し
、
巻
六
の
目
録
に
は

「
松ま

つ

島し
ま

寺で
ら

法ほ
っ

心し
ん

」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

○�

臨
終
先
七
日
、
謂
徒
曰
、
某
日
當
取
滅
。
然
心
無
恙
。
侍
僧
不
信
＝
「
臨り

ん

終じ
ゅ
う」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
命
の
終
わ
る
時
。
生
命
の
尽
き
る
時
。

亡
く
な
る
ま
ぎ
わ
」（p.1432

）
と
あ
る
。

　�「
某

そ
れ
が
しの

日
」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
某ぼ

う

日じ
つ

」（
巻
六
・p.262

）
と
い
う
項
が
あ
り
、「
そ
れ
が
し
の
日
。
し
か
じ
か
の
日
」
と
あ
る
。

　�「
滅め

つ

」
は
、「
消
え
失
せ
る
こ
と
。
活
動
が
な
く
な
る
こ
と
。
静
ま
る
こ
と
。
死
ぬ
こ
と
。
亡
く
な
る
こ
と
」
な
ど
の
意
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.1219

）、

『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.1356
）
参
照
。

　�「
恙

つ
つ
が

無な

し
」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
恙う

れ
いが

無
い
。
平
安
無
事
の
意
」（
巻
四
・p.1029

）
と
あ
る
。「
恙
」
に
は
「
や
ま
い
」
と
い
う
意
味
も
あ
る
こ

と
か
ら
、「
病や

ま
いを
患

わ
ず
ら

っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
の
で
」
と
意
訳
し
た
。

　�「
侍じ

僧そ
う

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
師
僧
に
隨ず

い

侍じ

す
る
僧
。
侍じ

者し
ゃ

」（p.442

）
と
あ
る
。

○�

到
期
齋
罷
坐
禪
床
＝
「
斎さ

い

罷は

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
罷
は
や
め
る
、
の
意
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
終
了
後
の
意
。
昼
の
食
事
が
終
わ
っ
た

あ
と
の
こ
と
」（p.449

）
と
あ
る
。

　�「
禅ぜ

ん

床し
ょ
う」

は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
僧そ

う

堂ど
う

内
の
坐
禅
を
す
る
場
処
、
坐ざ

位い

を
い
う
。
坐
禅
を
す
る
各
位
の
単た

ん

。
住

じ
ゅ
う

持じ

は
椅
子
、
雲う

ん

水す
い

な
ら
ば
単
位
。

ま
た
一
般
に
禅ぜ

ん

椅い

の
こ
と
も
さ
す
」（p.691

）
と
あ
り
、
こ
こ
で
は
「
禅
椅
」
の
こ
と
。「
禅
椅4

」
は
「
禅
倚4

」
と
も
書
き
、「
師し

家け

や
住
持
人
が
、

坐
禅
・
相

し
ょ
う

見け
ん

・
説
法
・
普ふ

説せ
つ

な
ど
の
時
に
坐ざ

す
椅
子
」（
同
・p.671
）
の
こ
と
。

○�

侍
僧
乞
遺
偈
。
心
元
不
克
書
。
即
唱
曰
、
來
時
明
明
、
去
時
明
明
。
是
箇
何
物
。
止
而
不
言
後
句
＝
「
遺ゆ

い

偈げ

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
遺ゆ

い

戒か
い

偈げ

頌じ
ゅ

の
略
。
高こ

う

僧そ
う

碩せ
き

徳と
く

が
入

に
ゅ
う

滅め
つ

に
際
し
て
後こ

う

人じ
ん

の
た
め
に
残
す
偈
。
そ
こ
に
は
大だ

い

悟ご

の
境

き
ょ
う

界が
い

、
ま
た
は
心
境
感
想
等
が
、
辞
世
の
語
と
し
て
書
か
れ
て

い
る
」（p.1240

）
と
あ
る
。

　�「
明め

い

明め
い

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
極
め
て
明
ら
か
な
こ
と
」（p.1218

）
と
あ
る
。
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○�

侍
僧
曰
、
猶
欠
一
句
。
望
足
之
。
心
應
聲
喝
一
喝
、
泊
然
而
化
＝
「
喝か

つ

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
大
き
な
こ
え
で
言
う
こ
と
。
禅
宗
で
は
種
種

の
意
味
を
も
つ
。
①
叱し

か

り
つ
け
る
。
大だ

い

喝か
つ

一い
っ

声せ
い

。
②
唱
え
る
こ
と
。
③
師
家
が
学
人
を
導
く
手
段
」（p.163

）
と
あ
る
。
次
項
「
一い

っ

喝か
つ

」
も
併
せ
て

参
照
の
こ
と
。

　�「
一い

っ

喝か
つ

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
師
家
が
学
人
を
叱し

っ

咤た

す
る
声
。
ま
た
こ
と
ば
の
お
よ
ば
な
い
と
こ
ろ
を
あ
ら
わ
す
師
家
の
一
声
。
喝
」（p.38

）

と
あ
り
、
こ
こ
で
は
後
者
の
意
。

　�「
泊は

く

然ぜ
ん

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
心
し
ず
か
に
欲
の
淡あ

わ

い
さ
ま
。
泊は

く

乎こ

。
泊は

く

如じ
ょ

」（
巻
六
・p.1041

）
と
あ
る
が
、
単
に
「
静
か
に
」
と
し
た
。

　�「
化け

」は
、『
禅
学
大
辞
典
』に「
①
衆し

ゅ

生じ
ょ
うを

教
き
ょ
う

化け
（「
き
ょ
う
か
」と
も
）
す
る
。ま
た
宗

し
ゅ
う

旨し

を
挙こ

揚よ
う

す
る
こ
と
。②
僧
侶
が
死
亡
す
る
こ
と
。遷せ

ん

化げ

」（p.256

）

と
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
②
の
意
。
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訳 

注　

【
七
】『
扶ふ

桑そ
う

禅ぜ
ん

林り
ん

僧そ
う

宝ほ
う

伝で
ん

』
巻
一
「
松ま

つ

島し
ま

寺で
ら

法ほ
っ

心し
ん

禅ぜ
ん

師じ

伝で
ん

」

○�

『
扶ふ

桑そ
う

禅ぜ
ん

林り
ん

僧そ
う

宝ほ
う

伝で
ん

』は
、高こ

う

泉せ
ん

性し
ょ
う

潡と
ん

禅ぜ
ん

師じ

（
一
六
三
三
～
九
五
）
が
撰せ

ん

し
た
全
十
巻
か
ら
な
る
百
十
七
名
の
禅
僧
伝
。延え

ん

宝ぽ
う

三
年
（
一
六
七
五
）

の
上
表
文
及
び
自
序
。
唐と

う

・
道ど

う

宣せ
ん

（
五
九
六
～
六
六
七
）
の
『
高こ

う

僧そ
う

伝で
ん

』、
宋そ

う

・
覚か

く

範は
ん

慧え

洪こ
う

禅
師
（
一
〇
七
一
～
一
一
二
八
）
の
『
禅ぜ

ん

林り
ん

僧そ
う

宝ほ
う

伝で
ん

』、

虎こ

関か
ん

師し

錬れ
ん

禅ぜ
ん

師じ

（
一
二
七
八
～
一
三
四
六
）
の
『
元げ

ん

亨こ
う

釈し
ゃ
く

書し
ょ

』
に
範
を
と
る
。『
日に

本ほ
ん

仏ぶ
っ

教き
ょ
う

典て
ん

籍せ
き

大だ
い

事じ

典て
ん

』（p.455

）
参
照
。

○�

底
本
に
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
（
鵜う

飼か
い

文ぶ
ん

庫こ

）
が
所
蔵
し
、
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
公
開
さ
れ
て
い
る
「
延
宝
三
年
自
序
本
」
を
使
用

し
た
。（https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/200019952/1

）

○�

「
松ま

つ

島し
ま

寺で
ら

」
に
つ
い
て
の
考
察
は
、【
六
】『
元
亨
釈
書
』「
松ま

つ

島し
ま

寺で
ら

法ほ
っ

心し
ん

」
の
冒
頭
に
既
出
。
本
項
に
お
け
る
「
松
島
寺
」
は
、「
松
島
寺

法
心
禅
師
4

4

伝
」
と
立
項
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
円
福
寺
」
を
指
す
も
の
と
推
測
す
る
。

○�

【
一
】『
龍

り
ゅ
う

山ざ
ん

三さ
ん

開か
い

祖そ

伝で
ん

』「
法ほ

っ

身し
ん

和お

尚し
ょ
う

伝で
ん

」・【
二
】『
松ま

つ

島し
ま

諸し
ょ

勝し
ょ
う

記き

』「
無む

相そ
う

窟く
つ

」・【
三
】『
天て

ん

台だ
い

由ゆ
い

緒し
ょ

記き

』
が
「
法
身
」
と
記
述
さ
れ
て
い

た
の
に
対
し
、
本
項
は
【
四
】『
沙し

ゃ

石せ
き

集し
ゅ
う（「

さ
せ
き
し
ゅ
う
」
と
も
）』「
米よ

ね

沢ざ
わ

善ぜ
ん

本ぽ
ん

」「
法ほ

っ

心し
ん

房ぼ
う

ノ
上

し
ょ
う

人に
ん
の

事こ
と

」・【
五
】『
沙
石
集
』「
長

ち
ょ
う

享き
ょ
う

本
」・

【
六
】『
元
亨
釈
書
』「
松
島
寺
法
心
」（
以
下
、【
六
】
と
表
記
す
る
）
と
同
じ
く
、「
法
心
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、「
口
語
訳
」「
語

注
」
は
「
法
心
」
と
表
記
し
た
。

○�

『
扶
桑
禅
林
僧
宝
伝
』「
松
島
寺
法
心
禅
師
伝
」
の
内
容
は
、
前
述
【
六
】
と
重
複
す
る
箇
所
が
多
い
。
そ
の
た
め
、【
六
】
に
既
出
の
語

注
は
簡
略
化
し
た
。

①�

禪
師
名
法
心
、
壯
歳
始
出
俗
。
不
諳
文
字
。
聞
衲
子
稱
宋
地
有
大
宗
匠
、
卽
附
商
船
抵
臨
安
府
。
登
徑
山
謁
佛
鑑
和
尚
求
開
示
。
鑑
于

圓
相
中
書
一
丁
字
示
之
。
師
卽
止
席
下
、
豎
起
脊
梁
憤
然
要
明
此
事
。
不
懼
寒
暑
、
不
問
歳
月
。
至
骨
臀
腫
爛
、
亦
不
暇
顧
。
如
是
者

九
年
、
乃
得
契
入
。

＊
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　�

禅ぜ
ん

師じ

、
名
は
法ほ

っ

心し
ん

、
壮そ

う

歳さ
い

に
し
て
始は

じ

め
て
俗ぞ

く

を
出い

づ
。
文も

ん

字じ

を
諳そ

ら

ん
ぜ
ず
。
衲の

っ

子す

の
、「
宋そ

う

地ち

に
大だ

い

宗そ
う

匠し
ょ
う

有
り
」
と
称し

ょ
うす

る
を
聞
き
て
、

即す
な
わち

商
船
に
附つ

い
て
臨り

ん

安あ
ん

府ふ

に
抵い

た

る
。径き

ん

山ざ
ん

に
登
り
て
仏ぶ

っ

鑑か
ん

和お

尚し
ょ
うに

謁え
っ

し
て
開か

い

示じ

を
求も

と

む
。鑑か

ん

、円え
ん

相そ
う

の
中
に
一い

っ

丁て
い

字じ

を
書し

る

し
て
之こ

れ
を

示し
め

す
。
師
、
即
ち
席せ

き

下か

に
止と

ど

ま
り
て
、
脊せ

き

梁り
ょ
うを

豎じ
ゅ

起き

し
て
、
憤ふ

ん

然ぜ
ん

と
し
て
此こ

の
事じ

を
明あ

き
らめ

ん
こ
と
を
要よ

う

す
。
寒か

ん

暑じ
ょ

を
懼お

そ

れ
ず
、
歳さ

い

月げ
つ

を

問と

わ
ず
。骨こ

つ

臀で
ん

腫う

み
爛た

だ

る
る
に
至い

た

れ
ど
も
、亦ま

た
顧か

え
りみ

る
に
暇い

と
まあ

ら
ず
。是か

く
の
如ご

と

く
す
る
も
の
九
年
、乃す

な
わち

契か
い

入に
ゅ
うす

る
こ
と
を
得え

た
り
。

＊

　�

禅ぜ
ん

師じ

は
名
を
法ほ

っ

心し
ん

と
い
い
、〔
三
十
代
を
と
う
に
超こ

え
た
、
所い

わ

謂ゆ
る

〕
壮そ

う

年ね
ん

の
出

し
ゅ
っ

家け

で
あ
る
。
学
問
の
知
識
や
素そ

養よ
う

が
無
か
っ
た
。〔
あ
る
〕

禅ぜ
ん

僧そ
う

が
、「
宋そ

う

国こ
く

に
は
非
常
に
優
れ
た
禅
僧
が
い
る
」
と
、
褒ほ

め
讃た

た

え
て
い
る
こ
と
を
耳
に
し
〔
た
法
心
は
〕
商
船
に
乗
り
、〔
南な

ん

宋そ
う

の

国こ
く

都と

・
〕
臨り

ん

安あ
ん

府ふ

に
辿た

ど

り
着つ

い
た
。〔
そ
こ
か
ら
〕
径き

ん

山ざ
ん

に
登
り
、〔
能の

う

仁に
ん

興こ
う

聖し
ょ
う

万ま
ん

寿じ
ゅ

禅ぜ
ん

寺じ

に
お
い
て
〕
仏ぶ

っ

鑑か
ん

禅ぜ
ん

師じ

〔
・
無ぶ

準じ
ゅ
ん

師し

範ぱ
ん

〕
に

目ま

見み

え
、
禅ぜ

ん

の
真し

ん

髄ず
い

に
つ
い
て
尋た

ず

ね
た
。
無
準
禅
師
は
円
を
描え

が

き
、
そ
の
中
に
一
つ
、「
丁て

い

」
の
字
を
書
い
て
法
心
に
与あ

た

え
た
。
法
心

は
無
準
禅
師
の
下も

と

で
一
生
懸
命
に
坐ざ

禅ぜ
ん

を
行
い
〔「
円え

ん

相そ
う

に
丁て

い

字じ

」
の
公こ

う

案あ
ん

に
取
り
組
み
〕、
仏ぶ

っ

法ぽ
う

の
大た

い

意い

が
分わ

か
る
よ
う
に
な
る
こ
と

を
望
ん
だ
。
夏
の
暑
さ
、
冬
の
寒
さ
に
も
心
折
れ
る
こ
と
な
く
、
何
年
も
経
過
し
た
。
尻し

り

が
腫は

れ
上
が
り
爛た

だ

れ
て
し
ま
っ
た
が
、
気
に

掛
け
る
こ
と
な
く
修
行
を
続
け
た
。
そ
し
て
九
年
後
、
つ
い
に
大だ

い

悟ご

徹て
っ

底て
い

す
る
こ
と
が
出
来
た
。

＊

○�

禪
師
名
法
心
、
壯
歳
始
出
俗
。
不
諳
文
字
＝
「
法ほ

っ

心し
ん

」
と
い
う
記
述
の
み
の
た
め
、
道ど

う

号ご
う

か
法ほ

う

諱き

か
は
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
、
法
諱
は
僧
侶
と

し
て
の
名
前
で
あ
る
た
め
、「
法
心
」
は
法
諱
と
考
え
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

　�「
壮そ

う

歳さ
い

」
は
、【
六
】
①
の
語
注
に
既
出
。「
は
た
ら
き
ざ
か
り
の
年
頃
。
壮そ

う

年ね
ん

。
三
、四
十
代
の
年
齢
」
の
こ
と
。『
大だ

い

漢か
ん

和わ

辞じ

典て
ん

』（
巻
三・p.286

、p.287

）

参
照
。

　�「
俗ぞ

く

」
は
、『
仏ぶ

っ

教き
ょ
う

語ご

大だ
い

辞じ

典て
ん

』
に
「
①
風
俗
。
習
慣
。
な
ら
わ
し
。
②
世
間
の
こ
と
。
出
世
間
に
対
し
て
い
う
。
③
俗
人
。
僧
侶
の
対
。
出
家
し
て

い
な
い
人
。
在
俗
の
者
。
世
間
一
般
の
人
」（p.889

）
な
ど
と
あ
り
、
こ
こ
で
は
②
と
③
の
意
。

　�「
文も

ん

字じ

」
は
、『
禅ぜ

ん

学が
く

大だ
い

辞じ

典て
ん

』
に
「
紙
上
に
書
か
れ
て
い
る
文
字
」（p.1230
）
と
あ
り
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
①
字
。
語
。
②
経き

ょ
う

典て
ん

や
論ろ

ん

書し
ょ

を

さ
す
」（p.1368

）
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
学
問
の
知
識
や
素そ

養よ
う

」
と
意
訳
し
た
。

　「
諳
」
は
、「
そ
ら
ん
ず
る
。
し
る
。
お
ぼ
え
る
。
そ
ら
よ
み
す
る
」
な
ど
の
意
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
十
・p.532

）
参
照
。

140

圓福寺開山　法身性西和尚集



○�

聞
衲
子
稱
宋
地
有
大
宗
匠
、卽
附
商
船
抵
臨
安
府
＝「
衲の

っ

子す
（「
の
う
し
」と
も
）」は
、【
六
】①
の
語
注
に
既
出
。禅ぜ

ん

僧そ
う

の
こ
と
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.1008

）

参
照
。

　�「
宗そ

う

匠し
ょ
う」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』に「
仏
法
の
大
本
を
明
ら
か
に
し
た
師
匠
」（p.863

）
と
あ
る
。
禅
僧
が
称
賛
し
て
い
る
た
め
、「
禅
僧
」と
意
訳
し
た
。

　�「
臨り

ん

安あ
ん

府ふ

」
は
、
中
国
・
南な

ん

宋そ
う

の
国
都
。
現
在
の
浙せ

っ

江こ
う

省し
ょ
う

杭こ
う

州し
ゅ
う

市し

。

○�
登
徑
山
謁
佛
鑑
和
尚
求
開
示
＝
「
径き

ん

山ざ
ん

」
は
、【
六
】
①
の
語
注
に
既
出
。
現
在
の
浙
江
省
杭
州
市
郊こ

う

外が
い

西
北
に
位
置
す
る
山
。
禅ぜ

ん

門も
ん

の
大だ

い

道ど
う

場じ
ょ
う、

能の
う

仁に
ん

興こ
う

聖し
ょ
う

万ま
ん

寿じ
ゅ

禅ぜ
ん

寺じ

が
あ
る
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.236

）
参
照
。

　�「
仏ぶ

っ

鑑か
ん

和お

尚し
ょ
う」

は
、【
六
】
①
の
語
注
に
「
仏
鑑
禅
師
」
と
し
て
既
出
。
無ぶ

準じ
ゅ
ん

師し

範ぱ
ん

禅
師
（「
む
じ
ゅ
ん
し
は
ん
」
な
ど
と
も
・
一
一
七
八
～
一
二
四
九
）
の
こ
と
。

理り

宗そ
う

（
一
二
〇
五
～
六
四
）
よ
り
仏
鑑
禅
師
号
を
賜た

ま
わる

。『
禅
学
大
辞
典
』（p.460

）
参
照
。

　�「
開か

い

示じ

」
は
、「
教
え
を
説せ

つ

示じ

す
る
こ
と
。
開
き
述
べ
、
教
え
示
す
こ
と
。
開
き
表
わ
す
。
説
く
。
導
く
。
真
理
を
知
ら
し
め
る
こ
と
」
の
意
。
こ
こ

で
は
「
開
示
を
求も

と

む
」
を
「
禅ぜ

ん

の
真し

ん

髄ず
い

に
つ
い
て
尋た

ず

ね
た
」
と
意
訳
し
た
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.170

）
参
照
。

○
鑑
于
圓
相
中
書
一
丁
字
示
之
＝
「
鑑か

ん

」
は
、
仏
鑑4

和
尚
の
こ
と
。
無
準
師
範
禅
師
。

　�「
円え

ん

相そ
う

に
丁て

い

字じ

」
の
公こ

う

案あ
ん

に
つ
い
て
の
考
察
は
、【
六
】
①
の
語
注
に
既
出
。「
円
相
」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
真し

ん

如に
ょ・
仏ぶ

っ

性し
ょ
う・
実じ

っ

相そ
う・
法ほ

っ

性し
ょ
うな
ど
の
、

絶
対
の
真
理
を
表
す
」（p.114

）
と
あ
り
、「
丁て

い

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
④
壮そ

う

年ね
ん

の
男
。
⑥
男
の
召め

し

使つ
か
い」（

巻
一
・p.72

）
と
あ
る
。
こ
の
公
案
は
、

法
心
禅
師
が
当
時
と
し
て
は
珍
し
い
壮
年
の
、
従

じ
ゅ
う

僕ぼ
く

か
ら
の
出
家
で
あ
る
こ
と
を
踏ふ

ま
え
、
無
準
禅
師
が
認し

た
ため

た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

○
師
卽
止
席
下
、
豎
起
脊
梁
憤
然
要
明
此
事
＝
「
師
」
は
、
法
心
禅
師
の
こ
と
。

　�「
席せ

き

下か

」
は
、【
六
】
①
の
語
注
に
既
出
。「
席
」
に
「
④
場
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
無
準
禅
師
の
下も

と

で
」
と
意
訳
し
た
。『
大
漢
和
辞
典
』

（
巻
四
・p.441

）
参
照
。

　�「
脊せ

き

梁り
ょ
う」

は
、「
背
骨
」
の
こ
と
。
脊せ

き

骨こ
つ

は
諸し

ょ

骨こ
つ

の
幹
で
、
屋
の
梁は

り

に
似
る
こ
と
か
ら
い
う
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
九
・p.316

）
参
照
。

　�「
豎じ

ゅ

起き

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
立
て
る
こ
と
」（p.642

）
と
あ
る
。
無む

著じ
ゃ
く

道ど
う

忠ち
ゅ
う

禅
師
（
一
六
五
三
～
一
七
四
五
）
が
撰せ

ん

し
た
『
虚き

堂ど
う

和お

尚し
ょ
う

語ご

録ろ
く

犂り

耕こ
う

』
巻
八
「
半
夜
三
更
至
梁
（
半は

ん

夜や

三さ
ん

更こ
う

、
梁り

ょ
うに

至
る
）」
に
、「
豎じ

ゅ

起き

脊せ
き

梁り
ょ
う」「

結
跏
正
坐
、
項
脊
端
直
、
不
動
不
揺
（
結け

っ

跏か

正せ
い

坐ざ

し
、
項こ

う

脊せ
き

〈
＝
首
の
後
ろ
か

ら
背
中
〉
端た

ん

直ち
ょ
くに

し
、
動ど

う

ぜ
ず
揺よ

う

ぜ
ず
）」
と
あ
り
、「
坐ざ

禅ぜ
ん

」
の
こ
と
。

　�「
憤ふ

ん

然ぜ
ん

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
い
き
ど
お
る
さ
ま
」（
巻
四
・p.1187

）
と
あ
る
。
気
持
ち
を
奮
い
立
た
せ
て
、
つ
と
め
励
む
こ
と
。「
一
生
懸
命
」
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と
意
訳
し
た
。

　�「
此こ

の
事じ

を
明あ

き

ら
め
ん
こ
と
」
は
、「
箇こ

事じ

究き
ゅ
う

明め
い

」
の
こ
と
。『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
箇
事
は
箇
の
一
大
事
、
一
大
事
そ
の
も
の
。
究
明
は
参さ

ん

究き
ゅ
う

証し
ょ
う

明め
い

す
る
こ
と
。
真
理
を
き
わ
め
尽
く
す
こ
と
」（p.343

）
と
あ
る
。「
仏ぶ

っ

法ぽ
う

の
大た

い

意い

が
分わ

か
る
よ
う
に
な
る
こ
と
」
と
意
訳
し
た
。

○�
不
懼
寒
暑
、
不
問
歳
月
＝
「
寒か

ん

暑じ
ょ

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
①
さ
む
さ
と
あ
つ
さ
。
②
冬
と
夏
。
③
寒
暑
を
通
し
て
。
い
つ
も
。
④
歳
月
」（
巻
三・

p.1070
）
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
①
の
意
。

　「
歳さ

い

月げ
つ

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
歳
と
月
。
又
、
と
し
つ
き
。
月
日
。
年
月
」（
巻
六
・p.712

）
と
あ
る
。

○
至
骨
臀
腫
爛
、
亦
不
暇
顧
＝
「
骨こ

つ

臀で
ん

」
は
、【
六
】
①
の
語
注
に
既
出
。
尻
骨
の
こ
と
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
九
・p.374

）
参
照
。

○�

如
是
者
九
年
、
乃
得
契
入
＝
「
契か

い

入に
ゅ
う」
は
、
使
用
し
た
辞
書
に
は
見
え
な
い
語
だ
が
、「
契か

い

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
心し

ん

性し
ょ
うに
か
な
う
」（p.167

）

と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
道
を
悟
る
こ
と
」
の
意
と
推
測
し
、「
大だ

い

悟ご

徹て
っ

底て
い

」
と
意
訳
し
た
。

○
「
円
相
に
丁
字
」
の
公
案
に
よ
り
大
悟
徹
底
し
た
の
で
、
以
降
、「
法ほ

っ

心し
ん

禅ぜ
ん

師じ

」
と
表
記
す
る
。

②�

歸
居
奧
州
松
島
寺
。
臨
終
前
七
日
、
謂
徒
曰
、
某
日
吾
當
去
矣
。
然
身
無
恙
。
徒
頗
疑
之
。
至
期
如
常
齋
罷
、
踞
禪
牀
。
僧
乞
遺
偈
。
師
、

素
不
能
作
字
。
卽
説
偈
曰
、
來
時
明
明
、
去
時
明
明
、
是
箇
何
物
。
僧
曰
、
猶
欠
末
後
一
句
在
。
師
、
震
聲
喝
一
喝
便
行
。

＊

　�

帰
り
て
奥お

う

州し
ゅ
うの

松ま
つ

島し
ま

寺で
ら

に
居こ

す
。
臨り

ん

終じ
ゅ
うの

前ま
え

七な
ぬ

日か

、
徒と

に
謂い

い
て
曰い

わ

く
、「
某

そ
れ
が
しの

日
、
吾わ

れ
当ま

さ

に
去さ

る
べ
し
」
と
。
然し

か

る
に
身

か
ら
だ

恙つ
つ
が

無な

し
。

徒と

、
頗す

こ
ぶる

之こ

れ
を
疑う

た
がう

。
期き

に
到い

た

り
て
、
常つ

ね

の
如ご

と

く
斎さ

い

罷は

し
て
禅ぜ

ん

牀し
ょ
うに

踞き
ょ

す
。
僧そ

う

、
遺ゆ

い

偈げ

を
乞こ

う
。
師
、
素も

と
字じ

を
作な

す
こ
と
能よ

く
せ
ず
。

即す
な
わち

偈げ

を
説と

い
て
曰い

わ

く
、「
来き

た
る
時と

き

も
明め

い

明め
い

、
去さ

る
時
も
明
明
、
是こ

れ
箇こ

の
何な

に

物も
の

ぞ
」
と
。
僧
曰
く
、「
猶な

お
末ま

つ

後ご

の
一い

っ

句く

を
欠か

く
こ

と
在あ

り
」
と
。
師
、
声こ

え

を
震ふ

る

わ
せ
て
喝か

つ

一い
っ

喝か
つ

し
て
、
便す

な
わち

行ゆ

く
。

＊

　�〔
日
本
に
〕
帰
っ
て
、〔
法ほ

っ

心し
ん

禅ぜ
ん

師じ

は
現
在
の
〕
宮
城
〔
県
〕
の
松ま

つ

島し
ま

寺で
ら

（
＝
円え

ん

福ぷ
く

寺じ

）
の
住

じ
ゅ
う

職し
ょ
くと

な
っ
た
。〔
法
心
禅
師
は
〕
亡な

く
な
る
七

日
前
に
、「
衲わ

し

は
こ
の
日
に
死
ぬ
だ
ろ
う
」
と
弟
子
達
に
告
げ
た
。
し
か
し
、
病や

ま
いを

患
わ
ず
ら

っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
の
で
、
弟
子
達
は
大

い
に
疑
〔
い
、
誰
も
信
じ
な
か
〕
っ
た
。
七
日
後
、
い
つ
も
の
よ
う
に
昼
食
を
終
え
〔
た
法
心
禅
師
は
〕、
椅い

子す

に
坐す

わ

っ
た
。〔
一
人
の
〕
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僧
が
辞じ

世せ
い

の
句く

を
求
め
た
。
法
心
禅
師
は
字
を
書
く
こ
と
が
不ふ

得え

手て

だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
声
を
出
し
て
、「
来き

た
る
時と

き

も
明め

い

明め
い

、
去さ

る
時
も
明
明
、
是こ

れ
箇こ

の
何な

に

物も
の

ぞ
（
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
来
た
こ
と
も
、
こ
の
世
を
去
る
と
い
う
こ
と
も
、
極き

わ

め
て
明め

い

白は
く

な
事
実
で
あ
る
。
今
、
終
わ
り
を
迎む

か

え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
れ
は
一
体
何
物
か
）」
と
言
っ
〔
て
、
目
を
閉
じ
よ
う
と
し
〕
た
。
僧
が
、「
ま
だ
末ま

つ

尾び

の
句
が
欠
け
て
お
り
ま
す
」
と

言
う
の
で
、
法
心
禅
師
は
声
を
振ふ

り
絞し

ぼ

っ
て
、「
喝か

つ

！
」
と
一い

っ

喝か
つ

し
て
亡
く
な
ら
れ
た
。

＊

○�

歸
居
奧
州
松
島
寺
＝
「
奧お

う

州し
ゅ
う」
は
、【
六
】
②
の
語
注
に
既
出
。
陸む

奥つ
の

国く
に

の
異
称
。
こ
こ
で
は
現
在
の
宮
城
県
の
こ
と
。

　「
松ま

つ

島し
ま

寺で
ら

」
は
、「
円え

ん

福ぷ
く

寺じ

」
の
こ
と
。
本
項
の
冒
頭
「
松
島
寺
」
参
照
。

　�「
居
」に
は
、「
身
を
お
く
、と
ど
ま
る
」と
い
う
意
味
が
あ
る
た
め
、「
居こ

す
」を「
住

じ
ゅ
う

職し
ょ
くと

な
っ
た
」と
意
訳
し
た
。『
大
漢
和
辞
典
』（巻
四・p.138

）参
照
。

○�

臨
終
前
七
日
、
謂
徒
曰
、
某
日
吾
當
去
矣
。
然
身
無
恙
。
徒
頗
疑
之
＝
「
臨り

ん

終じ
ゅ
う」

は
、【
六
】
②
の
語
注
に
既
出
。「
命
の
終
わ
る
時
。
亡
く
な
る
ま

ぎ
わ
」
の
こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.1432

）
参
照
。

　�「
某

そ
れ
が
しの

日
」
は
、【
六
】
②
の
語
注
に
既
出
。「
そ
れ
が
し
の
日
。
し
か
じ
か
の
日
」
の
意
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
六
・p.262

）「
某ぼ

う

日じ
つ

」
参
照
。

　�「
恙

つ
つ
が

無な

し
」
は
、【
六
】
②
の
語
注
に
既
出
。「
恙う

れ
いが
無
い
。
平
安
無
事
」
の
意
。「
恙
」
に
は
「
や
ま
い
」
と
い
う
意
味
も
あ
る
こ
と
か
ら
、「
病や

ま
いを

患わ
ず
ら

っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
の
で
」
と
意
訳
し
た
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
四
・p.1029

）
参
照
。

○
至
期
如
常
齋
罷
、
踞
禪
牀
＝
「
斎さ

い

罷は

」
は
、【
六
】
②
の
語
注
に
既
出
。
昼
の
食
事
が
終
わ
っ
た
あ
と
の
こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.449

）
参
照
。

　�「
禅ぜ

ん

牀し
ょ
う」

は
、【
六
】
②
の
語
注
に
「
禅ぜ

ん

床し
ょ
う」

と
し
て
既
出
。
師し

家け

や
住
持
人
が
、
坐
禅
・
相

し
ょ
う

見け
ん

・
説
法
・
普ふ

説せ
つ

な
ど
の
時
に
坐ざ

す
椅
子
の
こ
と
。『
禅

学
大
辞
典
』（p.671

、p.691

）
参
照
。

　「
踞き

ょ

」
は
、
こ
し
か
け
る
こ
と
。
物
の
上
に
坐
る
こ
と
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
十
・p.931

）
参
照
。

○�

僧
乞
遺
偈
。
師
、
素
不
能
作
字
。
卽
説
偈
曰
、
來
時
明
明
、
去
時
明
明
、
是
箇
何
物
＝
「
遺ゆ

い

偈げ

」
は
、【
六
】
②
の
語
注
に
既
出
。「
遺ゆ

い

戒か
い

偈げ

頌じ
ゅ

」
の

略
で
、
高こ

う

僧そ
う

碩せ
き

徳と
く

が
入

に
ゅ
う

滅め
つ

に
際
し
て
後こ

う

人じ
ん

の
た
め
に
残
す
辞
世
の
語
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.1240

）
参
照
。

　「
明め

い

明め
い

」
は
、【
六
】
②
の
語
注
に
既
出
。
極
め
て
明
ら
か
な
こ
と
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.1218

）
参
照
。

○�

僧
曰
、
猶
欠
末
後
一
句
在
。
師
、
震
聲
喝
一
喝
便
行
＝
「
喝か

つ

」、「
一い

っ

喝か
つ

」
は
、【
六
】
②
の
語
注
に
既
出
。
こ
と
ば
の
お
よ
ば
な
い
と
こ
ろ
を
あ
ら

わ
す
師し

家け

の
一
声
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.38

、p.163

）
参
照
。
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③�

贊
曰
、
佛
法
貴
在
了
悟
自
性
。
不
在
多
知
多
見
。
知
見
多
反
障
悟
門
。
故
初
祖
西
來
、
不
立
文
字
、
直
指
人
心
、
見
性
成
佛
而
已
。
老

氏
亦
曰
、
言
者
不
如
智
者
默
。
曹
谿
示
不
識
字
而
傳
衣
鉢
、
則
知
見
文
字
不
足
貴
也
。
明
矣
、
心
公
出
家
卽
晩
。
不
識
一
丁
。
知
此
事

不
在
文
字
上
。
極
力
參
究
、
忽
然
覷
破
、
則
通
身
是
智
。
用
之
不
竭
。
何
文
字
知
見
之
足
云
哉
。

＊

　�

賛さ
ん

に
曰い

わ

く
、「
仏ぶ

っ

法ぽ
う

は
、
貴た

っ
とぶ

ら
く
は
自じ

性し
ょ
うを

了
り
ょ
う

悟ご

す
る
に
在あ

り
。
多た

知ち

多た

見け
ん

に
在
ら
ず
。
知ち

見け
ん

多
け
れ
ば
反か

え

っ
て
悟ご

門も
ん

を
障お

お

う
」
と
。

故ゆ
え

に
初し

ょ

祖そ

西さ
い

来ら
い

、「
文も

ん

字じ

を
立た

た
せ
ず
、
直た

だ

ち
に
人に

ん

心し
ん

を
指ゆ

び

さ
し
て
、
見け

ん

性し
ょ
う

成じ
ょ
う

仏ぶ
つ

せ
し
む
る
の
み
」
と
。
老ろ

う

氏し

も
亦ま

た
曰
く
、「
言
う
者

は
智
者
の
黙も

く

に
如し

か
ず
」
と
。
曹そ

う

渓け
い

、
字
を
識し

ら
ざ
る
こ
と
を
示
し
て
衣え

鉢は
つ

を
伝
う
る
と
き
は
、
則
ち
知
見
、
文
字
、
貴
ぶ
に
足
ら
ざ

る
こ
と
な
り
。
明あ

き
らけ

し
、
心し

ん

公こ
う

、
出

し
ゅ
っ

家け

既す
で

に
晩お

そ

し
。
一い

っ

丁て
い

を
識
ら
ず
。
此
の
事
を
知
る
こ
と
、
文
字
の
上
に
在
ら
ず
。
力
を
極
め
て
参さ

ん

究き
ゅ
うし

、
忽こ

つ

然ね
ん

と
し
て
覰し

ょ

破は

す
る
と
き
は
、
則
ち
通つ

う

身し
ん

是
れ
智
、
之こ

れ
を
用も

ち

い
て
竭つ

き
ず
。
何
ぞ
文
字
、
知
見
を
之も

ち

い
し
も
、
云い

う
に
足

ら
ん
や
。

＊

　�〔
あ
る
〕
詩
文
に
は
、「
仏
の
教
え
の
中
で
特
に
大
切
な
こ
と
は
、
自じ

己こ

の
本ほ

ん

性し
ょ
うを
悟さ

と

る
こ
と
だ
。
知
識
が
豊
富
で
あ
っ
た
り
、
見け

ん

識し
き

が

広
い
こ
と
〔
が
大
切
な
の
〕
で
は
な
い
。
知
識
や
見
識
が
多
け
れ
ば
、
逆
に
悟
り
へ
の
入
口
を
塞ふ

さ

い
で
し
ま
う
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

だ
か
ら
達だ

る

磨ま

大だ
い

師し

は
、「
文も

ん

字じ

や
言
語
に
執と

ら
わ
れ
ず
、
自
分
の
心
を
見
つ
め
〔
て
、
そ
の
奥
底
に
あ
る
純
粋
な
本
心
に
気
付
き
、
自

分
が
具そ

な

え
持
っ
て
い
る
仏ぶ

っ

性し
ょ
うを
自
覚
す
〕
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
悟
り
を
得
た
仏
に
な
る
こ
と
が
出
来
る
の
だ
」
と
仰

お
っ
し
ゃ

っ
て
い
る
。
ま
た
、

老ろ
う

子し

も
、「
多
弁
を
弄ろ

う

す
る
者
は
、
本
当
に
大
切
な
こ
と
を
知
っ
て
い
て
、
多
く
を
語
ら
な
い
人
物
に
は
敵か

な

わ
な
い
」
と
言
っ
て
い
る
。

文
字
を
読
め
な
い
六ろ

く

祖そ

慧え

能の
う

が
、「
本ほ

ん

来ら
い

無む

一い
ち

物も
つ

」
と
い
う
偈げ

を
示
し
て
〔
五ご

祖そ

弘ぐ

忍に
ん

に
認
め
ら
れ
、
伝
来
の
〕
袈け

裟さ

を
授さ

ず

け
ら
れ
た

の
は
、〔
仏
教
が
〕
知
識
や
見
識
、
学
問
〔
と
い
う
も
の
〕
を
特
段
重
要
視
し
て
い
な
い
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
法ほ

っ

心し
ん

禅ぜ
ん

師じ

が
壮そ

う

年ね
ん

の
出
家
で
、
文
字
を
一
つ
も
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
疑
い
の
余
地
は
な
い
。
仏ぶ

っ

法ぽ
う

の
大た

い

意い

が
分わ

か
る
と
い
う
こ
と
は
、
学
問
に
よ
る
も

の
で
は
な
い
。
力
の
限
り
を
尽
く
し
て
坐
禅
や
公
案
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
、
突
然
、「
ハ
ッ
」
と
気
付
く
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
時
は
、

全
身
が
悟
り
の
智ち

慧え

と
な
っ
て
い
て
、
そ
の
智
慧
は
い
く
ら
使
っ
て
も
無
く
な
る
こ
と
は
な
い
。
ど
う
し
て
学
問
や
知
識
、
見
識
を
用

い
る
こ
と
が
〔
、
悟
り
の
智
慧
よ
り
〕
優
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。
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＊

○�

贊
曰
、
佛
法
貴
在
了
悟
自
性
。
不
在
多
知
多
見
。
知
見
多
反
障
悟
門
＝
「
賛さ

ん

に
曰い

わ

く
」
と
あ
る
が
、「
佛
法
貴
在
了
悟
自
性
…
知
見
多
反
障
悟
門
」

の
賛
は
出
典
不
明
。「
賛
」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
仏ぶ

っ

祖そ

な
ど
を
ほ
め
た
た
え
る
偈げ

頌じ
ゅ

（
＝
詩
）
を
い
う
」（p.497

）
と
あ
る
。

　�「
自じ

性し
ょ
う」
は
、
禅ぜ

ん

門も
ん

で
は
、
す
べ
て
の
人
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
も
っ
て
い
る
仏ぶ

っ

性し
ょ
うの
意
に
用
い
、
自じ

心し
ん

・
心し

ん

性し
ょ
うの
こ
と
を
い
う
。『
仏
教
語
大
辞

典
』（p.553

）
参
照
。

　�「
了

り
ょ
う

悟ご

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
理
解
す
る
こ
と
。
真
理
を
明
ら
か
に
さ
と
る
こ
と
」（p.1424

）
と
あ
る
。

　「
知ち

見け
ん

」
は
、
智ち

慧え

に
よ
っ
て
見
る
こ
と
。
ま
た
は
知
識
に
も
と
づ
い
た
見
解
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.947

）
参
照
。

　�「
悟ご

門も
ん

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
仏
教
で
は
、
さ
と
り
を
開
く
こ
と
を
入
門
の
径み

ち

と
す
る
こ
と
」（
巻
四
・p.1061

）
と
あ
る
。「
悟
り
へ
の
入
口
」

と
意
訳
し
た
。

○�

故
初
祖
西
來
、
不
立
文
字
、
直
指
人
心
、
見
性
成
佛
而
已
＝
「
初し

ょ

祖そ

西さ
い

来ら
い

」（「
せ
い
ら
い
」
と
も
）
は
、
中
国
に
禅
を
伝
え
た
第
一
の
祖そ

師し

で
あ
る
菩ぼ

提だ
い

達だ
る

磨ま

（
生
没
年
諸
説
あ
り
）
が
、
中
国
よ
り
西
に
位
置
す
る
南
イ
ン
ド
か
ら
来
た
こ
と
を
い
う
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.679

）
参
照
。

　�「
文も

ん

字じ

を
立た

た
せ
ず
」
は
、「
不ふ

立り
ゅ
う

文も
ん

字じ

」
の
こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
真
理
は
文
字
に
表
せ
な
い
、
概
念
で
規
定
し
う
る
も
の
で
は
な
い
、

と
い
う
こ
と
。普
遍
的
な
命
題
の
形
で
立り

つ

言げ
ん

し
な
い
、ま
た
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
行
動
し
な
い
、と
い
う
意
。禅
の
根
本
的
立
場
を
示
す
句
」（p.1174

）

と
あ
る
。

　�「
直た

だ

ち
に
人に

ん

心し
ん

を
指ゆ

び

さ
し
て
」
は
、「
直じ

き

指し

人に
ん

心し
ん

」
の
こ
と
。「
見け

ん

性し
ょ
う

成じ
ょ
う

仏ぶ
つ

」
と
と
も
に
「
直
指
人
心
、
見
性
成
仏
」
の
形
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
。『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
い
た
ず
ら
に
眼
を
外
界
に
向
け
る
こ
と
な
く
、
自
己
の
心
を
ま
っ
す
ぐ
に
つ
か
め
、
考
え
た
り
分
析
し
た
り
す
る
こ

と
な
く
、
む
ず
と
つ
か
め
。
そ
う
す
れ
ば
自
己
自
身
が
実
は
仏
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
徹
底
し
て
知
り
、
そ
の
ま
ま
仏
と
な
る
だ
ろ
う
、

と
い
う
意
。煩は

ん

瑣さ

な
教
学
に
と
ら
わ
れ
な
い
で
、人
間
が
本
来
も
っ
て
い
る
仏ぶ

っ

性し
ょ
うを

直
ち
に
体
得
せ
よ
、と
い
う
こ
と
。禅
宗
に
特
徴
的
な
語
」（p.580

）

と
あ
る
。

　�「
不
立
文
字
、
直
指
人
心
、
見
性
成
仏
」
の
三
句
に
「
教

き
ょ
う

化げ

別べ
つ

伝で
ん

」
を
加
え
た
、「
教
化
別
伝
、
不
立
文
字
、
直
指
人
心
、
見
性
成
仏
」
の
四
句
が
禅

の
宗

し
ゅ
う

義ぎ

を
簡
潔
に
ま
と
め
た
句
と
し
て
用
い
ら
れ
、「
禅
の
真
義
は
経

き
ょ
う

論ろ
ん

や
文
字
に
よ
っ
て
は
理
解
出
来
な
い
、
ず
ば
り
と
心
そ
の
も
の
を
つ
か
み
、

自
己
の
本
性
を
徹て

っ

見け
ん

す
る
こ
と
で
悟
り
を
得
た
仏
と
な
る
こ
と
が
出
来
る
」
と
い
う
意
味
を
も
つ
。
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○�

老
氏
亦
曰
、
言
者
不
如
智
者
默
＝
「
老ろ

う

氏し

」
は
、
老ろ

う

耼た
ん

（
生
没
年
不
詳
）
の
こ
と
。
姓
は
李り

、
名
は
耳じ

、
字あ

ざ
なは
耼た

ん

。
楚そ

の
苦こ

県け
ん

（
現
在
の
河か

南な
ん

省
周し

ゅ
う

口こ
う

市
鹿ろ

く

邑ゆ
う

県
）
の
人
。
生
ま
れ
た
時
に
既
に
白
髪
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
老
子
と
号
し
た
と
い
う
。
周し

ゅ
うの
守し

ゅ

蔵ぞ
う

室し
つ

の
吏り

と
な
り
、
孔こ

う

子し

（
紀
元
前
五
五
二
ま
た
は

五
五
一
～
紀
元
前
四
九
七
）
が
訪
れ
て
礼
の
教
え
を
受
け
た
と
伝
わ
る
。
二
巻
・
八
十
一
章
・
約
五
千
字
か
ら
成
る
『
老ろ

う

子し

』
と
い
う
書
を
著
し
、
こ
の

書
は
『
道ど

う

徳と
く

経き
ょ
う』
と
も
呼
ば
れ
る
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
六
・p.88

、
巻
九
・p.147

、p.151

）
参
照
。

　�「
言
う
者
は
智
者
の
黙も

く

に
如し

か
ず
」
は
、『
老
子
』
第
五
十
六
章
に
あ
る
「
知
者
不
言
、
言
者
不
知
（
知
る
者
は
言
わ
ず
、
言
う
者
は
知
ら
ず
）」
を
踏ふ

ま
え
て
、

白は
く

居き
ょ

易い

（
白は

く

楽ら
く

天て
ん

・
七
七
二
～
八
四
六
）
が
詠よ

ん
だ
律り

っ

詩し

「
読
老
子
（
老
子
を
読
む
）」
の
一
節
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
公
開
さ
れ

て
い
る
、
元げ

ん

和な

四
年
（
一
六
一
八
）
刊
行
の
『
白は

く

氏し

文も
ん

集じ
ゅ
う』
巻
六
十
五
「
読
老
子
」
に
、「
言
者
不
如
知
者
默
、
此
語
吾
聞
於
老
君
。
若
道
老
君
是
知
者
、

緣
何
自
著
五
千
文
（
言
う
者
は
智
者
の
黙
に
如
か
ず
、
此こ

の
語
、
吾わ

が
老ろ

う

君く
ん

よ
り
聞
け
り
。
若も

し
老
君
は
是こ

れ
知
者
と
道い

う
な
ら
ば
、
何
に
縁よ

り
て
か
自
ら
五
千
文
を
著あ

ら
わさ

ん
）」

と
あ
る
。

○�

曹
谿
示
不
識
字
而
傳
衣
鉢
、
則
知
見
文
字
不
足
貴
也
＝
「
曹そ

う

渓け
い

」
は
、「
六ろ

く

祖そ

慧え

能の
う

（
六
三
八
～
七
一
三
）」
の
こ
と
。
慧
能
が
韶

し
ょ
う

州し
ゅ
う（

現
在
の
広か

ん

東と
ん

省
韶し

ょ
う

関か
ん

市
）

の
曹4

溪4

宝ほ
う

林り
ん

寺じ

を
中
心
に
説せ

っ

法ぽ
う

教き
ょ
う

化け

を
行
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.722

）
参
照
。

　�「
字
を
識し

ら
ざ
る
こ
と
を
示
し
て
衣え

鉢は
つ

を
伝
う
る
」
と
は
、
幼
い
時
よ
り
辛し

ん

苦く

の
う
ち
に
育
ち
、
文
字
も
読
め
ず
、
五ご

祖そ

弘ぐ

忍に
ん

（「
こ
う
に
ん
」
と
も
、

六
〇
一
～
七
四
）
の
門
下
で
は
行あ

ん

者じ
ゃ

と
し
て
米こ

め

搗つ

き
に
従
事
し
た
慧
能
が
、「
菩
提
本
無
樹
。
明
鏡
亦
非
台
。 

本
来
無
一
物
。
何
処
惹
塵
埃
（
菩ぼ

提だ
い

、
本も

と
よ
り
樹じ

ゅ

無な

し
。
明め

い

鏡き
ょ
うも
亦ま

た
台だ

い

に
非あ

ら

ず
。
本ほ

ん

来ら
い

無む

一い
ち

物も
つ

。
何い

ず

れ
の
処と

こ
ろに
か
塵じ

ん

埃あ
い

を
惹ひ

か
ん
）」
と
い
う
偈げ

を
示
し
て
弘
忍
に
認
め
ら
れ
、
達だ

る

磨ま

大だ
い

師し

伝
来
の
袈け

裟さ

を

授さ
ず

け
ら
れ
た
こ
と
に
基
づ
く
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.103
）「
慧え

能の
う

」
参
照
。

○�

明
矣
、
心
公
出
家
卽
晩
。
不
識
一
丁
。
知
此
事
不
在
文
字
上
＝
「
出

し
ゅ
っ

家け

」
は
、【
六
】
①
の
語
注
に
既
出
。
俗ぞ

っ

家か

を
出
て
剃て

い

髪は
つ

染ぜ
ん

衣ね

し
、
沙し

ゃ

門も
ん

と
な

る
こ
と
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.510

）
参
照
。

　�「
一い

っ

丁て
い

を
識し

ら
ず
」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
不
識
一
丁
字
（
一
丁
字
を
識
ら
ず
）」（
巻
一
・p.44

）
と
あ
り
、「
ま
る
き
り
文
字
を
知
ら
ぬ
こ
と
。
丁
は
、

个
の
字
の
篆て

ん

書し
ょ

か
ら
誤
っ
た
も
の
。
無
丁
字
（
丁
字
無
し
）」
と
あ
る
。

○�

極
力
參
究
、
忽
然
覷
破
、
則
通
身
是
智
。
用
之
不
竭
。
何
文
字
知
見
之
足
云
哉
＝
「
参さ

ん

究き
ゅ
う」

は
、
参さ

ん

禅ぜ
ん

し
て
公こ

う

案あ
ん

な
ど
の
問
題
を
究

き
ゅ
う

明め
い

す
る
こ
と
。『
仏

教
語
大
辞
典
』（p.495

）
参
照
。

　「
忽こ

つ

然ね
ん

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
不
意
に
。
た
ち
ま
ち
に
。
に
わ
か
に
」（p.416
）
と
あ
る
。
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　「
覰し

ょ

破は

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
う
か
が
い
見
て
、
看か

ん

破ぱ

す
る
こ
と
」（p.691

）
と
あ
る
。「『
ハ
ッ
』
と
気
付
く
」
と
意
訳
し
た
。

　「
通つ

う

身し
ん

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
身
体
全
体
を
通
じ
て
。
全
身
。
満ま

ん

身し
ん

」（p.971

）
と
あ
る
。
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訳 

注　

【
八
】『
延え

ん

宝ぽ
う

伝で
ん

灯と
う

録ろ
く

』
巻
二
「
奥お

う

州し
ゅ
う

松し
ょ
う

島と
う

山ざ
ん

円え
ん

福ぷ
く

性し
ょ
う

才さ
い

法ほ
っ

心し
ん

禅ぜ
ん

師じ

」

○�

『
延え

ん

宝ぽ
う

伝で
ん

灯と
う

録ろ
く

』
は
、
卍ま

ん

元げ
ん

師し

蛮ば
ん

禅ぜ
ん

師じ

（
一
六
二
六
～
一
七
一
〇
）
が
著
し
た
全
四
十
一
巻
（
内
、
目
録
一
巻
）
か
ら
な
る
、
日
本
禅
僧

千
二
十
三
名
の
伝
記
集
。
延え

ん

宝ぽ
う

六
年
（
一
六
七
八
）
完
成
、
宝ほ

う

永え
い

三
年
（
一
七
〇
六
）
板
行
。
宋そ

う・道ど
う

原げ
ん

（
生
没
年
不
詳
）
の
『
景け

い

徳と
く

伝で
ん

灯と
う

録ろ
く

』
等
、

中
国
の
例
に
倣な

ら

い
、
完
成
時
の
年
号
を
付
し
て
『
延
宝
伝
灯
録
』
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。
多
元
的
に
日
本
に
伝
来
し
た
禅
の
伝で

ん

灯と
う

嗣し

承し
ょ
うを
明
確
に
す
る
こ
と
と
、
悟
り
の
機き

縁え
ん

と
な
っ
た
語
句
を
収
録
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
て
編へ

ん

纂さ
ん

さ
れ
た
。
日
本
禅
宗
史
研
究

の
た
め
に
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
基
本
的
な
文
献
。『
日に

本ほ
ん

仏ぶ
っ

教き
ょ
う

典て
ん

籍せ
き

大だ
い

事じ

典て
ん

』（p.76

）
参
照
。

○�

底
本
に
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
が
所
蔵
し
、
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
公
開
さ
れ
て
い
る
「
宝
永
三
年
刊
本
」
を
使
用
し
た
。

　（https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/200010039/1

）

○�

【
一
】『
龍

り
ゅ
う

山ざ
ん

三さ
ん

開か
い

祖そ

伝で
ん

』「
法ほ

っ

身し
ん

和お

尚し
ょ
う

伝で
ん

」・【
二
】『
松ま

つ

島し
ま

諸し
ょ

勝し
ょ
う

記き

』「
無む

相そ
う

窟く
つ

」・【
三
】『
天て

ん

台だ
い

由ゆ
い

緒し
ょ

記き

』
が
「
法
身
」
と
記
述
さ
れ
て
い

た
の
に
対
し
、
本
項
は
【
四
】『
沙し

ゃ

石せ
き

集し
ゅ
う（「

さ
せ
き
し
ゅ
う
」
と
も
）』「
米よ

ね

沢ざ
わ

善ぜ
ん

本ぽ
ん

」「
法ほ

っ

心し
ん

房ぼ
う

ノ
上

し
ょ
う

人に
ん
の

事こ
と

」・【
五
】『
沙
石
集
』「
長

ち
ょ
う

享き
ょ
う

本
」・

【
六
】『
元げ

ん

亨こ
う

釈し
ゃ
く

書し
ょ

』「
松ま

つ

島し
ま

寺で
ら

法ほ
っ

心し
ん

」（
以
下
、【
六
】
と
表
記
す
る
）・【
七
】『
扶ふ

桑そ
う

禅ぜ
ん

林り
ん

僧そ
う

宝ほ
う

伝で
ん

』「
松
島
寺
法
心
禅
師
伝
」（
以
下
、【
七
】
と
表

記
す
る
）
と
同
じ
く
、「
法
心
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、「
口
語
訳
」「
語
注
」
は
「
法
心
」
と
表
記
し
た
。
但た

だ

し
、
円
福
寺

の
開
創
及
び
瑞ず

い

巌が
ん

寺じ

に
関
す
る
語
注
は
「
法
身
」
と
表
記
し
た
。

○�

『
延
宝
伝
灯
録
』「
奥
州
松
島
山
円
福
性
才
法
心
禅
師
」
の
内
容
は
、
前
述
【
六
】・【
七
】
と
重
複
す
る
箇
所
が
多
い
。
そ
の
た
め
、【
六
】・

【
七
】
に
既
出
の
語
注
は
簡
略
化
し
た
。

①�

奧
州
松
島
山
圓
福
寺
性
才
法
心
禪
師
、
年
過
壯
齒
、
憤
然
出
俗
。
不
知
文
字
。
單
要
明
箇
事
。
聞
宋
地
禪
風
之
盛
、
附
商
舶
達
臨
安
府
。

直
登
徑
山
禮
佛
鑑
禪
師
求
開
示
。
鑑
於
圓
相
中
書
一
丁
字
示
之
。
師
止
輪
下
晨
昏
研
究
。
性
堅
硬
堪
禪
坐
。
至
骨
臀
腫
爛
志
氣
不
撓
、

四
威
儀
中
、
觀
丁
字
現
。
師
尚
不
介
懷
。
如
是
者
歷
九
寒
暑
、
遂
得
悟
入
。
鑑
印
證
焉
。
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＊

　�

奥お
う

州し
ゅ
う

松し
ょ
う

島と
う

山ざ
ん

円え
ん

福ぷ
く

寺じ

、
性

し
ょ
う

才さ
い

法ほ
っ

心し
ん

禅ぜ
ん

師じ

、
年と

し

、
壮そ

う

歯し

を
過す

ぎ
て
、
憤ふ

ん

然ぜ
ん

と
し
て
出

し
ゅ
つ

俗ぞ
く

す
。
文も

ん

字じ

を
知し

ら
ず
。
単ひ

と
えに

箇こ

の
事じ

を
明あ

き

ら
め
ん

こ
と
を
要よ

う

す
。
宋そ

う

地ち

、
禅ぜ

ん

風ぷ
う

の
盛さ

か

ん
な
る
を
聞き

き
て
、
商

し
ょ
う

舶は
く

に
附つ

い
て
臨り

ん

安あ
ん

府ふ

に
達た

っ

す
。
直た

だ

ち
に
径き

ん

山ざ
ん

に
登
り
て
仏ぶ

っ

鑑か
ん

禅ぜ
ん

師じ

を
礼ら

い

し
て

開か
い

示じ

を
求も

と

む
。
鑑か

ん

、
円え

ん

相そ
う

の
中
に
於お

い
て
、
一
つ
の
「
丁て

い

」
の
字
を
書し

る

し
て
之こ

れ
に
示し

め

す
。
師し

、
輪り

ん

下か

に
止と

ど

ま
り
て
晨し

ん

昏こ
ん

研け
ん

究き
ゅ
うす

。

性し
ょ
う、

堅け
ん

硬こ
う

に
し
て
、
禅ぜ

ん

坐ざ

に
堪た

え
た
り
。
骨こ

つ

臀で
ん

腫し
ゅ

爛ら
ん

に
至い

た

れ
ど
も
志し

気き

不ふ

撓と
う

に
、
四し

威い

儀ぎ

の
中な

か

、
丁て

い

字じ

の
現げ

ん

ず
る
を
観み

る
。
師
、
尚な

お

懐こ
こ
ろに

介か
い

せ
ず
。
是か

く
の
如ご

と

く
す
る
も
の
九く

寒か
ん

暑じ
ょ

を
歴へ

て
、
遂つ

い

に
悟ご

入に
ゅ
うを

得う

。
鑑
、
印い

ん

証し
ょ
うす

。

＊

　�〔
現
在
の
〕
宮
城
〔
県
松
島
〕
に
あ
る
松

し
ょ
う

島と
う

山ざ
ん

円え
ん

福ぷ
く

寺じ

の
性

し
ょ
う

才さ
い

法ほ
っ

心し
ん

禅ぜ
ん

師じ

は
、〔
三
十
代
を
と
う
に
超こ

え
た
、
所い

わ

謂ゆ
る

〕
壮そ

う

年ね
ん

の
頃
、〔
心
が
〕

激は
げ

し
く
い
き
り
立た

つ
こ
と
が
あ
っ
て
出

し
ゅ
っ

家け

し
た
。
学
問
の
知
識
や
素そ

養よ
う

が
無
か
っ
た
。
仏ぶ

っ

法ぽ
う

の
大た

い

意い

が
分わ

か
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を

〔
一い

っ

心し
ん

に
〕
望の

ぞ

ん
だ
。「
宋そ

う

国こ
く

は
禅ぜ

ん

宗し
ゅ
うが

盛さ
か

ん
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
耳
に
し
て
、
商
船
に
乗
っ
て
〔
南な

ん

宋そ
う

の
国こ

く

都と

・
〕
臨り

ん

安あ
ん

府ふ

に
辿た

ど

り
着つ

い
た
。〔
そ
こ
か
ら
〕
す
ぐ
に
径き

ん

山ざ
ん

へ
と
向
か
い
、〔
能の

う

仁に
ん

興こ
う

聖し
ょ
う

万ま
ん

寿じ
ゅ

禅ぜ
ん

寺じ

に
お
い
て
〕
仏ぶ

っ

鑑か
ん

禅ぜ
ん

師じ

〔
・
無ぶ

準じ
ゅ
ん

師し

範ぱ
ん

〕
に
師し

事じ

し
、

禅ぜ
ん

の
真し

ん

髄ず
い

に
つ
い
て
尋た

ず

ね
た
。
無
準
禅
師
は
円
を
描え

が

き
、
そ
の
中
に
一
つ
、「
丁て

い

」
の
字
を
書
い
て
法
心
に
与あ

た

え
た
。
法
心
は
無
準
禅

師
の
下も

と

で
、
昼

ち
ゅ
う

夜や

を
分わ

か
た
ず
〔「
円え

ん

相そ
う

に
丁て

い

字じ

」
の
〕
公こ

う

案あ
ん

に
取
り
組
ん
だ
。
堅か

た

く
強
い
意
志
を
も
ち
、
一
生
懸
命
に
坐ざ

禅ぜ
ん

を
行
な
っ

た
。
尻し

り

が
腫は

れ
上
が
り
爛た

だ

れ
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
挫く

じ

け
ず
に
〔
修
行
を
〕
続
け
る
う
ち
に
、
歩あ

る

く
・
立た

ち
止ど

ま
る
・
坐す

わ

る
・
寝ね

る
と
い
っ
た
日
常
の
立た

ち
居い

振ふ

る
舞ま

い
の
中
に
、「
丁
」
の
字
が
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。〔
し
か
し
〕
法
心
は
、「〔
こ
れ
は
〕
本
当
の

悟さ
と

り
で
は
な
い
」と
思
っ
た
。さ
ら
に
修
行
を
重
ね
る
こ
と
九
年
、と
う
と
う
大だ

い

悟ご

徹て
っ

底て
い

す
る
こ
と
が
で
き
た
。無
準
禅
師
は〔
法
心
の
〕

悟さ
と

り
を
認み

と

め
た
。

＊

○�

奧
州
松
島
山
圓
福
寺
性
才
法
心
禪
師
、
年
過
壯
齒
、
憤
然
出
俗
＝
「
奧お

う

州し
ゅ
う」

は
、【
六
】
②
の
語
注
に
既
出
。
陸む

奥つ
の

国く
に

の
異
称
。
こ
こ
で
は
現
在
の

宮
城
県
の
こ
と
。

　�「
松

し
ょ
う

島と
う

山ざ
ん

円え
ん

福ぷ
く

寺じ

」
は
、
瑞ず

い

巌が
ん

寺じ

の
前
身
と
な
っ
た
臨
済
宗
円
福
寺
の
こ
と
。
正

し
ょ
う

元げ
ん

元
年
（
一
二
五
九
）、
鎌か

ま

倉く
ら

幕ば
く

府ふ

五
代
執し

っ

権け
ん・北ほ
う

条じ
ょ
う

時と
き

頼よ
り

公こ
う

（
一
二
二
七

～
六
三
）
を
開
基
、
法ほ

っ

身し
ん

禅ぜ
ん

師じ

を
開
山
と
す
る
。
現
在
の
正
式
名
称
は
、
松

し
ょ
う

島と
う

青せ
い

龍り
ゅ
う

山ざ
ん

瑞ず
い

巌が
ん

円え
ん

福ぷ
く

禅ぜ
ん

寺じ

。
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　�

禅
僧
の
名
は
「
道ど

う

号ご
う・
法ほ

う

諱き

」
の
順
に
表
記
さ
れ
る
の
で
、「
性

し
ょ
う

才さ
い

法ほ
っ

心し
ん

禅ぜ
ん

師じ

」
と
い
う
記
述
に
よ
り
、『
延え

ん

宝ぽ
う

伝で
ん

灯と
う

録ろ
く

』
で
は
道
号
・
性
才
、
法
諱
・

法
心
で
あ
る
を
こ
と
を
知
る
。

　�「
壮そ

う

歯し

」
は
、『
大だ

い

漢か
ん

和わ

辞じ

典て
ん

』
に
「
年
若
い
こ
と
。
壮そ

う

年ね
ん

に
同
じ
。
歯
は
齡よ

わ
い」（

巻
三
・p.287

）
と
あ
り
、「
壮
年
」
は
、「
人
の
一
生
の
中
で
最
も
さ

か
ん
な
年
頃
。
は
た
ら
き
ざ
か
り
の
年
ご
ろ
。
三
、四
十
だ
い
の
年
齢
。
壮
歯
。
壮そ

う

歳さ
い

。
壮そ

う

大だ
い

、
壮そ

う

齢れ
い

」（
前
同
・p.287

）
と
あ
る
。

　「
憤ふ

ん

然ぜ
ん

」
は
【
七
】
①
の
語
注
に
既
出
。
い
き
ど
お
る
こ
と
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
四
・p.1187

）
参
照
。

　「
出

し
ゅ
つ

俗ぞ
く

」
は
、『
仏ぶ

っ

教き
ょ
う

語ご

大だ
い

辞じ

典て
ん

』
に
「
俗
世
間
か
ら
出
て
仏
道
に
入
る
こ
と
」（p.673

）
と
あ
る
。

○�

不
知
文
字
。
單
要
明
箇
事
＝
「
文も

ん

字じ

」
は
、【
七
】
①
の
語
注
に
既
出
。
字
、
語
、
経

き
ょ
う

典て
ん

や
論ろ

ん

書し
ょ

の
こ
と
。
こ
こ
で
は
「
学
問
の
知
識
や
素そ

養よ
う

」
と

意
訳
し
た
。『
禅ぜ

ん

学が
く

大だ
い

辞じ

典て
ん

』（p.1230

）、『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.1368

）
参
照
。

　�「
箇こ

の
事じ

を
明あ

き

ら
め
ん
こ
と
」
は
、「
此こ

の
事
を
明
ら
め
ん
こ
と
」
と
し
て
【
七
】
①
の
語
注
に
既
出
。「
箇こ

事じ

究き
ゅ
う

明め
い

」
の
こ
と
。「
箇
事
は
一
大
事
そ

の
も
の
。
究
明
は
真
理
を
き
わ
め
尽
く
す
こ
と
」
を
い
う
。「
仏ぶ

っ

法ぽ
う

の
大た

い

意い

が
分わ

か
る
よ
う
に
な
る
こ
と
」
と
意
訳
し
た
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.343

）

参
照
。

○�

聞
宋
地
禪
風
之
盛
、
附
商
舶
達
臨
安
府
＝
「
禅ぜ

ん

風ぷ
う

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
禅
を
挙こ

揚よ
う

す
る
独
特
の
家か

風ふ
う・や
り
方
。
人・宗
派
に
つ
い
て
い
う
。

宗し
ゅ
う

風ふ
う

。
家
風
。
門も

ん

風ぷ
う

」（p.701

）
と
あ
る
。

　�「
臨り

ん

安あ
ん

府ふ

」
は
、
中
国
・
南な

ん

宋そ
う

の
国
都
。
現
在
の
浙せ

っ

江こ
う

省し
ょ
う

杭こ
う

州し
ゅ
う

市し

。

○�

直
登
徑
山
禮
佛
鑑
禪
師
求
開
示
＝
「
径き

ん

山ざ
ん

」
は
、【
六
】
①
の
語
注
に
既
出
。
現
在
の
浙
江
省
杭
州
市
郊こ

う

外が
い

西
北
に
位
置
す
る
山
。
禅ぜ

ん

門も
ん

の
大だ

い

道ど
う

場じ
ょ
う、

能の
う

仁に
ん

興こ
う

聖し
ょ
う

万ま
ん

寿じ
ゅ

禅ぜ
ん

寺じ

が
あ
る
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.236
）
参
照
。

　�「
仏ぶ

っ

鑑か
ん

禅ぜ
ん

師じ

」
は
、【
六
】
①
の
語
注
に
既
出
。
無ぶ

準じ
ゅ
ん

師し

範ぱ
ん

禅
師
（「
む
じ
ゅ
ん
し
は
ん
」
な
ど
と
も
・
一
一
七
八
～
一
二
四
九
）
の
こ
と
。
理り

宗そ
う

（
一
二
〇
五
～

六
四
）
よ
り
仏
鑑
禅
師
号
を
賜た

ま
わる

。『
禅
学
大
辞
典
』（p.460

）
参
照
。

　�「
開か

い

示じ

」
は
、【
七
】
①
の
語
注
に
既
出
。「
教
え
を
説せ

つ

示じ

す
る
こ
と
。
説
く
。
導
く
。
真
理
を
知
ら
し
め
る
こ
と
」
の
意
。
こ
こ
で
は
「
開
示
を
求も

と

む
」

を
「
禅ぜ

ん

の
真し

ん

髄ず
い

に
つ
い
て
尋た

ず

ね
た
」
と
意
訳
し
た
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.170
）
参
照
。

○
鑑
於
圓
相
中
書
一
丁
字
示
之
＝
「
鑑か

ん

」
は
、
仏
鑑4

禅
師
の
こ
と
。
無
準
師
範
禅
師
。

　�「
円え

ん

相そ
う

に
丁て

い

字じ

」
の
公こ

う

案あ
ん

に
つ
い
て
の
考
察
は
、【
六
】
①
の
語
注
に
既
出
。「
円
相
」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
真し

ん

如に
ょ・
仏ぶ

っ

性し
ょ
う・
実じ

っ

相そ
う・
法ほ

っ

性し
ょ
うな
ど
の
、
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絶
対
の
真
理
を
表
す
」（p.114

）
と
あ
り
、「
丁て

い

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
④
壮そ

う

年ね
ん

の
男
。
⑥
男
の
召め

し

使つ
か
い」（

巻
一
・p.72

）
と
あ
る
。
こ
の
公
案
は
、

法
心
禅
師
が
当
時
と
し
て
は
珍
し
い
壮
年
の
、
従

じ
ゅ
う

僕ぼ
く

か
ら
の
出
家
で
あ
る
こ
と
を
踏ふ

ま
え
、
無
準
禅
師
が
認し

た
ため
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

○
師
止
輪
下
晨
昏
研
究
。
性
堅
硬
堪
禪
坐
＝
「
師
」
は
、
法
心
禅
師
の
こ
と
。

　�「
輪り

ん

下か

」
は
、
使
用
し
た
辞
書
に
は
見
え
な
い
語
だ
が
、
文
脈
か
ら
「
輪
」
は
「
法ほ

う

輪り
ん

」
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。「
法
輪
」
は
、「
仏
の
教
え
が
他
に

転
じ
て
伝
わ
る
の
を
輪
に
た
と
え
た
も
の
。
真
理
の
輪・真
実
の
教
え
」
な
ど
の
意
味
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
無
準
禅
師
の
下も

と

で
」
と
意
訳
し
た
。『
禅

学
大
辞
典
』（p.1145

）、『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.1239

）
参
照
。

　�「
晨し

ん

昏こ
ん

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
あ
さ
ば
ん
。
朝
夕
。
旦た

ん

暮ぼ

」（
巻
五
・p.887

）
と
あ
る
。「
昼

ち
ゅ
う

夜や

を
分わ

か
た
ず
」
と
意
訳
し
た
。

　「
堅け

ん

硬こ
う

」
は
、【
六
】
①
の
語
注
に
既
出
。
か
た
い
こ
と
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
三
・p.205

）
参
照
。

　「
禅ぜ

ん

坐ざ

」
は
、【
六
】
①
の
語
注
に
既
出
。
坐ざ

禅ぜ
ん

す
る
こ
と
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.683

）
参
照
。

○�

至
骨
臀
腫
爛
志
氣
不
撓
、
四
威
儀
中
、
觀
丁
字
現
＝
「
骨こ

つ

臀で
ん

」
は
、【
六
】
①
の
語
注
に
既
出
。
尻
骨
の
こ
と
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
九・p.374

）
参
照
。

　�「
腫し

ゅ

爛ら
ん

」
は
、
使
用
し
た
辞
書
に
は
見
え
な
い
語
だ
が
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
腫
」
は
「
①
は
れ
も
の
。
で
き
も
の
。
②
は
れ
。
む
く
み
。
③
こ
ぶ
。

ふ
し
。
④
は
れ
る
。
ふ
く
れ
る
。
⑤
や
ま
い
」（
巻
九
・p.342

）
な
ど
と
あ
り
、「
爛
」
は
、「
①
た
だ
れ
る
。
②
た
だ
ら
す
。
③
た
だ
れ
。
く
さ
れ
。

た
だ
れ
る
こ
と
」（
同
・
巻
七
・p.559

）
な
ど
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
腫は

れ
上
が
り
、
爛た

だ

れ
る
こ
と
」
の
意
。

　「
志し

気き

」
は
、
こ
こ
ろ
ざ
し
。
事
を
成
そ
う
と
す
る
意
気
込
み
の
こ
と
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
四
・p.959

）
参
照
。

　「
不ふ

撓と
う

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
た
ゆ
ま
ぬ
。
た
わ
ま
ぬ
。
不
屈
」（
巻
一
・p.252

）
と
あ
る
。

　�「
四し

威い

儀ぎ

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
①
人
間
の
行
動
を
四
種
に
分
類
し
た
も
の
。
行
く
こ
と
、
と
ど
ま
る
こ
と
、
坐ざ

す
こ
と
、
ふ
せ
る
こ
と
。

行ぎ
ょ
う・

住じ
ゅ
う・

坐ざ

・
臥が

の
四
つ
を
い
う
。
一
切
の
行
動
が
含
ま
れ
る
。
②
行
・
住
・
坐
・
臥
に
お
い
て
、
僧そ

う

尼に

の
守
る
べ
き
正
し
い
ふ
る
ま
い
。
戒か

い

律り
つ

に

か
な
っ
た
立た

ち
居い

ふ
る
ま
い
」（p.507

）
と
あ
る
。
日
常
の
立
ち
居
振ふ

る
舞ま

い
の
こ
と
。

○�

師
尚
不
介
懷
。
如
是
者
歷
九
寒
暑
、
遂
得
悟
入
。
鑑
印
證
焉
＝
「
寒か

ん

暑じ
ょ

」
は
、【
七
】
①
の
語
注
に
既
出
。
こ
こ
で
は
「
歳
月
」
の
こ
と
で
、「
九
寒
暑
」

は
「
九
年
」
の
意
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
三
・p.1070

）
参
照
。

　�「
悟ご

入に
ゅ
う」

は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
了
解
す
る
こ
と
。
さ
と
る
こ
と
。
真
理
を
さ
と
り
、
真
理
に
入
る
こ
と
」（p.382

）
と
あ
る
。「
悟
入
を
得う

」
を
、

「
大だ

い

悟ご

徹て
っ

底て
い

」
と
意
訳
し
た
。

151

訳注　【八】『延宝伝灯録』巻二「奥州松島山円福性才法心禅師」



　�「
印い

ん

証し
ょ
う」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
印い

ん

可か

証し
ょ
う

明め
い

の
略
。
師し

家け

が
修
行
者
の
境

き
ょ
う

地ち

を
点
検
し
て
こ
れ
を
是ぜ

認に
ん

し
た
と
き
、
証
明
を
与
え
て
正

し
ょ
う

法ぼ
う

伝で
ん

授じ
ゅ

の

し
る
し
と
す
る
こ
と
。
こ
れ
に
よ
っ
て
修
行
者
は
師
家
の
資
格
を
得
、
禅
の
指
導
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
印
可
の
証
明
書
を
印
証
書
と
い
う
が
、

そ
の
証
拠
と
し
て
は
必
ず
し
も
文
書
と
は
限
ら
ず
、
払ほ

っ

子す

・
拄し

ゅ

杖じ
ょ
う・
経

き
ょ
う

論ろ
ん

な
ど
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
」（p.57

）
と
あ
る
。

○
「
円
相
に
丁
字
」
の
公
案
に
よ
り
大だ

い

悟ご

徹て
っ

底て
い

し
た
の
で
、
以
降
、「
法ほ

っ

心し
ん

禅ぜ
ん

師じ

」
と
表
記
す
る
。

②�

辭
歸
本
朝
、
就
奧
州
松
島
開
圓
福
接
引
禪
客
。
師
嘗
知
歺
期
先
庚
七
日
、
謂
諸
徒
曰
、
某
日
吾
當
取
滅
。
然
身
心
勇
健
、
諸
徒
不
信
。

至
期
齋
罷
披
衣
坐
椅
。
侍
僧
乞
遺
偈
。
師
卽
唱
曰
、
來
時
明
明
、
厺
時
明
明
、
是
個
何
物
。
侍
僧
曰
、
猶
欠
後
句
。
師
應
聲
一
喝
示
寂
。

＊

　�

辞じ

し
て
本ほ

ん

朝ち
ょ
うに

帰
り
、
奥お

う

州し
ゅ
うの

松ま
つ

島し
ま

に
就つ

い
て
円え

ん

福ぷ
く

を
開ひ

ら

い
て
禅ぜ

ん

客か
く

を
接

し
ょ
う

引い
ん

す
。
師し

、
嘗か

つ

て
死し

期き

を
知し

り
て
、
庚こ

う

に
先

さ
き
だ

っ
て
七な

ぬ

日か

、
諸し

ょ

徒と

に
謂い

い
て
曰い

わ

く
、「
某

そ
れ
が
しの

日
、
吾わ

れ
当ま

さ

に
滅め

つ

を
取
る
べ
し
」
と
。
然し

か

れ
ど
も
身し

ん

心じ
ん

勇ゆ
う

健け
ん

、
諸
徒
信し

ん

ぜ
ず
。 

期き

に
到い

た

り
て
、
斎さ

い

罷は

し
て

衣こ
ろ
もを

披き

て
椅い

に
坐ざ

す
。
侍じ

僧そ
う

、
遺ゆ

い

偈げ

を
乞こ

う
。
師
、
即す

な
わち

唱と
な

え
て
曰
く
、「
来き

た
る
時と

き

明め
い

明め
い

、
去さ

る
時
明
明
、
是こ

れ
箇こ

の
何な

に

物も
の

ぞ
」
と
。

侍
僧
曰
く
、「
猶な

お
後ご

句く

を
欠か

く
」
と
。
師
、
声こ

え

に
応お

う

じ
て
一い

っ

喝か
つ

し
て
示じ

寂じ
ゃ
くす
。

＊

　�〔
無ぶ

準じ
ゅ
ん

禅ぜ
ん

師じ

に
〕
暇

い
と
ま

乞ご

い
を
し
〔
た
法ほ

っ

心し
ん

禅ぜ
ん

師じ

は
〕
日
本
へ
と
戻も

ど

り
、〔
現
在
の
〕
宮
城
〔
県
〕
の
松
島
で
円え

ん

福ぷ
く

寺じ

の
開か

い

山さ
ん

と
な
り
、
修し

ゅ

行ぎ
ょ
う

僧そ
う

達た
ち

の
指し

導ど
う

に
あ
た
っ
た
。
法
心
禅
師
は
自
分
が
こ
の
世
を
去
る
日
を
知
っ
て
い
た
の
で
、
亡な

く
な
る
七
日
前
に
、「
衲わ

し

は
こ
の
日

に
死
ぬ
だ
ろ
う
」と
弟
子
達
に
告
げ
た
。し
か
し
、体
も
心
も
健
康
そ
の
も
の
だ
っ
た
の
で
、信
じ
る
者
は
誰
も
い
な
か
っ
た
。七
日
後
、

昼
食
を
終
え
〔
た
法
身
禅
師
は
〕
袈け

裟さ

を
着
け
て
椅い

子す

に
坐す

わ

っ
た
。
隨ず

い

侍じ

す
る
弟
子
が
辞じ

世せ
い

の
句く

を
求
め
た
。
法
心
禅
師
は
、「
来き

た

る
時と

き

明め
い

明め
い

、
去さ

る
時
明
明
、
是こ

れ
箇こ

の
何な

に

物も
の

ぞ
（
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
来
た
こ
と
も
、
こ
の
世
を
去
る
と
い
う
こ
と
も
、
極き

わ

め
て
明め

い

白は
く

な
事
実
で
あ
る
。
今
、

終
わ
り
を
迎む

か

え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
れ
は
一
体
何
物
か
）」
と
〔
辞
世
の
句
を
〕
口
に
し
た
。
弟
子
が
、「
ま
だ
末ま

つ

尾び

の
句
が
欠
け
て
お
り
ま
す
」

と
言
う
の
で
、
法
心
禅
師
は
〔
そ
の
〕
声
に
応こ

た

え
、「
喝か

つ

！
」
と
一い

っ

喝か
つ

し
て
亡
く
な
ら
れ
た
。

＊

○�

辭
歸
本
朝
、
就
奧
州
松
島
開
圓
福
接
引
禪
客
＝
「
本ほ

ん

朝ち
ょ
う」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
②
外
国
に
対
し
て
、
我
が
国
の
朝

ち
ょ
う

廷て
い

を
い
う
。
転
じ
て
、
日
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本
を
い
う
」（
巻
六
・p.32

）
と
あ
る
。

　「
奧お

う

州し
ゅ
う」
は
、【
六
】
②
の
語
注
に
既
出
。
陸む

奥つ
の

国く
に

の
異
称
。
こ
こ
で
は
現
在
の
宮
城
県
の
こ
と
。

　�「
禅ぜ

ん

客か
く

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
①
禅
に
参
ず
る
人
。
僧そ

う

俗ぞ
く

と
も
に
用
い
、
参
禅
修
行
者
の
意
。
②
住じ

ゅ
う

持じ

が
上

じ
ょ
う

堂ど
う

す
る
時
の
試
問
者
」（p.675

）

と
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
①
の
意
。
禅
の
修
行
僧
の
こ
と
。

　�「
接

し
ょ
う

引い
ん

」
は
、
師し

家け

が
修
行
僧
を
導
く
こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.717

）
参
照
。

○�

師
嘗
知
歺
期
先
庚
七
日
、
謂
諸
徒
曰
、
某
日
吾
當
取
滅
。
然
身
心
勇
健
、
諸
徒
不
信
＝
「
庚こ

う

に
先

さ
き
だ

っ
て
」
は
、「
先せ

ん

庚こ
う

」
の
こ
と
。「
先
庚
」
は
、『
大

漢
和
辞
典
』
に
「
①
命
令
等
を
変
更
す
る
場
合
に
は
、
三
日
前
に
其そ

の
事
を
通
告
し
て
お
く
こ
と
を
い
う
。
庚
は
命
令
を
か
さ
ね
る
こ
と
、
又
、
丁

寧
に
す
る
こ
と
」（
巻
一
・p.1005

）
と
あ
る
。

　�「
某

そ
れ
が
しの

日
」
は
、【
六
】
②
の
語
注
に
既
出
。「
そ
れ
が
し
の
日
。
し
か
じ
か
の
日
」
の
意
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
六
・p.262

）「
某ぼ

う

日じ
つ

」
参
照
。

　「
滅め

つ

」
は
、【
六
】
②
の
語
注
に
既
出
。
死
ぬ
こ
と
。
亡
く
な
る
こ
と
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.1219

）、『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.1356

）
参
照
。

　「
身し

ん

心じ
ん

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
肉
体
と
精
神
」（p.772

）
と
あ
る
。

　�「
勇ゆ

う

健け
ん

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
い
さ
ま
し
く
、
元
気
な
こ
と
」（p.1386

）
と
あ
る
。
そ
の
た
め
、「
身
心
勇
健
」
を
「
体
も
心
も
健
康
そ
の

も
の
だ
っ
た
」
と
意
訳
し
た
。

○�

至
期
齋
罷
披
衣
坐
椅
＝
「
斎さ

い

罷は

」
は
、【
六
】
②
の
語
注
に
既
出
。
昼
の
食
事
が
終
わ
っ
た
あ
と
の
こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.449

）
参
照
。

　「
椅い

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
椅
子
。
こ
し
か
け
」（p.18

）
と
あ
る
。

○�

侍
僧
乞
遺
偈
。
師
卽
唱
曰
、
來
時
明
明
、
厺
時
明
明
、
是
個
何
物
＝
「
侍じ

僧そ
う

」
は
、【
六
】
②
の
語
注
に
既
出
。
師
僧
に
隨ず

い

侍じ

す
る
僧
の
こ
と
。『
禅

学
大
辞
典
』（p.442

）
参
照
。

　�「
遺ゆ

い

偈げ

」は
、【
六
】②
の
語
注
に
既
出
。「
遺ゆ

い

戒か
い

偈げ

頌じ
ゅ

」の
略
で
、高こ

う

僧そ
う

碩せ
き

徳と
く

が
入

に
ゅ
う

滅め
つ

に
際
し
て
後こ

う

人じ
ん

の
た
め
に
残
す
辞
世
の
語
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.1240

）

参
照
。

　「
明め

い

明め
い

」
は
、【
六
】
②
の
語
注
に
既
出
。
極
め
て
明
ら
か
な
こ
と
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.1218

）
参
照
。

○�

侍
僧
曰
、
猶
欠
後
句
。
師
應
聲
一
喝
示
寂
＝
「
一い

っ

喝か
つ

」
は
、【
六
】
②
の
語
注
に
既
出
。
こ
と
ば
の
お
よ
ば
な
い
と
こ
ろ
を
あ
ら
わ
す
師し

家け

の
一
声
。『
禅

学
大
辞
典
』（p.38

）
参
照
。
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　「
示じ

寂じ
ゃ
く」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
仏
・
菩ぼ

薩さ
つ

・
僧
の
死
を
い
う
。
円え

ん

寂じ
ゃ
く。
寂

じ
ゃ
く

滅め
つ

」（p.432

）
と
あ
る
。
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訳 

注　

【
九
】『
本ほ

ん

朝ち
ょ
う

高こ
う

僧そ
う

伝で
ん

』
巻
十
九
「
奥お

う

州し
ゅ
う

円え
ん

福ぷ
く

寺じ

沙し
ゃ

門も
ん

法ほ
っ

心し
ん

伝で
ん

」

○�

『
本ほ

ん

朝ち
ょ
う

高こ
う

僧そ
う

伝で
ん

』
は
、【
八
】『
延え

ん

宝ぽ
う

伝で
ん

灯と
う

録ろ
く

』
と
同
じ
く
卍ま

ん

元げ
ん

師し

蛮ば
ん

禅ぜ
ん

師じ

（
一
六
二
六
～
一
七
一
〇
）
が
著
し
た
、
全
七
十
五
巻
か
ら
な
る
全

日
本
仏
教
を
通
じ
て
の
伝
記
集
。
元げ

ん

禄ろ
く

十
五
年
（
一
七
〇
二
）
完
成
、
宝ほ

う

永え
い

四
年
（
一
七
〇
七
）
板
行
。『
延
宝
伝
灯
録
』
が
日
本
禅
僧
の
列

伝
の
み
を
収
録
す
る
の
に
対
し
、
本
書
は
日
本
へ
の
仏
教
渡
来
以
来
、
千
余
年
に
わ
た
っ
て
出
世
さ
れ
た
諸し

ょ

先せ
ん

徳と
く

千
六
百
六
十
二
名
の

行ぎ
ょ
う

状じ
ょ
う・
行あ

ん

履り

を
網も

う

羅ら

し
て
い
る
。『
日に

本ほ
ん

仏ぶ
っ

教き
ょ
う

典て
ん

籍せ
き

大だ
い

事じ

典て
ん

』（p.494

）
参
照
。

○�

底
本
に
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
（
鵜う

飼か
い

文ぶ
ん

庫こ

）
が
所
蔵
し
、
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
公
開
さ
れ
て
い
る
「
宝
永
四
年
刊
本
」
を
使
用
し
た
。

（https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/200019957/3

）

○�

【
一
】『
龍

り
ゅ
う

山ざ
ん

三さ
ん

開か
い

祖そ

伝で
ん

』「
法ほ

っ

身し
ん

和お

尚し
ょ
う

伝で
ん

」・【
二
】『
松ま

つ

島し
ま

諸し
ょ

勝し
ょ
う

記き

』「
無む

相そ
う

窟く
つ

」・【
三
】『
天て

ん

台だ
い

由ゆ
い

緒し
ょ

記き

』
が
「
法
身
」
と
記
述
さ
れ
て
い

た
の
に
対
し
、
本
項
は
【
四
】『
沙し

ゃ

石せ
き

集し
ゅ
う（「

さ
せ
き
し
ゅ
う
」
と
も
）』「
米よ

ね

沢ざ
わ

善ぜ
ん

本ぽ
ん

」「
法ほ

っ

心し
ん

房ぼ
う

ノ
上

し
ょ
う

人に
ん
の

事こ
と

」・【
五
】『
沙
石
集
』「
長

ち
ょ
う

享き
ょ
う

本
」・

【
六
】『
元げ

ん

亨こ
う

釈し
ゃ
く

書し
ょ

』「
松ま

つ

島し
ま

寺で
ら

法ほ
っ

心し
ん

」（
以
下
、【
六
】
と
表
記
す
る
）・【
七
】『
扶ふ

桑そ
う

禅ぜ
ん

林り
ん

僧そ
う

宝ほ
う

伝で
ん

』「
松
島
寺
法
心
禅
師
伝
」（
以
下
、【
七
】
と
表

記
す
る
）・【
八
】『
延え

ん

宝ぽ
う

伝で
ん

灯と
う

録ろ
く

』
巻
二
「
奥お

う

州し
ゅ
う

松し
ょ
う

島と
う

山ざ
ん

円え
ん

福ぷ
く

性し
ょ
う

才さ
い

法ほ
っ

心し
ん

禅ぜ
ん

師じ

」（
以
下
、【
八
】
と
表
記
す
る
）
と
同
じ
く
、「
法
心
」
と
記
述

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、「
口
語
訳
」「
語
注
」
は
「
法
心
」
と
表
記
し
た
。
但た

だ

し
、
円
福
寺
の
開
創
及
び
瑞ず

い

巌が
ん

寺じ

に
関
す
る
語
注
は
「
法

身
」
と
表
記
し
た
。

○�

『
本
朝
高
僧
伝
』「
奥
州
円
福
寺
沙
門
法
心
伝
」
の
内
容
は
、
前
述
【
六
】・【
七
】・【
八
】
と
重
複
す
る
箇
所
が
多
い
。
そ
の
た
め
、【
六
】・

【
七
】・【
八
】
に
既
出
の
語
注
は
簡
略
化
し
た
。

①�

釋
法
心
、
字
性
才
。
年
過
壯
齒
、
厭
世
出
家
。
不
知
文
字
。
單
要
明
個
事
。
聞
宋
地
禪
宗
之
盛
、
附
商
舶
抵
臨
安
府
、
直
登
徑
山
謁
佛

鑑
禪
師
求
開
示
。
鑑
於
圓
相
中
書
一
丁
字
示
之
。
心
畱
席
下
寅
夕
參
究
。
至
寢
食
忘
骨
臀
爛
、
志
氣
不
撓
、
四
威
儀
中
、
觀
丁
字
現
。

心
復
不
爲
眞
。
如
是
者
九
年
、
遂
得
悟
處
、
鑑
印
證
焉
。
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＊

　�

釈し
ゃ
くの

法ほ
っ

心し
ん

、
字あ

ざ
なは

性
し
ょ
う

才さ
い

、
年と

し

、
壮そ

う

歯し

を
過す

ぎ
て
、
世よ

を
厭い

と

い
て
出

し
ゅ
っ

家け

す
。
文も

ん

字じ

を
知し

ら
ず
。
単ひ

と
えに

箇こ

の
事じ

を
明あ

き

ら
め
ん
こ
と
を
要よ

う

す
。

「
宋そ

う

地ち

、
禅ぜ

ん

宗し
ゅ
うの

盛さ
か

ん
な
り
」
と
聞き

き
て
、
商

し
ょ
う

舶は
く

に
附つ

い
て
臨り

ん

安あ
ん

府ふ

に
抵い

た

り
て
、
直た

だ

ち
に
径き

ん

山ざ
ん

に
登
り
て
仏ぶ

っ

鑑か
ん

禅ぜ
ん

師じ

に
謁え

っ

し
て
開か

い

示じ

を

求も
と

む
。
鑑か

ん

、
円え

ん

相そ
う

の
中
に
於お

い
て
、
一
つ
の
「
丁て

い

」
の
字
を
書し

る

し
て
之こ

れ
に
示し

め

す
。
心し

ん

、
席せ

き

下か

に
留と

ど

ま
り
て
、
寅い

ん

夕せ
き

参さ
ん

究き
ゅ
うす

。
寝し

ん

食し
ょ
く

忘わ
す

れ
、

骨こ
つ

臀で
ん

爛た
だ

る
る
に
至い

た

り
て
、
志し

気き

撓た
わ
まず

に
、
四し

威い

儀ぎ

の
中な

か

、
丁て

い

字じ

の
現げ

ん

ず
る
を
観み

る
。
心
、
復ま

た
真し

ん

と
な
さ
ず
。
是か

く
の
如ご

と

く
す
る
も
の

九
年
、
遂つ

い

に
悟ご

処し
ょ

を
得
て
、
鑑
、
印い

ん

証し
ょ
うす

。

＊

　�

法ほ
っ

心し
ん

禅ぜ
ん

師じ

は
道ど

う

号ご
う

を
性

し
ょ
う

才さ
い

と
い
う
。〔
三
十
代
を
と
う
に
超こ

え
た
、
所い

わ

謂ゆ
る

〕
壮そ

う

年ね
ん

の
頃
、
世
の
中
が
嫌い

や

に
な
り
出

し
ゅ
っ

家け

し
た
。
学
問
の
知
識

や
素そ

養よ
う

が
無
か
っ
た
。
仏ぶ

っ

法ぽ
う

の
大た

い

意い

が
分わ

か
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
〔
一い

っ

心し
ん

に
〕
望の

ぞ

ん
だ
。「
宋そ

う

国こ
く

は
禅ぜ

ん

宗し
ゅ
うが

盛さ
か

ん
で
あ
る
」
と
い
う

こ
と
を
耳
に
し
て
、
商
船
に
乗
っ
て
〔
南な

ん

宋そ
う

の
国こ

く

都と

・
〕
臨り

ん

安あ
ん

府ふ

に
辿た

ど

り
着つ

き
、〔
そ
こ
か
ら
〕
す
ぐ
に
径き

ん

山ざ
ん

へ
と
向
か
い
、〔
能の

う

仁に
ん

興こ
う

聖し
ょ
う

万ま
ん

寿じ
ゅ

禅ぜ
ん

寺じ

に
お
い
て
〕
仏ぶ

っ

鑑か
ん

禅ぜ
ん

師じ

〔
・
無ぶ

準じ
ゅ
ん

師し

範ぱ
ん

〕
に
目ま

見み

え
、
禅ぜ

ん

の
真し

ん

髄ず
い

に
つ
い
て
尋た

ず

ね
た
。
無
準
禅
師
は
円
を
描え

が

き
、
そ
の
中

に
一
つ
、「
丁て

い

」
の
字
を
書
い
て
法
心
に
与あ

た

え
た
。
法
心
は
無
準
禅
師
の
下も

と

で
、
昼

ち
ゅ
う

夜や

を
分わ

か
た
ず
〔「
円え

ん

相そ
う

に
丁て

い

字じ

」
の
〕
公こ

う

案あ
ん

に
取

り
組
ん
だ
。
寝
る
間
を
惜お

し
み
、
食
事
を
取
る
こ
と
も
忘
れ
て
坐ざ

禅ぜ
ん

を
し
た
の
で
、
尻し

り

が
腫は

れ
上
が
り
爛た

だ

れ
て
し
ま
っ
た
が
〔
、
そ
れ

で
も
〕
挫く

じ

け
ず
に
〔
修
行
を
〕
続
け
る
う
ち
に
、
歩あ

る

く・立た

ち
止ど

ま
る・坐す

わ

る・寝ね

る
と
い
っ
た
日
常
の
立た

ち
居い

振ふ

る
舞ま

い
の
中
に
、「
丁
」

の
字
が
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。〔
し
か
し
〕
法
心
は
、「〔
こ
れ
は
〕
本
当
の
悟さ

と

り
で
は
な
い
」
と
思
っ
た
。
さ
ら
に
修
行
を
重
ね
る
こ

と
九
年
、
と
う
と
う
大だ

い

悟ご

徹て
っ

底て
い

し
、
無
準
禅
師
は
〔
法
心
の
〕
悟さ

と

り
を
認み

と

め
た
。

＊

○�

釋
法
心
、
字
性
才
。
年
過
壯
齒
、
厭
世
出
家
＝
「
釈し

ゃ
く」

は
、【
六
】
①
の
語
注
に
既
出
。
釈

し
ゃ
く

尊そ
ん

が
釈
迦
族
の
出
身
で
あ
る
た
め
に
仏
弟
子
の
姓
を
す

べ
て
釈
と
い
う
。『
禅ぜ

ん

学が
く

大だ
い

辞じ

典て
ん

』（p.467

）、『
仏ぶ

っ

教き
ょ
う

語ご

大だ
い

辞じ

典て
ん

』（p.616
）
参
照
。

　�「
字あ

ざ
な」

は
、「
道ど

う

号ご
う

」
の
こ
と
。
そ
の
人
の
得
た
と
こ
ろ
の
道
、
あ
る
い
は
そ
の
人
の
徳
を
表
す
、
知
識
・
師
匠
よ
り
贈
ら
れ
る
名
前
。
主
と
し
て
禅

宗
で
行
わ
れ
た
が
、
天て

ん

台だ
い・法ほ
っ

相そ
う・華け

厳ご
ん

の
諸
宗
で
も
用
い
、
宋
代
以
降
に
は
道
号
が
転
じ
て
字
と
同
義
に
な
っ
た
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.918

）、『
仏

教
語
大
辞
典
』（p.1014

）
参
照
。
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　�「
釈し

ゃ
くの
法ほ

っ

心し
ん

、
字あ

ざ
なは
性

し
ょ
う

才さ
い

」
と
い
う
記
述
に
よ
り
、『
本ほ

ん

朝ち
ょ
う

高こ
う

僧そ
う

伝で
ん

』
で
は
道
号
・
性
才
、
法ほ

う

諱き

・
法
心
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。

　�「
壮そ

う

歯し

」
は
、【
八
】
①
の
語
注
に
既
出
。「
は
た
ら
き
ざ
か
り
の
年
頃
。
壮そ

う

年ね
ん

。
三
、四
十
代
の
年
齢
」
の
こ
と
。『
大だ

い

漢か
ん

和わ

辞じ

典て
ん

』（
巻
三
・p.287

）

参
照
。

　�「
世よ

を
厭い

と

い
て
」
は
、「
厭え

ん

世せ
い

」
の
こ
と
。「
世
の
中
を
い
と
い
き
ら
う
」
の
意
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
二
・p.663

）
参
照
。

　�「
出

し
ゅ
っ

家け

」
は
、【
六
】
①
の
語
注
に
既
出
。
俗ぞ

っ

家か

を
出
て
剃て

い

髪は
つ

染ぜ
ん

衣ね

し
、
沙し

ゃ

門も
ん

と
な
る
こ
と
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.510

）
参
照
。

○�

不
知
文
字
。
單
要
明
個
事
＝
「
文も

ん

字じ

」
は
、【
七
】
①
の
語
注
に
既
出
。
字
、
語
、
経

き
ょ
う

典て
ん

や
論ろ

ん

書し
ょ

の
こ
と
。
こ
こ
で
は
「
学
問
の
知
識
や
素そ

養よ
う

」
と

意
訳
し
た
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.1230

）、『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.1368

）
参
照
。

　�「
箇こ

の
事じ

を
明あ

き

ら
め
ん
こ
と
」
は
、「
此こ

の
事
を
明
ら
め
ん
こ
と
」
と
し
て
【
七
】
①
の
語
注
に
既
出
。「
箇こ

事じ

究き
ゅ
う

明め
い

」
の
こ
と
。「
箇
事
は
一
大
事
そ

の
も
の
。
究
明
は
真
理
を
き
わ
め
尽
く
す
こ
と
」
を
い
う
。「
仏ぶ

っ

法ぽ
う

の
大た

い

意い

が
分わ

か
る
よ
う
に
な
る
こ
と
」
と
意
訳
し
た
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.343

）

参
照
。

○�

聞
宋
地
禪
宗
之
盛
、
附
商
舶
抵
臨
安
府
、
直
登
徑
山
謁
佛
鑑
禪
師
求
開
示
＝
「
臨り

ん

安あ
ん

府ふ

」
は
、
中
国
・
南な

ん

宋そ
う

の
国
都
。
現
在
の
浙せ

っ

江こ
う

省し
ょ
う

杭こ
う

州し
ゅ
う

市し

。

　�「
径き

ん

山ざ
ん

」
は
、【
六
】
①
の
語
注
に
既
出
。
現
在
の
浙
江
省
杭
州
市
郊こ

う

外が
い

西
北
に
位
置
す
る
山
。
禅ぜ

ん

門も
ん

の
大だ

い

道ど
う

場じ
ょ
う、
能の

う

仁に
ん

興こ
う

聖し
ょ
う

万ま
ん

寿じ
ゅ

禅ぜ
ん

寺じ

が
あ
る
。『
禅

学
大
辞
典
』（p.236

）
参
照
。

　�「
仏ぶ

っ

鑑か
ん

禅ぜ
ん

師じ

」
は
、【
六
】
①
の
語
注
に
既
出
。
無ぶ

準じ
ゅ
ん

師し

範ぱ
ん

禅
師
（「
む
じ
ゅ
ん
し
は
ん
」
な
ど
と
も
・
一
一
七
八
～
一
二
四
九
）
の
こ
と
。
理り

宗そ
う

（
一
二
〇
五
～

六
四
）
よ
り
仏
鑑
禅
師
号
を
賜た

ま
わる

。『
禅
学
大
辞
典
』（p.460
）
参
照
。

　�「
開か

い

示じ

」
は
、【
七
】
①
の
語
注
に
既
出
。「
教
え
を
説せ

つ

示じ

す
る
こ
と
。
説
く
。
導
く
。
真
理
を
知
ら
し
め
る
こ
と
」
の
意
。
こ
こ
で
は
「
開
示
を
求も

と

む
」

を
「
禅ぜ

ん

の
真し

ん

髄ず
い

に
つ
い
て
尋た

ず

ね
た
」
と
意
訳
し
た
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.170

）
参
照
。

○
鑑
於
圓
相
中
書
一
丁
字
示
之
＝
「
鑑か

ん

」
は
、
仏
鑑4

禅
師
の
こ
と
。
無
準
師
範
禅
師
。

　�「
円え

ん

相そ
う

に
丁て

い

字じ

」
の
公こ

う

案あ
ん

に
つ
い
て
の
考
察
は
、【
六
】
①
の
語
注
に
既
出
。「
円
相
」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
真し

ん

如に
ょ・

仏ぶ
っ

性し
ょ
う・

実じ
っ

相そ
う・

法ほ
っ

性し
ょ
うな

ど
の
、

絶
対
の
真
理
を
表
す
」（p.114

）
と
あ
り
、「
丁て

い

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
④
壮そ

う

年ね
ん

の
男
。
⑥
男
の
召め

し

使つ
か
い」（

巻
一
・p.72

）
と
あ
る
。
こ
の
公
案
は
、

法
心
禅
師
が
当
時
と
し
て
は
珍
し
い
壮
年
の
、
従

じ
ゅ
う

僕ぼ
く

か
ら
の
出
家
で
あ
る
こ
と
を
踏ふ

ま
え
、
無
準
禅
師
が
認し

た
ため

た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

○
心
畱
席
下
寅
夕
參
究
＝
「
心
」
は
、
法
心4

禅
師
の
こ
と
。
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　�「
席せ

き

下か

」
は
、【
六
】
①
の
語
注
に
既
出
。「
席
」
に
「
④
場
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
無
準
禅
師
の
下も

と

で
」
と
意
訳
し
た
。『
大
漢
和
辞
典
』

（
巻
四
・p.441

）
参
照
。

　�「
寅い

ん

夕せ
き

」
は
、
使
用
し
た
辞
書
に
は
見
え
な
い
語
だ
が
、「
寅
」
は
「
寅

と
ら
の

刻こ
く

」
の
こ
と
で
、「
午
前
四
時
頃
」
を
表
す
こ
と
か
ら
「
朝
夕
」
の
意
と
し
、

「
昼

ち
ゅ
う

夜や

を
分わ

か
た
ず
」
と
意
訳
し
た
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
三
・p.1049

、p.1050

）
参
照
。

　�「
参さ

ん

究き
ゅ
う」
は
、【
七
】
③
の
語
注
に
既
出
。
参さ

ん

禅ぜ
ん

し
て
公こ

う

案あ
ん

な
ど
の
問
題
を
究

き
ゅ
う

明め
い

す
る
こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.495

）
参
照
。

○�

至
寢
食
忘
骨
臀
爛
、
志
氣
不
撓
、
四
威
儀
中
、
觀
丁
字
現
＝
「
骨こ

つ

臀で
ん

」
は
、【
六
】
①
の
語
注
に
既
出
。
尻
骨
の
こ
と
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
九・p.374

）

参
照
。

　「
志し

気き

」
は
、【
八
】
①
の
語
注
に
既
出
。
事
を
成
そ
う
と
す
る
意
気
込
み
の
こ
と
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
四
・p.959

）
参
照
。

　「
四し

威い

儀ぎ

」
は
、【
八
】
①
の
語
注
に
既
出
。
日
常
の
立た

ち
居い

振ふ

る
舞ま

い
の
こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.507

）
参
照
。

○�

心
復
不
爲
眞
。
如
是
者
九
年
、
遂
得
悟
處
、
鑑
印
證
焉
＝
「
真し

ん

」
は
、
真
理・真
実
の
こ
と
。「
本
当
の
悟さ

と

り
」
と
意
訳
し
た
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.603

）、

『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.779

）
参
照
。

　�「
悟ご

処し
ょ

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
さ
と
り
の
当と

う

体た
い

。
さ
と
り
の
内
容
」（p.346

）
と
あ
る
。「
悟
処
を
得
て
」
を
、「
大だ

い

悟ご

徹て
っ

底て
い

」
と
意
訳
し
た
。

　�「
印い

ん

証し
ょ
う」

は
、【
八
】
①
の
語
注
に
既
出
。「
印い

ん

可か

証し
ょ
う

明め
い

」
の
略
。
師し

家け

が
修
行
者
の
境

き
ょ
う

地ち

を
点
検
し
て
こ
れ
を
是ぜ

認に
ん

し
た
と
き
、
文も

ん

書じ
ょ

・
払ほ

っ

子す

・
拄し

ゅ

杖じ
ょ
う・
経

き
ょ
う

論ろ
ん

な
ど
を
証
明
と
し
て
与
え
、
正

し
ょ
う

法ぼ
う

伝で
ん

授じ
ゅ

の
し
る
し
と
す
る
こ
と
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.57

）
参
照
。

○
「
円
相
に
丁
字
」
の
公
案
に
よ
り
大だ

い

悟ご

徹て
っ

底て
い

し
た
の
で
、
以
降
、「
法ほ

っ

心し
ん

禅ぜ
ん

師じ

」
と
表
記
す
る
。

②�

辭
歸
本
國
、
就
奧
州
松
島
開
圓
福
寺
、
唱
佛
鑑
禪
。
心
臨
終
前
七
日
、
謂
徒
曰
、
某
日
吾
當
去
矣
。
然
身
無
病
。
諸
徒
疑
之
。
至
期
齋

罷
整
衣
踞
禪
牀
。
侍
僧
乞
遺
偈
。
心
素
不
能
作
字
。
乃
衝
口
唱
曰
、
來
時
明
明
、
去
時
明
明
、
是
個
何
物
。
將
閉
目
。
侍
僧
曰
、
猶
欠

後
句
在
。
心
震
聲
喝
一
喝
便
化
。

＊

　�

辞じ

し
て
本ほ

ん

国ご
く

に
帰
り
、
奥お

う

州し
ゅ
うの

松ま
つ

島し
ま

に
就つ

い
て
円え

ん

福ぷ
く

寺じ

を
開ひ

ら

い
て
仏ぶ

っ

鑑か
ん

の
禅ぜ

ん

を
唱と

な

う
。
心し

ん

、
臨り

ん

終じ
ゅ
うの

前ま
え

七な
ぬ

日か

、
徒と

に
謂い

い
て
曰い

わ

く
、

「
某

そ
れ
が
しの

日
、
吾わ

れ
当ま

さ

に
去さ

る
べ
し
」
と
。
然し

か

れ
ど
も
身

か
ら
だ

病や
ま
い

無な

し
。
諸し

ょ

徒と

之こ

れ
を
疑う

た
がう

。
期き

に
到い

た

り
て
、
斎さ

い

罷は

し
て
衣こ

ろ
もを

整と
と
のえ

て
禅ぜ

ん

牀し
ょ
うに
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踞き
ょ

す
。
侍じ

僧そ
う

、
遺ゆ

い

偈げ

を
乞こ

う
。
心
、
素も

と

よ
り
字じ

を
作な

す
こ
と
能よ

く
せ
ず
。
乃す

な
わち

口
を
衝つ

い
て
唱と

な

え
て
曰
く
、「
来き

た
る
時と

き

明め
い

明め
い

、
去さ

る

時
明
明
、
是こ

れ
個こ

の
何な

に

物も
の

ぞ
」
と
。
将ま

さ

に
目
を
閉と

じ
ん
と
す
。
侍
僧
曰
く
、「
猶な

お
後ご

句く

を
欠か

く
こ
と
在あ

り
」
と
。
心
、
声こ

え

を
震ふ

る

わ
せ

て
喝か

つ

一い
っ

喝か
つ

し
て
、
便す

な
わち

化け

す
。

＊

　�〔
無ぶ

準じ
ゅ
ん

禅ぜ
ん

師じ

に
〕
暇

い
と
ま

乞ご

い
を
し
〔
た
法ほ

っ

心し
ん

禅ぜ
ん

師じ

は
〕
日
本
へ
と
戻も

ど

り
、〔
現
在
の
〕
宮
城
〔
県
〕
の
松
島
で
円え

ん

福ぷ
く

寺じ

の
開か

い

山さ
ん

と
な
り
、〔
大

い
に
〕
無
準
禅
師
の
宗

し
ゅ
う

風ふ
う

を
挙こ

揚よ
う

し
た
。
法
心
禅
師
は
亡な

く
な
る
七
日
前
に
、「
衲わ

し

は
こ
の
日
に
死
ぬ
だ
ろ
う
」
と
弟
子
達
に
告
げ
た
。

し
か
し
、
病や

ま
いを

患
わ
ず
ら

っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
の
で
、
信
じ
る
者
は
誰
も
い
な
か
っ
た
。
七
日
後
、
昼
食
を
終
え
〔
た
法
心
禅
師
は
〕
袈け

裟さ

を
〔
着
け
、
身
な
り
を
〕
整
え
て
椅い

子す

に
坐す

わ

っ
た
。
隨ず

い

侍じ

す
る
弟
子
が
辞じ

世せ
い

の
句く

を
求
め
た
。
法
心
禅
師
は
字
を
書
く
こ
と
が
不ふ

得え

手て

だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
声
を
出
し
て
、「
来き

た
る
時と

き

明め
い

明め
い

、
去さ

る
時
明
明
、
是こ

れ
箇こ

の
何な

に

物も
の

ぞ
（
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
来
た
こ
と
も
、
こ
の
世

を
去
る
と
い
う
こ
と
も
、
極き

わ

め
て
明め

い

白は
く

な
事
実
で
あ
る
。
今
、
終
わ
り
を
迎む

か

え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
れ
は
一
体
何
物
か
）」
と
言
い
、
目
を
閉
じ
よ
う
と
し
た
。

弟
子
が
、「
ま
だ
末ま

つ

尾び

の
句
が
欠
け
て
お
り
ま
す
」
と
言
う
の
で
、
法
心
禅
師
は
声
を
振ふ

り
絞し

ぼ

っ
て
、「
喝か

つ

！
」
と
一い

っ

喝か
つ

し
て
亡
く
な
ら

れ
た
。

＊

○�

辭
歸
本
國
、
就
奧
州
松
島
開
圓
福
寺
、
唱
佛
鑑
禪
＝
「
本ほ

ん

国ご
く

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
①
自
分
の
生
ま
れ
た
国
。
ふ
る
さ
と
。
故
郷
。
②
其そ

の

人
の
国
籍
の
あ
る
国
」（
巻
六
・p.29

）
と
あ
る
。
日
本
の
こ
と
。

　「
奧お

う

州し
ゅ
う」

は
、【
六
】
②
の
語
注
に
既
出
。
陸む

奥つ
の

国く
に

の
異
称
。
こ
こ
で
は
現
在
の
宮
城
県
の
こ
と
。

　�「
円え

ん

福ぷ
く

寺じ

」
は
、
瑞ず

い

巌が
ん

寺じ

の
前
身
と
な
っ
た
臨
済
宗
円
福
寺
の
こ
と
。
正

し
ょ
う

元げ
ん

元
年
（
一
二
五
九
）、
鎌か

ま

倉く
ら

幕ば
く

府ふ

五
代
執し

っ

権け
ん

・
北ほ

う

条じ
ょ
う

時と
き

頼よ
り

公こ
う

（
一
二
二
七
～

六
三
）
を
開
基
、
法ほ

っ

身し
ん

禅ぜ
ん

師じ

を
開
山
と
す
る
。
現
在
の
正
式
名
称
は
、
松

し
ょ
う

島と
う

青せ
い

龍り
ゅ
う

山ざ
ん

瑞ず
い

巌が
ん

円え
ん

福ぷ
く

禅ぜ
ん

寺じ

。

○�

心
臨
終
前
七
日
、
謂
徒
曰
、
某
日
吾
當
去
矣
。
然
身
無
病
。
諸
徒
疑
之
＝
「
臨り

ん

終じ
ゅ
う」

は
、【
六
】
②
の
語
注
に
既
出
。「
命
の
終
わ
る
時
。
亡
く
な
る

ま
ぎ
わ
」
の
こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.1432

）
参
照
。

　�「
某

そ
れ
が
しの

日
」
は
、【
六
】
②
の
語
注
に
既
出
。「
そ
れ
が
し
の
日
。
し
か
じ
か
の
日
」
の
意
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
六
・p.262

）「
某ぼ

う

日じ
つ

」
参
照
。

○�

至
期
齋
罷
整
衣
踞
禪
牀
＝
「
斎さ

い

罷は

」
は
、【
六
】
②
の
語
注
に
既
出
。
昼
の
食
事
が
終
わ
っ
た
あ
と
の
こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.449

）
参
照
。
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　�「
禅ぜ

ん

牀し
ょ
う」
は
、【
六
】
②
の
語
注
に
「
禅ぜ

ん

床し
ょ
う」
と
し
て
既
出
。
師し

家け

や
住
持
人
が
、
坐
禅
・
相

し
ょ
う

見け
ん
・
説
法
・
普ふ

説せ
つ

な
ど
の
時
に
坐ざ

す
椅
子
の
こ
と
。『
禅

学
大
辞
典
』（p.671

、p.691

）
参
照
。

　「
踞き

ょ

」
は
、【
七
】
②
の
語
注
に
既
出
。
こ
し
か
け
る
こ
と
。
物
の
上
に
坐
る
こ
と
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
十
・p.931

）
参
照

○�
侍
僧
乞
遺
偈
。
心
素
不
能
作
字
。
乃
衝
口
唱
曰
、
來
時
明
明
、
去
時
明
明
、
是
個
何
物
。
將
閉
目
＝
「
侍じ

僧そ
う

」
は
、【
六
】
②
の
語
注
に
既
出
。
師

僧
に
隨ず

い

侍じ

す
る
僧
の
こ
と
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.442

）
参
照
。

　�「
遺ゆ

い

偈げ

」は
、【
六
】②
の
語
注
に
既
出
。「
遺ゆ

い

戒か
い

偈げ

頌じ
ゅ

」の
略
で
、高こ

う

僧そ
う

碩せ
き

徳と
く

が
入

に
ゅ
う

滅め
つ

に
際
し
て
後こ

う

人じ
ん

の
た
め
に
残
す
辞
世
の
語
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.1240

）

参
照
。

　「
明め

い

明め
い

」
は
、【
六
】
②
の
語
注
に
既
出
。
極
め
て
明
ら
か
な
こ
と
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.1218

）
参
照
。

○�

侍
僧
曰
、
猶
欠
後
句
在
。
心
震
聲
喝
一
喝
便
化
＝
「
喝か

つ

」、「
一い

っ

喝か
つ

」
は
、【
六
】
②
の
語
注
に
既
出
。
こ
と
ば
の
お
よ
ば
な
い
と
こ
ろ
を
あ
ら
わ
す

師し

家け

の
一
声
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.38

、p.163

）
参
照
。

　「
化け

」
は
、【
六
】
②
の
語
注
に
既
出
。
僧
侶
が
死
亡
す
る
こ
と
。
遷せ

ん

化げ

。『
禅
学
大
辞
典
』（p.256

）
参
照
。

③�

世
言
、
法
心
、
俗
名
平
四
郎
、
嘗
仕
眞
壁
郡
守
。
郡
守
有
事
以
屐
蹴
之
。
心
憤
然
厭
世
。
踰
海
入
宋
、
參
徑
山
無
準
和
尚
、
遂
悟
大
事
而
、

帰
謁
郡
守
。
郡
守
大
喜
、
乃
建
圓
福
寺
、
請
心
爲
開
山
始
祖
。
恭
敬
日
渥
。
東
關
禪
客
、
靡
風
集
會
。
心
説
偈
示
衆
曰
、
遠
上
徑
山
分

風
月
。
歸
來
開
圓
福
道
場
。
透
得
法
心
無
一
物
。
元
是
眞
壁
平
四
郎
。
是
復
一
説
也
。
載
以
垂
世
矣
。

＊

　�

世よ

に
言い

う
、
法ほ

っ

心し
ん

、
俗ぞ

く

の
名
は
平へ

い

四し

郎ろ
う

、
嘗か

つ

て
真ま

壁か
べ

の
郡ぐ

ん

守し
ゅ

に
仕つ

か

う
。
郡
守
、
事こ

と

有あ

り
て
、
屐

あ
し
か
たを

以も
っ

て
之こ

れ
を
蹴け

る
。
心し

ん

、
憤ふ

ん

然ぜ
ん

と
し

て
世よ

を
厭い

と

う
。
海
を
踰こ

え
て
宋そ

う

に
入い

り
、
径き

ん

山ざ
ん

の
無ぶ

準じ
ゅ
ん

和お

尚し
ょ
うに

参さ
ん

じ
て
、
遂つ

い

に
大だ

い

事じ

を
悟さ

と

り
て
、
郡
守
に
帰
り
謁え

っ

す
。
郡
守
、
大お

お

い
に

喜よ
ろ
こび

て
、
乃す

な
わち

円え
ん

福ぷ
く

寺じ

を
建た

て
、
心
を
請し

ょ
うし

て
開か

い

山さ
ん

始し

祖そ

と
為す

。
恭く

敬ぎ
ょ
う、

日ひ
に
ひに

渥あ
つ

し
。
東と

う

関か
ん

の
禅ぜ

ん

客か
く

、
風か

ぜ

に
靡な

び

い
て
集じ

ゅ

会え

す
。
心
、
偈げ

を
説と

い
て
衆し

ゅ
うに

示し
め

し
て
曰い

わ

く
、「
遠と

お

く
径き

ん

山ざ
ん

に
上の

ぼ

り
て
風ふ

う

月げ
つ

を
分わ

か
つ
。
帰か

え

り
来き

た
っ
て
円え

ん

福ぷ
く

の
道ど

う

場じ
ょ
うを

開ひ
ら

く
。
法ほ

っ

心し
ん

を
透と

う

得と
く

し
て
一い

ち

物も
つ

無な

し
。
元も

と
是こ

れ
真ま

壁か
べ

の
平へ

い

四し

郎ろ
う

」
と
。
是
れ
復ま

た
一い

っ

説せ
つ

な
り
。
載の

せ
て
以
て
世
に
垂た

る
。

＊

160

圓福寺開山　法身性西和尚集



　�

世せ

間け
ん

で
は
、
法ほ

っ

心し
ん

禅ぜ
ん

師じ

の
俗ぞ

く

名み
ょ
うは

平へ
い

四し

郎ろ
う

で
、〔
僧そ

う

に
な
る
〕
以
前
は
真ま

壁か
べ

〔
郡ご

お
り〕

の
領

り
ょ
う

主し
ゅ

に
仕つ

か

え
て
い
た
と
い
う
。〔
あ
る
時
、〕
事
件

が
起
こ
り
、
領
主
は
〔
履は

い
て
い
た
〕
下げ

駄た

で
平
四
郎
を
蹴け

飛と

ば
し
た
。
平
四
郎
の
心
は
激は

げ

し
く
い
き
り
立た

ち
、
世
の
中
が
嫌い

や

に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
海
を
越こ

え
て
〔
南な

ん

〕
宋そ

う

に
渡わ

た

り
、
径き

ん

山ざ
ん

〔
に
あ
る
能の

う

仁に
ん

興こ
う

聖し
ょ
う

万ま
ん

寿じ
ゅ

禅ぜ
ん

寺じ

〕
に
お
い
て
無ぶ

準じ
ゅ
ん〔

師し

範ぱ
ん

〕
禅
師
に
師し

事じ

し
て
、

と
う
と
う
大だ

い

悟ご

徹て
っ

底て
い

し
、〔
真
壁
郡
に
〕
戻
り
領
主
と
再
会
し
た
。
領
主
は
非
常
に
喜
ん
で
円え

ん

福ぷ
く

寺じ

を
建こ

ん

立り
ゅ
うし

、
法
心
禅
師
を
招ま

ね

い
て
初し

ょ

代だ
い

住じ
ゅ
う

職し
ょ
くと

し
た
。
日
を
追お

う
毎ご

と

に
手て

厚あ
つ

く
敬う

や
まわ

れ
、
尊と

う
とば

れ
た
。
関
東
で
禅
を
修
行
す
る
者
達
は
、
引
き
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
〔
法
心

禅
師
の
下も

と

に
〕
集
ま
っ
た
。
法
心
禅
師
は
漢
詩
を
作
り
、
修
行
僧
達
に
、「
遠と

お

く
径き

ん

山ざ
ん

に
上の

ぼ

り
て
風ふ

う

月げ
つ

を
分わ

か
つ
。
帰か

え

り
来
た
っ
て
円え

ん

福ぷ
く

の
道ど

う

場じ
ょ
うを

開ひ
ら

く
。
法ほ

っ

心し
ん

を
透と

う

得と
く

し
て
一い

ち

物も
つ

無な

し
。
元も

と
是こ

れ
真ま

壁か
べ

の
平へ

い

四し

郎ろ
う

。（
遥は

る

か
遠
く
宋そ

う

へ
と
渡
り
、
能の

う

仁に
ん

興こ
う

聖し
ょ
う

万ま
ん

寿じ
ゅ

禅ぜ
ん

寺じ

で
苦
労
の
末
に

大だ
い

悟ご

徹て
っ

底て
い

し
、
日
本
に
帰
っ
て
か
ら
は
円
福
寺
の
開
山
と
な
っ
た
。
仏
の
心
と
は
、
生
き
る
・
死
ぬ
、
迷
い
・
悟
り
と
い
っ
た
、
一
切
の
執

し
ゅ
う

着じ
ゃ
くか

ら
離
れ
た
も
の
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
会え

得と
く

し
た
が
、
本
来
、
執
着
す
る
べ
き
も
の
は
何
も
無
い
。
本も

と

を
正
せ
ば
、
真ま

壁か
べ

出
身
の
平へ

い

四し

郎ろ
う

で
あ
る
）」
と
示
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う

な
話
も
伝
わ
っ
て
い
る
。
記
録
し
て
後
世
に
残
す
。

＊

○�

世
言
、
法
心
、
俗
名
平
四
郎
、
嘗
仕
眞
壁
郡
守
＝
法ほ

っ

心し
ん

禅ぜ
ん

師じ

は
常ひ

た

陸ち
の

州く
に

真ま

壁か
べ

郡ご
お
り

猫ね
こ

島し
ま

邑む
ら

（
現
在
の
茨

い
ば
ら

城き

県
筑ち

く

西せ
い

市
猫ね

こ

島し
ま

）
の
出
身
と
伝
わ
っ
て
い
る
。『
法ほ

っ

身し
ん

覚か
く

了り
ょ
う

無む

一い
ち

物も
つ

』で
は「
建け

ん

暦り
ゃ
く

元
年（
一
二
一
一
）、真
壁
郡
領
主・真ま

壁か
べ

友と
も

幹も
と（

生
没
年
不
詳
）に
仕
え
た
」（p.48

）と
記
す
。そ
の
後
、寛か

ん

喜ぎ

元
年（
一
二
二
九
）、

友
幹
の
子
・
時と

き

幹も
と

（
生
没
年
不
詳
）
が
「
真
壁
郡
内
十
四
ヶ
郷
の
地
頭
職
を
得
る
」
と
『
真ま

壁か
べ

文も
ん

書じ
ょ

』（『
真
壁
氏
と
真
壁
城
』p.22

）
に
あ
り
、
そ
の
ま
ま

時
幹
に
仕
え
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。『
桂け

い

月げ
つ

全ぜ
ん

集し
ゅ
う』

に
は
「
領
主
真ま

壁か
べ

経つ
ね

明あ
き

に
事つ

か

え
て
奴ぬ

僕ぼ
く

と
な
り
け
る
」（
別
巻
・p.1260

）
と
い
う
伝
承
が
収
録

さ
れ
て
お
り
、
青
森
で
は
時
幹
で
は
な
く
経
明
と
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　�「
郡ぐ

ん

守し
ゅ

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
官
名
。
秦し

ん

、
置
く
。
其そ

の
郡
を
治
め
る
こ
と
を
掌

つ
か
さ
どる

。
後
、
改
め
て
太た

い

守し
ゅ

と
す
」（
巻
十
一
・p.252

）
と
あ
る
。

「
領

り
ょ
う

主し
ゅ

」
と
意
訳
し
た
。

○�

郡
守
、
有
事
以
屐
蹴
之
。
心
憤
然
厭
世
＝
真
壁
時
幹
が
平へ

い

四し

郎ろ
う

を
痛
烈
に
非
難
し
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、『
桂
月
全
集
』
に
は
「
雪
見
の
宴う

た
げに

出
掛
け
た
経
明
の
伴と

も

を
し
た
平
四
郎
は
、
宴
の
終
わ
り
を
玄
関
で
待
つ
間
、
経
明
の
下げ

駄た

を
懐

ふ
と
こ
ろに

入
れ
て
温
め
て
い
た
。
宴
が
終
わ
り
、
帰き

途と

に
つ

く
経
明
に
下
駄
を
差
し
出
し
た
と
こ
ろ
、
下
駄
が
温
か
い
こ
と
に
気
付
い
た
経
明
は
、『
平
四
郎
が
自
分
の
下
駄
を
尻
に
敷し

い
て
休
ん
で
い
た
』
と

誤
解
し
、
平へ

い

身し
ん

低て
い

頭と
う

す
る
平
四
郎
の
頭
を
下
駄
で
踏ふ

み
付
け
た
」（
別
巻
・p.1260

）
と
い
う
伝
承
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
い
う
経
明
は
時
幹
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の
こ
と
。

　�「
屐

あ
し
か
た」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
は
き
も
の
。
ぞ
う
り
・
げ
た
の
類
」（
巻
四
・p.154

）
と
あ
る
。
当
時
の
武
士
は
基
本
的
に
草ぞ

う

履り

を
使
用
し
た
が
、

雨
や
雪
の
際
、
ま
た
、
泥ぬ

か

濘る

む
と
こ
ろ
で
は
高た

か

下げ

駄た

を
使
用
し
た
と
い
う
。

　�「
憤ふ

ん

然ぜ
ん

」
は
【
七
】
①
の
語
注
に
既
出
。
い
き
ど
お
る
こ
と
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
四
・p.1187

）
参
照
。

　�「
世よ

を
厭い

と

う
」
は
、
前
述
、
①
の
語
注
に
「
世
を
厭
い
て
」
と
し
て
既
出
。「
厭え

ん

世せ
い

」
の
こ
と
。「
世
の
中
を
い
と
い
き
ら
う
」
の
意
。『
大
漢
和
辞
典
』

（
巻
二
・p.663
）
参
照
。

○�

踰
海
入
宋
、
參
徑
山
無
準
和
尚
、
遂
悟
大
事
而
、
帰
謁
郡
守
＝
「
径き

ん

山ざ
ん

」
は
前
述
、
①
の
語
注
に
既
出
。「
径き

ん

山ざ
ん

寺じ

」
の
こ
と
。

　�「
大だ

い

事じ

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
①
一い

ち

大だ
い

事じ

、
一
大
事
因い

ん

縁ね
ん

と
も
。
仏
の
出
世
の
本ほ

ん

懐か
い

、
す
な
わ
ち
一い

っ

切さ
い

衆し
ゅ

生じ
ょ
うを
仏
の
知ち

見け
ん

に
悟ご

入に
ゅ
うさ
せ
る
べ
き

こ
と
。
②
禅ぜ

ん

家け

で
は
、
衆
生
が
仏ぶ

っ

知ち

見け
ん

を
開か

い

悟ご

す
る
面
が
強
調
さ
れ
、
大だ

い

悟ご

と
い
う
意
味
に
用
い
ら
れ
、「
大た

い

事じ

了り
ょ
う

畢ひ
つ

」
の
語
も
生
ま
れ
た
」（p.795

）

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
②
の
意
。

○�

郡
守
大
喜
、乃
建
圓
福
寺
、請
心
爲
開
山
始
祖
＝
茨
城
県
桜さ

く
ら

川が
わ

市
真ま

壁か
べ

町
に
あ
る
天て

ん

目も
く

山ざ
ん

伝で
ん

正し
ょ
う

寺じ

は
前
身
を
照

し
ょ
う

明み
ょ
う

寺じ

と
い
い
、文ぶ

ん

永え
い

五
年
（
一
二
六
八
）、

真
壁
領
主
・
真ま

壁か
べ

安あ

芸き
の

守か
み

の
創
建
、
法
身
禅
師
の
開
山
と
伝
わ
る
が
、
こ
の
寺
の
名
前
が
「
円え

ん

福ぷ
く

寺じ

」
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
は
な
く
、
瑞ず

い

巌が
ん

寺じ

の

前
身
で
あ
っ
た
松
島
円
福
寺
、
若も

し
く
は
、
法ほ

う

蓮れ
ん

寺じ

の
前
身
で
あ
っ
た
青
森
円
福
寺
の
話
と
混
同
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
青
森
円
福
寺
に
つ

い
て
は
【
一
】『
龍

り
ゅ
う

山ざ
ん

三さ
ん

開か
い

祖そ

伝で
ん

』
⑪
参
照
。

○�

恭
敬
日
渥
。
東
關
禪
客
、
靡
風
集
會
＝
「
恭く

敬ぎ
ょ
う」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
敬
い
、
つ
つ
し
む
。
尊
敬
。
仰
ぎ
み
る
。
う
や
う
や
し
く
す
る
こ
と
。

他
に
対
し
て
敬
う
こ
と
。
敬
い
尊
敬
す
る
こ
と
」（p.271
）
と
あ
る
。

　「
東と

う

関か
ん

」
は
、
関
東
の
こ
と
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
六
・p.180

）
参
照
。

　「
禅ぜ

ん

客か
く

」
は
、【
八
】
②
の
語
注
に
既
出
。
禅
の
修
行
僧
の
こ
と
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.675

）
参
照
。

　「
集じ

ゅ

会え

」
は
、「
聚じ

ゅ

会え

」
と
も
書
く
。
あ
つ
ま
り
・
会
合
等
の
意
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.498

）
参
照
。

○�

心
説
偈
示
衆
曰
、
遠
上
徑
山
分
風
月
。
歸
來
開
圓
福
道
場
。
透
得
法
心
無
一
物
。
元
是
眞
壁
平
四
郎
。
是
復
一
説
也
。
載
以
垂
世
矣
＝
【
一
】『
龍

り
ゅ
う

山ざ
ん

三さ
ん

開か
い

祖そ

伝で
ん

』
⑫
・【
二
】『
松ま

つ

島し
ま

諸し
ょ

勝し
ょ
う

記き

』
⑫
に
、「
遠
上
徑
山
分
風
月
、
歸
開
圓
福
大
道
場
。
法
身
透
得
無
一
物
、
元
是
眞
壁
平
四
郎
（
遠
く
径き

ん

山ざ
ん

に
上の

ぼ

り
て
風ふ

う

月げ
つ

を
分わ

か
ち
、
帰
っ
て
円え

ん

福ぷ
く

の
大だ

い

道ど
う

場じ
ょ
うを
開
く
。
法ほ

っ

身し
ん

透と
う

得と
く

す
れ
ば
一い

ち

物も
つ

無な

し
、
元も

と
是こ

れ
真ま

壁か
べ

の
平へ

い

四し

郎ろ
う

）」
と
い
う
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
偈
が
収
録
さ
れ
て
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い
る
。

　�「
風ふ

う

月げ
つ

」
は
、
風
と
月
の
こ
と
だ
が
、
禅
宗
に
お
け
る
風
は
、
徳
風
・
威
風
・
風
習
な
ど
に
た
と
え
ら
れ
、
月
は
、
仏ぶ

っ

性し
ょ
うの
輝
き
に
比
せ
ら
れ
る
こ

と
が
多
い
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.161

、p.876

）
参
照
。

　�「
法ほ

っ

心し
ん

透と
う

得と
く

」
は
、【
一
】『
龍
山
三
開
祖
伝
』
⑫
・【
二
】『
松
島
諸
勝
記
』
⑫
に
見
え
る
よ
う
に
、
恐
ら
く
「
法ほ

っ

身し
ん

透と
う

得と
く

」
の
こ
と
。「
法
身
透
得
」

と
い
う
語
そ
の
も
の
は
使
用
し
た
辞
書
に
は
見
え
な
い
が
、「
透と

う

法ほ
っ

身し
ん

」
と
い
う
語
が
あ
る
。「
透と

う

脱だ
つ

法ほ
っ

身し
ん

」
の
略
で
、「
法ほ

っ

身し
ん

無む

相そ
う

の
境

き
ょ
う

界が
い

を
さ
ら

に
透
脱
し
た
絶
対
自
由
を
得
る
こ
と
。
清
ら
か
な
法
身
の
位
を
と
お
り
過
ぎ
、
自
由
自
在
の
境

き
ょ
う

地ち

を
得
る
こ
と
」
の
意
。「
透
脱
」
は
、「
ち
ょ
う
と

つ
」
と
も
読
み
、「
と
お
り
ぬ
け
る
こ
と
。
さ
と
る
こ
と
。
脱
却
す
る
こ
と
。
解げ

脱だ
つ

」
の
意
で
、「
透
得
」
は
、「
得
は
、
完
了
を
示
す
助
辞
。
修
行

上
の
難
関
、
関
門
を
と
お
る
こ
と
」
の
意
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
透
脱
」
と
「
透
得
」
は
ほ
ぼ
同
意
の
言
葉
。『
人に

ん

天で
ん

眼が
ん

目も
く

』
巻
二
「
雲う

ん

門も
ん

宗し
ゅ
う」「

機き

縁え
ん

」
の
条
に
、「
僧
問
。
如
何
是
透
法
身
句
。
師
云
。
北
斗
裏
藏
身
（
僧
、
雲
門
に
問
う
「
如い

何か

な
る
か
是こ

れ
、
透
法
身
の
句
」
と
。
門
云い

わ

く
「
北ほ

く

斗と

裏り

に
身
を
蔵ぞ

う

す
」

と
）」（T48-312c

）
と
あ
る
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.934

、p.940

）、『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.1002

）
参
照
。

　�「
無
一
物
」
は
、「
い
ち
も
つ
な
し
」
と
も
「
む
い
ち
も
つ
」
と
も
読
む
。「
無む

一い
ち

物も
つ

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
生

し
ょ
う

死じ

・
涅ね

槃は
ん

・
迷め

い

悟ご

・
凡ぼ

ん

聖し
ょ
う・

去き
ょ

来ら
い

起き

滅め
つ

等
の
相
が
な
く
、
畢ひ

っ

竟き
ょ
う

無
相
な
る
こ
と
。
自
己
本
来
の
姿
を
い
う
」（p.1200

）
と
あ
る
。

　「
垂
」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
①
㋩
後
世
に
伝で

ん

布ぷ

す
る
」（
巻
三
・p.166

）
と
あ
る
。

④�

贊
曰
、
宋
圓
通
寺
法
秀
禪
師
、
臨
終
説
偈
曰
、
來
時
無
物
去
時
空
。
南
北
東
西
事
一
同
。
六
處
住
持
無
所
補
。
秀
良
久
。
監
寺
進
云
、

和
尚
何
不
道
末
後
句
。
秀
曰
珍
重
珍
重
。
卽
脱
去
。
與
心
公
遺
偈
自
然
相
似
。
然
如
心
公
一
偈
有
迅
䨓
轟
旱
之
象
。
信
乎
、
臨
濟
門
下
、

別
有
生
涯
矣
。

＊

　�

賛さ
ん

に
曰い

わ

く
、「
宋そ

う

の
円え

ん

通ず
う

寺じ

の
法ほ

う

秀し
ゅ
う

禅ぜ
ん

師じ

、
臨り

ん

終じ
ゅ
うに
偈げ

を
説と

い
て
曰い

わ

く
、『
来き

た
る
時と

き

物も
つ

無な

く
、
去さ

る
時
空む

な

し
。
南な

ん

北ぼ
く

東と
う

西ざ
い

、
事じ

、
一い

ち

同ど
う

。
六ろ

く

処し
ょ

の
住

じ
ゅ
う

持じ

、
補お

ぎ
なう

所
と
こ
ろ

無
し
』
と
。
秀し

ゅ
う、

良
り
ょ
う

久き
ゅ
う。

監か
ん

寺す

、
進す

す

み
て
云い

わ

く
、『
和お

尚し
ょ
う、

何な
ん

ぞ
末ま

つ

後ご

の
句く

を
道い

わ
ざ
る
』
と
。
秀
、
曰
く
、

『
珍ち

ん

重ち
ょ
う

珍
重
』
と
。
即す

な
わち

脱だ
っ

去こ

す
」
と
。
心し

ん

公こ
う

の
遺ゆ

い

偈げ

と
自じ

然ね
ん

に
相あ

い
似に

た
り
。
然し

か

れ
ど
も
、
心
公
の
一い

ち

偈げ

の
如ご

と

き
は
、
迅じ

ん

雷ら
い

旱ひ
で
りに

轟
と
ど
ろ

く
の
象

し
ょ
う

有
り
。
信ま

こ
とな

る
か
な
、
臨り

ん

済ざ
い

門も
ん

下か

、
別
に
生

し
ょ
う

涯が
い

有
る
こ
と
を
。
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＊

　�〔
次
の
〕
詩し

文ぶ
ん

に
は
、「〔
南な

ん

〕
宋そ

う

・〔
東と

う

京け
い

の
〕
法ほ

う

雲う
ん

寺じ

の
法ほ

う

秀し
ゅ
う

禅ぜ
ん

師じ

が
、
死
を
迎む

か

え
る
に
あ
た
っ
て
辞じ

世せ
い

の
句く

を
残
さ
れ
た
。『
来き

た

る
時と

き

物も
つ

無な

く
、
去さ

る
時
空む

な

し
。
南な

ん

北ぼ
く

東と
う

西ざ
い

、
事じ

、
一い

ち

同ど
う

。
六ろ

く

処し
ょ

の
住

じ
ゅ
う

持じ

、
補お

ぎ
なう

所
と
こ
ろ

無
し
（
何な

に

も
持
た
ず
に
生
ま
れ
て
来
て
、
何
も
持
た
ず
に
去
る
。

こ
の
こ
と
は
、
全す

べ

て
の
物
に
共

き
ょ
う

通つ
う

す
る
事
実
で
あ
る
。
龍

り
ゅ
う

舒じ
ょ

四し

面め
ん

・
棲せ

い

賢け
ん

寺じ

・
鍾

し
ょ
う

山ざ
ん

寺じ

・
保ほ

寧ね
い

寺じ

・
崇す

う

福ふ
く

禅ぜ
ん

院い
ん

・
法
雲
寺
の
六
ヶ
寺
に
住

じ
ゅ
う

職し
ょ
くし

た
が
、
宗

し
ゅ
う

門も
ん

の
た
め
に
は

何な
に

一ひ
と

つ
と
し
て
役
に
立
て
な
か
っ
た
）』
と
言
い
、
法
秀
禅
師
は
無む

言ご
ん

に
な
っ
た
。
事じ

務む

を
総そ

う

監か
ん

す
る
僧
が
進
み
出
て
、『
和お

尚し
ょ
う、

何な

故ぜ

結け
っ

句く

を

言
わ
な
い
の
で
す
か
』
と
言
っ
た
。
法
秀
禅
師
は
、『
珍ち

ん

重ち
ょ
う

珍
重
（
さ
よ
う
な
ら
、
ご
き
げ
ん
よ
う
）』
と
言
い
終
え
る
と
、
す
ぐ
に
亡
く
な
ら

れ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
法
心
禅
師
の
辞
世
の
句
と
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
。
し
か
し
、
法
心
禅
師
の
詩
文
は
、〔
カ
ラ
カ
ラ
に
〕
乾か

ん

燥そ
う

し
た
と
こ
ろ
に
、
激は

げ

し
い
雷

か
み
な
りが

響ひ
び

き
渡わ

た

る
か
の
よ
う
な
は
た
ら
き
が
あ
る
。
臨り

ん

済ざ
い

禅ぜ
ん

師じ

の
法ほ

う

孫そ
ん

達た
ち

は
、
実じ

つ

に
、
普ふ

通つ
う

で
は
な
い
、
特と

く

殊し
ゅ

な
人
生
を
送
ら
れ
て
い
る
も
の
だ
。＊

○�

贊
曰
、
宋
圓
通
寺
法
秀
禪
師
、
臨
終
説
偈
曰
、
來
時
無
物
去
時
空
。
南
北
東
西
事
一
同
。
六
處
住
持
無
所
補
。
秀
良
久
＝
こ
の
賛
は
、『
五ご

灯と
う

会え

元げ
ん

』

巻
十
六
「
東と

う

京け
い

法ほ
う

雲う
ん

寺じ

法ほ
う

秀し
ゅ
う

円え
ん

通ず
う

禅ぜ
ん

師じ

」（X80-334c

）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　�「
賛さ

ん

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
仏ぶ

っ

祖そ

な
ど
を
ほ
め
た
た
え
る
偈げ

頌じ
ゅ

（
＝
詩
）
を
い
う
」（p.497

）
と
あ
る
。「
詩し

文ぶ
ん

」
と
し
た
。

　�「
宋そ

う

の
円え

ん

通ず
う

寺じ

の
法ほ

う

秀し
ゅ
う

禅ぜ
ん

師じ

」
と
あ
る
が
、「
円
通
寺
」
は
「
法ほ

う

雲う
ん

寺じ

」
の
誤
り
。
法
秀
禅
師
（
一
〇
二
七
～
九
〇
）
は
、
秦し

ん

州
（
甘か

ん

粛し
ゅ
く

省
）
の
人
。
雲う

ん

門も
ん

宗し
ゅ
う。

十
九
歳
で
出

し
ゅ
っ

家け

受じ
ゅ

具ぐ

し
た
後
、
義ぎ

懐か
い

禅
師
（
九
九
三
～
一
〇
六
四
）
に
参
じ
て
そ
の
法
を
嗣つ

ぐ
。
龍

り
ゅ
う

舒じ
ょ

四し

面め
ん

・
棲せ

い

賢け
ん

寺じ

・
鍾

し
ょ
う

山ざ
ん

寺じ

・
保ほ

寧ね
い

寺じ

・
崇す

う

福ふ
く

禅ぜ
ん

院い
ん

・
法
雲
寺
に
住
す
。
神し

ん

宗そ
う

（
一
〇
四
八
～
八
五
）
の
御ご

前ぜ
ん

に
説
法
し
、
円え

ん

通ず
う

禅
師
号
を
賜た

ま
わわ

っ
た
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.194

、p.1131

）
参
照
。

　�「
南な

ん

北ぼ
く

東と
う

西ざ
い

」
は
、「
東
西
南
北
」
の
こ
と
。「
こ
こ
か
し
こ
、
ど
こ
で
も
」
の
意
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.920

）「
東と

う

西ざ
い

南な
ん

北ぼ
く

」
参
照
。

　「
六ろ

く

処し
ょ

」
は
、
法
秀
禅
師
が
住
し
た
龍
舒
四
面
・
棲
賢
寺
・
鍾
山
寺
・
保
寧
寺
・
崇
福
禅
院
・
法
雲
寺
の
六
ヶ
寺
の
こ
と
。

　「
秀し

ゅ
う」

は
、
法
秀4

禅
師
の
こ
と
。

　「
良

り
ょ
う

久き
ゅ
う」

は
、「
や
や
ひ
さ
し
」
と
も
読
む
。
し
ば
し
の
間
、
無
言
の
さ
ま
を
い
う
語
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.1282

）
参
照
。

○�

監
寺
進
云
、
和
尚
何
不
道
末
後
句
。
秀
曰
珍
重
珍
重
。
卽
脱
去
＝
「
監か

ん

寺す

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
古
く
は
監か

ん

院に
ん

と
い
っ
た
。
禅
寺
に
は
六

人
の
知
事
が
あ
り
、
こ
れ
を
六
知
事
と
い
う
。
都つ

う

寺す

・
監
寺
・
副ふ

う

寺す

・
維い

那の

・
典て

ん

座ぞ

・
直し

っ

歳す
い

の
六
つ
で
、
監
寺
は
住
持
に
代
わ
っ
て
寺
内
の
一
切
の
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事
務
を
監
督
す
る
役
目
で
あ
る
」（p.190

）
と
あ
る
。

　�「
珍ち

ん

重ち
ょ
う」
は
、「
し
ん
じ
ゅ
う
」「
し
ん
じ
ゅ
ん
」
と
も
読
む
。『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
別
れ
を
告
げ
る
辞
。
お
大
事
に
、
の
意
」（p.871

）
と
あ
り
、「
さ

よ
う
な
ら
、
ご
き
げ
ん
よ
う
」
と
意
訳
し
た
。

　�「
脱
去
」
は
、
一
般
に
「
だ
っ
き
ょ
」
と
読
む
が
、
宗
門
で
は
「
だ
っ
こ
」
と
読
む
。「
の
が
れ
去
る
。
脱
し
去
る
」
こ
と
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
九・

p.325
）
参
照
。
こ
こ
で
は
「
死
ぬ
こ
と
」
の
意
。

○�

與
心
公
遺
偈
自
然
相
似
。
然
如
心
公
一
偈
有
迅
䨓
轟
旱
之
象
。
信
乎
、
臨
濟
門
下
、
別
有
生
涯
矣
＝
「
迅じ

ん

雷ら
い

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
は
げ
し

い
雷
。
疾し

つ

雷ら
い

」（
巻
十
一·p.4

）
と
あ
る
。

　�「
旱ひ

で
り」

は
、「
て
り
が
つ
づ
く
こ
と
。
か
わ
く
」
の
意
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
五
・p750

）
参
照
。

　�「
象し

ょ
う」

は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
①
十
六
の
記
憶
形
式
の
第
九
。
特
徴
。
②
秩
序
整
然
た
る
自
然
現
象
」（p.725

）
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
①
の
意
で
、

「
は
た
ら
き
」
と
意
訳
し
た
。

　�「
臨り

ん

済ざ
い

」
は
、
臨り

ん

済ざ
い

義ぎ

玄げ
ん

禅ぜ
ん

師じ

（
？
～
八
六
七
）
の
こ
と
。
唐と

う

代だ
い

の
人
。
臨
済
宗
の
開
祖
。
曹そ

う

州し
ゅ
う

南な
ん

華か

の
出
身
。
出
家
し
て
律り

つ

や
華け

厳ご
ん

を
学
び
、
後
、

黄お
う

檗ば
く

山さ
ん

の
黄お

う

檗ば
く

希き

運う
ん

禅
師
（
？
～
八
五
〇
頃
）
に
師
事
し
、
黄
檗
の
法
を
嗣つ

い
だ
。
大だ

い

中ち
ゅ
う

八
年
（
八
五
四
）、
鎮ち

ん

州し
ゅ
うの
滹こ

沱だ

河が

付
近
の
小
院
に
住
し
、
そ

の
院
を
臨り

ん

済ざ
い

院い
ん

と
号
し
た
。
遷せ

ん

化げ

後
、
慧え

照し
ょ
う

禅
師
と
諡

お
く
り
なさ
れ
て
い
る
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.196

）
参
照
。

　�「
門も

ん

下か

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
①
家
の
う
ち
。
屋
敷
の
う
ち
。
又
、
其
の
処
に
居
る
家
族
以
外
の
人
。
使
用
人
・
食

し
ょ
っ

客か
く

・
弟
子
な
ど
」（
巻

十
一
・p.699

）
と
あ
る
。「
法ほ

う

孫そ
ん

達た
ち

」
と
意
訳
し
た
。

　�「
生

し
ょ
う

涯が
い

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
①
一
生
の
あ
い
だ
。
命
の
あ
る
限
り
。
死
ぬ
ま
で
。
②
生
活
を
営
む
た
め
の
事
業
。
営
業
。
生
業
。
生
計
」（
巻

七
・p.1029

）
と
あ
り
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
一
生
の
な
り
わ
い
。
活か

っ

計け
い

」（p.531

）
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
生
き
方
」、「
人
生
」
の
意
。「
別
に

生
涯
有
る
こ
と
」
は
、
無む

著じ
ゃ
く

道ど
う

忠ち
ゅ
う

禅
師
が
撰せ

ん

し
た
『
虚き

堂ど
う

録ろ
く

犂り

耕こ
う

』
の
「
別
有
生
涯
（
別
に
生
涯
有
り
）」
条
に
「
非
尋
常
活
計
也
（
尋じ

ん

常じ
ょ
うの

活
計
に
非あ

ら

ず
）」

（p.1007

）
と
注
さ
れ
て
い
る
。「
尋
常
」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
平へ

い

生ぜ
い

。
お
だ
や
か
」（p.797

）
と
あ
り
、「
活
計
」
は
、「
①
生
活
。
い
と
な
み
。

暮
ら
し
向
き
。
努
力
。
修
行
。
②
享
楽
生
活
の
い
と
な
み
。
③
生
活
の
て
だ
て
」（
前
同
・p.180

）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
別
有
生
涯
」
は
、「
普
通
と

は
違
っ
た
、
特
殊
な
人
生
が
あ
る
」
の
意
。
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訳 

注　

【
十
】『
奥お

う

羽う

観か
ん

蹟せ
き

聞ぶ
ん

老ろ
う

志し

』
巻
七
「
釈

し
ゃ
く

法ほ
っ

身し
ん

」

○�

『
奥お

う

羽う

観か
ん

蹟せ
き

聞ぶ
ん

老ろ
う

志し

』
は
、
仙せ

ん

台だ
い

藩は
ん

の
画
員
・
史
官
で
あ
っ
た
佐さ

久く

間ま

洞ど
う

巌が
ん

（
一
六
五
三
～
一
七
三
六
）
が
、
仙
台
藩
四
代
藩
主
・
伊だ

達て

綱つ
な

村む
ら

公
（
一
六
五
九
～
一
七
一
九
）
の
命
を
受
け
て
編へ

ん

纂さ
ん

に
着
手
し
、
享

き
ょ
う

保ほ
う

四
年
（
一
七
一
九
）
に
完
成
さ
せ
た
全
二
十
巻
か
ら
な
る
地
誌
。
仙
台

領
を
中
心
に
、
官か

ん

制せ
い

、
土み

や
げ産

、
旧
所
、
名め

い

蹟せ
き

、
寺
社
仏
閣
、
故
事
、
地
理
等
を
詳
細
に
記
述
し
、
伝
承
、
風
習
等
に
つ
い
て
も
採
録
し

て
い
る
。『
仙せ

ん

台だ
い

人じ
ん

名め
い

大だ
い

辞じ

書し
ょ

』（p.427

）
参
照
。

○�

底
本
に
は
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
が
所
蔵
し
、
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
公
開
さ
れ
て
い
る
写
本
を
使
用
し
た
。

　（https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/100350427/1

）

○�

【
十
】『
奥
羽
観
蹟
聞
老
志
』「
釈
法
身
」
の
内
容
は
、『
元げ

ん

亨こ
う

釈し
ゃ
く

書し
ょ

』、『
宗そ

う

久き
ゅ
う

紀き

行こ
う

』
の
一
部
、
及
び
洞
巌
の
所
見
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、『
元
亨
釈
書
』
に
つ
い
て
は
前
述
、【
六
】『
元
亨
釈
書
』「
松ま

つ

島し
ま

寺で
ら

法ほ
っ

心し
ん

」（
以
下
、【
六
】
と
表
記
す
る
）
の
内
容
と
ほ
ぼ
重
複
す
る
。

そ
の
た
め
、『
元
亨
釈
書
』
部
分
に
つ
い
て
の
「
語
注
」
は
、【
六
】
に
既
出
の
も
の
は
簡
略
化
し
た
。
ま
た
、
本
項
の
『
元
亨
釈
書
』

部
分
は
「
法
心
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
た
め
、
当
該
箇
所
の
み
「
法
心
」
と
表
記
し
、
そ
の
他
の
箇
所
は
「
法
身
」
と
し
た
。

①
遠
上
経
山
分
風
月
。
歸
開
圓
福
大
道
場
。
法
身
透
得
無
一
物
。
元
是
真
壁
平
四
郎
。

＊

　�

遠
く
経け

い

山ざ
ん

に
上の

ぼ

り
て
風ふ

う

月げ
つ

を
分わ

か
つ
。
帰
っ
て
円え

ん

福ぷ
く

の
大だ

い

道ど
う

場じ
ょ
うを

開
く
。
法ほ

っ

身し
ん

透と
う

得と
く

し
て
一い

ち

物も
つ

無な

し
。
元も

と
是こ

れ
真ま

壁か
べ

の
平へ

い

四し

郎ろ
う

。

＊

　�

遠
く
径き

ん

山ざ
ん

に
上
り
て
風
月
を
分
か
つ
。
帰
っ
て
円
福
の
大
道
場
を
開
く
。
法
身
透
得
し
て
一
物
無
し
。
元
と
是
れ
真
壁
の
平
四
郎
。（
遥は

る

か
遠
く
宋そ

う

へ
と
渡
り
、
能の

う

仁に
ん

興こ
う

聖し
ょ
う

万ま
ん

寿じ
ゅ

禅ぜ
ん

寺じ

で
苦
労
の
末
に
大だ

い

悟ご

徹て
っ

底て
い

し
、
日
本
に
帰
っ
て
か
ら
は
円
福
寺
の
開
山
と
な
っ
た
。
仏
の
心
と
は
、
生
き
る・死
ぬ
、
迷
い・

悟
り
と
い
っ
た
、
一
切
の
執

し
ゅ
う

着じ
ゃ
くか

ら
離
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
会え

得と
く

し
た
が
、
本
来
、
執
着
す
る
べ
き
も
の
は
何
も
無
い
。
本も

と

を
正
せ
ば
、
真
壁
出
身
の
平
四
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郎
で
あ
る
）

＊

○�

遠
上
経
山
分
風
月
。
歸
開
圓
福
大
道
場
。
法
身
透
得
無
一
物
。
元
是
真
壁
平
四
郎
＝
【
一
】『
龍

り
ゅ
う

山ざ
ん

三さ
ん

開か
い

祖そ

伝で
ん

』（
以
下
、【
一
】
と
表
記
す
る
）
⑫
・【
二
】

『
松ま

つ

島し
ま

諸し
ょ

勝し
ょ
う

記き

』（
以
下
、【
二
】
と
表
記
す
る
）
⑫
に
、「
遠
上
徑
山
分
風
月
、
歸
開
圓
福
大
道
場
。
法
身
透
得
無
一
物
、
元
是
眞
壁
平
四
郎
（
遠と

お

く
径き

ん

山ざ
ん

に

上の
ぼ

り
て
風ふ

う

月げ
つ

を
分わ

か
ち
、
帰か

え

っ
て
円え

ん

福ぷ
く

の
大だ

い

道ど
う

場じ
ょ
うを
開ひ

ら

く
。
法ほ

っ

身し
ん

透と
う

得と
く

す
れ
ば
一い

ち

物も
つ

無な

し
、
元も

と
是こ

れ
真ま

壁か
べ

の
平へ

い

四し

郎ろ
う

）」
と
あ
り
、【
九
】『
本ほ

ん

朝ち
ょ
う

高こ
う

僧そ
う

伝で
ん

』（
以
下
、【
九
】
と

表
記
す
る
）
③
に
、「
遠
上
徑
山
分
風
月
。
歸
來
開
圓
福
道
場
。
透
得
法
心
無
一
物
。
元
是
眞
壁
平
四
郎
（
遠
く
径
山
に
上
り
て
風
月
を
分
か
つ
。
帰
り
来
た
っ

て
円
福
の
道
場
を
開
く
。
法
心
を
透
得
し
て
一
物
無
し
。
元
と
是
れ
真
壁
の
平
四
郎
）」
と
い
う
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
偈げ

が
収
録
さ
れ
て
い
る
。【
一
】・【
二
】
共
に
こ

の
偈
の
作
者
は
不
明
と
す
る
が
、【
九
】
で
は
法
身
の
作
と
し
て
い
る
。

　�「
経4

山
」
は
「
径4

山
」
の
誤
記
。「
径き

ん

山ざ
ん

」
は
、【
六
】
①
の
語
注
に
既
出
。
現
在
の
浙せ

っ

江こ
う

省し
ょ
う

杭こ
う

州し
ゅ
う

市し

郊こ
う

外が
い

西
北
に
位
置
す
る
山
。
禅ぜ

ん

門も
ん

の
大だ

い

道ど
う

場じ
ょ
う、

能の
う

仁に
ん

興こ
う

聖し
ょ
う

万ま
ん

寿じ
ゅ

禅ぜ
ん

寺じ

が
あ
る
。『
禅ぜ

ん

学が
く

大だ
い

辞じ

典て
ん

』（p.236

）
参
照
。

　�「
風ふ

う

月げ
つ

」
は
、
風
と
月
の
こ
と
だ
が
、
禅
宗
に
お
け
る
風
は
、
徳
風
・
威
風
・
風
習
な
ど
に
た
と
え
ら
れ
、
月
は
、
仏ぶ

っ

性し
ょ
うの

輝
き
に
比
せ
ら
れ
る
こ

と
が
多
い
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.161
、p.876

）
参
照
。

　�「
法ほ

っ

身し
ん

透と
う

得と
く

」
と
い
う
語
そ
の
も
の
は
使
用
し
た
辞
書
に
は
見
え
な
い
が
、「
透と

う

法ほ
っ

身し
ん

」
と
い
う
語
が
あ
る
。「
透と

う

脱だ
つ

法ほ
っ

身し
ん

」
の
略
で
、「
法ほ

っ

身し
ん

無む

相そ
う

の

境き
ょ
う

界が
い

を
さ
ら
に
透
脱
し
た
絶
対
自
由
を
得
る
こ
と
。
清
ら
か
な
法
身
の
位
を
と
お
り
過
ぎ
、
自
由
自
在
の
境

き
ょ
う

地ち

を
得
る
こ
と
」
の
意
。「
透
脱
」
は
、

「
ち
ょ
う
と
つ
」
と
も
読
み
、「
と
お
り
ぬ
け
る
こ
と
。
さ
と
る
こ
と
。
脱
却
す
る
こ
と
。
解げ

脱だ
つ

」
の
意
で
、「
透
得
」
は
、「
得
は
、
完
了
を
示
す
助

辞
。
修
行
上
の
難
関
、
関
門
を
と
お
る
こ
と
」
の
意
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
透
脱
」
と
「
透
得
」
は
ほ
ぼ
同
意
の
言
葉
。『
人に

ん

天で
ん

眼が
ん

目も
く

』
巻
二
「
雲う

ん

門も
ん

宗し
ゅ
う」「

機き

縁え
ん

」
の
条
に
、「
僧
問
。
如
何
是
透
法
身
句
。
師
云
。
北
斗
裏
藏
身
（
僧
、
雲
門
に
問
う
「
如い

何か

な
る
か
是こ

れ
、
透
法
身
の
句
」
と
。
門
云い

わ

く
「
北ほ

く

斗と

裏り

に

身
を
蔵ぞ

う

す
」
と
）」（T48-312c

）
と
あ
る
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.934

、p.940
）、『
仏ぶ

っ

教き
ょ
う

語ご

大だ
い

辞じ

典て
ん

』（p.1002

）
参
照
。

　�「
無
一
物
」
は
、「
い
ち
も
つ
な
し
」
と
も
「
む
い
ち
も
つ
」
と
も
読
む
。「
無む

一い
ち

物も
つ

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
生

し
ょ
う

死じ

・
涅ね

槃は
ん

・
迷め

い

悟ご

・
凡ぼ

ん

聖し
ょ
う・

去き
ょ

来ら
い

起き

滅め
つ

等
の
相
が
な
く
、
畢ひ

っ

竟き
ょ
う

無
相
な
る
こ
と
。
自
己
本
来
の
姿
を
い
う
」（p.1200
）
と
あ
る
。

　�「
真ま

壁か
べ

平へ
い

四し

郎ろ
う

」
は
、
法ほ

っ

身し
ん

禅ぜ
ん

師じ

の
こ
と
。【
一
】
②
に
、「
禪
師
、
諱
法
身
、〈
舊
作
心
字
。〉
號
性
西
。
常
陸
州
眞
壁
郡
猫
島
邑
之
産
。
俗
名
平
四
郎
（
禅

師
、
諱い

み
なは
法
身
、〈
旧も

と
「
心し

ん

」
の
字
に
作
る
。〉
性

し
ょ
う

西さ
い

と
号ご

う

す
。
常ひ

た

陸ち
の

州く
に

真ま

壁か
べ

郡ご
お
り

猫ね
こ

島し
ま

邑む
ら

の
産う

ま

れ
な
り
。
俗ぞ

く

名み
ょ
うは
平
四
郎
）」
と
あ
る
。
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②�

元
亨
釋
書
曰
、
釋
法
心
、
過
壮
歳
出
家
、
不
知
文
墨
。
聞
衲
子
之
稱
宋
地
禅
行
、
駕
商
舶
入
臨
安
、
徑
登
経
山
、
見
佛
鑑
禅
師
。
鑑
於

圓
相
中
書
一
丁
字
示
之
。
心
止
席
下
單
提
研
究
。
性
堅
硬
、
耐
禅
坐
。
骨
臀
腫
爛
而
不
撓
者
九
年
、
初
持
丁
相
。
於
萬
物
中
現
丁
字
。

心
不
屑
。
漸
経
歳
餘
、
席
始
得
平
穏
。＊

　�『
元げ

ん

亨こ
う

釈し
ゃ
く

書し
ょ

』
に
曰い

わ

く
、「
釈し

ゃ
くの

法ほ
っ

心し
ん

、
壮そ

う

歳さ
い

を
過す

ぎ
て
出

し
ゅ
っ

家け

し
て
、
文ぶ

ん

墨ぼ
く

を
知
ら
ず
。
衲の

っ

子す

の
宋そ

う

地ち

禅ぜ
ん

の
行
わ
る
る
を
称し

ょ
うす

る
を
聞
き
、

商し
ょ
う

舶は
く

に
駕が

し
て
臨り

ん

安あ
ん

に
入
り
、
径た

だ

ち
に
経け

い

山ざ
ん

に
登
り
仏ぶ

っ

鑑か
ん

禅ぜ
ん

師じ

に
見ま

み

え
る
。
鑑か

ん

、
円え

ん

相そ
う

の
中
に
於お

い
て
、
一
つ
の
丁て

い

字じ

を
書し

る

し
之こ

れ
を

示
す
。
心し

ん

、
席せ

き

下か

に
止と

ど

ま
り
て
単た

ん

提て
い

研け
ん

究き
ゅ
うす

。
性し

ょ
う、

堅け
ん

硬こ
う

に
し
て
、
禅ぜ

ん

坐ざ

に
耐た

う
。
骨こ

つ

臀で
ん

腫し
ゅ

爛ら
ん

す
れ
ど
も
、
撓た

わ
まざ

る
も
の
九
年
、
初は

じ

め

丁て
い

相そ
う

を
持じ

す
。
万ば

ん

物ぶ
つ

の
中
に
於
い
て
丁
の
字
を
現あ

ら
わす

。
心
、
屑

も
の
の
かず

と
せ
ず
。
漸よ

う
やく

歳さ
い

余よ

を
経へ

て
、
席せ

き

、
始は

じ

め
て
平へ

い

穏お
ん

な
る
こ
と
を
得う

。

＊

　�『
元げ

ん

亨こ
う

釈し
ゃ
く

書し
ょ

』
に
は
、「
法ほ

っ

心し
ん

禅ぜ
ん

師じ

は
〔
三
十
代
を
と
う
に
超こ

え
た
、
所い

わ

謂ゆ
る

〕
壮そ

う

年ね
ん

で
の
出

し
ゅ
っ

家け

で
あ
り
、
学
問
の
知
識
や
素そ

養よ
う

が
無
か
っ
た
。

〔
あ
る
〕
禅ぜ

ん

僧そ
う

が
、『
宋そ

う

国こ
く

の
禅ぜ

ん

の
修
行
は
素
晴
ら
し
い
』
と
〔
、
禅
を
〕
褒ほ

め
讃た

た

え
て
い
る
こ
と
を
耳
に
し
〔
た
法
心
は
〕、
商
船
に
乗
っ

て
〔
南な

ん

宋そ
う

の
国こ

く

都と

・
〕
臨り

ん

安あ
ん

〔
府ふ

〕
に
入
り
、〔
そ
こ
か
ら
〕
す
ぐ
に
径き

ん

山ざ
ん

へ
と
向
か
い
、〔
能の

う

仁に
ん

興こ
う

聖し
ょ
う

万ま
ん

寿じ
ゅ

禅ぜ
ん

寺じ

に
お
い
て
〕
仏ぶ

っ

鑑か
ん

禅ぜ
ん

師じ

〔
・
無ぶ

準じ
ゅ
ん

師し

範ぱ
ん

〕
と
対た

い

面め
ん

し
た
。
無ぶ

準じ
ゅ
ん

禅ぜ
ん

師じ

は
円
を
描え

が

き
、〔
そ
の
〕
中
に
一
つ
『
丁て

い

』
の
字
を
書
い
て
〔
法
心
に
〕
与あ

た

え
た
。
法
心

は
無
準
禅
師
の
下も

と

で
、
一い

っ

心し
ん

に
〔『
円え

ん

相そ
う

に
丁て

い

字じ

』
の
〕
公こ

う

案あ
ん

に
取
り
組
ん
だ
。
堅か

た

く
強
い
意
志
を
も
ち
、
一
生
懸
命
に
坐ざ

禅ぜ
ん

を
行
な
っ

た
。
尻し

り

が
腫は

れ
上
が
り
爛た

だ

れ
て
し
ま
っ
た
が
、〔
そ
れ
で
も
〕
挫く

じ

け
ず
に
九
年
間
、
初
め
に
与
え
ら
れ
た
『
円
相
に
丁
字
』
の
公
案
に
取

り
組
み
続
け
た
。〔
そ
の
結
果
、
つ
い
に
、〕
日
常
の
あ
ら
ゆ
る
物も

の

事ご
と

の
中
に
『
丁
』
の
字
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。〔
し
か
し
〕
法
心
は
、

ま
だ
本
当
の
悟さ

と

り
を
得え

て
い
な
い
と
思
っ
〔
て
、
さ
ら
に
修
行
を
重
ね
〕
た
。
そ
れ
か
ら
一
年
余
り
を
経へ

て
、
ど
う
に
か
大だ

い

悟ご

徹て
っ

底て
い

す

る
こ
と
が
で
き
た
。

＊

○�

元
亨
釋
書
曰
、
釋
法
心
、
過
壮
歳
出
家
、
不
知
文
墨
＝
『
元げ

ん

亨こ
う

釈し
ゃ
く

書し
ょ

』
は
、
虎こ

関か
ん

師し

錬れ
ん

禅ぜ
ん

師じ

（
一
二
七
八
～
一
三
四
六
）
が
撰せ

ん

し
た
全
三
十
巻
か
ら
な
る

日
本
最
初
の
僧
伝
・
仏
教
史
。
元げ

ん

亨こ
う

二
年
（
一
三
二
二
）
成
立
。
永え

い

和わ

三
年
（
一
三
七
七
）
刊
行
。
日
本
に
来
往
し
た
外
国
僧
な
ら
び
に
日
本
の
歴
代
の

高
僧
の
史
伝
を
編
集
し
た
も
の
で
、
推す

い

古こ

朝ち
ょ
う

以
来
、
元
亨
年
間
に
い
た
る
七
百
年
間
に
及
ぶ
。
年
代
順
に
配
列
、
各
伝
の
末
尾
に
賛さ

ん

を
加
え
、
日
本
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仏
教
の
事じ

迹せ
き

を
記
し
た
も
の
で
、「
伝で

ん

」（
僧
伝
、
巻
一
～
十
九
）、「
資し

治じ

表ひ
ょ
う」（

仏
教
通
史
、
巻
二
十
～
二
十
六
）、「
志し

」（
仏
教
文
化
誌
、
巻
二
十
七
～
三
十
）
の

三
部
か
ら
成
る
。『
日に

本ほ
ん

仏ぶ
っ

教き
ょ
う

典て
ん

籍せ
き

大だ
い

事じ

典て
ん

』（p.151

）
参
照
。

　�「
釈し

ゃ
く」
は
、【
六
】
①
の
語
注
に
既
出
。
釈

し
ゃ
く

尊そ
ん

が
釈
迦
族
の
出
身
で
あ
る
た
め
に
仏
弟
子
の
姓
を
す
べ
て
釈
と
い
う
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.467

）、『
仏

教
語
大
辞
典
』（p.616

）
参
照
。

　�「
法ほ

っ

心し
ん

」
と
い
う
記
述
の
み
の
た
め
、
道ど

う

号ご
う

か
法ほ

う

諱き

か
は
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
、
法
諱
は
僧
侶
と
し
て
の
名
前
で
あ
る
た
め
、「
法
心
」
は
法
諱

と
考
え
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

　�「
壮そ

う

歳さ
い

」
は
、【
六
】
①
の
語
注
に
既
出
。「
は
た
ら
き
ざ
か
り
の
年
頃
。
壮そ

う

年ね
ん

。
三
、四
十
代
の
年
齢
」
の
こ
と
。『
大だ

い

漢か
ん

和わ

辞じ

典て
ん

』（
巻
三・p.286

、p.287

）

参
照
。

　�「
出

し
ゅ
っ

家け

」
は
、【
六
】
①
の
語
注
に
既
出
。
俗ぞ

っ

家か

を
出
て
剃て

い

髪は
つ

染ぜ
ん

衣ね

し
、
沙し

ゃ

門も
ん

と
な
る
こ
と
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.510

）
参
照
。

　�「
文ぶ

ん

墨ぼ
く

」
は
、【
六
】
①
の
語
注
に
既
出
。「
文
筆
。
文
辞
。
文
学
」
の
こ
と
で
、
文
脈
か
ら
「
学
問
の
知
識
や
素そ

養よ
う

」
と
意
訳
し
た
。『
大
漢
和
辞
典
』

（
巻
五
・p.595

）
参
照
。

○�

聞
衲
子
之
稱
宋
地
禅
行
、
駕
商
舶
入
臨
安
、
徑
登
経
山
、
見
佛
鑑
禅
師
＝
「
衲の

っ

子す

（「
の
う
し
」
と
も
）」
は
、【
六
】
①
の
語
注
に
既
出
。
禅ぜ

ん

僧そ
う

の
こ
と
。

『
禅
学
大
辞
典
』（p.1008

）
参
照
。

　�「
禅ぜ

ん

行ぎ
ょ
う」

は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
禅
の
修
行
。
禅
の
行

ぎ
ょ
う

持じ

」（p.678

）
と
あ
る
。

　�「
駕が

」
は
、【
六
】
①
の
語
注
に
既
出
。「
乗
り
物
に
の
る
」
こ
と
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
十
二
・p.511

）
参
照
。

　�「
臨り

ん

安あ
ん

」
は
、
中
国
南な

ん

宋そ
う

の
国
都
・
臨
安
府
の
こ
と
。
現
在
の
浙せ

っ

江こ
う

省し
ょ
う

杭こ
う

州し
ゅ
う

市し

。

　�「
経4

山
」
は
「
径4

山
」
の
誤
記
。

　�「
仏ぶ

っ

鑑か
ん

禅ぜ
ん

師じ

」
は
、【
六
】
①
の
語
注
に
既
出
。
無ぶ

準じ
ゅ
ん

師し

範ぱ
ん

禅
師
（「
む
じ
ゅ
ん
し
は
ん
」
な
ど
と
も
・
一
一
七
八
～
一
二
四
九
）
の
こ
と
。
理り

宗そ
う

（
一
二
〇
五
～

六
四
）
よ
り
仏
鑑
禅
師
号
を
賜た

ま
わる

。『
禅
学
大
辞
典
』（p.460

）
参
照
。

○�

鑑
於
圓
相
中
書
一
丁
字
示
之
＝
「
鑑か

ん

」
は
、
仏
鑑4

禅
師
の
こ
と
。
無
準
師
範
禅
師
。

　�「
円え

ん

相そ
う

に
丁て

い

字じ

」
の
公こ

う

案あ
ん

に
つ
い
て
の
考
察
は
、【
六
】
①
の
語
注
に
既
出
。「
円
相
」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
真し

ん

如に
ょ・

仏ぶ
っ

性し
ょ
う・

実じ
っ

相そ
う・

法ほ
っ

性し
ょ
うな

ど
の
、

絶
対
の
真
理
を
表
す
」（p.114

）
と
あ
り
、「
丁て

い

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
④
壮そ

う

年ね
ん

の
男
。
⑥
男
の
召め

し

使つ
か
い」（

巻
一
・p.72

）
と
あ
る
。
こ
の
公
案
は
、
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法
心
禅
師
が
当
時
と
し
て
は
珍
し
い
壮
年
の
、
従

じ
ゅ
う

僕ぼ
く

か
ら
の
出
家
で
あ
る
こ
と
を
踏ふ

ま
え
、
無
準
禅
師
が
認し

た
ため
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

○�

心
止
席
下
單
提
研
究
。
性
堅
硬
、
耐
禅
坐
＝
「
心し

ん

」
は
、
法
心4

禅
師
の
こ
と
。

　�「
席せ

き

下か

」
は
、【
六
】
①
の
語
注
に
既
出
。「
席
」
に
「
④
場
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
無
準
禅
師
の
下も

と

で
」
と
意
訳
し
た
。『
大
漢
和
辞
典
』

（
巻
四
・p.441

）
参
照
。

　�「
単た

ん

提て
い

」
は
、【
六
】
①
の
語
注
に
既
出
。
学が

く

人に
ん

を
接せ

っ

化け

指
導
す
る
際
に
、
文も

ん

字じ

・
経

き
ょ
う

論ろ
ん

な
ど
、
何
ら
媒ば

い

介か
い

手
段
を
用
い
ず
に
宗
旨
を
提
示
し
、
心し

ん

印い
ん

を
伝
え
る
こ
と
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.838

）
参
照
。

　�「
堅け

ん

硬こ
う

」
は
、【
六
】
①
の
語
注
に
既
出
。
じ
ょ
う
ぶ
。
か
た
い
こ
と
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
三
・p.205

）
参
照
。

　�「
禅ぜ

ん

坐ざ

」
は
、【
六
】
①
の
語
注
に
既
出
。
坐ざ

禅ぜ
ん

す
る
こ
と
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.683

）
参
照
。

○�

骨
臀
腫
爛
而
不
撓
者
九
年
、
初
持
丁
相
。
於
萬
物
中
現
丁
字
＝
「
骨こ

つ

臀で
ん

」
は
、【
六
】
①
の
語
注
に
既
出
。
尻
骨
の
こ
と
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
九・p.374

）

参
照
。

　�「
腫し

ゅ

爛ら
ん

」
は
、
使
用
し
た
辞
書
に
は
見
え
な
い
語
だ
が
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
腫
」
は
「
①
は
れ
も
の
。
で
き
も
の
。
②
は
れ
。
む
く
み
。
③
こ
ぶ
。

ふ
し
。
④
は
れ
る
。
ふ
く
れ
る
。
⑤
や
ま
い
」（
巻
九
・p.342

）
な
ど
と
あ
り
、「
爛
」
は
、「
①
た
だ
れ
る
。
②
た
だ
ら
す
。
③
た
だ
れ
、
く
さ
れ
。

た
だ
れ
る
こ
と
」（
同
・
巻
七
・p.559

）
な
ど
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
腫は

れ
上
が
り
、
爛た

だ

れ
る
こ
と
」
の
意
。

○�

心
不
屑
。
漸
経
歳
餘
、
席
始
得
平
穏
＝
「
不
屑
」
は
、【
六
】
①
の
語
注
に
既
出
。「
も
の
の
か
ず
と
せ
ず
」
と
読
み
、「
数
え
立
て
る
程
、
価
値
の

あ
る
も
の
と
は
し
な
か
っ
た
」
と
い
う
意
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
一
・p.250

）
参
照
。

　�「
歳さ

い

余よ

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
①
一
年
余
り
。
一
歳
以
上
」（
巻
六
・p.716

）
と
あ
る
。

　�「
漸
経
歳
餘
、
席
始
得
平
穏
」
と
あ
る
が
、【
六
】
①
に
は
、「
漸
經
歳
序
、
始
得
平
穩
」
と
あ
り
、「
席
」
と
い
う
字
は
見
え
な
い
。「
序
」
を
「
席
」

と
誤
記
し
、「
歳
序4

」
を
「
歳
余4

」
と
し
た
か
。

○
「
円
相
に
丁
字
」
の
公
案
に
よ
り
大だ

い

悟ご

徹て
っ

底て
い

し
た
の
で
、
以
降
、「
法ほ

っ

心し
ん

禅ぜ
ん

師じ

」
と
表
記
す
る
。

③�

歸
朝
居
奧
州
松
嶋
。
臨
終
先
七
日
、
謂
徒
曰
、
某
日
當
取
滅
。
然
心
無
恙
。
侍
僧
不
信
。
到
斯
斉
罷
坐
禅
床
、
侍
僧
乞
遺
偈
。
心
元
不

克
書
。
即
喝
曰
、
來
時
明
々
、
去
時
明
々
。
是
ケ
何
物
。
止
而
不
言
後
句
。
侍
僧
曰
、
猶
欠
一
句
。
望
足
之
。
心
應
声
喝
一
喝
、
泊
然
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而
化
。

＊

　�
帰き

朝ち
ょ
うし

て
奧お

う

州し
ゅ
うの

松ま
つ

島し
ま

に
居い

る
。
終
わ
り
に
臨の

ぞ

み
先さ

き
だ
つ
こ
と
七な

ぬ

日か

、
徒と

に
謂い

い
て
曰い

わ

く
、『
某

そ
れ
が
しの

日
、
当ま

さ

に
滅め

つ

を
取
る
べ
し
』
と
。

然し
か

る
に
、
心し

ん

、
恙

つ
つ
が

無な

し
。
侍じ

僧そ
う

信し
ん

ぜ
ず
。
斯こ

こ
に
到い

た

り
て
、
斎さ

い

罷は

し
て
禅ぜ

ん

床し
ょ
うに

坐ざ

し
、
侍じ

僧そ
う

、
遺ゆ

い

偈げ

を
乞こ

う
。
心
、
元も

と
書し

ょ

を
克よ

く
せ
ず
。

即す
な
わち

喝か
っ

し
て
曰
く
、『
来き

た
る
時と

き

明め
い

明め
い

、
去さ

る
時
明
明
、
是こ

れ
は
箇こ

れ
何な

ん

の
物も

の

ぞ
』
と
。
止や

め
て
後ご

句く

を
言
わ
ず
。
侍
僧
の
曰
く
、『
猶な

お
一い

っ

句く

を
欠か

く
。
之こ

れ
を
足た

さ
ん
こ
と
を
望
む
』
と
。
心
、
声こ

え

に
応お

う

じ
、
喝か

つ

一い
っ

喝か
つ

し
、
泊は

く

然ぜ
ん

と
し
て
化け

す
」
と
。

＊

　�

日
本
へ
と
戻
っ
た
後
は
〔
現
在
の
〕
宮
城
〔
県
〕
の
松
島
に
過
ご
し
た
。
亡な

く
な
る
七
日
前
に
、『
衲わ

し

は
こ
の
日
に
世
を
去
る
だ
ろ
う
』

と
弟
子
達
に
告
げ
た
。
し
か
し
、
病や

ま
いを

患
わ
ず
ら

っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
の
で
、
弟
子
達
は
〔
誰
も
〕
信
じ
な
か
っ
た
。
七
日
後
、
昼
食
を

終
え
〔
た
法ほ

っ

心し
ん

禅ぜ
ん

師じ

は
〕
椅い

子す

に
坐
っ
た
の
で
、〔
随ず

い

侍じ

す
る
〕
弟
子
が
辞じ

世せ
い

の
句く

を
求
め
た
。
法
心
禅
師
は
字
を
書
く
こ
と
が
不ふ

得え

手て

な
の
で
、
声
を
出
し
て
、『
来き

た
る
時と

き

明め
い

明め
い

、
去さ

る
時
明
明
、
是こ

れ
は
箇こ

れ
何な

ん

の
物も

の

ぞ
（
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
来
た
こ
と
も
、
こ
の
世
を
去
る
と
い

う
こ
と
も
、
極き

わ

め
て
明め

い

白は
く

な
事
実
で
あ
る
。
今
、
終
わ
り
を
迎む

か

え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
れ
は
一
体
何
物
か
）』
と
言
っ
て
〔
そ
こ
で
〕
止
め
て
し
ま
い
、
結け

っ

句く

を
言
わ
な
か
っ
た
。
弟
子
が
、『
ま
だ
末ま

つ

尾び

の
句
が
欠
け
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
、
も
う
一
句
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
』
と
言
う
の
で
、

法
心
禅
師
は
〔
そ
の
〕
声
に
応こ

た

え
、『
喝か

つ

！
』
と
一い

っ

喝か
つ

し
〔
た
後
〕、
静
か
に
亡
く
な
ら
れ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

＊

○�

歸
朝
居
奧
州
松
島
＝
「
帰き

朝ち
ょ
う」

は
、【
六
】
②
の
語
注
に
既
出
。「
外
国
か
ら
本
国
に
帰
る
」
こ
と
で
、
こ
こ
で
は
「
日
本
に
帰
る
」
こ
と
を
い
う
。『
大

漢
和
辞
典
』（
巻
六
・p.729

）
参
照
。

　�「
奧お

う

州し
ゅ
う」

は
、【
六
】
②
の
語
注
に
既
出
。
陸む

つ
の奥

国く
に

の
異
称
。
こ
こ
で
は
現
在
の
宮
城
県
の
こ
と
。

　�「
奥
州
の
松ま

つ

島し
ま

に
居い

る
」
と
あ
る
の
み
で
、「
円え

ん

福ぷ
く

寺じ

」「
延え

ん

福ぷ
く

寺じ

」
な
ど
の
具
体
的
な
寺
院
名
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
但
し
、『
元げ

ん

亨こ
う

釈し
ゃ
く

書し
ょ

』
巻
六

の
目
録
に
は
「
松ま

つ

島し
ま

寺で
ら

法ほ
っ

心し
ん

」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

○�

臨
終
先
七
日
、
謂
徒
曰
、
某
日
當
取
滅
。
然
心
無
恙
。
侍
僧
不
信
＝
「
臨り

ん

終じ
ゅ
う」

は
、【
六
】
②
の
語
注
に
既
出
。「
命
の
終
わ
る
時
。
亡
く
な
る
ま
ぎ
わ
」

の
こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.1432

）
参
照
。

171

訳注　【十】『奥羽観蹟聞老志』巻七「釈法身」



　�「
某

そ
れ
が
しの
日
」
は
、【
六
】
②
の
語
注
に
既
出
。「
そ
れ
が
し
の
日
。
し
か
じ
か
の
日
」
の
意
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
六
・p.262

）「
某ぼ

う

日じ
つ

」
参
照
。

　�「
滅め

つ

」
は
、【
六
】
②
の
語
注
に
既
出
。
死
ぬ
こ
と
。
亡
く
な
る
こ
と
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.1219

）、『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.1356

）
参
照
。

　�「
恙

つ
つ
が

無な

し
」
は
、【
六
】
②
の
語
注
に
既
出
。「
恙う

れ
いが
無
い
。
平
安
無
事
」
の
意
。「
恙
」
に
は
「
や
ま
い
」
と
い
う
意
味
も
あ
る
こ
と
か
ら
、「
病や

ま
いを

患わ
ず
ら

っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
の
で
」
と
意
訳
し
た
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
四
・p.1029

）
参
照
。

　�「
侍じ

僧そ
う

」
は
、【
六
】
②
の
語
注
に
既
出
。
師
僧
に
随ず

い

侍じ

す
る
僧
の
こ
と
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.442

）
参
照
。

○�

到
斯
斉
罷
坐
禅
床
、
侍
僧
乞
遺
偈
。
心
元
不
克
書
。
即
喝
曰
、
來
時
明
々
、
去
時
明
々
。
是
ケ
何
物
。
止
而
不
言
後
句
＝
「
斎さ

い

罷は

」
は
、【
六
】
②

の
語
注
に
既
出
。
昼
の
食
事
が
終
わ
っ
た
あ
と
の
こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.449

）
参
照
。

　�「
禅ぜ

ん

床し
ょ
う」

は
、【
六
】
②
の
語
注
に
既
出
。
師し

家け

や
住
持
人
が
、
坐
禅
・
相

し
ょ
う

見け
ん・

説
法
・
普ふ

説せ
つ

な
ど
の
時
に
坐ざ

す
椅
子
の
こ
と
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.671

、

p.691

）
参
照
。

　�「
遺ゆ

い

偈げ

」は
、【
六
】②
の
語
注
に
既
出
。「
遺ゆ

い

戒か
い

偈げ

頌じ
ゅ

」の
略
で
、高こ

う

僧そ
う

碩せ
き

徳と
く

が
入

に
ゅ
う

滅め
つ

に
際
し
て
後こ

う

人じ
ん

の
た
め
に
残
す
辞
世
の
語
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.1240

）

参
照
。

　�「
喝か

つ

」
は
、【
六
】
②
の
語
注
に
既
出
。
唱
え
る
こ
と
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.163

）
参
照
。

　�「
明め

い

明め
い

」
は
、【
六
】
②
の
語
注
に
既
出
。
極
め
て
明
ら
か
な
こ
と
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.1218

）
参
照
。

○�

侍
僧
曰
、
猶
欠
一
句
。
望
足
之
。
心
應
聲
喝
一
喝
、
泊
然
而
化
＝
「
喝か

つ

」、「
一い

っ

喝か
つ

」
は
、【
六
】
②
の
語
注
に
既
出
。
前
項
の
「
唱
え
る
こ
と
」
の

意
で
は
な
く
、
こ
と
ば
の
お
よ
ば
な
い
と
こ
ろ
を
あ
ら
わ
す
師し

家け

の
一
声
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.38

、p.163

）
参
照
。

　�「
泊は

く

然ぜ
ん

」
は
、【
六
】
②
の
語
注
に
既
出
。
心
し
ず
か
に
欲
の
淡あ

わ

い
さ
ま
を
い
う
こ
と
か
ら
、「
静
か
に
」
と
意
訳
し
た
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
六・p.1041

）

参
照
。

　�「
化け

」
は
、【
六
】
②
の
語
注
に
既
出
。
僧
侶
が
死
亡
す
る
こ
と
。
遷せ

ん

化げ

。『
禅
学
大
辞
典
』（p.256

）
参
照
。

④�

『
宗
久
紀
行
』
云
、
し
ほ
か
ま
よ
り
浦
つ
た
ひ
に
松
嶋
に
た
つ
ね
行
け
る
に
、
心
あ
る
海
士
の
住
家
と
見
へ
た
り
。
又
此
所
に
圓
福
寺

と
て
寺
あ
り
。
覺
満
禅
師
開
山
の
地
な
り
。
僧
徒
百
人
寺
住
す
と
か
や
。

＊
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　�『
宗そ

う

久き
ゅ
う

紀き

行こ
う

』
に
云い

わ

く
、「
し（

塩

竈

）

お
が
ま
よ
り
浦う

ら

づ（
伝
）た

い
に
松
島
に
た（

訪
）づ

ね
行
け
る
に
、
心
あ
る
海あ

士ま

の
住す

み

家か

と
見
え
た
り
。
又ま

た
此こ

の
所

に
円え

ん

福ぷ
く

寺じ

と
て
寺
あ
り
。
覚か

く

満ま
ん

禅ぜ
ん

師じ

開か
い

山さ
ん

の
地
な
り
。
僧そ

う

徒と

百
人
寺じ

住じ
ゅ
うす

と
か
や
」
と
。

＊

　�『
宗そ

う

久き
ゅ
う

紀き

行こ
う

』
に
は
、「
塩し

お

竈が
ま

を
出
て
、
海
辺
を
伝
っ
て
松
島
に
向
か
う
と
漁
師
の
住
ま
い
が
見
え
、
と
て
も
風ふ

情ぜ
い

が
あ
る
。
ま
た
、
こ

こ
に
は
円え

ん

福ぷ
く

寺じ

と
い
う
寺
が
あ
る
。
覚か

く

満ま
ん

禅ぜ
ん

師じ

が
開
い
た
寺
で
、
百
人
余
の
僧そ

う

が
い
る
と
い
う
こ
と
だ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

＊

○�

『
宗
久
紀
行
』
云
、
し
ほ
か
ま
よ
り
浦
つ
た
ひ
に
松
嶋
に
た
つ
ね
行
け
る
に
、
心
あ
る
海
士
の
住
家
と
見
へ
た
り
＝
『
宗そ

う

久き
ゅ
う

紀き

行こ
う

』
は
、
大お

お

友と
も

氏
の

出
自
と
い
わ
れ
る
僧・宗そ

う

久き
ゅ
う（

生
没
年
不
詳
）
が
、
観か

ん

応の
う

年
間
（
一
三
五
〇
～
五
二
）
に
諸
国
を
行あ

ん

脚ぎ
ゃ

し
た
こ
と
を
記
し
た
紀
行
文
、『
都み

や
この

つ
と
』
の
こ
と
。

　�「
浦う

ら

づ（
伝
）た

い
」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
海
辺
を
伝
っ
て
行
く
こ
と
」（
巻
六
・p.1144

）
と
あ
る
。

　�「
海
士
」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
か
い
し
」
と
し
て
、「
①
あ
ま
。
海
人
を
い
う
」（
巻
六
・p.1166

）
と
あ
る
。
古
文
で
は
「
あ
ま
」
と
読
む
こ
と

か
ら
、
こ
こ
で
は
「
あ
ま
」
と
読
ん
だ
。

○�

又
此
所
に
圓
福
寺
と
て
寺
あ
り
。
覺
満
禅
師
開
山
の
地
な
り
。
僧
徒
百
人
寺
住
す
と
か
や
＝
「
円え

ん

福ぷ
く

寺じ

」
は
、
瑞ず

い

巌が
ん

寺じ

の
前
身
と
な
っ
た
臨
済
宗
円

福
寺
の
こ
と
。
正

し
ょ
う

元げ
ん

元
年
（
一
二
五
九
）、
鎌か

ま

倉く
ら

幕ば
く

府ふ

五
代
執し

っ

権け
ん

・
北ほ

う

条じ
ょ
う

時と
き

頼よ
り

公こ
う

（
一
二
二
七
～
六
三
）
を
開
基
、
法ほ

っ

身し
ん

禅ぜ
ん

師じ

を
開
山
と
す
る
。
現
在
の
正

式
名
称
は
、
松

し
ょ
う

島と
う

青せ
い

龍り
ゅ
う

山ざ
ん

瑞ず
い

巌が
ん

円え
ん

福ぷ
く

禅ぜ
ん

寺じ

。

　�「
覚か

く

満ま
ん

禅ぜ
ん

師じ

」
は
、
円
福
寺
六
世
・
空く

う

巌が
ん

覚か
く

慧え

禅
師
（
生
没
年
不
詳
）
の
こ
と
。
蘭ら

ん

渓け
い

道ど
う

隆り
ゅ
う

禅
師
（
一
二
一
三
～
七
八
）
の
法は

っ

嗣す

で
、
塔た

っ

中ち
ゅ
う・

法ほ
う

雲う
ん

庵あ
ん

を
開

創
す
る
。『
禅ぜ

ん

学が
く

研け
ん

究き
ゅ
う』

第
八
十
四
号
・
舘た

ち

隆り
ゅ
う

志し

「
一い

っ

山さ
ん

一い
ち

寧ね
い

撰
『
頼ら

い

賢け
ん

の
碑ひ

』
と
松
島
瑞
巌
寺
」（p.88

〜93

）
参
照
。

　�「
僧そ

う

徒と

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
僧そ

う

衆し
ゅ

に
同
じ
」（p.875
）
と
あ
る
。「
僧
衆
」
は
、
同
じ
く
『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
数
多
く
の
比び

丘く

が
共
同

生
活
し
て
い
る
こ
と
を
い
う
」（p.875

）
と
あ
る
。

⑤　

�

聞
之
寺
僧
、
法
身
法
心
、
本
一
人
而
心
當
作
身
。
蓋
師
鍊
傳
聞
之
謬
也
。
又
宗
久
以
覺
満
而
為
開
山
者
非
也
。
考
寺
院
歴
嗣
、
則
覺

満
自
法
身
五
世
之
住
持
向
住
法
雲
菴
、
後
為
瑞
岩
寺
住
僧
。
是
亦
郷
人
妄
傳
説
、
俾
宗
久
誤
者
也
。

＊
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　�

之こ

れ
を
寺じ

僧そ
う

に
聞
く
、「
法ほ

っ

身し
ん

、
法ほ

っ

心し
ん

、
本も

と
一
人
に
し
て
、『
心
』
当ま

さ

に
『
身
』
に
作
る
べ
し
。
蓋け

だ

し
、
師し

錬れ
ん

、
伝で

ん

聞ぶ
ん

の
謬あ

や
まり

な
り
。

又ま

た
、
宗そ

う

久き
ゅ
う、

覚か
く

満ま
ん

を
以も

っ

て
開か

い

山さ
ん

と
為す

る
も
の
は
非
な
り
。
寺
院
歴れ

き

嗣し

を
考こ

う
がう

れ
ば
、
則
ち
覚
満
は
法
身
自よ

り
五
世
の
住

じ
ゅ
う

持じ

に
し
て

向さ
き

に
法ほ

う

雲う
ん

庵あ
ん

に
住
し
、後
に
瑞ず

い

岩が
ん

寺じ

の
住

じ
ゅ
う

僧そ
う

と
為な

る
。是こ

れ
亦ま

た
郷

き
ょ
う

人じ
ん

妄み
だ

り
に
伝で

ん

説せ
つ

し
て
、宗
久
を
し
て
誤あ

や
まら

し
む
る
も
の
な
り
」と
。

＊

　
　�〔『
元げ

ん

亨こ
う

釈し
ゃ
く

書し
ょ

』
と
『
宗そ

う

久き
ゅ
う

紀き

行こ
う

』
に
記
さ
れ
て
い
る
〕
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
瑞ず

い

巌が
ん

寺じ

の
僧
に
聞
い
て
み
る
と
、「
法ほ

っ

身し
ん

と
法ほ

っ

心し
ん

は
も
と
も
と
一
人
の
人
物
の
こ
と
で
、『
心
』
は
『
身
』
と
書
か
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
人ひ

と

伝づ
て

に
聞
い
た
虎こ

関か
ん

師し

錬れ
ん

禅ぜ
ん

師じ

が
〔『
身
』
を
『
心
』
と
書
き
〕
間
違
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
宗そ

う

久き
ゅ
うが

、
覚か

く

満ま
ん

禅
師
を
〔
円え

ん

福ぷ
く

寺じ

の
〕
開か

い

山さ
ん

と
し
た
の
も
誤

あ
や
ま

り
で
あ
る
。
寺
の
歴
代
の
住
職
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
覚
満
禅
師
は
法
身
禅
師
よ
り
五
代
後
の
住
職
で
、
ま
ず
法ほ

う

雲う
ん

庵あ
ん

の
住
職
と
な
り
、

そ
の
後
、
円
福
寺
の
住
職
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
も
ま
た
、
人
々
の
で
た
ら
め
な
噂
が
、
宗
久
を
間
違
わ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
」

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

＊

○�

聞
之
寺
僧
、
法
身
法
心
、
本
一
人
而
心
當
作
身
。
蓋
師
鍊
傳
聞
之
謬
也
＝
「
法ほ

っ

身し
ん

、
法ほ

っ

心し
ん

、
本も

と
一
人
に
し
て
、『
心
』
当ま

さ

に
『
身
』
に
作
る
べ
し
」

と
あ
る
が
、【
一
】
⑫
・【
二
】
⑫
に
は
、「
松
島
祖
堂
所
樹
牌
面
作
法
身
。
蓋
夫
據
法
身
透
得
之
句
而
、
後
人
更
心
作
身
者
乎
。
無
住
國
師
砂
石
集
、

本
覺
國
師
元
亨
釋
書
、
併
爲
心
字
（
松
島
の
祖そ

堂ど
う

に
樹タ

ツ

る
所
の
牌は

い

面め
ん

に
、「
法ほ

っ

身し
ん

」
と
作
る
。
蓋け

だ

し
夫そ

れ
、「
法ほ

っ

身し
ん

透と
う

得と
く

」
の
句く

に
拠よ

っ
て
、
後こ

う

人じ
ん

「
心
」
を
更あ

ら
た
め
て
、「
身
」

に
作
る
も
の
か
。
無む

住じ
ゅ
う

国こ
く

師し

の
『
砂し

ゃ

石せ
き

集し
ゅ
う』、
本ほ

ん

覚が
く

国
師
の
『
元げ

ん

亨こ
う

釈し
ゃ
く

書し
ょ

』、
併あ

わ

せ
て
「
心
」
の
字
と
為す

）」
と
あ
り
、「
法
心4

」
が
正
し
い
と
す
る
。
ま
た
、【
一
】・【
二
】・

【
三
】『
天て

ん

台だ
い

由ゆ
い

緒し
ょ

記き

』
が
「
法
身
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、【
四
】『
沙し

ゃ

石せ
き

集し
ゅ
う（「

さ
せ
き
し
ゅ
う
」
と
も
）』「
米よ

ね

沢ざ
わ

善ぜ
ん

本ぽ
ん

」・【
五
】『
沙
石
集
』

「
長

ち
ょ
う

享き
ょ
う

本
」・【
六
】・【
七
】『
扶ふ

桑そ
う

禅ぜ
ん

林り
ん

僧そ
う

宝ほ
う

伝で
ん

』・【
八
】『
延え

ん

宝ぽ
う

伝で
ん

灯と
う

録ろ
く

』・【
九
】
は
「
法
心
」
と
記
述
さ
れ
て
お
り
、
松
島
で
は
「
法
身
」
と
す
る

が
、
他
所
で
は
「
法
心
」
と
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
瑞ず

い

巌が
ん

寺じ

で
は
、
本
堂
・
仏ぶ

つ

間ま

に
祀ま

つ

ら
れ
て
い
る
、
承

し
ょ
う

応お
う

三
年
（
一
六
五
四
）
に
造ぞ

う

立り
ゅ
うさ

れ
た
法

身
性
西
像
と
同
時
期
の
制
作
と
推
測
さ
れ
る
位
牌
に
、「
開
山
㳒
身
性
西
禪
師
大
和
尚
」（「
㳒
」
は
「
法
」
の
異
体
字
）
と
揮き

毫ご
う

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
法

身
性
西
」
と
表
記
し
て
い
る
。

　�「
師し

錬れ
ん

」
は
、
虎こ

関か
ん

師し

錬れ
ん

禅
師
（
一
二
七
八
～
一
三
四
六
）
の
こ
と
。
臨
済
宗
聖し

ょ
う

一い
ち

派は

。
は
じ
め
、
三さ

ん

聖し
ょ
う

寺じ

・
東と

う

山ざ
ん

湛た
ん

照し
ょ
う

禅
師
（
一
二
三
一
～
九
一
）
に
従
い
、

そ
の
寂
後
、
南な

ん

禅ぜ
ん

寺じ

・
規き

庵あ
ん

祖そ

円え
ん

禅
師
（
一
二
六
一
～
一
三
一
三
）
に
学
ぶ
。
求ぐ

道ど
う

心し
ん

が
強
く
、
無む

隠い
ん

円え
ん

範は
ん

禅
師
（
一
二
三
〇
～
一
三
〇
七
）・
一い

っ

山さ
ん

一い
ち

寧ね
い

禅
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師（
一
二
四
七
～
一
三
一
七
）・約や
く

翁お
う

徳と
っ

倹け
ん

禅
師（
一
二
四
四
～
一
三
二
〇
）ら
に
師
事
し
た
。の
ち
、三
聖
寺・東と

う

福ふ
く

寺じ

・南
禅
寺
に
止し

住じ
ゅ
うし
、康こ

う

永え
い

元
年（
一
三
四
二
）、

後ご

村む
ら

上か
み

天
皇
（
一
三
二
八
～
六
八
）
よ
り
本ほ

ん

覚が
く

国こ
く

師し

号
を
特と

く

賜し

さ
れ
た
。
貞

じ
ょ
う

和わ

二
年
（
一
三
四
六
）
七
月
二
十
四
日
示じ

寂じ
ゃ
く。『
禅
学
大
辞
典
』（p.602

）
参
照
。

　�「
伝で

ん

聞ぶ
ん

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
う
わ
さ
に
き
く
。
つ
た
え
き
く
」（
巻
一
・p.907

）
と
あ
る
。

○�
又
宗
久
以
覺
満
而
為
開
山
者
非
也
。
考
寺
院
歴
嗣
、
則
覺
満
自
法
身
五
世
之
住
持
向
住
法
雲
菴
、
後
為
瑞
岩
寺
住
僧
＝
「
歴れ

き

嗣し

」
は
、
使
用
し
た
辞

書
に
は
見
え
な
い
語
だ
が
、「
歴
」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
②
履
歴
。
経
た
事
」（
巻
六
・p.718

）
と
あ
り
、「
嗣
」
は
「
①
つ
ぐ
。
②
あ
と
つ
ぎ
」

（
同
・
巻
二
・p.1124

）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
歴
嗣
」
を
「
歴
代
の
住
職
」
と
意
訳
し
た
。

　�「
法ほ

う

雲う
ん

庵あ
ん

」
は
、
円え

ん

通つ
う

院い
ん

の
西
隣
に
あ
っ
た
瑞ず

い

巌が
ん

寺じ

の
塔た

っ

頭ち
ゅ
う。『

奥お
う

州し
ゅ
う

名め
い

所し
ょ

図ず

会え

』
巻
四
「
松
島
」
の
「
法
雲
庵
」
に
、「
円
通
院
の
西
に
隣と

な

る
。『
法

雲
庵
』
の
三
字
を
編へ

ん

す
。
洞ど

う

水す
い

師し

の
筆ひ

つ

。
本
尊
阿あ

弥み

陀だ

如に
ょ

来ら
い

。
開
山
覚
満
禅
師
の
影え

い

像ぞ
う

を
左
位
に
安
置
す
」
と
あ
る
。
残
念
な
が
ら
建
物
、
扁へ

ん

額が
く

、

本
尊
、
頂ち

ん

相そ
う

、
全
て
現
存
し
な
い
。

　�「
瑞ず

い

岩が
ん

寺じ

」
は
、「
瑞
巌
寺
」
の
こ
と
。「
岩
」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「『
巌
』
の
俗
字
」（
巻
四
・p.234

）
と
あ
る
。

○�

是
亦
郷
人
妄
傳
説
、
俾
宗
久
誤
者
也
＝
「
郷

き
ょ
う

人じ
ん

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
①
さ
と
び
と
。
故
郷
の
ひ
と
。
②
俗
人
を
い
う
」（
巻
十
一
・p.302

）

と
あ
る
。「
人
々
の
」
と
意
訳
し
た
。

　�「
伝で

ん

説せ
つ

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
①
俗
書
や
一
般
世
人
に
よ
っ
て
古
く
か
ら
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
話
。
い
い
つ
た
え
。
口こ

う

碑ひ

。
又
、
う
わ
さ
。

ふ
う
ぶ
ん
」（
巻
一
・p.905

）
と
あ
り
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
人
が
い
う
と
こ
ろ
に
よ
る
と
。
…
と
伝
え
説
く
」（p.993

）
と
あ
る
。

⑥　

�

按
浮
屠
氏
毎
々
主
張
達
摩
所
謂
不
立
文
字
、
一
字
不
説
、
教
外
別
傳
之
語
而
甚
誇
説
、
是
乃
爲
雖
文
盲
之
徒
、
不
學
之
者
、
無
弊妨

于

傳
法
悟
道入

之
證
焉
。
故
以
不
知
文
墨
而
賛
法
身
。

＊

　
　�

按あ
ん

ず
る
に
、
浮ふ

屠と

氏し

毎ま
い

毎ま
い

、
達だ

る

摩ま

の
所い

わ

謂ゆ
る

不ふ

立り
ゅ
う

文も
ん

字じ

、
一い

ち

字じ

不ふ

説せ
つ

、
教

き
ょ
う

外げ

別べ
つ

伝で
ん

の
語
を
主
張
し
て
甚は

な
はだ
誇こ

説せ
つ

し
、
是こ

れ
乃す

な
わち
文も

ん

盲も
う

の

徒と

、
不ふ

学が
く

の
者
と
雖い

え
ども

、
伝で

ん

法ぽ
う

悟ご

道ど
う

に
妨さ

ま
たげ

無な

き
の
証あ

か
しと

為す

。
故ゆ

え

に
「
文ぶ

ん

墨ぼ
く

を
知
ら
ず
」
を
以も

っ

て
法ほ

っ

身し
ん

を
賛さ

ん

す
。

＊

　
　�

思
う
に
、
禅
宗
の
僧
は
常
々
、
達だ

る

磨ま

大だ
い

師し

の
〔
語
と
さ
れ
る
〕「
不ふ

立り
ゅ
う

文も
ん

字じ

」、「
一い

ち

字じ

不ふ

説せ
つ

」、「
教

き
ょ
う

外げ

別べ
つ

伝で
ん

」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
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誇ほ
こ

ら
し
げ
に
、〔
禅
は
〕
学
問
が
な
く
て
も
、
悟
り
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
〔
主
張
の
〕
根
拠
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、「
学

問
の
知
識
や
素そ

養よ
う

が
な
い
こ
と
」
を
理
由
に
、
法ほ

っ

身し
ん

禅ぜ
ん

師じ

を
称
賛
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

＊

○�
按
浮
屠
氏
毎
々
主
張
達
摩
所
謂
不
立
文
字
、
一
字
不
説
、
教
外
別
傳
之
語
而
甚
誇
説
、
是
乃
爲
雖
文
盲
之
徒
、
不
學
之
者
、
無
弊妨

于
傳
法
悟
道入

之
證

焉
。
故
以
不
知
文
墨
而
賛
法
身
＝
「
浮ふ

屠と

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
③
仏
教
者
を
い
う
」（p.1178

）
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
禅
宗
の
僧そ

う

徒と

」

の
意
。

　�「
毎ま

い

毎ま
い

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
③
つ
ね
づ
ね
。
い
つ
も
い
つ
も
」（
巻
六
・p.796

）
と
あ
る
。

　�「
達だ

る

摩ま

」
は
、
菩ぼ

提だ
い

達だ
る

磨ま

（
生
没
年
諸
説
あ
り
）
の
こ
と
。
古
く
は
「
達
摩
」
と
書
き
、
伝
統
的
に
は
「
達
磨
」
と
書
く
。
禅
宗
の
伝
灯
に
お
け
る
西さ

い

天て
ん

の
第
二
十
八
祖
で
あ
り
、
禅
を
イ
ン
ド
か
ら
中
国
に
伝
え
た
こ
と
に
よ
り
、
中
国
禅
宗
の
初
祖
と
呼
ば
れ
る
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.831

）
参
照
。

　�「
不ふ

立り
ゅ
う

文も
ん

字じ

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
真
理
は
文
字
に
表
せ
な
い
、
概
念
で
規
定
し
う
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
。
普
遍
的
な
命
題
の

形
で
立り

つ

言げ
ん

し
な
い
、
ま
た
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
行
動
し
な
い
、
と
い
う
意
。
禅
の
根
本
的
立
場
を
示
す
句
」（p.1174

）
と
あ
る
。

　�「
一い

ち

字じ

不ふ

説せ
つ

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
①
仏
の
さ
と
り
の
内
容
は
文も

ん

字じ

言ご
ん

句く

で
は
表
わ
す
こ
と
が
で
き
な
い
絶
対
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
釈

し
ゃ
く

尊そ
ん

は
究
極
の
真
理
に
つ
い
て
、
一
字
も
説
い
て
い
な
い
、
と
い
う
意
。
し
た
が
っ
て
仏
法
の
究
極
は
た
だ
自
分
で
体
得
す
る
ほ
か
は
な
い
こ
と
を
い
う
。

も
と
『
楞

り
ょ
う

伽が

経き
ょ
う』

に
説
く
。
②
説
か
れ
る
諸
教
は
本
来
の
法ほ

っ

性し
ょ
うの

あ
り
の
ま
ま
で
あ
っ
て
、
仏
の
創
説
で
は
な
い
、
と
の
意
」（p.47

）
と
あ
る
。
こ

こ
で
は
①
の
意
。

　�「
教

き
ょ
う

外げ

別べ
つ

伝で
ん

」
は
、
仏
教
の
真し

ん

髄ず
い

は
、
ど
の
よ
う
な
教
え
の
中
に
も
伝で

ん

持じ

さ
れ
え
ず
、
経
典
の
文
句
に
よ
ら
ず
、
心
か
ら
心
へ
と
直
接
に
体
験
に
よ
っ

て
の
み
伝
え
ら
れ
う
る
、
と
い
う
意
。「
不
立
文
字
」
と
と
も
に
、
禅
の
立
場
を
示
す
代
表
的
な
こ
と
ば
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.231

）
参
照
。

　�「
誇こ

説せ
つ

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
ほ
こ
っ
て
い
う
。
又
、
お
お
げ
さ
に
言
う
。
誇こ

称し
ょ
う」（

巻
十
・p.465

）
と
あ
る
。

　�「
文も

ん

盲も
う

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
目
に
一い

っ

丁て
い

字じ

も
な
い
こ
と
。
一い

ち

文も
ん

不ふ

通つ
う

。
又ま

た

、
其そ

の
者
。
あ
き
め
く
ら
。
無む

学が
く

文も
ん

盲も
う

」（
巻
五
・p.595

）
と
あ
る
。

学
問
の
な
い
こ
と
。

　�「
不ふ

学が
く

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
学
ば
な
い
。
又
、
学
問
の
な
い
こ
と
。
無
学
」（
巻
一
・p.238

）
と
あ
る
。

　�「
無
弊
」
は
、
原
文
に
「
無
弊妨

」
と
あ
る
。
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
が
所
蔵
し
、
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
公
開
さ
れ
て
い
る
『
奥お

う

羽う

観か
ん

迹せ
き

聞ぶ
ん

老ろ
う

志し

』
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の
写
本
に
は
「
無
妨4

」
と
あ
り
、
国
立
国
会
図
書
館
が
所
蔵
し
、
同
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
公
開
さ
れ
て
い
る
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
発
行

の
『
奥
羽
観
蹟
聞
老
志
』
活
版
本
に
は
「
無
弊4

」
と
あ
る
。「
弊
」
は
「
つ
い
え
」
と
読
み
、「
た
お
れ
る
。
や
ぶ
れ
る
。
つ
か
れ
る
」
等
の
意
で
、「
妨
」

は
、「
さ
ま
た
げ
」
と
読
み
、「
損
な
う
。
さ
ま
た
げ
る
」
の
意
。
文
脈
か
ら
「
無
妨
」
の
方
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
書
き
下
し
は
「
妨さ

ま
たげ
無な

き
」
と
し
た
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
三
・p.655

、
巻
四
・p.670

）
参
照
。

　�「
伝で

ん

法ぽ
う

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
①
法
を
授
け
伝
え
る
こ
と
。
②
禅
宗
で
は
、
弟
子
が
師
匠
か
ら
仏
法
の
奥
義
を
伝
え
受
け
る
こ
と
」（p.993

）

と
あ
る
。

　�「
悟ご

道ど
う

」
は
、
原
文
に
「
悟
道入

」
と
あ
る
。
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
が
所
蔵
し
、
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
公
開
さ
れ
て
い
る
『
奥お

う

羽う

観か
ん

迹せ
き

聞ぶ
ん

老ろ
う

志し

』

の
写
本
に
は
「
悟
入4

」
と
あ
り
、
国
立
国
会
図
書
館
が
所
蔵
し
、
同
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
公
開
さ
れ
て
い
る
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
発
行

の
『
奥
羽
観
蹟
聞
老
志
』
活
版
本
に
は
「
悟
道4

」
と
あ
る
。「
悟
道
」
は
、「
道
を
さ
と
る
こ
と
。
さ
と
り
」
の
意
で
、「
悟ご

入に
ゅ
う」

は
、「
了
解
す
る
こ

と
。
さ
と
る
こ
と
。
真
理
を
さ
と
り
、
真
理
に
入
る
こ
と
」
の
意
。「
悟
道
」、「
悟
入
」
ど
ち
ら
の
意
で
も
通
じ
る
が
、
後
述
、
⑧
に
「
伝
法
悟
道
」

と
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
「
悟
道
」
と
し
た
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.382

）
参
照
。

⑦　

�

夫
文
字
者
貫
道
之
器
也
。
唐
李
漢
所
謂
、
不
深
此
而
道ミ

チ

至
者
不ア

ラ
シ

也
者
信
乎
哉
。
彼
徒
記
六
祖
惠
能
傳
法
之
事
而
舉
無
一
物
之
偈
。
今

熟
視
之
、
豈
不
知
文
字
者
之
作
乎
。
格
律
備
而
字
熟
句
老
、
何
不
知
字
者
、
如
此
夫
吐
秀
逸
乎
。
况
述
心
法
傳
授
之
正
味
乎
。

＊

　
　�

夫そ

れ
文も

ん

字じ

は
「
貫か

ん

道ど
う

之の

器き

」
な
り
。
唐と

う

の
李り

漢か
ん

が
所い

わ

謂ゆ
る

、「
此こ

れ
に
深
か
ら
ず
し
て
、
道み

ち

に
至
る
者
は
あ
ら
じ
」
と
い
う
も
の
信し

ん

な

る
か
な
。
彼か

の
徒と

、
六ろ

く

祖そ

恵え

能の
う

伝で
ん

法ぽ
う

の
事
を
記
し
て
、
無む

一い
ち

物も
つ

の
偈げ

を
挙あ

ぐ
。
今い

ま
之こ

れ
を
熟

じ
ゅ
く

視し

す
る
に
、
豈あ

に
文
字
を
知
ら
ざ
る

者
の
作
な
ら
ん
や
。
格か

く

律り
つ

備そ
な
わり
て
、
字
熟
し
句
老
う
。
何
ぞ
字
を
知
ら
ざ
る
者
、
此か

く
の
如ご

と

く
夫
れ
秀

し
ゅ
う

逸い
つ

を
吐は

か
ん
や
。
況い

わ

ん
や
、

心し
ん

法ぽ
う

伝で
ん

授じ
ゅ

の
正

し
ょ
う

味み

を
述の

ぶ
る
を
や
。＊

　
　�

そ
も
そ
も
、
学
問
と
は
「
道
を
あ
ら
わ
し
述の

べ
る
も
の
」
で
あ
る
。
唐と

う

の
李り

漢か
ん

が
「
学
問
に
精
通
し
て
い
な
け
れ
ば
、〔
そ
の
〕
道
に

達
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
」
と
言
っ
た
の
も
、
も
っ
と
も
な
こ
と
だ
。
彼
〔
・
法ほ

っ

身し
ん

禅ぜ
ん

師じ

〕
は
、
六ろ

く

祖そ

慧え

能の
う

が
〔
五ご

祖そ

弘ぐ

忍に
ん

に
〕
悟ご
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道ど
う

を
認
め
ら
れ
た
際
の
故
事
を
引
い
て
、「〔
法ほ

っ

身し
ん

透と
う

得と
く

し
て
〕
一い

ち

物も
つ

無な

し
」
と
い
う
詩
文
を
作
っ
た
。
あ
ら
た
め
て
、
こ
の
詩
文
を

見
直
し
て
み
る
と
、
学
問
の
無
い
者
に
は
作
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
形
式
・
規
則
が
整
っ
て
い
て
、
文
字
・
言
句
は
熟
練
の
域
に
達

し
て
い
る
。
ど
う
し
て
学
問
の
無
い
者
が
、
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
詩
文
を
舒の

べ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
ま
し
て
、
仏
法

の
真し

ん

髄ず
い

に
つ
い
て
言
い
表
す
と
な
れ
ば
、
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

＊

○�

夫
文
字
者
貫
道
之
器
也
。
唐
李
漢
所
謂
不
深
此
而
、
道
至
者
不
也
者
信
乎
哉
＝
「
貫か

ん

道ど
う

之の

器き

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
文
章
を
い
う
。
文
章
は

道
を
あ
ら
わ
し
述
べ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
い
う
」（
巻
十
・p.721

）
と
あ
り
、「
貫
道
」
は
、「
①
道
理
を
よ
く
悟
る
」（
前
同
・p.721

）
と
あ
る
。

　�「
李り

漢か
ん

」（
生
没
年
不
詳
）
は
、
唐
の
進し

ん

士し

。
太た

い

祖そ

（
李り

虎こ

・
？
～
五
五
一
）
の
曾そ

う

孫そ
ん

・
李り

道ど
う

玄げ
ん

（
六
〇
四
～
二
二
）
の
末ま

つ

裔え
い

。
幼
少
よ
り
韓か

ん

愈ゆ

（
七
六
八
～

八
二
四
）
に
師
事
し
、
古
学
に
精
通
す
る
。
後
、
韓
愈
の
娘
婿
と
な
り
、
韓
愈
の
死
後
、
そ
の
遺
文
を
編
し
て
『
昌

し
ょ
う

黎れ
い

先せ
ん

生せ
い

集し
ゅ
う』

を
つ
く
る
。『
大
漢

和
辞
典
』（
巻
六
・p.79

、p.85
、p.129

、
巻
十
二
・p.204

）
参
照
。

　�「
不
深
此
而
道ミ

チ

至
者
不ア

ラ
シ

也
」
は
、『
朱し

ゅ

文ぶ
ん

公こ
う

校こ
う

昌し
ょ
う

黎れ
い

先せ
ん

生せ
い

集し
ゅ
う』

の
「
序
」
に
李
漢
が
「
文
者
貫
道
之
器
也
。
不
深
於
斯
道
、
有
至
焉
者
不
也
（
文
は
貫か

ん

道ど
う

の
器き

な
り
。
斯こ

の
道
に
深
か
ら
ず
し
て
、
焉こ

こ

に
至
る
こ
と
有
り
と
い
う
は
不い

な

な
り
）」
と
記
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
た
も
の
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
で
公
開
さ
れ
て
い
る
明み

ん

の
洪こ

う

武ぶ

十
五
年
（
一
三
八
二
）
本
や
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
が
所
蔵
し
、
京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で

公
開
さ
れ
て
い
る
明
の
正せ

い

統と
う

十
三
年
（
一
四
四
八
）
本
は
白
文
で
あ
る
が
、
国
文
学
研
究
資
料
館
が
所
蔵
し
、
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
公
開
さ
れ
て
い

る
万ま

ん

治じ

三
年
（
一
六
六
〇
）
刊
本
の
『
唐と

う

韓か
ん

昌し
ょ
う

黎れ
い

集し
ゅ
う』

に
は
返
り
点
と
送
り
仮
名
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
語
注
の
訓
読
は
万
治
三
年
本
に
拠よ

っ
た
。

○�

彼
徒
記
六
祖
惠
能
傳
法
之
事
而
舉
無
一
物
之
偈
＝
「
六ろ

く

祖そ

恵え

能の
う

」
は
、
慧え

能の
う

（
六
三
八
～
七
一
三
）
の
こ
と
。
幼
い
時
よ
り
辛し

ん

苦く

の
う
ち
に
育
ち
、
薪ま

き

を
売
っ
て
母
を
養
っ
て
い
た
と
い
う
。『
金こ

ん

剛ご
う

般は
ん

若に
ゃ

経き
ょ
う』

の
一
節
を
聞
い
て
出

し
ゅ
っ

家け

を
志
し
、
五ご

祖そ

弘ぐ

忍に
ん

（「
こ
う
に
ん
」
と
も
、
六
〇
一
～
七
四
）
の
も
と
、

米こ
め

搗つ

き
に
従
事
し
て
い
た
際
に
「
菩
提
本
無
樹
。
明
鏡
亦
非
台
。
本
来
無
一
物
。
何
処
惹
塵
埃
（
菩ぼ

提だ
い

、
本も

と
よ
り
樹じ

ゅ

無な

し
。
明め

い

鏡き
ょ
うも

亦ま

た
台だ

い

に
非あ

ら

ず
。
本ほ

ん

来ら
い

無む

一い
ち

物も
つ

。
何い

ず

れ
の
処と

こ
ろ

に
か
塵じ

ん

埃あ
い

を
惹ひ

か
ん
）」
と
い
う
一い

ち

偈げ

を
呈て

い

し
、
悟ご

道ど
う

を
認
め
ら
れ
て
衣え

鉢は
つ

を
嗣つ

ぎ
、
六
祖
と
称
さ
れ
る
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.103

）

参
照
。

　�「
伝で

ん

法ぽ
う

」
は
、
前
述
、
⑥
の
語
注
に
既
出
。
弟
子
が
師
匠
か
ら
仏
法
の
奥
義
を
伝
え
受
け
る
こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.993

）
参
照
。

　�「
無む

一い
ち

物も
つ

の
偈げ

」
は
、
前
述
、
①
に
あ
る
「
遠
く
経け

い

山ざ
ん

に
上の

ぼ

り
て
風ふ

う

月げ
つ

を
分わ

か
つ
。
帰
っ
て
円え

ん

福ぷ
く

の
大だ

い

道ど
う

場じ
ょ
うを
開
く
。
法ほ

っ

身し
ん

透と
う

得と
く

し
て
一い

ち

物も
つ

無な

し
。
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元も

と
是こ

れ
真ま

壁か
べ

の
平へ

い

四し

郎ろ
う

」
と
い
う
偈
の
こ
と
。

○�

今
熟
視
之
、
豈
不
知
文
字
者
之
作
乎
。
格
律
備
而
字
熟
句
老
、
何
不
知
字
者
、
如
此
夫
吐
秀
逸
乎
。
况
述
心
法
傳
授
之
正
味
乎
＝
「
熟

じ
ゅ
く

視し

」
は
、『
大

漢
和
辞
典
』
に
「
よ
く
見
る
。
十
分
に
注
意
し
て
見
る
。
つ
く
づ
く
見
る
。
じ
っ
と
見
る
」（
巻
七
・p.505

）
等
と
あ
る
。

　�「
格か

く

律り
つ

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
体
制
と
法は

っ

度と

」（
巻
六
・p.313

）
と
あ
る
。「
形
式
・
規
則
が
整
っ
て
い
て
」
と
意
訳
し
た
。

　�「
字
熟4

し
句
老4

う
」
と
は
、
恐
ら
く
「
老ろ

う

熟じ
ゅ
く」

の
こ
と
。「
老
熟
」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
永
年
経
験
を
積
ん
で
其
の
事
に
熟
練
す
る
こ
と
。
物

事
に
な
れ
て
熟
練
す
る
こ
と
。
老
巧
。
老
練
」（
巻
九
・p.148

）
と
あ
る
。

　�「
秀

し
ゅ
う

逸い
つ

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
ひ
い
で
す
ぐ
れ
る
こ
と
。
又
、
其
の
も
の
」（
巻
八
・p.524

）
と
あ
る
。

　�「
心し

ん

法ぽ
う

」
は
、「
心
の
こ
と
」
の
意
で
、「
伝で

ん

授じ
ゅ

」
は
、「
伝
え
る
こ
と
」
の
意
。「
心
法
伝
授
」
は
、「
言
語
や
文
字
を
媒
介
と
し
な
い
で
悟
っ
た
内
容

を
伝
え
る
こ
と
。
経
論
や
文
句
に
た
よ
ら
な
い
で
、
師
か
ら
弟
子
に
、
心
か
ら
心
へ
と
直
接
に
伝
え
る
こ
と
」
を
意
味
す
る
「
以い

心し
ん

伝で
ん

心し
ん

」
と
同
義
。

『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.31
、p.769
、p.993

）
と
あ
る
。

　�「
正

し
ょ
う

味み

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
②
㋑
実
際
の
用
に
立
つ
部
分
だ
け
。
な
か
み
」（
巻
六
・p.677

）
と
あ
る
。

⑧　

�

夫
釋
迦
一
生
之
間
、
血

チ
ニ
シ

口
燥カ

ハ
カ
シ

舌
説
八
萬
諸
經
、
抑
是
何
為タ

メ
ソ

哉
。
為
文
字
夲
無
用
之
物
而
、
縦
令
文
盲
無
害
于
傳
法
、
則
其
所
説
経
論

者
、
果
是
妄
言
耳
。
實
是
捉
風
弄
影
之
事
而
、
豈
足
信
之
哉
。
若
有
不
因
文
字
、
猶
悟
入
醒
覺
之
術
、
則
釈
迦
一
生
之
所
説
、
達
摩

終
身
之
所
述
者
、
及
古
来
所
傳
祖
録
法
語
之
属
、
徒
反
古
堆
覆
醤
紙
而
已
。
縱
令
浅
近
之
技
術
非
文
盲
之
輩
、
能
所
會
得
焉
。
况
傳

法
悟
道
之
重
乎
。

＊

　
　�

夫そ

れ
、
釈し

ゃ

迦か

一
生
の
間
、
口
を
血ち

に
し
舌
を
燥か

わ
かし
、
八は

ち

万ま
ん

の
諸し

ょ

経き
ょ
うを
説
く
、
抑そ

も
そも
是こ

れ
何
の
為た

め

ぞ
や
。
文も

ん

字じ

、
本も

と
無む

用ゆ
う

の
物
に
し
て
、

縦た
と

令い

、
文も

ん

盲も
う

も
伝で

ん

法ぽ
う

に
害そ

こ
ない
無
し
と
為な

せ
ば
、
則す

な
わち
其そ

の
説
く
所
の
経

き
ょ
う

論ろ
ん

は
、
果
た
し
て
是
れ
妄も

う

言げ
ん

の
み
。
実ま

こ
とに
是
れ
、
風
を
捉と

ら

え

影か
げ

を
弄ろ

う

す
る
の
事
に
し
て
、
豈あ

に
之こ

れ
を
信
ず
る
に
足
ら
ん
や
。
若も

し
文
字
に
因よ

ら
ず
し
て
、
猶な

お
悟ご

入に
ゅ
う

醒し
ょ
う

覚か
く

の
術

て
だ
て

有
ら
ば
、
則
ち

釈
迦
一
生
の
説
く
所
、
達だ

る

摩ま

終し
ゅ
う

身し
ん

の
述
ぶ
る
所
の
も
の
、
及
び
、
古
来
伝
う
る
所
の
祖そ

録ろ
く

、
法ほ

う

語ご

の
属た

ぐ

い
、
徒い

た
ずら

に
反ほ

古ご

堆づ

み
の
覆ふ

醤し
ょ
う

紙し

と
な
る
の
み
。
縱
令
、
浅せ

ん

近き
ん

の
技
術
も
文
盲
の
輩

と
も
が
ら、

能よ

く
会え

得と
く

す
る
所
に
非あ

ら

ず
。
況い

わ

ん
や
伝
法
悟ご

道ど
う

の
重
き
を
や
。

179

訳注　【十】『奥羽観蹟聞老志』巻七「釈法身」



＊

　
　�

そ
も
そ
も
、
釈

し
ゃ
く

尊そ
ん

が
そ
の
生
涯
を
か
け
て
、
血
を
吐は

く
ほ
ど
に
、
舌
が
乾
く
ほ
ど
に
苦
労
し
て
数あ

ま

多た

の
教
え
を
説
い
た
の
は
、
一
体

何
の
た
め
で
あ
る
の
か
。
学
問
が
無
意
味
で
あ
り
、
仮
に
、
知
識
が
無
く
て
も
悟さ

と

る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
経

き
ょ
う

典て
ん

や

論ろ
ん

書し
ょ

に
記
さ
れ
て
い
る
内
容
は
、
つ
ま
り
は
で
た
ら
め
ば
か
り
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。〔
学
問
が
無
意
味
で
、
知
識
が
無
く
て
も
悟

れ
る
と
い
う
こ
と
は
、〕
実
に
当
て
に
な
ら
な
い
話
で
あ
り
、
ど
う
し
て
信
じ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
い
や
、
信
じ
ら
れ
な
い
。

も
し
も
、
学
問
や
知
識
が
無
い
ま
ま
で
も
真
理
を
悟
る
こ
と
が
出
来
る
方
法
が
有
る
な
ら
ば
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
釈
尊
や
達だ

る

磨ま

大だ
い

師し

が
そ
の
生
涯
を
か
け
て
説
い
た
教
え
や
、
昔
か
ら
伝
わ
っ
て
い
る
祖そ

師し

の
語ご

録ろ
く

、
法ほ

う

語ご

の
類た

ぐ

い
は
、
醤

し
ょ
う

油ゆ

瓶び
ん

の
蓋ふ

た

に
し
か
な
ら
な

い
よ
う
な
、無
駄
に
積
ま
れ
た
不
用
の
紙
と
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。た
と
え
、表
面
的
で
わ
か
り
や
す
い
手
段
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

学
問
が
無
い
人
物
が
〔
悟
り
を
〕
体
得
す
る
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
。
ま
し
て
、
仏
法
の
真し

ん

髄ず
い

を
得
よ
う
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
な

お
さ
ら
で
あ
る
。

＊

○�

夫
釋
迦
一
生
之
間
、
血

チ
ニ
シ

口
燥カ

ハ
カ
シ

舌
説
八
萬
諸
經
、
抑
是
何
為タ

メ
ソ

哉
＝
「
八は

ち

万ま
ん

」
は
「
八は

ち

万ま
ん

四し

千せ
ん

」
の
略
で
「
無
数
」
の
意
を
表
す
語
。
ま
た
、「
八
万
四
千

の
煩ぼ

ん

悩の
う

」
の
意
で
、
煩
悩
の
す
べ
て
を
さ
す
。
衆し

ゅ

生じ
ょ
うの
煩
悩
の
数
が
八
万
四
千
あ
る
た
め
、
こ
れ
を
退
治
す
る
仏
の
教
え
も
同
じ
数
だ
け
あ
る
と
さ

れ
る
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.1106

）、『
禅
学
大
辞
典
』（p.1024

）
参
照
。

○�

為
文
字
夲
無
用
之
物
而
、
縦
令
文
盲
無
害
于
傳
法
、
則
其
所
説
経
論
者
、
果
是
妄
言
耳
。
實
是
捉
風
弄
影
之
事
而
、
豈
足
信
之
哉
＝
「
文も

ん

盲も
う

」
は
、

前
述
、
⑥
の
語
注
に
既
出
。
目
に
一い

っ

丁て
い

字じ

も
な
い
こ
と
。
無む

学が
く

文も
ん

盲も
う

。
学
問
の
な
い
こ
と
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
五
・p.595

）
参
照
。

　�「
伝で

ん

法ぽ
う

」
は
、
前
述
、
⑥
の
語
注
に
既
出
。
弟
子
が
師
匠
か
ら
仏
法
の
奥
義
を
伝
え
受
け
る
こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.993

）
参
照
。

　�「
無む

用ゆ
う

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
①
無
意
味
。
無
用
。
無
益
。
②
は
た
ら
き
の
な
い
こ
と
」（p.1348

）
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
①
の
意
。

　�「
縦た

と

令い

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
た
と
い
。
よ
し
や
。
よ
し
ん
ば
。
仮
定
の
辞
」（
巻
八
・p.1157

）
と
あ
る
。

　�「
経

き
ょ
う

論ろ
ん

」
は
、「
経

き
ょ
う

典て
ん

と
論ろ

ん

書し
ょ

」
の
こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.237

）
参
照
。

　�「
妄も

う

言げ
ん

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
十
悪
の
一
。
み
だ
り
な
こ
と
を
い
う
。
で
た
ら
め
な
言
葉
。
妄も

う

語ご

」（p.1223

）
と
あ
る
。

　�「
風
を
捉と

ら

え
影か

げ

を
弄ろ

う

す
る
」
は
、
使
用
し
た
辞
書
に
は
見
え
な
い
語
だ
が
、
恐
ら
く
「
捕ほ

風ふ
う

捉そ
く

影え
い

」
と
同
義
の
言
葉
。「
捕
風
捉
影
」
は
、『
大
漢
和
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辞
典
』
に
「
と
り
と
め
が
な
い
。
つ
か
ま
え
所
が
な
い
」（
巻
五
・p.251

）
と
あ
る
。「
当
て
に
な
ら
な
い
」
と
意
訳
し
た
。

○�

若
有
不
因
文
字
、
猶
悟
入
醒
覺
之
術
、
則
釈
迦
一
生
之
所
説
、
達
摩
終
身
之
所
述
者
、
及
古
来
所
傳
祖
録
法
語
之
属
、
徒
反
古
堆
覆
醤
紙
而
已
＝

「
悟ご

入に
ゅ
う」
は
、
前
述
、
⑥
の
語
注
に
既
出
。
さ
と
る
こ
と
。
真
理
を
さ
と
り
、
真
理
に
入
る
こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.382

）
参
照
。

　�「
醒

し
ょ
う

覚か
く

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
こ
こ
ろ
す
る
こ
と
」（p.733

）
と
あ
る
。

　�「
終

し
ゅ
う

身し
ん

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
身
を
終
え
る
ま
で
。
一
生
涯
。
終
生
」（
巻
八
・p.1027

）
と
あ
る
。

　�「
祖そ

録ろ
く

」
は
『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
祖4

師
の
語
録4

の
意
。
禅
僧
の
語
録
の
こ
と
」（p.860

）
と
あ
る
。

　�「
法ほ

う

語ご

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
②
禅
僧
が
修
行
者
を
正
し
く
導
こ
う
と
し
て
示
す
語
の
こ
と
」（p.1231

）
と
あ
り
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
①

宗し
ゅ
う

師し

家け

が
学が

く

人に
ん

に
対
し
仏
法
の
道
理
を
示
し
た
語
。
②
仏
事
法
要
の
際
の
香こ

う

語ご

」（p.1128

）
と
あ
る
。

　�「
反ほ

古ご

堆づ

み
」
は
、
使
用
し
た
辞
書
に
は
見
え
な
い
語
だ
が
、「
反
古
」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
は
ん
こ
」
と
し
て
、「
①
古い

に
し
えに

反か
え

る
。
②
先
祖
の

祭
を
す
る
。
③
反ほ

故ご

に
同
じ
」（
巻
二
・p.690

）
と
あ
り
、
こ
こ
で
は
③
の
意
。「
反
故
」
は
、「
一
度
使
っ
た
古
い
紙
を
裏
が
え
す
意
。
文
字
な
ど
を

書
い
た
紙
の
不
用
に
な
っ
た
も
の
を
い
う
」（
前
同
・p.690

）
と
あ
り
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
か
き
よ
ご
し
」（p.1218

）
と
あ
る
。「
堆
」
は
、『
大

漢
和
辞
典
』
に
「
②
う
ず
だ
か
い
」（
巻
三
・p.207

）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
反
古
堆
み
」
を
「
積
ま
れ
た
書
き
損
じ
」
と
意
訳
し
た
。

　�「
覆ふ

醤し
ょ
う

紙し

」
は
、
使
用
し
た
辞
書
に
は
見
え
な
い
語
だ
が
、「
覆
醤
」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
醤

し
ょ
う

油ゆ

瓶び
ん

の
蓋ふ

た

に
す
る
。
其そ

の
著
書
文
章
が
世
に
行

わ
れ
ず
、
反ほ

古ご

紙が
み

と
し
て
瓶
の
蓋
に
な
る
を
い
う
」（
巻
十
・p.314

）
と
あ
る
。

○�

縱
令
浅
近
之
技
術
非
文
盲
之
輩
、
能
所
會
得
焉
。
况
傳
法
悟
道
之
重
乎
＝
「
浅せ

ん

近き
ん

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
あ
さ
は
か
。
浅せ

ん

薄ば
く

卑ひ

近き
ん

」（
巻
七・p.84

）

と
あ
る
。「
浅
薄
」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
あ
さ
く
う
す
い
こ
と
」（
巻
七
・p.85

）
と
あ
り
、「
卑
近
」
は
、
同
じ
く
『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
高
尚

で
な
い
。
あ
り
ふ
れ
て
い
る
。
て
ぢ
か
。
転
じ
て
、
わ
か
り
や
す
い
」（
巻
二・p.552

）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
浅
近
」
を
「
表
面
的
で
わ
か
り
や
す
い
」

と
意
訳
し
た
。

　「
会え

得と
く

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
事
物
の
こ
と
わ
り
を
了
解
、
体
得
す
る
こ
と
」（p.104

）
と
あ
る
。

　�「
悟ご

道ど
う

」
は
、
前
述
、
⑥
の
語
注
に
既
出
。
道
を
さ
と
る
こ
と
。
さ
と
り
の
こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.382

）
参
照
。

⑨　

�

且
法
身
坐
禅
之
間
、
骨
臀
腫
爛
而
不
撓
者
九
年
。
可
謂
辛
勤
之
人
。
然
今
以
人
倫
日
用
之
大
義
議
之
、
則
抑
是
何
益
耶
。
是
中
庸
所
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謂
不
可
強
而
強
者
也
。
浮
屠
之
行
毎
〃
皆
兪
。
豈
不
誤
哉
。

＊

　
　�

且か

つ
、
法ほ

っ

身し
ん

坐ざ

禅ぜ
ん

の
間
、
骨こ

つ

臀で
ん

腫し
ゅ

爛ら
ん

し
て
撓た

わ
まざ

る
も
の
九
年
と
。
謂い

っ
つ
べ
し
、「
辛し

ん

勤き
ん

の
人
な
り
」
と
。
然し

か

る
に
、
今い

ま
、
人じ

ん

倫り
ん

日に
ち

用よ
う

の
大た

い

義ぎ

を
以も

っ

て
之こ

れ
を
議
す
れ
ば
、
則す

な
わち

、
抑そ

も
そも

是こ

れ
何
の
益え

き

ぞ
や
。
是
れ
中

ち
ゅ
う

庸よ
う

に
所い

わ

謂ゆ
る

、「
強き

ょ
うな

る
べ
か
ら
ず
し
て
強
な
る

者
な
り
」
と
。
浮ふ

屠と

の
行ぎ

ょ
う、

毎ま
い

毎ま
い

皆み

な
兪し

か

り
。
豈あ

に
誤
ら
ず
や
。

＊

　
　�

ま
た
、
法ほ

っ

身し
ん

禅
師
は
〔
一
生
懸
命
に
〕
坐ざ

禅ぜ
ん

を
行
い
、
尻し

り

が
腫は

れ
上
が
り
爛た

だ

れ
て
し
ま
っ
た
が
、〔
そ
れ
で
も
〕
挫く

じ

け
ず
に
取
り
組
ま

れ
る
こ
と
九
年
〔
に
及
ん
だ
〕
と
い
う
。〔
ま
さ
に
〕「
刻こ

っ

苦く

の
人
」
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
さ
て
、
あ
ら
た
め
て
〔『
論ろ

ん

語ご

』
に
言
う
と

こ
ろ
の
〕「
道
は
日
常
の
人
間
関
係
に
有
る
」
と
い
う
点
か
ら
〔
今
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
〕
論
じ
て
み
れ
ば
、
一
体
、
こ

れ
ら
の
こ
と
に
何
の
意
味
が
あ
る
と
い
う
の
か
。『
中

ち
ゅ
う

庸よ
う

』に
言
う
と
こ
ろ
の
、「
強
調
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
こ
ろ
を
強
調
し
て
い
る
」

と
は
、〔
ま
さ
に
〕
こ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
禅
宗
の
修
行
と
は
、
常
々
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
決
し
て
勘
違
い
し
な
い
よ
う
に
。

＊

○�

且
法
身
坐
禅
之
間
、
骨
臀
腫
爛
而
不
撓
者
九
年
。
可
謂
辛
勤
之
人
＝
「
骨こ

つ

臀で
ん

」
は
、
前
述
、
②
の
語
注
に
既
出
。
尻
骨
の
こ
と
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻

九
・p.374

）
参
照
。

　�「
腫し

ゅ

爛ら
ん

」
は
、
前
述
、
②
の
語
注
に
既
出
。
腫は

れ
上
が
り
、
爛た

だ

れ
る
こ
と
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
七
・p.559

、
巻
九
・p.342

）
参
照
。

　�「
可
謂
」
は
、「
謂い

っ
つ
べ
し
」
と
読
む
。「
い
う
こ
と
が
出
来
る
」
の
意
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
二
・p.754

）「
可か

謂い

」
参
照
。

　�「
辛し

ん

勤き
ん

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
苦
労
し
勤
め
る
。
又
、
つ
ら
い
つ
と
め
。
労
苦
」（
巻
十
・p.1073

）
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
心
身
を
苦
し
め
て
、

励は
げ

み
努
め
る
こ
と
」
を
意
味
す
る
「
刻こ

っ

苦く

」
と
意
訳
し
た
。

○�

然
今
以
人
倫
日
用
之
大
義
議
之
、
則
抑
是
何
益
耶
。
是
中
庸
所
謂
不
可
強
而
強
者
也
＝
「
人じ

ん

倫り
ん

日に
ち

用よ
う

」
は
、
南
宋
・
朱し

ゅ

熹き

（
一
一
三
〇
～
一
二
〇
〇
）
が

撰
し
た
『
論ろ

ん

語ご

集し
っ

注ち
ゅ
う（『

論
語
集
註
』
と
も
）』
の
「
述

じ
ゅ
つ

而じ

第
七
」
に
見
え
る
言
葉
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
公
開
さ
れ
て
い
る

万ま
ん

治じ

二
年
（
一
六
五
九
）
発
行
の
『
四し

書し
ょ

集し
っ

註ち
ゅ
う

大た
い

全ぜ
ん

』「
論ろ

ん

語ご

集し
っ

註ち
ゅ
う

大た
い

全ぜ
ん

巻
之
七
」
に
「
子
曰
、
志
於
道
（
子し

曰い
わ

く
、
道み

ち

に
志

こ
こ
ろ
ざし

）」
の
注
釈
と
し
て
「
志
者
、

心
之
所
之
之
謂
。
道
、
則
人
倫
日
用
之
間
、
所
當
行
者
是
也
。
知
此
而
心
必
之
焉
、
則
所
適
者
正
而
無
他
岐
之
惑
矣
（
志
し
は
、
心
の
之ゆ

く
所
の
謂い

い
な
り
。
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道
は
、
則
ち
人
倫
日
用

4

4

4

4

の
間
、
当ま

さ

に
行
う
べ
き
所
の
も
の
是こ

れ
な
り
。
此こ

れ
を
知
り
て
、
心
、
必
ず
焉こ

こ

に
之
く
と
き
は
、
則
ち
適ゆ

く
所
の
も
の
正
し
う
し
て
、
他た

岐き

の
惑ま

ど

い
無
し
）」

と
あ
る
。「
人
倫
」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
①
人
の
履ふ

む
べ
き
み
ち
。
人
た
る
道
」（
巻
一
・p.569

）
と
あ
り
、「
日
用
」
は
、
同
じ
く
『
大
漢
和

辞
典
』
に
「
①
毎
日
用
い
る
。
又
、
毎
日
の
入い

り

用よ
う

」（
巻
五・p.737

）
と
あ
り
、「
日
常
」
の
意
。「
人
倫
日
用
」
は
、「
道
は
日
常
の
人
間
関
係
に
有
る
」

と
い
う
こ
と
。

　�「
大た

い

義ぎ

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
①
大
き
な
す
じ
み
ち
。
人
と
し
て
踏
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
大
切
な
道
義
。
人
倫
の
最
も
大
な
る
義
理
」（
巻
三・p.385

）

と
あ
る
。

　�「
中

ち
ゅ
う

庸よ
う

」
は
、
儒
教
の
経け

い

書し
ょ

で
あ
る
四し

書し
ょ

（『
論ろ

ん

語ご

』『
大だ

い

学が
く

』『
中
庸
』『
孟も

う

子し

』）
の
一
つ
で
、
子し

思し

（
紀
元
前
四
八
三
頃
～
紀
元
前
四
〇
二
頃
）
の
著
と
伝
え
ら
れ

る
。
も
と
、『
礼ら

い

記き

』
の
一
編
で
あ
っ
た
が
、
朱し

ゅ

熹き

が
『
中

ち
ゅ
う

庸よ
う

章し
ょ
う

句く

』
を
作
っ
て
か
ら
大
い
に
世
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻

一
・p.313

）
参
照
。

　�「
強き

ょ
うな

る
べ
か
ら
ず
し
て
強
な
る
者
な
り
」
は
、『
中
庸
章
句
』「
第
十
一
章
」
に
見
え
る
言
葉
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
公

開
さ
れ
て
い
る
万ま

ん

治じ

二
年
（
一
六
五
九
）
発
行
の
『
四し

書し
ょ

集し
っ

註ち
ゅ
う

大た
い

全ぜ
ん

』「
中
庸
章
句
第
十
一
章
」
に
「
子
曰
、
素
隱
行
怪
、
後
世
有
述
焉
。
吾
弗
爲
之
矣
。

素
、
按
漢
書
當
作
索
。
蓋
字
之
誤
也
。
索
隱
行
怪
、
言
深
求
隱
僻
之
理
、
而
過
爲
詭
異
之
行
也
。
然
以
其
足
以
欺
世
而
盜
名
、
故
後
世
或
有
稱
述
之

者
。
此
知
之
過
而
不
擇
乎
善
、
行
之
過
而
不
用
其
中
、
不
當
強
而
強
者
也
。
聖
人
豈
爲
之
哉
（
子し

の
曰い

わ

く
、「
隠か

く

れ
た
る
を
素も

と

め
怪あ

や

し
き
を
行
う
は
、
後こ

う

世せ
い

述の

ぶ

る
こ
と
有
り
。
吾わ

れ
は
之こ

れ
を
せ
ず
」
と
。「
素
」
は
、『
漢か

ん

書じ
ょ

』
を
按あ

ん

ず
る
に
、
當ま

さ

に
「
索
」
に
作
る
べ
し
。
蓋け

だ

し
字
の
誤
り
な
ら
ん
や
。「
隠
れ
た
る
を
索も

と

め
怪
し
き
を
行
う
」
と
は
、

言
う
こ
こ
ろ
は
、「
深
く
隠い

ん

僻ぺ
き

の
理
を
求
め
て
、
過
ぎ
て
詭き

異い

の
行
い
を
為な

す
」
な
り
。
然し

か

し
て
、
以も

っ

て
世
を
欺あ

ざ
むい
て
名
を
盗
む
に
、
其そ

の
足
れ
る
を
以
て
す
。
故
に
後
世
、
或あ

る

い
は

之
れ
を
称

し
ょ
う

述じ
ゅ
つす

る
者
有
り
。
此こ

れ
知
の
過
ぎ
て
、
善
を
択え

ら

ば
ず
。
行
の
過
ぎ
て
、
其
の
中
を
用
い
ず
。
当
に
強
な
る
べ
か
ら
ず
し
て
強
な
る
者
な
り

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
聖せ

い

人じ
ん

、
豈あ

に
之
れ
を
為
さ
ん
や
）」

と
あ
る
。「
強
調
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
こ
ろ
を
強
調
し
て
い
る
」
の
意
。

○�

浮
屠
之
行
毎
〃
皆
兪
豈
不
誤
哉
＝
「
浮ふ

屠と

」
は
、
前
述
、
⑥
の
語
注
に
既
出
。
仏
教
者
を
い
い
、
こ
こ
で
は
禅
宗
の
僧そ

う

徒と

の
意
。『
仏
教
語
大
辞
典
』

（p.1178

）
参
照
。

　�「
毎ま

い

毎ま
い

」
は
、
前
述
、
⑥
の
語
注
に
既
出
。
つ
ね
づ
ね
。
い
つ
も
い
つ
も
の
意
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
六
・p.796

）
参
照
。
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訳 

注　

【
十
一
】『
二に

川せ
ん

随ず
い

筆ひ
つ

』

○�

『
二に

川せ
ん

随ず
い

筆ひ
つ

』
は
、
細ほ

そ

川か
わ

宗む
ね

春は
る

（
生
没
年
不
詳
）
が
著
し
、
山や

ま

川か
わ

素そ

石せ
き

（
馬ば

場ば

信の
ぶ

意お
き

〈「
の
ぶ
の
り
」
と
も
〉
の
こ
と
・
一
六
六
九
～
一
七
二
八
）
が
増
補

し
た
随
筆
集
。
見
聞
・
述

じ
ゅ
っ

懐か
い

・
紀
行
・
考
証
な
ど
、
多
種
多
様
な
説
話
を
収
録
す
る
。
細
川
宗
春
の
「
序
」、
山
川
素
石
の
「
叙
」
に

よ
り
、
享

き
ょ
う

保ほ
う

十
年
（
一
七
二
五
）
の
作
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。

○�

底
本
に
は
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
（
谷た

に

村む
ら

文ぶ
ん

庫こ

）
が
所
蔵
し
、
京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
写
本

を
使
用
し
た
。（https://rm

da.kulib.kyoto-u.ac.jp/item
/rb00012483

）

○�

【
一
】『
龍

り
ゅ
う

山ざ
ん

三さ
ん

開か
い

祖そ

伝で
ん

』「
法ほ

っ

身し
ん

和お
し

尚ょ
う

伝で
ん

」・【
二
】『
松ま

つ

島し
ま

諸し
ょ

勝し
ょ
う

記き

』「
無む

相そ
う

窟く
つ

」・【
三
】『
天て

ん

台だ
い

由ゆ
い

緒し
ょ

記き

』・【
十
】『
奥お

う

羽う

観か
ん

蹟せ
き

聞ぶ
ん

老ろ
う

志し

』

「
釈

し
ゃ
く

法ほ
っ

身し
ん

」
に
「
法
身
」
と
記
述
さ
れ
、【
四
】『
沙し

ゃ

石せ
き

集し
ゅ
う（「

さ
せ
き
し
ゅ
う
」
と
も
）』「
米よ

ね

沢ざ
わ

善ぜ
ん

本ぽ
ん

」「
法ほ

っ

心し
ん

房ぼ
う

ノ
上

し
ょ
う

人に
ん
の

事こ
と

」・【
五
】『
沙
石
集
』

「
長

ち
ょ
う

享き
ょ
う

本
」・【
六
】『
元げ

ん

亨こ
う

釈し
ゃ
く

書し
ょ

』「
松ま

つ

島し
ま

寺で
ら

法ほ
っ

心し
ん

」・【
七
】『
扶ふ

桑そ
う

禅ぜ
ん

林り
ん

僧そ
う

宝ほ
う

伝で
ん

』「
松
島
寺
法
心
禅
師
伝
」・【
八
】『
延え

ん

宝ぽ
う

伝で
ん

灯と
う

録ろ
く

』「
奥お

う

州し
ゅ
う

松し
ょ
う

島と
う

山ざ
ん

円え
ん

福ぷ
く

性し
ょ
う

才さ
い

法ほ
っ

心し
ん

禅ぜ
ん

師じ

」・【
九
】『
本ほ

ん

朝ち
ょ
う

高こ
う

僧そ
う

伝で
ん

』「
奥お

う

州し
ゅ
う

円え
ん

福ぷ
く

寺じ

沙し
ゃ

門も
ん

法ほ
っ

心し
ん

伝で
ん

」
に
「
法
心
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
本
項
は
、

「
平へ

い

四し

郎ろ
う

」、「
愚ぐ

僧そ
う

」、「
此こ

の
和お

尚し
ょ
う」

と
あ
る
の
み
で
、
具
体
的
な
僧
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、「
平
四
郎
」
は
法
身
禅
師
の

俗ぞ
く

名み
ょ
うで

あ
る
こ
と
か
ら
、「
法
身
」
と
表
記
し
た
。

①�

常
州
真
壁
の
城
主
真
壁
美
濃
守
殿
、
晩
年
入
道
し
て
道
夢
齋
と
号
し
給
へ
り
。
此
人
い
ま
た
在
俗
時
、
馬
の
口
取
に
平
四
郎
と
云
者
有
。

元
よ
り
真
壁
の
庄
に
て
下
賤
の
者
の
子
也
。
或
時
平
四
郎
、
主
人
美
濃
守
殿
心
に
違
ふ
事
有
て
美
濃
守
殿
大
に
怒
り
、
下
駄
を
以
平
四

郎
を
打
擲
せ
ら
れ
け
る
に
、
下
駄
の
は
一
ツ
折
れ
け
る
を
平
四
郎
取
て
其
庄
を
迯
去
ぬ
。

＊

　�

常
じ
ょ
う

州し
ゅ
う

真ま

壁か
べ

の
城
主
・
真ま

壁か
べ

美み

濃の
の

守か
み

殿ど
の

、
晩
年
入に

ゅ
う

道ど
う

し
て
道ど

う

夢む

齋さ
い

と
号
し
給た

ま

え
り
。
此こ

の
人
い（

未
）ま

だ
在ざ

い

俗ぞ
く

の
時
、
馬
の
口く

ち

取と

り
に
平へ

い

四し

郎ろ
う

と
云い

う
者
有
り
。
元
よ
り
真
壁
の
庄し

ょ
うに

て
下げ

賤せ
ん

の
者
の
子
な
り
。
或あ

る
時
平
四
郎
、
主
人
・
美
濃
守
殿
心
に
違た

が

う
事
有
り
て
美
濃
守
殿
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大
い
に
怒
り
、
下げ

駄た

を
以も

っ

て
平
四
郎
を
打

ち
ょ
う

擲ち
ゃ
くせ

ら
れ
け
る
に
、
下
駄
の
は（

歯
）一

つ
折
れ
け
る
を
平
四
郎
取
り
て
其
の
庄
を
逃の

が

れ
去
り
ぬ
。

＊

　�〔
現
在
の
〕
茨

い
ば
ら

城き

〔
県
〕・〔
桜

さ
く
ら

川が
わ

市
〕
真ま

壁か
べ

の
領
主
、
真ま

壁か
べ

美み

濃の
の

守か
み

は
、
年
老
い
て
か
ら
出

し
ゅ
っ

家け

し
て
仏
道
に
入
り
、「
道ど

う

夢む

齋さ
い

」
と
名
乗

ら
れ
た
。美
濃
守
が
出
家
す
る
前
の
こ
と
、馬
引
き
に
平
四
郎
と
い
う
者
が
い
た
。元
々
、真
壁
の
村
の
、身
分
が
低
い
家
の
子
供
で
あ
っ

た
。あ
る
時
、平
四
郎
の
行
い
が
美
濃
守
の
意
に
沿
わ
な
い
こ
と
が
あ
り
、美
濃
守
が
立り

っ

腹ぷ
く

し
て
平
四
郎
を
下
駄
で
殴
り
つ
け
た
と
こ
ろ
、

下
駄
の
歯
が
一
つ
折
れ
、
平
四
郎
は
そ
の
歯
を
手
に
取
っ
て
真
壁
の
村
を
逃
げ
去
っ
た
。

＊

○�

常
州
真
壁
の
城
主
真
壁
美
濃
守
殿
、
晩
年
入
道
し
て
道
夢
齋
と
号
し
給
へ
り
＝
「
常

じ
ょ
う

州し
ゅ
う」

は
、
常ひ

陸た
ち
の

国く
に

の
異
称
。
茨

い
ば
ら

城き

・
那な

珂か

・
久く

慈じ

・
多た

賀が

・
鹿か

島し
ま

・
行な

め

方か
た

・
新に

い

治は
り

・
河こ

う
ち内

（「
か
わ
ち
」
と
も
）・
信し

太だ

・
筑つ

く

波ば

・
真ま

壁か
べ

の
十
一
郡
か
ら
成
り
、
現
在
の
茨
城
県
の
ほ
ぼ
全
域
に
あ
た
る
。

　�「
真ま

壁か
べ

美み

濃の
の

守か
み

」
は
未
詳
。
恐
ら
く
、
真ま

壁か
べ

時と
き

幹も
と

（
生
没
年
不
詳
）
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。『
桂け

い

月げ
つ

全ぜ
ん

集し
ゅ
う』

で
は
「
真
壁
経つ

ね

明あ
き

」（
別
巻・p.1260

）
と
記
す
。

　�「
入

に
ゅ
う

道ど
う

」
は
、
出

し
ゅ
っ

家け

剃て
い

髪は
つ

し
、
仏
道
に
入
る
こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.1056

）
参
照
。

　�「
道ど

う

夢む

齋さ
い

」
は
、
真
壁
美
濃
守
の
道ど

う

号ご
う

。『
桂
月
全
集
』
に
は
「
経
明
は
僧
名
を
道ど

う

無む

と
云い

え
り
」（
別
巻
・p.1261

）
と
い
う
伝
承
を
記
す
。

○�

此
人
い
ま
た
在
俗
時
、
馬
の
口
取
に
平
四
郎
と
云
者
有
。
元
よ
り
真
壁
の
庄
に
て
下
賤
の
者
の
子
也
＝
「
在ざ

い

俗ぞ
く

」
は
、
在ざ

い

家け

の
こ
と
で
、
出
家
す
る

前
の
俗
人
を
い
う
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.372

、p.376
）
参
照
。

　�「
口く

ち

取と

り
」
は
、『
日
本
国
語
大
辞
典
〔
第
二
版
〕』
に
「
①
馬
の
差さ

し

縄な
わ

を
引
い
て
前ぜ

ん

行こ
う

す
る
役
目
。
②
馬
を
引
く
役
の
武
家
奉
公
人
。
牛
馬
の
轡く

つ
わや

手た

綱づ
な

を
引
く
人
」（p.916

）
と
あ
る
。

　�「
平へ

い

四し

郎ろ
う

」
は
、
法ほ

っ

身し
ん

禅ぜ
ん

師じ

の
こ
と
。【
一
】『
龍

り
ゅ
う

山ざ
ん

三さ
ん

開か
い

祖そ

伝で
ん

』
②
・【
二
】『
松ま

つ

島し
ま

諸し
ょ

勝し
ょ
う

記き

』
②
に
、「
禪
師
、
諱
法
身
、〈
舊
作
心
字
。〉
號
性
西
。
常
陸

州
眞
壁
郡
猫
島
邑
之
産
。
俗
名
平
四
郎
（
禅
師
、
諱い

み
な

は
法
身
、〈
旧も

と
「
心し

ん

」
の
字
に
作
る
。〉
性

し
ょ
う

西さ
い

と
号ご

う

す
。
常ひ

陸た
ち
の

州く
に

真ま

壁か
べ

郡ご
お
り

猫ね
こ

島し
ま

邑む
ら

の
産う

ま

れ
な
り
。
俗ぞ

く

名み
ょ
うは

平
四
郎
）」

と
あ
る
。

　�「
庄し

ょ
う」

は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「『
荘
』
の
俗
字
」（
巻
四
・p.548

）
と
あ
る
。「
荘
」
は
、「
⑨
む
ら
ざ
と
。
い
な
か
」（
同
・
巻
九
・p.671

）
の
意
。

　�「
下げ

賤せ
ん

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
①
卑ひ

賤せ
ん

の
者
」（
巻
一
・p.228

）
と
あ
る
。
身
分
が
低
い
こ
と
。

○�

或
時
平
四
郎
、
主
人
美
濃
守
殿
心
に
違
ふ
事
有
て
美
濃
守
殿
大
に
怒
り
、
下
駄
を
以
平
四
郎
を
打
擲
せ
ら
れ
け
る
に
、
下
駄
の
は
一
ツ
折
れ
け
る
を
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平
四
郎
取
て
其
庄
を
迯
去
ぬ
＝
真
壁
美
濃
守
が
平
四
郎
を
痛
烈
に
非
難
し
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、『
桂
月
全
集
』
に
は
「
雪
見
の
宴う

た
げに
出
掛
け

た
経
明
の
伴と

も

を
し
た
平
四
郎
は
、
宴
の
終
わ
り
を
玄
関
で
待
つ
間
、
経
明
の
下げ

駄た

を
懐

ふ
と
こ
ろに
入
れ
て
温
め
て
い
た
。
宴
が
終
わ
り
、
帰き

途と

に
つ
く
経
明

に
下
駄
を
差
し
出
し
た
と
こ
ろ
、
下
駄
が
温
か
い
こ
と
に
気
付
い
た
経
明
は
、『
平
四
郎
が
自
分
の
下
駄
を
尻
に
敷し

い
て
休
ん
で
い
た
』
と
誤
解
し
、

平へ
い

身し
ん

低て
い

頭と
う

す
る
平
四
郎
の
頭
を
下
駄
で
踏ふ

み
付
け
た
」（
別
巻
・p.1260

）
と
い
う
伝
承
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　�「
打

ち
ょ
う

擲ち
ゃ
く」

は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
人
を
う
ち
た
た
く
。
ぶ
つ
。
な
ぐ
る
。
殴お

う

打だ

」（
巻
五
・p.97

）
と
あ
る
。

②�

平
四
郎
つ
ら
〳
〵
心
に
思
案
し
け
る
は
、
同
し
人
間
と
生
れ
な
か
ら
下
賤
の
勤
と
す
れ
は
こ
そ
、
下
駄
草
履
を
以
打
擲
を
も
せ
ら
る
れ
。

畜
類
に
同
し
き
体
た
ら
く
、
浅
ま
し
き
事
共
也
。
と
か
く
人
に
尊
れ
、
世
に
用
ひ
ら
る
る
は
出
家
に
ま
さ
る
事
な
し
。
し
か
し
我
も
出

家
を
と
け
、
此
苦
み
を
遁
れ
ん
と
思
ひ
、
夫
よ
り
出
家
得
度
し
て
釈
門
に
入
、
禅
法
を
修
行
し
、
各
師
に
付
て
か
な
た
こ
な
た
登
し
後
、

入
唐
し
て
径
山
に
住
し
、
其
後
帰
朝
し
て
奥
州
に
赴
き
松
島
の
圓
福
寺
に
住
す
。

＊

　�

平へ
い

四し

郎ろ
う

、
つ
ら
つ
ら
心
に
思
案
し
け
る
は
、「
同
じ
人
間
と
生
ま
れ
な
が
ら
下げ

賤せ
ん

の
勤
め
と
す
れ
ば
こ
そ
、
下げ

駄た

、
草ぞ

う

履り

を
以も

っ

て
打

ち
ょ
う

擲ち
ゃ
く

を
も
せ
ら
る
れ
。
畜ち

く

類る
い

に
同
じ
き
体て

い

た
ら
く
、
浅
ま
し
き
事
ど
も
な
り
。
と
か
く
人
に
尊た

っ
とば
れ
、
世
に
用
い
ら
る
る
は
出

し
ゅ
っ

家け

に
ま（

勝
）さ
る

事
な
し
。
し（

如
）か
じ
、
我
も
出
家
を
と（

遂
）げ
、
此こ

の
苦
し
み
を
遁の

が

れ
ん
」
と
思
い
、
夫そ

れ
よ
り
出
家
得と

く

度ど

し
て
釈

し
ゃ
く

門も
ん

に
入
り
、
禅ぜ

ん

法ぽ
う

を
修
行
し
、

各
師
に
付
き
て
か（

彼
方
）

な
た
こ（

此
方
）

な
た
登
り
し
後
、
入に

っ

唐と
う

し
て
径き

ん

山ざ
ん

に
住
し
、
其そ

の
後
帰き

朝ち
ょ
うし
て
奥お

う

州し
ゅ
うに
赴お

も
むき
松
島
の
円え

ん

福ぷ
く

寺じ

に
住
す
。

＊

　�

平へ
い

四し

郎ろ
う

は
じ
っ
く
り
と
考
え
て
、「
同
じ
人
間
に
生
ま
れ
な
が
ら
、
身
分
や
地
位
が
低
い
と
い
う
だ
け
で
下げ

駄た

や
草ぞ

う

履り

で
殴な

ぐ

ら
れ
る
。

家
畜
と
同
じ
よ
う
な
有
様
で
、
呆あ

き

れ
る
ほ
ど
に
酷ひ

ど

い
話
だ
。
と
に
か
く
、
人
々
か
ら
尊
敬
さ
れ
、
世
間
か
ら
重

ち
ょ
う

宝ほ
う

さ
れ
る
よ
う
に
な
る

に
は
、
僧
に
な
る
の
が
一
番
で
あ
ろ
う
。〔
そ
う
だ
、〕
そ
れ
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
。
私
も
僧
に
な
っ
て
、
こ
の
〔
、
身
分
や
地
位
で

差
別
さ
れ
る
と
い
う
〕
苦
し
み
か
ら
逃の

が

れ
よ
う
」
と
思
い
、
そ
れ
か
ら
〔
す
ぐ
に
〕
出
家
し
て
仏
門
に
入
り
、
禅
の
修
行
に
励は

げ

み
、
各

地
の
名
僧
に
参
じ
る
た
め
方
々
を
訪
ね
歩
い
た
後
、
中
国
に
渡
り
径き

ん

山ざ
ん

〔
に
あ
る
能の

う

仁に
ん

興こ
う

聖し
ょ
う

万ま
ん

寿じ
ゅ

禅ぜ
ん

寺じ

〕
に
と
ど
ま
っ
て
〔
修
行
し
〕、

そ
の
後
日
本
へ
と
戻
り
〔
現
在
の
〕
宮
城
〔
県
〕
を
訪
れ
、
松
島
の
円え

ん

福ぷ
く

寺じ

の
住
職
と
な
っ
た
。
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＊

○�

平
四
郎
つ
ら
〳
〵
心
に
思
案
し
け
る
は
、
同
し
人
間
と
生
れ
な
か
ら
下
賤
の
勤
と
す
れ
は
こ
そ
、
下
駄
草
履
を
以
打
擲
を
も
せ
ら
る
れ
。
畜
類
に
同

し
き
体
た
ら
く
、
浅
ま
し
き
事
共
也
＝
「
畜ち

く

類る
い

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
①
人
の
家
に
や
し
な
わ
れ
る
動
物
。
家
畜
。
②
け
だ
も
の
。
獣
類
。

③
人
を
卑い

や

し
め
て
い
う
語
。
畜
生
」（
巻
七
・p.1100

）
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
①
の
意
。

○�
と
か
く
人
に
尊
れ
、
世
に
用
ひ
ら
る
る
は
出
家
に
ま
さ
る
事
な
し
。
し
か
し
我
も
出
家
を
と
け
、
此
苦
み
を
遁
れ
ん
と
思
ひ
、
夫
よ
り
出
家
得
度
し

て
釈
門
に
入
、
禅
法
を
修
行
し
、
各
師
に
付
て
か
な
た
こ
な
た
登
し
後
、
入
唐
し
て
径
山
に
住
し
、
其
後
帰
朝
し
て
奥
州
に
赴
き
松
島
の
圓
福
寺
に

住
す
＝
「
出

し
ゅ
っ

家け

」
は
、
俗ぞ

っ

家か

を
出
て
剃て

い

髪は
つ

染ぜ
ん

衣ね

し
、
沙し

ゃ

門も
ん

と
な
る
こ
と
。
ま
た
は
そ
の
状
態
や
生
活
を
指
す
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.510

）
参
照
。

　�「
得と

く

度ど

」
は
、
落ら

く

髪は
つ

し
て
出
家
と
な
る
こ
と
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.952

）
参
照
。

　�「
釈

し
ゃ
く

門も
ん

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
釈

し
ゃ
く

尊そ
ん

の
教
え
の
門も

ん

戸こ

の
意
。
釈
尊
の
教
え
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
実
践
法
。
仏
教
。
仏
門
に
同
じ
」（p.617

）

と
あ
る
。

　�「
禅ぜ

ん

法ぽ
う

」
は
、
禅
の
教
え
の
こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.856

）
参
照
。

　�「
入に

っ

唐と
う

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
支し

那な

（
＝
外
国
人
の
中
国
に
対
す
る
呼
称
）
へ
行
く
」（
巻
一
・p.1041

）
と
あ
る
。

　�「
径き

ん

山ざ
ん

」
は
、
現
在
の
浙せ

っ

江こ
う

省し
ょ
う

杭こ
う

州し
ゅ
う

市し

郊こ
う

外が
い

西
北
に
位
置
す
る
山
で
、
天て

ん

目も
く

山ざ
ん

に
行
く
た
め
に
、
径
山
を
通
る
と
径ち

か

路み
ち

で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、「
径

路
の
山
」
で
「
径
山
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
禅ぜ

ん

門も
ん

の
大だ

い

道ど
う

場じ
ょ
う、

能の
う

仁に
ん

興こ
う

聖し
ょ
う

万ま
ん

寿じ
ゅ

禅ぜ
ん

寺じ

が
あ
り
、
寺
は
径き

ん

山ざ
ん

寺じ

、
径き

ん

山ざ
ん

万ま
ん

寿じ
ゅ

寺じ

、
興こ

う

聖し
ょ
う

万ま
ん

寿じ
ゅ

禅ぜ
ん

寺じ

な
ど
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
一
般
に
径
山
と
い
え
ば
万
寿
寺
を
意
味
し
た
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.236

）
参
照
。

　�「
帰き

朝ち
ょ
う」

は
、「
外
国
か
ら
本
国
に
帰
る
」
こ
と
。
こ
こ
で
は
「
日
本
に
帰
る
」
こ
と
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
六
・p.729

）
参
照
。

　�「
奧お

う

州し
ゅ
う」

は
、
陸む

奥つ
の

国く
に

の
異
称
。
白し

ら

河か
わ

・
勿な

こ
そ来

の
関
か
ら
北
の
磐い

わ

城き

・
岩い

わ

代し
ろ

・
陸り

く

前ぜ
ん

・
陸り

く

中ち
ゅ
う・

陸む

奥つ

五
か
国
の
総
称
。
現
在
の
福
島
・
宮
城
・
岩
手
・

青
森
の
四
県
と
秋
田
県
の
一
部
に
あ
た
る
。

　�「
円え

ん

福ぷ
く

寺じ

」
は
、
瑞ず

い

巌が
ん

寺じ

の
前
身
と
な
っ
た
臨
済
宗
円
福
寺
の
こ
と
。
正

し
ょ
う

元げ
ん

元
年
（
一
二
五
九
）、
鎌か

ま

倉く
ら

幕ば
く

府ふ

五
代
執し

っ

権け
ん

・
北ほ

う

条じ
ょ
う

時と
き

頼よ
り

公
（
一
二
二
七
～

六
三
）
を
開
基
、
法ほ

っ

身し
ん

禅ぜ
ん

師じ

を
開
山
と
す
る
。
現
在
の
正
式
名
称
は
、
松

し
ょ
う

島と
う

青せ
い

龍り
ゅ
う

山ざ
ん

瑞ず
い

巌が
ん

円え
ん

福ぷ
く

禅ぜ
ん

寺じ

。

　�

こ
れ
ま
で
訳
注
を
行
な
っ
て
き
た
資
料
の
内
、【
三
】『
天て

ん

台だ
い

由ゆ
い

緒し
ょ

記き

』
を
除
く
全
て
の
資
料
が
「
法
身
（
心
）
禅
師
が
宋そ

う

に
渡
り
、
無ぶ

準じ
ゅ
ん

師し

範ぱ
ん

（「
む
じ
ゅ

ん
し
は
ん
」
な
ど
と
も
）
禅
師
の
下
で
修
行
し
、
大だ

い

悟ご

徹て
っ

底て
い

し
た
」
と
記
す
が
、
本
項
は
「
入に

っ

唐と
う

し
て
径き

ん

山ざ
ん

に
住
し
」
と
述
べ
る
の
み
で
あ
る
。
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③�

美
濃
守
殿
は
古
の
平
四
郎
也
と
は
夢
に
も
知
り
玉
は
す
、
其
徳
の
高
き
を
感
じ
、
真
壁
に
招
請
し
て
始
て
對
面
し
給
ひ
け
る
に
、
愚
僧

は
古
く
御
馬
屋
に
候
ひ
て
口
取
を
仕
り
し
平
四
郎
に
て
御
座
候
。
其
節
御
意
ニ
背
き
下
駄
に
て
御
打
候
ひ
し
を
口
惜
く
存
じ
、
夫
ゟ
出

家
を
遂
申
候
。
只
今
か
様
に
御
崇
敬
に
預
り
し
事
、
恐
な
か
ら
生
前
の
本
懐
を
達
し
候
證
拠
を
御
目
に
懸
候
は
ん
と
て
、
か
の
下
駄
の

は
を
袋
に
入
て
首
に
か
け
し
を
取
出
し
て
見
せ
参
ら
せ
、
し
か
の
み
な
ら
ず
一
首
の
詩
を
作
る
。
其
の
詞
ニ
云
、

　
一
住
徑
山
弄
風
花
。
皈
来
圓
福
坐
道
場
。
法
心
覺
了
無
一
物
。
元
是
真
壁
平
四
郎
。

＊

　�

美み

濃の
の

守か
み

殿ど
の

は
、「
古い

に
しえ

の
平へ

い

四し

郎ろ
う

な
り
」
と
は
夢
に
も
知
り
た
ま
わ
ず
、
其そ

の
徳
の
高
き
を
感
じ
、
真ま

壁か
べ

に
招

し
ょ
う

請せ
い

し
て
始
め
て
対
面
し

給た
ま

い
け
る
に
、「
愚ぐ

僧そ
う

は
古
く
御み

馬ま

屋や

に
候そ

う
らい

て
口く

ち

取と

り
を
仕

つ
か
ま
つり

し
平
四
郎
に
て
御ご

座ざ

候そ
う
ろ
う。

其
の
節
、
御ぎ

ょ

意い

に
背そ

む

き
下
駄
に
て
御お

打う

ち

候
い
し
を
口く

ち

惜お

し
く
存
じ
、
夫そ

れ
よ
り
出

し
ゅ
っ

家け

を
遂と

げ
申
し
候

そ
う
ろ
う。

只
今
、
か（

斯
）様よ
う

に
御ご

崇す
う

敬け
い

に
預
り
し
事
、
恐
れ
な
が
ら
生
前
の
本ほ

ん

懐か
い

を
達

し
候
証
拠
を
御
目
に
懸か

け
候
わ
ん
」
と
て
、
か（

彼
）

の
下
駄
の
は（

歯
）

を
袋
に
入
れ
て
首
に
か（

掛
）

け
し
を
取
り
出
し
て
見
せ
参
ら
せ
、

し（

加

之

）

か
の
み
な
ら
ず
一
首
の
詩
を
作
る
。
其
の
詞こ

と
ばに

云い
わ

く
、

　�「
一ひ

と

た
び
径き

ん

山ざ
ん

に
住
し
、
風ふ

う

花か

を
弄ろ

う

す
。
帰
り
来
た
っ
て
円え

ん

福ぷ
く

の
道
場
に
坐ざ

す
。
法ほ

っ

心し
ん

覚か
く

了り
ょ
うす
れ
ば
一い

ち

物も
つ

無な

し
。
元も

と
是こ

れ
真
壁
の
平

四
郎
」
と
。

＊

　�〔
真ま

壁か
べ

〕
美み

濃の
の

守か
み

は
〔
そ
の
和
尚
が
〕、「
か
つ
て
の
平へ

い

四し

郎ろ
う

で
あ
る
」
と
は
微み

塵じ
ん

も
思
わ
ず
、〔
た
だ
た
だ
〕
そ
の
高
徳
に
心
を
打
た
れ

た
の
で
、
真
壁
に
招
い
て
改
め
て
顔
を
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、〔
平
四
郎
は
、〕「
私
は
遠
い
昔
、〔
美
濃
守
様
の
〕
馬
屋
に
置
か
せ
て
い
た
だ

き
、
馬
引
き
と
し
て
お
仕
え
申
し
上
げ
た
平
四
郎
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
際
、〔
美
濃
守
様
の
〕
御
心
に
沿
わ
ず
下
駄
で
殴
ら
れ
た
こ
と

を
悔
や
み
、
仏
門
に
入
っ
た
次
第
で
す
。
今
、
こ
の
よ
う
に
丁
重
な
お
招
き
を
受
け
て
お
き
な
が
ら
恐
縮
で
す
が
、
死
ぬ
前
に
、〔
僧
に

な
る
と
い
う
〕
本
願
を
遂と

げ
〔
る
き
っ
か
け
と
な
っ
〕
た
証
拠
を
ご
覧
に
入
れ
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
言
い
、
首
に
掛
け
た
袋
か
ら
折

れ
た
下
駄
の
歯
を
取
り
出
し
て
〔
美
濃
守
に
〕
見
せ
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、〔
さ
ら
に
〕
一
首
の
漢
詩
を
作
っ
た
。
そ
れ
は
、

　�「
一ひ

と

た
び
径き

ん

山ざ
ん

に
住
し
、
風ふ

う

花か

を
弄ろ

う

す
。
帰
り
来
た
っ
て
円え

ん

福ぷ
く

の
道
場
に
坐ざ

す
。
法ほ

っ

心し
ん

覚か
く

了り
ょ
うす

れ
ば
一い

ち

物も
つ

無な

し
。
元も

と
是こ

れ
真
壁
の
平

四
郎
（
か
つ
て
、〔
遥は

る

か
遠
く
宋そ

う

へ
と
渡
り
、〕
能の

う

仁に
ん

興こ
う

聖し
ょ
う

万ま
ん

寿じ
ゅ

禅ぜ
ん

寺じ

で
苦
労
の
末
に
大だ

い

悟ご

徹て
っ

底て
い

し
、
日
本
に
帰
っ
て
か
ら
は
円
福
寺
の
開
山
と
な
っ
た
。
仏
の
心
と
は
、
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生
き
る
・
死
ぬ
、
迷
い
・
悟
り
と
い
っ
た
、
一
切
の
執

し
ゅ
う

着じ
ゃ
くか

ら
離
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
会え

得と
く

し
た
が
、
本
来
、
執
着
す
る
べ
き
も
の
は
何
も
無
い
。
本も

と

を
正

せ
ば
、
真
壁
出
身
の
平
四
郎
で
あ
る
）」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

＊

○�
美
濃
守
殿
は
古
の
平
四
郎
也
と
は
夢
に
も
知
り
玉
は
す
、
其
徳
の
高
き
を
感
じ
、
真
壁
に
招
請
し
て
始
て
對
面
し
給
ひ
け
る
に
、
愚
僧
は
古
く
御
馬

屋
に
候
ひ
て
口
取
を
仕
り
し
平
四
郎
に
て
御
座
候
＝
「
招

し
ょ
う

請せ
い

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
人
を
招
き
も
て
な
す
。
ま
ね
き
む
か
え
る
。
招
待
す
る
」

（
巻
五
・p.194
）
と
あ
る
。

　�「
愚ぐ

僧そ
う

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
①
お
ろ
か
な
僧
侶
。
②
僧
侶
自
身
の
謙け

ん

称し
ょ
う。

貧ひ
ん

道ど
う

」（
巻
四
・p.1121

）
と
あ
る
。

　�「
御み

馬ま

屋や

」
の
「
御
」
は
、
天
子・諸
侯
に
関
す
る
事
物
に
冠
す
る
敬
称
。「
馬
屋
」
は
、「
厩
」
と
も
書
く
。
貴
人
を
敬
っ
て
そ
の
馬
屋
を
い
う
言
葉
。

『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
四
・p.888

、
巻
十
二
・p.460

）
参
照
。

○�

其
節
御
意
ニ
背
き
下
駄
に
て
御
打
候
ひ
し
を
口
惜
く
存
じ
、
夫
ゟ
出
家
を
遂
申
候
＝
「
御ぎ

ょ

意い

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
①
他
人
の
心
意
の
敬
語
。

お
ぼ
し
め
し
。
御
心
。
貴
意
。
②
命
令
。
お
さ
し
ず
。
お
お
せ
。
指
揮
」（
巻
四
・p.889

）
と
あ
る
。
①
に
「
或あ

る
時
平
四
郎
、
主
人
・
美
濃
守
殿
心

に
違た

が

う
事
有
り
て
美
濃
守
殿
大
い
に
怒
り
…
」
と
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
①
の
意
。

○�

只
今
か
様
に
御
崇
敬
に
預
り
し
事
、
恐
な
か
ら
生
前
の
本
懐
を
達
し
候
證
拠
を
御
目
に
懸
候
は
ん
と
て
、
か
の
下
駄
の
は
を
袋
に
入
て
首
に
か
け
し

を
取
出
し
て
見
せ
参
ら
せ
、
し
か
の
み
な
ら
ず
一
首
の
詩
を
作
る
＝
「
崇す

う

敬け
い

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
た
っ
と
び
う
や
ま
う
。
尊
敬
」（
巻
四・p.261

）

と
あ
る
。

　�「
本ほ

ん

懐か
い

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
本
来
の
ね
が
い
。
本
望
。
本
願
」（
巻
六
・p.28

）
と
あ
る
。

　�「
し（

加

之

）

か
の
み
な
ら
ず
」
は
、「
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
」
の
意
。『
大
漢
和
辞
典
』（
巻
一
・p.344

、p.345

）「
加
之
」
参
照
。

○�

其
の
詞
ニ
云
、
一
住
徑
山
弄
風
花
。
皈
来
圓
福
坐
道
場
。
法
心
覺
了
無
一
物
。
元
是
真
壁
平
四
郎
＝
【
一
】『
龍

り
ゅ
う

山ざ
ん

三さ
ん

開か
い

祖そ

伝で
ん

』（
以
下
、【
一
】
と
表
記

す
る
）
⑫
・【
二
】『
松ま

つ

島し
ま

諸し
ょ

勝し
ょ
う

記き

』（
以
下
、【
二
】
と
表
記
す
る
）
⑫
に
、「
遠
上
徑
山
分
風
月
、
歸
開
圓
福
大
道
場
。
法
身
透
得
無
一
物
、
元
是
眞
壁
平

四
郎
（
遠と

お

く
径き

ん

山ざ
ん

に
上の

ぼ

り
て
風ふ

う

月げ
つ

を
分わ

か
ち
、
帰か

え

っ
て
円え

ん

福ぷ
く

の
大だ

い

道ど
う

場じ
ょ
うを

開ひ
ら

く
。
法ほ

っ

身し
ん

透と
う

得と
く

す
れ
ば
一い

ち

物も
つ

無な

し
、
元も

と
是こ

れ
真ま

壁か
べ

の
平へ

い

四し

郎ろ
う

）」
と
あ
り
、【
九
】『
本ほ

ん

朝ち
ょ
う

高こ
う

僧そ
う

伝で
ん

』（
以
下
、【
九
】
と
表
記
す
る
）
③
に
、「
遠
上
徑
山
分
風
月
。
歸
來
開
圓
福
道
場
。
透
得
法
心4

無
一
物
。
元
是
眞
壁
平
四
郎
（
遠
く
径
山
に
上
り
て
風
月
を

分
か
つ
。
帰
り
来
た
っ
て
円
福
の
道
場
を
開
く
。
法
心
を
透
得
し
て
一
物
無
し
。
元
と
是
れ
真
壁
の
平
四
郎
）」
と
あ
り
、【
十
】『
奥お

う

羽う

観か
ん

蹟せ
き

聞ぶ
ん

老ろ
う

志し

』（
以
下
、【
十
】
と
表
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記
す
る
）
①
に
、「
遠
上
経4

山
分
風
月
。
歸
開
圓
福
大
道
場
。
法
身
透
得
無
一
物
。
元
是
真
壁
平
四
郎
（
遠
く
経け

い

山ざ
ん

に
上
り
て
風
月
を
分
か
つ
。
帰
っ
て
円
福
の

大
道
場
を
開
く
。
法
身
透
得
し
て
一
物
無
し
。
元
と
是
れ
真
壁
の
平
四
郎
）」
と
い
う
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
偈げ

が
収
録
さ
れ
て
い
る
。【
一
】・【
二
】
共
に
こ
の
偈
の

作
者
は
不
明
と
す
る
が
、【
九
】
で
は
法
心
の
作
と
し
て
お
り
、【
十
】
は
作
者
に
つ
い
て
触
れ
て
い
な
い
。

　�「
風ふ

う

花か

」
は
、
風
と
花
の
こ
と
だ
が
、
禅
宗
に
お
け
る
風
は
、
徳
風
・
威
風
・
風
習
な
ど
に
た
と
え
ら
れ
、
花
は
、
仏
の
正

し
ょ
う

法ぼ
う

そ
の
も
の
に
た
と
え

ら
れ
る
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.40

〈
一い

っ

華け

〉、p.161

）
参
照
。

　�「
弄ろ

う

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
も
て
あ
そ
ぶ
。
作
る
。
…
す
る
」（p.1447

）
と
あ
り
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
⑤
事
を
な
す
」（
巻
四
・p.666

）

と
あ
る
。

　�「
法ほ

っ

心し
ん

覚か
く

了り
ょ
うす

れ
ば
一い

ち

物も
つ

無な

し
」
は
、
恐
ら
く
「
法
身4

覚
了
す
れ
ば
一
物
無
し
」
の
こ
と
で
、「
法
心4

」
と
「
法
身4

」
を
か
け
た
も
の
。「
法
身
覚
了

す
れ
ば
一
物
無
し
」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
法ほ

っ

身し
ん

無む

相そ
う

の
理
を
い
い
表
し
た
句
。
こ
れ
を
覚
す
れ
ば
、
一
切
の
差し

ゃ

別べ
つ

の
相
を
絶
し
た
自じ

在ざ
い

無む

礙げ

の
境
地
が
開
け
る
」（p.1155
）
と
あ
る
。「
法
身
無
相
」
は
、
同
じ
く
『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
法
身
に
は
生

し
ょ
う

死じ

涅ね

槃は
ん

・
迷め

い

悟ご

凡ぼ
ん

聖し
ょ
うな

ど
の
相
が
な
く
、

無
相
で
あ
る
と
い
う
こ
と
」（p.1156
）
と
あ
る
。

④�

濃
州
大
に
驚
き
頭
を
た
ゝ
き
千
悔
し
て
立
て
禮
し
給
ふ
。
夫
よ
り
真
壁
の
天
目
山
に
圓
福
寺
を
建
立
し
、
此
和
尚
を
住
持
職
と
し
て
尊

敬
他
に
異
成
し
と
そ
。

＊

　�

濃の
う

州し
ゅ
う

大
い
に
驚
き
、
頭こ

う
べを
た（

叩
）た
き
千せ

ん

悔か
い

し
て
立
ち
て
礼ら

い

し
給た

ま

う
。
夫そ

れ
よ
り
真ま

壁か
べ

の
天て

ん

目も
く

山ざ
ん

に
円え

ん

福ぷ
く

寺じ

を
建こ

ん

立り
ゅ
うし
、
此こ

の
和
尚
を
住

じ
ゅ
う

持じ

職し
ょ
くと
し
て
、
尊
敬
他
に
異こ

と

成な

り
し
と
ぞ
。

＊

　�〔
真ま

壁か
べ

〕
美み

濃の
の

守か
み

は
非
常
に
驚
き
、
平へ

い

身し
ん

低て
い

頭と
う

し
て
〔
か
つ
て
の
行
い
を
〕
悔く

い
、
立
ち
上
が
っ
て
〔
法ほ

っ

身し
ん

禅ぜ
ん

師じ

に
〕
礼ら

い

拝は
い

し
た
。
そ

の
後
、
真
壁
の
天て

ん

目も
く

山ざ
ん

に
円え

ん

福ぷ
く

寺じ

を
建こ

ん

立り
ゅ
うし

、
こ
の
和
尚
を
住
職
に
迎
え
、
特
別
に
尊
び
、
敬
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

＊

○�

濃
州
大
に
驚
き
頭
を
た
ゝ
き
千
懐
し
て
立
て
禮
し
給
ふ
＝
「
濃の

う

州し
ゅ
う」
は
『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
美み

濃の
の

国く
に

を
い
う
」（
巻
七
・p.307

）
と
あ
る
。
こ
こ
で
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は
、
真ま

壁か
べ

美み

濃の
の

守か
み

の
こ
と
。

　�「
千せ

ん

悔か
い

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
非
常
に
後
悔
す
る
こ
と
」（
巻
二
・p.520

）
と
あ
る
。

　�「
礼ら

い

」
は
、
敬
礼
す
る
こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.1404

）
参
照
。

○�
夫
よ
り
真
壁
の
天
目
山
に
圓
福
寺
を
建
立
し
、
此
和
尚
を
住
持
職
と
し
て
尊
敬
他
に
異
成
し
と
そ
＝
茨
城
県
桜さ

く
ら

川が
わ

市
真ま

壁か
べ

町
に
あ
る
天て

ん

目も
く

山ざ
ん

伝で
ん

正し
ょ
う

寺じ

は
前
身
を
照

し
ょ
う

明み
ょ
う

寺じ

と
い
い
、
文ぶ

ん

永え
い

五
年
（
一
二
六
八
）、
真
壁
領
主
・
真ま

壁か
べ

安あ

芸き
の

守か
み

の
創
建
、
法ほ

っ

身し
ん

禅ぜ
ん

師じ

の
開
山
と
伝
わ
る
が
、
こ
の
寺
の
名
前
が

「
円え

ん

福ぷ
く

寺じ

」
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
は
な
く
、
瑞ず

い

巌が
ん

寺じ

の
前
身
で
あ
っ
た
松
島
円
福
寺
、
若も

し
く
は
、
法ほ

う

蓮れ
ん

寺じ

の
前
身
で
あ
っ
た
青
森
円
福
寺
の
話

と
混
同
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
青
森
円
福
寺
に
つ
い
て
は
【
一
】
⑪
参
照
。

　�「
住

じ
ゅ
う

持じ

職し
ょ
く」

は
、
一
寺
の
主
管
者
で
あ
る
住
持
の
職
分
を
い
い
、
住

じ
ゅ
う

職し
ょ
くの

こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.665

）「
住
職
」
参
照
。

　�「
異こ

と

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
②
㋺
特
別
に
取
り
扱
う
」（
巻
七
・p.1118

）
と
あ
る
。
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訳 

注　

【
十
二
】「
示
性
心
師
（
性

し
ょ
う

心し
ん

師し

に
示し

め

す
）」

○�

東と
う

福ふ
く

寺じ

開か
い

山さ
ん

・
円え

ん

爾に

禅ぜ
ん

師じ

（
一
二
〇
二
～
八
〇
）
が
高こ

う

野や

山さ
ん

か
ら
訪た

ず

ね
て
き
た
性

し
ょ
う

心し
ん

師し

（
未
詳
）
に
対
し
て
示
し
た
法
語
。
田た

山や
ま

方ほ
う

南な
ん

『
禅ぜ

ん

林り
ん

墨ぼ
く

跡せ
き

拾し
ゅ
う

遺い

　
日に

本ほ
ん

編へ
ん

（
以
下
、『
禅
林
墨
跡
拾
遺
』
と
表
記
す
る
）』（
禅ぜ

ん

林り
ん

墨ぼ
く

蹟せ
き

刊か
ん

行こ
う

会か
い

、
一
九
七
七
）
及
び
、
大
阪
市
立
美
術
館
・
財
団
法
人
五

島
美
術
館
『
書
の
国
宝
　
墨
蹟
（
以
下
、『
書
の
国
宝
』
と
表
記
す
る
）』（
読
売
新
聞
社
、
二
〇
〇
六
、p.60

）
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、『
禅
林
墨
跡
拾

遺
』
で
は
「
寛か

ん

元げ
ん

四
年
記
」
と
題
し
、『
書
の
国
宝
』
で
は
「
示
性
心
法
才
法
語
（
性

し
ょ
う

心し
ん

法ほ
う

才さ
い

に
示
す
法
語
）」
と
題
す
が
、
文
中
に
は
「
性

心
師
」
と
し
か
な
く
、「
法
才
」
の
語
は
見
え
な
い
た
め
、
本
項
の
題
は
「
示
性
心
師
（
性
心
師
に
示
す
）」
と
し
た
。

○�

『
禅
林
墨
跡
拾
遺
　
解
説
』（p.114

）
に
は
、
東
福
寺
の
集

し
ゅ
う

雲う
ん

守し
ゅ

藤と
う

禅
師
（
一
五
五
九
～
一
六
二
一
）
と
剛ご

う

外が
い

令れ
い

柔じ
ゅ
う

禅
師
（
一
五
六
三
～
一
六
二
七
）

が
連れ

ん

署し
ょ

し
た
「
吾
祖
聖
一
国
師
、
被
示
高
野
山
性
心
師
之
法
語
、
真
手
沢
也
。
仰
視
者
勿
生
疑
団
矣
。
恵
日
峰
下
守
藤
誌
焉
。
竜
眠
埜
衲
、

令
柔
（
吾わ

が
祖そ

、
聖

し
ょ
う

一い
ち

国こ
く

師し

、
高
野
山
・
性
心
師
に
之こ

の
法
語
を
示
さ
る
。
真
の
手し

ゅ

沢た
く

な
り
。
仰あ

お

ぎ
視み

る
者
は
、
疑ぎ

団だ
ん

を
生
ず
る
こ
と
勿な

か

れ
。
恵え

日に
ち

峰ほ
う

下か

、
守
藤
、
焉こ

こ
に
誌し

る

す
。
龍

り
ょ
う

眠み
ん

野や

衲の
う

、
令
柔
）」
と
い
う
添そ

え

状じ
ょ
うと

、
大だ

い

徳と
く

寺じ

塔た
っ

頭ち
ゅ
う・

芳ほ
う

春し
ゅ
ん

院い
ん

の
一い

っ

渓け
い

宗そ
う

什じ
ゅ
う

禅
師
（
？
～
一
六
八
四
）
に
よ
る
「
聖
一
国
師
被
示

性
心
師
法
語
、
非
阿
魏
之
類
、
可
為
正
筆
候
。
東
福
寺
衆
副
状
、
尤
可
有
珍
襲
候
。
不
宣
（
聖
一
国
師
、
性
心
師
に
示
さ
る
法
語
、
阿あ

魏ぎ

の
類た

ぐ
いに

非あ
ら

ず
、
正

し
ょ
う

筆ひ
つ

た
る
べ
く
候

そ
う
ろ
う。

東
福
寺
衆
副そ

え

状じ
ょ
う、

尤も
っ
とも

、
珍ち

ん

襲し
ゅ
う

有
る
べ
く
候
。
不ふ

宣せ
ん

）」
と
い
う
添
状
、
古こ

筆ひ
つ

鑑か
ん

定て
い

家か

・古
筆
宗
家
七
代
の
古こ

筆ひ
つ

了り
ょ
う

延え
ん（

一
七
〇
四

～
七
四
）
に
よ
る
「
御
封
致
拝
見
候
。
然
者
聖
一
国
師
墨
蹟
一
覧
仕
、
正
筆
奉
存
候
。
文
も
宜
御
坐
候
旨
、
西
王
寺
も
申
候
。
則
返
信
仕

候
。
以
上
（
御み

封ふ

、
拝
見
致
し
候
。
然し

か

ら
ば
、
聖
一
国
師
墨
蹟
一い

ち

覧ら
ん

仕つ
か
ま
つり

、
正
筆
と
存
じ
奉

た
て
ま
つり

候
。
文ふ

み

も
宜よ

ろ

し
く
御ご

坐ざ

候そ
う
ろ
う

旨む
ね

、
西さ

い

王お
う

寺じ

も
申
し
候
。
則す

な
わち

返
信
仕
り
候
。

以
上
）」
と
い
う
証

し
ょ
う

状じ
ょ
う、

大
徳
寺
の
大だ

い

心し
ん

義ぎ

統と
う

禅
師
（
一
六
五
七
～
一
七
三
〇
）
に
よ
る
「
性
心
は
此
方
に
伝
無
之
、
泉
南
に
有
之
候
様
覚
候
。

松
島
性
西
法
心
同
人
カ
ト
存
候
。
云
（々
性
心
は
此こ

な
た方

に
伝
え
之
れ
無
く
、
泉せ

ん

南な
ん

に
之
れ
有
り
候

そ
う
ろ
う

様よ
う

覚
え
候
。
松ま

つ

島し
ま

、
性

し
ょ
う

西さ
い

法ほ
っ

心し
ん

、
同ど

う

人に
ん

か
と
存
じ
候
。
云う

ん

々ぬ
ん

）」

と
い
う
添
状
並
び
に
「
円
爾
、
性
心
、
同
じ
く
入に

っ

宋そ
う

、
倶と

も

に
径き

ん

塢う

竜り
ょ
う

淵え
ん

の
室し

つ

に
参さ

ん

ず
。
性
心
請し

ん

益え
き

、
故ゆ

え

に
斯か

く
の
如ご

と

し
、
円
爾
、
叮て

い

寧ね
い

に
開か

い

示じ

し
畢お

わ

る
。
四
百
年
後
、
我わ

れ
、
拝は

い

瞻せ
ん

す
る
に
、
希き

奇き

の
墨ぼ

く

宝ほ
う

、
何
ぞ
匹た

ぐ

い
有
ら
ん
（
原
文
は
な
く
、
書
き
下
し
文
の
み
を
載
せ
る
）」
と

い
う
偈げ

が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、
大
徳
寺
塔
頭
・
真し

ん

珠じ
ゅ

庵あ
ん

の
宗そ

う

玄げ
ん

禅
師
（
真
珠
庵
十
六
世
・
三さ

ん

級き
ゅ
う

宗そ
う

玄げ
ん

禅
師
〈
生
没
年
不
詳
〉
の
こ
と
か
）
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の
証
状
一
通
が
あ
る
と
記
す
が
、
文
面
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

○�

添
状
及
び
法
語
の
内
容
か
ら
、性
心
師
は
法ほ

っ

身し
ん

性し
ょ
う

西さ
い

禅
師（
一
一
八
九
～
一
二
七
三
）の
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
。『
法ほ

っ

身し
ん

覚か
く

了り
ょ
う

無む

一い
ち

物も
つ

』に「［
法

身
禅
師
は
］
南な

ん

山ざ
ん

（
＝
高
野
山
）
で
出

し
ゅ
っ

家け

し
て
の
ち
建け

ん

仁に
ん

（
＝
建
仁
寺
）
に
足
を
留
む
」（p.76

）
と
あ
る
、
法
身
禅
師
が
高
野
山
で
出
家
し

た
と
い
う
伝
承
を
補
足
し
、【
一
】『
龍

り
ゅ
う

山ざ
ん

三さ
ん

開か
い

祖そ

伝で
ん

』「
法ほ

っ

身し
ん

和お

尚し
ょ
う

伝で
ん

」
⑨
に
「
東
福
寺
聖
一
國
師
嗣
法
佛
鑑
、
與
師
爲
法
門
昆
仲
（
東

福
寺
・
聖
一
国
師
も
法ほ

う

を
仏ぶ

っ

鑑か
ん

に
嗣つ

い
で
、
師
（
＝
法
身
禅
師
）
と
与と

も

に
法ほ

う

門も
ん

の
昆こ

ん

仲ち
ゅ
うた

り
）」
と
あ
る
、
法
身
禅
師
と
円
爾
禅
師
の
関
係
を
証
明
す
る

資
料
と
考
え
ら
れ
る
。『
禅
林
墨
跡
拾
遺
』
で
は
「
飯い

い

倉く
ら

家け

蔵ぞ
う

」
と
記
す
が
、『
書
の
国
宝
』
で
は
所
蔵
者
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
当
資

料
は
著
作
物
等
の
保
護
期
間
に
該
当
し
、
所
蔵
者
が
不
明
で
あ
る
た
め
画
像
は
掲
載
出
来
な
い
が
、
円
爾
禅
師
が
法
身
禅
師
に
示
し
た

法
語
で
あ
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
た
め
、「
原
文
」「
書
き
下
し
文
」「
口
語
訳
」「
語
注
」
を
収
録
す
る
こ
と
に
し
た
。

○�

底
本
に
は
、
前
述
の
『
禅
林
墨
跡
拾
遺
』
及
び
『
書
の
国
宝
』
を
使
用
し
た
。『
禅
林
墨
跡
拾
遺
　
解
説
』（p.113

）
に
書
き
下
し
文
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
口
語
訳
を
行
う
と
意
味
が
通
ら
な
い
箇
所
が
散
見
さ
れ
る
。
法
語
の
内
容
を
精
査
す
る
と
、『
仏ぶ

っ

果か

圜え
ん

悟ご

真し
ん

覚か
く

禅ぜ
ん

師じ

心し
ん

要よ
う

（
以
下
、『
圜え

ん

悟ご

心し
ん

要よ
う

』
と
表
記
す
る
）』
を
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
見
受
け
ら
れ
た
た
め
、
国
文
学
研
究
資
料
館
が
所
蔵
し
、

国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
公
開
さ
れ
て
い
る
『
圜
悟
心
要
』「
暦

り
ゃ
く

応お
う

（「
れ
き
お
う
」
と
も
）
四
年
（
一
三
四
一
）
臨り

ん

川せ
ん

寺じ

刊
の
覆ふ

っ

刻こ
く

本ぼ
ん

」
を
参
考

に
し
て
書
き
下
し
を
行
な
っ
た
。（https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/200016091/

）

○�

性
心
師
が
法
身
禅
師
で
あ
る
可
能
性
は
非
常
に
高
い
と
思
わ
れ
る
が
、
確
証
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
本
項
の
内
容
は
他
の
項
目
に

反
映
さ
せ
な
か
っ
た
。

①
予
仁
治
年
中
、
汎
海
帰
郷
。
性
心
師
、
髙
野
山
來
。
以
此
段
咨
扣
請
益
。
其
志
道
不
群
喜
示
之
。

＊

　�

予よ

、
仁に

ん

治じ

年
中
、
海
に
汎う

か
び
て
帰き

郷き
ょ
うす
。
性

し
ょ
う

心し
ん

師し

、
高こ

う

野や

山さ
ん

よ
り
来
た
る
。
此こ

の
段だ

ん

を
以も

っ

て
咨し

扣こ
う

し
て
請し

ん

益え
き

す
。
其そ

の
道ど

う

に
志

こ
こ
ろ
ざす
こ

と
の
群ぐ

ん

な
ら
ざ
る
こ
と
を
喜よ

み

し
、
之こ

れ
を
示
す
。

＊

　�

私
［
、
円え

ん

爾に

］
は
仁に

ん

治じ

二
年
（
一
二
四
一
）、［
南な

ん

宋そ
う

で
の
修し

ゅ

行ぎ
ょ
うを

終
え
て
、］
海
を
渡
り
日
本
へ
と
帰
っ
た
。
性

し
ょ
う

心し
ん

禅ぜ
ん

師じ

が
高こ

う

野や

山さ
ん

か
ら
や
っ
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て
来
て
、「
仏
教
に
お
い
て
、
最
も
大
切
な
こ
と
」
に
つ
い
て
［
私
に
］
教
え
を
求
め
た
。
そ
の
、
法
を
求
め
る
志
の
高
さ
を
喜
ば
し

く
思
い
、
次
の
よ
う
に
答
え
た
。

＊

○�
予
仁
治
年
中
、
汎
海
帰
郷
。
性
心
師
、
髙
野
山
來
。
以
此
段
咨
扣
請
益
。
其
志
道
不
群
喜
示
之
＝
『
圜え

ん

悟ご

心し
ん

要よ
う

』
巻
上
「
跋
一
書
記
法
語
（
一い

つ

書し
ょ

記き

の

法
語
に
跋ば

つ

す
）」
に
、「
予
政
和
末
抵
瑯
邪
會
一
師
。
若
故
舊
。
喜
其
志
道
不
群

4

4

4

4

4

4

。
因
作
前
偈
。
及
應
詔
大
梁
遂
得
游
從
。
日
以
此
段
咨
扣
益

4

4

4

4

4

4

勤
（
予よ

、

政せ
い

和わ

の
末す

え

に
、
瑯ろ

う

邪や

に
抵い

た

り
て
一い

っ

師し

に
会か

い

す
。
故こ

旧き
ゅ
うの
若ご

と

し
。
其そ

の
道ど

う

に
志

こ
こ
ろ
ざす
こ
と
の
群ぐ

ん

な
ら
ざ
る
こ
と
を
喜よ

み

す
。
因よ

っ
て
前ぜ

ん

偈げ

を
作な

す
。
詔

み
こ
と
の
りに
大だ

い

梁り
ょ
うに
応
ず
る
に
及
び
て
、
遂つ

い

に

游あ
そ

び
従
う
こ
と
を
得
た
り
。
日ひ

に
此こ

の
段だ

ん

を
以も

っ

て
咨し

扣こ
う

す
る
こ
と
益ま

す
ます

勤つ
と

む
）」（X69-461b

）
と
あ
る
こ
と
を
参
考
に
し
て
書
き
下
し
を
行
な
っ
た
。

　�「
予よ

」
は
、
円え

ん

爾に

禅ぜ
ん

師じ

（
一
二
〇
二
～
八
〇
）
の
こ
と
。
駿す

る

河が

（
現
在
の
静
岡
県
）
の
人
。
は
じ
め
天
台
教
学
を
学
び
、
十
八
歳
の
時
に
園お

ん

城じ
ょ
う

寺じ

（
三み

井い

寺で
ら

、

滋
賀
県
大お

お

津つ

市
）
で
出
家
し
、
東
大
寺
で
登と

う

壇だ
ん

受じ
ゅ

戒か
い

し
た
。
明み

ん

庵な
ん

栄よ
う

西さ
い

禅
師
（「
み
ょ
う
あ
ん
え
い
さ
い
」
と
も
・
一
一
四
一
～
一
二
一
五
）
の
高
弟
、
退た

い

耕こ
う

行ぎ
ょ
う

勇ゆ
う

禅
師（
一
一
六
三
～
一
二
四
一
）・釈
し
ゃ
く

円え
ん

栄え
い

朝ち
ょ
う

禅
師（
一
一
六
五
～
一
二
四
七
）に
つ
い
て
禅
を
学
び
、嘉か

禎て
い

元
年（
一
二
三
五
）に
入に

っ

宋そ
う

。痴ち

絶ぜ
つ

道ど
う

冲ち
ゅ
う

禅
師（
一
一
六
九

～
一
二
五
〇
）・
笑

し
ょ
う

翁お
う

妙み
ょ
う

堪た
ん

禅
師
（
一
一
七
七
～
一
二
四
八
）・
石せ

き

田で
ん

法ほ
う

薫く
ん

禅
師
（
一
一
七
一
～
一
二
四
五
）
な
ど
に
歴れ

き

参さ
ん

の
後
、
無ぶ

準じ
ゅ
ん

師し

範ぱ
ん

禅
師
（「
む
じ
ゅ
ん
し

は
ん
」
な
ど
と
も
・
一
一
七
八
～
一
二
四
九
）
の
法
を
嗣つ

い
だ
。
仁に

ん

治じ

二
年
（
一
二
四
一
）
に
帰
国
し
、
筑ち

く

前ぜ
ん

博は
か

多た

（
現
在
の
福
岡
県
）
の
崇そ

う

福ふ
く

寺じ

・
承

じ
ょ
う

天て
ん

寺じ

で
禅

を
説
い
た
が
、
九く

条じ
ょ
う

道み
ち

家い
え

公
（
一
一
九
三
～
一
二
五
二
）
の
招ま

ね

き
で
京
に
赴お

も
むき

、
東と

う

福ふ
く

寺じ

の
開
山
と
な
る
。
正

し
ょ
う

和わ

元
年
（
一
三
一
二
）、
聖

し
ょ
う

一い
ち

国こ
く

師し

と
諡

お
く
り
なさ

れ
た
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.115

）
参
照
。

　�「
性

し
ょ
う

心し
ん

師し

」
は
、
未み

詳し
ょ
う。
し
か
し
、
解
題
に
記
述
し
た
通
り
、
添そ

え

状じ
ょ
う

及
び
法
語
の
内
容
か
ら
、
法ほ

っ

身し
ん

性し
ょ
う

西さ
い

禅
師
（
一
一
八
九
～
一
二
七
三
）
の
こ
と
と
推

測
さ
れ
る
。

　�「
咨し

扣こ
う

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「『
咨
』
は
、『
諮し

』
で
、
た
ず
ね
る
。『
扣
』
は
叩
く
。
朝

ち
ょ
う

参さ
ん

暮ぼ

請し
ん

し
て
、
師し

家け

に
参さ

ん

ず
る
こ
と
」（p.427

）
と
あ

る
。

　�「
請し

ん

益え
き

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
学が

く

人に
ん

が
宗

し
ゅ
う

師し

家け

に
教

き
ょ
う

示じ

を
請こ

い
、
自じ

己こ

を
益え

き

す
る
こ
と
」（p.604

）
と
あ
る
。

　�「
道ど

う

に
志

こ
こ
ろ
ざす

こ
と
」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
志し

道ど
う

」（
巻
四
・p.961

）
と
い
う
語
が
あ
り
、「
①
道
に
志
す
」
と
あ
る
。
道
や
目
的
に
向
か
っ
て
努

力
す
る
こ
と
。

　�「
群ぐ

ん

な
ら
ざ
る
こ
と
」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
不ふ

群ぐ
ん

」（
巻
一
・p.242

）
と
い
う
語
が
あ
り
、「
群ぐ

ん

集し
ゅ
うを
離
れ
て
超

ち
ょ
う

出し
ゅ
つす
る
」
と
あ
る
。
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②�

向
逐
日
日
用
、
行
住
坐
臥
、
著
衣
契
飯
時
中
看
取
。
直
下
脚
跟
有
个
發
明
處
、
萬
象
羅
籠
不
得
、
凡
聖
拘
束
不
得
。
淨
倮
ヽ
赤
洒
ヽ
、

何
曽
欠
少
。

＊

　�「
日ひ

を
逐お

っ
て
日に

ち

用ゆ
う

に
向む

か
い
て
、
行

ぎ
ょ
う

住じ
ゅ
う

坐ざ

臥が

、
著

じ
ゃ
く

衣え

契き
っ

飯ぱ
ん

の
時じ

中ち
ゅ
うを

看か
ん

取し
ゅ

せ
よ
。
直じ

き

下げ

に
、
脚

き
ゃ
っ

跟こ
ん

に
箇こ

の
発ほ

つ

明み
ょ
うの

処と
こ
ろに

有
ら
ば
、
万ば

ん

象し
ょ
う、

羅ら

籠ろ
う

す
れ
ど
も
得
ず
、
凡ぼ

ん

聖し
ょ
うも

拘こ
う

束そ
く

す
る
こ
と
を
得
ず
。
浄

じ
ょ
う

倮ら

倮ら

赤し
ゃ
く

洒し
ゃ

洒し
ゃ

、
何
ぞ
曽か

つ

て
欠け

っ

少し
ょ
うせ

ん
。

＊

　�「
日
々
の
生
活
に
お
け
る
立た

ち
居い

振ふ

る
舞ま

い
の
中
に
［
、
仏
法
の
真
理
を
］
見
て
取
る
べ
し
。
余よ

念ね
ん

を
交ま

じ

え
ず
、『
本ほ

ん

来ら
い

の
自じ

己こ

』
を
見

つ
め
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
煩ぼ

ん

悩の
う

・
妄も

う

想ぞ
う

に
執

し
ゅ
う

着じ
ゃ
くし

た
り
、『
こ
れ
は
尊と

う
とい

、
こ
れ
愚お

ろ

か
だ
』
と
［
い
う
偏へ

ん

見け
ん

に
］
執と

ら
わ
れ
る
こ
と

は
な
く
な
る
。［
こ
れ
こ
そ
が
、］
一い

っ

糸し

も
纏ま

と

わ
ぬ
素す

裸は
だ
かの

よ
う
に
天て

ん

真し
ん

爛ら
ん

漫ま
ん

な
、
何
も
の
に
も
執
ら
わ
れ
な
い
、
自
由
自
在
な
悟さ

と

り
の

境き
ょ
う

地ち

で
あ
る
。
他
に
何
か
言
う
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
、
い
や
何
も
な
い
。

＊

○�

向
逐
日
日
用
、
行
住
坐
臥
、
著
衣
契
飯
時
中
看
取
。
直
下
脚
跟
有
个
發
明
處
、
萬
象
羅
籠
不
得
、
凡
聖
拘
束
不
得
。
淨
倮
ヽ
赤
洒
ヽ
、
何
曽
欠
少
＝

『
圜え

ん

悟ご

心し
ん

要よ
う

』
巻
下
「
示
張
仲
友
宣
教
（
張

ち
ょ
う

仲ち
ゅ
う

友ゆ
う

宣せ
ん

教き
ょ
うに
示
す
）」
に
、「
向
逐
日
日
用

4

4

4

4

4

之
中
、
行4

時
行
時
看
取
、
坐4

時
坐
時
看
取
、
著
衣
4

4

時
著
衣
時
看
取
、

喫
飯

4

4

時
喫
飯
時
看
取
4

4

。
直
下
脚
跟
有
箇
發
明
處

4

4

4

4

4

4

4

4

4

…
（
日ひ

を
逐お

っ
て
日に

ち

用ゆ
う

の
中う

ち

に
向む

か
い
て
、
行ぎ

ょ
うの
時
は
行
の
時
を
看か

ん

取し
ゅ

し
、
坐ざ

の
時
は
坐
の
時
を
看
取
し
、
著

じ
ゃ
く

衣え

の
時
は

著
衣
の
時
を
看
取
し
、
喫き

っ

飯ぱ
ん

の
時
は
喫
飯
の
時
を
看
取
せ
よ
。
直じ

き

下げ

に
、
脚

き
ゃ
っ

跟こ
ん

に
箇こ

の
発ほ

つ

明み
ょ
うの
処と

こ
ろ
に
有
ら
ば
…
）」（X69-477c

）
と
あ
る
こ
と
と
、「
萬
象
籠
羅
不

4

4

4

4

4

住
、

凡
聖
拘

4

4

4

礙
不
得
4

4

。
淨
倮
倮
赤
灑
灑

4

4

4

4

4

4

（
万ば

ん

象し
ょ
う、

籠ろ
う

羅ら

す
れ
ど
も
住と

ど
まら

ず
、
凡ぼ

ん

聖し
ょ
うも

拘こ
う

礙が
い

す
る
こ
と
を
得
ず
。
浄

じ
ょ
う

倮ら

倮ら

赤し
ゃ
く

灑し
ゃ

灑し
ゃ

）」（X69-477b

）
と
あ
る
こ
と
を
参
考
に

し
て
書
き
下
し
を
行
な
っ
た
。

　�「
日ひ

を
逐お

っ
て
」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
逐ち

く

日じ
つ

」（
巻
十
一・p.50

）
と
い
う
語
が
あ
り
、「
①
太
陽
を
お
い
か
け
る
。
②
馬ば

行こ
う

の
速す

み
やか

な
喩た

と
え。

③
毎
日
。

日ひ

毎ご
と

に
。
日
を
逐
っ
て
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
③
の
意
。

　�「
日
用
」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
に
ち
ゆ
う
」
と
し
て
「
世せ

俗ぞ
く

生
活
に
お
け
る
は
た
ら
き
」（p.1054

）
と
あ
り
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
に
ち

よ
う
」
と
し
て
「
毎
日
用
い
る
。
ま
た
毎
日
の
入
用
。
平
常
の
こ
と
」（p.982

）
と
あ
る
。『
禅
学
大
辞
典
』
の
読
み
に
も
「
に
ち
ゆ
う
」
と
あ
る
こ

と
か
ら
、
読
み
は
「
に
ち
ゆ
う
」
と
し
た
。
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　�「
行

ぎ
ょ
う

住じ
ゅ
う

坐ざ

臥が

」
の
、「
行
」
は
歩
く
こ
と
、「
住
」
は
と
ど
ま
る
こ
と
、「
坐
」
は
す
わ
る
こ
と
、「
臥
」
は
寝
る
こ
と
で
、
人
間
の
起き

居き
ょ

動ど
う

作さ

の
四
つ

の
根
本
を
い
う
。「
人
間
の
行
動
の
す
べ
て
、
日
常
の
た
ち
い
ふ
る
ま
い
」
と
い
う
意
味
と
、「
終
始
、
不
断
、
い
つ
い
か
な
る
時
に
も
」
と
い
う
意

味
が
あ
る
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.243

）
参
照
。

　�「
著

じ
ゃ
く

衣え

契き
っ

飯ぱ
ん

」
は
、「
著

じ
ゃ
く

衣え

喫き
っ

飯ぱ
ん

」
の
こ
と
。『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
衣
服
を
着
た
り
、
食
事
を
し
た
り
す
る
こ
と
。
日
常
生
活
の
こ
と
」（p.619

）

と
あ
り
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
日
常
あ
り
の
ま
ま
の
動
作
そ
の
も
の
の
こ
と
」（p.468

）
と
あ
る
。「
著
衣
」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
法ほ

う

服ふ
く

や
袈け

裟さ

を
着
用
す
る
。
ま
た
、
着
用
の
袈
裟
」（p.468

）
と
あ
り
、「
喫
飯
」
は
、
同
じ
く
『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
食
事
を
す
る
こ
と
」（p.204

）
と
あ
る
。

　�「
時じ

中ち
ゅ
う」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
①
時
の
宜よ

ろ

し
き
に
随

し
た
が

っ
て
過か

不ふ

及き
ゅ
うの
な
い
こ
と
。
時
に
随
い
変
に
処
し
て
其そ

の
宜
し
き
に
叶か

な

う
こ
と
」（
巻
五
・

p.856

）
と
あ
る
。

　�「
看か

ん

取し
ゅ

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
①
他
人
を
教

き
ょ
う

唆さ

し
て
目
前
で
取
ら
せ
る
こ
と
。
②
禅
宗
で
、
見
て
と
る
、
見
ぬ
く
、
の
意
」（p.187

）
と
あ
り
、

『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
み
る
こ
と
。
見
き
わ
め
る
こ
と
。
会え

得と
く

。『
取
』
は
助じ

ょ

詞し

」（p.181

）
と
あ
る
。『
仏
教
語
大
辞
典
』
で
は
②
の
意
。

　�「
直じ

き

下げ

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
そ
の
ま
ま
。
直た

だ

ち
に
。
じ
き
に
。
す
ぐ
に
」（p.579

）
と
あ
り
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
た
だ
ち
に
。
そ
の
ま

ま
。
ま
た
、
少
し
の
余よ

念ね
ん

も
ま
じ
え
ず
に
。
単た

ん

刀と
う

直ち
ょ
く

入に
ゅ
うに

。
当と

う

下げ

」（p.420

）
と
あ
る
。

　�「
脚

き
ゃ
っ

跟こ
ん

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
①
く
び
す
。
か
か
と
。
②
脚あ

し

も
と
。
転
じ
て
本ほ

ん

来ら
い

の
自じ

己こ

に
た
と
え
る
」（p.209

）
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
②

の
意
。

　�「
発ほ

つ

明み
ょ
う」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
①
光
を
お
こ
す
。
②
明
ら
か
に
す
る
。
徹て

っ

見け
ん

す
る
、
の
意
」（p.1257

）
と
あ
り
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
真

理
を
明
ら
か
に
徹て

っ

見け
ん

す
る
こ
と
。
悟さ

と

り
を
得
る
こ
と
」（p.1157
）
と
あ
る
。『
仏
教
語
大
辞
典
』
で
は
②
の
意
。

　「
万ば

ん

象し
ょ
う」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
あ
ら
ゆ
る
現
象
」（p.1117
）
と
あ
る
。

　�「
羅ら

籠ろ
う

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「『
羅
』
は
鳥
を
捕
え
る
あ
み
。『
籠
』
は
鳥
を
い
れ
る
か
ご
。
あ
み
と
か
ご
。
誤

あ
や
ま

っ
た
知
識
や
思
想
に
縛し

ば

ら
れ

て
、
真
理
に
徹て

っ

し
た
自
在
の
境

き
ょ
う

地ち

に
達た

っ

し
え
な
い
こ
と
を
い
う
。
ま
た
煩ぼ

ん

悩の
う

・
妄も

う

想ぞ
う

を
い
う
」（p.1402

）
と
あ
り
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「『
羅
』
は

鳥
の
あ
み
、『
籠
』
は
か
ご
の
こ
と
。
あ
み
や
か
ご
に
入
れ
ら
れ
て
、
身
動
き
な
ら
ぬ
さ
ま
か
ら
、
身
や
心
の
自
由
と
安や

す

ら
ぎ
を
妨さ

ま
たげ

る
煩
悩
と
か

妄
想
に
た
と
え
て
い
う
」（p.1261

）
と
あ
る
。

　�「
凡ぼ

ん

聖し
ょ
う」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
凡ぼ

ん

夫ぷ

と
聖せ

い

者じ
ゃ

。
小

し
ょ
う

乗じ
ょ
うの
初し

ょ

果か

以
上
、
大だ

い

乗じ
ょ
うの
初し

ょ

地じ

以
上
を
聖
者
と
し
、
そ
れ
以
下
の
迷
え
る
者
を
凡
夫
と
す
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る
。
凡
夫
と
仏
」（p.1268

）
と
あ
り
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
凡
夫
と
聖
人
。
迷
え
る
衆し

ゅ

生じ
ょ
うと
悟さ

と

っ
た
仏ぶ

っ

陀だ

。
仏
と
衆
生
を
併へ

い

称し
ょ
うす
る
際
に
用
い
る

言
葉
」（p.1164

）
と
あ
る
。

　�「
拘こ

う

束そ
く

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
①
と
ら
え
し
ば
る
。
自
由
を
奪う

ば

う
こ
と
。
②
官か

ん

職し
ょ
く・
道
徳
、
其そ

の
他
の
事
に
束そ

く

縛ば
く

せ
ら
れ
て
自
由
を
得
な
い
こ

と
。
③
束
縛
せ
ら
れ
た
よ
う
に
、
の
ん
び
り
し
た
様
子
の
な
い
こ
と
。
ご
ち
ご
ち
に
固
く
な
っ
て
い
る
様
子
を
い
う
」（
巻
五
・p.188

）
と
あ
る
。
こ

こ
で
は
②
の
意
。

　�「
浄

じ
ょ
う

倮ら

倮ら

赤し
ゃ
く

洒し
ゃ

洒し
ゃ

」
は
、「
浄

じ
ょ
う

裸ら

裸ら

赤し
ゃ
く

灑し
ゃ

灑し
ゃ

」
の
こ
と
。『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
体
に
一い

っ

糸し

も
纏ま

と

わ
ぬ
素す

裸は
だ
かの

こ
と
。
ま
た
、
洗せ

ん

浴よ
く

し
て
一
点
の
塵じ

ん

垢く

も
な
い
こ
と
で
、
煩ぼ

ん

悩の
う

妄も
う

想ぞ
う

の
塵じ

ん

埃あ
い

の
全ま

っ
たく
な
く
な
っ
て
身し

ん

心し
ん

脱だ
つ

落ら
く

し
た
天て

ん

真し
ん

爛ら
ん

漫ま
ん

な
姿
を
い
う
」（p.591

）
と
あ
る
。「
倮
」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』

に
「
①
は
だ
か
。『
裸
』
に
同
じ
」（
巻
一・p.849

）
と
あ
り
、「
灑
」
は
、
同
じ
く
『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
⑨
『
洒
』
に
同
じ
」（
巻
七・p.352

）
と
あ
る
。

　�「
欠
少
」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
欠
少
」
と
い
う
項
が
あ
り
、「
缺け

つ

乏ぼ
う

す
る
。
不
足
す
る
」（
巻
六
・p.615

）
と
あ
る
が
読
み
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。

「
欠
」
は
、
同
じ
く
『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
②
俗ぞ

く

に
『
缺け

つ

』
に
通
ず
と
す
る
」（
巻
六
・p.614

）
と
あ
り
、「
缺け

っ

少し
ょ
う」「
か
け
て
十
分
で
な
い
こ
と
」（
同
・

巻
九
・p.3

）
と
い
う
語
が
あ
る
こ
と
か
ら
「
欠
少
」
を
「
け
っ
し
ょ
う
」
と
読
ん
だ
。

③�

而
今
、
敬
慕
徑
山
法
席
、
去
ヽ
迢
ヽ
一
万
里
。
因
為
重
語
。
徑
山
云
、
日
本
國
裏
大
宋
國
裏
、
相
去
多
少
路
。
此
乞
、
自
己
分
上
、
孤

逈
危
峭
、
用
本
分
鉗
鎚
、
啓
作
家
炉
鞴
、
直
截
不
覆
藏
。
當
陽
承
當
、
則
日
本
逢
渠
、
辰
旦
逢
渠
。
莫
一
向
去
、
已
後
却
來
我
邊
。
慇

懃
重
下
第
二
鎚
。

＊

　�

而じ

今こ
ん

、
径き

ん

山ざ
ん

の
法ほ

っ

席せ
き

を
敬け

い

慕ぼ

す
れ
ど
も
、
去き

ょ

去き
ょ

迢ち
ょ
う

迢ち
ょ
う

一
万
里
。
因よ

っ
て
為た

め

に
重

じ
ゅ
う

語ご

す
。
径き

ん

山ざ
ん

云い
わ

く
、『
日に

本ほ
ん

国こ
く

裏り

と
大だ

い

宋そ
く

国こ
く

裏り

と
、
相あ

い
去さ

る
こ
と
多
少
の
路み

ち

ぞ
』
と
。
此こ

こ
に
乞こ

う
ら
く
は
、
自じ

己こ

分ぶ
ん

上じ
ょ
う、

狐こ

逈け
い

危き

峭し
ょ
うに

し
て
、
本ほ

ん

分ぶ
ん

の
鉗け

ん

鎚つ
い

を
用も

ち

い
、
作さ

っ

家け

の
炉ろ

鞴は
い

を
啓ひ

ら

か
ば
、
直じ

き

截せ
つ

に
し
て
覆ふ

蔵ぞ
う

せ
ず
。
当と

う

陽よ
う

に
承

じ
ょ
う

当と
う

せ
ば
、
則す

な
わち

日
本
に
て
渠か

れ

に
逢あ

い
、
辰し

ん

旦た
ん

に
て
渠
に
逢
う
。
一い

っ

向こ
う

に
去
る
こ
と
莫な

か

れ
、

已い

後ご

、
却か

え

っ
て
我
が
辺へ

ん

に
来
た
れ
」
と
。
慇い

ん

懃ぎ
ん

を
重か

さ

ね
て
第だ

い

二に

鎚つ
い

を
下
す
。

＊

　�

今
、［
私
達
は
］
尊
敬
し
て
や
ま
な
い
無ぶ

準じ
ゅ
ん

師し

範ぱ
ん

禅ぜ
ん

師じ

が
い
ら
っ
し
ゃ
る
径き

ん

山ざ
ん

を
離
れ
、
遥は

る

か
遠
く
離
れ
た
場
所
に
い
る
［
の
で
、
無
準

197

訳注　【十二】「示性心師（性心師に示す）」



禅
師
と
直
接
言
葉
を
交
わ
す
こ
と
は
出
来
な
い
］。
そ
こ
で
、［
無
準
禅
師
の
］
言
葉
を
重
ね
て
述
べ
る
。
無
準
禅
師
は
、『
日
本
国
と
宋そ

う

国こ
く

と
は
、
ど
れ
ほ
ど
の
距
離
が
あ
る
だ
ろ
う
か
』
と
仰

お
っ
し
ゃ

っ
て
い
る
。
こ
こ
で
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
具そ

な

わ
っ
て
い

る
仏ぶ

っ

性し
ょ
うを

自じ

覚か
く

し
、
本ほ

ん

来ら
い

の
自じ

己こ

に
気
付
く
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、［
そ
れ
は
］
険け

わ

し
く
聳そ

び

え
立
つ
山
の
よ
う
に
取
り
付
き
よ
う
も
な
い

も
の
で
あ
る
が
、
優す

ぐ

れ
た
師
の
下
で
一
心
に
修し

ゅ

行ぎ
ょ
うに

励は
げ

め
ば
、
ず
ば
り
と
［
、
こ
の
こ
と
を
］
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
が
わ
か
れ
ば
、
つ
ま
り
は
、
日
本
に
い
て
も
本
来
の
自
己
に
気
付
く
こ
と
が
出
来
る
し
、［
勿も

ち

論ろ
ん

、］
宋
国
に
行
っ
て
も
本
来
の
自

己
に
気
付
く
こ
と
が
出
来
る
。［
だ
か
ら
、］
そ
ん
な
に
思
い
詰つ

め
て
［
再
び
日
本
の
外
に
法
を
求
め
て
］
行
こ
う
と
せ
ず
に
、
今
後
［
、

何
か
あ
っ
た
場
合
］
は
、［
い
つ
で
も
］
私
の
所
に
来
る
よ
う
に
」
と
、
懇こ

ん

切せ
つ

丁て
い

寧ね
い

に
再
び
道
を
示
し
た
。

＊

○�

而
今
、
敬
慕
徑
山
法
席
、
去
ヽ
迢
ヽ
一
万
里
、
因
為
重
語
＝
「
而じ

今こ
ん

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
今
に
し
て
。
今
と
い
う
今
」（
巻
九
・p.167

）
と

あ
る
。

　�「
径き

ん

山ざ
ん

」
は
、
現
在
の
浙せ

っ

江こ
う

省し
ゅ
う

杭こ
う

州し
ゅ
う

市し

郊こ
う

外が
い

西
北
に
位
置
す
る
山
で
、
天て

ん

目も
く

山ざ
ん

に
行
く
た
め
に
、
径
山
を
通
る
と
径ち

か

路み
ち

で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、「
径

路
の
山
」
で
「
径
山
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
禅ぜ

ん

門も
ん

の
大だ

い

道ど
う

場じ
ょ
う、
能の

う

仁に
ん

興こ
う

聖し
ょ
う

万ま
ん

寿じ
ゅ

禅ぜ
ん

寺じ

が
あ
り
、
寺
は
径き

ん

山ざ
ん

寺じ

、
径き

ん

山ざ
ん

万ま
ん

寿じ
ゅ

寺じ

、
興こ

う

聖し
ょ
う

万ま
ん

寿じ
ゅ

禅ぜ
ん

寺じ

な
ど
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
一
般
に
径
山
と
い
え
ば
万
寿
寺
を
意
味
す
る
。『
禅
学
大
辞
典
』（p.236

）
参
照
。

　�「
法ほ

っ

席せ
き

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
①
禅
僧
が
多
く
の
修
行
僧
を
指
導
育
成
し
て
い
る
場
。
②
説
法
の
会
場
を
い
う
」（p.1254

）
と
あ
る
が
、
こ

こ
で
は
①
の
意
。

　�「
径
山
の
法
席
」
は
、
無ぶ

準じ
ゅ
ん

師し

範ぱ
ん

禅
師
の
こ
と
。
破は

庵あ
ん

祖そ

先せ
ん

禅
師
（
一
一
三
六
～
一
二
一
一
）
の
法
を
嗣つ

ぐ
。
法は

っ

嗣す

に
雪せ

つ

巌が
ん

祖そ

欽き
ん

禅
師
（
？
～
一
二
八
七
）、

無む

学が
く

祖そ

元げ
ん

禅
師
（
一
二
二
六
～
八
六
）、
兀ご

っ

庵た
ん

普ふ

寧ね
い

禅
師
（
一
一
九
七
～
一
二
七
六
）、
環か

ん

渓け
い

惟い

一い
ち

禅
師
（
一
二
〇
二
～
八
一
）
や
、
円え

ん

爾に

禅
師
、
法ほ

っ

身し
ん

禅
師
な
ど

が
い
る
。
臨り

ん

済ざ
い

宗し
ゅ
う

楊よ
う

岐ぎ

派は

破は

庵あ
ん

派は

。
理り

宗そ
う

（
一
二
〇
五
～
六
四
）
よ
り
仏ぶ

っ

鑑か
ん

禅
師
号
を
賜た

ま
わる

。『
禅
学
大
辞
典
』（p.460

「
師し

範は
ん

」）
参
照
。

　�「
敬け

い

慕ぼ

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
う
や
ま
い
し
た
う
。
欽き

ん

慕ぼ

」（
巻
五
・p.541
）
と
あ
る
。

　�「
去き

ょ

去き
ょ

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
①
去
れ
。
行
け
。
去
る
こ
と
を
促
す
こ
と
ば
。
②
歳
月
の
去
り
て
留
ま
ら
な
い
さ
ま
」（
巻
二
・p.670

）
と
あ
る

が
、
こ
こ
で
は
②
の
意
。

　�「
迢

ち
ょ
う

迢ち
ょ
う」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
①
高
い
さ
ま
。
②
は
る
か
な
さ
ま
。
遠
い
さ
ま
。
③
恨う

ら
みな
ど
の
な
が
く
絶た

え
な
い
さ
ま
。
④
夜
ふ
け
る
形
容
」（
巻
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十
一
・p.16

）
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
②
の
意
。

○�

徑
山
云
、
日
本
國
裏
大
宋
國
裏
、
相
去
多
少
路
＝
「
日に

本ほ
ん

国こ
く

裏り

と
大だ

い

宋そ
う

国こ
く

裏り

と
、
相あ

い
去さ

る
こ
と
多
少
の
路み

ち

ぞ
」
は
、
円
爾
禅
師
が
請

し
ょ
う

来ら
い

し
た
「
無

準
師
範
像
」（
嘉か

熙き

二
年
〈
一
二
三
八
〉、
京
都
・
東
福
寺
蔵
）
の
賛さ

ん

「
大
宋
國
日
本
國
、
天
無
垠
地
無
極
（
大
宋
国
と
日
本
国
と
、
天
に
垠は

て

無
く
地
に
極き

わ

ま
り
無
し
）」

を
踏
ま
え
て
記
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

○�
此
乞
、
自
己
分
上
、
孤
逈
危
峭
、
用
本
分
鉗
鎚
、
啓
作
家
炉
鞴
、
直
截
不
覆
藏
＝
『
圜え

ん

悟ご

心し
ん

要よ
う

』
巻
上
「
示
報
寧
靜
長
老
（
報ほ

う

寧ね
い

静じ
ょ
う

長ち
ょ
う

老ろ
う

に
示
す
）」
に
、

「
只
自
己
分
上

4

4

4

4

、
滴
水
滴
凍
、
孤
迥
危
峭

4

4

4

4

…
（
只た

だ
、
自じ

己こ

分ぶ
ん

上じ
ょ
う、

滴て
き

水す
い

滴て
き

凍と
う

、
狐こ

逈け
い

危き

峭し
ょ
うに

し
て
…
）」（X69-457c

）
と
あ
る
こ
と
と
、
同
じ
く
、
巻
上
「
示

慧
空
知
客
（
慧え

空く
う

知し

客か

に
示
す
）」
に
、「
求
全
材
獨
脫
、
奮
本
分
鉗
鎚

4

4

4

4

、
啓
作
家
鑪
鞴

4

4

4

4

4

、
誠
不
可
多
得
（
全ぜ

ん

材ざ
い

独ど
く

脱だ
つ

し
て
、
本ほ

ん

分ぶ
ん

の
鉗け

ん

鎚つ
い

を
奮ふ

る

い
、
作さ

っ

家け

の
炉ろ

鞴は
い

を
啓ひ

ら

く
も
の
を
求
む
る
に
、
誠
に
多
く
得う

べ
か
ら
ず
）」（X69-473a

）
と
あ
る
こ
と
を
参
考
に
し
て
書
き
下
し
を
行
な
っ
た
。

　�「
自じ

己こ

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
自
分
自
身
の
こ
と
。
本
来
の
自
己
。
生
ま
れ
な
が
ら
に
仏ぶ

っ

性し
ょ
うを
も
っ
て
い
る
自
己
の
意
」（p.551

）
と
あ
り
、

『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
そ
の
人
自
身
。
自
分
自
身
」（p.426

）
と
あ
る
。

　�「
分
上
」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
分
上
」
と
い
う
項
が
あ
り
、「
身
分
上
。
身
分
柄
。
吾
が
身
の
て
ま
え
」（
巻
二
・p.199

）
と
あ
る
が
読
み
が
記

さ
れ
て
い
な
い
。「
分
上
」
の
前
に
「
分ぶ

ん

障し
ょ
う」

と
い
う
項
が
あ
り
、
後
に
「
分ぶ

ん

情じ
ょ
う」

と
い
う
項
が
あ
る
こ
と
か
ら
「
分
上
」
を
「
ぶ
ん
じ
ょ
う
」
と

読
ん
だ
。

　�「
孤こ

逈け
い

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
さ
び
し
く
遠
く
の
人
を
思
う
」（
巻
三
・p.852

）
と
あ
る
。

　�「
危き

峭し
ょ
う」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
あ
ぶ
な
く
け
わ
し
い
」（
巻
二p.630

）
と
あ
る
。

　�「
本ほ

ん

分ぶ
ん

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
①
本
来
の
分
際
の
意
。
生
ま
れ
な
が
ら
に
仏
性
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
人
間
の
本
来
の
す
が
た
。
迷
い
や
さ

と
り
に
か
か
わ
ら
ぬ
絶
対
的
境き

ょ
う

位い

。
②
本
来
の
心
。
心
の
本
性
」（p.1265

）
と
あ
り
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
①
本
来
具ぐ

有ゆ
う

せ
る
分
際
。
本
来
の
姿
。

②
迷め

い

悟ご

に
か
か
わ
ら
な
い
、
何
物
に
も
影
響
さ
れ
な
い
、
絶
対
的
真
実
の
こ
と
。
ま
た
は
真
個
と
い
う
程
の
意
」（p.1168

）
と
あ
る
。

　�「
鉗け

ん

鎚つ
い

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「『
鉗
』
は
、
か
な
は
さ
み
。『
鎚
』
は
鉄て

っ

鎚つ
い

で
、
と
も
に
鍛か

冶じ

の
道
具
。
禅ぜ

ん

者し
ゃ

の
き
び
し
い
鍛た

ん

錬れ
ん

の
手
段
に
た

と
え
る
」（p.327

）
と
あ
り
、『
禅
学
大
辞
典
』に「『
鉗
』は
鍛
冶
に
用
い
る
金
ば
さ
み
。『
鎚
』は
金
づ
ち
。師し

家け

が
修
行
者
を
鍛
錬
す
る
こ
と
」（p.294

）

と
あ
る
。

　�「
作さ

っ

家け

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
①
詩
文
を
よ
く
す
る
者
。
唐
代
の
語
。
②
卓た

く

越え
つ

し
た
力
量
あ
る
禅
僧
。
や
り
手
の
禅
僧
。
は
た
ら
き
あ
る
者
」
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（p.453

）
と
あ
り
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
詩
文
を
作
る
こ
と
が
巧た

く

み
な
人
。『
家
』
は
人
。
禅
者
も
詩
文
を
も
っ
て
禅ぜ

ん

旨し

を
挙こ

揚よ
う

し
た
と
こ
ろ
か
ら
、

真し
ん

実じ
つ

義ぎ

を
体
得
し
、
修
行
者
を
接せ

っ

得と
く

す
る
に
巧
み
な
、
老ろ

う

練れ
ん

な
師
家
を
い
う
。
作
者
」（p.384

）
と
あ
る
。

　�「
炉ろ

鞴は
い

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
爐ろ

鞴は
い

」
と
し
て
、「『
炉
』
は
い
ろ
り
、『
鞴
』
は
火
を
お
こ
す
ふ
い
ご
の
こ
と
。
禅ぜ

ん

門も
ん

で
は
修
行
者
を
鍜き

た

え

る
環
境
、
手
段
を
い
う
」（p.1445

）
と
あ
り
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
同
じ
く
「
爐
鞴
」
と
し
て
、「
ふ
い
ご
（
送
風
器
）
の
こ
と
。
ふ
い
ご
は
、
鍛
冶
工

が
銅ど

う

鉄て
つ

等
を
鍛
錬
す
る
工
具
。
師
家
が
弟
子
を
鍛
錬
し
陶と

う

冶や

す
る
道
場
の
意
。
道
場
の
修
行
者
が
師
家
の
会え

下か

に
入
る
こ
と
を
、
爐
鞴
に
投と

う

ず
る
等

と
い
う
」（p.1323

）
と
あ
る
。「
炉
」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「『
爐
』
の
俗
字
」（
巻
七
・p.380

）
と
あ
る
。

　�「
直じ

き

截せ
つ

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
①
直た

だ

ち
に
截せ

つ

断だ
ん

す
る
こ
と
。
②
端た

ん

的て
き

に
。
て
っ
と
り
ば
や
く
。
簡か

ん

直ち
ょ
くに
」（p.421

）
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
②
の

意
で
、「
ず
ば
り
と
」
と
意
訳
し
た
。

　�「
覆
蔵
」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
ふ
く
ぞ
う
」（p.1188

）
と
あ
る
が
、
宗

し
ゅ
う

門も
ん

で
は
「
ふ
ぞ
う
」
と
読
む
。「
①
（
自
分
の
罪
を
）
隠
す
こ
と
。
罪

を
犯お

か

し
て
お
お
い
か
く
し
、
告
白
し
な
い
こ
と
。
②
覆お

お

う
こ
と
」
と
あ
り
、
こ
こ
で
は
②
の
意
。

○�

當
陽
承
當
、
則
日
本
逢
渠
、
辰
旦
逢
渠
。
莫
一
向
去
、
已
後
却
來
我
邊
。
慇
懃
重
下
第
二
鎚
＝
『
圜
悟
心
要
』
巻
上
「
跋
一
書
記
法
語
（
一
書
記
の
法

語
に
跋
す
）」
に
、「
石
室
云
、
莫
一
向
去

4

4

4

4

。
已
後
卻
來
我
邊

4

4

4

4

4

4

（
石せ

き

室し
つ

云い
わ

く
、「
一い

っ

向こ
う

に
去
る
こ
と
莫な

か

れ
、
已い

後ご

、
却か

え

っ
て
我
が
辺へ

ん

に
来
た
れ
」
と
）」（X69-461b

）
と

あ
る
こ
と
を
参
考
に
し
て
書
き
下
し
を
行
な
っ
た
。
石せ

き

室し
つ

の
則
は
、『
景け

い

徳と
く

伝で
ん

灯と
う

録ろ
く

』
巻
十
一
「
袁え

ん

州し
ゅ
う

仰き
ょ
う

山ざ
ん

慧え

寂じ
ゃ
く

禅
師
」（T51-282a

）
及
び
、
同
じ

く
巻
十
四
「
潭た

ん

洲し
ゅ
う

石せ
き

室し
つ

善ぜ
ん

道ど
う

和お

尚し
ょ
う」（T51-316a

）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　�「
当と

う

陽よ
う

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
ま
た
当
面
と
も
い
う
。
面
前
に
存
在
す
る
こ
と
。
分ぶ

ん

明み
ょ
うの
意
。
明
ら
か
」（p.1006

）
と
あ
り
、『
禅
学
大
辞
典
』

に
「
南
面
し
て
正

し
ょ
う

位い

（
天
子
の
位
）
に
位
置
す
る
こ
と
。
転
じ
て
、
面
と
向む

か

っ
て
、
じ
か
に
の
意
」（p.942

）
と
あ
る
。

　�「
承

じ
ょ
う

当と
う

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
①
物
事
を
う
け
が
う
こ
と
。
首し

ゅ

肯こ
う

。
合が

点て
ん

。
会え

得と
く

。
真
実
を
そ
の
ま
ま
に
受
け
取
る
こ
と
。
②
自
ら
会
得
し

て
さ
と
る
こ
と
。
さ
と
り
お
わ
る
、
の
意
」（p.749

）
と
あ
り
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
①
会
得
・
領

り
ょ
う

得と
く

す
る
こ
と
。
ま
た
合
点
・
首
肯
な
ど
の
意
。

②
引
き
受
け
て
、
責
任
を
も
っ
て
担
当
す
る
」（p.573

）
と
あ
る
。

　�「
渠か

れ

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
⑧
か
れ
。
彼
」（
巻
七
・p.94

）
と
あ
り
、
無
準
禅
師
の
こ
と
と
も
解
さ
れ
る
が
、
文
脈
か
ら
、『
景
徳
伝
灯
録
』
巻

十
五
「
筠い

ん

州し
ゅ
う

洞と
う

山ざ
ん

良り
ょ
う

价か
い

禅
師
」（T51-321c

）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
切
忌
從
他
覓
、
迢
迢
與
我
疎
。
我
今
獨
自
往
、
處
處
得
逢
渠
。
渠
今
正
是
我
、

我
今
不
是
渠
。
應
須
恁
麼
會
、
方
得
契
如
如
（
切せ

つ

に
忌い

む
、
他
に
従
い
て
覓も

と

む
る
こ
と
を
、
迢

ち
ょ
う

迢ち
ょ
うと
し
て
、
我
れ
と
疎そ

な
り
。
我
れ
、
今
ま
、
独
り
自
ら
往ゆ

く
、
処し

ょ

処し
ょ

に
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渠か
れ

に
逢あ

う
こ
と
を
得
た
り
。
渠
、
今
ま
正
に
是こ

れ
我
れ
、
我
れ
、
今
ま
是
れ
渠
に
あ
ら
ず
。
応ま

さ

に
須

す
べ
か
らく
恁い

ん

麼も

に
会え

し
て
、
方は

じ

め
て
如に

ょ

如に
ょ

に
契か

な

う
こ
と
を
得う

べ
し
）」
と
あ
る
、
所い

わ

謂ゆ
る

「
過か

水す
い

の
偈げ

」
の
「
渠
」
と
同
じ
く
「
本
来
性
・
本
来
身
」
と
い
う
意
味
合
い
で
使
用
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、「
本
来
の
自
己
」

と
意
訳
し
た
。

　�「
辰し

ん

旦た
ん

」
は
、
使
用
し
た
辞
書
に
は
見
え
な
い
語
だ
が
、「
辰
」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
①
辰
、
震
也
（
辰
、『
震
』
な
り
）」（
巻
十
・p.1093

）
と
あ

る
こ
と
か
ら
、
恐
ら
く
「
震し

ん

旦た
ん

」
の
こ
と
。「
震
旦
」
は
、
同
じ
く
『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
①
印い

ん

度ど

で
古
代
中
国
の
称し

ょ
う。
②
梵ぼ

ん

語ご

で
天
子
を
い
う
」（
巻

十
二
・p.54
）
と
あ
り
、
こ
こ
で
は
①
の
意
。

　�「
一い

っ

向こ
う

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
①
本
来
は
『
い
ち
こ
う
』
と
よ
み
、
心
を
一
方
に
ひ
た
す
ら
向
け
、
他
の
こ
と
を
顧か

え
りみ
な
い
、
と
い
う
意
。

ひ
た
す
ら
。
た
だ
一
す
じ
。
ひ
と
え
に
。
専せ

ん

一い
つ

。
余
念
を
ま
じ
え
ぬ
こ
と
。
②
全
然
。
一
方
的
な
。
③
徹
底
的
に
。
ど
こ
ま
で
も
。
④
一
方
的
に
」（p.57

）

と
あ
り
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「『
一
』
は
、
ひ
た
す
ら
、
も
っ
ぱ
ら
。『
向
』
は
目
的
の
方
に
正
面
に
む
く
意
。
一い

ち

意い

専せ
ん

心し
ん

、
ひ
と
す
じ
に
精

し
ょ
う

進じ
ん

す

る
さ
ま
。
ま
た
只し

管か
ん

の
意
」（p.40
）
と
あ
る
。『
仏
教
語
大
辞
典
』
で
は
①
の
意
。

　�「
辺へ

ん

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
①
外
周
の
線
。
②
周
囲
。
③
究
極
の
。
最
後
の
。
④
極
端
の
説
。
⑤
…
の
も
と
に
。
…
を
め
ざ
し
て
」（p.1213

）

と
あ
る
。
文
脈
か
ら
⑤
の
意
を
用
い
た
。

　�「
慇い

ん

懃ぎ
ん

」
は
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
手
厚
く
親
切
な
。
ね
ん
ご
ろ
。
丁て

い

寧ね
い

」（p.55

）
と
あ
る
。

④
且
作
广
生
是
諦
當
處
。
普
賢
文
殊
特
地
參
、
十
字
竪
横
千
字
歴
落
。
寛
元
四
年
三
月
日
、
東
福
住
円
爾
。

＊

　�

且ま

た
、
作そ

麼も

生さ
ん

か
是こ

れ
、
諦た

い

当と
う

の
処と

こ
ろ。

普ふ

賢げ
ん

、
文も

ん

殊じ
ゅ

、
特と

く

地ち

に
参さ

ん

ぜ
ば
、
十
字
竪し

ゅ

横お
う

、
千
字
歴れ

き

落ら
く

た
り
。
寛か

ん

元げ
ん

四
年
三
月が

つ

日じ
つ

、
東と

う

福ふ
く

住じ
ゅ
う

円え
ん

爾に

。

＊

　�

さ
て
、
こ
の
道ど

う

理り

が
会え

得と
く

出
来
た
だ
ろ
う
か
。
普ふ

賢げ
ん

菩ぼ

薩さ
つ

［
が
司

つ
か
さ
どる

行
ぎ
ょ
う

願が
ん

］、
文も

ん

殊じ
ゅ

菩
薩
［
が
司
る
智ち

慧え

］
に
つ
い
て
特
に
参さ

ん

究き
ゅ
う［

し
、

実じ
っ

践せ
ん

］
し
て
い
け
ば
、
時
間
や
空
間
と
い
っ
た
も
の
に
執と

ら
わ
れ
ず
自
由
自
在
に
、
ど
こ
に
あ
っ
て
も
抜ば

つ

群ぐ
ん

の
力り

き

量り
ょ
うを

発は
っ

揮き

す
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
寛か

ん

元げ
ん

四
年
（
一
二
四
六
）
三
月が

つ

某ぼ
う

日じ
つ

、
東と

う

福ふ
く

寺じ

に
住じ

ゅ
うす

る
円え

ん

爾に

。
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＊

○�

且
作
广
生
是
諦
當
處
。
普
賢
文
殊
特
地
參
、
十
字
竪
横
千
字
歴
落
＝
「
作そ

麼も

生さ
ん

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「『
生
』
は
助じ

ょ

字じ

。
唐と

う

代だ
い

・
宋そ

う

代
以
後

の
俗ぞ

く

語ご

。
禅
宗
用
語
と
な
り
、
い
か
が
、
い
か
に
、
さ
あ
ど
う
だ
、
い
っ
た
い
な
ん
だ
ろ
う
、
い
か
ん
ぞ
、
い
か
に
し
て
、
の
意
。
公こ

う

案あ
ん

に
お
い
て

間か
ん

投と
う

詞し

と
し
て
用
い
る
」（p.858

）
と
あ
る
。

　�「
諦た

い

当と
う

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
明
ら
か
に
よ
く
知
る
。
も
の
の
道ど

う

理り

を
明
ら
か
に
し
て
よ
く
知
る
こ
と
」（p.910

）
と
あ
り
、『
禅
学
大
辞
典
』

に
「『
諦
』
は
ま
こ
と
。『
当
』
は
あ
た
る
意
。
真
を
穿う

が

つ
こ
と
。
真
実
正
当
の
意
」（p.809

）
と
あ
る
。

　�「
普ふ

賢げ
ん

」
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の Sam

antabhadra 

の
音お

ん

写し
ゃ

。
文も

ん

殊じ
ゅ

と
と
も
に
釈し

ゃ

迦か

如に
ょ

来ら
い

の
二に

脇き
ょ
う

士じ

と
し
て
知
ら
れ
、
仏
の
理り

・
定じ

ょ
う・
行ぎ

ょ
うの

徳
を
代
表
し
、
普
賢
の
行

ぎ
ょ
う

願が
ん

と
い
わ
れ
る
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.1179

）、『
禅
学
大
辞
典
』（p.1069

）
参
照
。

　�「
文も

ん

殊じ
ゅ

」は
、サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の M

añjuśrī 

の
音
写
。仏
の
智ち

・慧え

・証し
ょ
うの
徳
を
代
表
し
、文
殊
の
智
慧
と
い
わ
れ
る
。『
仏
教
語
大
辞
典
』（p.1369

）、

『
禅
学
大
辞
典
』（p.1231
）
参
照
。

　�「
特
地
」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
と
く
じ
」
と
し
て
「『
地
』
は
助
字
。
新
し
く
。
特
別
に
。
特
に
」（p.1019

）
と
あ
り
、『
禅
学
大
辞
典
』
に

「
と
く
ち
」
と
し
て
「
特
別
に
。『
地
』
は
、
助
詞
。
特と

く

特と
く

」（p.951

）
と
あ
る
。
読
み
は
「
と
く
ち
」
と
し
た
。

　�「
参さ

ん

」
は
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
①
『
ま
じ
う
』
と
よ
む
。
ふ
く
む
。
②
謁え

つ

の
意
。
修
行
僧
が
親
し
く
師
家
に
接
し
て
修
行
す
る
こ
と
。
③
考
え

る
。
考
え
よ
。
④
禅
門
で
人
を
集
め
、
坐ざ

禅ぜ
ん

・
説せ

っ

法ぽ
う

・
念ね

ん

誦じ
ゅ

す
る
こ
と
を
い
う
」（p.495

）
と
あ
り
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
①
直
接
、
師
に
ま
み
え

て
仏
法
を
究
め
る
こ
と
。
ま
た
、
坐
禅
す
る
こ
と
を
も
い
う
。
②
ま
じ
る
。
ま
じ
わ
る
。
③
あ
ず
か
る
。
④
禅
宗
で
は
、
垂す

い

示じ

や
法
語
の
終
わ
り
に

喝か
つ

・
咄と

つ

・
露ろ

な
ど
の
文
字
と
同
じ
よ
う
に
用
い
て
、
こ
の
座
に
あ
る
人
た
ち
に
、
さ
ら
に
言
外
の
玄げ

ん

旨し

に
参
ず
べ
き
こ
と
を
す
す
め
る
語
。
ま
た
い

ま
し
め
る
語
」（p.387

）
と
あ
る
。

　�「
竪し

ゅ

横お
う

」
は
、
使
用
し
た
辞
書
に
は
見
え
な
い
語
だ
が
、『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
「
横お

う

竪し
ゅ

」
と
い
う
語
は
あ
り
、「『
お
う
じ
ゅ
』
と
も
よ
む
。
①
『
横
』

は
空
間
的
、『
竪
』
は
時
間
的
な
こ
と
を
表
わ
す
。
②
『
横
』
は
他
力
、『
竪
』
は
自
力
を
い
う
」（p.130

）
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
横
竪
」
の
①
の

意
味
を
用
い
た
。

　�「
歴れ

き

落ら
く

」
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
①
群
を
抜
い
て
い
る
さ
ま
。
磊ら

い

落ら
く

。
②
声
音
の
絶
え
な
い
さ
ま
。
③
ひ
と
し
く
な
い
さ
ま
。
い
り
ま
じ
っ
て
な

ら
ぶ
さ
ま
。
交
錯
し
た
さ
ま
。
錯さ

く

落ら
く

」（
巻
六・p.722

）
と
あ
り
、『
禅
学
大
辞
典
』
に
「
き
ち
ん
と
し
て
い
る
。
し
っ
か
り
し
て
い
る
。
俐り

落ら
く

」（p.1307

）
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と
あ
る
。『
大
漢
和
辞
典
』
①
の
意
を
用
い
た
。

○�

寛
元
四
年
三
月
日
、
東
福
住
円
爾
＝
寛か

ん

元げ
ん

四
年
（
一
二
四
六
）、
大だ

い

仏ぶ
つ

殿で
ん

を
は
じ
め
と
す
る
東と

う

福ふ
く

寺じ

伽が

藍ら
ん

群ぐ
ん

は
未
完
成
で
あ
っ
た
た
め
、
円え

ん

爾に

禅ぜ
ん

師じ

は

同
年
に
建
立
さ
れ
た
普ふ

門も
ん

寺じ

に
住
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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法ほ
っ

身し
ん

性し
ょ
う

西さ
い

禅ぜ
ん

師じ

の
生
涯

�

瑞
巌
寺
　
宝
物
課
主
任 

学
芸
員
　
　
堀ほ

り

野の

　
真ま

澄す
み

　
瑞ず

い

巌が
ん

寺じ

は
正
式
名
称
を
「
松

し
ょ
う

島と
う

青せ
い

龍り
ゅ
う

山ざ
ん

瑞ず
い

巌が
ん

円え
ん

福ぷ
く

禅ぜ
ん

寺じ

」
と
い
い
、
仙せ

ん

台だ
い

藩は
ん

祖そ

・
伊だ

達て

政ま
さ

宗む
ね

公こ
う

（
一
五
六
七
～
一
六
三
六
）
が
五
年
の
歳さ

い

月げ
つ

を
か
け
て
慶け

い

長ち
ょ
う

十
四
年
（
一
六
〇
九
）
に
建こ

ん

立り
ゅ
うし

た
、
伊
達
家
の
位い

牌は
い

を
祀ま

つ

る
菩ぼ

提だ
い

寺じ

で
す
。
桃も

も

山や
ま

美
術
を
現
在
に
伝
え
る
貴
重
な
建
築
物

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本ほ

ん

堂ど
う

、
庫く

裡り

及
び
廊ろ

う

下か

等
が
国こ

く

宝ほ
う

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
北
一
の
臨り

ん

済ざ
い

禅ぜ
ん

の
道
場
と
し
て
厳げ

ん

然ぜ
ん

た
る
姿
を
維い

持じ

し
て
い
る
瑞
巌
寺
で
す
が
、
禅ぜ

ん

宗し
ゅ
う

寺じ

院い
ん

と
し
て
の
歴
史
が
鎌か

ま

倉く
ら

時
代
ま
で
遡

さ
か
の
ぼる

こ
と
が
で
き
る
の
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

十
三
世
紀
中
頃
、
鎌
倉
幕ば

く

府ふ

執し
っ

権け
ん

・
北ほ

う

条じ
ょ
う

時と
き

頼よ
り

公
（
一
二
二
七
～
六
三
）
の
手
に
よ
り
松
島
の
地
に
臨り

ん

済ざ
い

宗し
ゅ
う

円え
ん

福ぷ
く

寺じ

が
建
立
さ
れ
、
法ほ

っ

身し
ん

性し
ょ
う

西さ
い

禅ぜ
ん

師じ

（
一
一
八
九
～
一
二
七
三
）
が
開か

い

山さ
ん

に
迎む

か

え
ら
れ
ま
し
た
。

　
法
身
禅
師
は
文ぶ

ん

治じ

五
年（
一
一
八
九
）、常ひ
た

陸ち
の

国く
に

真ま

壁か
べ

郡ご
お
り

猫ね
こ

島し
ま

村む
ら（

現
在
の
茨

い
ば
ら

城き

県け
ん

筑ち
く

西せ
い

市し

猫ね
こ

島し
ま

）の
高た

か

松ま
つ

氏
に
生
を
享う

け
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、

俗ぞ
く

名み
ょ
うを

平へ
い

四し

郎ろ
う

と
い
い
ま
す
。
幼
少
時
に
父
母
を
亡
く
し
た
平
四
郎
は
、
建け

ん

暦り
ゃ
く

元
年
（
一
二
一
一
）、
真
壁
郡
の
領
主
・
真ま

壁か
べ

友と
も

幹も
と

（
生
没
年

不
詳
）
の
従

じ
ゅ
う

僕ぼ
く

と
な
り
、
寛か

ん

喜ぎ

元
年
（
一
二
二
九
）
に
友
幹
の
子
・
時と

き

幹も
と

（
生
没
年
不
詳
）
が
領
主
に
な
っ
た
後
は
、
時
幹
に
仕つ

か

え
ま
し
た
。

　
あ
る
時
、
時
幹
が
雪
見
の
宴う

た
げに

出
か
け
る
と
い
う
の
で
、
平
四
郎
は
お
供と

も

を
し
ま
し
た
。
宴
の
間
、
平
四
郎
は
時
幹
の
下げ

駄た

を
自
分
の

懐ふ
と
こ
ろに

入
れ
て
温
め
て
い
た
そ
う
で
す
。
宴
が
終
わ
り
、
平
四
郎
が
差
し
出
し
た
下
駄
に
足
を
入
れ
た
時
幹
は
、
下
駄
が
温
か
い
こ
と
に
気

付
き
ま
す
。
し
か
し
、「
下
駄
を
尻し

り

に
敷
い
て
休
ん
で
い
た
」
と
誤
解
し
た
時
幹
は
痛つ

う

烈れ
つ

に
平
四
郎
を
罵の

の
しり

ま
し
た
。
弁
解
す
る
平
四
郎

で
す
が
、
時
幹
は
耳
を
傾か

た
むけ

て
は
く
れ
ま
せ
ん
。
怒
り
の
収
ま
ら
な
い
時
幹
は
下
駄
を
履は

き
、
平へ

い

身し
ん

低て
い

頭と
う

す
る
平
四
郎
を
蹴け

り
飛
ば
し
ま

し
た
。
蹴
り
は
平
四
郎
の
頬ほ

お

骨ぼ
ね

と
歯は

茎ぐ
き

に
当
た
り
、
下
駄
の
歯
が
折
れ
、
雪
は
血
で
赤
く
染そ

ま
っ
た
と
い
い
ま
す
。「
い
か
に
領
主
様
と

い
え
ど
も
、
こ
の
仕
打
ち
は
余
り
に
も
非
情
で
は
な
い
か
」
辱

は
ず
か
しめ

を
受
け
た
平
四
郎
は
折
れ
た
下
駄
の
歯
を
胸
に
抱い

だ

い
て
ひ
っ
そ
り
と
真

壁
を
後
に
し
、
仏
門
に
入
り
ま
し
た
。
こ
の
時
、
平
四
郎
は
高こ

う

野や

山さ
ん

に
登
っ
た
と
も
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
平
四
郎
は
や
が
て
、
髪か

み

と
鬚ひ

げ

を

剃そ

り
落
と
し
て
出

し
ゅ
っ

家け

し
ま
し
た
。
三
十
代
を
と
う
に
過
ぎ
た
、
か
な
り
遅
い
出
家
で
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
出
家
し
た
平
四
郎
は
、
名
を

「
法ほ

っ

身し
ん

」
と
改
め
ま
し
た
。
従
僕
か
ら
の
出
家
で
あ
っ
た
た
め
、
学
問
の
知
識
や
素
養
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
、「
仏
法
の

大た
い

意い

」
が
分
か
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
願
い
、
各
地
を
遍へ

ん

歴れ
き

し
て
熱
心
に
修
行
に
励は

げ

み
ま
し
た
。
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あ
る
時
、
一
人
の
禅ぜ

ん

僧そ
う

が
、「
宋そ

う

国こ
く

で
は
禅
宗
が
盛
ん
ら
し
い
。
非
常
に
優す

ぐ

れ
た
禅
僧
が
い
て
、
修
行
も
素
晴
ら
し
い
そ
う
だ
」
と
、

禅
を
称

し
ょ
う

賛さ
ん

し
て
い
る
こ
と
を
耳
に
し
た
法ほ

っ

身し
ん

禅ぜ
ん

師じ

は
、
渡と

宋そ
う

の
決
意
を
固
め
ま
し
た
。
こ
の
当
時
（
鎌
倉
時
代
中
期
・
一
二
二
二
～
八
七
）
に
お

け
る
留
学
の
た
め
の
渡
宋
は
、
貿
易
で
日
本
を
訪
れ
た
商
船
が
帰
国
す
る
際
、
乗
船
さ
せ
て
も
ら
う
と
い
う
方
法
が
主
流
だ
っ
た
よ
う
で

す
。
法
身
禅
師
も
朝

ち
ょ
う

廷て
い

に
留
学
を
願
い
出
て
認
可
さ
れ
た
後
、
商
船
に
乗
せ
て
も
ら
い
、
長
い
航
海
の
果は

て
、
南な

ん

宋そ
う

の
国
都
・
杭こ

う

州し
ゅ
うの

臨り
ん

安あ
ん

府ふ

に
辿た

ど

り
着
き
ま
し
た
。

　
法
身
禅
師
は
直す

ぐ
に
「
径き

ん

山ざ
ん

」
を
目
指
し
ま
し
た
。
径
山
は
現
在
の
浙せ

っ

江こ
う

省し
ょ
う

杭こ
う

州し
ゅ
う

市し

郊こ
う

外が
い

西
北
に
位
置
す
る
山
で
、
天て

ん

目も
く

山ざ
ん

に
行
く
た

め
に
径
山
を
通
る
と
径ち

か

路み
ち

で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、「
径
路
の
山
」
で
「
径
山
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。
禅ぜ

ん

門も
ん

の
大だ

い

道ど
う

場じ
ょ
う、

能の
う

仁に
ん

興こ
う

聖し
ょ
う

万ま
ん

寿じ
ゅ

禅ぜ
ん

寺じ

が
あ
り
、
寺
は
径き

ん

山ざ
ん

寺じ

、
径き

ん

山ざ
ん

万ま
ん

寿じ
ゅ

寺じ

、
興こ

う

聖し
ょ
う

万ま
ん

寿じ
ゅ

禅ぜ
ん

寺じ

等
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
一
般
に
径
山
と
い

え
ば
万
寿
寺
を
意
味
し
ま
す
。
日
本
か
ら
も
、
円え

ん

爾に

禅
師
（
一
二
〇
二
～
八
〇
、
京
都
・
東と

う

福ふ
く

寺じ

開
山
、
聖

し
ょ
う

一い
ち

国こ
く

師し

）、
道ど

う

祐ゆ
う

禅
師
（
一
二
〇
一
～
五
六
、

京
都
・
妙

み
ょ
う

見け
ん

堂ど
う

に
住
す
る
）、
神じ

ん

子し

栄え
い

尊そ
ん

禅
師
（
一
一
九
五
～
一
二
七
二
、
佐
賀
・
万ま

ん

寿じ
ゅ

寺じ

開
山
）
等
、
多
く
の
僧
が
禅
の
教
え
を
求
め
て
径
山
に
登
っ

て
い
ま
し
た
。

　
径
山
に
着
い
た
法
身
禅
師
は
、
無ぶ

準じ
ゅ
ん

師し

範ぱ
ん

禅
師
（「
む
じ
ゅ
ん
し
は
ん
」
な
ど
と
も
、
一
一
七
八
～
一
二
四
九
、
仏ぶ

っ

鑑か
ん

禅
師
）
と
対
面
し
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
無
準
禅
師
に
、「
禅
の
真し

ん

髄ず
い

」
に
つ
い
て
尋た

ず

ね
た
と
こ
ろ
、
無
準
禅
師
は
円え

ん

を
描え

が

き
、
そ
の
中
に
「
丁て

い

」
と
い
う
字
を
書
い
て
、

「
公こ

う

案あ
ん

」
と
し
て
法
身
禅
師
に
与あ

た

え
ま
し
た
。
公
案
と
は
、
禅
宗
に
お
い
て
修
行
者
が
常
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
し
て
、
師
か
ら
与
え

ら
れ
る
問
題
の
こ
と
で
す
。
こ
の
、「
円え

ん

相そ
う

に
丁て

い

字じ

」
の
公
案
は
、
無
準
禅
師
が
法
身
禅
師
の
た
め
に
認し

た
ため
た
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

円
相
は
、「
真し

ん

如に
ょ

・
仏ぶ

っ

性し
ょ
うな
ど
の
絶
対
の
真
理
を
表
す
も
の
」
で
、
丁
は
、「
壮そ

う

年ね
ん

の
男
の
召め

し

使つ
か

い
」
と
い
う
意
味
を
有
す
る
言
葉
で
す
。

つ
ま
り
、「
法
身
よ
、
汝

な
ん
じ

自
身
に
本
来
具そ

な

わ
っ
て
い
る
仏
性
を
自
覚
し
な
さ
い
」
と
い
う
内
容
で
あ
り
、
法
身
禅
師
が
当
時
と
し
て
は
珍

し
い
壮
年
の
、
従

じ
ゅ
う

僕ぼ
く

か
ら
の
出
家
で
あ
る
こ
と
を
踏ふ

ま
え
た
上
で
授
け
ら
れ
た
公
案
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
法
身
禅
師
は
無
準
禅
師

の
下も

と

に
留と

ど

ま
り
、
一
心
に
、「
円
相
に
丁-

字
」
の
公
案
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
寝
る
間
を
惜お

し
み
、
食
事
を
取
る
こ
と
も
忘
れ
て
坐ざ

禅ぜ
ん

を

し
た
の
で
、
尻し

り

が
腫は

れ
上
が
り
爛た

だ

れ
て
し
ま
っ
た
と
い
い
ま
す
。
堅か

た

く
強
い
意
志
を
も
ち
、
夏
の
暑
さ
、
冬
の
寒
さ
に
も
心
折
れ
る
こ
と

な
く
、
挫く

じ

け
ず
に
修
行
を
続
け
る
こ
と
九
年
、「
歩
く
」「
立
ち
止
ま
る
」「
坐す

わ

る
」「
寝
る
」
と
い
っ
た
、
日
常
の
立た

ち
居い

振ふ

る
舞ま

い
の
中
に
、

「
丁
」
の
字
が
現
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
法
身
禅
師
は
、「
こ
れ
は
本
当
の
悟
り
で
は
な
い
」
と
思
い
、
さ
ら
に
修
行
を
重
ね
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ま
し
た
。そ
し
て
一
年
後
、つ
い
に
大だ

い

悟ご

徹て
っ

底て
い

し
、無ぶ

準じ
ゅ
ん

禅
師
に
悟
り
を
認
め
ら
れ
て
印い

ん

可か

を
受
け
た
法ほ

っ

身し
ん

禅ぜ
ん

師じ

は
径き

ん

山ざ
ん

で
の
修
行
を
終
え
、

日
本
へ
と
帰
り
ま
し
た
。

　
法
身
禅
師
の
渡と

宋そ
う

が
何い

時つ

の
出
来
事
で
あ
る
か
は
、
記
録
が
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
詳
細
は
不
明
で
す
。
し
か
し
、
無む

住じ
ゅ
う

道ど
う

暁ぎ
ょ
う

禅
師

（
一
二
二
六
～
一
三
一
二
）
が
嘉か

元げ
ん

三
年
（
一
三
〇
五
）
に
著
し
た
『
雑ぞ

う

談た
ん

集し
ゅ
う（「

ぞ
う
だ
ん
し
ゅ
う
」
と
も
）』
の
中
で
、「
二
十
歳
の
時
（
一
二
四
五
）、

法ほ
っ

身し
ん

坊ぼ
う

の
上

し
ょ
う

人に
ん

に
『
玄げ

ん

義ぎ

』（
隋ず

い

代だ
い

の
智ち

顗ぎ

〈
五
三
八
～
九
八
〉
が
講こ

う

述じ
ゅ
つし

た
仏
書
。『
妙

み
ょ
う

法ほ
う

蓮れ
ん

華げ

経き
ょ
う

玄げ
ん

義ぎ

』
と
い
い
、『
玄
義
』
と
略
称
す
る
）
こ
れ
を
聞
く
」
と

記
さ
れ
て
お
り
、
妙

み
ょ
う

竜り
ゅ
う

諦た
い

忍に
ん

（
一
七
〇
五
～
八
六
、
真し

ん

言ご
ん

律り
っ

宗し
ゅ
うの

僧
）
が
明め

い

和わ

六
年
（
一
七
六
九
）
に
著
し
た
『
無む

住じ
ゅ
う

国こ
く

師し

道ど
う

跡せ
き

考こ
う

（「
ど
う
し
ゃ
く
こ
う
」

と
も
）』
に
は
、「
寛か

ん

元げ
ん

四
年
（
一
二
四
六
）
二
十
歳
、
法ほ

っ

身し
ん

坊ぼ
う

上し
ょ
う

人に
ん

に
随

し
た
が

っ
て
『
法ほ

っ

華け

玄げ
ん

義ぎ

』
を
聴

ち
ょ
う

聞も
ん

す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
寛か

ん

元げ
ん

三
年
（
一
二
四
五
）
ま
で
に
は
日
本
に
戻
っ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
但た

だ

し
、
無
住
禅
師
が
ど
こ
で
法
身
禅
師
か
ら
『
法
華
玄
義
』

を
聴
聞
し
た
の
か
は
不
明
で
す
。『
雑
談
集
』、『
無
住
国
師
道
跡
考
』
と
も
に
、「
十
六
歳
の
時
に
常

じ
ょ
う

州し
ゅ
う（

現
在
の
茨

い
ば
ら

城き

県け
ん

）
へ
行
き
、
親
族
に

養
わ
れ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
法
身
禅
師
が
故
郷
の
真ま

壁か
べ

郡ご
お
りに

滞た
い

在ざ
い

し
て
い
て
、
真
壁
で
聴
聞
し
た
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。「
一い

っ

丁て
い

字じ

を
識し

ら
ず
（
学
問
の
知
識
や
素
養
が
な
い
）」
と
い
わ
れ
る
法
身
禅
師
が
、
天
台
教
義
の
根
本
で
あ
る
『
玄
義
』
を
講こ

う

述じ
ゅ
つで

き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
筆ひ

つ

舌ぜ
つ

に
尽
く
し
難が

た

い
努
力
の
賜た

ま

物も
の

で
あ
り
、
懸
命
に
修
行
さ
れ
た
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
在ざ

い

宋そ
う

の
年
数
に
つ
い
て
も
、『
元げ

ん

亨こ
う

釈し
ゃ
く

書し
ょ

』、『
龍

り
ゅ
う

山ざ
ん

三さ
ん

開か
い

祖そ

伝で
ん

』
は
九
年
＋
一
年
で
計
十
年
、『
沙し

ゃ

石せ
き

集し
ゅ
う（「

さ
せ
き
し
ゅ
う
」
と
も
）』
は
九
年
と
、

資
料
に
よ
っ
て
年
数
に
異
同
が
あ
り
ま
す
。

　
帰
国
後
、
法
身
禅
師
は
松
島
に
や
っ
て
来
て
、
入い

り

江え

の
洞ど

う

窟く
つ

に
居き

ょ

を
定
め
ま
し
た
。
紙
で
作
っ
た
粗そ

末ま
つ

な
衣こ

ろ
もを
身
に
着
け
、
草
を
座ざ

蒲ぶ

団と
ん

に
し
て
坐
り
、
暑
い
時
も
寒
い
時
も
心

こ
こ
ろ

穏お
だ

や
か
に
日
々
を
送
っ
た
と
い
い
ま
す
。
一
度
の
粥か

ゆ

で
三
～
四
日
を
過
ご
し
、
何
日
か
絶ぜ

っ

食し
ょ
くす

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
気
に
掛
け
て
訪た

ず

ね
て
来
る
者
も
、
飲
食
等
の
世
話
を
し
て
く
れ
る
者
も
い
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
そ
の
当
時
、
松
島
に
は
、
天て

ん

長ち
ょ
う

五
年
（
八
二
八
）、
第
五
十
三
代・淳

じ
ゅ
ん

和な

天て
ん

皇の
う

（
七
八
六
～
八
四
〇
）
の
勅

ち
ょ
く

願が
ん

寺じ

と
し
て
慈じ

覚か
く

大だ
い

師し

・円え
ん

仁に
ん

（
七
九
四

～
八
六
四
）
に
よ
っ
て
開か

い

創そ
う

さ
れ
た
、
天て

ん

台だ
い

宗し
ゅ
うの
延え

ん

福ぷ
く

寺じ

と
い
う
お
寺
が
あ
り
ま
し
た
。
天
台
の
教
え
は
松
島
に
広
ま
り
、
僧
が
起き

居き
ょ

す
る

場
所
は
百
を
超こ

え
る
ほ
ど
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
皆み

な

、
岩
を
掘ほ

っ
た
洞
窟
に
住
み
、
そ
の
中
で
修
行
し
ま
し
た
。
法
身
禅
師
が
松
島
に
来

た
時
も
延
福
寺
に
は
多
く
の
僧
が
い
て
、
修
行
も
盛
ん
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
中
に
は
酒
を
飲
み
、
肉
を
食
ら
う
等
、
欲よ

く

に
惑ま

ど

わ

さ
れ
る
者
も
い
た
と
い
い
ま
す
。
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宝ほ

う

治じ

二
年
（
一
二
四
八
）
四
月
十
四
日
、
こ
の
日
は
延え

ん

福ぷ
く

寺じ

の
鎮ち

ん

守じ
ゅ

・
日ひ

吉よ
し

山さ
ん

王の
う

社し
ゃ

の
祭さ

い

例れ
い

日び

で
し
た
。
延
福
寺
の
住

じ
ゅ
う

職し
ょ
く・

儀ぎ

仁に
ん

（
生
没
年

不
詳
）
を
筆ひ

っ

頭と
う

に
、
多
く
の
僧そ

う

や
僧そ

う

兵へ
い

・
学が

く

僧そ
う

ら
、
あ
わ
せ
て
三
千
人
の
僧そ

う

侶り
ょ

が
皆
で
日ひ

吉よ
し

山さ
ん

王の
う

大だ
い

権ご
ん

現げ
ん

の
神み

輿こ
し

を
担か

つ

ぎ
、
法ほ

う

師し

崎ざ
き

（
現
在

の
福ふ

く

浦う
ら

島じ
ま

の
対
岸
地
区
付
近
）
で
は
神か

ぐ
ら楽

が
奉ほ

う

納の
う

さ
れ
、
さ
ら
に
、
五ご

大だ
い

堂ど
う

の
韋い

駄だ

天て
ん

像ぞ
う

の
前
か
ら
法
師
崎
の
御お

堂ど
う

ま
で
を
廻か

い

廊ろ
う

で
繋つ

な

い
で
舞ぶ

楽が
く

が
奉
納
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
こ
の
日
、
仏
道
修
行
の
た
め
、
関
東
～
東
北
地
方
を
行あ

ん

脚ぎ
ゃ

し
て
い
た
北ほ

う

条じ
ょ
う

時と
き

頼よ
り

公こ
う

が
松
島
の
地
に
辿た

ど

り
着つ

き
ま
し
た
。
舞
楽
を
目
に
し

た
時
頼
公
は
修
行
中
の
身
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
素す

晴ば

ら
し
さ
に
感か

ん

情じ
ょ
うを

抑お
さ

え
き
れ
な
く
な
っ
て
、「
こ
ん
な
に
凄
い
舞
楽
は

初
め
て
だ
！
」
と
大
声
を
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
声
を
聞
い
た
僧
の
一
人
、
普ふ

賢げ
ん

堂ど
う

の
閣か

く

円え
ん

は
激げ

き

怒ど

し
て
、「
そ
の
修
行
者
を
殺
せ
！
」
と

叫
び
ま
し
た
。
片か

た

の
浦う

ら

の
禅ぜ

ん

余よ

房ぼ
う

、
象ぞ

う

鼻び
が

崎さ
き

の
賀が

泉せ
ん

坊ぼ
う

、
安あ

ん

養よ
う
が

崎さ
き

の
一い

ち

流り
ゅ
う

房ぼ
う

ら
、
お
よ
そ
十
人
余あ

ま

り
が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
頼
公
を
取と

り
囲か

こ

ん
で
殺こ

ろ

そ
う
と
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、
亀か

め

の
崎さ

き

坊ぼ
う

の
良

り
ょ
う

泉せ
ん

が
、「
今
日
は
日ひ

吉よ
し

山さ
ん

王の
う

社し
ゃ

の
例れ

い

祭さ
い

だ
か
ら
、
殺せ

っ

生し
ょ
うは

良
く
な
い
」
と
訴

う
っ
た

え
た
の
で
、
ど
う
に
か
時
頼
公
の
命
は
助
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
難な

ん

を
逃の

が

れ
た
時
頼
公
が
し
ば
ら
く
歩ほ

を
進
め
る
と
、
洞ど

う

窟く
つ

が
あ
り
ま
し
た
。
中
に
入
る
と
、
そ
こ
に
は
、
髪か

み

は
乱み

だ

れ
、
顔
は
垢あ

か

ま
み
れ

の
年と

し

老お

い
た
僧
が
、
ま
る
で
枯か

れ
た
切
り
株か

ぶ

の
よ
う
に
坐す

わ

っ
て
い
ま
し
た
。
一い

っ

見け
ん

、
破は

戒か
い

僧そ
う

の
よ
う
で
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
表

ひ
ょ
う

情じ
ょ
うや
物も

の

腰ご
し

は
並な

み

外は
ず

れ
た
も
の
が
あ
り
、
両

り
ょ
う

眼め

に
は
鋭す

る
どい
光
を
宿や

ど

し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
人
物
こ
そ
法ほ

っ

身し
ん

禅ぜ
ん

師じ

で
す
が
、
お
互
い
に
正
体
を

知
り
ま
せ
ん
。
時
頼
公
は
身
を
屈か

が

め
、
畏か

し
こま
っ
て
、「
私
は
修
行
の
た
め
に
各
地
を
行あ

ん

脚ぎ
ゃ

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
、
非
常
に
困
っ

て
い
ま
す
。
日
が
暮
れ
て
道
に
迷
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
和お

尚し
ょ
う

様
、
ど
う
か
慈じ

悲ひ

を
お
か
け
下
さ
い
」
と
言
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て

法
身
禅
師
は
、「
そ
な
た
、
余
計
な
こ
と
を
考
え
て
は
い
け
な
い
。
そ
も
そ
も
出

し
ゅ
っ

家け

者し
ゃ

は
こ
の
世
界
を
旅
の
宿
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
心

が
安
ら
か
で
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
場
所
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
場
所
が
自
分
の
場
所
と
な
る
も
の
だ
。
改
め
て
、
誰だ

れ

が
主
人
で
、
誰
が
客
だ
と

い
う
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
」
と
答
え
ま
し
た
。
そ
れ
を
聞
い
た
時
頼
公
は
、「
こ
の
方
は
、
真し

ん

に
悟さ

と

り
を
得
た
方
だ
」
と
思
い
、
更さ

ら

に

進
み
出
て
、「
も
し
、
そ
う
だ
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
和
尚
様
は
す
ぐ
に
こ
の
場
所
を
立
ち
去
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
私
が
こ
こ
に
留と

ど

ま

ろ
う
と
思
い
ま
す
」
と
言
い
ま
し
た
。
法
身
禅
師
は
、「
そ
な
た
、
そ
ん
な
こ
と
を
言
う
よ
う
で
は
、
衲わ

し

と
同
じ
で
悟
り
の
眼め

が
な
い
ぞ
」

と
答
え
ま
し
た
。
時
頼
公
が
、「
で
は
、
主
人
と
客
と
と
も
に
優す

ぐ

れ
て
い
て
、
悟
り
の
眼
が
あ
る
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
」
と
尋た

ず

ね
る
と
、
法
身
禅
師
は
、「
喝か

つ

！
」
と
一い

っ

喝か
つ

さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
時
頼
公
は
、「
で
は
、
和
尚
様
が
仰

お
っ
し
ゃ

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
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に
考
え
れ
ば
良
い
で
し
ょ
う
か
」
と
尋
ね
ま
し
た
。
法ほ

っ

身し
ん

禅ぜ
ん

師じ

は
、「
禅ぜ

ん

宗し
ゅ
うは

、
自
分
の
中
に
仏ほ

と
けの

本ほ
ん

性し
ょ
うが

具そ
な

わ
っ
て
い
る
こ
と
を
自じ

覚か
く

す
る
宗

し
ゅ
う

旨し

で
あ
る
。
特
別
に
論ろ

ん

理り

を
説
く
も
の
で
は
な
い
」
と
答
え
ま
し
た
。
時と

き

頼よ
り

公こ
う

は
低て

い

頭と
う

敬け
い

礼れ
い

し
、
そ
の
場
に
坐す

わ

り
ま
し
た
。
法
身

禅
師
は
、「
こ
こ
に
は
食
料
の
蓄た

く
わえ

が
無
い
の
で
、残
念
な
が
ら
そ
な
た
を
も
て
な
す
こ
と
は
出
来
ぬ
。空く

う

腹ふ
く

に
耐た

え
る
こ
と
に
な
ろ
う
が
、

そ
の
こ
と
に
執と

ら
わ
れ
な
い
よ
う
に
」
と
声
を
掛か

け
ま
し
た
。
す
る
と
、
時
頼
公
は
袋ふ

く
ろか

ら
少
し
ば
か
り
の
黍き

び

を
取
り
出
し
、
そ
れ
を
素す

焼や

き
の
鉢は

ち

に
入
れ
、
鉢
の
底
を
熱
い
灰は

い

に
埋う

め
て
粥か

ゆ

を
作
り
、
半
分
を
法
身
禅
師
に
差
し
出
し
ま
し
た
。
二
人
は
仏ぶ

つ

道ど
う

に
つ
い
て
夜よ

通ど
お

し

語
り
合
い
、
そ
の
様
子
は
あ
た
か
も
古
く
か
ら
の
知
人
の
よ
う
で
し
た
。
時
頼
公
が
、「
和お

尚し
ょ
う

様
は
い
つ
か
ら
こ
こ
に
お
住
ま
い
で
す
か
」

と
尋た

ず

ね
る
と
、
法
身
禅
師
は
、「
衲わ

し

は
記
録
を
つ
け
た
り
は
し
て
い
な
い
の
で
、
何
年
経た

っ
た
か
は
分
か
ら
ぬ
。
ま
た
、
時
間
に
縛し

ば

ら
れ

る
と
い
う
こ
と
も
な
い
。
た
だ
、
気
の
向
く
ま
ま
、
心
の
赴お

も
むく

ま
ま
、
因い

ん

縁ね
ん

に
よ
っ
て
各
地
を
巡
っ
て
お
る
」
と
答
え
ま
し
た
。
時
頼
公

が
更さ

ら

に
教
え
を
請こ

う
た
の
で
、
法
身
禅
師
は
無ぶ

準じ
ゅ
ん

禅
師
か
ら
受う

け
嗣つ

い
だ
禅ぜ

ん

の
真し

ん

髄ず
い

を
も
っ
て
、
惜お

し
む
こ
と
な
く
法
を
説
き
ま
し
た
。

時
頼
公
は
教
え
を
受
け
る
度た

び

、
立
ち
込
め
て
い
た
霧き

り

が
サ
ッ
と
晴
れ
て
い
く
よ
う
に
感
じ
て
大
い
に
喜
び
、
滞た

い

在ざ
い

は
夕
方
に
ま
で
及
ん
だ

そ
う
で
す
。
時
頼
公
は
、「
和
尚
様
は
延え

ん

福ぷ
く

寺じ

の
住

じ
ゅ
う

職し
ょ
くに

な
る
こ
と
が
出
来
る
お
方
で
し
ょ
う
か
」
と
尋
ね
ま
し
た
。
法
身
禅
師
は
、「
禅

の
教
え
を
学
ん
で
は
い
ま
す
が
、
私
は
無む

智ち

で
す
。
ど
う
し
て
延
福
寺
の
よ
う
な
大
き
な
寺
の
住
職
が
務つ

と

ま
る
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
に
、

天て
ん

台だ
い

宗し
ゅ
うの
学
問
や
儀ぎ

式し
き

・
作さ

法ほ
う

は
難む

ず
かし
く
、
理り

解か
い

致い
た

し
か
ね
ま
す
」
と
答
え
ま
し
た
。
時
頼
公
は
、「
で
は
、
延
福
寺
か
ら
天
台
宗
に
関

す
る
全す

べ

て
の
も
の
が
無
く
な
っ
た
と
し
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
」
と
再ふ

た
たび
尋
ね
ま
し
た
。
法
身
禅
師
は
、「
禅
宗
が
存ぞ

ん

分ぶ
ん

に
広
ま
っ
て
い

く
こ
と
で
し
ょ
う
」
と
答
え
た
そ
う
で
す
。
別
れ
に
際さ

い

し
て
も
、
二
人
は
自
分
の
名
を
明
か
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
鎌か

ま

倉く
ら

に
帰
っ
た
時
頼
公
は
、
三み

浦う
ら
の

大お
お

介す
け

義よ
し

明あ
き

（
一
〇
九
二
～
一
一
八
〇
）
よ
り
五
代
後
の
子し

孫そ
ん

に
あ
た
る
三み

浦う
ら
の

小こ

次じ

郎ろ
う

儀よ
し

成な
り

（
未
詳
）
に
一
千

の
兵へ

い

を
与あ

た

え
て
松
島
へ
と
遣つ

か

わ
し
、
延
福
寺
を
取と

り
囲か

こ

ん
で
住
職
・
儀ぎ

仁に
ん

を
捕と

ら
え
、
佐さ

渡ど
が

島し
ま

に
送
り
ま
し
た
。
三
千
の
天て

ん

台だ
い

僧そ
う

は
、
皆
、

延
福
寺
か
ら
追
放
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。
そ
し
て
、
時
頼
公
の
命
令
に
よ
っ
て
法
身
禅
師
の
捜そ

う

索さ
く

が
行
わ
れ
、
二
人
が
邂か

い

逅こ
う

し
た
洞ど

う

窟く
つ

の

中
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
や
が
て
、
松
島
の
地
に
、
新
し
く
寺
院
が
建こ

ん

立り
ゅ
うさ

れ
、
山さ

ん

号ご
う

を
「
青せ

い

龍り
ゅ
う」、

寺じ

名め
い

を
「
円え

ん

福ぷ
く

」
と
し
ま
し
た
。
時
頼
公
は
法
身
禅
師
に

住
職
に
な
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
要よ

う

請せ
い

し
ま
し
た
が
、
法
身
禅
師
は
頑か

た
くな

に
拒こ

ば

み
ま
し
た
。
し
か
し
、
時
頼
公
が
礼れ

い

を
尽つ

く
し
て
何
度
も
願ね

が

わ
れ
る
の
で
最
後
に
は
了

り
ょ
う

承し
ょ
うし

、
正

し
ょ
う

元げ
ん

元
年
（
一
二
五
九
）、
臨り

ん

済ざ
い

宗し
ゅ
う

円え
ん

福ぷ
く

寺じ

の
初し

ょ

代だ
い

住じ
ゅ
う

職し
ょ
くと

な
り
ま
し
た
。

208

圓福寺開山　法身性西和尚集



　『
天て

ん

台だ
い

由ゆ
い

緒し
ょ

記き

』
で
は
時と

き

頼よ
り

公こ
う

の
出

し
ゅ
っ

家け

と
松
島
滞
在
を
宝ほ

う

治じ

二
年
（
一
二
四
八
）
の
こ
と
と
記
し
て
い
ま
す
が
、『
龍

り
ゅ
う

山ざ
ん

三さ
ん

開か
い

祖そ

伝で
ん

』
で
は

出
家
を
三
十
歳
前
、
行あ

ん

脚ぎ
ゃ

を
正
元
元
年
か
ら
文ぶ

ん

応お
う

二
年
（
一
二
五
九
～
六
一
）
の
こ
と
と
記
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、『
天
台
由
緒
記
』
で
は
、

「
日ひ

吉よ
し

山さ
ん

王の
う

社し
ゃ

の
例れ

い

祭さ
い

を
妨さ

ま
たげ

た
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、『
龍
山
三
開
祖
伝
』
で
は
、「
松
島
を
通
り
か
か
っ
た
時
に
日
が
暮
れ
た
の
で
、

延
福
寺
の
僧そ

う

坊ぼ
う

に
一
夜
の
宿
を
求
め
た
が
、
僧
坊
の
住
職
は
こ
れ
を
許
さ
な
か
っ
た
。
他
の
僧
坊
に
も
順
々
に
声
を
掛
け
た
が
、
あ
る
と

こ
ろ
で
は
怒ど

鳴な

り
散ち

ら
さ
れ
、
あ
る
と
こ
ろ
で
は
使
用
人
に
叩た

た

き
出
さ
れ
た
の
で
、
時
頼
公
は
恐
れ
て
そ
の
場
を
離
れ
た
」
と
記
さ
れ
て

お
り
、
内
容
に
異
同
が
あ
り
ま
す
。
歴
史
的
な
事
実
と
し
て
、
時
頼
公
の
出
家
は
康こ

う

元げ
ん

元
年
（
一
二
五
六
）
十
一
月
二
十
三
日
で
あ
る
た
め
、

『
龍
山
三
開
祖
伝
』
の
内
容
に
分
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、『
天て

ん

台だ
い

由ゆ
い

緒し
ょ

記き

』
に
記
さ
れ
た
内
容
も
事
実
無
根
と
は
言
い
切
れ
な
い
の
が
難

し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
時
頼
公
の
廻か

い

国こ
く

が
実
際
に
行
わ
れ
た
も
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
古
来
よ
り
肯
定
説
と
否
定
説
が
あ
り
ま
す
。『
太た

い

平へ
い

記き

』

や
『
増ま

す

鏡か
が
み』

に
は
時
頼
公
の
諸し

ょ

国こ
く

廻
国
が
記
さ
れ
て
お
り
、
廻
国
伝
説
は
各
地
に
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
殆ほ

と
んど

が
、

北ほ
う

条じ
ょ
う

家け

の
所し

ょ

領り
ょ
うで

あ
っ
た
元も

と

得と
く

宗そ
う

領り
ょ
うに

残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
廻
国
伝
説
は
時
頼
公
に
よ
る
得
宗
領
巡じ

ゅ
ん

察さ
つ

の
名な

残ご
り

か
ら
起
こ
っ
た
も

の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
が
成
り
立
ち
ま
す
。
松
島
に
残
る
伝
説
も
、
恐
ら
く
そ
の
一
つ
で
し
ょ
う
。
時
頼
公
来
松
の
真し

ん

偽ぎ

は
不
明
で

す
が
、
松
島
に
お
け
る
信し

ん

仰こ
う

の
中
心
が
幕
府
権
力
に
よ
っ
て
半
ば
強
制
的
に
、
天て

ん

台だ
い

宗し
ゅ
うか
ら
臨り

ん

済ざ
い

宗し
ゅ
うへ
と
改
め
ら
れ
た
こ
と
に
疑う

た
がい
よ
う

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
宗

し
ゅ
う

派は

変へ
ん

更こ
う

の
措そ

置ち

に
よ
っ
て
天
台
宗
勢
力
が
完
全
に
滅ほ

ろ

ん
だ
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
活
動
場
所
を
海

岸
部
に
移
し
て
臨
済
宗
勢
力
と
併へ

い

存ぞ
ん

し
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
の
存
在
は
、
は
る
か
後
代
の
寛か

ん

永え
い

年
間
（
一
六
二
四
～
四
四
）
ま
で
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
法ほ

っ

身し
ん

禅ぜ
ん

師じ

が
松
島
円え

ん

福ぷ
く

寺じ

の
住
職
と
な
っ
た
後
の
こ
と
、
天
台
宗
延え

ん

福ぷ
く

寺じ

の
勢
力
は
時
頼
公
を
呪の

ろ

い
、
高こ

う

徳と
く

の
法
身
禅
師
を
激
し
く
憎に

く

み
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
嘆な

げ

か
わ
し
く
思
っ
た
法
身
禅
師
は
、「
天
台
の
僧
達
が
『
恨う

ら

み
』
で
く
る
の
で
あ
れ
ば
、
衲わ

し

は
『
慈い

つ
くし
み
』
を
も
っ

て
そ
れ
を
受
け
よ
う
。
恐お

そ

れ
る
こ
と
は
何
も
な
い
」
と
言
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
世
間
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
様
々
な
声
は
、
ど
れ
も
法
身

禅
師
が
望
む
よ
う
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
住
職
と
な
っ
て
か
ら
ま
だ
少
し
し
か
経た

っ
て
い
な
い
の
に
、
ま
る
で

下げ

駄た

を
脱ぬ

ぐ
か
の
よ
う
に
円
福
寺
を
辞
し
、
松
島
を
去
り
ま
し
た
。

　
出

し
ゅ
っ

奔ぽ
ん

の
時
期
は
不
明
で
す
が
、
宮み

や

城ぎ

県け
ん

黒く
ろ

川か
わ

郡ぐ
ん

大た
い

和わ

町ち
ょ
う

吉よ
し

田だ

に
あ
る
禪ぜ

ん

興こ
う

寺じ

は
旧

き
ゅ
う

名め
い

を
長

ち
ょ
う

福ふ
く

寺じ

と
称し

ょ
うし

、
文ぶ

ん

永え
い

二
年
（
一
二
六
五
）、
法
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身
禅
師
の
開か

い

山さ
ん

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
頃
ま
で
は
円
福
寺
に
留と

ど

ま
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
遠
く
北
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
青
森
に
伝
わ
る
話
で
は
、
銀い

ち

南ょ
う

木の
き

（
現
青あ

お

森も
り

県け
ん

上か
み

北き
た

郡ぐ
ん

七し
ち

戸の
へ

町ま
ち

）
と
呼
ば
れ
る
地
に
足
を
留
め
、

庵あ
ん

を
結む

す

ん
だ
と
い
い
ま
す
。
松
の
木
の
下
に
草
を
敷し

い
て
坐ざ

禅ぜ
ん

を
し
、
人
里
に
は
近
付
か
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
法ほ

っ

身し
ん

禅ぜ
ん

師じ

の
旧
主
・
真ま

壁か
べ

時と
き

幹も
と

は
、
か
つ
て
従

じ
ゅ
う

僕ぼ
く

だ
っ
た
平へ

い

四し

郎ろ
う

を
下げ

駄た

で
蹴け

り
上
げ
た
こ
と
を
深
く
後
悔
し
て
い
ま
し
た
。
更さ

ら

に
は
、
平
四
郎
が
出

し
ゅ
っ

家け

し
て
高

徳
の
僧
と
な
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
、
時
幹
の
後
悔
は
益ま

す

々ま
す

深
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
法
身
禅
師
が
七
戸
に
遁と

ん

世せ
い

し
て
い
る
こ

と
を
知
っ
た
時
幹
は
三
人
の
従

じ
ゅ
う

者し
ゃ

と
と
も
に
そ
の
地
を
訪た

ず

ね
、
非ひ

を
詫わ

び
て
弟
子
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。
法
身
禅
師
は
時
幹
と
三
人
の

従
者
と
と
も
に
五
つ
の
庵
を
結
ん
だ
の
で
、
こ
の
地
は
「
五ご

庵あ
ん

川が
わ

原ら

（「
御ご

庵あ
ん

川
原
」
と
も
）」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま

す
。

　
や
が
て
、
法
身
禅
師
の
存
在
は
地
元
の
人
々
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。
文ぶ

ん

永え
い

二
年
（
一
二
六
五
）、
洞ほ

ら

内な
い

（
現
青
森
県
十と

和わ

田だ

市し

）
領

り
ょ
う

主し
ゅ

の
洞ほ

ら

内な
い

由ゆ
う

之の

進し
ん

（
生
没
年
不
詳
）
は
寺じ

地ち

を
寄き

進し
ん

し
て
小
さ
な
寺
を
建
て
、
法
身
禅
師
を
住

じ
ゅ
う

職し
ょ
くに

迎む
か

え
ま
し
た
。
こ
の
寺
は
、
松
島
の
円え

ん

福ぷ
く

寺じ

に
な
ぞ
ら
え
て
、「
円
福
寺
」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
青
森
県
十
和
田
市
洞
内
に
あ
る
、
池ち

福ふ
く

山ざ
ん

法ほ
う

蓮れ
ん

寺じ

の
前
身
と
な
っ
た

寺
院
で
す
。
法
蓮
寺
に
は
法
身
禅
師
の
木
像
と
、
時
幹
が
出

し
ゅ
っ

家け

し
て
、
道ど

う

無む

和お

尚し
ょ
うと
な
っ
た
姿
の
木
像
が
保
存
さ
れ
て
お
り
、
法
身
像
の

頭
部
に
は
、
時
幹
に
割
ら
れ
た
と
い
う
深
い
傷
が
生な

ま

々な
ま

し
く
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
洞
内
に
は
、「
客

き
ゃ
く

僧そ
う

田で
ん

」
と
呼
ば
れ
る
水
田
が
あ
り
、
そ
の
水
田
の
中
央
に
は
、「
袈け

裟さ

掛が

け
の
松ま

つ

」
と
称
さ
れ
る
松
の
木
が
あ

り
ま
す
。
洞
内
由
之
進
の
寄
進
に
よ
り
寺
が
創そ

う

建け
ん

さ
れ
た
後
、
法
身
禅
師
の
高
徳
を
慕し

た

い
、
沢た

く

山さ
ん

の
人
が
集
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
を

喜
ん
だ
由
之
進
は
寺
院
を
拡
張
し
、
さ
ら
に
土
地
を
寄
進
し
ま
し
た
。
寄
進
さ
れ
た
土
地
を
人
々
の
役
に
立
て
た
い
と
考
え
た
法
身
禅
師

は
、
原
野
を
開か

い

墾こ
ん

し
て
水
田
を
開
き
ま
し
た
。
こ
の
水
田
が
「
客
僧
田
」
で
あ
り
、
七
戸
地
方
に
お
け
る
最
古
の
稲い

な

作さ
く

水
田
と
伝
わ
っ
て

い
ま
す
。
法
身
禅
師
は
弟
子
達
と
一
緒
に
田
を
耕た

が
やし
、
稲
作
を
広
め
ま
し
た
。
そ
の
際
に
、
袈
裟
を
掛
け
た
の
が
「
袈
裟
掛
け
の
松
」
で
、

現
在
の
松
は
、
幕
末
に
植
え
ら
れ
た
二
代
目
の
松
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
従

じ
ゅ
う

僕ぼ
く

か
ら
出

し
ゅ
っ

家け

し
て
無ぶ

準じ
ゅ
ん

禅
師
の
法ほ

う

を
嗣つ

ぎ
、
北ほ

う

条じ
ょ
う

時と
き

頼よ
り

公こ
う

の
帰き

依え

を
受
け
て
松
島
円
福
寺
の
開か

い

山さ
ん

と
な
る
な
ど
、
位

く
ら
い

人じ
ん

臣し
ん

を
極き

わ

め
ら

れ
た
法
身
禅
師
で
す
が
、
そ
の
地
位
に
執

し
ゅ
う

着じ
ゃ
くす

る
こ
と
な
く
青
森
の
地
に
足
を
運
び
、
法
を
求
め
る
人
々
の
た
め
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
姿
は
、
生
き
と
し
生
け
る
全
て
も
の
を
教

き
ょ
う

化け

し
、
救
済
す
る
と
い
う
「
下げ

化け

衆し
ゅ
う

生じ
ょ
う」

の
精
神
を
体
現
し
た
も
の
で
あ
り
、
師
の
足そ

く

跡せ
き
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を
語
る
上
で
欠
か
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
没
後
七
百
五
十
年
を
経へ

た
現
在
に
お
い
て
も
法
身
禅
師
の
名
前
が
各
地
で
語か

た

り
継つ

が
れ
、
伝
承
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
の
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
法ほ

っ

身し
ん

禅ぜ
ん

師じ

は
亡な

く
な
る
七
日
前
に
、「
衲わ

し

は
こ
の
日
に
死
ぬ
だ
ろ
う
」
と
弟
子
達
に
告
げ
ま
し
た
。
し
か
し
、
病や

ま
いを

患
わ
ず
ら

っ
て
い
る
わ
け

で
も
な
く
、
健
康
そ
の
も
の
な
の
で
、
信
じ
る
者
は
誰
も
い
ま
せ
ん
。
七
日
後
、
昼
食
を
終
え
た
法
身
禅
師
は
袈け

裟さ

を
着
け
、
身
な
り
を

整と
と
のえ

て
椅い

子す

に
坐す

わ

り
ま
し
た
。
侍じ

者し
ゃ

が
辞じ

世せ
い

の
句く

を
求
め
ま
し
た
が
、
法
身
禅
師
は
字
を
書
く
こ
と
が
不ふ

得え

手て

な
の
で
、
声
を
出
し
て
、

「
来ら

い

時じ

明め
い

明め
い

、
去き

ょ

時じ

明め
い

明め
い

、
是こ

れ
は
箇こ

の
何な

に

物も
の

ぞ
（
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
来
た
こ
と
も
、
こ
の
世
を
去
る
と
い
う
こ
と
も
、
極き

わ

め
て
明め

い

白は
く

な
事
実
で
あ
る
。
今
、

終
わ
り
を
迎む

か

え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
れ
は
一
体
何
物
か
）」
と
言
い
、
目
を
閉
じ
よ
う
と
し
ま
し
た
。
侍
者
が
、「
末ま

つ

尾び

の
句
が
欠
け
て
お
り
ま
す
」

と
言
う
の
で
、
法
身
禅
師
は
声
を
振ふ

り
絞
っ
て
、「
喝か

つ

！
」
と
一い

っ

喝か
つ

し
た
後
、
静
か
に
遷せ

ん

化げ

さ
れ
ま
し
た
。
文ぶ

ん

永え
い

十
年
（
一
二
七
三
）
二
月
一

日
の
こ
と
で
す
。『
龍

り
ゅ
う

山ざ
ん

三さ
ん

開か
い

祖そ

伝で
ん

』
に
は
、
法
身
禅
師
は
南な

ん

部ぶ

の
山
中
（
現
在
の
青
森
県
十
和
田
市
洞
内
）
で
遷
化
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

青
森
で
遷
化
さ
れ
た
た
め
、
松
島
の
円え

ん

福ぷ
く

寺じ

で
は
、
法
身
禅
師
が
二
月
に
遷
化
さ
れ
た
こ
と
は
伝
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
二
月
何
日
に
遷

化
さ
れ
た
か
ま
で
は
伝
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
法
身
禅
師
の
命め

い

日に
ち

を
、
円
福
寺
二
世
・
蘭ら

ん

渓け
い

道ど
う

隆り
ゅ
う

禅
師
（
一
二
一
三
～
七
八
）

が
亡
く
な
ら
れ
た
日
と
同
じ
日
（
蘭
渓
禅
師
は
弘こ

う

安あ
ん

元
年
〈
一
二
七
八
〉
七
月
二
十
四
日
に
遷
化
）
に
定
め
た
と
い
い
、
現
在
も
そ
の
慣か

ん

習し
ゅ
うに
従
っ
て

毎
月
二
十
四
日
を
「
法ほ

っ

身し
ん

忌き

」
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
法ほ

う

蓮れ
ん

寺じ

の
近
く
に
は
法
身
禅
師
の
墓
と
さ
れ
る
「
法ほ

っ

身し
ん

塚づ
か

（
法ほ

っ

心し
ん

塚づ
か

）」
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、『
建け

ん

長ち
ょ
う

寺じ

史し

』
に
は
、「
文ぶ

ん

永え
い

四
年（
一
二
六
七
）、蘭
渓
禅
師
が
真ま

壁か
べ

の
光こ

う

明み
ょ
う

寺じ

で
法
身
禅
師
と
相

し
ょ
う

見け
ん

し
た
」と
い
う
記
録
が
あ
り
、更
に
、真
壁
に
は
文
永
五
年（
一
二
六
八
）、

法
身
禅
師
が
真ま

壁か
べ

時と
き

幹も
と

の
帰き

依え

を
受
け
て
照

し
ょ
う

明み
ょ
う

寺じ

（
伝で

ん

正し
ょ
う

寺じ

の
前
身
）
を
開か

い

創そ
う

し
、
文
永
十
年
（
一
二
七
三
）
に
同
地
で
遷
化
さ
れ
た
と
い
う
話

が
伝
わ
っ
て
い
て
、
境け

い

内だ
い

に
は
法
身
禅
師
の
無む

縫ほ
う

塔と
う

が
存
在
し
て
い
ま
す
。
墓ぼ

所し
ょ

が
二
つ
有
る
の
は
、
法
身
禅
師
の
徳
を
慕し

た

っ
て
遺い

骨こ
つ

が

分ぶ
ん

骨こ
つ

さ
れ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
詳
細
は
不
明
で
す
。

　
法
身
禅
師
の
表
記
に
つ
い
て
は
古
来
よ
り
「
法
身
か
法
心
か
」
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
無む

住じ
ゅ
う

道ど
う

暁ぎ
ょ
う

禅
師
は
弘こ

う

安あ
ん

六

年
（
一
二
八
三
）
に
成
立
し
た
『
沙し

ゃ

石せ
き

集し
ゅ
う』

の
中
で
、「
法
心
房
」
と
記
述
し
て
い
ま
す
が
、
嘉か

元げ
ん

三
年
（
一
三
〇
五
）
に
成
立
し
た
『
雑ぞ

う

談た
ん

集し
ゅ
う』

で
は
「
法
身
坊
」
と
記
述
し
て
お
り
、
同
じ
著
者
で
あ
り
な
が
ら
異
同
が
あ
り
ま
す
。
虎こ

関か
ん

師し

錬れ
ん

禅
師
（
一
二
七
八
～
一
三
四
六
）
は
元げ

ん

亨こ
う

二
年
（
一
三
二
二
）
に
著
し
た
『
元げ

ん

亨こ
う

釈し
ゃ
く

書し
ょ

』
で
「
釈
法
心
」
と
記
述
し
て
お
り
、
古
い
資
料
で
は
「
法
心
」
と
記
述
さ
れ
る
こ
と
が
多
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い
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
延え

ん

福ぷ
く

寺じ

二
十
八
世
・
儀ぎ

仁に
ん

の
弟
子
・
覚か

く

正し
ょ
う（

未
詳
）
は
弘こ

う

長ち
ょ
う

三
年
（
一
二
六
三
）、『
天て

ん

台だ
い

由ゆ
い

緒し
ょ

記き

』
に
「
法ほ

っ

身し
ん

和お

尚し
ょ
う」

と
記
述
し
、
円え

ん

福ぷ
く

寺じ

九
十
三
世
・
実じ

つ

堂ど
う

宗そ
う

中ち
ゅ
う

禅
師
（
？
～
一
六
一
〇
）
が
天て

ん

正し
ょ
う

八
年
（
一
五
八
〇
）
に
揮き

毫ご
う

し
た
位い

牌は
い

に
は
「
開か

い

山さ
ん

法ほ
っ

身し
ん

和お

尚し
ょ
う

大だ
い

禅ぜ
ん

師じ

」
と
あ
り
、
政
宗
公
の
師し

傅ふ

・
虎こ

哉さ
い

宗そ
う

乙い
つ

禅
師
（
一
五
三
〇
～
一
六
一
一
）
が
揮
毫
し
た
「
松ま

つ

島し
ま

方ほ
う

丈じ
ょ
う

記き

」
に
は
「
法
身
和
尚
」
と

記
さ
れ
て
い
て
、松
島
に
伝
わ
る
資
料
は
ほ
と
ん
ど
が「
法
身
」と
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。現
在
、瑞ず

い

巌が
ん

寺じ

に
安
置
さ
れ
て
い
る
位
牌
に
は
、

「
㳒
身
」（「
㳒
」
は
「
法
」
の
異
体
字
）
と
揮き

毫ご
う

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
瑞
巌
寺
百
四
世
・
夢む

庵あ
ん

如に
ょ

幻げ
ん

禅
師
（
一
六
五
九
～

一
七
三
八
）
は
『
龍

り
ゅ
う

山ざ
ん

三さ
ん

開か
い

祖そ

伝で
ん

』
の
中
で
、「
松
島
の
祖そ

堂ど
う

に
樹タ

ツ

る
所
の
牌は

い

面め
ん

に
、『
法
身
』
と
作
る
。
蓋け

だ

し
夫そ

れ
、『
法ほ

っ

身し
ん

透と
う

得と
く

』
の
句く

に
拠よ

っ
て
、
後こ

う

人じ
ん

『
心
』
を
更あ

ら
ため

て
、『
身
』
に
作
る
も
の
か
。
無む

住じ
ゅ
う

国こ
く

師し

の
『
沙し

ゃ

石せ
き

集し
ゅ
う』、

本ほ
ん

覚が
く

国
師
の
『
元げ

ん

亨こ
う

釈し
ゃ
く

書し
ょ

』、
併あ

わ

せ
て
『
心
』

の
字
と
為す

」
と
記
し
て
お
り
、
法
身
禅
師
作
の
法
語
と
さ
れ
た
、「
遠
く
径き

ん

山ざ
ん

に
上の

ぼ

り
て
風ふ

う

月げ
つ

を
分わ

か
ち
、
帰
っ
て
円
福
の
大
道
場
を
開
く
。

法
身
透
得

4

4

4

4

す
れ
ば
一い

ち

物も
つ

無な

し
、
元も

と
是こ

れ
真ま

壁か
べ

の
平へ

い

四し

郎ろ
う

（
遥は

る

か
遠
く
宋そ

う

へ
と
渡
り
、
能の

う

仁に
ん

興こ
う

聖し
ょ
う

万ま
ん

寿じ
ゅ

禅ぜ
ん

寺じ

で
苦
労
の
末
に
大だ

い

悟ご

徹て
っ

底て
い

し
、
日
本
に
帰
っ
て

か
ら
は
円
福
寺
の
開か

い

山さ
ん

と
な
っ
た
。
仏ほ

と
けの
心
と
は
、
生
き
る・死
ぬ
、
迷ま

よ

い・悟さ
と

り
と
い
っ
た
、
一
切
の
執

し
ゅ
う

着じ
ゃ
くか
ら
離
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
会え

得と
く

し
た
が
、
本
来
、

執
着
す
る
べ
き
も
の
は
何
も
無
い
。本も

と

を
正
せ
ば
、真
壁
出
身
の
平
四
郎
で
あ
る
）」の「
法
身
透
得
」と
い
う
一
句
を
根こ

ん

拠き
ょ

と
し
て
、本
来
は「
法
心
」だ
っ

た
も
の
を
「
法
身
」
と
改
め
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
ま
す
。

　
法
身
禅
師
の
生
涯
の
中
で
、
東と

う

福ふ
く

寺じ

開か
い

山さ
ん
・
円え

ん

爾に

禅
師
と
の
関
係
を
欠
か
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
二
人
は
無
準
禅
師
の
法ほ

う

を
嗣つ

い
だ
、

法ほ
う

兄ひ
ん

弟で
い

の
間

あ
い
だ

柄が
ら

で
し
た
。
こ
の
二
人
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
話
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
南な

ん

宋そ
う

か
ら
帰
国
し
た
円
爾
禅
師
の
家か

風ふ
う

は
日ひ

増ま

し
に
盛さ

か

ん
と
な
り
、名
声
は
日
本
中
に
広
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。各
地
の
俊

し
ゅ
ん

才さ
い

達た
ち

は
競
っ

て
円
爾
禅
師
の
も
と
に
赴お

も
むい
た
の
で
、
い
つ
も
数
え
切
れ
な
い
ぐ
ら
い
沢
山
の
弟
子
が
い
た
そ
う
で
す
。
あ
る
時
、
法
身
禅
師
は
、「
円

爾
禅
師
の
右み

ぎ

眼め

の
病や

ま
いが
重
く
、
治
る
見
込
み
が
な
い
」
と
い
う
話
を
耳
に
し
て
和わ

歌か

一い
っ

首し
ゅ

を
贈お

く

り
ま
し
た
。
そ
の
和
歌
に
は
、「
本ほ

ん

来ら
い

の

面め
ん

目も
く

得え

た
ら
ば
水く

母ら
げ

殿ど
の

、
蝦え

び

の
眼ま

な
こは
用よ

う

事じ

な
か
り
け
り
や
な
（
本
来
の
面
目
を
得
た
円
爾
禅
師
で
あ
れ
ば
、
物ぶ

っ

質し
つ

的て
き

な
眼め

は
無
く
て
も
問
題
な
い
で
し
ょ
う
）」

と
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
円
爾
禅
師
は
香こ

う

を
焚た

き
、
手
を
洗
い
清
め
て
か
ら
封ふ

う

を
切
り
、
そ
の
和
歌
を
ひ
ろ
げ
て
一い

ち

読ど
く

し
、
何
度
も
褒ほ

め

讃た
た

え
ま
し
た
。
円
爾
禅
師
に
隨ず

い

侍じ

し
て
い
た
弟
子
が
和
歌
を
書
き
写
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
は
東
福
寺
中
に
知
れ
渡
っ
た
そ
う
で
す
。
皆み

な

が
口
を
揃そ

ろ

え
て
、「
松ま

つ

島し
ま

の
法
身
禅
師
は
、
惨み

じ

め
な
こ
と
に
学が

く

が
な
い
よ
う
だ
。
だ
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
訳
の
分
か
ら
な
い
和
歌
を
贈
っ

て
き
た
の
だ
」
と
言
い
ま
し
た
。
一
人
が
、「
本
来
の
面
目
得
た
ら
ば
…
」
と
声
を
立
て
る
と
、
そ
の
場
に
い
る
者
全
員
が
笑
い
転
げ
ま
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し
た
。
ま
た
、
得と

く

度ど

も
し
て
い
な
い
童ど

う

子じ

が
扇せ

ん

子す

に
、「
本
来
の
…
」
と
書
き
写
し
て
、
物も

の

笑わ
ら

い
の
種た

ね

と
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
知
っ
た
円え

ん

爾に

禅ぜ
ん

師じ

は
鐘か

ね

を
鳴
ら
し
て
全
員
を
呼
び
出
し
、
大
声
で
、「
法ほ

っ

身し
ん

禅
師
は
仏
教
の
大だ

い

法ほ
う

を
得
ら
れ
た
方
で
あ
る
。
常
に
心
に
一
点
の
曇く

も

り

も
な
く
、
そ
の
言
葉
、
そ
の
行
動
の
全
て
が
仏ぶ

っ

法ぽ
う

の
大た

い

意い

で
あ
る
。
衲わ

し

に
贈
っ
て
く
れ
た
こ
の
一
首
の
和
歌
は
、『
主
観
と
客
観
』
と
い

う
対
立
を
完
全
に
超

ち
ょ
う

越え
つ

し
た
も
の
だ
。
そ
な
た
達
は
皆
、
ど
盲め

く
らば

か
り
だ
。
俗ぞ

く

に
言い

う
、『
借か

り
物も

の

の
世
界
に
惑ま

ど

わ
さ
れ
て
、
絶ぜ

っ

対た
い

的て
き

真し
ん

実じ
つ

を
得
て
い
な
い
』
と
い
う
状
態
だ
。
何
も
わ
か
ら
な
い
分ぶ

ん

際ざ
い

で
、
法
身
禅
師
の
よ
う
な
優す

ぐ

れ
た
禅
僧
を
け
な
す
。
そ
ん
な
こ
と
を
し
て

い
る
よ
う
で
は
、
そ
な
た
達
は
放は

な

た
れ
た
矢
の
よ
う
に
、
あ
っ
と
い
う
間ま

に
地じ

獄ご
く

行い

き
だ
」
と
叱し

か

り
つ
け
ま
し
た
。
皆
、
驚お

ど
ろい

て
、
今
ま

で
の
行
い
を
悔く

い
、
謝

あ
や
ま

っ
て
赦ゆ

る

し
を
乞こ

う
た
そ
う
で
す
。

　『
聖

し
ょ
う

一い
ち

国こ
く

師し

年ね
ん

譜ぷ

』、
建け

ん

長ち
ょ
う

四
年
（
一
二
五
二
）
の
項
に
、「
師
、
眼が

ん

疾し
つ

有
り
」、
建
長
五
年
（
一
二
五
三
）
の
項
に
、「
師
、
右
眼
、
明
り
を
失

う
」、
と
あ
り
、
手
紙
も
こ
の
頃
の
出
来
事
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
法
身
禅
師
が
臨
済
宗
円
福
寺
の
開
山
と
な
っ
た
の
は
正

し
ょ
う

元げ
ん

元
年
（
一
二
五
九
）

の
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
の
で
、
松
島
の
洞ど

う

窟く
つ

で
聖

し
ょ
う

胎た
い

長ち
ょ
う

養よ
う

中
に
円
爾
禅
師
の
眼
病
を
耳
に
し
て
、
手
紙
を
認し

た
ため

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
瑞ず

い

巌が
ん

寺じ

に
は
現
在
も
、
法
身
禅
師
の
頂ち

ん

相そ
う

と
木
像
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
頂
相
は
中
世
の
東
北
地
方
に
お
け
る
臨り

ん

済ざ
い

禅ぜ
ん

の
伝で

ん

播ぱ

を
示
す

貴
重
な
資
料
で
、
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
中
で
は
宮
城
県
内
最
古
級
の
遺い

品ひ
ん

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
木
像
は
、
瑞
巌
寺
九
十
九
世
で
、

中
興
開
山
に
位
置
付
け
ら
れ
る
雲う

ん

居ご

希き

膺よ
う

禅
師
（
一
五
八
二
～
一
六
五
九
）
が
伊だ

達て

政ま
さ

宗む
ね

公こ
う

正せ
い

室し
つ

・
陽よ

う

徳と
く

院い
ん

愛め
ご

姫ひ
め

様
（
一
五
六
八
～
一
六
五
三
）
の

菩ぼ

提だ
い

成じ
ょ
う

就じ
ゅ

を
祈き

願が
ん

し
て
、
承

じ
ょ
う

応お
う

三
年
（
一
六
五
四
）
に
制
作
さ
れ
た
も
の
で
す
。
平へ

い

成せ
い

十
一
年
～
十
二
年
（
一
九
九
九
～
二
〇
〇
〇
）
に
行
わ
れ

た
木
像
の
解
体
修
理
の
際
、
像
内
か
ら
紙こ

縒よ
り

で
括く

く

ら
れ
た
一
群
の
包
み
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
中
に
は
、
愛
姫
様
と
そ
の
愛ま

な

娘む
す
め・
天て

ん

麟り
ん

院い
ん

五い

郎ろ

八は

姫ひ
め

様
（
一
五
九
四
～
一
六
六
一
）
の
身
辺
に
仕つ

か

え
た
百
人
以
上
の
人
々
の
毛も

う

髪は
つ

・
爪つ

め

・
経

き
ょ
う

本ほ
ん

・
数じ

ゅ

珠ず

等
、
様
々
な
も
の
が
納の

う

入に
ゅ
うさ
れ
て

い
ま
し
た
。
五
郎
八
姫
様
の
納
入
品
は
、
自
筆
の
写し

ゃ

経き
ょ
うや
毛
髪
・
金こ

ん

銅ど
う

懸か
け

仏ぼ
と
け・
名め

い

香こ
う

「
柴し

ば

舟ふ
ね

」
等
で
し
た
。
包

つ
つ
み

紙が
み

に
記
さ
れ
て
い
た
の
は

ほ
と
ん
ど
が
女
性
名
で
、
愛
姫
様
の
冥め

い

福ふ
く

を
願
い
、
開
山
像
に
結け

ち

縁え
ん

し
て
自
身
の
極ご

く

楽ら
く

往お
う

生じ
ょ
うを
願
い
な
が
ら
包
み
を
作
っ
た
で
あ
ろ
う
当

時
の
様
子
が
偲し

の

ば
れ
ま
す
。

　
夢む

庵あ
ん

禅
師
は
『
龍
山
三
開
祖
伝
』
の
中
で
、
法
身
禅
師
に
つ
い
て
、
最
後
に
こ
う
記
し
て
い
ま
す
。「
中
国
の
春

し
ゅ
ん

秋じ
ゅ
う

時
代
、
楚そ

の
卞べ

ん

和か

が
見
つ
け
た
玉ぎ

ょ
くの

原げ
ん

石せ
き

は
、
そ
の
輝か

が
やき

を
荊け

い

山ざ
ん

に
包つ

つ

み
隠か

く

し
て
い
た
。
楚
の
厲れ

い

王お
う

、
武ぶ

王お
う

に
は
た
だ
の
石
だ
と
判
断
さ
れ
た
が
、
文ぶ

ん

王お
う

と

い
う
明め

い

君く
ん

に
認
め
ら
れ
て
天
下
の
名め

い

玉ぎ
ょ
くと

な
っ
た
。
こ
の
、『
和か

氏し

の
璧へ

き

』
の
故こ

事じ

の
よ
う
に
、
法
身
禅
師
と
北ほ

う

条じ
ょ
う

時と
き

頼よ
り

公こ
う

が
出
会
っ
た
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の
は
、
時と

き

頼よ
り

公こ
う

が
法ほ

っ

身し
ん

禅ぜ
ん

師じ

の
真し

ん

価か

を
理
解
し
得う

る
人
物
だ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
法
身
禅
師
と
出
会
う
前
、
時
頼
公
は
蘭ら

ん

渓け
い

道ど
う

隆り
ゅ
う

禅
師
、

道ど
う

元げ
ん

禅
師
（
一
二
〇
〇
～
五
三
）
と
い
っ
た
、
当
代
一
流
の
禅
僧
達
に
学
び
、
後
に
兀ご

っ

庵た
ん

普ふ

寧ね
い

禅
師
（
一
一
九
七
～
一
二
七
六
）
に
参
じ
て
、
正

し
ょ
う

法ぼ
う

を
見み

極き
わ

め
る
力
を
身
に
付
け
た
。
そ
れ
は
、『
目
の
な
い
ク
ラ
ゲ
が
餌え

さ

を
捕つ

か

ま
え
る
た
め
に
、
エ
ビ
の
目
を
借
り
る
』
と
い
う
よ
う
な
不

完
全
な
も
の
で
は
な
い
、
真し

ん

の
見け

ん

識し
き

で
あ
る
。
法
身
禅
師
が
禅ぜ

ん

門も
ん

に
入
ら
れ
て
か
ら
現
在
ま
で
約
四
百
六
十
年
が
経
過
し
て
い
る
が
、
師

の
事じ

績せ
き

が
仏
道
を
学
ぶ
者
に
広
く
知
ら
れ
て
い
て
、
今
で
も
話
題
と
な
る
の
は
、『
碧へ

き

落ら
く

の
碑ひ

に
贋が

ん

本ぽ
ん

無な

し
』
と
言
う
よ
う
に
、
師
の
徳と

く

が
偽に

せ

物も
の

で
は
な
く
、
本
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
」
と
。

　
令れ

い

和わ

四
年
（
二
〇
二
二
）
は
法
身
禅
師
の
七
百
五
十
回
忌
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
瑞
巌
寺
で
は
そ
の
御ご

恩お
ん

に
報む

く

い
る
た
め
、
師
の
足そ

く

跡せ
き

を

取と

り
纏ま

と

め
た
漫
画
『
松
島
　
法
身
禅
師
も
の
が
た
り
』
並
び
に
本
書
の
作
成
、
遠お

ん

諱き

記
念
特
別
展
「
法ほ

っ

身し
ん

伝で
ん

心し
ん 

― 

そ
の
こ
こ
ろ
、
い
つ
ま

で
も 

―
」
の
開
催
等
、
顕
彰
事
業
を
執
り
行
う
運
び
と
な
り
ま
し
た
。「
壮そ

う

年ね
ん

の
出
家
で
、『
一い

っ

丁て
い

字じ

』
す
ら
識し

ら
な
か
っ
た
」
と
い
わ
れ

る
法
身
禅
師
で
す
が
、
こ
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
き
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
時
代
背
景
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ

の
時
代
、
仏
道
を
志
す
人
物
は
年
少
時
に
出
家
す
る
こ
と
が
多
く
、
法
身
禅
師
の
よ
う
に
壮
年
に
な
っ
て
か
ら
の
出
家
は
非
常
に
珍
し
い

も
の
で
し
た
。
径き

ん

山ざ
ん

で
共
に
修
行
を
し
た
円え

ん

爾に

禅
師
は
五
歳
、
神じ

ん

子し

栄え
い

尊そ
ん

禅
師
は
七
歳
の
時
に
仏
門
に
入
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
人

物
達
と
比
す
れ
ば
、
法
身
禅
師
の
出
家
が
い
か
に
特
異
な
も
の
で
あ
る
か
が
理
解
で
き
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
従

じ
ゅ
う

僕ぼ
く

か
ら
の
出
家
で
あ
る

た
め
、
学
問
の
知
識
や
素
養
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
出
家
時
に
学
問
が
無
か
っ
た
と
い
う
だ
け
の
話
で
あ
り
、
そ

の
よ
う
な
状
態
が
長
く
続
い
た
と
は
考
え
に
く
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
後
に
法
身
禅
師
は
留る

学が
く

僧そ
う

と
し
て
南な

ん

宋そ
う

へ
と
渡
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
本
当
に
「
一い

ち

文も
ん

不ふ

通つ
う

」
な
の
で
あ
れ
ば
、
朝
廷
が
渡と

宋そ
う

を
認
め
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
出
家
の
年
齢
と
経
緯
が
極
め
て
希け

有う

で
あ
っ
た
た
め
、
意い

図と

的て
き

に
「
一
文
不
通
」
と
い
う
面
が
強
調
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
更
に
言
え
ば
、
禅
宗
で
は

「
不ふ

立り
ゅ
う

文も
ん

字じ

」
と
い
う
言
葉
が
標

ひ
ょ
う

榜ぼ
う

さ
れ
る
よ
う
に
、「
文
字
を
知
ら
な
い
の
で
は
な
く
、
知
っ
て
い
な
が
ら
、
文
字
に
執と

ら
わ
れ
る
こ
と

が
な
か
っ
た
」
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
厳
し
い
言
葉
を
投
げ
か
け
て
い
る
よ
う
に
み
え
ま
す
が
、
実
際
は
こ
の
上
な
く
相
手
を
尊

重
し
て
お
り
、
そ
の
人
の
価
値
を
高
く
評
価
す
る
意
を
込
め
た
禅
独
特
の
言
葉
の
用
い
方
で
あ
る
、「
抑よ

く

下げ

托た
く

上じ
ょ
う」

と
い
う
側
面
も
あ
る

と
推
測
さ
れ
ま
す
。「
無む

学が
く

文も
ん

盲も
う

」
と
世
に
評
さ
れ
た
法
身
禅
師
に
つ
い
て
、
そ
の
言
葉
通
り
に
人
物
像
を
捉と

ら

え
る
の
で
は
な
く
、
禅
宗

的
な
視
点
か
ら
考
察
す
る
と
、
今
ま
で
と
は
違
っ
た
様
相
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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法ほ

っ

身し
ん

禅ぜ
ん

師じ

が
開か

い

山さ
ん

様さ
ま

と
な
っ
た
松
島
の
円え

ん

福ぷ
く

寺じ

は
名
前
を
「
松

し
ょ
う

島と
う

青せ
い

龍り
ゅ
う

山ざ
ん

瑞ず
い

巌が
ん

円え
ん

福ぷ
く

禅ぜ
ん

寺じ

」
と
変
え
ま
し
た
が
、
臨り

ん

済ざ
い

宗し
ゅ
う

寺
院
と
し
て
、

そ
の
姿
を
現
在
も
維
持
し
て
い
ま
す
。
戦
国
時
代
を
経へ

て
、
次
第
に
衰
退
し
て
い
っ
た
と
い
わ
れ
る
円
福
寺
を
、
仙せ

ん

台だ
い

藩は
ん

祖そ

・
伊だ

達て

政ま
さ

宗む
ね

公こ
う

は
、「
国く

に

を
泰や

す

ん
じ
、
民た

み

を
安や

す

ん
ず
る
」
こ
と
を
願
っ
て
復
興
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
願
い
の
通
り
、
瑞
巌
寺
は
地
域
住
民
だ
け
で
な
く
、

訪お
と
ずれ

る
方
の
心
の
拠よ

り
所
と
し
て
歴
史
を
刻
み
続
け
て
い
ま
す
。
雲う

ん

居ご

禅
師
が
法
身
禅
師
木
像
の
制
作
を
発ほ

つ

願が
ん

さ
れ
、
夢む

庵あ
ん

禅
師
が
法
身

禅
師
の
事
績
を
顕け

ん

彰し
ょ
うさ

れ
た
の
も
、
偏ひ

と
えに

、
円
福
寺
の
開
山
始し

祖そ

と
な
ら
れ
た
法
身
禅
師
に
対
す
る
報ほ

う

恩お
ん

の
心
の
表
れ
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
で
し
ょ
う
。

　
願
わ
く
は
本
書
を
通
じ
、
先せ

ん

人じ
ん

達
が
守
り
続
け
て
き
た
法
身
禅
師
の
「
こ
こ
ろ
」
に
思
い
を
馳は

せ
て
い
た
だ
き
、
今い

ま

尚な
お

、
語
り
継つ

が
れ

る
足そ

く

跡せ
き

を
亀き

鑑か
ん

と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸こ

う

甚じ
ん

に
存
じ
ま
す
。

　
※�

本
項
の
記
述
に
あ
た
り
、『
龍

り
ゅ
う

山ざ
ん

三さ
ん

開か
い

祖そ

伝で
ん

』、『
松ま

つ

島し
ま

諸し
ょ

勝し
ょ
う

記き

』、『
天て

ん

台だ
い

由ゆ
い

緒し
ょ

記き

』、『
沙し

ゃ

石せ
き

集し
ゅ
う』、『

雑ぞ
う

談た
ん

集し
ゅ
う』、『

元げ
ん

亨こ
う

釈し
ゃ
く

書し
ょ

』、『
聖

し
ょ
う

一い
ち

国こ
く

師し

年ね
ん

譜ぷ

』、『
扶ふ

桑そ
う

禅ぜ
ん

林り
ん

僧そ
う

宝ほ
う

伝で
ん

』、『
延え

ん

宝ぽ
う

伝で
ん

灯と
う

録ろ
く

』、『
本ほ

ん

朝ち
ょ
う

高こ
う

僧そ
う

伝で
ん

』、『
奥お

う

羽う

観か
ん

蹟せ
き

聞ぶ
ん

老ろ
う

志し

』、『
二に

川せ
ん

随ず
い

筆ひ
つ

』、『
無む

住じ
ゅ
う

国こ
く

師し

道ど
う

跡せ
き

考こ
う

』、『
桂け

い

月げ
つ

全ぜ
ん

集し
ゅ
う』、『
法ほ

っ

身し
ん

覚か
く

了り
ょ
う

無む

一い
ち

物も
つ

』、『
真ま

壁か
べ

平へ
い

四し

郎ろ
う

』、『
建け

ん

長ち
ょ
う

寺じ

史し

』
を
底
本
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
各
地
に
伝
承
と
し

て
残
さ
れ
て
い
る
内
容
も
多
い
た
め
、
出
典
が
確
認
で
き
な
い
も
の
も
一
部
採
録
し
て
い
ま
す
。

215

法身性西禅師の生涯



法ほ
っ

身し
ん

性し
ょ
う

西さ
い

禅ぜ
ん

師じ

略り
ゃ
く

年ね
ん

譜ぷ

　
　
　
　
　
　
　�（
年
齢
は
数
え
年
、
月
日
は
太
陰
暦
、
敬
称
略
、
参
考
文
献
に
よ
っ
て
年
数
に
異
同
が
あ
る
場
合
は
年
代
順
で
記
載
し

た
が
、
一
部
例
外
あ
り
。『
桂け

い

月げ
つ

全ぜ
ん

集し
ゅ
う』、『
法ほ

っ

身し
ん

覚か
く

了り
ょ
う

無む

一い
ち

物も
つ

』
に
つ
い
て
は
一
次
資
料
で
は
な
い
が
、
伝
承
を
採
録

し
て
い
る
た
め
参
考
に
し
た
）

元げ
ん

号ご
う

西せ
い

暦れ
き

年ね
ん

齢れ
い

　
　
　
　
こ
と
が
ら

文ぶ
ん

治じ

五
年

一
一
八
九

一

こ
の
頃こ

ろ

、
常ひ

た

陸ち
の

国く
に

真ま

壁か
べ

郡ご
お
り

猫ね
こ

島し
ま

村む
ら

（
現
茨い

ば
ら

城き

県け
ん

筑ち
く

西せ
い

市し

猫ね
こ

島し
ま

）
に
生
ま
れ
る
。

俗ぞ
く

姓せ
い

・
高た

か

松ま
つ

氏
。
俗ぞ

く

名み
ょ
う・
平へ

い

四し

郎ろ
う

。（『
龍

り
ゅ
う

山ざ
ん

三さ
ん

開か
い

祖そ

伝で
ん

』、『
桂
月
全
集
』）

建け
ん

暦り
ゃ
く

元
年

一
二
一
一

二
十
三

こ
の
頃
、
真ま

壁か
べ

郡ご
お
り

領り
ょ
う

主し
ゅ

・
真ま

壁か
べ

友と
も

幹も
と

に
仕つ

か

え
る
。（『
法
身
覚
了
無
一
物
』）

寛か
ん

喜ぎ

元
年

一
二
二
九

四
十
一

真
壁
友
幹
の
子
・
時と

き

幹も
と

が
領
主
と
な
り
、
時
幹
に
仕
え
る
。（『
真ま

壁か
べ

文も
ん

書じ
ょ

』）

寛
喜
二
年

一
二
三
〇

四
十
二

こ
の
頃
、
時
幹
に
下げ

駄た

で
蹴け

ら
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
出

し
ゅ
っ

家け

す
る
。

（『
龍
山
三
開
祖
伝
』、『
法
身
覚
了
無
一
物
』）

嘉か

禎て
い

元
年

一
二
三
五

四
十
七

こ
の
頃
、
渡と

宋そ
う

し
、
能の

う

仁に
ん

興こ
う

聖し
ょ
う

万ま
ん

寿じ
ゅ

禅ぜ
ん

寺じ

に
て
無ぶ

準じ
ゅ
ん

師し

範ぱ
ん

（「
む
じ
ゅ
ん
し
は
ん
」
な
ど

と
も
）
に
参
じ
る
。（『
沙し

ゃ

石せ
き

集し
ゅ
う』

で
は
在
宋
九
年
、『
元げ

ん

亨こ
う

釈し
ゃ
く

書し
ょ

』
で
は
在
宋
十
年
と
記
す
）
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元げ
ん

号ご
う

西せ
い

暦れ
き

年ね
ん

齢れ
い

　
　
　
　
こ
と
が
ら

寛か
ん

元げ
ん

三
年

一
二
四
五

五
十
七

こ
の
頃
、「
円え

ん

相そ
う

に
丁て

い

字じ

」
の
公こ

う

案あ
ん

に
よ
り
大だ

い

悟ご

し
、
印い

ん

可か

を
受
け
帰き

朝ち
ょ
うす
る
。

（『
沙し

ゃ

石せ
き

集し
ゅ
う』、『

元げ
ん

亨こ
う

釈し
ゃ
く

書し
ょ

』）

こ
の
頃
、『
妙

み
ょ
う

法ほ
う

蓮れ
ん

華げ

経き
ょ
う

玄げ
ん

義ぎ

』
を
講こ

う

述じ
ゅ
つし

、
無む

住じ
ゅ
う

道ど
う

暁ぎ
ょ
う、

聴
ち
ょ
う

聞も
ん

す
る
。（『
雑ぞ

う

談た
ん

集し
ゅ
う』。

『
無む

住じ
ゅ
う

国こ
く

師し

道ど
う

跡せ
き

考こ
う

』
で
は
寛
元
四
年
〈
一
二
四
六
〉
と
記
す
）

こ
の
頃
、
来ら

い

松し
ょ
うし

、
天て

ん

台だ
い

宗し
ゅ
う

延え
ん

福ぷ
く

寺じ

付
近
の
洞ど

う

窟く
つ

で
聖

し
ょ
う

胎た
い

長ち
ょ
う

養よ
う

に
入
る
。

（『
龍

り
ゅ
う

山ざ
ん

三さ
ん

開か
い

祖そ

伝で
ん

』。『
天て

ん

台だ
い

由ゆ
い

緒し
ょ

記き

』
で
は
暦

り
ゃ
く

仁に
ん

元
年
〈
一
二
三
八
〉
頃
と
記
す
）

宝ほ
う

治じ

二
年

一
二
四
八

六
十

四
月
十
四
日
　
鎌か

ま

倉く
ら

幕ば
く

府ふ

執し
っ

権け
ん

・
北ほ

う

条じ
ょ
う

時と
き

頼よ
り

と
邂か

い

逅こ
う

す
る
。

（『
天
台
由
緒
記
』。『
龍
山
三
開
祖
伝
』
で
は
正

し
ょ
う

元げ
ん

～
文ぶ

ん

応お
う

の
間
〈
一
二
五
九
～
六
一
〉
と
記
す
）

建け
ん

長ち
ょ
う

四
年

一
二
五
二

六
十
四

こ
の
頃
よ
り
建
長
五
年
（
一
二
五
三
）
ま
で
の
間
、
眼が

ん

病び
ょ
うを
患

わ
ず
ら

っ
た
東と

う

福ふ
く

寺じ

（
現
京き

ょ
う

都と

府ふ

京
都
市
）・
円え

ん

爾に

に
手
紙
を
送
る
。（『
聖

し
ょ
う

一い
ち

国こ
く

師し

年ね
ん

譜ぷ

』、『
龍
山
三
開
祖
伝
』）

正し
ょ
う

元げ
ん

元
年

一
二
五
九

七
十
一

こ
の
頃
、
臨り

ん

済ざ
い

宗し
ゅ
う

円え
ん

福ぷ
く

寺じ

（
現
宮み

や

城ぎ

県け
ん

松ま
つ

島し
ま

町ま
ち

・
瑞ず

い

巌が
ん

寺じ

）
の
開か

い

山さ
ん

と
な
る
。

（『
天
台
由
緒
記
』、『
龍
山
三
開
祖
伝
』）

文ぶ
ん

永え
い

二
年

一
二
六
五

七
十
七

こ
の
頃
、
長

ち
ょ
う

福ふ
く

寺じ

（
現
宮
城
県
大た

い

和わ

町ち
ょ
う・

禪ぜ
ん

興こ
う

寺じ

）
の
開
山
と
な
る
。（
禪ぜ

ん

興こ
う

寺じ

寺じ

伝で
ん

）

こ
の
頃
、
円
福
寺
を
出

し
ゅ
っ

奔ぽ
ん

し
七

し
ち
の

戸へ

に
到
り
、
洞ほ

ら

内な
い

由ゆ
う

之の

進し
ん

の
寄
進
を
受
け
円
福
寺
（
現

青あ
お

森も
り

県け
ん

十と

和わ

田だ

市し

・
法ほ

う

蓮れ
ん

寺じ

）
の
開
山
と
な
る
。（『
龍
山
三
開
祖
伝
』、『
法ほ

っ

身し
ん

覚か
く

了り
ょ
う

無む

一い
ち

物も
つ

』）
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元げ
ん

号ご
う

西せ
い

暦れ
き

年ね
ん

齢れ
い

　
　
　
　
こ
と
が
ら

文ぶ
ん

永え
い

四
年

一
二
六
七

七
十
九

真ま

壁か
べ

・
光こ

う

明み
ょ
う

寺じ

（
現
廃は

い

寺じ

）
で
蘭ら

ん

渓け
い

道ど
う

隆り
ゅ
うと
相

し
ょ
う

見け
ん

す
る
。（『
建け

ん

長ち
ょ
う

寺じ

史し

』）

文
永
五
年

一
二
六
八

八
十

こ
の
頃
、
真ま

壁か
べ

時と
き

幹も
と

の
帰き

依え

を
受
け
、
照

し
ょ
う

明み
ょ
う

寺じ

（
現
茨い

ば
ら

城き

県け
ん

桜さ
く
ら

川が
わ

市し

・
伝で

ん

正し
ょ
う

寺じ

）
の
開か

い

山さ
ん

と
な
る
。（『
法ほ

っ

身し
ん

覚か
く

了り
ょ
う

無む

一い
ち

物も
つ

』）

文
永
十
年

一
二
七
三

八
十
五

二
月
一
日
　
遷せ

ん

化げ

。
洞ほ

ら

内な
い

に
葬ほ

う
むる

。（『
龍

り
ゅ
う

山ざ
ん

三さ
ん

開か
い

祖そ

伝で
ん

』。『
法
身
覚
了
無
一
物
』
で
は
真
壁
で

遷
化
し
た
と
伝
え
る
）
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法ほ
っ

身し
ん

禅ぜ
ん

師じ

七
百
五
十
年
遠お

ん

諱き

記
念
『
圓え

ん

福ぷ
く

寺じ

開か
い

山さ
ん　

法ほ
っ

身し
ん

性し
ょ
う

西さ
い

和お

尚し
ょ
う

集し
ゅ
う』
発
行
に
当
た
り

　
令れ

い

和わ

四
年
は
瑞ず

い

巌が
ん

寺じ

の
前
身
で
あ
る
圓
福
寺
開
山
・
法
身
禅
師
七
百
五
十
年
遠
諱
に
相
当
た
り
ま
す
。
本
来
で
あ
れ
ば
全
国
の
多
く
の

雲う
ん

水す
い

諸し
ょ

兄け
い

に
参
集
頂
き
、
大だ

い

会え

を
営
む
の
が
祖そ

師し

に
対
す
る
報ほ

う

恩お
ん

底て
い

の
第
一
か
と
存
じ
ま
す
が
、
現
在
の
瑞
巌
寺
は
コ
ロ
ナ
禍
の
み
な
ら

ず
防
災
イ
ン
フ
ラ
工
事
の
最
中
で
あ
り
、
予
定
し
た
遠
諱
法
要
さ
え
も
正

し
ょ
う

当と
う

年ね
ん

に
実
施
出
来
ぬ
こ
と
、
ま
さ
に
残
念
至
極
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
斯か

様よ
う

な
中
で
令
和
四
年
七
月
三
十
一
日
に
発
行
し
た
『
松
島
　
法
身
禅
師
も
の
が
た
り
』（
作
画
・
杜と

康こ
う

潤じ
ゅ
ん

先
生
、
原
作
・
堀ほ

り

野の

真ま

澄す
み

師
）
は
一
般
に
は
講こ

う

談だ
ん

な
ど
で
知
ら
れ
る
法
身
禅
師
の
脚

き
ゃ
く

色し
ょ
くに

満
ち
た
生
涯
を
、
史
実
を
大
切
に
し
つ
つ
漫
画
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
世
間

に
紹
介
し
た
良
作
で
あ
り
、
既
に
お
手
に
取
ら
れ
た
読
者
の
方
々
か
ら
大
変
好
評
を
得
て
お
り
ま
す
。
ま
た
今
回
発
行
す
る
『
圓
福
寺
開

山
　
法
身
性
西
和
尚
集
』
は
様
々
な
資
料
に
散
見
さ
れ
る
法
身
禅
師
の
行あ

ん

履り

が
纏ま

と

め
ら
れ
た
堀
野
師
の
労
作
で
あ
り
、『
松
島
　
法
身
禅

師
も
の
が
た
り
』
の
底
本
と
も
言
え
る
内
容
で
、
当
初
は
『
松
島
　
法
身
禅
師
も
の
が
た
り
』
を
読
ま
れ
た
方
に
、
さ
ら
に
法
身
禅
師
を

深
く
ご
理
解
頂
く
為
の
資
料
集（
副
読
本
）と
し
て
計
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。今
後
は
法
身
禅
師
や
鎌
倉
時
代
の
圓
福
寺
の
動
向
を
知
る
上
で
、

必
読
の
資
料
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
本
書
は
遠
諱
の
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
開
設
し
た
瑞
巌
寺
宗
教
文
化
研
究
室
の
先
駆
け
と
な
る
書
籍
で
も
あ
り
ま
す
。
瑞
巌
寺

宗
教
文
化
研
究
室
は
、
従
来
、
宝
物
館
を
中
心
に
行
な
っ
て
き
た
瑞
巌
寺
に
関
連
す
る
僧
侶
や
墨ぼ

く

蹟せ
き

の
研
究
の
他
、
法
類
関
連
寺
院
所
蔵

の
資
料
調
査
や
瑞
巌
寺
で
行
わ
れ
る
法ほ

っ

式し
き

の
研
究
な
ど
、
よ
り
実
践
を
伴
う
研
究
と
活
動
を
行
う
予
定
で
す
。
何
年
も
前
か
ら
指
摘
さ
れ

る
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
我
々
伝
統
的
な
教
団
に
属
す
る
寺
院
の
前
途
は
明
る
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
少
子
化
や
後
継
者
不
足
の
中

で
寺
院
が
存
続
し
法ほ

う

灯と
う

を
継
続
す
る
為
に
、
私
達
僧
侶
自
身
の
資
質
向
上
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
書
を
ご
熟
読
賜
り
ま
す
と
共
に
、
瑞
巌
寺
が
そ
の
本
来
の
存
在
意
義
の
一
つ
で
あ
る
仏
教
を
学
ぶ
場
と

し
て
興こ

う

隆り
ゅ
う

出
来
ま
す
よ
う
ご
協
力
頂
け
れ
ば
幸
甚
と
存
じ
ま
す
。

�

（
瑞
巌
寺
　
執
事
長
　
千ち

坂さ
か

　
成せ

い

也や

）
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あ
と
が
き

　「
令れ

い

和わ

四
年
（
二
〇
二
二
）
の
法ほ

っ

身し
ん

禅ぜ
ん

師じ

七
百
五
十
年
遠お

ん

諱き

に
合
わ
せ
て
、
師
の
足そ

く

跡せ
き

を
取と

り
纏ま

と

め
た
漫
画
を
制
作
す
る
」

　
そ
う
決
定
し
た
の
は
、
瑞ず

い

巌が
ん

寺じ

百
世
で
あ
り
、
再さ

い

中ち
ゅ
う

興こ
う

開か
い

山さ
ん

に
位
置
付
け
ら
れ
る
洞ど

う

水す
い

東と
う

初し
ょ

禅
師
（
一
六
〇
五
～
七
一
）
の
三
百
五
十
年
遠

諱
法
要
が
執と

り
行
わ
れ
る
直
前
、
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
十
月
の
こ
と
で
し
た
。
作
画
を
漫
画
家
・
杜と

康こ
う

潤じ
ゅ
ん

先
生
に
ご
快か

い

諾だ
く

い
た
だ
き
、

小し
ょ
う

衲の
う

が
原
作
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
法
身
禅
師
の
行あ

ん

履り

に
つ
い
て
、
今
一
度
、
内
容
を
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
し
た
。
そ
こ
で
、『
龍

り
ゅ
う

山ざ
ん

三さ
ん

開か
い

祖そ

伝で
ん

』
や
『
天て

ん

台だ
い

由ゆ
い

緒し
ょ

記き

』、『
沙し

ゃ

石せ
き

集し
ゅ
う（「

さ
せ
き
し
ゅ
う
」
と
も
）』、『
元げ

ん

亨こ
う

釈し
ゃ
く

書し
ょ

』
等
、
法
身
禅
師
に
つ
い

て
記
さ
れ
た
資
料
の
原
典
に
あ
た
り
、
翻ほ

ん

刻こ
く

・
書
き
下
し
・
口こ

う

語ご

訳や
く

を
行
い
、
各
地
に
残
る
伝
承
を
採さ

い

録ろ
く

し
た
『
桂け

い

月げ
つ

全ぜ
ん

集し
ゅ
う』、『

法ほ
っ

身し
ん

覚か
く

了り
ょ
う

無む

一い
ち

物も
つ

』
等
の
書
籍
を
参
考
に
し
て
、
整
合
性
を
図は

か

っ
た
も
の
を
漫
画
『
松
島
　
法
身
禅
師
も
の
が
た
り
』
の
原
作
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
原
典
の
訳
注
作
業
を
行
な
っ
て
い
く
う
ち
に
、
瑞
巌
寺
執
事
長
・
千ち

坂さ
か

成せ
い

也や

師
よ
り
、「
今
回
の
成
果
を
副
読
本
と
し
て
発
行
し
て
は
ど

う
か
」
と
い
う
ご
提
案
を
頂
き
、
漫
画
と
並
行
し
て
本
書
『
圓え

ん

福ぷ
く

寺じ

開か
い

山さ
ん

　
法ほ

っ

性し
ん

身し
ょ
う

西さ
い

和お

尚し
ょ
う

集し
ゅ
う』
の
制
作
も
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
作
業
に

際
し
て
は
、『
松
島
　
法
身
禅
師
も
の
が
た
り
』
を
手
に
取
り
、
法
身
禅
師
に
つ
い
て
深
く
知
り
た
い
と
思
わ
れ
た
方
が
本
書
を
目
に
さ

れ
る
可
能
性
を
考
慮
し
て
、
口
語
訳
は
平へ

い

易い

な
言
葉
と
す
る
こ
と
、
漢
字
に
は
な
る
べ
く
ル
ビ
を
付
け
る
こ
と
、
訳
注
者
が
翻
刻
・
書
き

下
し
・
語
注
を
行
う
上
で
、
ど
の
よ
う
な
資
料
、
辞
書
、
書
籍
を
参
照
し
た
か
を
可
能
な
限
り
明
確
に
す
る
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
た
。
本

書
が
、
今
後
の
法
身
禅
師
研
究
の
一
助
と
な
れ
ば
幸こ

う

甚じ
ん

に
存
じ
ま
す
。

　
浅せ

ん

学が
く

菲ひ

才さ
い

の
小
衲
に
、
本
書
発
行
の
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
私
見
を
述
べ
る
こ
と
を
許
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
瑞

巌
寺
現
住
職
・
起き

雲う
ん

軒け
ん・
吉よ

し

田だ

道ど
う

彦げ
ん

老
大
師
、
執
事
長
・
千
坂
成
也
師
、
画
像
掲
載
を
ご
承

し
ょ
う

諾だ
く

い
た
だ
き
ま
し
た
青
森
・
法ほ

う

蓮れ
ん

寺じ

様
、
宮
城
・

禪ぜ
ん

興こ
う

寺じ

様
、
個
人
所
有
者
様
、
東と

う

福ふ
く

寺じ

開
山
・
円え

ん

爾に

禅
師
（
一
二
〇
二
～
八
〇
）
が
法
身
禅
師
に
示
し
た
と
考
え
ら
れ
る
法
語
「
示
性
心
師

（
性

し
ょ
う

心し
ん

師し

に
示
す
）」
の
存
在
を
ご
教
授
い
た
だ
き
ま
し
た
慈じ

明み
ょ
う

寺じ

住
職
・
浅あ

さ

野の

恵け
い

一い
ち

師
、
種し

ゅ

々じ
ゅ

ご
協
力
賜た

ま
わり

ま
し
た
関
係
各
位
に
対
し
、
心
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よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
本
書
は
、
四
十
年
以
上
の
長
き
に
亘わ

た

り
瑞
巌
寺
に
奉ほ

う

職し
ょ
くさ

れ
た
葦い

航こ
う

寺じ

閑か
ん

栖せ
い・堀ほ
り

野の

宗そ
う

俊し
ゅ
ん

師
の
調
査・

研
究
の
上
に
成
り
立
つ
も
の
で
す
。
師
弟
二
代
で
の
成
果
と
し
て
、
虔つ

つ
しん

で
法
身
禅
師
七
百
五
十
年
遠
諱
の
真し

ん

前ぜ
ん

に
奉ほ

う

呈て
い

い
た
し
ま
す
。

　
令
和
五
年
五
月
　
圓
福
寺
が
定
め
た
法ほ

っ

身し
ん

忌き

の
日

�

遠え
ん

孫そ
ん

劣れ
つ

比び

丘く

　
堀
野
　
真
澄
　
謹つ

つ
しん

で
記
す
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